
Oracle® Fusion Cloud EPM
Tax Reportingの管理

F26045-21



Oracle Fusion Cloud EPM Tax Reportingの管理、
F26045-21

Copyright © 2019, 2024, Oracle and/or its affiliates.

著者: EPM Information Development Team

This software and related documentation are provided under a license agreement containing restrictions on
use and disclosure and are protected by intellectual property laws. Except as expressly permitted in your
license agreement or allowed by law, you may not use, copy, reproduce, translate, broadcast, modify, license,
transmit, distribute, exhibit, perform, publish, or display any part, in any form, or by any means. Reverse
engineering, disassembly, or decompilation of this software, unless required by law for interoperability, is
prohibited.

The information contained herein is subject to change without notice and is not warranted to be error-free. If
you find any errors, please report them to us in writing.

If this is software, software documentation, data (as defined in the Federal Acquisition Regulation), or related
documentation that is delivered to the U.S. Government or anyone licensing it on behalf of the U.S.
Government, then the following notice is applicable:

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs (including any operating system, integrated software,
any programs embedded, installed, or activated on delivered hardware, and modifications of such programs)
and Oracle computer documentation or other Oracle data delivered to or accessed by U.S. Government end
users are "commercial computer software," "commercial computer software documentation," or "limited rights
data" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental
regulations. As such, the use, reproduction, duplication, release, display, disclosure, modification, preparation
of derivative works, and/or adaptation of i) Oracle programs (including any operating system, integrated
software, any programs embedded, installed, or activated on delivered hardware, and modifications of such
programs), ii) Oracle computer documentation and/or iii) other Oracle data, is subject to the rights and
limitations specified in the license contained in the applicable contract. The terms governing the U.S.
Government's use of Oracle cloud services are defined by the applicable contract for such services. No other
rights are granted to the U.S. Government.

This software or hardware is developed for general use in a variety of information management applications.
It is not developed or intended for use in any inherently dangerous applications, including applications that
may create a risk of personal injury. If you use this software or hardware in dangerous applications, then you
shall be responsible to take all appropriate fail-safe, backup, redundancy, and other measures to ensure its
safe use. Oracle Corporation and its affiliates disclaim any liability for any damages caused by use of this
software or hardware in dangerous applications.

Oracle®, Java, MySQL and NetSuite are registered trademarks of Oracle and/or its affiliates. Other names
may be trademarks of their respective owners.

Intel and Intel Inside are trademarks or registered trademarks of Intel Corporation. All SPARC trademarks are
used under license and are trademarks or registered trademarks of SPARC International, Inc. AMD, Epyc,
and the AMD logo are trademarks or registered trademarks of Advanced Micro Devices. UNIX is a registered
trademark of The Open Group.

This software or hardware and documentation may provide access to or information about content, products,
and services from third parties. Oracle Corporation and its affiliates are not responsible for and expressly
disclaim all warranties of any kind with respect to third-party content, products, and services unless otherwise
set forth in an applicable agreement between you and Oracle. Oracle Corporation and its affiliates will not be
responsible for any loss, costs, or damages incurred due to your access to or use of third-party content,
products, or services, except as set forth in an applicable agreement between you and Oracle.



目次
 ドキュメントのアクセシビリティについて

 ドキュメントのフィードバック

1   EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行

2   Tax Reporting概要
税引当プロセス 2-1

最初に行うタスク 2-3

3   アプリケーションの作成
ビジネス・プロセスの作成 3-1

EPM Enterprise Cloud Serviceアプリケーションの作成 3-1

アプリケーションについて学ぶ 3-3

アプリケーションの「概要」タブ 3-4

アプリケーションの「キューブ」 3-4

アプリケーションの「ディメンション」 3-5

アプリケーションの「アクティビティ・レポート」および「アクセス・ログ」 3-6

受信ボックス/送信ボックス・エクスプローラの使用 3-8

アプリケーションの作成の前提条件 3-9

アプリケーションの作成のワークフロー 3-9

Tax Reportingアプリケーションの作成 3-10

新規アプリケーションの作成 3-10

サンプル・アプリケーションの作成 3-14

アプリケーションの機能の有効化 3-16

管轄およびエンティティの構成 3-20

国の管轄の作成 3-21

地域の管轄の作成 3-24

iii



エンティティの作成 3-26

通貨の追加 3-29

管轄とエンティティの構成後のデータベースのリフレッシュ 3-30

アプリケーションの削除 3-32

4   セキュリティの管理
セキュリティの概要 4-1

アーティファクトとデータ・アクセスの管理 4-2

アーティファクトへのユーザー・アクセス権の割当て 4-4

データへのユーザー・アクセス権の割当て 4-4

ディメンションのセキュリティの有効化または無効化 4-5

ディメンション・メンバーへのセキュリティの割当て 4-6

セル・レベル・セキュリティの定義 4-7

セル・レベル・セキュリティの理解 4-7

セル・レベル・セキュリティ定義の作成 4-8

セル・レベル・セキュリティ定義の表示 4-10

セル・レベル・セキュリティ定義のフィルタ 4-10

セル・レベル・セキュリティ定義のインポートとエクスポート 4-11

セル・レベル・セキュリティのテスト 4-13

セル・レベル・セキュリティ定義リストの並替え 4-14

5   アプリケーションの管理
アプリケーションの概要 5-1

アプリケーション・モデル 5-2

自分が持っているアプリケーション・モデル 5-3

パフォーマンス設定 5-4

データ・ソース・ディメンションのパフォーマンス設定の変更(非ハイブリッド・モー
ドのみ) 5-4

ハイブリッド集約のアプリケーション・モデルの最適化 5-6

アプリケーション・モデルのハイブリッド最適化(DSO)への変換 5-6

ハイブリッド最適化の一環としての更新の実行 5-8

アプリケーションをハイブリッド用に最適化した後の変換後の手順の実行 5-9

ディメンション、メンバー、別名、フォームの命名規則 5-9

Essbaseアウトラインの検証 5-12

メタデータのインポート 5-13

メタデータ・インポート・ファイルの作成 5-15

他のサポートされている区切り文字 5-16

メタデータ・インポート・ファイルのロード 5-17

iv



メタデータのエクスポート 5-19

メタデータ検証メッセージ 5-22

データ統合 5-22

データ統合のベスト・プラクティス 5-23

Tax Reportingハイブリッド最適化(DSO)アプリケーションからのデータのエクスポー
ト 5-23

Tax Reportingアプリケーションにインポートするための Financial Consolidation and
Closeアプリケーションからの年次累計(YTD)データのエクスポート 5-26

データのコピー 5-26

データのコピー・ジョブの使用 5-32

データのコピー・ジョブの保存 5-34

データのコピー・ジョブのスケジュール 5-35

データのコピー・ジョブの監査 5-36

例: 構成の除外、代替変数、ジョブのスケジュール 5-36

データのクリア 5-37

データのクリア・ジョブの使用 5-42

キューブのクリア・ジョブの作成 5-43

データベースのリフレッシュ 5-44

メタデータの検証 5-46

有効な交差の定義 5-48

有効な交差の理解 5-48

有効交差グループ 5-48

有効交差ルール 5-48

アンカーおよび非アンカー・ディメンション 5-49

有効交差ルールの冗長または重複 5-49

共有メンバーおよび有効交差ルール 5-49

代替変数および有効交差ルール 5-49

評価順序 5-49

有効な交差の作成 5-50

有効な交差の管理 5-52

有効交差の表示 5-52

有効な交差のフィルタ 5-53

交差のインポートとエクスポート 5-53

有効交差グループの評価順序の変更 5-56

有効交差グループの無効化および有効化 5-56

有効交差グループの詳細の編集 5-57

有効交差グループの複製 5-58

有効交差グループの削除 5-58

フォームでの有効交差の操作 5-58

v



フォーム内の無効データの抑制 5-60

無効な交差レポートの管理 5-62

無効な交差レポートの作成 5-62

無効な交差レポートの編集 5-63

無効な交差レポートの複製 5-63

無効な交差レポートの実行 5-64

無効な交差レポートの削除 5-64

アプリケーションに関する推奨事項の表示 5-65

アクティビティ・レポートとアクセス・ログの操作 5-69

6   アプリケーションおよびシステムの設定の管理
アプリケーション設定の指定 6-1

アプリケーション所有権の管理 6-9

Enterprise Performance Management Cloudデプロイメントへのフォントのアップロード 6-10

アプリケーションの外観のカスタマイズ 6-11

通知用電子メールの設定 6-13

変数の操作 6-14

ユーザー変数の作成 6-14

代替変数の作成 6-15

お知らせの作成 6-15

アーティファクト・ラベルの指定 6-16

7   EPM Cloudでの環境の接続
EPM Cloud環境の接続について 7-1

EPM Cloud接続を移行する際の考慮事項 7-3

他の EPM Cloud環境への接続の作成、編集および削除 7-4

外部Webサービスへの接続 7-6

外部接続の詳細設定オプションの指定 7-7

EPM Cloud環境間の移動 7-8

他の EPM Cloud環境にアクセスするためのナビゲーション・フローのカスタマイズ 7-9

他の EPM Cloud環境からクラスタへのカードのグループ化 7-9

複数 EPM Cloud環境からのタブのあるカードの構成 7-13

接続された環境を統合するための直接 URLの使用 7-16

個々の URLのコピー 7-17

CSVファイルへのすべての URLのエクスポート 7-17

vi



8   カスタム・ナビゲーション・フローの設計
ナビゲーション・フローの理解 8-1

ビジネス・プロセス・インタフェースでカスタマイズできる内容 8-1

ナビゲーション・フローのカスタマイズ・カテゴリ 8-2

ナビゲーション・フローの権限 8-3

事前定義済のナビゲーション・フロー 8-3

インポート後のナビゲーション・フロー・ステータスの理解 8-3

ナビゲーション・フローの表示と操作 8-4

ナビゲーション・フロー設計のベスト・プラクティスと命名に関する考慮事項 8-5

ナビゲーション・フローの作成と複製 8-6

ナビゲーション・フローの編集 8-7

ナビゲーション・フローのアクティブ化と非アクティブ化 8-8

ナビゲーション・フローでの検証を使用した欠落アーティファクトの検出 8-9

警告アイコンを表示するナビゲーション・フローの解決 8-10

カード、タブおよびクラスタのラベルのカスタマイズ 8-10

カードおよび垂直タブのアイコンのカスタマイズ 8-11

クラスタ、カードおよびタブの表示および非表示 8-12

ホーム・ページ上のカードの表示順序の変更 8-12

カードの追加 8-12

表形式ページへのタブの追加 8-15

EPM Cloudアプリケーションにサード・パーティ・ページを埋め込むための URLの使
用について 8-18

ナビゲーション・フロー、カードおよびタブの削除 8-18

クラスタへのカードのグループ化 8-19

ナビゲーション・フローのリロード 8-21

実行時のナビゲーション・フローの切替え 8-22

9   インフォレットの設計
インフォレットについて 9-1

インフォレットの詳細分析 9-3

インフォレットの内容の決定 9-6

インフォレットのフォームの設計 9-7

インフォレットのチャートの設計 9-7

インフォレット・デザイナの使用 9-8

インフォレットの作成 9-11

インフォレットの操作 9-11

インフォレットにアクセスするアプリケーション・インタフェースのカスタマイズ 9-12

vii



10  
 

ダッシュボードの設計
ダッシュボードのメリット 10-1

ダッシュボード設計の概念 10-3

ダッシュボードの設計手順 10-4

ダッシュボードのレイアウトについて 10-6

ゲージ・チャート・タイプについて 10-6

タイル・チャート・タイプについて 10-8

ダッシュボードの色のカスタマイズ 10-10

折れ線グラフおよび組合せグラフの線幅の設定 10-11

グローバル POVとローカル POVについて 10-12

ダッシュボードの POVおよび有効交差 10-14

ダッシュボードの表示 10-14

ダッシュボード 1.0のダッシュボードの 2.0への変換 10-17

ダッシュボード 2.0の作成および管理 10-18

ダッシュボード 2.0のダッシュボード設計の概念 10-19

オブジェクト・パレット 10-22

ダッシュボード・ツールバー 10-23

ダッシュボード・ワークスペース 10-24

プロパティ・パネル 10-25

ダッシュボード・コンポーネント 10-29

ダッシュボード 2.0の考慮事項 10-30

ダッシュボード 2.0のダッシュボードの作成 10-32

ダッシュボード 2.0の設計時のメンバー・セレクタの操作 10-32

ダッシュボード 2.0のフォーム 2.0のグリッドについて 10-33

ジオマップ・チャート・タイプについて 10-34

ピラミッド・チャート・タイプについて 10-36

ウォーターフォール・チャート・タイプについて 10-37

ダッシュボードでの表の使用 10-39

ダッシュボード 2.0のゲージ・チャート・タイプについて 10-41

ダッシュボード 2.0のレーダー・チャート・タイプについて 10-44

ダッシュボード 2.0の組合せチャート・タイプについて 10-46

ダッシュボード 2.0のタイル・チャート・タイプについて 10-48

ダッシュボード 2.0のグローバル POVとローカル POVについて 10-50

クイック分析について 10-53

11  
 

フォームの管理
フォーム・グリッド・プロパティの設定 11-1

フォーム・ディメンション・プロパティの設定 11-3

viii



印刷オプションの設定 11-4

フォームの編集 11-5

12  
 

ディメンションの操作
ディメンションの概要 12-1

勘定科目ディメンション 12-2

勘定科目プロパティの定義 12-5

勘定科目の課税属性の定義 12-8

会社間勘定属性の値の設定 12-13

連結 ETRカスタム属性の設定 12-14

期間ディメンション 12-15

連結ディメンション 12-17

データ・ソース 12-19

データ・ソースの課税属性の定義 12-22

通貨ディメンション 12-23

会社間ディメンション 12-24

エンティティの会社間プロパティ 12-27

エンティティ・ディメンション 12-27

エンティティの課税属性の定義 12-31

増減ディメンション 12-33

増減の課税属性の定義 12-36

複数 GAAPディメンション 12-36

管轄ディメンション 12-38

シナリオ・ディメンション 12-39

シナリオの課税属性の定義 12-40

ビュー・ディメンション 12-41

年ディメンション 12-41

ディメンションの表示および編集 12-42

ナビゲーションを使用したディメンション階層の操作 12-43

ディメンション階層の展開および縮小 12-43

ディメンション階層の移動 12-44

ディメンションまたはメンバーの検索 12-44

メンバーのソート 12-44

ディメンション階層内でのメンバーの移動 12-45

メンバーの祖先の表示 12-46

メンバーの用途の表示 12-46

カスタム・ディメンションの追加(ハイブリッド・モードのみ) 12-46

集約オプション 12-48

ix



データ・ストレージ・オプション 12-49

動的計算について 12-49

保管データ・ストレージ 12-49

共有データ・ストレージ 12-49

非共有データ・ストレージ 12-49

ラベルのみのデータ・ストレージ 12-49

ディメンション・プロパティの設定 12-50

メンバーの操作 12-51

選択 12-51

メンバーの関係 12-54

ワイルドカードを使用した検索 12-55

シード済ディメンション・メンバー 12-56

動的メンバー 12-57

メンバーの追加または編集 12-58

メンバーの削除 12-62

親メンバーの削除 12-62

共有メンバーの操作 12-63

共有メンバーの作成 12-63

メンバー式の操作 12-63

式の確認結果の表示 12-65

メンバー式の解決順(ハイブリッド・モードのみ) 12-65

解決順序の設定(ハイブリッド・モードのみ) 12-68

メンバー式のベスト・プラクティス 12-69

代替階層の作成 12-69

エンティティ・ディメンションでの代替階層の作成 12-71

13  
 

簡易ディメンション・エディタでのディメンションの編集
簡易ディメンション・エディタでのディメンションの編集について 13-1

簡易ディメンション・エディタへのアクセス 13-2

簡易ディメンション・エディタを使用したディメンションの操作 13-2

他のディメンションへの切替え 13-3

列レイアウトのカスタマイズ 13-3

祖先の表示 13-3

アプリケーションでのメンバーの用途の表示 13-4

編集のフォーカス 13-4

メンバーの検索 13-5

メンバーのソート 13-5

別の階層へのメンバーの移動 13-5

x



Microsoft Excelからのメンバー名のコピー 13-5

メンバー式の操作 13-6

ディメンション・プロパティの編集 13-6

簡易ディメンション・エディタを使用したメンバー・プロパティの編集 13-8

14  
 

データのインポートとエクスポート
データのインポート 14-1

データ・インポート・ファイルの作成 14-2

ロード方法 14-3

ロード方法の例 14-3

データ・インポート・ファイルのロード 14-4

データのエクスポート 14-6

データ・インポートおよびエクスポートのステータスの表示 14-9

15  
 

データ管理を使用したデータのインポートとエクスポート
データ管理を使用したデータのインポート 15-1

データ管理を使用したデータのエクスポート 15-2

16  
 

税率の設定
税率の設定 16-1

税率の入力 16-2

繰延税金のオーバーライド・レート(国)の適用 16-4

繰延税金のオーバーライド・レート(地域)の適用 16-7

今年度のすべての増減への期末レートの適用 16-9

前年度調整(繰延のみ)列への期首税率の適用 16-10

17  
 

データの連結
連結プロセス 17-1

連結ディメンションのデータ・フロー 17-3

会社間消去 17-3

データの連結 17-3

連結ロジック 17-5

換算プロセス 17-5

データの換算 17-6

換算方法 17-6

連結および換算ルール 17-10

xi



連結および換算セキュリティ・アクセス 17-13

計算ステータス 17-13

連結の進行状況の表示 17-15

出資比率の管理の操作 17-15

出資比率の管理 17-15

アプリケーションでの「出資比率の管理」の有効化 17-17

出資比率の変更の処理 17-24

非支配持分(NCI)の設定 17-28

出資比率連結メソッド 17-30

出資比率設定の変更 17-32

出資比率データのインポートおよびエクスポート 17-34

出資比率データの再計算 17-38

フォームでの出資比率設定 17-39

TRCS_出資比率詳細の表示 17-40

TRCS_加重出資比率詳細の表示 17-41

前年比出資比率設定 17-42

18  
 

ジョブの管理
ジョブの概要 18-1

ジョブのスケジュール 18-2

ジョブの表示 18-4

連結以外のジョブの表示 18-5

保留中のジョブおよび最近のアクティビティの表示 18-6

ジョブの編集および削除 18-7

ジョブの複製 18-9

キューブのクリア・ジョブの開始および削除 18-9

19  
 

ロールオーバーの実行と構成のコピー
ロールオーバーについて学習 19-1

ロールオーバーの実行 19-3

エンティティによるロールオーバーの実行 19-7

シナリオ、年および期間全体の構成のコピー 19-8

エンティティ全体の構成のコピー 19-11

20  
 

税金自動化の使用
税金自動化について学ぶ 20-1

データ・ソース・ディメンションへの税金自動化ルールの追加 20-2

xii



複数のルールの組合せを使用した税金自動化の作成 20-4

税金自動化(国)の操作 20-7

税金自動化(地域)の操作 20-17

税金自動化ロジックの例 20-27

複数法定住所の税金自動化ルールの管理 20-30

21  
 

トレースの操作
税金自動化トレースの操作 21-1

税金自動化トレースについて学ぶ 21-1

税金自動化トレースの有効化 21-2

税金自動化トレース・フォームへのアクセス 21-3

税金自動化トレースの使用 21-5

例: ユース・ケース 21-6

例: ロジック 21-9

22  
 

会社間消去の操作
税引当での会社間消去の実行 22-1

23  
 

申告額の未払処理調整(RTA)自動化の操作
RTAの操作 23-1

RTA自動化ルールの定義 23-2

RTA金額への前年度レートの適用 23-4

RTA分岐の操作 23-5

RTA分岐の有効化 23-5

RTA分岐の使用 23-6

ユース・ケース例 23-11

24  
 

CbCR自動化の使用
CbCR自動化の設定 24-1

CbCR自動化のルールの追加 24-4

25  
 

現在の未払税自動化(国と地域)の操作
現在の未払税自動化の有効化 25-1

現在の未払税自動化のマッピングの作成 25-2

「現在の未払税自動」フォームでの列の追加と削除 25-5

xiii



「現在の未払税詳細」フォームの管理 25-6

26  
 

TAR自動化および TAR自動化帳簿残高の操作
TAR自動化および TAR自動化帳簿残高レポートの構成 26-1

一般会計の列のメタデータの作成 26-2

TAR支払および払戻増減メンバーに対するデータソースの設定 26-4

デフォルト・マッピングの生成 26-5

カスタム・マッピングの生成 26-8

国内または国外としての TAR勘定科目の分類 26-11

TARフォーム検証メンバー式の更新 26-12

TAR自動化ロールオーバーの生成 26-14

27  
 

期限切れの年別課税損失/税額控除の操作
期限切れの年別課税損失/税額控除の有効化 27-1

メタデータの設定 27-1

28  
 

純営業損失(NOL)/控除の操作
純営業損失(NOL)/控除について学ぶ 28-1

NOL/控除自動化の有効化 28-2

「NOL自動化」画面へのアクセス 28-3

NOL自動化列の操作 28-3

NOL自動化ルールの管理 28-5

NOL自動化ルールの定義 28-6

NOL自動化ルールのコピー 28-8

NOL自動化ルールの削除 28-8

NOL自動化計算ルールについて学ぶ 28-8

課税損失の繰延 28-9

繰延ルールの定義: 例 28-9

ユース・ケース例: 繰延 28-9

課税損失/税額控除の使用 28-12

計算例 28-13

使用ルールの定義 28-15

ユース・ケース例: 使用 28-18

課税損失/税額控除の期限切れ 28-20

期限切れルールの定義 28-20

xiv



ユース・ケース例: 期限切れ 28-20

29  
 

Pillar 2の操作
Pillar 2について学ぶ 29-1

Pillar 2の有効化 29-1

前提条件 29-1

Pillar 2へのアクセス 29-2

Pillar 2ダッシュボードの表示 29-2

Pillar 2フォームの操作 29-3

Pillar 2の構成 29-4

Pillar 2エンティティの構成 29-4

Pillar 2管轄の構成 29-6

GloBE所得、対象税金および実質ベースの調整勘定科目の構成 29-6

対象税金の一時差異増減の構成 29-7

対象税金のその他の繰延税金増減の構成 29-8

GloBE所得および対象税金自動化の構成 29-9

その他の勘定科目およびその他の勘定科目自動化の構成 29-10

Pillar 2グローバル税率の入力 29-11

Pillar 2データ・フローの管理 29-11

Pillar 2対象税金の操作 29-15

Pillar 2ルールの操作 29-16

レポート通貨換算 29-17

構成のコピー 29-17

セキュリティに関する考慮事項 29-17

30  
 

アーティファクトの移行
アーティファクトのエクスポート 30-1

アーカイブのアップロード 30-3

31  
 

承認ユニット階層の管理
承認ユニット階層の作成 31-1

承認ユニット階層の設定 31-2

承認ユニット階層のメンバーの選択 31-3

承認ユニットの所有者と確認者の割当て 31-4

シナリオへの承認ユニット階層の割当て 31-5

承認ユニット階層の編集 31-6

承認ユニット階層の使用状況の表示 31-7

xv



承認ユニット階層の同期 31-7

承認ユニット階層の削除および名前変更 31-9

承認ユニット階層のエクスポート 31-9

承認ユニット階層のインポート 31-9

32  
 

承認プロセスの管理
承認プロセスの概要 32-1

承認の有効化 32-2

CbCRのための個別承認の設定 32-2

承認プロセスの開始 32-6

承認ユニットの移動パス 32-7

承認ユニット注釈レポートの作成 32-7

承認ステータス・レポートの作成 32-8

データ検証ルール 32-10

フォームへのデータ検証ルールの組込み 32-11

エンティティのロックとロック解除 32-12

33  
 

タスクおよびデータの監査
監査タスクの構成 33-1

監査情報の概要 33-1

監査詳細の表示 33-4

タスク・マネージャおよび補足データの監査詳細の表示 33-6

34  
 

タスク・マネージャの設定
タスク・マネージャの用語 34-1

タスク・マネージャの概要 34-2

サンプル・タスク・フロー 34-3

タスク・マネージャのビュー、リストおよびフィルタの管理 34-4

タスク・マネージャのリストの表示 34-5

タスク・マネージャの列の定義 34-6

タスク・マネージャ・システム設定の管理 34-13

グローバル統合トークンの管理 34-13

グローバル統合トークンの作成 34-14

トークンの削除 34-15

タスク・マネージャの組織単位の管理 34-15

組織単位の追加 34-15

組織単位のインポート 34-16

xvi



組織単位の選択 34-17

タスクの休日ルールの管理 34-17

休日ルールの作成 34-17

組織単位への休日ルールの適用 34-18

スケジュール・テンプレートへの休日ルールの適用 34-18

休日日付のインポート 34-19

休日ルールの編集 34-19

休日ルールの複製 34-20

休日ルールの削除 34-20

構成設定の変更 34-20

コメントの削除の許可 34-21

タスクの削除の許可 34-21

電子メール通知の有効化 34-21

タスク・マネージャ・ガバナーの設定 34-31

再割当て要求の承認の許可 34-32

タスクを再度開く 34-32

タスク・マネージャ・レポートの設定 34-33

Excelフォーマットへのエクスポートの設定 34-33

Smart Viewでのタスク表示の指定 34-34

ワークリストおよびようこそパネルでの今後のタスクの表示 34-34

タスク・マネージャ属性の管理 34-35

タスク・マネージャ属性の定義 34-35

計算属性の定義 34-37

リスト属性のインポート 34-40

属性の編集 34-41

属性の複製 34-41

属性の削除 34-42

属性の表示 34-42

属性の検索 34-42

35  
 

タスク・マネージャのチームの管理
タスク・マネージャのチームおよびメンバーの追加 35-1

タスク・マネージャのチームおよびメンバーの編集 35-2

チームおよびメンバーの検索およびフィルタ 35-2

チームおよびメンバーの削除 35-3

タスク・マネージャ・ユーザーの管理 35-4

バックアップ割当ての管理 35-5

xvii



タスク・マネージャでの再割当ての要求 35-6

36  
 

タスク・タイプの管理
タスク・タイプ 36-1

タスク・タイプの作成 36-1

タスク・タイプのプロパティの設定 36-2

タスク・タイプ・パラメータの設定 36-2

タスク・タイプの指示の指定 36-3

タスク・タイプの質問の指定 36-4

タスク・タイプ属性の割当て 36-6

タスク・タイプ・ルールの操作 36-7

タスク・タイプ履歴の表示 36-9

タスク・タイプの編集 36-9

タスク・タイプの表示 36-10

タスク・タイプの検索 36-10

タスク・タイプのインポート 36-11

タスク・タイプのエクスポート 36-12

タスク・タイプの削除 36-13

37  
 

タスク・テンプレートの管理
タスク・テンプレートの作成 37-1

テンプレート・プロパティの設定 37-2

テンプレートの指示の指定 37-3

テンプレートへの参照者の割当て 37-4

テンプレート属性の適用 37-5

日ラベルの指定 37-5

埋込みテンプレート 37-6

テンプレート・ルールの操作 37-7

テンプレート履歴の表示 37-9

テンプレートを開く 37-10

テンプレートへのタスクの追加 37-10

テンプレートの編集 37-11

テンプレートへのタスクのインポート 37-11

タスクのインポート・ファイル・フォーマット 37-13

Microsoft Excelへのタスクのエクスポート 37-16

テンプレートでのユーザーの再割当て 37-16

テンプレートからのスケジュールの作成 37-17

xviii



テンプレートからスケジュールを作成する際の「パラメータのオーバーライド」オプシ
ョンの使用 37-20

テンプレートの手動検証 37-21

タスク・マネージャ・テンプレートの表示 37-22

テンプレートの検索 37-22

テンプレートの削除 37-23

38  
 

タスクの管理
タスクの作成 38-1

タスク・プロパティの設定 38-2

タスク・パラメータの設定 38-3

タスクの指示の指定 38-4

ワークフローの選択 38-6

タスクの質問の追加 38-8

タスク参照者の設定 38-10

先行タスクの設定 38-10

タスクの属性の適用 38-12

タスク・ルールの操作 38-13

タスク履歴の表示 38-15

「タスク」ダイアログ・ボックスの操作 38-15

タスクのインポートおよびエクスポート 38-16

タスクの編集 38-18

添付の追加 38-18

タスクのソート 38-19

タスクの検索 38-19

タスクの移動 38-19

タスクの切取り、コピー、貼付け 38-19

手動タスクおよび自動タスクの再開 38-20

タスクの送信 38-23

タスクの承認または却下 38-23

タスクの請求またはリリース 38-24

タスクの再割当ての管理 38-25

タスクの取消し 38-26

タスクの削除 38-26

サービスの管理 38-26

xix



39  
 

スケジュールの管理
スケジュールの手動作成 39-1

スケジュール・プロパティの設定 39-2

スケジュールへの指示の追加 39-3

スケジュール参照者の割当て 39-4

スケジュール属性の適用 39-5

日ラベルの追加 39-5

スケジュール・ルールの操作 39-6

必要なタスク・パラメータの設定 39-7

スケジュールを開く 39-7

スケジュールの編集 39-8

スケジュールへのタスクの追加 39-8

スケジュールへのタスクのインポート 39-9

スケジュール内のタスクの更新 39-10

スケジュールでのユーザーの再割当て 39-11

プロセスが自動化されたタスクの許可 39-12

スケジュール・ステータスの設定 39-14

スケジュール履歴の表示 39-15

スケジュールの検証 39-15

スケジュールのロック 39-16

スケジュールの表示 39-16

スケジュールの検索 39-17

スケジュールの削除 39-17

40  
 

タスク・マネージャ統合の管理
EPM Cloud Servicesとの統合の管理 40-2

EPM Cloud内の事前作成済の統合の追加 40-2

EPM Cloud用のエンド・ユーザー統合 40-4

EPM Cloud用の自動化統合 40-6

統合ファイルのコピーおよび削除 40-28

クラウドおよびオンプレミス・アプリケーションとの統合の管理 40-30

Oracle Cloud ERP用のエンド・ユーザー統合 40-31

Oracle Cloud ERPに対するイベント・モニタリング統合 40-35

オンプレミス・アプリケーション用のエンド・ユーザー統合 40-41

統合の設定 40-50

オンプレミスの Oracle E-Business Suite (EBS)統合 40-53

カスタム統合の作成 40-63

エンド・ユーザー統合の作成 40-63

xx



カスタムのプロセス自動化統合の作成 40-63

カスタムのイベント・モニタリング統合の作成 40-67

統合の操作 40-72

統合の作成 40-72

統合のプロパティの設定 40-72

統合のパラメータの設定 40-73

統合の表示 40-74

統合の編集 40-75

統合の検索 40-75

統合の検証 40-76

統合の削除 40-76

接続の管理 40-76

接続の追加 40-77

接続の編集 40-77

接続の削除 40-78

41  
 

タスク・マネージャおよび補足データ・マネージャに対するアラート・
タイプの管理
アラート・タイプの作成 41-1

アラート・タイプのプロパティの設定 41-2

アラート・タイプの指示の指定 41-4

アラート・タイプ・ワークフローの選択 41-5

アラート・タイプ参照者の割当て 41-6

アラート・タイプの質問の追加 41-6

アラート・タイプ属性の適用 41-8

アラート・タイプ履歴の表示 41-8

アラート・タイプの表示 41-9

アラートの列の定義 41-9

アラート・タイプの編集 41-11

アラート・タイプの検索 41-11

アラート・タイプの削除 41-12

42  
 

タスク・マネージャおよび補足データ・マネージャのレポートの使用
タスク・マネージャおよび補足データ・マネージャのカスタム・レポートの生成 42-1

タスク・マネージャ問合せの作成 42-2

補足データ問合せの作成 42-6

テンプレートの作成 42-10

xxi



レポート・グループの設定 42-11

レポートの作成 42-11

問合せ、レポート・グループまたはレポートの検索とフィルタ 42-13

レポートの生成 42-14

レポート・セキュリティの理解 42-15

タスク・マネージャ・レポート・バインダの使用 42-17

レポート・バインダの生成 42-17

レポート・バインダの表示 42-18

43  
 

補足データの管理
補足データ・プロセスの概要 43-1

補足データ・マネージャのビュー、リストおよびフィルタの管理 43-3

補足データ・マネージャのリストの表示 43-3

補足データの列の定義 43-4

補足データ・システム設定の管理 43-4

補足データ・マネージャでの電子メール通知の設定 43-4

補足データのプリファレンスの設定 43-5

補足データ・ガバナーの設定 43-5

補足データ分析ダッシュボードの操作 43-6

補足データ・マネージャでのディメンション属性の管理 43-7

補足データのディメンションの追加 43-8

ディメンション属性の追加 43-8

ディメンション属性の編集 43-10

ディメンション属性の削除 43-10

補足データのディメンション・メンバーのインポート 43-11

補足データのディメンション・メンバーのエクスポート 43-11

収集間隔の操作 43-12

収集間隔の作成 43-12

データ収集期間の構成 43-13

収集間隔履歴の表示 43-14

補足データ収集の操作 43-15

収集の作成 43-15

サブ収集の作成 43-16

収集属性の追加 43-16

収集リスト属性のインポート 43-23

収集履歴の表示 43-24

収集属性の削除 43-25

収集の編集 43-25

xxii



収集のコピー 43-25

収集の削除 43-26

補足データ・マネージャ・フォーム・テンプレートの作成 43-26

フォーム・テンプレートの指示の指定 43-27

補足データ・マネージャ・フォーム・セクションの操作 43-27

「フォーム・テンプレート」セクション: 「列」タブ 43-28

「フォーム・テンプレート」セクション: 「検証」タブ 43-30

「フォーム・テンプレート」セクション: 「グループ化基準」タブ 43-31

「フォーム・テンプレート」セクション: 「マッピング」タブ 43-32

「フォーム・テンプレート」セクション: 「履歴」タブ 43-32

ワークフローの割当て 43-33

フォーム・テンプレートの質問の指定 43-35

フォーム・テンプレートのアクセス権の設定 43-36

フォーム・テンプレートの履歴の表示 43-37

フォーム・テンプレートの編集 43-37

フォーム・テンプレートの複製 43-37

フォーム・テンプレートの削除 43-37

データ収集期間へのフォーム・テンプレートのデプロイ 43-38

フォーム・テンプレートのデプロイ解除 43-39

補足データ・フォームの再オープン 43-40

収集へのデータのバルク・ロード 43-41

補足データ・マネージャでのユーザーの再割当て 43-42

勘定科目残高に対する補足データ合計の検証 43-42

「補足データ分析」ダッシュボードでのデータの表示 43-44

Smart Viewでの補足データの使用 43-45

通貨換算の使用 43-46

エンティティ・メンバーのデフォルト通貨の表示 43-47

換算用の通貨属性の設定 43-47

44  
 

補足データ・マネージャ・チームの管理
補足データ・マネージャのチームおよびメンバーの追加 44-1

補足データ・マネージャのチームおよびメンバーのインポートおよびエクスポート 44-2

補足データ・マネージャ・ユーザーのエクスポート 44-4

補足データ・マネージャのチームおよびメンバーの編集 44-5

補足データ・マネージャのチームおよびメンバーの削除 44-5

補足データ・マネージャ・ユーザーの管理 44-5

バックアップ割当ての管理 44-7

xxiii



タスク・マネージャでの再割当ての要求 44-8

45  
 

ビューおよびフィルタの操作
フィルタの操作 45-1

フィルタについて 45-1

既存の保存済フィルタの表示 45-2

新規フィルタの作成 45-2

フィルタ・バーを使用した表示の調整 45-3

フィルタ条件のクリア 45-4

フィルタの削除 45-4

フィルタの編集 45-5

フィルタの複製 45-5

フィルタの保存 45-5

保存済フィルタの適用 45-6

フィルタの公開 45-6

フィルタの削除 45-6

フィルタの列の表示 45-6

フィルタの列の順序変更 45-7

ビューの操作 45-7

ビューについて 45-8

ビューでのデータのフィルタリングについて 45-8

リスト・ビューの操作 45-9

リスト・ビューについて 45-9

リスト・ビューのカスタマイズ 45-10

タスク・マネージャの例: スケジュール・タスクのリスト・ビューのカスタマイズ 45-10

補足データ・マネージャの例: 補足データ・タスクのリスト・ビューのカスタマイズ 45-11

ピボット・ビューの操作 45-11

ピボット・ビューについて 45-11

ピボット・ビューのカスタマイズ 45-12

例: タスク・ステータスに基づいた組織単位の表示 45-14

例: ステータスに基づいて補足データ・フォームを表示するためのテンプレートの
グループ化 45-15

チャート・ビューの操作 45-16

チャート・ビューの概要 45-16

チャート・ビューの作成 45-19

例: タスク・ステータスを月別に表示するチャートの作成 45-22

例: プランと実際の終了日を対比して表示するチャートの作成 45-24

例: タスク実行を組織単位別に表示するチャートの作成 45-26

xxiv



例: フォームとそのステータスを表示するチャートの作成 45-27

例: フォーム・テンプレートの期間とステータス(および説明)を表示するチャート
の作成 45-29

ガント・チャート・ビューの操作 45-31

カレンダ・ビューの操作 45-31

ビューの保存 45-32

保存済ビューの編集 45-33

ビューの発行 45-33

デフォルト・ビューの設定 45-34

リスト・ビューおよびピボット・ビューのエクスポート 45-34

46  
 

操作ダッシュボードの管理
操作ダッシュボードの概要 46-1

操作ダッシュボードの表示および開く手順 46-2

操作ダッシュボード: 設計モード 46-3

操作ダッシュボードの作成 46-4

操作ダッシュボードのプロパティの定義 46-5

操作ダッシュボードへのアクセスの定義 46-6

操作ダッシュボード内でのオブジェクト・タイプの設定 46-7

操作ダッシュボードの表示オプションの指定 46-8

操作ダッシュボードの編集 46-8

操作ダッシュボードの複製 46-9

操作ダッシュボードの削除 46-9

操作ダッシュボードのエクスポート 46-9

操作ダッシュボードのインポート 46-10

操作ダッシュボードの実行 46-11

操作ダッシュボードを表示するための列の表示 46-11

操作ダッシュボードを表示するための列の順序変更 46-11

操作ダッシュボードの URLのコピー 46-12

操作ダッシュボードに表示されるデータへのフィルタの適用 46-12

例: タスク・マネージャの操作ダッシュボード 46-13

チャート・ビュー: タスク完了 - プランと実績の対比 46-14

チャート・ビュー: 遅延完了タスク 46-15

チャート・ビュー: 労働日別ステータス 46-16

チャート・ビュー: 地域別完了 46-18

例: 補足データ・マネージャのダッシュボード 46-19

チャート・ビュー: タイプ別補足データ収集 46-20

チャート・ビュー: 期間のフォーム完了 46-22

xxv



チャート・ビュー: エンティティ別債務タイプ 46-23

チャート・ビュー: 投資組合せ 46-25

A   Tax Reportingのベスト・プラクティス

B   EPM Cloudに関するよくある質問(FAQ)

xxvi



ドキュメントのアクセシビリティについて
オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサ
イト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。
Oracleサポートへのアクセス
サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供してい
ます。詳細情報は http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害の
あるお客様は http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。

xxvii

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs


ドキュメントのフィードバック
このドキュメントに対するフィードバックを送るには、Oracle Help Centerトピックの
ページの下部にあるフィードバック・ボタンをクリックします。電子メールで
epmdoc_ww@oracle.com宛てに送信していただくことも可能です。

ドキュメントのフィードバック

xxviii



1
EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行

EPMのベスト・プラクティスは、CoE (センター・オブ・エクセレンス)を作成することです。
EPM CoEは、導入およびベスト・プラクティスを確実にするための統合された取組みです。
パフォーマンス管理およびテクノロジ対応ソリューションの使用に関連するビジネス・プロ
セスの変革を促進します。
クラウドの導入により、組織がビジネス・アジリティを改善し、革新的なソリューションを
促進することが可能になります。EPM CoEはクラウド・イニシアチブを監督し、投資を保護
および維持し、効果的な使用を促進するのに役立ちます。
EPM CoEチーム:

• クラウドの導入を確実にし、組織が Cloud EPMの投資を最大限に活用することを支援し
ます

• ベスト・プラクティスの運営委員会として機能します
• EPM関連の変更管理イニシアチブをリードし、変革を促進します
すでに EPMを実装済の顧客を含めて、すべての顧客が EPM CoEからメリットを得られま
す。
使用を開始する方法
クリックして、EPM CoEのベスト・プラクティス、ガイダンスおよび戦略を取得します: EPM
センター・オブ・エクセレンスの概要。
さらに学習
• クラウド・カスタマ・コネクトWebセミナーを見る: Cloud EPMのセンター・オブ・エ
クセレンス(CoE)の作成および実行

• ビデオを見る: 概要: EPMセンター・オブ・エクセレンスおよびセンター・オブ・エクセ
レンスの作成。

• EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行の EPM CoEのビジネス上のメリ
ットおよび価値提案の確認。
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2
Tax Reporting概要

Tax Reportingは、GAAP (Generally Accepted Accounting Principles)または IFRS
(International Finance Reporting Standards)に従って報告を行う多国籍企業のための包括的
でグローバルな税引当ソリューションです。このソリューションは、税金自動化、データ収
集、税引当計算、申告額の未払処理調整自動化、税金レポートおよび分析、および国別レポ
ート(CbCR)などの企業の税引当プロセスのすべてのステージを網羅しています。

ノート:

このガイドは、Tax Reportingアプリケーションの実装および保守を行う管理者を対
象としています。

Tax Reportingでは、Tax Reportingアプリケーションを新たに実装する場合の出発点が提供さ
れます。
Tax Reportingは、税引当を目的とした企業のグローバルな税引当、有効税率、繰延税金を計
算します。アプリケーションは、US GAAPおよび IFRSでの法人税の会計基準に準拠しま
す。
Tax Reportingでは、企業の決算処理と同じプラットフォームを使用できるため、同じメタデ
ータを活用して直接統合することも可能です。1つのソリューションとして、連結ベースの税
引前利益を法的エンティティ別にレポートし、連結ベースの法人税引当を計算できます。企
業会計で期末の決算処理が終了し、必要なすべての金額(永久差異と一時差異、税率、外国為
替レートなど)がシステムに入力されると、Tax Reportingによって、法的エンティティ別およ
び管轄別に当期および繰延法人税引当金が自動的に計算されます。
引当の計算から、Tax Reportingは仕訳および、付属明細書を伴ったドラフトの法人税財務諸
表開示を生成します。付属明細書では、次のような財務諸表の法人税注記で必要な開示の詳
細が提供されます。
• 国外および国内のエンティティ別の税引前利益
• 当期および繰延税金費用別の連結ベースの税引当
• 連結および法定有効税率調整
• 繰延税金資産、負債および評価引当金の内訳(必要な場合)

概要ビデオをご覧ください: Tax Reporting Cloudスタート・ガイド。

税引当プロセス
Tax Reportingプロセスでは、当会計年度の初めから今日までの数字に基づいて完全な税引当
の準備を行えます。グローバルな引当プロセスは、使用する報告基準(たとえば、US GAAP
や IFRSなど)およびローカル通貨を使用し、法的エンティティ・レベルで開始されます。
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次のフローチャートに、Tax Reportingの税金プロセスの詳細を示します。
 

 
プロセスを開始するには、管理者が法的エンティティ別の試算表データを Tax
Reportingにインポートします。
データがロードされたら、管理者は税金自動化プロセスを実行して試算表のデータ(税
引前純利益、および選択した永久差異、一時差異など)を引当スケジュールにロードお
よび移入します。
税金自動化プロセスが完了したら、あらかじめ作成してあったデータ・フォームを使
用して、あるいは Oracle Smart View for Officeからの送信によって残りのデータを入
力します。このデータには次のようなものがあります。
• 税率
• 税引前利益調整または組替えの非自動化金額
• 永久差異および一時差異の非自動化金額
• その他の引当項目
• 申告額の未払処理調整金額
• 税金勘定科目ロールフォワードの手動アクティビティ (たとえば、支払、払戻、組
替えなど)

• 試算表内にある可能性のある差異(たとえば、食事接待費に含まれる出張費用)を除
去するための自動化金額に対する調整
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自動および手動の金額が入力されたら、システムで次の計算が行われます。
• 当期引当
• 繰延引当
• 繰延税金ロールフォワード
• 税金勘定科目ロールフォワード
• レポート通貨およびローカル通貨での有効税率調整
アプリケーションで、次のフォームおよびレポートが使用可能です。
• 当期引当
• 一時差異ロールフォワード
• 繰延税金ロールフォワード
• 有効税率調整 - 連結
• 有効税率調整 - 法定
• 税金勘定科目ロールフォワード
• 税金仕訳(Smart Viewを使用し、税金勘定科目ロールフォワードに基づく)

• 税金の注記(Smart Viewを使用し、当期引当および繰延税金ロールフォワードに基づく

最初に行うタスク
Tax Reportingを使用してタスクを実行する前に、このトピックを熟読してください。
• Oracle Enterprise Performance Management Cloud管理者のためのスタート・ガイドの内
容をよく理解します。Oracle Enterprise Performance Management Cloudユーザーのた
めのスタート・ガイドについても理解できます。

• Oracle Enterprise Performance Management Cloud管理者のためのスタート・ガイドの
EPM Cloudコンポーネントの操作に関する項の、ブラウザおよびその他の要件を満たし
ます。

• 「アカデミ」にアクセスして次のようなビデオを視聴し、Tax Reportingの知識を
得ます。
– 概要: Tax Reporting Cloudスタート・ガイド
– 概要: Tax Reporting Cloudのツアー
– Oracle Tax Reporting Cloudでの税レポート・アプリケーションの作成
– 概要: 税レポート・アプリケーションの構成
– 概要: Tax Reporting Cloudでのセキュリティの理解
– 概要: Tax Reporting Cloudでのメタデータの処理
– 概要: Tax Reporting Cloudでのデータのロード
– Tax Reporting Cloudでのエンティティおよび管轄の構成
– Tax Reporting Cloudでの永久差異の構成
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– Tax Reporting Cloudでの一時差異の構成
– 概要: Tax Reporting Cloudの補足データ
– 概要: Oracle EPM Cloudでの国別レポート.

管理者向けの情報:

次の追加機能の理解:

• 日次バックアップとメンテナンス時間の処理について理解します。Oracle
Enterprise Performance Management Cloud管理者のためのスタート・ガイドのメ
ンテナンス・スナップショットを使用した環境のバックアップおよびリストアに関
する項を参照してください。

• Oracle Cloud Emailに対する Sender Policy Framework (SPF)レコードを構成しま
す。 Oracle Enterprise Performance Management Cloud管理者のためのスター
ト・ガイドの Oracle Cloudの電子メール検証に対する SPFレコードの構成に関す
る項を参照してください。

• セキュリティについて理解し、ユーザーを作成して役割を割り当てます。Oracle
Enterprise Performance Management Cloud管理者のためのスタート・ガイドの
EPM Cloudの保護に関する項を参照してください。

• レディネス情報を確認します。Tax Reportingの Oracle Cloudレディネス・サイト
へのリンクをたどり、各リリースの最新情報を確認できます。

ノート:

2021年 10月以降の新機能を確認するには、レディネス・アプリケーシ
ョンを使用します。EPM Cloud機能ツールを使用すると、2018年 3月か
ら 2023年 6月までにリリースされた機能のみが表示されます。2023年
6月以降は更新されません。

• カスタマ・コネクトに参加します。Oracle Applicationsカスタマ・コネクト・サイ
トへのリンクをたどり、ディスカッションに参加したり、質問したり、情報を共有
できます。
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3
アプリケーションの作成

関連トピック
• アプリケーションについて学ぶ
• アプリケーションの作成の前提条件
• アプリケーションの作成のワークフロー
• Tax Reportingアプリケーションの作成
• アプリケーションの機能の有効化
• 管轄およびエンティティの構成
• アプリケーションの削除

ビジネス・プロセスの作成
2つの環境は、アクティブ化プロセスの一部として Oracle Enterprise Performance
Management Cloudインスタンスを作成したときに作成されます。Oracle Enterprise
Performance Management Cloud管理者スタート・ガイドの EPM Cloudインスタンスの作成
を参照してください。最初に、サービス管理者が環境にサインインし、アプリケーションを
作成します。
環境へのサインイン手順は、Oracle Enterprise Performance Management Cloud管理者スタ
ート・ガイドの EPM Cloudへのアクセスを参照してください。新規のお客様には、購入した
サブスクリプションのタイプに応じて、次のページが表示されます:EPM Enterprise Cloud
Serviceアプリケーションの作成
アプリケーションの作成後にログインすると、アプリケーションのホーム・ページが表示さ
れ、ランディング・ページは表示されなくなります。

EPM Enterprise Cloud Serviceアプリケーションの作成
ランディング・ページは、アプリケーションを作成したり、開始に役立つ概要ビデオを表示
するための開始点です。
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EPM Enterprise Cloud Serviceの各サブスクリプションに対して 1つのアプリケーシ
ョンを作成できます。Tax Reportingのアプリケーション説明の下にある SELECTを
クリックし、Tax Reportingビジネス・プロセスの作成に使用できるオプションを表示
します。
EPM Enterprise Cloud Serviceのランディング・ページには、作成できるアプリケーシ
ョンが表示されます。

Note:

アプリケーションの作成を開始した後、ランディング・ページには戻れませ
ん。ランディング・ページに戻って異なるアプリケーションを作成する場合
は、最初に環境を当初の状態にリセットする必要があります。Oracle
Enterprise Performance Management Cloud管理者スタート・ガイドの異な
るビジネス・プロセスへの切替えを参照してください。

Tax Reportingビジネス・プロセスの作成
ビジネス・プロセスを作成するための 3つのオプションがあります:

• サンプル・アプリケーションを作成
• 新規アプリケーションが作成されます
• 既存のスナップショットを使用してアプリケーションを作成します
これらのオプションは、次の図のようなビジネス・プロセス固有のランディング・ペ
ージに表示されます。
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• サンプル・アプリケーションを作成: 作成をクリックし、サンプル・メタデータ、データ
および関連アーティファクトを使用してビジネス・プロセスを作成します。これにより、
すぐに様々な操作を試行、計算を実行、またはデータを入力できます。サンプル・アプリ
ケーションの作成を参照してください

• 新規アプリケーションを作成: STARTをクリックし、Tax Reportingビジネス・プロセス
を作成します。アプリケーションの作成時、年数および主要通貨を定義し、アプリケーシ
ョンで複数通貨を使用するかどうかを指定します。その後、メタデータおよびデータを手
動またはフラット・ファイルを使用してロードできます。次を参照してください:

– アプリケーションの作成の前提条件
– アプリケーションの作成のワークフロー
– 新規アプリケーションの作成
– アプリケーションの機能の有効化

• 移行: 移行をクリックし、以前に環境にアップロードしたスナップショットからビジネ
ス・プロセスをインポートします。前提条件およびスナップショットの互換性について
は、EPM Standard Cloud Serviceおよび EPM Enterprise Cloud Serviceに移行可能なア
プリケーションを参照してください。
Oracle Enterprise Performance Management Cloud移行の管理のこれらのトピックを参
照してください:

– アーティファクトとアプリケーションのバックアップ
– サービスへのアーカイブのアップロード
– スナップショットからのアーティファクトとアプリケーションのインポート

アプリケーションについて学ぶ
Tax Reportingで作業を開始する場合、データ、ディメンションおよびフォームを管理するア
プリケーションを作成します。環境ごとに作成できるアプリケーションは 1つのみです。
許可されたサービス管理者のみがアプリケーションを作成できます。サービス管理者は、次
のタスクも実行できます。
• ディメンションおよびメンバーの作成、編集、削除などの継続メンテナンスの実行
• データのインポートおよびエクスポート
アプリケーションを作成する場合、表示およびプロセスを管理する設定を構成する必要があ
ります。ERPまたは財務システムからメタデータをインポートしたり、既存のメタデータ・
リポジトリからあらかじめフォーマットされたメタデータ・フラット・ファイルをロードし
てアプリケーションのディメンションに移入できます。
アプリケーションの作成後は、ホーム・ページで「アプリケーション」を選択し、アプリケ
ーションを表示したり管理します。
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次のタブを選択して、アプリケーションの詳細を表示します。
• アプリケーションの「概要」タブ
• アプリケーションの「キューブ」
• アプリケーションの「ディメンション」
• アプリケーションの「アクティビティ・レポート」および「アクセス・ログ」

アプリケーションの「概要」タブ
アプリケーションの概要には、アプリケーションのプロパティおよびアプリケーショ
ン統計(アプリケーション内のタスク、データ・エントリ、ルールおよび承認ユニット
や関連付けられているキューブの数など)が表示されます。
 

 

ノート:

ハイブリッドは、アプリケーション・タイプの後に「有効」と表示され、ハ
イブリッド・モード用に構成されたアプリケーションを示します。アプリケ
ーションの概要およびアプリケーション・モデルのハイブリッド最適化
(DSO)への変換も参照してください

アプリケーションの「キューブ」
「キューブ」タブには、アプリケーションに関連付けられているキューブの名前および
タイプが表示されます。デフォルトでは、複数通貨アプリケーションには次の 3つの
キューブがあります。
• Consol - 連結
• Rates - 外国為替レート
• CbCR -- 国別
• Config – 構成
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アプリケーションの「ディメンション」
「ディメンション」タブには、このアプリケーションに含まれるディメンションと次のプロパ
ティが表示されます。
• 「キューブ」ドロップダウン・リストで、表示するキューブを選択するか、「すべて」を選
択してすべてのキューブのディメンションを表示します。

• ディメンションのタイプおよび名前
• 順序
• 密ディメンション - ディメンションの順序プロパティと密プロパティは、アプリケーショ
ン・モデルに従って設定されます。たとえば、非ハイブリッド・アプリケーションでは、
勘定科目ディメンションのみが「密」に設定され、他のすべてのディメンションは「疎」
に設定される場合があります。順序プロパティおよび密プロパティは、まとめてアプリケ
ーション・パフォーマンス設定と呼ばれ、直接変更することはできません。パフォーマン
ス設定を間接的に変更するハイブリッド用にアプリケーション・モデルを最適化できま
す。パフォーマンス設定を参照してください。

• 評価順序
• 「変更済」には、最後にディメンションを変更したユーザーおよび変更日が表示されます。
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アプリケーションの「アクティビティ・レポート」および
「アクセス・ログ」

アクティビティ・レポート
アクティビティ・レポートには、最後の自動メンテナンス・ウィンドウ以降アプリケ
ーションで実行されたアクションのサマリーおよび詳細が示されます。
アクティビティ・レポートは毎日自動的に生成され、これによってサービス管理者は
アプリケーションの使用状況を把握できます。アプリケーションのパフォーマンスに
影響を与える計算スクリプトおよびユーザー要求を特定し、アプリケーションの設計
を合理化することにも役立ちます。このレポートに含まれる情報には、次のようなも
のがあります。
• ユーザー情報(毎日、毎時間、過去 7日間、過去 30日間でアプリケーションにサイ
ンインしたユーザーの数など)

• 完了に 10秒を超えてかかったリクエストのパーセンテージ
• 期間ごとのリクエストのランキング
• 完了に 10秒より長くかかったリクエストのランキング
• レポート期間に発生したアプリケーション設計の変更の数

ノート:

アプリケーション・アクティビティ・レポートでは、管理者のタイム・ゾー
ン(メンテナンス・ウィンドウ画面で設定)を使用します。
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アクセス・ログについて
ビジネス・プロセスにアクセスした IPアドレスと実行されたアクティビティの詳細が含まれ
たカンマ区切り値(CSV)ファイルをダウンロードすることもできます。アクセス・ログは毎日
生成されます。アクセス・ログは、日時、ユーザーがアクセスしたリソース、ユーザー・ア
クティビティの期間、ユーザーがビジネス・プロセスに接続した IPアドレス、およびユーザ
ーがビジネス・プロセスで実行したアクションなど、Financial Reportingのアクティビティに
対する可視性を提供します。
アクティビティ・レポートを表示したり、アクセス・ログをダウンロードするには、ホーム・
ページで「アプリケーション」、「概要」、「アクティビティ・レポート」タブの順にクリック
します。
アクティビティ・レポートとアクセス・ログの保持ポリシー
アクティビティ・レポートとアクセス・ログは、過去 60日間分のみ保持されます。
監査用に必要な場合は、downloadfile EPM自動化ユーティリティ・コマンドを使用して、送
信ボックスからローカル・コンピュータにアクティビティ・レポートおよびアクセス・ログ
をダウンロードします。『Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の
操作』のコマンド・リファレンスに関する項を参照してください。
アクティビティ・レポートの表示とアクセス・ログのダウンロード
アクティビティ・レポートの表示およびアクセス・ログのダウンロードを行うには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「概要」、「アクティビティ・レポート」の順に選
択します。

2. アクションを行います:

• アクティビティ・レポートを開くには、ダウンロードするログの日付を示す行の「ア
クティビティ・レポート」の下の「表示」をクリックします。

• アクセス・ログをダウンロードするには、ダウンロードするログの日付を示す行の
「アクセス・ログ」の下の「ダウンロード」をクリックします

アクティビティ・レポートのダウンロードの自動化
アクティビティ・レポートは便利なツールで、アプリケーションの使用状況を監査したり、
その日に発生した可能性のあるサービスの問題を診断できます。さらに、レポートを使用し
て使用状況とパフォーマンスを、過去のレポートに含まれるものと比較できます。
Oracleが提供するスクリプトを使用して、事前設定されたスケジュールでアクティビティ・
レポートをダウンロードできます。詳細は、『Oracle Enterprise Performance Management
Cloud EPM自動化の操作』の次のトピックを参照してください。
• シナリオ 11: ローカル・コンピュータへのアクティビティ・レポートのダウンロードの自
動化
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• スクリプトの実行の自動化
• EPM自動化ユーティリティのインストール
• EPM自動化ユーティリティの実行
アクティビティ・レポートの表示とアクセス・ログのダウンロード
アクティビティ・レポートの表示およびアクセス・ログのダウンロードを行うには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「概要」、「アクティビティ・レポート」の
順に選択します。

2. アクションを行います:

• アクティビティ・レポートを開くには、ダウンロードするログの日付を示す行
の「アクティビティ・レポート」の下の「表示」をクリックします。

• アクセス・ログをダウンロードするには、ダウンロードするログの日付を示す
行の「アクセス・ログ」の下の「ダウンロード」をクリックします

受信ボックス/送信ボックス・エクスプローラの使用
受信ボックス/送信ボックス・エクスプローラを使用すると、ファイルをサーバー/受信
ボックスにアップロードし、ファイルをサーバーからローカル・コンピュータにダウ
ンロードできます。また、受信ボックス/送信ボックス・エクスプローラ内に存在する
ファイルを表示し、ファイルを使用してインポートおよびエクスポート・ジョブをス
ケジュールできます。名前でフィルタし、リストをリフレッシュし、サーバーからフ
ァイルをアップロードできます。
受信ボックス/送信ボックス・エクスプローラ内のファイルを表示するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックします。
2. 「アクション」から、「受信ボックス/送信ボックス・エクスプローラ」を選択しま
す。

3. オプション: ファイルのリストをフィルタするには、「フィルタ」アイコン をク
リックして名前を入力し、「適用」をクリックします。

4. オプション: ファイルのリストをリフレッシュするには、「リフレッシュ」をクリ
ックします。

ファイルをアップロードするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックします。
2. 「アクション」から、「受信ボックス/送信ボックス・エクスプローラ」を選択しま
す。

3. 受信ボックスまたは送信ボックス・エクスプローラで、「アップロード」をクリッ
クします。

4. 「ファイルのアップロード」ボックスで、「参照」をクリックしてファイルを選択し
ます。

5. オプション: 「ファイルの上書き」をクリックします。
6. 「ファイルのアップロード」をクリックします。

第 3章
アプリケーションについて学ぶ

3-8



アプリケーションの作成の前提条件
アプリケーションを作成するには、次の条件を満たしている必要があります。
• 使用可能な履歴データの分析後、一連の要件を作成してその要件をサポートするアプリケ
ーションの設計を開発しました。

• セキュリティ・コンポーネントが設定されています。Oracle Enterprise Performance
Management Cloud管理者スタート・ガイドのユーザーと役割の管理を参照してください

• 少なくとも 1人のユーザーがアプリケーション・インスタンスのサービス管理者の役割を
付与されています。

関連トピック:

アクセス制御の概要、グループの管理および多数のグループへのユーザーの割当てについて
は、Oracle Enterprise Performance Management Cloudアクセス制御の管理を参照してくだ
さい。

アプリケーションの作成のワークフロー
表 3-1 アプリケーションの作成のワークフロー

タスク 説明 参照
アプリケーショ
ンを作成しま
す。

アプリケーションを作成します。 Tax Reportingアプリケーションの作成

アプリケーショ
ンの設定の構成

アプリケーションの設定を構成し
ます。
• アプリケーションの機能の有
効化

• 数値のフォーマット
• 承認の構成
• 通知の設定
• レポート通貨の設定
• 日時表示の設定
• 別名の設定
• データベース・リフレッシュ・
オプションの設定

アプリケーションおよびシステムの設定の管理
を参照してください

メタデータのイ
ンポート

メタデータのインポート
税金自動化の実
行

税金自動化について学ぶ
データのインポ
ート

ディメンションおよびそのメンバ
ーをロード・ファイルからアプリ
ケーション内にロードします。

データのインポート

セキュリティの
割当て

Oracle Enterprise Performance Management
Cloud管理者スタート・ガイドのユーザーと役割
の管理を参照してください

ロールオーバー ロールオーバーの実行と構成のコピー
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Tax Reportingアプリケーションの作成
Tax Reportingアプリケーションでは、国および地域レベルで当期税金および繰延税金
を計算およびレポートできます。1つの環境で作成できるアプリケーションは 1つの
みです。
始める前に、アプリケーションの範囲を検討し、含めるデータとその編成方法を決定
します。アプリケーションを作成する際、開始および終了の年を指定します。アプリ
ケーションは、設定時に選択したオプションに対応する、あらかじめ作成された内容
を使用して作成されます。
次のいずれかのオプションを使用してアプリケーションを作成できます。
• 新規アプリケーションを作成します。アプリケーションは、必要なフォームおよび
計算を提供します。アプリケーションの作成時、年数および主要通貨を定義し、ア
プリケーションで複数通貨を使用するかどうかを指定します。その後、メタデータ
およびデータを手動またはフラット・ファイルを使用してロードできます。新規ア
プリケーションの作成を参照してください。

• サンプル・アプリケーションを作成します。サンプル・アプリケーションには、あ
らかじめロードされたサンプル・メタデータ、データおよび関連アーティファクト
が用意されており、すぐに様々な操作を試行、計算を実行、またはデータを入力で
きます。設定などを行わずに使用できるこの環境を使用して Tax Reportingの機
能およびパフォーマンスを確認し、フォームおよび操作に慣れることで、準備が
整った際にサンプルを参照して独自のアプリケーションをより簡単にモデル化で
きます。サンプル・アプリケーションの作成を参照してください。

ノート:

「サンプル・アプリケーション」オプションは、Enterprise Performance
Management System Workspaceでのみ使用できます。

新規アプリケーションの作成
新規アプリケーションの作成時に、アプリケーションの開始年と終了年を定義し、デ
フォルト・アプリケーション通貨を選択して、有効にする機能を選択します。
アプリケーションの作成の一環として、次の必須機能が自動的に適用されます。
• 複数ソース・データ入力の追跡 - 「補足データ」と「管理対象データ」
• 会社間 - 「会社間データ」と「会社間消去の追跡」
• レポート標準 - 複数 GAAPレポート
次の追加の機能を有効にすることもできます。
• 「IFRS」を選択して、未認識繰延税金(DTNR)を計算し、IFRSフォーマットで連結
有効税率(CETR)をレポートします。

• CbCR (CBCデータ・エントリ表、サマリー表および提出レポート)で、移転価格戦
略の結果としてのリスクを評価する分析の計算を行います。

• 「中間引当」で、中間引当を有効にし、年間推定有効税率(AEETR)に個別税額を加
えて月間または四半期の税引当を計算します。
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• 「加重平均」で、加重平均を有効にし、各基本または親エンティティの税引前純利益の平
均外貨換算レートを計算します。

• 「出資比率の管理」では、「シナリオ」、「年」および「期間」の組合せごとに、各親子エン
ティティの組合せに対して出資比率と連結メソッドを割り当てることができます。

ノート:

アプリケーションの作成時にオプションの機能を選択せず、後から考えが変わった
場合は、アプリケーションの作成後に機能を有効にできます。一旦有効にすると、
その機能を無効にすることはできません。「動的計算管轄」は、「機能を使用可能に
する」画面でのみ有効にできます。アプリケーションの機能の有効化を参照してく
ださい。

アプリケーションの作成の詳細は、次の概要ビデオをご覧ください: Oracle Tax
Reporting Cloudでの税レポート・アプリケーションの作成。
新規アプリケーションを作成するには:

1. インスタンスに対応する URLを使用し、Tax Reportingにシステム管理者としてログ・オ
ンします。

2. 「Tax Reporting」画面で、「新規アプリケーションを作成」の下の「開始」を選択します。
 

 

3. 「アプリケーションの作成: 一般」で新規アプリケーションの名前と説明を入力し、「次」
をクリックします。
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4. 「アプリケーションの作成: 詳細」で、次のタスクを実行します。

a. 「期間と年」で、アプリケーションに含める期間を確認します。
• 12か月期間(P1-P12)

• デフォルトの RTA期間(P13) - 申告額の未払処理調整
• デフォルトの監査期間(P14)

これらの値は変更できません。
b. 「開始年と終了年」で、必要な範囲を選択します。
c. 「通貨」で、レポートするアプリケーションの主要通貨を選択します。
d. デフォルトでは、「複数通貨」オプションが選択されます。複数通貨を使用す
る予定がない場合は、「はい」チェック・ボックスをクリアします。

ノート:

複数通貨は、アプリケーションの作成後に変更できません。
e. 「次」をクリックします。

5. 「アプリケーションの作成: 機能」で、アプリケーションに使用するオプション機
能ごとに「有効化」をクリックします。次を参照してください: アプリケーション
の機能の有効化
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6. 「次」をクリックします。
7. 「アプリケーションの作成: 確認」で、アプリケーションの構造および機能に関するすべ
ての入力を確認します。「機能」の下に、必須機能が表示されます。「IFRS」、「CbCR」、
「中間引当」、「加重平均」、「出資比率の管理」およびその他のオプションは、これらが選
択された場合にのみ表示されます。

8. すべて正しい場合、「作成」をクリックします。
アプリケーションの作成プロセスが開始されます。このプロセスには数分の時間を要す
るため、アプリケーションの作成が正常に完了したことを示すステータス・メッセージが
表示されるまでブラウザ・ウィンドウを閉じないでください。
作成時に選択したオプションに基づき、標準のディメンションとメタデータを使用してア
プリケーションが作成されます。

ノート:

新しいアプリケーションの作成時にのみ、アプリケーションのニーズに基づい
てカスタム・ディメンションを作成することもできます。カスタム・ディメン
ションの追加(ハイブリッド・モードのみ)を参照してください

9. 完了メッセージで「OK」をクリックします。
ホーム・ページから、独自のアプリケーションの作成を開始できます。
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サンプル・アプリケーションの作成
Tax Reportingでは、あらかじめロードされたメタデータ、データおよび関連アーティ
ファクトを含むサンプル・アプリケーションを作成することができます。設定などを
行わずに使用できるこの環境で試行錯誤して、Tax Reportingの機能およびパフォーマ
ンスを確認でき、サンプル・アプリケーションを参照して、メタデータおよびデータ
を使用する独自のビジネス・プロセスをより簡単にモデル化できます。

ノート:

「サンプル・アプリケーション」オプションは、Enterprise Performance
Management System Workspaceでのみ使用できます。

サンプル・アプリケーションの作成の一環として、次の必須機能が自動的に適用され
ます。
• 複数ソース・データ入力の追跡 - 「補足データ」と「管理対象データ」
• 会社間 - 「会社間データ」と「会社間消去の追跡」
• レポート標準 - 複数 GAAPレポート
• 次の機能を含む、アプリケーションの「IFRS」レポート標準

– 未認識繰延税金(DTNR)

– 連結有効税率調整
• CbC (国別レポート)では、表 1、2および 3への入力により、移転価格戦略の結果
としてのリスクを評価する分析を計算できます。

ノート:

アプリケーションに「IFRS」または「CbC」を使用しない場合、新規アプリ
ケーションの作成に概説されているようにそれらの機能を有効にせずに新規
アプリケーションを作成する必要があります。
アプリケーションで「中間税引当」を使用する場合、アプリケーションの機
能の有効化を参照してその機能を有効にします。

サンプル・アプリケーションを作成するには:

1. インスタンスに対応する URLを使用し、Tax Reportingにシステム管理者としてロ
グ・オンします。

2. 「Tax Reporting」画面で、「サンプル・アプリケーションを作成」の下の「作成」
を選択します。
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3. 「サンプル・アプリケーションの作成」画面で、次の各役割のユーザーを選択します。
• パワー・ユーザー - サンプル・アプリケーションのパワー・ユーザーとするユーザー
を選択します。選択したパワー・ユーザーには、明示的なパワー・ユーザー・ロール
が割り当てられている必要があります。この役割では、読取りおよび書込みアクセス
権が付与され、エンティティに対する税金自動化を実行する機能、およびエンティテ
ィにデータをインポートする機能を持ちます。

• サービス管理者 - サンプル・アプリケーションのシステム管理者とするユーザーを選
択します。この役割では、読取りおよび書込みアクセス権が付与され、すべてのエン
ティティに対するメタデータを含むビジネス・プロセス・データを更新する機能を持
ちます。

ノート:

ユーザーにサービス管理者とパワー・ユーザーの両方の役割が割り当てられ
ている場合でも、パワー・ユーザーとサービス管理者の役割に同じユーザー
を使用しないでください。各役割は、異なるユーザーに割り当てる必要があ
ります。
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4. 「OK」をクリックすると、アプリケーションの作成プロセスが開始されます。

ノート:

これには数分かかるため、完了メッセージが表示されるまでブラウザ・
ウィンドウを閉じないでください。

5. 完了メッセージで「OK」をクリックします。
ホーム・ページから、サンプル・アプリケーションを確認および使用し、独自のア
プリケーションを作成できます。

アプリケーションの機能の有効化
アプリケーションの作成後にレポート機能やその他のオプションの機能を有効にでき
ますが、これらの機能はいったん有効にすると無効にできません。機能を削除するに
は、新しいアプリケーションを作成する必要があります。
アプリケーションで機能を有効にするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「構成」の順にクリックします。
2. 「構成」画面で「機能を使用可能にする」をクリックします。
3. アプリケーションに対して有効化する機能を 1つ以上選択します。

• アプリケーションの「IFRS」レポート標準。次の機能のいずれかまたは両方を
選択できます。
– 「未認識繰延税金(DTNR)」で、税効果基準の未認識繰延税金を損益額また
は非損益額として入力します。

– 「連結有効税率調整」で、税引当合計の国または地域の ETRを計算します。
「連結有効税率調整」を選択すると、アプリケーションで次のフォームが自
動的にアクティブになります :

* エンティティ別連結 ETR IFRS率
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* エンティティ CETR IFRS率を使用して計算された勘定科目を表示する「エ
ンティティ別連結 ETR IFRS」

• 「国別レポート(CbCR)」で、移転価格戦略の結果としてのリスクを評価する分析を計
算します。

ノート:

CbCRを有効にすると、アプリケーションで「カスタム・ディメンション」
を有効にすることはできません。

• 中間税引当(18.08より前に作成されたアプリケーション)- このオプションは選択で
きなくなりました。リリース 18.08より前に中間税引当を有効にしていた場合、引き
続きこのオプションを使用できます。手動でデータを入力し、年間推定有効税率に個
別税額を加えて月間または四半期の税引当を計算します。履歴データは、中間税引当
に対して指定された予測または他のシナリオに格納されます。

ノート:

「中間税引当(18.08より前に作成されたアプリケーション)」の場合は例外で
すが、機能を有効にした後、無効にすることはできません。機能の削除が必
要になった場合は、新しいアプリケーションを作成する必要があります。
以前に「中間税引当(18.08より前に作成されたアプリケーション)」を有効
にし、そのバージョンが不要になった場合は、新しいアプリケーションを作
成する必要はなく、「中間税引当」下にあるオプションのいずれか、または
両方を選択できます。18.08より前に作成されたアプリケーションについ
て存在する履歴データは、中間引当に使用された予測または他のシナリオに
対して格納されます。

• 「中間税引当」で、年間推定有効税率(AEETR)に個別税額を加えて月間または四半期
の税引当を計算します。データは、予測に使用される TRCS_Interim Forecastシナ
リオ・メンバーに自動的に格納されます。次の機能のいずれかまたは両方を選択でき
ます。
– 合計 AEETRで、予測シナリオに対し、連結有効税率から合計 AEETRの値を取
得します。

– 詳細 AEETR(当期と繰延)で、当期税金と繰延税金を足し、税金合計を表示しま
す。

• カスタム・ディメンション: この機能は、新しいアプリケーションを作成する場合に
のみ有効にできます。アプリケーションが作成された後は、カスタム・ディメンショ
ンを有効にしたり削除したりできないことに注意してください。カスタム・ディメン
ションの追加(ハイブリッド・モードのみ)を参照してください

ノート:

アプリケーションで「カスタム・ディメンション」を有効にしている場合、
CbCRを有効にすることはできません。
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• 「加重平均」で、加重平均を有効にし、各基本エンティティの税引前純利益の
平均外貨換算レートを計算します。

• 動的計算管轄: この機能を有効にして、TRCS_AllNational、TRCS_AllRegion
などの管轄ディメンションの即時利用可能な親メンバーのデータ・ストレー
ジ・タイプを「動的計算」に更新できます。

注意:

この機能を有効にすると、連結のパフォーマンスが向上する可能性が
ありますが、広範なカスタム・メンバー式が含まれる状況などでは、
連結のパフォーマンスに悪影響を与える可能性もあります。本番環
境でこの機能を有効化する前に、テスト環境でパフォーマンスへの影
響を評価することをお薦めします。

ノート:

動的計算管轄は、非ハイブリッド・モードのみのオプションです。ハ
イブリッド最適化(DSO)アプリケーション・モデルでは、すべての親
メンバーが動的計算であり、この機能は適用されません。

• 「出資比率の管理」では、「シナリオ」、「年」および「期間」の組合せごとに、
各親子エンティティの組合せに対して出資比率と連結メソッドを割り当てる
ことができます。アプリケーションでの「出資比率の管理」の有効化も参照し
てください

ノート:

非ハイブリッド・アプリケーションで、「出資比率の管理」が有効に
なっている場合は、データ・ソース・ディメンションが「疎」に設定
されていることを確認する必要があります。非ハイブリッド・アプリ
ケーションのパフォーマンス設定を確認または変更するには、デー
タ・ソース・ディメンションのパフォーマンス設定の変更(非ハイブ
リッド・モードのみ)を参照してください。

• 「現在の未払税自動化」で自動化機能を有効にすると、ユーザーがカレンダ年
損益(CY P&L)課税額自動、資本/OCI自動および RTA (P&L)自動をマップし、
調整値を入力できるようになります。この機能には、「現在の未払税自動」お
よび「現在の未払税詳細」フォームも用意されています。詳細フォームは、ユ
ーザーが支払、払戻および振替を追跡するのに役立ちます。Tax Reportingの
操作の現在の未払税自動および詳細フォームの管理および現在の未払税(地域)
自動および詳細フォームの管理を参照してください。

第 3章
アプリケーションの機能の有効化

3-18

https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/ustrc/manage_ctp-automated_and_ctp-detail_forms.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/ustrc/manage_ctp_reg_auto_and_reg_detail_forms.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/ustrc/manage_ctp_reg_auto_and_reg_detail_forms.html


ノート:

現在の未払税自動化機能を有効にすると、新しい構成キューブが作成されま
す。現在の未払税自動化に関連するすべてのマッピングは、構成キューブに
保存されます。現在の未払税自動化のマッピングの作成を参照してくださ
い。

• NOL自動化: 課税損失をシステムで自動的に繰延、使用または期限切れにして対応す
る相殺金額を計上する方法を定義するルールを構成できます。純営業損失(NOL)/控
除の操作を参照してください

• RTA分岐: 資本逆仕訳ターゲット勘定科目としてタグ付けされたすべての永続的およ
び一時的な勘定科目からデータを自動的にプルする新しいメタデータがあります。
この機能は、アプリケーションで RTA自動化が有効な場合に現在の引当金フォーム
での手動調整を回避するために役立ちます。RTA分岐の操作を参照してください

• 期限切れの年別課税損失/税額控除: 異なる期末繰越データを期限切れの年別に簡単
にグループ化できます。課税損失/税額控除フォームから期限切れの年別に課税損失/
税額控除スケジュールの期末繰越詳細を表示できます。期限切れの年別課税損失/税
額控除の操作を参照してください

• 株主資本に対する繰延税金費用: 合計繰延税金費用(地域)を株主資本に再分類します。
この分類は、エンティティおよび管轄に固有です。
この機能を有効にすると、次のようになります:

– 戻し繰延税金費用の増減に対して合計繰延税金費用が戻されます
– 戻される繰延税金費用が再分類繰延税金費用に再分類され、その後、合計資本調
整にロールオーバーされます。

関連項目: Tax Reportingの操作の株主資本に対する合計繰延税金費用(地域)の再分類
• ハイブリッド増減期間密モードの有効化(DSO): この画面からこのオプションを直接
選択することはできません(読取り専用で表示されます)。ただし、ハイブリッドがア
プリケーションで有効かどうかにかかわらず表示されます。ハイブリッド・アプリケ
ーションへの移行については、アプリケーション・モデルのハイブリッド最適化
(DSO)への変換を参照してください

• シナリオ - 株主資本に対するエンティティの税率変更: この機能は、「エンティティ」
ディメンションおよび「シナリオ」ディメンションに固有です(エンティティ・ディ
メンションおよびシナリオ・ディメンションを参照)。この機能を有効にし、特定の
シナリオのカスタム属性(<シナリオ>_RCなど。カスタム属性の詳細は、エンティテ
ィの課税属性の定義も参照)をエンティティに適用すると、その特定のエンティティ
およびシナリオのすべての勘定科目に株式資本に対する税率変更の動作が設定され
ます。
エンティティが連結されると、税率データの変更の影響は、すべての一時差異勘定科
目の資本における税率変更の影響列に移動されます。
関連項目: Tax Reportingの操作の国の繰延税金の操作および地域の繰延税金の操作

4. 「有効化」をクリックして、選択した機能を有効にします。
5. システムに、機能が有効化されたというメッセージが表示されたら、「OK」をクリックし
ます。

6. ログオフしてから再度ログオンして、有効化された機能を確認します。
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管轄およびエンティティの構成
管轄によって国または地域レベルで法人税の引当が分類されます。アプリケーション
の管轄を作成し、関連付ける通貨およびエンティティを作成する必要があります。こ
のタスクは、システムの設定時、実装時、または業務の拡大に伴って実行されます。
管轄ディメンションで、各法的エンティティに対する主たる事業所を定義します。こ
のディメンションを使用して、税引当に対応する国および地域を定義します。
次の管轄のレベルを作成できます。
• 国の管轄は、連邦または国レベルの税を表します。
• 地域の管轄は、州、県、地域やその他の区域を表します。控除のため、地域税額が
国税の計算に自動的に引き継がれるよう設定できます。地域税引当は、法的エンテ
ィティ別に個別に計算することも合計で計算することもできます。

地域が関連付けられている国の管轄ごとに、対応する<jurisdiction_name>_Regions親
メンバーが TRCS_AllRegions下に作成される必要があります。

ノート:

国とその地域に別個の税がない場合、各国に個別の地域を設定する必要はあ
りません。

ディメンション・エディタを使用してアプリケーションに対して必要な管轄、エンテ
ィティおよび通貨を構成するには、次の項を参照してください。
• 国の管轄の作成
• 地域の管轄の作成
• エンティティの作成
• 通貨の追加
• 管轄とエンティティの構成後のデータベースのリフレッシュ
表 3-2 ビデオ

目的 参照するビデオ
エンティティおよび管轄の構成

 Tax Reportingでのエンティティおよ
び管轄の構成

表 3-3 チュートリアル

目的 方法の学習
EPM Cloud Tax Reportingでのエンティティ
および管轄の構成方法の学習  

エンティティおよび管轄の構成
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国の管轄の作成
国の管轄では、連邦または国レベルで法人税の引当が分類されます。
管轄ディメンションの詳細は、管轄ディメンションを参照してください。
管轄を作成するには:

1. ホーム・ページでナビゲータ 、「ディメンション」の順に選択します。
2. 「ディメンション」ドロップダウンから、「管轄」を選択します。
3. 「TRCS_TotalJurisdiction」を展開し、「TRCS_AllNational」を選択して展開します。

4. 「子の追加」 をクリックし、国の管轄に関する次の情報を入力します。
a. 「名前」で、"CA"または"US"などの管轄用の 2文字を入力します。管轄名には 2文字
の ISOコードが推奨されています(ISO-3166 Alpha 2国コードなど)。

注意:

"CAN"または"USA"などの 3文字以上の文字が使用されている場合、その名
前は、エンティティ属性の法定住所作成で機能しません。

b. 管轄に対して表示する別名を入力します。
c. 「データ・ストレージ」を「保管」または「共有しない」に設定します。

ノート:

これは疎ディメンションであるため、「データ・ストレージ」フィールドを
「動的計算」に設定しないでください。

d. 「プラン・タイプ」を連結に設定し、「加算」を選択します。
 

第 3章
管轄およびエンティティの構成

3-21



 

e. 「保存」をクリックします。
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ノート:

場合によっては、新しく作成した国の管轄メンバーが、「エンティティ」ディメンシ
ョンの法定住所カスタム属性に表示されないことがあります。そのような場合は、
次のステップに従って、法定住所カスタム属性を新しく作成した国の管轄メンバー
と同期します:

1. 「ディメンション」ドロップダウンから「エンティティ」を選択します。
2. 「エンティティ」の最上位のディメンション・メンバーを選択し、「アクション」
で「カスタム属性」ボタンをクリックします。

3. 法定住所属性を選択し、「参照属性メンバーの同期」ボタンをクリックします。
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4. 新しく追加した法定住所が、法定住所の「属性値」ツリーの右側にある
法定住所のリストに表示されます。
新しい法定住所は、国全体での位置に関係なく、リストの一番下に表示
されます。

地域の管轄の作成に概説されているように地域の管轄の作成に進みます。

地域の管轄の作成
地域の管轄では、連邦または国レベルで法人税の引当が分類されます。
地域の管轄は、州、県、地域やその他の区域を表せます。控除のため、地域税額が国
税の計算に自動的に引き継がれるよう設定できます。地域税引当は、法的エンティテ
ィ別に個別に計算することも合計で計算することもできます。
管轄ディメンションの詳細は、管轄ディメンションを参照してください。
地域の管轄を作成するには:

1. ホーム・ページでナビゲータ 、「ディメンション」の順に選択します。
2. 「ディメンション」ドロップダウンから、「管轄」を選択します。
3. 「TRCS_TotalJurisdiction」を展開し、「TRCS_AllRegional」を選択して展開しま
す。
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ノート:

地域を持つ国の管轄ごとに、対応する <jurisdiction_name>_Regions親メンバ
ーが TRCS_AllRegions下に作成される必要があります。
次の命名規則を使用してください:

• 地域の親メンバーは 2文字の法定住所コードで始まり、_Regionで終わる必
要があります。たとえば、米国が法定住所(国の管轄)であるとすると、親メ
ンバーは US_Regionsとなります。

• 親メンバーの下の各メンバーは 2文字の法定住所コードで始まり、その後
にアンダースコア(_)を付けて、州名で終わる必要があります。例: US_AL

管轄ディメンション階層の例は次のとおりです:

4. 「子の追加」 をクリックし、必要な地域の管轄ごとに次の情報を入力します。
a. 管轄の名前およびオプションの説明を入力します。たとえば、カナダのオンタリオ州
の場合、CA_ONです。

b. 管轄に対して表示する別名(Ontarioなど)を入力します。
c. 「データ・ストレージ」を「保管」または「共有しない」に設定します。

ノート:

これは疎ディメンションであるため、「データ・ストレージ」フィールドを
「動的計算」に設定しないでください。

d. 「プラン・タイプ」を連結に設定し、「加算」を選択します。
e. 「保存」をクリックします
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5. 「保存」をクリックします。
6. エンティティの作成で概説されている、関連付けるエンティティの作成に進みま
す。

エンティティの作成
ディメンションは階層形式で、組織の法的エンティティ構造に基づきます。アプリケ
ーションの適切なエンティティ・メンバーが反映されるようエンティティ階層構造を
変更する必要があります。
エンティティを作成するには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 を選択し、「作成および管理」で「ディメン
ション」を選択します。

2. 「ディメンション」ドロップダウンから「エンティティ」を選択し、
「FCCS_TotalGeography」を展開して必要なエンティティ (たとえば、EasternUSA
など)まで展開します。

ノート:

法的エンティティ構造などの代替階層を追加できます。基本エンティテ
ィは階層間で共有できます。代替階層の作成を参照してください。
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3. 「子の追加」 をクリックし、次のステップを実行します。
a. 「名前」に、新規エンティティの名前を入力します。
b. エンティティに対して表示する別名を入力します。
c. 「基本通貨」で、エンティティの通貨を選択します。
d. 「データ・ストレージ」を「保管」または「共有しない」に設定します。

ノート:

これは疎ディメンションであるため、「データ・ストレージ」フィールドを
「動的計算」に設定しないでください。

e. 「プラン・タイプ」で、すべてのキューブ (「Consol」、「Rates」および「CbCR」)に対
して集計タイプを「無視」に設定します。エンティティ・ディメンションは連結プロ
セスの一環として集計されるため、ネイティブ Essbase計算については無視に設定
する必要があります。他のオプションを選択した場合、データベースのリフレッシュ
時に「無視」にデフォルト設定されます。
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f. 「属性値」タブで、エンティティの税金属性を構成します(関連項目: エンティ
ティの課税属性の定義)。次のステップを実行して、最も一般的なエンティテ
ィの属性を定義します:

i. オプション: 基本エンティティのみの場合、このエンティティの地域税が
国の管轄で控除可能であれば、地域控除属性値を追加します。

ii. オプション: エンティティが会社間トランザクションに参加する場合、「会
社間」属性を追加します。

iii. オプション: 法定住所属性を追加して国の税管轄を割り当て、法定住所を
強調表示します。この属性は、すべての基本エンティティ、および親の税
金計算が有効になっている親エンティティにも設定する必要があります。
許可される法定住所は 1つのみです。

ノート:

法定住所属性に予期した法定住所が表示されない場合は、法定住
所カスタム属性を同期する必要がある場合があります。国の管
轄の作成で説明されている同期ステップに従います。

g. 「保存」をクリックします
すべてのエンティティが作成される場合、通貨の追加で概説されているように通貨を
追加します。
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通貨の追加
Tax Reportingメタデータ・ファイルには、ほとんどの各国通貨が 3文字の ISO通貨コードを
使用して定義されています。Tax Reportingのデフォルト換算は、エンティティのデフォルト
通貨に基づいて処理されます。
通貨を確定する前に、エンティティとそれに必要な通貨の変更を終える必要があります。デ
フォルトでは、通貨は作成された順に表示されます。通貨を削除する場合、削除する通貨が
デフォルト通貨として使用されていないか、すべてのエンティティを確認する必要がありま
す。

ノート:

最終的なメタデータ・ファイルの通貨ディメンションには、現在必要な通貨および
近い将来必要となる通貨のみを保持することをお薦めします。不必要な通貨コード
を保持すると、パフォーマンスの低下を招くことがあります。通貨ディメンション
は、エンティティの通貨にのみ使用されることに注意してください。

通貨ディメンションの詳細は、通貨ディメンションを参照してください。
通貨を追加するには:

1. ホーム・ページでナビゲータ 、「ディメンション」の順に選択します。
2. 「ディメンション」で「通貨」を選択し、入力通貨を展開します。

3. 「通貨の追加」 をクリックします。
4. 「通貨の作成」で、次のステップを実行します。

a. 「標準通貨の選択」で、管轄に使用する ISO通貨コードを選択します。たとえば、カ
ナダ・ドルの場合は CAD、米ドルの場合は USDです。

b. オプション: 「レポート通貨」でチェック・ボックスを選択し、レポート通貨メンバ
ーに通貨を追加します。

c. 「データ・ストレージ」を「保管」に設定します。
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5. 「保存」をクリックします。
6. 管轄とエンティティの構成後のデータベースのリフレッシュで概説されているよ
うにデータベースをリフレッシュし、すべての更新を取得します。

管轄とエンティティの構成後のデータベースのリフレッ
シュ

構成を完了したら、データベースをリフレッシュしてすべての更新を組み込み、エン
ティティと管轄を有効な交差に追加する必要があります。
エンティティのデータは、国および地域の所在地管轄メンバーについてのみ入力でき
ます。
データベースをリフレッシュするには:

1. ホーム画面で「アプリケーション」、「概要」の順に選択します。
2. 「アプリケーション」画面で、「アクション」、「データベースのリフレッシュ」の順
にクリックします

3. 「データベースのリフレッシュ」画面で、「作成」をクリックします。
4. 「データベースのリフレッシュ」をクリックします。
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5. 先に進む前にアウトライン・ファイルをバックアップし、すべてのデータベースからデー
タをエクスポートして、データが失われないようにします。

注意:

リフレッシュを実行すると、このアプリケーションに対する Planningの現在の
メタデータ定義に基づいて、このアプリケーションで使用されたすべての
Oracle Essbaseキューブのアウトラインが再作成されます。次のステップでの
リフレッシュに進む前にアウトライン・ファイルをバックアップし、すべての
データベースからデータをエクスポートします。

6. 「リフレッシュ」をクリックします。
7. ホーム画面で「アプリケーション」、「有効な交差」の順に選択し、管轄とエンティティの
組合せを選択します。
 

 

8. 管轄とエンティティの組合せをダブルクリックし、有効な交差を表示します。
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アプリケーションの削除
アプリケーションを削除すると、アプリケーションとそのすべてのコンテンツが削除
されます。アプリケーションに対してスケジュールされたジョブも削除されます。こ
のアクションは元に戻せません。

注意:

アプリケーションを削除する前にアプリケーションをバックアップすること
をお薦めします。

アプリケーションを削除するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「概要」の順にクリックします。
2. 「アクション」で「アプリケーションの削除」を選択します。
3. 警告メッセージで「はい」をクリックし、アプリケーションを削除します。
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4
セキュリティの管理

関連トピック
• セキュリティの概要
• アーティファクトとデータ・アクセスの管理
• セル・レベル・セキュリティの定義

ノート:

ユーザーが次の操作を実行した場合、Tax Reportingにはセル・レベル・セキュ
リティは適用されません:

– ロールオーバー
– データのコピー/クリア
– 構成のコピー
– ビジネス・ルール(連結や換算など)

セキュリティの概要
Tax Reportingでは、セキュリティ・レイヤーをいくつか実装してセキュリティを確保してい
ます。Oracleによって実装および管理されるインフラストラクチャ・セキュリティ・コンポ
ーネントは、ビジネス・プロセスに対する安全性の高い環境を作成します。ビジネス・プロ
セスでは、パスワードで保護されたシングル・サインオンと、データおよびアーティファク
トに対する役割ベースのアクセスによってセキュリティが保証されます。
セキュリティの設定には次のタスクが必要です。
表 4-1 セキュリティの要素

名前 実行者および説明 リンク
ユーザーを作成してアプリケー
ションに対するアクセス権を割
り当てます

アイデンティティ・ドメイン管理
者は、ユーザーを作成してアプリ
ケーションに対するアクセス権
を割り当てます。

Oracle Enterprise Performance
Management Cloud管理者スタート・ガイドのユーザーの作成を
参照してください

アプリケーションに対する事前
定義済役割のアクセス権のユー
ザーへの割当て

アイデンティティ・ドメイン管理
者は、アプリケーションに対する
役割のアクセス権をユーザーに
割り当てます: サービス管理者、
パワー・ユーザー、ユーザー、参
照者。

Oracle Enterprise Performance
Management Cloud管理者スタート・ガイドの事前定義済役割の
理解および Tax Reportingを参
照してください
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表 4-1 (続き) セキュリティの要素

名前 実行者および説明 リンク
グループを作成および管理しま
す

管理者は、「アクセス制御」の「グ
ループの管理」を使用して、グル
ープを定義してユーザーを移入
できます。

グループの作成および管理につ
いては、Oracle Enterprise
Performance Management
Cloud管理者スタート・ガイドの
グループの管理を参照してくだ
さい

アーティファクトに対するアク
セス権をユーザーに割り当てま
す

ユーザーは、アプリケーションの
アーティファクトに対するアク
セス権を割り当てられます。こ
れらのアーティファクトには、フ
ォーム、タスク・リストおよびレ
ポートが含まれます。このアク
セス権は、アーティファクトの作
成者またはサービス管理者によ
ってユーザーに付与されます。

アーティファクトへのユーザ
ー・アクセス権の割当てを参照し
てください。

データに対するアクセス権をユ
ーザーに割り当てます

管理者は、ディメンション・メン
バーに対するアクセス権を介し
てデータに対するアクセス権を
割り当てます。ユーザーは、ディ
メンションのメンバーに対する
「変更」、「表示」または「なし」
のアクセス権を割り当てられま
す。

データへのユーザー・アクセス権
の割当てを参照してください

セキュリティの概要は、次のビデオを参照してください。 Tax Reporting Cloud
でのセキュリティの理解

アーティファクトとデータ・アクセスの管理
サービス管理者は、次のアプリケーション要素のセキュリティを構成できます。
• フォーム
• タスク・リスト
• Financial Reportingのレポート
• ディメンション
• 統合

– Oracle Smart View for Office

– 移行
– データ管理
– Oracle Hyperion Financial Close Management

システム管理者またはパワー・ユーザーの役割が割り当てられているユーザーは、次
の権限が明示的に割り当てられていない場合もデータ管理にアクセスできます。
• 統合の実行
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• ドリル・スルー
• 統合の作成
参照者またはユーザーの役割が割り当てられているユーザーは、次の権限が明示的に割り当
てられている場合に、データ管理の「ワークフロー」および「設定」タブにアクセスできま
す。
• 統合の実行
• ドリル・スルー
• 統合の作成
次の表に、各役割の機能を示します。

表 4-2 役割ごとの機能

機能 参照者 ユーザー パワー・ユーザー サービス管理者
フォームを介したデ
ータの表示

はい はい はい はい
データ分析ツールを
介したデータの表示
(FR、フォーム、Smart
View、アド・ホック・
グリッド)

はい はい はい はい

フォームを介したデ
ータの入力

はい はい はい
FDMEEを介したデ
ータのロード

はい はい
承認のためのデータ
の送信

はい はい はい
ソース・システムへの
ドリル・スルー

はい はい はい はい
データの連結 はい はい はい
フォームの作成と管
理

はい はい
Smart Viewワーク
シートの作成

はい はい はい
プロセス・コントロー
ル・ユニットに対する
承認プロセスの作成
と開始

はい はい はい

プロセス・コントロー
ル承認ユニットに対
するアクションの実
行

はい はい はい

アプリケーションの
すべての機能アクテ
ィビティの実行(ユー
ザー役割の作成と割
当てを除く)

はい

ディメンション管理 はい
メンバー式の管理 はい
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アーティファクトへのユーザー・アクセス権の割当て
管理者は、フォーム、タスク・リスト、Financial Reportingレポートなどのアーティフ
ァクトにセキュリティを割り当てます。次のアクセス権を割り当てることができま
す。
• 変更
• 読取り
• なし
たとえば、フォームを表示するには、読取りアクセス権のみが必要です。変更アクセ
ス権は、ユーザーに、フォームを変更する権限を付与します(パワー・ユーザーまたは
管理者のみ)。
デフォルトのセキュリティ・アクセス権は、どのアーティファクトに対しても「なし」
です。

データへのユーザー・アクセス権の割当て
セキュリティ・アクセス権(なし、読取り、書込み)はディメンションのメンバーに割り
当てられます。管理者は、セキュリティを割り当てるディメンションを定義します。
デフォルトでは、セキュリティは Tax Reportingのビュー・ディメンションについての
み有効になります。

ノート:

ビュー・ディメンションのセキュリティは無効にしないでください。ビュ
ー・ディメンションのメンバーに割り当てられたセキュリティ・アクセス権
限により、参照者の役割を持つユーザーにはすべてのデータへの読取りアク
セス権が割り当てられ、その他の役割を持つユーザーには即時利用可能な書
込みアクセス権が割り当てられます。

親レベルでそのすべての子孫を対象にセキュリティを割り当てることができるため、
各ディメンション・メンバーに別個にセキュリティを割り当てる必要はありません。
任意のディメンションに対してセキュリティを無効化できますが、少なくとも 1つの
ディメンションに対してセキュリティを有効化する必要があることに注意してくださ
い。
データ・レベルのセキュリティは、各ディメンションに対するセキュリティ・アクセ
スの交差に基づきます。最も厳しい制限のあるセキュリティ・アクセスは、システム
によって使用されるものです。
表 4-3 すべてのメンバーに対するディメンションのアクセス権の表示

グループ・アクセス アクセス権 関係
パワー・ユーザー 書込み メンバー
ユーザー 書込み メンバー
参照者 読取り メンバー
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ヒント
データ・ソース・メンバー FCCS_Supplemental Dataおよび FCCS_Managed Dataは、そ
れぞれ、補足データ・マネージャ、データ管理によって送信されるデータ用に予約されてい
ます。これらのメンバーに関連付けられたデータを対話形式で変更することを非管理者ユー
ザーに対して制限するように、データ・アクセス・セキュリティを構成できます。たとえば、
すべての非管理ユーザーに対して、FCCS_Supplemental Dataおよび FCCS_Managed Data
メンバーへの読取りアクセス権を割り当てることができます。

ディメンションのセキュリティの有効化または無効化
ユーザー定義のカスタム・ディメンションを含め、ディメンションのセキュリティを有効化
できます。ディメンションのセキュリティを有効にしていない場合は、すべてのユーザーが
そのディメンションのメンバーにアクセスできます。
デフォルトでは、セキュリティはビュー・ディメンションに対して有効になります。必要に
応じて、エンティティなど、その他のディメンションのセキュリティを有効にできます。

ノート:

ビュー・ディメンションのセキュリティは無効にしないでください。ビュー・ディ
メンションのメンバーに割り当てられたセキュリティ・アクセス権限により、参照
者の役割を持つユーザーにはすべてのデータへの読取りアクセス権が割り当てら
れ、その他の役割を持つユーザーには即時利用可能な書込みアクセス権が割り当て
られます。

ユーザーおよびグループのディメンション・メンバーにセキュリティを割り当てることがで
きます。セキュリティは、メンバー・レベルまたは親レベルで割り当てることが可能です。
ディメンションのセキュリティを有効化または無効化するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックします。
2. 「ディメンション」からディメンションを選択し、「編集」をクリックします。
3. 「ディメンション・プロパティの編集」ページで、オプションを選択します。

• セキュリティを有効化するには、「セキュリティの適用」を選択します。

ノート:

このオプションを選択しないと、ディメンションにはセキュリティが設定さ
れず、ユーザーはそのメンバーに制限なしにアクセスできます。

• セキュリティを無効化するには、「セキュリティの適用」をクリアします。
4. 「保存」をクリックします。
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ディメンション・メンバーへのセキュリティの割当て
ユーザー定義のカスタム・ディメンション・メンバーにアクセス権を割り当てる前に、
ディメンションの「プロパティ」タブで「セキュリティの適用」チェック・ボックス
を選択する必要があります。
メンバー・レベルまたは親レベルでディメンション・メンバーにセキュリティを割り
当てることができます。
ディメンション・メンバーにセキュリティを割り当てるには:

1. をクリックします。
2. 「作成および管理」で「ディメンション」をクリックします。
3. メンバーを選択します。
4. 「アクセス権の割当て」をクリックします。
5. 「アクセス権の追加」をクリックします。
6. 選択したメンバーにアクセスするユーザーおよびグループを選択します。
「ユーザー」をクリックするとすべてのユーザーが表示され、「グループ」をクリッ
クするとすべてのグループが表示されます。

7. 「アクセス権タイプ」からオプションを選択します。
• 読取り
• 書込み
• なし

8. オプション: メンバー・レベルを選択します。
たとえば、「子」を選択して、選択したメンバーの子にアクセス権を割り当てます。
• メンバー
• 子
• 子(含む)

• 子孫
• 子孫(含む)

9. 「追加」をクリックします。
10.「閉じる」をクリックします。
アクセス権を変更するには:

1. 「アクセス権の編集」をクリックします。
2. 選択したメンバーについて、表示されているユーザーまたはグループのアクセス権
のタイプを選択します。

3. オプション: メンバー・レベルを選択します。
たとえば、「子」を選択して、選択したメンバーの子にアクセス権を割り当てます。
• メンバー
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• 子
• 子(含む)

• 子孫
• 子孫(含む)

4. 「設定」をクリックします。
5. 「閉じる」をクリックします。
アクセス権を削除するには:

1. 選択したメンバーに対するアクセス権を削除するユーザーおよびグループを選択します。
2. 「アクセス権の削除」、「OK」の順にクリックします。
3. 「閉じる」をクリックします。

セル・レベル・セキュリティの定義
フォーム内の特定のセル交差のデータ表示をユーザーとグループに対して制限するセキュリ
ティ・ルールを定義します。
次も参照:

• セル・レベル・セキュリティの理解
• セル・レベル・セキュリティ定義の作成
• セル・レベル・セキュリティ定義の表示
• セル・レベル・セキュリティ定義のフィルタ
• セル・レベル・セキュリティ定義のインポートとエクスポート
• セル・レベル・セキュリティのテスト
• セル・レベル・セキュリティ定義リストの並替え

セル・レベル・セキュリティの理解
セル・レベル・セキュリティについて
セル・レベル・セキュリティを適用するサービス管理者は、標準のセキュリティによってユ
ーザーが通常アクセスできるセルへのアクセスを拒否できます。したがって、セル・レベル・
セキュリティは、既存のメンバー・セキュリティの例外として定義されます。たとえば、部
門マネージャは、自分の部門についてはすべての勘定科目にアクセスする必要がありますが、
他のすべての部門については特定の勘定科目のみにアクセスする必要があります。通常のメ
タデータ・セキュリティでは、マネージャはすべての部門のすべての勘定科目にアクセスで
きますが、セル・レベル・セキュリティを使用すると、サービス管理者はすべての勘定科目
とマネージャの部門との交差、および他のすべての部門の特定の勘定科目のみを管理できま
す。
セル・レベル・セキュリティでは、有効な交差ルールと同様のルールを使用して、セルが表
示されている場所(フォーム、実行時プロンプト、Smart View、レポート、ダッシュボード、
インフォレットなど)で、特定のセル交差を表示しているユーザーの読取りまたは書込みアク
セスを拒否します。セル・レベル・セキュリティ・ルールが適用されると、読取りアクセス
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権を持つユーザーは、セルのデータ値を参照できますが、セルは編集できません。ユ
ーザーがセルへの読取りアクセスを拒否されている場合、セルに表示される値は
#noaccessです。
サービス管理者は、セル・レベル・セキュリティ・ルールを定義して、任意のユーザ
ーまたはグループに割り当てることができます。セル・レベル・セキュリティはサー
ビス管理者には影響しません。
アンカーおよび非アンカー・ディメンション
セル・レベル・セキュリティ定義では、アンカー・ディメンションと非アンカー・デ
ィメンションを使用します:

• セル・レベル・セキュリティ定義で使用されるキューブでは、アンカー・ディメン
ションは常に必須ディメンションです。

• 非アンカー・ディメンションが必須である場合、または必須でない場合:

– 非アンカー・ディメンションが必須である場合、そのディメンションを使用し
ないキューブでは、そのディメンションが必須としてタグ付けされているセ
ル・レベル・セキュリティ定義は無視されます。

– 非アンカー・ディメンションが必須でない場合、そのディメンションを使用し
ないキューブでは、そのディメンションが必須でないとして含まれているセ
ル・レベル・セキュリティ定義も評価され、キューブで使用されている定義内
の他のディメンションの定義が評価されます。

– デフォルトでは、非アンカー・ディメンションは必須ではありません。非アン
カー・ディメンションを必須にするには、非アンカー・ディメンションの横の
をクリックし、「必須」をクリックします。

• デフォルトでは、ルールで指定されていないアンカー・ディメンション・メンバー
がセキュリティ定義に含まれていますが、アンカー・ディメンションの横にある
をクリックし、次に「選択したメンバーにのみ適用」をクリックすることで、

このオプションをクリアできます。

セル・レベル・セキュリティ定義の作成
セル・レベル・セキュリティ定義を作成するには:

1. 「アプリケーション」、「セル・レベル・セキュリティ」の順にクリックします。
2. 定義を作成します:

a. 「作成」をクリックします。
b. 定義の名前と説明を入力します。
c. 「有効」チェック・ボックスは、デフォルトで選択されています。定義を無効
にするには、「有効」チェック・ボックスの選択を解除します。セル・レベル・
セキュリティ定義ページで定義を直接有効または無効にすることもできます。

d. キューブ固有のセキュリティを定義するには、「キューブ」をクリックし、キ
ューブのリストから選択するか、「すべて」を選択します。

e. アンカー・ディメンションは必須です。アンカー・ディメンションを選択する
には、「アンカー・ディメンションの選択」をクリックします。アンカー・デ
ィメンションおよび非アンカー・ディメンションの詳細は、セル・レベル・セ
キュリティの理解を参照してください
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f. オプション: デフォルトでは、ルールで指定されていないアンカー・ディメンション・
メンバーがセキュリティ定義に含まれています。このオプションをクリアするには、
アンカー・ディメンションの横の をクリックし、「選択したメンバーにのみ適用」
をクリックします。

g. 追加のディメンション(非アンカー・ディメンションと呼ばれます)を選択するには、
「ディメンションの追加」をクリックします。

h. オプション: デフォルトでは、非アンカー・ディメンションは必須ではありません。
非アンカー・ディメンションを必須にするには、非アンカー・ディメンションの横の
をクリックし、「必須」をクリックします。

3. セル・レベル・セキュリティ・ルールを定義します:

a. 「ルールの追加」をクリックします。

b. 「ユーザー、グループ」列で、 をクリックして、セル・レベル・セキュリティ・
ルールに含めるユーザーとグループを見つけます。

c. 「制限」に、「読取り不可」(デフォルト)または「書込み不可」を選択します。「読取り
不可」は最も厳しい制限であるため、デフォルトのオプションです。ユーザーがセル
への読取りアクセスを拒否されている場合、セルに表示される値は#noaccessです。
「書込み不可」アクセス権を持つユーザーは、セルのデータ値を参照できますが、セ
ルは編集できません。

d. 新しいルールのディメンションの横にある をクリックします:

• 「編集」をクリックしてメンバーの選択ページを開き、セル・レベル・セキュリテ
ィ・ルールに含めるメンバー、代替変数および属性を選択します。

• 「除外」または「すべて除外」をクリックして、ルールから除外するディメンショ
ン・メンバーを定義します:

– 除外: このオプションを選択した場合、メンバーは IDを基準にして除外され
ます。指定されたメンバー(基本または共有)のみが除外されます。

– すべて除外: このオプションを選択した場合、メンバーは名前を基準にして除
外されます。基本メンバーが指定されている場合、基本とそのすべての共有
メンバーが除外されます。共有メンバーが指定されている場合、このメンバ
ー、その基本メンバー、およびこのメンバーの他のすべての共有メンバーが
除外されます。

• 「クリア」をクリックして、選択をクリアします。
ルールを削除するには、 をクリックします。

4. 「保存」をクリックします。
新しいセル・レベル・セキュリティ定義がリストの最後に追加されます。定義は、リストに
表示されている順に評価されます。定義リストを並べ替える手順は、セル・レベル・セキュ
リティ定義リストの並替えを参照してください。
定義を作成した後、フォームで定義をテストして、ユーザーのパースペクティブからフォー
ムがどのように表示されるのかを確認できます。セル・レベル・セキュリティのテストを参
照してください。
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セル・レベル・セキュリティ定義の表示
セル・レベル・セキュリティ定義を表示するには:

1. 「アプリケーション」、「セル・レベル・セキュリティ」の順にクリックします。
2. リスト全体で特定の定義を検索するには、「検索」ボックスに検索条件を入力し、

をクリックして、検索条件を満たす定義のみを表示します。
3. フィルタ条件を満たす定義のみが表示されるようにリストをフィルタするには、次
のフィルタ・オプションを指定します:

• : クリックすると、「フィルタ」ページが表示され、フィルタ・オプション
の堅牢なリストから選択できます。フィルタ・オプションとその説明の完全な
リストは、セル・レベル・セキュリティ定義のフィルタを参照してください。

• : クリックすると、「有効な割当」、「使用可能」および「制限」のすべての
フィルタがクリアされます。

• 有効な割当: 特定のユーザーまたはグループに影響する定義のみを表示するよ
うにリストをフィルタします。

• 使用可能: 有効になっている(「はい」)または有効になっていない(「いいえ」)定
義のみを表示するようにリストをフィルタするか、「すべて」を選択します。

• 制限: 「読取り不可」または「書込み不可」制限が割り当てられている定義の
みを表示するようにリストをフィルタするか、「すべて」を選択します。

4. セル・レベル・セキュリティ定義ページで、次のタスクを実行することもできま
す:

• 「アクション」メニュー: 定義のインポートおよびエクスポートについては、セ
ル・レベル・セキュリティ定義のインポートとエクスポートを参照してくださ
い。

• テスト: セル・レベル・セキュリティのテストを参照してください。
• 作成: セル・レベル・セキュリティ定義の作成を参照してください。
• リフレッシュ: クリックして定義リストをリフレッシュします。

5. 定義ページの各リストに対して、次のタスクを実行できます:

• 「使用可能」列: 定義が有効かどうかを示します。定義の横にあるチェック・マ
ークをクリックして、定義を無効または有効にします。緑色のチェック・マー
クは、定義が有効になっていることを示します。

• 「アクション」列: をクリックし、定義を編集、複製または削除したり、定
義をリストの順序で上または下に移動します。

セル・レベル・セキュリティ定義のフィルタ
セル・レベル・セキュリティ定義のリストは、キューブ、制限、日付など、特定の条
件でフィルタできます。フィルタすると、フィルタ条件を満たす定義のみがセル・レ
ベル・セキュリティ定義ページに表示されます。
セル・レベル・セキュリティ定義をフィルタするには:
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1. 「アプリケーション」、「セル・レベル・セキュリティ」の順にクリックします。
2. をクリックして、フィルタ条件を指定します:

• キューブ: 選択したキューブ内の定義のみを表示するか、「すべて」を選択します。
• 使用可能: 有効になっている(「はい」)または有効になっていない(「いいえ」)定義のみ
を表示するか、「すべて」を選択します。

• 制限: 「読取り不可」または「書込み不可」制限が割り当てられている定義のみを表
示するか、「すべて」を選択します。

• 変更: 特定の日時より前または後に変更された定義、あるいは日付または時間の範囲
内に変更された定義のみを表示します。「後」、「前」または「次の値の間」を選択し、
をクリックして日時の条件を指定します。

• 変更者: 選択したユーザーによって変更された定義のみを表示します。
• 有効な割当: 選択したユーザーまたはグループに影響する定義のみを表示します。

3. 「その他」をクリックして、フィルタ条件をさらに絞り込みます:

• ディメンション
• アンカー・ディメンション
• アンカー・ディメンション: 選択したメンバーにのみ適用: 「はい」、「いいえ」または
「すべて」を選択します。

• その他のディメンションが必要: 「はい」、「いいえ」または「すべて」を選択します。
4. 「適用」をクリックします。

セル・レベル・セキュリティ定義のインポートとエクスポー
ト

セル・レベル・セキュリティ定義のインポートとエクスポートについて
セル・レベル・セキュリティ定義のフィルタされたリストをリスト・ページからローカル・
コンピュータの場所にエクスポートするか、サーバーにエクスポートできます。リスト・ペ
ージでフィルタが定義されていない場合は、すべてのセル・レベル・セキュリティ定義がエ
クスポートされます。
インポート・アクションを使用して、セル・レベル・セキュリティ定義をローカル・コンピ
ュータ上の場所からアプリケーションにインポートするか、サーバーからインポートします。
インポートを実行すると、定義に違反する内容がないかについてインポート・ファイルがテ
ストされます。たとえば、キューブが欠落している場合、アンカー・ディメンションがない
場合、またはサブルールが見つからない場合は、エラー・ファイルにエラーが記録されます。
インポート・ジョブは、インポート・ファイルにエラーがない場合にのみ正常に完了します。

Note:

サブルールでは、ルール(サブルール)の各メンバーのユーザー割当て、アンカーお
よび非アンカー・ディメンションのメンバー選択または除外、各サブルールに適用
される制限タイプなど、ルールの内容に関する情報が提供されます。
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選択したエクスポートまたはインポートの場所に応じて、アプリケーション定義は
Excelファイル形式(XLSX)または zipファイル形式のいずれかでエクスポートまたは
インポートされます。
セル・レベル・セキュリティのインポート・ファイル
Excelインポート・ファイルには、1番目と 2番目のシートに次の名前の 2つのシート
が必要です:

1. Rules
2. Sub Rules
Rulesシートには、次の列見出しがあります:

• 名前
• 位置
• 説明
• 有効
• 有効なキューブ - この列には、Allまたはカンマ区切りのキューブ名のリスト

(Plan1, Plan2など)のいずれかが含まれます
• アンカー・ディメンション名
• 選択されていないメンバーへのアンカー・ディメンションの適用
• Dim1

• Dim1必須
• Dim2

• Dim2必須
• DimX

• DimX必須
Sub Rulesシートには、次の列見出しが必要です:

• 名前 - この列には、1番目のシートのルールの名前が含まれている必要があります
• ユーザー
• ユーザー・グループ
• 制限 - この列には「読取り不可」または「書込み不可」が含まれます
• アンカー・メンバー
• アンカーの除外
• アンカーをすべて除外
• Dim1メンバー
• Dim1の除外
• Dim1をすべて除外
• Dim2メンバー
• Dim2の除外
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• DimXメンバー
• DimXの除外
• DimXすべて除外
セル・レベル・セキュリティ定義のエクスポートおよびインポート
セル・レベル・セキュリティ定義をエクスポートおよびインポートするには:

1. 「アプリケーション」、「セル・レベル・セキュリティ」の順にクリックします。
2. 必要に応じて、リストにフィルタを適用します。セル・レベル・セキュリティ定義のフィ
ルタを参照してください。

3. エクスポートするには、「アクション」、「エクスポート」の順にクリックし、エクスポー
ト・ファイルのターゲットの場所を選択します:

• ローカル: エクスポート・ファイルをローカル・コンピュータ上の場所に保存します。
このオプションを選択した場合は、「エクスポート」をクリックし、XLSXエクスポ
ート・ファイルを保存する場所を指定します。

• 送信ボックス: エクスポート・ファイルを zip形式でサーバーに保存するジョブを実
行します。保存されたファイルは、即時にダウンロードするか、後でエクスポート・
ジョブをスケジュールする際に使用できます。このオプションを選択した場合は、
「保存してジョブを実行」をクリックします。
送信ボックスからエクスポート・ファイルをダウンロードするには:

a. 「アプリケーション」をクリックし、「ジョブ」をクリックします。
b. 「最近のアクティビティ」で、CLSのエクスポート・ジョブをクリックします。
c. ジョブの詳細ページで、 をクリックしてセル・レベル・セキュリティのエク
スポート・ファイルのダウンロード場所を選択します。また、ビジネス・プロセ
スの「受信ボックス/送信ボックス・エクスプローラ」からエクスポート・エラ
ー・ファイルをダウンロードできます。

4. Excelでエクスポート・ファイルを編集する場合は、Excelファイルに Rulesと Sub Rules
の 2つのシートがあることに注意してください。

5. インポートするには、「アクション」、「インポート」の順にクリックし、インポート・ソ
ース・ファイルの場所を選択します:

• ローカル: 自分のコンピュータの場所からインポート・ファイルをロードします。「ソ
ース・ファイル」の「参照」をクリックしてコンピュータ上のインポート・ファイル
を選択し、「インポート」をクリックします。

• 受信ボックス: サーバーからインポート・ファイルをロードするジョブを実行します。
インポート・ファイルは zipファイル形式である必要があります。「ソース・ファイ
ル」にファイル名を入力して「保存してジョブを実行」をクリックし、「ジョブとし
て保存」ダイアログで「名前」および「エラー・ファイル」を指定します。エラー・
ファイルにより、インポートされなかった定義に関する情報が提供されます。ビジネ
ス・プロセスの「受信ボックス/送信ボックス・エクスプローラ」からエラー・ファイ
ルをダウンロードできます。

セル・レベル・セキュリティのテスト
セル・レベル・セキュリティを定義して有効にした後は、影響を受けるユーザーがフォーム
を表示したときに表示される内容を確認するためにテストできます。テストにより、許可さ
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れているセルの値のみがユーザーに表示され、それより多くのセル値が表示されない
ことが確認されます。定義をテストするには、定義を有効にする必要があります。
セル・レベル・セキュリティをテストするには:

1. 「アプリケーション」、「セル・レベル・セキュリティ」の順にクリックします。
2. テストする定義を有効にします。
3. 「テスト」をクリックし、テストするフォームを選択します。
4. 「ユーザー名の選択または入力」テキスト・ボックスで、ユーザー名を指定するか、

をクリックしてユーザーを選択し、「OK」をクリックします。

Note:

一度にテストできるユーザーは 1人のみです。
フォームには、各セルへのユーザー・アクセスが「読取り」、「書込み」または「なし」
と表示されます。

セル・レベル・セキュリティ定義リストの並替え
セル・レベル・セキュリティ定義は、たとえば、リストの最初のセル・レベル・セキ
ュリティ定義が評価され、次に 2番目の定義が評価されるなど、定義リストに表示さ
れている順序で評価されます。
リストのセル・レベル・セキュリティ定義の位置を変更するには:

1. 「アプリケーション」、「セル・レベル・セキュリティ」の順にクリックします。
2. セル・レベル・セキュリティ定義の右側で、 をクリックします。
3. 「上へ移動」または「下へ移動」を選択します。

Tip:

セル・レベル・セキュリティ定義をドラッグして、リスト内で上または
下に移動することもできます。
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5
アプリケーションの管理

関連トピック
• アプリケーションの概要
• ディメンション、メンバー、別名、フォームの命名規則
• メタデータのインポート
• メタデータのエクスポート
• データ統合
• データのコピー
• データのクリア
• キューブのクリア・ジョブの作成
• データベースのリフレッシュ
• 有効な交差の定義
• 無効な交差レポートの管理

アプリケーションの概要
アプリケーションを作成した後、ホーム・ページから「アプリケーション」にアクセスする
ことで、それを表示および管理できます。
アプリケーションを管理するには、サービス管理者である必要があります。
アプリケーションの概要には、アプリケーションのプロパティおよびアプリケーション統計
(アプリケーション内のタスク、フォーム、ルールおよび承認階層の数など)が表示されます。
これには、アプリケーションで使用されているディメンションもリストされます。
ディメンションを管理するには、ディメンションの操作を参照してください。
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アプリケーションの概要を表示するには、ホーム・ページで「アプリケーション」を
クリックし、「概要」を選択します。

ノート:

ハイブリッドは、アプリケーション・タイプの後に「有効」と表示され、ハ
イブリッド・モード用に構成されたアプリケーションを示します。関連項目: 
アプリケーションの概要およびアプリケーション・モデルのハイブリッド最
適化(DSO)への変換

アプリケーション・モデル
Tax Reportingは、次のタイプのアプリケーション・モデルをサポートしています:

1. 密として勘定科目がある非ハイブリッド: このモデルでは、勘定科目ディメンショ
ンは密であり、残りのディメンションは疎です。これは、Tax Reportingでリリー
スされた最初のモデルでした。このモデルは、レガシー Essbaseおよびハイブリ
ッド対応 Essbaseでサポートされています。

2. 勘定科目を持つ非ハイブリッドでデータ・ソースが密: このモデルでは、勘定科目
およびデータ・ソースのディメンションは密であり、残りのディメンションは疎で
す。このモデルは、レガシー Essbaseおよびハイブリッド対応 Essbaseでサポー
トされています。

3. 期間および増減が密(DSO)のハイブリッド: このモデルでは期間ディメンションと
増減ディメンションは密であり、残りのディメンションは疎です。このモデルは、
ハイブリッド対応の Essbaseでのみサポートされています。
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Note:

• 期間および増減が密のハイブリッドが、新しいアプリケーション作成時のデフ
ォルトのアプリケーション・モデルです。

• 密として勘定科目がある非ハイブリッドまたは勘定科目を持つ非ハイブリッド
でデータ・ソースが密から、期間および増減が密のハイブリッドに、「ツール」-
>「構成」の「パフォーマンス設定」オプションから移行できます。データ・ソ
ース・ディメンションのパフォーマンス設定の変更(非ハイブリッド・モードの
み)を参照してください

関連項目: 自分が持っているアプリケーション・モデル

自分が持っているアプリケーション・モデル
• ハイブリッド・モードが有効になっているかどうかを確認するには、アプリケーションの
「概要」タブ画面を参照してください。
ハイブリッド・アプリケーション

非ハイブリッド・アプリケーション

• アプリケーションの機能の有効化画面を参照して、アプリケーションで「ハイブリッド増
減期間密モードの有効化」が有効になっているかどうかを確認してください。
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• アプリケーションの「ディメンション」画面を参照して、勘定科目、データ・ソー
ス、増減、および期間の密/疎および順序設定を確認します。

パフォーマンス設定
関連トピック:

• データ・ソース・ディメンションのパフォーマンス設定の変更(非ハイブリッド・
モードのみ)

• ハイブリッド集約のアプリケーション・モデルの最適化

データ・ソース・ディメンションのパフォーマンス設定の
変更(非ハイブリッド・モードのみ)

デフォルトでは、データ・ソース・ディメンションは、パフォーマンスが向上する設
定である「疎」に構成されます。
19.05より前に作成されたレガシー・アプリケーションでは、データ・ソースは「密」
に構成されます。レガシー・アプリケーションのデータ・ソース・ディメンションは
「疎」に再構成することをお薦めします。
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注意:

パフォーマンス設定を変更した場合、データベースをリフレッシュする必要があり
ます。このリフレッシュにより Essbaseデータベースの再構築が発生するため、完
了するまで時間がかかることがあります(システムによっては数時間)。他のユーザ
ーがシステムを使用していない停止期間中にパフォーマンスの設定を更新すること
を検討してください。データベースのリフレッシュを開始する前に:

• システムにアクティブなユーザーがいないことを確認してください。
• このアクションが自動メンテナンス・ウィンドウと重複していないことを確認
してください。

ノート:

これは、従来の Essbaseアプリケーションでのみ使用できます。

アプリケーションの現在のパフォーマンス設定を確認するには:

1. ホーム・ページから、「ナビゲータ」アイコン をクリックします。
2. 「作成および管理」で、「ディメンション」を選択し、次に「パフォーマンス設定」タブを
選択します。

3. 必要なキューブを選択します。
4. 「データ・ソース」ディメンションの場合、「密度」の下に現在の設定が「密」または「疎」
として表示されます。

パフォーマンス設定を設定するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「構成」の順に選択します。
2. 「構成」画面で、「パフォーマンス設定」を選択します。

 

 

3. 必要なデータ・ソース・ディメンション密度を選択します。
• 疎(推奨)

• 密
デフォルトで、密度は「疎」に設定されます。

4. 「保存」をクリックしてデータベースをリフレッシュします。

第 5章
パフォーマンス設定

5-5



5. 「データベースのリフレッシュ」ダイアログ・ボックスで、「OK」をクリックしま
す。

6. オプション: ホーム・ページで「アプリケーション」、「ジョブ」の順に選択し、リ
フレッシュのステータスを確認します。

ハイブリッド集約のアプリケーション・モデルの最適化
Tax Reportingでは、アプリケーションを作成するときに、最大 2つのカスタム・ディ
メンションを構成でき、アプリケーション・モデルはハイブリッド集約用に最適化さ
れます。ハイブリッド・アプリケーション・モデルは、ディメンションのパフォーマ
ンス設定(「増減」ディメンションと「期間」ディメンションは密として構成されていま
す)、ディメンション・メンバーのデータ・ストレージ構成、Essbase構成設定など、
いくつかの重要な点で非ハイブリッド・アプリケーション・モデルとは異なります。
また、既存のアプリケーションをハイブリッド密疎最適化(DSO)アプリケーション・モ
デルに変換することもできます。関連項目: アプリケーション・モデルのハイブリッド
最適化(DSO)への変換
ハイブリッド集約の利点
• 構成可能なディメンション - 最大 2つのカスタム・ディメンションを使用して新し
いアプリケーションを構成できます。

• データベースの高速更新 - ハイブリッド最適化(DSO)アプリケーションの勘定科
目ディメンションは疎として構成されます。これにより、時間のかかる Essbase
の密な再構築をトリガーせずに勘定科目ディメンションを変更でき、データベース
の更新にかかる時間が大幅に短縮されます。

• データベース管理による疎の動的計算メンバーのエクスポート。Oracle
Enterprise Performance Management Cloudデータ統合の管理のすべてのデータ  -
データの抽出オプションを参照してください。

• Essbaseデータベースの縮小 - 勘定科目が疎ディメンションになるため、通常はブ
ロック・サイズが小さくなり、疎ブロックが少なくなるため、Essbaseデータベー
スのサイズが大幅に縮小できる場合があります。

• パフォーマンス - システムは、ハイブリッド集約と最適化されたディメンション・
パフォーマンス設定(DSO)を活用して、パフォーマンスの高い統合とデータ取得を
推進します。

Note:

このオプションは、ハイブリッドが有効な Essbaseで実行されているアプリ
ケーションにのみ適用されます。ハイブリッド対応 Essbaseへのアップグ
レードの詳細は、EPM Cloudの Essbaseについてを参照してください。

アプリケーション・モデルのハイブリッド最適化(DSO)への変換
事前移行に必要なステップ
アプリケーションの変換を開始する前に、次の処理を完了する必要があります:

• 保留中のメタデータ変更がなく、「データベースのリフレッシュ」が正常に実行さ
れたことを確認
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• アプリケーションのバックアップを作成
• スケジュール設定されたジョブの無効化
• アプリケーションの変換中に開始されなくなるように、自動メンテナンス・ウィンドウの
スケジュールを変更

• アプリケーションが管理者モードであることを確認
移行ステップ
1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「構成」の順に選択します。
2. 「構成」画面で「パフォーマンス設定」を選択します。

3. 検証が開始されます。

4. 変更のサマリーを確認して保存します。
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5. 「起動」をクリックして、アプリケーションを変換します。プロセスが開始される
と、既存のすべてのユーザーがログオフされ、すべてのアクティブな要求が停止さ
れます。

6. アプリケーションが変換されるまで待ちます。このプロセスでは、かなりの時間が
かかる可能性のある密なデータベースの再構築を実行する必要があります。この
とき、「アプリケーション」->「ジョブ」のジョブ・コンソールで、「期間および増
減を密にする」ジョブの進行状況をモニターできます。

7. プロセスが完了したら、アプリケーションからログアウトし、再度ログインしま
す。

Note:

アプリケーションをハイブリッド最適化モデルに変換した後、元に戻す
ことはできません。

ハイブリッド最適化の一環としての更新の実行
変換プロセスは、次の変更で構成されます:

• データ・ストレージプロパティが動的計算に設定されていないすべての親メンバー
が、データ・ストレージプロパティ値動的計算に更新されます。これは、エンティ
ティを除くすべてのディメンションに適用されます。ハイブリッド・モードでのベ
スト・プラクティスとして、すべての親メンバーのデータ・ストレージプロパティ
を動的計算に設定する必要があります。

• データ・ストレージプロパティが動的計算で、メンバー式がないレベル 0メンバー
は、データ・ストレージプロパティ値保管に更新されます。これは、エンティティ
を除くすべてのディメンションに適用されます。

• 特定の即時利用可能なディメンション・メンバーの解決順が設定されます。
• 期間ディメンションと増減ディメンションの密度は「密」に設定されます。勘定科
目ディメンションの密度は「疎」に設定されます。他のディメンションの密度は
「疎」のままです。ディメンションのパフォーマンス順も更新されます

• 次の Essbase設定は、アプリケーション構成でオンになっています:

– IGNORECONSTANTS - データベース管理の「すべてのデータ」オプションを
使用して、疎ディメンションの動的に計算されたメンバーをエクスポートでき
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るようにします(すべてのデータ  - データの抽出オプションを参照)。つまり、定数を
含むメンバー式は、オペランドとして使用される交差のいずれかが欠落していない場
合にのみ値を返します。

Note:

データベース管理統合への影響とメンバー式のベスト・プラクティスについ
ては、アプリケーションをハイブリッド用に最適化した後の変換後の手順の
実行を参照してください。

– ASODYNAMICAGGINBSO - 問合せにハイブリッド集約モードを使用します。つま
り、ブロック・ストレージ問合せは、可能なかぎり、集約ストレージ・データベース
と同様の効率で実行されます。

• 勘定科目が疎ディメンションになり、一般にブロック・サイズが小さくなり、ブロック内
の疎性が低下するため、Essbaseデータベースのサイズが大幅に縮小される場合がありま
す。

• アプリケーションが正常に最適化された後、ジョブ・コンソールの「期間および増減を密
にする」ジョブで概要ログを確認できます。

アプリケーションをハイブリッド用に最適化した後の変換後の手順
の実行

アプリケーションをハイブリッド最適化に変換した後、次のステップを実行します:

• すべてのユーザー定義メンバー式、構成可能な計算ルール(挿入位置とも呼ばれます)およ
びオンデマンド・ルールを確認し、これらがベスト・プラクティスに従って記述されてい
ることを確認します。シード・メンバー式を確認する必要はありません。

• 保存されたデータ・エクスポート・ジョブを再作成して、ドライバー・ディメンションと
して勘定科目のかわりに期間または増減(密ディメンション)を使用します。

• Tax Reportingハイブリッド最適化(DSO)アプリケーションからのデータのエクスポート
のガイドラインに従って、移行された DSOアプリケーションからデータをエクスポート
する既存のデータ統合を変更します。

• 変換後、すでに連結されている期間の再連結は必要ありません。

ディメンション、メンバー、別名、フォームの命名
規則

ディメンション、メンバーおよび別名を命名する場合は、次のルールに従います。
• ディメンション、メンバーまたは別名の場合は、80文字までとします。

ノート:

エンティティ・メンバーには、76文字の長さを超える名前やカンマを使用でき
ません。
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• メンバー名、ディメンション名、別名、説明では、HTMLタグは使わないでくださ
い。

• ディメンション名、メンバー名および別名で制限されていて使用できない文字のリ
ストを次に示します:

表 5-1 ディメンション名、メンバー名および別名で制限されている文字

文字 意味
" 引用符
[ ] 大カッコ
\ 円記号(バックスラッシュ)

/ スラッシュ

ノート:

– 大カッコ[ ]は認められていますが、ブロック・ストレージ・アウトラ
インでは推奨されていません。これは、集約ストレージ・アウトライ
ンに変換する場合にエラーの原因となることがあるためです。

– メンバー名および別名には、ASCII置換文字(ゼロ幅スペース文字)
0x1Aを使用しないでください。

• ディメンション名、メンバー名および別名の先頭で使用できない文字のリストを次
に示します:

表 5-2 ディメンション名、メンバー名および別名の先頭で制限されている文字

文字 意味
@ アット・マーク
& アンパサンド
\ 円記号(バックスラッシュ)

[ ] 大カッコ
, カンマ
- ダッシュ、ハイフンまたはマイナス記号
= 等号
< 小なり記号
( ) 丸カッコ
. ピリオド
+ プラス記号
" 引用符
/ スラッシュ
_ アンダースコア
| 縦棒

第 5章
ディメンション、メンバー、別名、フォームの命名規則

5-10



ノート:

前述の文字を含むメンバー名は、ビジネス・プロセスのデータ・エクスポート・
ジョブでは許可されていません。

• 名前の最初または最後には、スペースを挿入しないでください。そのスペースは無視され
ます。

• メンバー名ではスラッシュ(/)は使わないでください。
• カスタム・カレンダの期間で、接頭辞にスペースは使用できません。
• ディメンション名またはメンバー名に、次の語を使用しないでください。

– 計算スクリプト・コマンド、演算子およびキーワード。
– オブジェクト名の前に OEP_、OFS_、OCX_、OWP_、OPF_、FCCS_、TRCS_、

ARCS_、OQP_、OGS_を付けないでください。たとえば、TRCS_Aの接頭辞は無効
です。ただし、A_TRCS、BTRCS、TRCSBなど、オブジェクト名には頭字語を使用
できます。

– 関数名と関数引数。
– 他のディメンションおよびメンバーの名前(メンバーが共有されていない場合)。
– 動的時系列が使用可能な場合、履歴、年、季、期間、四半期、月、週または日は使用
しません。

• ディメンション名、メンバー名および別名で制限されていて使用できない語のリストを次
に示します:

表 5-3 ディメンション名、メンバー名および別名で制限されている語

制限されている語 制限されている語 制限されている語
ALL AND ASSIGN
AVERAGE CALC CALCMBR
COPYFORWARD CROSSDIM CURMBRNAME
DIM DIMNAME DIV
DYNAMIC EMPTYPARM EQ

EQOP EXCEPT EXP

EXPERROR FLOAT FUNCTION

GE GEN GENRANGE

GROUP GT ID

IDERROR INTEGER LE

LEVELRANGE LOCAL LOOPBLOCK

LOOPPARMS LT MBR

MBRNAME MBRONLY MINUS

MISSING MUL MULOP

NE NON NONINPUT

NOT OR PAREN

PARENPARM PERCENT PLUS
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表 5-3 (続き) ディメンション名、メンバー名および別名で制限されている語

制限されている語 制限されている語 制限されている語
RELOP SET SKIPBOTH

SKIPMISSING SKIPNONE SKIPZERO

STATUS TO TOLOCALRATE

TOP TRAILMISSING TRAILSUM

TYPE UMINUS UPPER

VARORXMBR XMBRONLY $$UNIVERSE$$

#MISSING #MI

Essbaseアウトラインの検証
Essbaseアウトラインを事前検証して、アプリケーションがハイブリッド Essbaseバ
ージョンと互換性があることを確認します。
ハイブリッド・ブロック・ストレージ・オプション(BSO)キューブをサポートする
Oracle Essbaseバージョンにすべての環境をアップグレードするための取組みの一部
として、環境をハイブリッド Essbaseバージョンにアップグレードするときに円滑に
移行できるように Essbaseアウトラインを事前検証するプロセスが追加されました。

Note:

Essbaseバージョンの詳細は、Oracle Enterprise Performance Management
Cloud管理者スタート・ガイドの EPM Cloudの Essbaseについてを参照し
てください。

アプリケーションがハイブリッド Essbaseバージョンと互換性があることを確認する
ために、環境内のメンバー式を検証して、問題を修正できるようにレポートを提供す
る新しいユーティリティが実装されています。アプリケーションの概要ページで、「ア
クション」メニューの「Essbaseアウトライン検証」メニュー・オプションにある次
のオプションを使用します:

• アウトラインの事前検証: アプリケーションの検証を実行します
• アウトライン事前検証レポート: ハイブリッド Essbaseバージョンと互換性を持
つために修正する必要があるメンバー式のリストを表示します
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Note:

• 「Essbaseアウトライン検証」メニュー・オプションが表示されるのは、環境が
非ハイブリッド Essbaseバージョン上にある場合のみです。環境がハイブリッ
ド Essbaseバージョン上にある場合、「Essbaseアウトライン検証」メニュー・
オプションは使用できなくなります。

• 環境がハイブリッドと非ハイブリッドのどちらの Essbaseバージョン上にある
かを調べるもう 1つの方法は、「アクティビティ・レポート」で Essbaseバー
ジョンがハイブリッド・ブロック・ストレージ・オプションをサポートの値を
確認することです。この値が「はい」である場合、環境がハイブリッド Essbase
バージョン上にあることを意味します。この値が「いいえ」である場合、環境
は非ハイブリッド Essbaseバージョン上にあります。

環境内の Essbaseアウトラインを検証し、メンバー式で検出されたエラーを修正するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックします。
2. 「アクション」をクリックし、「Essbaseアウトライン検証」を選択して、次のオプショ
ンから選択します:

• 検証を実行するには、「アウトラインの事前検証」を選択します。
• 検証中に検出されたエラーのレポートを表示およびダウンロードするには、「アウト
ライン事前検証レポート」を選択します。

メンバー式を修正したら、「アウトラインの事前検証」オプションを再度使用して、すべての
問題が解決されていることを確認できます。

メタデータのインポート
カンマ区切り、タブ区切りまたは他の形式で、メタデータをファイルからインポートできま
す。
Tax Reportingはシステムで検証を行い、計算が有効であることを確認します。たとえば、当
期引当および繰延引当は合計有効税率(ETR)と等しいです。
インポートでは次のアーティファクトがサポートされています。
• ディメンション
• スマート・リスト
• 為替レート
次の情報に基づいて、メタデータのインポートに使用するフォーマットを決定します。
• CSVファイルを使用する

– csvファイルは MS Excelで簡単に編集できます。
– すべてのメタデータ設定をファイル内で設定できます。
– 属性値ごとに列があります。
– ディメンションのインポート後、データベース・リフレッシュの実行を促すメッセー
ジが表示されます。
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ノート:

.csvフォーマットの場合、親/子の組合せや階層の全体像を捉えることが
できないため、階層の保守が難しくなります。

• ナビゲータからディメンション・エディタを使用する
– 階層が表示されるため、メンバーを簡単に配置できます。
– メタデータを抽出またはロードする必要がありません。

ノート:

ディメンションの更新後、忘れずにデータベース・リフレッシュを実行
する必要があります(これを促すメッセージは表示されません)。

• 統合されたディメンション・エディタを使用する
ホーム・ページで「アプリケーション」を選択し、「ディメンション」タブを選択
して編集するディメンションを選択します。「メンバー・プロパティの編集」タブ
では、すべてのディメンションを編集できるほか、属性値を含め、すべてのプロパ
ティを保守できます。
– すべての Excel機能を使用して、行のコピーや貼付け、挿入といった操作を実
行できます。

– メタデータを抽出またはロードする必要がありません。
– ディメンション階層を表示できます。
– すべてのプロパティでドロップダウン・ボックスを使用できます。
– 属性値を保守できます。

ノート:

ディメンションの更新後、忘れずにデータベース・リフレッシュを実行
する必要があります(これを促すメッセージは表示されません)。

• 統合されたディメンション・エディタを使用する
ホーム・ページで「アプリケーション」を選択し、「ディメンション」タブを選択
して、編集するディメンションを選択します。「メンバー・プロパティの編集」タ
ブでは、すべてのディメンションを編集できるほか、属性値を含め、すべてのプロ
パティを保守できます。
– すべての Excel機能を使用して、行のコピーや貼付け、挿入といった操作を実
行できます。

– メタデータを抽出またはロードする必要がありません。
– ディメンション階層を表示できます。
– すべてのプロパティでドロップダウン・ボックスを使用できます。
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– 属性値を保守できます。

ノート:

ディメンションの更新後、忘れずにデータベース・リフレッシュを実行する必
要があります(これを促すメッセージは表示されません)。

メタデータをインポートするには、次のタスクを実行します。
• インポートする各アーティファクトのインポート・ファイルを作成します。メタデータ・
インポート・ファイルの作成を参照してください。

• インポート・ファイルまたはファイルをロードします。(同時に複数のディメンション・
ファイルをインポートできます)。メタデータ・インポート・ファイルのロードを参照し
てください。

Tax Reportingでのメタデータ操作についてさらに学習します。
 概要: Tax Reportingでのメタデータの処理

メタデータ・インポート・ファイルの作成
ロードを開始する前に、インポートする各アーティファクト (ディメンション、スマート・リ
ストおよび為替レート表)のインポート・ファイルを作成する必要があります。インポート・
ファイルにはヘッダー・レコードが含まれている必要があり、ヘッダー・レコードの下には、
インポートまたは更新するメタデータ・レコードのリストが含まれている必要があります。
ファイルの形式は、.csv (カンマ区切り)または.txt (タブ区切りまたは他の区切り文字)にでき
ます。
ファイルは次のセクションで構成されています。
• ヘッダー・レコード、ファイルの最初の行:

– 後続のメタデータ・レコードで使用されるディメンションおよびメンバーのプロパテ
ィをリストします。ヘッダー・レコードおよび後続のレコードは、すべてのプロパテ
ィを含める必要はありません。含まれていないプロパティは、対応する親のデフォル
トのプロパティ値から継承されます

– 大文字と小文字が区別されます
– 後続のメタデータ・レコードが同じ順序であるかぎり、任意の順序でプロパティをリ
ストできます

– カンマまたはタブ区切り文字を使用できます。他の区切り文字は、その区切り文字が
サポートされていて同じ区切り文字がファイル全体で使用されている場合に、使用で
きます。サポートされている区切り文字と例外のリストは、他のサポートされている
区切り文字を参照してください。

• ヘッダー・レコードの後の、インポートするメタデータ・レコードのリスト。各メタデー
タ・レコードには、ヘッダー・レコードで指定された順序に一致するプロパティ値の区切
りリスト(カンマ、タブまたはその他)が含まれています。メタデータ・レコードは、ヘッ
ダー・レコードで指定されているプロパティをスキップできます。この場合、デフォルト
のプロパティが指定されているものとして処理されます。
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他のサポートされている区切り文字
注意:

リストされているすべての文字が、すべてのインポートおよびエクスポー
ト・シナリオで使用できるわけではありません。後述するメタデータのセク
ションの例外およびデータの区切り文字の例外に注意してください。

Tax Reportingでは、カンマやタブに加え、インポートおよびエクスポート・ファイル
で次の区切り文字もサポートされます。
• チルダ(~)

• 重アクセント(`)

• 感嘆符(!)

• シャープ記号(#)

• 疑問符(?)

• ドル記号($)

• パーセント記号(%)

• キャレット(^)

• アンパサンド(&)

• アスタリスク(*)

• 丸カッコ( )

• ハイフンマイナス(-)

• プラス(+)

• コロン(:)

• セミコロン(;)

• 山カッコ(< >)

• 円記号(バックスラッシュ) (\)

• スラッシュ(/)

• 垂直棒( | )

• アポストロフィ(‘)

• 中カッコ({ })

• アンダースコア(_)

• 大カッコ([ ])

• アット・マーク(@)

• ピリオド(.)
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区切り文字用にサポートされるのは 1文字のみです。たとえば、1つの縦棒( | )はサポートさ
れていますが、2つの縦棒( | | )はサポートされていません。
インポートおよびエクスポート・メタデータの区切り文字の例外
メタデータのインポートおよびエクスポート・ファイルで次の区切り文字は使用しないでく
ださい。
表 5-4 インポートおよびエクスポート・メタデータの区切り文字の例外

区切り文字 例外の理由
二重引用符("") 空のファイルが作成されます
プラス(+)
マイナス (-)
スラッシュ(/)
パーセント記号(%)

メタデータ・インポート・ファイルにこれらの文
字を使用する集計プロパティが含まれている場
合、エラーが発生します

山カッコ(< >) プロパティで値<none>を使用している場合、エラ
ーが発生します

ノート:

メンバー名の文字と競合する文字を使用すると、エラーが発生します。

表 5-5 インポートおよびエクスポート・データの区切り文字の例外

区切り文字 例外の理由
丸カッコ( ) データ・インポート・ファイルで使用すると、エ

ラーが発生します
二重引用符("") 空のファイルが作成されます
ハイフンマイナス(-) データ・インポート・ファイルで使用すると、エ

ラーが発生します

メタデータ・インポート・ファイルのロード
メタデータ・インポート・ファイルをロードするには:

1. インポートする各アーティファクト (ディメンション、スマート・リストおよび為替レー
ト表)のインポート・ファイルを作成します。メタデータ・インポート・ファイルの作成
を参照してください。

2. ホーム・ページで、「アプリケーション」をクリックします。
3. 「概要」をクリックして「ディメンション」タブをクリックし、「インポート」をクリック
します。
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4. 「メタデータのインポート」ページで、「作成」をクリックします。
 

 

5. インポート・ファイルの場所を選択します。
• ローカル - 自分のコンピュータの場所からインポート・ファイルをロードしま
す。「ファイルのインポート」で、「参照」をクリックして、インポートするア
ーティファクトのインポート・ファイルを自分のコンピュータ上で選択しま
す。

• 受信ボックス - サーバーからインポート・ファイルをロードします。「ファイ
ルのインポート」内にファイルの名前を入力します。
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6. 「ファイル・タイプ」で、次のオプションを選択します。
• カンマ区切り
• タブ区切り
• その他。インポート・ファイルで使用する区切り文字を入力します。サポートされて
いる区切り文字と例外のリストは、他のサポートされている区切り文字を参照してく
ださい。

7. インポートを実行する前に、「メンバーのクリア」を選択し、ロード・ファイルで明示的
に指定されていないメンバーを削除します。
次のガイドラインに注意してください。
• ディメンションをインポートした後、指定されていないメンバーはアウトラインから
削除されますが、これが、指定されたメンバーの祖先である場合または指定された共
有メンバーの基本メンバーである場合は削除されません。

• 「メンバーのクリア」が選択されていない場合、インポート・プロセスでは既存のメ
ンバーの追加または更新のみが実行されます。ファイルを正常にロードするには、
「メンバーのクリア」を選択せずにメタデータ・ファイルをロードすることをお薦め
します。次に、「メンバーのクリア」を選択して、インポート・プロセスを再度実行
します。

8. オプション: 選択した場所が「受信ボックス」の場合、「ジョブとして保存」をクリック
してインポート操作をジョブとして保存します。ジョブは、即座に実行するようスケジュ
ールすることも、後で実行するようスケジュールすることもできます。
インポート操作をジョブとして保存すると、ロード・シーケンスをバッチ処理する場合に
便利です。たとえば、メタデータをインポートし、次にデータをインポートして、データ
のロードが完了したらルールを実行します。

9. オプション: 選択した場所が「ローカル」の場合、「検証」をクリックして、インポート・
ファイルの形式が正しいかどうかをテストします。

10.「インポート」をクリックして、インポート操作を実行します。
インポート・プロセスに成功すると、「データベースのリフレッシュ」ダイアログ・ボッ
クスによって、データベースをリフレッシュするよう要求されます。リフレッシュするに
は、「OK」をクリックします。

ジョブ・コンソールでインポート・ステータスを表示できます。保留中のジョブおよび最近
のアクティビティの表示を参照してください
環境のクローニングの一部としてメタデータ・ロードを実行したり、移行または EPM自動化
を使用してスナップショットをインポートするとき、EPM Cloudでは複数パス・ソリューシ
ョンを使用します。このソリューションでは、以前のメタデータのロードでレコードが却下
された場合、同じメタデータ入力ファイルの別のロードが自動的に開始されます。

メタデータのエクスポート
.csv (カンマ区切り)または.txt (タブ区切りまたは他の区切り文字)形式でメタデータをファイ
ルにエクスポートできます。エクスポート・プロセスでは次のアーティファクトがサポート
されています。
• ディメンション
• スマート・リスト
• 為替レート

第 5章
メタデータのエクスポート

5-19



システムでは、アーティファクトごとにエクスポート・ファイル(ファイル・タイプに
応じて.csvまたは.txt)が作成され、すべてのエクスポート・ファイルが 1つの zipファ
イルに統合されます。ファイルをインポート・ファイルとして使用する場合(たとえば、
別のアプリケーションにインポートする場合)は、zipファイルから.csvまたは.txtファ
イルを抽出する必要があります。
ファイルにメタデータをエクスポートするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックします。
2. 「アプリケーション」画面で、「ディメンション」タブをクリックし、「エクスポー
ト」をクリックします。
 

 

3. 「メタデータのエクスポート」ページで「作成」をクリックし、次の「メタデータ
のエクスポート」画面を表示します。
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4. 「場所」で、エクスポート・ファイルのターゲットの場所を選択します。
• ローカル - エクスポート・ファイルをローカル・コンピュータ上の場所に保存しま
す。

• 送信ボックス - エクスポート・ファイルをサーバーに保存します。
5. エクスポートするディメンションを選択します。
6. 「ファイル・タイプ」で、次のオプションを選択します。

• カンマ区切り - 各アーティファクトのカンマ区切りの.csvファイルを作成します。
• タブ区切り - 各アーティファクトのタブ区切りの.txtファイルを作成します。
• その他 - 各アーティファクトの .txtファイルを作成します。エクスポート・ファイル
で使用する区切り文字を入力します。サポートされている区切り文字と例外のリス
トは、他のサポートされている区切り文字を参照してください。

7. データをエクスポートするアクションを選択します。
• 選択した場所が「送信ボックス」の場合、「ジョブとして保存」をクリックしてエク
スポート操作をジョブとして保存します。ジョブは、即座に実行するようスケジュー
ルすることも、後で実行するようスケジュールすることもできます。

• 選択した場所が「ローカル」の場合、「エクスポート」をクリックしてデータ・エク
スポート・ファイルを保存する場所を指定します。

8. 選択したディメンションが格納された zipファイルを保存します。
9. オプション: .csvファイルを開いて、必要な変更を加えます。適切な親の勘定科目メンバ
ーを探し、メンバーが適切な位置に配置されている(例: FCCS_Income Statementの子に
なっている)ことを確認します。
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10. 変更を保存します。
11. 修正した.csvファイルを Tax Reportingにインポートします。

メタデータ検証メッセージ
メタデータ検証チェックは、データ整合性問題、パフォーマンス問題またはその他の
問題が発生する可能性のある状況に対して警告するために、メタデータ内の特定の関
係を対象に適用されます。データ整合性の問題のリスクを最小限に抑え、ベスト・プ
ラクティスのパフォーマンスに関する考慮事項を活用するために、検証エラーの推奨
事項を適用することをお薦めします。
プライマリ・メンバーは共有メンバーの前に存在している必要がある
プライマリ・メンバーは、次のディメンションで共有メンバーの前に(階層内で共有メ
ンバーより上に)存在している必要があります。
• シナリオ
• 期間
• 勘定科目
• 会社間
• 増減
• データ・ソース
• 複数 GAAP (存在する場合)

• ユーザー作成済カスタム・ディメンション
検証メッセージの例:

共有メンバーは、プライマリ・メンバーより前に存在してはなりません。
解決方法:

共有メンバーを、プライマリ・メンバーより下の位置に移動します。
ディメンション内のメンバーの別名は同じにしない
ディメンション内のメンバーには同じ別名を指定しないでください。リストされてい
るメンバーの別名を更新してください。
別名はディメンション全体のメンバーで同じにしない
ディメンション全体のメンバーには同じ別名を指定しないでください。リストされて
いる各ディメンションのメンバーの別名を更新してください。
関連項目: アプリケーションに関する推奨事項の表示

データ統合
データ統合は、Tax Reportingでの統合プロセスの実行の基礎となるメカニズムです。
ファイルベース統合と直接統合のソースの定義、ソース・データを必要なターゲット・
フォーマットに変換するためのマッピング・ルールの作成、および定期的なデータ・
ロード・プロセスの実行と管理が可能になります。一般的な統合タスクは、作業方法

第 5章
メタデータ検証メッセージ

5-22



をサポートし、それに準拠する、ナビゲートしやすいインタフェースを使用して行います。
データ統合にアクセスするには、Tax Reportingのホーム・ページの「アプリケーション」か
ら直接、またはナビゲータで、「アプリケーション」の下にある「データ交換」を選択しま
す。「データ統合」ページから統合を作成できます。また、既存の統合を実行して、ソースか
らデータを抽出し、フィルタ条件に基づいてターゲットにロードできます。
Oracle Enterprise Performance Management Cloudデータ統合の管理の Tax Reportingを使
用するお客様に関する項を参照してください。
データ統合にアクセスするには、サービス管理者であることが必要です。
データ統合にアクセスするには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」を選択し、次に「データ交換」を選択します。
「データ統合」ページが表示されます。

2. 統合を検索するには、「検索」をクリックした後、名前、場所、ソースまたはターゲット
で検索します。

3. 統合のリストをソートするには、条件を指定します。ソート結果は、昇順(Aから Z)また
は降順(Zから A)で表示できます。

4. 統合を作成するには、 「統合の作成」をクリックし、統合の作成ウィザードを使用し
て統合の詳細を指定します。

5. 統合を編集するには、リストから統合をダブルクリックし、必要に応じて統合詳細を編集
します。

6. 統合を実行するには、リストから統合を選択し、「実行」 をクリックします。

データ統合のベスト・プラクティス
関連トピック:

• Tax Reportingハイブリッド最適化(DSO)アプリケーションからのデータのエクスポート
• 税レポート・アプリケーションへのインポートのための Financial Consolidation and

Closeアプリケーションからの年次累計(YTD)データのエクスポート
関連項目: Oracle Enterprise Performance Management Cloudデータ統合の管理のデータ統
合

Tax Reportingハイブリッド最適化(DSO)アプリケーションから
のデータのエクスポート

DSOアプリケーションでは、期間ディメンションと変動ディメンションの密度は「密」に設
定され、勘定科目ディメンションの密度は「疎」に設定されます。他のディメンションの密
度は「疎」です。これは、Tax Reporting DSOアプリケーションからデータをファイルにエク
スポートする場合に影響します。データのエクスポート時に、期間ディメンションをスライ
ス定義の列として選択する必要があります。
Tax Reportingアプリケーションをハイブリッド・モード(DSO)に移行し、Tax Reportingアプ
リケーションからファイルにエクスポートした既存のデータ統合がある場合、次の推奨事項
を確認し、既存のデータ統合をそれに従って変更する必要があります。
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• エクスポート・ファイル定義に期間を含めます(データ・エクスポート・ファイル・
アプリケーションの登録を参照)。期間を表す列の「ディメンションの分類」をタ
ーゲット・アプリケーション定義で「期間」に設定し、データ表列名は必ず空白の
ままにします(アプリケーションのディメンションの詳細の定義を参照)。これに
より、エクスポート・ファイルの生成時に、システムが期間ディメンションを適切
に処理できるようになります。勘定科目とエンティティにマッピングする列の「デ
ィメンションの分類」も、それぞれ勘定科目とエンティティとして定義されている
ことを確認してください。金額はデフォルトで最後の列として追加されるため、エ
クスポート・ファイル定義に金額を含める必要はありません。
たとえば、列ヘッダー ACCOUNT、BUSINESS_UNIT、ACCOUNTING_PERIOD、
および Amountを持つファイルのエクスポート・ファイル定義を参照してくださ
い。ACCOUNTING_PERIODの「データ表列名」が空白であり、
ACCOUNTING_PERIODの「ディメンションの分類」が「期間」に設定されてい
ることを確認します。

• 特定の日付形式をエクスポートするには、「データ交換」の期間マッピングの下に
あるターゲット・データ・ファイル・アプリケーションのアプリケーション・マッ
ピングを構成する必要があります。次の例は、P12-FY21を 12月 21日にマッピン
グしてファイルに出力する方法を示しています。

• 期間がデータ統合のディメンション、ディメンションのマッピングとして表示され
ている場合は、削除します。

• 直接データ統合オプションで「データの抽出オプション」を指定します。DSOア
プリケーションでは、非ハイブリッド・アプリケーションよりも動的に計算される
「疎」ディメンション・メンバーが多くなる可能性があります。これは、すべての
親メンバーが DSOで「動的計算」として構成されているためです。勘定科目ディ
メンションは DSOアプリケーションでは「疎」であり、多くの「動的計算」親勘
定科目のメンバーの可能性を生み出すことに注意することが重要です。DSOアプ
リケーションからデータをエクスポートする場合、「疎」ディメンションの「動的
計算」メンバーを「すべてのデータ」を「データの抽出オプション」として選択し
てエクスポートできます。Oracle Enterprise Performance Management Cloudデ
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ータ統合の管理の直接統合オプションの定義を参照してください。「すべてのデータ」で
は、任意のディメンションの保存されたメンバーと「動的計算」メンバーの両方をエクス
ポートできます。

「すべてのデータ」オプションは、ディメンション・フィルタによって制限されていない
場合、巨大なデータ・セットを生成し、長い時間がかかる可能性があります。Oracle
Enterprise Performance Management Cloudデータ統合の管理のフィルタの定義を参照
してください。たとえば、期間と年以外のすべてのディメンションには、エクスポートが
必要な交差のみに制限されるように、以下で指定されたフィルタがあります。

たとえば、勘定科目ディメンションでフィルタを指定しない場合、システムは、親を含む
勘定科目ディメンションのすべてのメンバーのデータを取得しようとします。

第 5章
データ統合のベスト・プラクティス

5-25

https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/enterprise-performance-management-common/diepm/integrations_non_file_based_options_100xa8816041.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/enterprise-performance-management-common/diepm/integrations_filters_104x99ff59a5.html


Note:

疎ディメンションの動的計算されたメンバーをエクスポートする必要が
ない場合、保管されたデータのみオプションまたは保管された動的算出
データ(密のみ)オプションを使用してください。

Tax Reportingアプリケーションにインポートするための
Financial Consolidation and Closeアプリケーションからの年次
累計(YTD)データのエクスポート

Tax Reportingにインポートされるデータは YTDである必要があります。Financial
Consolidation and Closeアプリケーションから Tax Reportingにデータをインポート
する場合は、Financial Consolidation and Closeの YTDデータをエクスポートする必要
があります。これを行う方法は、エクスポート元の Financial Consolidation and Close
アプリケーションのタイプによって異なります:

• 拡張ディメンション DSOアプリケーション - 「データ統合」、「オプション」、ビュ
ー・ディメンションのフィルタフィルタで YTDメンバーを指定します。「疎」ビュ
ー・ディメンションの動的に計算された YTDメンバーをエクスポートするには、
すべてのデータオプションを指定する必要があります。

• 拡張ディメンション非 DSOアプリケーション - YTDデータは、YTDメンバーに格
納されるか、YTD_Ruleメンバーで動的に計算されます。
– 保管済 YTD - Financial Consolidation and Closeアプリケーション管理者に、
エクスポートする必要があるデータが、保管された YTDメンバーで利用可能
であることを確認します。累計ビューの保管の管理オプションが有効かどう
かと、アプリケーションの管理方法に応じて、保管済 YTDメンバーにデータ
が存在する場合と存在しない場合があります。エクスポートする YTDメンバ
ー交差にデータが存在することを確認した場合は、「データ統合」、「オプショ
ン」、ビュー・ディメンションの「フィルタ」フィルタで YTDメンバーを指定
できます。保管済 YTDメンバーをエクスポートするために、すべてのデータ
オプションを指定する必要はありません。

– 動的に計算された YTD_Rule - 「データ統合」、「オプション」、ビュー・ディ
メンションの「フィルタ」フィルタで YTD_Ruleメンバーを指定します。「疎」
ビュー・ディメンションの動的に計算された YTD_Ruleメンバーをエクスポー
トするには、すべてのデータオプションを指定する必要があります。

• レガシー(非ハイブリッド) Financial Consolidation and Closeアプリケーション
- YTDデータを直接エクスポートすることはできません。メンバー・マッピングを
使用して、定期的なデータをエクスポートし、前の期間を集計して YTDデータを
生成できます。残高勘定科目を集約するのでなく、勘定タイプに注意する必要があ
ります。

データのコピー
ソース POVから宛先 POVへデータをコピーできます。これにより、データのバル
ク・コピーを実行できます。これにより、ユーザーは、勘定科目、複数 GAAP、増減、
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会社間、管轄、データ・ソース別などでメンバーをフィルタし、詳細なレベルでデータをコ
ピーできます。複数のシナリオ、年および期間から、データをコピーできます。
データをコピーするには、そのデータへの書込みアクセス権があるサービス管理者である必
要があります。ソースおよび宛先の POVルールは次のとおりです。
• エンティティ・ディメンションでは、Region 1、Region 2など、複数のメンバー選択
が可能です。エンティティに加えて、データ・ソース、勘定科目、増減、会社間、複数
GAAP、直轄などのその他のディメンションでも、「ソース」で複数選択が可能です。

• エンティティ・ディメンションの場合、ユーザーが「ソース POV」で複数選択を行うと、
ソースからの同じ値が「宛先」にコピーされます。宛先メンバーは、ソースで選択された
メンバーと同じです。
構成の除外が選択されている場合、「シナリオ」、「年」および「期間」とは別のその他す
べてのディメンションでは、ターゲットがロック済となり、選択がソースと同じになりま
す。

• ロックされた宛先エンティティにはデータをコピーできません。ソース・エンティティで
ロックしておくことはできますが、宛先がロックされている場合、コピー操作は成功しま
せん。

• 税率、外国為替(FX)レート、オーバーライド・レートなどのすべてのレート関連データ
も、Consolキューブと CbCRキューブの両方の宛先にコピーされます。

• 構成キューブ内にあるすべての自動関連データもコピーされます。
ドリルスルー情報は宛先にコピーされません。ドリルスルー情報は、現在、補足データ・マ
ネージャの転記済データと、データ管理のロード済データで使用できます。これはコピー操
作であるため、ソースで使用可能なドリルスルー情報は宛先にコピーされません。

ノート:

データのコピーでのセキュリティ・レイヤーの概要は、セキュリティの管理を参照
してください。

データのコピーでの代替変数
メンバー・セレクタで代替変数を入力できます。代替変数の作成も参照してください。
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たとえば、現在の年 FY21の代替変数を&currYearとして作成し、前年 FY20の代替
変数を&prevYearとして作成できます。次に、これらの値をデータのコピーの「ソー
ス年」および「ターゲット年」にそれぞれ入力できます。このデータ・コピー・タス
クを実行することも、このタスクをジョブとして保存することもできます(データのコ
ピー・ジョブの保存を参照)。これにより、翌年に必要となるのは、FY21を prevYear
にして FY22を currYearにするなど、単に代替変数値を更新することのみです。

ノート:

• 代替変数は、&で始まる必要があります。
• 代替変数値が有効なメンバーとなるよう評価する必要があります。
• 代替変数値にカンマ区切り値を含めることは一切できません。
• 代替変数値に関数を含めることは一切できません。
• 代替変数値を関数にすることはできません。たとえば、代替変数

allChildrenOfTotGeoを作成し、その値を
ILvl0Descendants("FCCS_Total Geography")とすると、データのコピーは
失敗し、エラー・メッセージを受け取ります。

コピーできるのは、次のタイプのデータです。
• 税引当 - Consolキューブ・データ
• CbCR - CbCRキューブ・データ
税引当および CbCRの場合、データをマージするか置換するかを指定できます。
コピー・プロセス後、すべての宛先エンティティの計算ステータスは「影響」に変わ
ります。連結を実行して値を更新する必要があります。
データをコピーするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「概要」の順にクリックします。
2. 「アクション」、「データのコピー」の順にクリックします。

 

 

3. 「データのコピー・ジョブ」画面で「作成」をクリックします。
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4. 「データのコピー」画面が開きます。
5. コピーするモジュールを選択します。

• 税引当
• CbCR - CbCR機能が有効でない場合、このオプションは表示されません。
• 構成データの除外 – 「構成データの除外」が選択されていない場合は、「シナリオ」、
「年」、「期間」、「データ・ソース」を選択できます。構成の除外が選択されている場
合は、「シナリオ」、「年」、「期間」、「データ・ソース」とは別に、「勘定科目」、「増
減」、「会社間」、「複数 GAAP」、「管轄」など、その他のディメンションを選択できま
す。

6. 「税引当」および「CbCR」で、「オプションのコピー」から、実行するコピーのタイプを
選択します。
• 置換 - 宛先データのセルはすべて、ソース・データのセル値によって置換されます。
• マージ - ソース・データのセル値が宛先データのセル値にマージされます。ソース選
択の一部ではない既存の宛先データ・セルは変更されません。

7. 「構成データの除外」では、構成データのコピーを含めるか除外するかに応じて、チェッ
ク・ボックスを選択または選択解除できます。
構成データの除外

「構成データの除外」チェック・ボックスを選択すると、データのコピー機能を実行する
とき、次の構成に関連するデータが除外されます:

• 税金自動化ルール
• 中間引当損失エンティティ
• TAR自動化ルール
• CbCRファイリング
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• CbCR自動化
• 税率
• 課税損失/税額控除の期限切れの年
• FXレート
• 現在の未払税自動化

ノート:

「構成データの除外」を選択すると、「勘定科目」、「増減」、「データ・ソ
ース」、「会社間」、「管轄」、「エンティティ」などのすべてのディメンシ
ョンでフィルタできます。これらのディメンション・メンバーにはター
ゲットを選択できないことに注意してください。「ソース」に入力する値
は、「ターゲット」にも反映されます。

注意:

自動化されたデータおよび計算されたデータも宛先にコピーされ、ユー
ザーが連結を実行すると、これらのデータはクリアされます。これらの
データをコピーしない場合は、増減ディメンションに対してフィルタを
適用できます。

構成データを含める
「構成データの除外」の選択が解除されている場合、データのコピーに構成データ
も含まれます。

ノート:

データのコピー機能では、出資比率データはコピーされません。
8. 「ソース」および「ターゲット」で、

をクリックして「メンバーの選択」ダイアログを開き、「メンバーの選択」ダイア
ログから、「シナリオ」、「年」、「期間」を 1つずつ、および 1つ以上の「データ・
ソース」を選択し、「OK」をクリックします。
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ソースおよびターゲットのシナリオ、年、期間およびエンティティのメンバーを選択する
には、メンバー・セレクタを使用します(手動で入力することもできます)。複数選択も可
能ですが、「シナリオ」、「年」および「期間」の「ターゲット」に限定されます。
エンティティおよびその他のディメンション(データ・ソース、勘定科目、増減、会社間、
複数 GAAP、直轄など)はフィルタとして機能し、「構成データの除外」チェック・ボック
スが選択されている場合にのみ使用できます。

9. メンバー・セレクタを使用してデータ・ソース・メンバーを選択するか、有効なデータ・
ソース・メンバーの場合には入力します。

ノート:

データソースとして FCCS_Supplemental Dataが選択され、データ・セルに
SDMフォームから転記された値がある場合、SDMフォームの転記の戻しまた
は再オープンが行われます。フォームの転記の戻しまたは再オープンが行われ
ると、Tax Reportingに保管されているデータおよびドリル・リンクがクリアさ
れ、フォーム・ステータスはワークフローの最初のステージに戻り、策定者に
割り当てられます。要約すると、SDM詳細の転記の戻しまたは再オープンが行
われると、データ・セルの値は自動的にクリアされますが、ユーザーがフォー
ム・テンプレートを再デプロイする場合を除き、サポートしている SDM詳細デ
ータを削除しないでください。
データソースとして FCCS_Managed Dataが選択されている場合や、「データ
管理」リンクが含まれるものが選択されている場合、データ・セルおよびドリ
ル・リンクの値は常にクリアされます。

10.「ターゲット」で、データをコピーするシナリオ、年、期間を 1つずつ、および 1つ以上
のエンティティ・ディメンションを選択します。エンティティはフィルタとして機能しま
すが、「構成データの除外」チェック・ボックスを選択していない場合には選択できませ
ん。

11.「実行」をクリックしてデータ・コピー・タスクを発行し、プロンプトが表示されたら「は
い」をクリックして続行します。「税引当」または「CbCR」の選択に関係なく、レート・
データはデフォルトでコピーされます。
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データ・コピー・タスクが発行されたというメッセージが表示されます。タスク・
ステータスはジョブ・コンソールでモニターできます。「アプリケーション」ペー
ジで「ジョブ」をクリックしてジョブを選択すると、詳細が表示されます。

 

 
 

 
関連トピック:

• データのコピー・ジョブの使用
• データのコピー・ジョブの保存
• データのコピー・ジョブのスケジュール
• データのコピー・ジョブの監査
• 例: 構成の除外、代替変数、ジョブのスケジュール

データのコピー・ジョブの使用
データのコピー・プロセスのメンバーを選択した後に、そのメンバーをデータのコピ
ー・ジョブとして保存できます。これにより、コピー・プロセスの情報を後で取得で
き、メンバーを再度選択する必要はありません。
「データのコピー」を選択すると、保存したコピー・ジョブのリストが表示されます。
ジョブを選択してデータのコピー・プロセスを実行したり、ジョブを編集して保存し
たり、変更済のジョブとして保存できます。既存のジョブを複製したり、不要になっ
たジョブを削除できます。
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データのコピー・ジョブの作成
データのコピー・ジョブを作成するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」をクリックします。
2. 「概要」をクリックし、「アクション」から「データのコピー」を選択します。
3. コピーするアイテムを選択します。
4. 「保存」をクリックします。
5. 「コピー・ジョブの保存」で、ジョブの名前と説明を入力して「保存」をクリックします。
名前は、30文字までの一意の名前である必要があります。説明は 128文字まで入力でき
ます。

6. 保存確認のメッセージで、「OK」をクリックします。
「データのコピー・ジョブ」リストにジョブが表示されます。
関連項目: データのコピー
データのコピー・ジョブの編集
データのコピー・ジョブを編集するには:

1. 「データのコピー・ジョブ」リストから、ジョブを選択して開きます。
2. 必要に応じて選択内容を編集します。
3. 「保存」をクリックします。ジョブを同じ名前で保存するか、必要に応じて名前を変更で
きます。

4. 「名前を付けて保存」をクリックして、変更したジョブを新規ジョブとして保存し、名前
と説明を入力します。

データのコピー・ジョブの複製
1. 「データのコピー・ジョブ」リストから、ジョブを選択します。
2. 「アクション」メニューから、「複製」を選択します。
複製したジョブは、接尾辞「_Copy」が付いて「データのコピー・ジョブ」リストに表示され
ます。
たとえば、Test_Copy_Jobを複製すると、複製ジョブは Test_Copy_Job _Copyという名前に
なります。
データのコピー・ジョブの削除
データのコピー・ジョブを削除するには:

1. 「データのコピー・ジョブ」リストから、ジョブを選択します。
2. 「アクション」メニューから、「削除」を選択します。
3. 選択したジョブの削除を確認するプロンプトから、「確認」をクリックします。
4. ジョブの削除確認で、「OK」をクリックします。
関連項目: Oracle Enterprise Performance Management Cloudの REST APIの Tax Reporting
の「データのコピー」
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データのコピー・ジョブの保存
「データのコピー」機能では、「データのコピー」の選択内容をジョブとして保存でき
ます。データのコピー・ジョブに対して次の操作を実行できます:

• 複製および変更
• 削除
• スケジュール
データのコピー・ジョブを保存するには:

1. 「データのコピー」ウィンドウを開きます。データのコピーを参照してください。
2. 「シナリオ」、「年」および「期間」に次の(例の)値を入力します。

• シナリオ: ソース – 実績、ターゲット – 実績
• 年: ソース – FY15、ターゲット – FY15

• 期間: ソース – P1、ターゲット – P2

3. 「保存」をクリックします。
4. 「コピー・ジョブの保存」ウィンドウが表示されます。名前および説明を入力し、
「保存」をクリックします。

5. ジョブは正常に保存されました。
6. 「名前を付けて保存」をクリックして、作成したジョブのコピーを作成することも
できます。

7. 「コピー・ジョブとして保存」ウィンドウで名前および説明を入力し、保存します。
8. ジョブを選択し、「アクション」アイコンを右クリックして「複製」または「削除」
を選択することで、ジョブを複製または削除することもできます。
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データのコピー・ジョブのスケジュール
データのコピー・ジョブをスケジュールするには:

1. 「ジョブのスケジュール」画面に移動します。ジョブのスケジュールも参照してください。
2. 左側のナビゲーションで「データのコピー」オプションを選択します。
3. 名前および「スケジュール開始日」のスケジュール時間を入力し、「次」をクリックしま
す。ジョブをすぐに実行する場合は、「今すぐ実行」オプションを選択することもできま
す。

4. 「次」をクリックします。
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5. 「ジョブのスケジュール」画面を確認し、「終了」をクリックします。

6. スケジュール・プロセスが開始すると、スケジュール・ジョブが「保留中のジョ
ブ」リストに表示されます。

データのコピー・ジョブの監査
ジョブ実行の監査エントリ・オプションは、直接またはスケジューラから使用できま
す。タスクおよびデータの監査も参照してください。

監査エントリにより、次の情報が取り込まれます:

• タスク・タイプ: データのコピー
• 実行時間
• プロパティ: タスク・タイプ、実行元(UIから実行されたのか、スケジュール済ジ
ョブから実行されたのか)およびソース POV

• アクション: 実行者
• 値: ターゲット POVおよび実行元

例: 構成の除外、代替変数、ジョブのスケジュール
ユース・ケース:

• ユーザーは、シナリオ: 実績、年: FY21、期間: P12のデータをシナリオ: 実績、
年: FY22、期間: P12にコピーする必要があります

• ユーザーは構成データをコピーする必要はありません。
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• ユーザーは勘定科目: NIBTとエンティティ : Region 1のデータのみをコピーする必要
があります

• ユーザーはコピー・タスクを定期的に(毎月、四半期ごと、毎年など)実行する必要があり
ます。

アクション:

1. 次の年の 2つの代替変数を作成します:

• 現在の年: FY21
• 翌年: FY22

2. データのコピー・タスクを作成します。
3. 「構成データの除外」チェック・ボックスを選択します。
4. ソースおよびターゲットのシナリオ、年、期間を入力します。「年」では、作成した代替
変数を入力できます: 「ソース年」: 「現在の年」、「ターゲット年」: 「翌年」。

5. 「勘定科目」フィルタを選択し、勘定科目名「NIBT」を入力します。
6. 「エンティティ」フィルタを選択し、エンティティ名「Region 1」を入力します。
7. 「ジョブとして保存」をクリックします。ジョブの名前と説明を指定し、「保存」を選択し
ます。

8. ジョブが保存された後、「ジョブのスケジュール」画面に移動して、使用可能なリストか
ら「データのコピー」を選択します。

9. 次に、開始日時、終了日時および繰返し頻度を指定して保存したデータのコピー・ジョブ
をスケジュールできます。

10. スケジュールされたジョブは、指定された日時に指定された一定間隔で実行されます。
11. これで、翌年同じデータを FY22から FY23にコピーするときに、「代替変数」ページに
移動して、現在の年: FY22および翌年: FY23の値を更新できます。

12. スケジュールされたジョブが次回実行されるとき、更新された代替変数値が使用されま
す。

データのクリア
次のタイプのデータに対する特定のシナリオ、年および期間、または期間の範囲から選択し
たエンティティのデータをクリアできます。
• 税引当
• CbCRデータ
外国為替(FX)レート・データの場合、この操作により、連結(Consol)キューブと CbCRキュ
ーブの両方で選択されたエンティティのすべてのレート・データ(グローバル・レートを除く)
がクリアされます。
データをクリアするには、サービス管理者の役割を持つユーザーである必要があります。ロ
ックされているエンティティまたは開始されていないエンティティのデータはクリアできま
せん。
次のディメンションのメンバーは固定のため、クリア・プロセスで選択することはできませ
ん。
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• ビュー - 期別
• 通貨 - 「データ・ソース」ドロップダウンで「すべて」が選択されていない場合の
エンティティ通貨。「データ・ソース」ドロップダウンで「すべて」が選択されて
いる場合は、エンティティ通貨およびすべてのレポート通貨のデータがクリアされ
ます。

• 勘定科目 - <全メンバー>

• 増減 - <全メンバー>

• 複数 GAAP - <全メンバー>

• カスタム - <全メンバー>

• ICP - <全メンバー>

• 連結 - 「データ・ソース」ドロップダウンで「すべて」が選択されていない場合の
エンティティ入力。「データ・ソース」ドロップダウンで「すべて」が選択されて
いる場合は、すべての連結メンバーのデータがクリアされます。

クリア・プロセスの後、連結を実行して影響を受ける値を更新する必要があります。
「データ・ソース」ドロップダウンで「すべて」を選択すると、次のロジックに基づい
てエンティティの計算ステータスが設定されます:

• レベル 0エンティティが選択されている場合は、選択されたエンティティとそのイ
ンスタンス(ある場合)が「データなし」に設定され、(選択されたレベル 0エンティ
ティとその共有インスタンスの)すべての祖先が「影響」に設定されます。

• 親エンティティが選択されている場合は、その子エンティティの計算ステータスが
チェックされます。選択されたエンティティのすべての子の計算ステータスが「デ
ータなし」の場合は、親エンティティとその共有インスタンス(ある場合)の計算ス
テータスも「データなし」になります。それ以外の場合は、選択した親エンティテ
ィと共有インスタンス、およびそれらすべての祖先の計算ステータスが「影響」に
なります。

• たとえば、IDescendants()関数によってエンティティの子孫が選択された場合は、
すべての子孫エンティティとそれらのエンティティの共有インスタンスの子孫の
データがクリアされ、その計算ステータスが「データなし」に更新されます。(子
孫エンティティおよび共有インスタンスの)すべての祖先が「影響」としてマーク
されます。祖先は親の税金計算の有効化および親のデータ入力の有効化が可能な
ため、祖先エンティティのすべてのデータがクリアされないかぎり、その計算ステ
ータスは「影響」のままにする必要があります。
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ノート:

• 「すべて」のかわりに、「データ・ソース」ドロップダウンからその他のデータ・
ソース(「管理対象データ」、「補足データ」または「その他のデータ」)を選択する
と、レベル 0エンティティの計算ステータスは「影響」としてマークされます。
「すべて」を選択した場合のみ、計算ステータスが「データなし」に設定されま
す。

• 「すべて」のかわりに、「データ・ソース」ドロップダウンからその他のデータ・
ソース(「管理対象データ」、「補足データ」または「その他のデータ」)を選択する
と、親エンティティの計算ステータスは「影響」としてマークされます。デー
タ・ソースに「すべて」を選択すると、次のようになります:

– 親エンティティの計算ステータスは、すべての子の計算ステータスが「デー
タなし」として開始された場合にのみ、「データなし」としてマークされま
す。

– 選択した親エンティティのいずれかの子の計算ステータスが「データなし」
の場合、計算ステータスは「影響」としてマークされます。

「データなし」のエンティティは、クリア・プロセスの処理に含まれません。承認ステータス
が「ロック済」または「未開始」のエンティティの計算ステータスは変更されません。

ノート:

データのクリアでのセキュリティ・レイヤーの概要は、セキュリティの管理を参照
してください。

ノート:

エンティティのデータをクリアすると、自動化ルールもすべてエンティティからク
リアされます。税金自動化(グローバル)および法定住所ルールが特定のエンティテ
ィに存在する場合にそれを再適用するには:

• ルール・カードから「税金自動化グローバル保存」を実行します
• 「アプリケーション」->「構成」で税金自動化(グローバル)/法定住所ルールを変
更し、保存します。

ユース・ケース・シナリオの例
すべてのエンティティのステータスは「データなし」以外であり、承認ステータスが「ロッ
ク済」または「未開始」であるエンティティはなく、すべての例で「すべて」のデータ・ソ
ース・オプションが選択されています。
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ユース・ケース 1: 親のデータのクリア(TESTENTITY4)

• TESTENTITY4とその共有インスタンスのデータがクリアされます。
• 子(TESTENTITY5)の計算ステータスが「データなし」以外の場合、TESTENTITY4
とその共有インスタンスの計算ステータスは「影響」になります。それ以外の場
合、TESTENTITY4とその共有インスタンスの計算ステータスは「データなし」に
更新されます。

• TESTENTITY4の祖先とその共有インスタンス(TESTPARENT1、TESTPARENT2、
TESTGRANDPARENT1および TESTGRANDPARENT2)はすべて「影響」になり
ます。

ユース・ケース 2: レベル 0のデータのクリア(TESTENTITY7)

• TESTENTITY7とその共有インスタンスのデータがクリアされます。
• TESTENTITY7とその共有インスタンスの計算ステータスは「データなし」に更新
されます。

• 祖先 TESTENTITY6、TESTPARENT2、TESTPARENT3、TESTGRANDPARENT2
および TESTGRANDPARENT3は「影響」になります。

ユース・ケース 3: 子孫(含む)のデータのクリア(TESTPARENT2)

• TESTPARENT2、TESTENTITY4、TESTENTITY4(共有)、TESTENTITY5、
TESTENTITY6、TESTENTITY7、TESTENTITY7(共有)および TESTENTITY8のデ
ータがクリアされます。

• 前述のインスタンスの計算ステータスは「データなし」に更新されます。
• 祖先 TESTPARENT1、TESTPARENT3、TESTGRANDPARENT1、

TESTGRANDPARENT2および TESTGRANDPARENT3は「影響」になります。
ユース・ケース 4: 祖先のデータのクリア(TESTENTITY4)

• TESTPARENT1、TESTPARENT2、TESTGRANDPARENT1および
TESTGRANDPARENT2のデータがクリアされます。

• 前述のインスタンスの計算ステータスは、その子ステータスに基づいて更新されま
す。

第 5章
データのクリア

5-40



• TESTPARENT2の子の計算ステータスが「データなし」以外の場合、TESTPARENT2お
よび TESTGRANDPARENT2は「影響」となり、それ以外の場合、それらの計算ステー
タスは「データなし」になります。

• TESTPARENT1の子の計算ステータスが「データなし」以外の場合、TESTPARENT1お
よび TESTGRANDPARENT1は「影響」となり、それ以外の場合、それらの計算ステー
タスは「データなし」になります。

データをクリアするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「概要」の順にクリックします。
2. 「アクション」、「データのクリア」の順にクリックします。
3. 「データのクリア」ダイアログ・ボックスで、クリアするモジュールを選択します。

• 税引当
• CbCR - CbCRが有効でない場合、チェック・ボックスは表示されません。

4. 「ターゲット」下で、 をクリックしてディメンションの隣にあるチェック・マークを
選択し、次の項目を選択して「OK」をクリックします。
• シナリオ
• 年
• 期間または期間の範囲
• 1つ以上のエンティティ・メンバーまたは関数

ノート:

シナリオおよび年ディメンションでは、1つのみ選択できます。
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5. 「データ・ソース」で、クリアするデータ・ソースを選択します。
• すべて  - リストされたすべてのオプションが含まれます。
• 管理対象データ - データ管理からシステムにコピーまたは移動されたデータ
• 補足データ - 補足データ・マネージャから転記されたデータ

– データ・ソースとして「補足データ」が選択され、データ・セルに補足デ
ータ・マネージャ(SDM)フォームから転記された値がある場合は、Tax
Reportingのデータおよび関連するドリル・リンクが常にクリアされます。

– データソースとして「管理対象データ」が選択されている場合、またはデ
ータ管理ドリル・リンクが含まれているその他のデータ・ソースの場合は、
Tax Reportingのデータおよび関連するドリル・リンクが常にクリアされま
す。

• その他のデータ - 管理対象データおよび補足データとは別のすべてのデータ。
税、税引前、配賦、TAR、BVTなどのすべての入力データです。

ノート:

データ・ソース・オプションが選択されたソースの場合、ターゲット・
メンバーを選択する必要はありません。ソースで選択されたターゲッ
ト・データ・ソースと同じものが自動的に使用されます。1つの選択の場
合も複数の選択の場合もあります。

6. 「実行」をクリックしてデータ・クリア・タスクを発行し、プロンプトが表示され
たら「はい」をクリックして続行します。
データ・クリア・タスクが発行されたというメッセージが表示されます。

7. タスク・ステータスをモニターするには、ホーム・ページで「アプリケーション」
を選択し、「ジョブ」をクリックし、「データのクリア」ジョブをクリックして詳細
を表示します。

データのクリア・ジョブの使用
データのクリア・プロセスのメンバーを選択した後に、メンバーをデータのクリア・
ジョブとして保存できます。これにより、データのクリア・プロセスの情報を後で取
得でき、メンバーを再度選択する必要はありません。
「データのクリア」を選択すると、保存したクリア・ジョブのリストが表示されます。
ジョブを選択してデータのクリア・プロセスを実行したり、ジョブを編集して保存し
たり、変更済のジョブとして保存できます。既存のジョブを複製したり、不要になっ
たジョブを削除できます。
データのクリア・ジョブの作成
データのクリア・ジョブを作成するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」をクリックします。
2. 「概要」をクリックし、「アクション」から「データのクリア」を選択します。
3. クリアするアイテムを選択します。
4. 「保存」をクリックします。
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5. 「クリア・ジョブの保存」で、ジョブの名前と説明を入力して「保存」をクリックします。
名前は、30文字までの一意の名前である必要があります。説明は 128文字まで入力でき
ます。

6. 保存確認のメッセージで、「OK」をクリックします。
「データのクリア・ジョブ」リストにジョブが表示されます。
関連項目: データのクリア
データのクリア・ジョブの編集
データのクリア・ジョブを編集するには:

1. 「データのクリア・ジョブ」リストから、ジョブを選択して開きます。
2. 必要に応じて選択内容を編集します。
3. 「保存」をクリックします。ジョブを同じ名前で保存するか、必要に応じて名前を変更で
きます。

4. 「名前を付けて保存」をクリックして、変更したジョブを新規ジョブとして保存し、名前
と説明を入力します。

データのクリア・ジョブの複製
1. 「データのクリア・ジョブ」リストから、ジョブを選択します。
2. 「アクション」メニューから、「複製」を選択します。
複製したジョブは、接尾辞「_Copy」が付いて「データのクリア・ジョブ」リストに表示され
ます。たとえば、Test_Clear_Jobを複製すると、複製ジョブは Test_Clear_Job _Copyという
名前になります。
データのクリア・ジョブの削除
データのクリア・ジョブを削除するには:

1. 「データのクリア・ジョブ」リストから、ジョブを選択します。
2. 「アクション」メニューから、「削除」を選択します。
3. 選択したジョブの削除を確認するプロンプトから、「確認」をクリックします。
4. ジョブの削除確認で、「OK」をクリックします。
関連項目: Oracle Enterprise Performance Management Cloudの REST APIの Tax Reporting
の「データのクリア」

キューブのクリア・ジョブの作成
ユーザーは、「キューブのクリア」オプションを使用して、キューブ・データを削除できま
す。
キューブのクリア・ジョブを作成するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックします。
2. 「アプリケーション」画面で、「アクション」、「キューブのクリア」の順にクリックしま
す。
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3. 「キューブのクリア」ページで、「作成」をクリックし、ジョブ名を入力し、キュー
ブを選択して、クリア・オプションを選択します。
• すべてクリア—「すべてクリア」オプションで選択したエンティティに関連付
けられたキューブ内のすべてのデータを削除します。次のいずれかを選択し
ます。
– サポート詳細
– コメント
– 添付
– Essbaseデータ

• クリアする対象
– 上位レベル・ブロック-上位レベル・ブロック内のデータを削除します
– 非入力のブロック-非入力のブロック内のデータを削除します
– 動的ブロック-動的ブロック内のデータを削除します
– 空のブロック-#MISSING値のあるブロックを削除します

4. 「保存して閉じる」をクリックします。
5. 「キューブのクリア」リスト・ページにジョブを表示するには、「リフレッシュ」を
クリックします。

ノート:

Consolキューブに対して「キューブのクリア」オプションを実行し、Rates
キューブに対して実行しなかった場合は、「レートの計算」ビジネス・ルール
を実行して、Consolキューブにレート情報を取得する必要があります。

キューブのクリア・ジョブをすぐに開始するかジョブを削除するには、 キューブのク
リア・ジョブの開始および削除を参照してください

データベースのリフレッシュ
「アプリケーション」ページで、アプリケーションのデータを保管するために使用され
るアプリケーション・データベースをリフレッシュできます。データベースはディメ
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ンション、階層メンバー、属性およびアプリケーションで指定される他のデータに基づいて
構成されます。
アプリケーションの構造を変更した場合、アプリケーション・データベースを必ずリフレッ
シュしてください。アプリケーションのデータベースをリフレッシュするまで、アプリケー
ションの変更がユーザーによるデータの入力および承認タスクに影響を与えることはありま
せん。たとえば、エンティティ・メンバーのプロパティ修正、シナリオの追加またはアクセ
ス権限の変更が行われた場合、これらの変更はアプリケーション・データベースがリフレッ
シュされるまでリレーショナル・データベースに保管されます。
データベースをリフレッシュする前に、リフレッシュ・プロセス中にすべてのユーザーがメ
ンテナンス・モードでアプリケーションを使用できるようにするか、現在の管理者のみが使
用できるようにするかを選択できます。すべてのユーザーをログオフすることや、アクティ
ブなアプリケーション要求を終了することもできます。データベースのリフレッシュ後に、
ユーザーがアプリケーションを使用できるようにすることが可能です。

注意:

リフレッシュする前に、すべてのデータベースのアウトライン・ファイルおよびエ
クスポート・データをバックアップすることをお薦めします。

データベースをリフレッシュするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「構成」をクリックします。
2. 「アプリケーション」タブの「アクション」で、「データベースのリフレッシュ」を選択し
ます。

3. 「データベースのリフレッシュ」ページで、「作成」をクリックします。
 

 

4. 「データベースのリフレッシュ前」の選択を行います。
• アプリケーションを使用可能にする - リフレッシュ中に、すべてのユーザーまたは管
理者(現在ログインしている管理者)がメンテナンス・モードでアプリケーションにア
クセスできるようにします。

• すべてのユーザーのログオフ  - リフレッシュを開始する前にすべてのユーザーをロ
グオフします

• すべてのアクティブな要求の停止 - リフレッシュを開始する前にアプリケーション
でアクティブな要求を終了します。

5. 「データベースのリフレッシュ後」の選択を行います:
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• アプリケーションを使用可能にする - リフレッシュ後、すべてのユーザーまた
は管理者(または、現在ログインしている管理者)がメンテナンス・モードでア
プリケーションにアクセスできるようにします。

• メタデータの検証: デフォルトでは、このオプションは選択されていません。
このオプションが選択されている場合は、ビジネス・プロセスと Oracle
Essbaseの間のメンバー・アイデンティティ (ID)の不一致がスキャンされ、リ
フレッシュ・プロセス後に自動的に解決されます。「メタデータの検証」を選
択すると、リフレッシュ・プロセスにかかる時間が長くなることがあります。
詳細は、メタデータの検証を参照してください。

ノート:

「メタデータの検証」オプションは、ハイブリッド・ブロック・スト
レージ・オプション(BSO)キューブ(ハイブリッド BSO、ASOおよび
BSO)をサポートする Essbaseバージョンで実行されているストレ
ージ・オプションがあるキューブで使用できます。このオプション
は、ハイブリッド BSOキューブをサポートしていない従来の
Essbaseバージョンで実行されているキューブでは使用できませ
ん。

6. オプションを選択します。
• すぐにデータベースをリフレッシュするには、「データベースのリフレッシュ」
をクリックし、確認メッセージを確認して、「リフレッシュ」をクリックしま
す。

• データベースのリフレッシュ・ジョブをスケジュールするには、「ジョブとし
て保存」をクリックして、ジョブの名前を入力し、「保存」をクリックします。

ノート:

反復するデータベースのリフレッシュ・ジョブをスケジュールする場合、
選択するリフレッシュ・ジョブ・オプションはジョブを実行するたびに
適用できます。選択内容を編集するには、「ジョブ」コンソールでジョブ
の名前をクリックしてから、「保存」をクリックします。

メタデータの検証
「メタデータの検証」について
データベース・リフレッシュ・プロセスの一部として「メタデータの検証」設定(以前
は「エラーの自動修正」と呼ばれていました)を使用し、ビジネス・プロセスと Oracle
Essbaseの間のメンバー・アイデンティティ (ID)の不一致をスキャンして自動的に解決
します。
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Caution:

「メタデータの検証」を選択すると、リフレッシュ・プロセスにかかる時間が長くな
ることがあります。

特定のケースで、アプリケーションが使用するマルチディメンショナル・データベースで完
全には認識されない方法で、メンバーのアイデンティティが変更される場合があります。シ
ステムのすべての部分でメンバーのアイデンティティが完全には正確に確立されていない場
合、メンバー順序の不正などの階層の問題が発生することがあります。つまり、該当するメ
ンバーの子の不足、兄弟の一部の不足、特定のプロパティの不足などが発生することがあり
ます。「メタデータの検証」を選択すると、そのようなメンバーが検出されてアイデンティテ
ィが自動的に解決されます。これにより、これらのメンバーと、プロパティおよび兄弟を含
む階層が完全で正確に認識されるようになり、システムのすべての部分で使用可能になりま
す。
メンバーの移動および削除を詳しく記したレポートの表示
メンバー IDの修正後に、メンバーが削除または移動されることがあります。メンバーの移動
(異なる親への移動)または削除を詳しく記したレポート・ファイルが生成され、csv (カンマ区
切り)ファイル・フォーマットで送信ボックスに配置されます。レポートを確認して、子の階
層が変更された可能性のある保管された親メンバーの一部を再集約します。
例:

CSVファイルが「送信ボックス」フォルダに生成され、アプリケーション名の後に
_autocorrect.csvが付いたファイル名が自動的に生成されます(例:
vision_autocorrect.csv)。このファイルは、実行のたびに上書きされます。
「メタデータの検証」設定を使用して「データベースのリフレッシュ」ジョブを実行した後、
送信ボックスからエクスポート・ファイルをダウンロードできます。
ファイルをダウンロードするには:

1. 「アプリケーション」をクリックし、「ジョブ」をクリックします。
2. 「最近のアクティビティ」で、ジョブをクリックします。
3. 「ジョブの詳細」の上部で、エクスポート・ファイル・オプションをクリックしてダウン
ロード場所を選択します。
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有効な交差の定義
有効な交差の理解

有効交差を使用してルールを定義できます。このルールは有効交差ルールと呼ばれ、
ユーザーがデータを入力したり実行時プロンプトを選択する場合に、ユーザーに対し
て特定のセル交差をフィルタします。たとえば、ある期間や一部の部署にのみ特定の
プログラムが有効であることを指定できます。
有効交差を定義した後は、無効なデータを含むセルは読取り専用になります。この制
限により、連結プロセスのスピードが向上し、ユーザーに使用可能な情報が最適化さ
れます。

有効交差グループ
有効交差グループで次の内容を定義します:

• 含まれるディメンション
• ディメンションのいずれかをアンカー・ディメンションとする
• 非アンカー・ディメンションが必要かどうか
• 指定されないまたは参照されないアンカー・ディメンション・メンバーは有効か、
無効か

有効交差ルール
有効交差ルール:

• 有効交差グループ内で定義されたディメンションと同じディメンションを使用す
る必要があります

• 有効交差のみを定義します
• 同じ有効交差グループ内の有効交差ルールは明らかな競合や重複が生じると、いず
れかの有効交差ルールの条件が満たされた場合に、有効とマークされます

• 明らかな冗長または重複を発生させる、異なる有効交差グループ内の有効交差ルー
ルは、すべての有効交差グループの要件を満たしている場合、有効とマークされま
す
したがって、有効交差グループが交差を無効とマークしている場合、他の有効交差
グループがその交差を有効とマークしているかどうかにかかわらず、その交差は無
効とマークされます無効なグループは有効なグループの結果を上書きします。

ノート:

有効交差を削除する場合は、他の有効交差グループが許可しているかど
うかにかかわらず、このルールは異なる有効交差グループに属する必要
があります。
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アンカーおよび非アンカー・ディメンション
アンカーおよび非アンカー・ディメンション:

• アンカー・ディメンションは、常に、有効交差の評価で使用されるタイプの必須ディメン
ションです。

• 非アンカー・ディメンションが必須である場合、または必須でない場合:

– 非アンカー・ディメンションが必須である場合、そのディメンションを使用しないタ
イプは有効交差グループ(そのディメンションが有効交差を評価すると、必須とタグ
付けされます)を無視します。

– 非アンカー・ディメンションが必須でない場合、そのディメンションを使用しないタ
イプは、そのディメンションを含む有効交差グループを必須でないとして評価し、そ
のタイプに含まれる有効交差グループの他のディメンションの交差を評価します。

• 選択していないアンカー・ディメンション・メンバーはデフォルトで有効ですが、「選択
されていないメンバーは有効です」オプションをクリアすると、これらを無効としてマー
クできます。このオプションでは、このルールで選択されていないアンカー・ディメンシ
ョンを含むすべての交差を無効としてマークします。

有効交差ルールの冗長または重複
同じ交差グループ内の有効交差ルールで、明らかな競合や重複が生じると、いずれかの有効
交差ルールの条件が満たされた場合に、有効とマークされます。
異なる有効交差グループが、アンカー・ディメンション、必須および必須でない非アンカー・
ディメンション、および「選択されていないメンバーは有効です」属性などの同じ属性を共
有している場合、これらは、同じ有効交差グループのルールとして扱われます。

共有メンバーおよび有効交差ルール
共有メンバーは、有効交差ルールでサポートされています。基本メンバーが有効交差ルール
に対して選択されている場合、共有メンバーもルールに含まれます。あるいは、共有メンバ
ーが有効交差ルールに対して選択されている場合、基本メンバーもルールに含まれます。

代替変数および有効交差ルール
有効交差ルールで代替変数を使用できます。ユーザー変数はサポートされていません。代替
変数は、サーバー、アプリケーションまたはデータベース・レベルで設定できます。同じ代
替変数が複数のレベルで存在します。システムは、次の順序で検索するときに検出される最
初の代替変数を使用します。
1. データベース
2. アプリケーション
3. サーバー

評価順序
有効交差グループの評価順序は、無効な結果セットをできる限り速く順序付けし、有効交差
の評価全体の速度および効率性を向上させます。

第 5章
有効な交差の定義

5-49



たとえば、システムでは、リスト内の最初の有効交差グループ、次に 2番目のグルー
プというように順番に評価されます。無効として定義された交差は、他の有効交差ル
ールの結果より優先されるため、リスト内の 2番目のグループで無効な交差が検出さ
れると、リストの残りの評価は中止されます。

有効な交差の作成
有効交差を作成するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」をクリックします。
2. 「有効な交差」をクリックします。

 

 

3. まだ選択されていない場合は、「セットアップ」タブをクリックします。

Note:

レッドウッド・エクスペリエンスが有効になっている場合、「設定」タブ
はページの下部にあります。

4. 有効交差グループを作成します。
a. 「作成」をクリックします。
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b. 有効交差グループの名前と説明を入力します。
c. 「有効」チェック・ボックスは、デフォルトで選択されています。有効交差グループ
を無効化するには、「使用可能」チェック・ボックスの選択を解除します。「有効な交
差」ページで直接、有効交差グループを有効化または無効化することもできます。有
効交差グループの無効化および有効化を参照してください

d. 「定義タイプ」で、次のいずれかを選択します:

• 有効な交差
• 無効な交差

e. アンカー・ディメンションを選択するには、「アンカー・ディメンションの選択」の
横の下矢印 をクリックします。

f. オプション: デフォルトでは、有効交差ルールで指定されていないアンカー・ディメ
ンション・メンバーが有効とマークされます。このオプションをクリアするには、ア
ンカー・ディメンションの横の下矢印 をクリックして、「選択されていないメン
バーは有効です」をクリックします。アンカーおよび非アンカー・ディメンションを
参照してください

g. 追加のディメンション(非アンカー・ディメンションと呼ばれます)を選択するには、
「ディメンションの追加」をクリックします。

h. オプション: デフォルトでは、非アンカー・ディメンションは必須ではありません。
非アンカー・ディメンションを必須にするには、非アンカー・ディメンションの横の
下矢印 をクリックして、「必須」をクリックします。

5. 有効交差ルールを定義します。
a. 「ルールの追加」をクリックします。
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b. 有効交差に対して含める、除外するまたは削除するメンバーの範囲を選択する
には、新規ルールの横の下矢印 をクリックします。
• 「編集」をクリックして「メンバーの選択」ページを開き、有効な交差ルー
ルに含めるメンバー、代替変数および属性を選択します。メンバーの操作
を参照してください

• 「除外」または「すべて除外」をクリックして、ルールから除外するディメ
ンション・メンバーを定義します:

– 除外: このオプションを選択した場合、メンバーは IDを基準にして除
外されます。指定されたメンバー(基本または共有)のみが除外されま
す。

– すべて除外: このオプションを選択した場合、メンバーは名前を基準に
して除外されます。基本メンバーが指定されている場合、基本とその
すべての共有メンバーが除外されます。共有メンバーが指定されてい
る場合、このメンバー、その基本メンバー、およびこのメンバーの他
のすべての共有メンバーが除外されます。

• 「クリア」をクリックして、選択をクリアします。
ルールを削除するには、「削除」

をクリックします。
6. 「保存して閉じる」をクリックします。
新しい有効交差グループが、有効交差リストの最後に追加されます。リスト内のル
ールの順序を変更するには、有効交差グループの評価順序の変更を参照してくださ
い

有効な交差の管理
有効交差の表示

有効交差を表示するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「有効な交差」をクリック
します。

2. 次のタスクを実行します:

• 有効交差グループを作成します。有効な交差の作成を参照してください。
• 無効な交差グループの順序を変更します。有効交差グループの評価順序の変
更を参照してください。

• 有効交差グループを無効化および有効化します。有効交差グループの無効化
および有効化を参照してください。

• 有効交差グループのディメンションの追加または削除など、有効交差の詳細を
編集します。有効交差グループの詳細の編集を参照してください。

• 既存の有効交差グループを複製して、新しい交差グループを迅速に作成できる
ようにします。有効交差グループの複製を参照してください。

• 有効交差グループを削除します。有効交差グループの削除を参照してくださ
い。
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有効な交差のフィルタ
交差が有効になっているかどうか、定義が有効であるか無効であるか、変更時期、変更者な
ど、特定の条件によって交差のリストをフィルタできます。フィルタすると、フィルタ条件
を満たす交差のみが「有効な交差」ページに表示されます。
交差をフィルタするには:

1. 「アプリケーション」をクリックし、「有効な交差」をクリックします。
2. をクリックして、フィルタ条件を指定します:

• 使用可能: 有効になっている(「はい」)または有効になっていない(「いいえ」)交差のみ
を表示するか、「すべて」を選択します。

• 定義タイプ: 「有効な交差」または「無効な交差」タイプの交差のみを表示するか、
「すべて」を選択します。

• 変更: 特定の日時より前または後に変更された交差、あるいは日付または時間の範囲
内に変更された交差のみを表示します。「後」、「前」または「次の値の間」を選択し、
をクリックして、日付と時刻の条件を指定します。

• 変更者: 選択したユーザーによって変更された交差のみを表示します。
3. 「増やす」をクリックして、フィルタ条件をさらに絞り込みます:

• ディメンション
• アンカー・ディメンション
• 選択されていないメンバーは有効です: 「はい」、「いいえ」または「すべて」を選択
します。

• その他のディメンションが必要: 「はい」、「いいえ」または「すべて」を選択します。
4. 「適用」をクリックします。

交差のインポートとエクスポート
有効な交差のインポートとエクスポートについて
有効な交差のフィルタされたリストをリスト・ページからローカル・コンピュータ上の場所
にエクスポートするか、それらをサーバーにエクスポートできます。リスト・ページでフィ
ルタが定義されていない場合は、すべての交差がエクスポートされます。
交差をローカル・コンピュータ上の場所からアプリケーションにインポートするか、それら
をサーバーからインポートするには、「インポート」アクションを使用します。インポートを
実行すると、定義に違反する内容がないかについてインポート・ファイルがテストされます。
たとえば、キューブが欠落している場合、アンカー・ディメンションがない場合、またはサ
ブルールが見つからない場合は、エラー・ファイルにエラーが記録されます。インポート・
ジョブは、インポート・ファイルにエラーがない場合にのみ正常に完了します。
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Note:

サブルールでは、アンカーおよび非アンカー・ディメンションのメンバー選
択または除外、各サブルールに適用される制限タイプなど、ルールの内容に
関する情報が提供されます。

選択したエクスポート場所またはインポート場所に応じて、交差は Excelファイル・
フォーマット(XLSX)か zipファイル・フォーマットでエクスポートまたはインポート
されます。

Note:

ロックされている有効交差ルールは、有効な交差のエクスポート時にエクス
ポートされません。ロックされている有効交差ルール(および FCCS_、
OCX_、OEP_、OFS_、OPF_、OWP_、TRCS_などの制限付き接頭辞で始
まるルール)は、有効な交差のインポート時にインポートされません。

有効な交差のインポート・ファイル
Excelインポート・ファイルには 2つのシートが必要であり、最初のシートと 2番目の
シートの名前は次のとおりです:

1. Rules
2. Sub Rules
Rulesシートには次の列見出しがあります:

• 名前
• 位置
• 説明
• 使用可能
• 定義タイプ
• アンカー・ディメンション名
• 選択したメンバーへの アンカー・ディメンションの適用
• Dim1

• Dim1必須
• Dim2

• Dim2必須
• DimX

• DimX必須
Sub Rulesシートには、次の列見出しがあります:

• 名前 - この列には、最初のシートのルールの名前を含める必要があります
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• アンカー・メンバー
• アンカーの除外
• アンカーをすべて除外
• Dim1メンバー
• Dim1の除外
• Dim1をすべて除外
• Dim2メンバー
• Dim2の除外
• Dim2をすべて除外
• DimXメンバー
• DimXの除外
• DimXすべて除外
有効な交差のインポートとエクスポート
交差をエクスポートおよびインポートするには:

1. 「アプリケーション」をクリックし、「有効な交差」をクリックします。
2. 必要に応じて、リストにフィルタを適用します。有効な交差のフィルタを参照してくださ
い。

3. エクスポートするには、「アクション」、「エクスポート」の順にクリックし、エクスポー
ト・ファイルのターゲットの場所を選択します:

• ローカル: エクスポート・ファイルをローカル・コンピュータ上の場所に保存します。
このオプションを選択する場合は、「エクスポート」をクリックした後、エクスポー
ト・ファイルを保存する場所を指定します。

• 送信ボックス: エクスポート・ファイルを zip形式でサーバーに保存するジョブを実
行します。保存されたファイルは、即時にダウンロードするか、後でエクスポート・
ジョブをスケジュールする際に使用できます。このオプションを選択した場合は、
「保存してジョブを実行」をクリックします。
送信ボックスからエクスポート・ファイルをダウンロードするには:

a. 「アプリケーション」をクリックし、「ジョブ」をクリックします。
b. 「最近のアクティビティ」で、エクスポート・ジョブをクリックします。
c. 「ジョブの詳細」ページで、 をクリックして、エクスポート・ファイルのダウ
ンロード場所を選択します。また、ビジネス・プロセスの「受信ボックス/送信ボ
ックス・エクスプローラ」からエクスポート・エラー・ファイルをダウンロード
できます。

4. Excelでエクスポート・ファイルを編集する場合は、Excelファイルに Rulesと Sub Rules
の 2つのシートがあることに注意してください。

5. インポートするには、「アクション」、「インポート」の順にクリックし、インポート・ソ
ース・ファイルの場所を選択します:
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• ローカル: 自分のコンピュータの場所からインポート・ファイルをロードしま
す。「ソース・ファイル」の「参照」をクリックしてコンピュータ上のインポ
ート・ファイルを選択し、「インポート」をクリックします。

• 受信ボックス: サーバーからインポート・ファイルをロードするジョブを実行
します。インポート・ファイルは zipファイル形式である必要があります。「ソ
ース・ファイル」にファイル名を入力して「保存してジョブを実行」をクリッ
クし、「ジョブとして保存」ダイアログで「名前」および「エラー・ファイル」
を指定します。エラー・ファイルでは、インポートされなかった交差に関する
情報が提供されます。ビジネス・プロセスの「受信ボックス/送信ボックス・エ
クスプローラ」からエラー・ファイルをダウンロードできます。

有効交差グループの評価順序の変更
有効交差グループの評価順序は、無効な結果セットをできるかぎり速く順序付けし、
無効な交差の評価全体の速度および効率性を向上させます。
評価順序についてさらに学習するには、評価順序を参照してください。
リスト内の有効交差グループの位置を変更するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「有効な交差」をクリック
します。

2. 「アクション」

をクリックし、「上へ移動」または「下へ移動」を選択します。

有効交差グループの無効化および有効化
有効交差グループは、デフォルトで作成時に有効になります。有効交差グループを評
価または使用しない場合、「有効な交差」タブでこれを無効化できます。有効な交差を
無効にすると、フォームまたはビジネス・ルールを表示する際に、そのグループの有
効交差ルールは適用されなくなります。無効化されている有効交差グループを再度有
効化できます。
有効交差グループを無効化および有効化するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「有効な交差」をクリック
します。
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2. 有効交差リストの「有効」列で、有効交差グループの横にあるチェック・マークをクリッ
クし、グループを有効化または無効化します。

ノート:

グループが有効化されている場合、チェック・マークは緑色です。
3. 有効化されている残りのグループが、有効交差リストに正しい評価順序でまだリストされ
ていることを確認します。そうではない場合、順序内で上または下に移動します。

有効交差グループの詳細の編集
有効交差グループの詳細を編集するには、メンバー・セレクタでディメンション・メンバー
を操作します。また、有効交差ルールで除外を定義できます。
有効交差グループの詳細を編集するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「有効な交差」をクリックします。
2. 編集する有効交差グループの名前をクリックします。

• ディメンションの詳細を編集するには、ディメンションの横の「下」 をクリック
して、有効交差ルールに対して含める、除外するまたは削除するメンバーを選択しま
す。
– 「編集」 をクリックして「メンバー選択」ページを開き、有効交差ルールに含め
るメンバーを選択します。メンバーまたは関数に入力することもできます。
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– 「除外の追加」をクリックして、ルール内の除外を定義します。除外するメ
ンバーを選択できます。たとえば、Q1の子を除外することにより、Q1の
子を除く、年合計のすべての子を選択または含めることができます。

– 「クリア」 をクリックして、選択をクリアします。
• 有効交差グループからディメンションを削除するには、ディメンションの横の
「下」 をクリックして、「削除」 をクリックします。

• 有効交差グループからルールを削除するには、「削除」 をクリックしま
す。

• 有効交差グループにディメンションまたはルールを追加するには、「ルールの
追加」または「ディメンションの追加」をクリックします。

3. 「保存して閉じる」をクリックします。

有効交差グループの複製
有効交差グループの作成を高速化するために、既存の有効交差を複製し、編集できま
す。
有効交差グループを複製するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「有効な交差」をクリック
します。

2. 複製する有効交差グループの右側で「アクション」 をクリックし、「複製」を
選択します。

3. 複製した有効交差グループを開き、編集します。
4. 必要に応じて、有効交差グループの順序を変更します。

有効交差グループの削除
グループを削除した後、有効交差グループの順序が変更されます。3つの有効交差グル
ープがあり、順序内の 2番目の有効交差グループが削除された場合、3番目の検証グル
ープが 2番目となります。
有効交差グループを削除するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「有効な交差」 をクリック
します。

2. 削除する有効交差グループの右側で「アクション」 をクリックし、「削除」を
選択します。

3. 必要に応じて、残りの有効交差の順序を変更します。

フォームでの有効交差の操作
有効交差を使用すると、該当する有効交差グループの定義に従い無効な交差のデータ
入力を防ぐことができます。フォーム内で影響を受けるセルは、読取り専用の標準、
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読取り専用の色コーディングで表示されます。無効な交差にカーソルを置くと、無効な交差
として定義されているので、セルが読取り専用であることを示すツール・チップが表示され
ます。
有効交差グループは、フォームの視点およびページ軸に最初に適用されます。視点の交差が
すべて無効の場合、警告メッセージが表示され、有効交差が選択されるまでフォームにはデ
ータ・グリッドがレンダリングされません。
視点に有効交差がある場合、行と列は無効な交差でのデータ入力を制限するようにフィルタ
されます。フォームの「無効なデータの抑制」オプションが有効化されている場合、フォー
ムでは無効な行または列(あるいはその両方)が必要に応じて抑制されます。
有効交差と無効交差で構成される行または列は、その交差がそれぞれ有効または無効として
表示されます。無効な交差は、標準の読取り専用の網掛けで表示され、データ入力できませ
ん。
選択をクリアすることにより、フォームを閉じたり再度開いたりすることなく、視点をデフ
ォルト(フィルタを解除したリスト)にリセットできます。選択をクリアして、他のディメンシ
ョンに対するより多くの選択を開くこともできます。有効なメンバーを各ディメンションに
選択する必要があるため、ディメンションがクリアされた状態ではフォームをレンダリング
できません。
メンバー・セレクタでは、無効なメンバーは有効交差ルールのために抑制されます「無効な
メンバーの表示」オプションを使用すると、メンバー・セレクタで無効なメンバーを表示で
きます。無効なメンバーは表示されますが、選択できません。

ノート:

有効交差グループは、ディメンション・メンバーに対してアクセス権を付与しませ
ん。有効交差グループは、ユーザーにすでに付与されているディメンション・メン
バーの有効交差をさらに制限します。

表 5-6 有効交差が適用されている場合のフォームの動作

アクション 動作
フォームを開く フォームは、フォーム定義での定義どおりにメン

バーが選択されてレンダリングされ、ディメンシ
ョンに対するユーザーのアクセス権が順守され、
現在の選択として最近使用された有効交差グルー
プが適用されます。
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表 5-6 (続き) 有効交差が適用されている場合のフォームの動作

アクション 動作
視点ディメンションからメンバーを選択 • 視点でのメンバーの選択を有効化します

• 視点ディメンション用のメンバー・セレクタ
で、残っている有効交差のフィルタ済リスト
から選択できます。このリストは、他の視点
ディメンションに選択されたメンバーに基づ
いています

• ディメンションの選択時、有効交差グループ
に含まれているディメンションからメンバー
を選択すると、有効交差グループに含まれて
いるディメンションの残りのディメンショ
ン・メンバーが必要に応じて動的にフィルタ
されるため、視点ディメンション・メンバー
が選択される順序を無視します

• 無効なメンバーをディメンション・リストで
非表示にする、または視点で選択できないよ
うにするオプションを提供します

• 選択をクリアすることにより、フォームを閉
じたり再度開いたりすることなく、フィルタ
をすべて解除したリストに視点をリセットす
る機能を提供します

ノート:

Smart Viewのア
ド・ホック・フォー
ムでは、有効交差グ
ループに従って、ペ
ージまたは視点メン
バーがフィルタされ
ません。

「実行」を選択して、視点の選択内容に基づいてフ
ォームをレンダリング。フォームの視点の右矢印
をクリックすることも可能。

フォームは、有効な視点交差に基づいて定義どお
りにレンダリングされます。

データを入力して保存 フォーム・データが入力および保存されます。

フォーム内の無効データの抑制
無効データの抑制により、無効データを含むフォームの行または列が非表示になりま
す。このオプションを選択しない場合、システムで無効データを含むセルを含んでい
る行または列が表示されます。無効なデータを含むセルは読取り専用です。
フォーム内の無効データを抑制するには:

1. ナビゲータの「設定管理」で「フォーム」をクリックします。
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2. 「フォームとアド・ホック・グリッドの管理」パネルの「フォーム」で、開くフォームを
クリックし、「レイアウト」をクリックします。
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3. 「グリッドのプロパティ」の下の「無効なデータの抑制 - 行」または「無効なデー
タの抑制 - 列」、あるいはその両方を選択します。

4. 「保存」をクリックします。

無効な交差レポートの管理
無効な交差レポートの作成

無効な交差レポートを作成するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「有効な交差」をクリック
します。

2. 「レポート」タブをクリックします。
3. 「作成」をクリックします。

 

 

4. 「無題のレポート」画面でレポートの名前と説明を入力します。
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5. 無効な交差を検索するためにスキャンするキューブを選択します。
6. 「エンティティ」、「シナリオ」および「ビュー」をクリックし、スキャンに含めるメンバ
ーを選択します。

7. オプション: レポートを今実行するか、後で実行するかのオプションを選択します。
8. オプション: レポートの基準を変更し、レポートを再実行します。
9. 「保存して閉じる」をクリックします。

無効な交差レポートの編集
無効な交差レポートを編集し、名前、説明およびレポート基準を変更できます。
無効な交差レポートを編集するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「有効な交差」をクリックします。
2. 「レポート」タブをクリックします。
3. レポートのリストから、レポートを選択します。

4. 「アクション」 をクリックし、「編集」を選択します。
5. オプション: レポートの名前または説明を編集します。
6. オプション: 異なるレポート基準を選択します。
7. オプション: レポートを今実行するか、後で実行するかのオプションを選択します。
8. 「保存して閉じる」をクリックします。

無効な交差レポートの複製
無効な交差レポートを複製するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「有効な交差」 をクリックしま
す。
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2. 「レポート」タブをクリックします。
3. レポートのリストから、レポートを選択します。

4. 「アクション」 をクリックし、「複製」を選択します。
5. 「複製」ダイアログ・ボックスで新しいレポートの名前を入力し、「OK」をクリッ
クします。

無効な交差レポートの実行
無効な交差レポートを実行するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「有効な交差」 をクリック
します。

2. 「レポート」タブをクリックします。
3. レポートのリストから、レポートを選択します。

ヒント:

レポートを検索するには、検索条件を入力して「検索」をクリックしま
す。

4. 「アクション」

をクリックし、「実行」を選択します。

無効な交差レポートの削除
無効な交差レポートを削除するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「有効な交差」 をクリック
します。

2. 「レポート」タブをクリックします。
3. レポートのリストから、レポートを選択します。

ヒント:

レポートを検索するには、検索条件を入力して「検索」をクリックしま
す。

4. 「アクション」

をクリックし、「削除」を選択します。
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アプリケーションに関する推奨事項の表示
サービス管理者は、アプリケーションを最適化する方法(構成タスクの実行、代替変数の有効
化など)に関する推奨事項を表示できます。推奨事項リストには、優先度、カテゴリ、モジュ
ール、アーティファクト、推奨事項の説明、および実装方法の手順が含まれます。推奨事項
を CSVファイルにエクスポートすることもできます。
推奨事項ページには、最新の推奨事項でデータベースを更新するためにバックグラウンドで
実行されるジョブを作成するシステムの再スキャン・オプションが用意されています。ジョ
ブ・コンソールで再スキャン・ジョブのステータスを確認した後、「リフレッシュ」をクリッ
クして推奨事項ページのリストをリフレッシュできます。このページには、再スキャン・プ
ロセスが最後に実行された日時を示すタイムスタンプも含まれます。
アプリケーションに関する推奨事項を表示するには:

1. 「アプリケーション」をクリックし、「推奨事項」を選択します。
2. 「推奨事項の表示」をクリックします。
3. 最新の推奨事項でデータベースを更新するには、システムの再スキャンをクリックしま
す。

再スキャンはジョブとして起動され、データの量によっては時間がかかる場合があります。
「ジョブ」コンソールでステータスを参照できます。
1. 「リフレッシュ」をクリックして、推奨事項のリストをリフレッシュします。
2. オプション: 推奨事項メッセージを CSVファイルにエクスポートするには、「エクスポー
ト」をクリックし、 「ファイルの保存」を選択して、「OK」をクリックします。ファイ
ルの保存場所を選択し、「保存」をクリックします

メタデータ検証
Tax Reportingでは、潜在的なメタデータの問題を識別できるメタデータ・バリデータを使用
できます。このバリデータによって、確認して実装できる警告および提案が推奨事項モジュ
ールに表示されます。
「エクスポート」をクリックすると、すべての推奨事項をダウンロードできます。
「推奨事項」リストで、「優先度」ステータスは「高」、「中」または「低」、「カテゴリ」は「一
般」、「モジュール」は「メタデータ」、「アーティファクト」は「キューブ名」(コンソール勘
定科目、コンソール全ディメンションなどのディメンション名)としてマークされます。
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Table 5-7    メタデータ検証

優先度 カテゴリ モジュー
ル

アーティ
ファクト

推奨事項 実装方法

高 一般 メタデー
タ

Consol勘
定科目

次の
TRCS_TempGSTotal、
TRCS_TempSTTotal、
TRCS_TaxLossesCFS
Total、
TRCS_TaxCreditTotal
、TRCS_VATotal、
TRCS_RTempTotal、
TRCS_RTaxLossesPre
CFSTotal、
TRCS_RTaxCreditTot
al、TRCS_RVATotalお
よび
TRCS_RTaxAttribTot
alのレベル 0の子孫
には、CETR属性を割
り当てることができ
ません:
<listOfMembers>

TRCS_TempGSTotal、
TRCS_TempSTTotal、
TRCS_TaxLossesCFS
Total、
TRCS_TaxCreditTotal
、TRCS_VATotal、
TRCS_RTempTotal、
TRCS_RTaxLossesPr
eCFSTotal、
TRCS_RTaxCreditTot
al、TRCS_RVATotalお
よび
TRCS_RTaxAttribTot
alのレベル 0の子孫
すべてで CETR属性
を削除してくださ
い。ここをクリック
します。

高 一般 メタデー
タ

Consol勘
定科目

次の
TRCS_TaxAccounts
のレベル 0の子孫に
は、TaxTypeおよび
TaxDataType両方の
属性を割り当てる必
要があります:
<listOfMembers>

TRCS_TaxAccounts
のレベル 0の子孫す
べてに TaxTypeおよ
び TaxDataType属性
を追加してください。

高 一般 メタデー
タ

Consol勘
定科目

次の
TRCS_CurrentAddtlT
otalのレベル 0の子
孫は、
TRCS_CurrentAddtlE
TRTotalの共有子孫で
もある必要がありま
す: <listOfMembers>

TRCS_CurrentAddtlT
otalのレベル 0の子
孫すべてを
TRCS_CurrentAddtlE
TRTotalの子孫として
共有してください。
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Table 5-7    (Cont.) メタデータ検証

優先度 カテゴリ モジュー
ル

アーティ
ファクト

推奨事項 実装方法

中 一般 メタデー
タ

Consolお
よび CbCR
に対して実
行されます
<Dimensio
nName>
次のディメ
ンションに
対して検証
が実行され
ます:
• 勘定科
目

• 増減
• デー
タ・ソ
ース

• シナリ
オ

• 会社間
• 複数

GAAP
• 連結
• 管轄
• エンテ
ィティ

Consolキ
ューブに対
してのみ検
証が実行さ
れます。
この検証
は、次のデ
ィメンショ
ンに対して
は実行され
ません:
• 年
• 期間
• ビュー
• 通貨

次の共有メンバーは
プライマリ・メンバー
の前に置かれていま
す:
<parentMemberNa
me>.<sharedMembe
rName>

共有メンバーをそれ
ぞれのプライマリ・メ
ンバーの後に移動し
てください。ここを
クリックしてくださ
い。

高 一般 メタデー
タ

Consolエ
ンティティ

次のレベル 0のエン
ティティには、法定住
所属性を割り当てる
必要がありま
す:<listOfMembers>

法定住所属性をレベ
ル 0のエンティティ
すべてに追加してく
ださい。ここをクリ
ックしてください。
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Table 5-7    (Cont.) メタデータ検証

優先度 カテゴリ モジュー
ル

アーティ
ファクト

推奨事項 実装方法

高 一般 メタデー
タ

Consolエ
ンティティ

親の税金計算属性が
割り当てられた次の
親エンティティには、
法定住所属性を割り
当て、「上位レベルの
エンティティ入力を
許可」プロパティを有
効にする必要があり
ま
す:<listOfMembers>

親の税金計算属性の
あるすべてのエンテ
ィティに対して、法定
住所属性を追加し、
「上位レベルのエンテ
ィティ入力を許可」プ
ロパティを選択して
ください。ここをク
リックしてください。

低 一般 メタデー
タ

Consolお
よび CbCR
に対して実
行されます
<Dimensio
nName>
この検証
は、すべて
のディメン
ションに対
して実行さ
れます

次のメンバーに同じ
別名が設定されてい
ま
す:<aliasNameOfThe
Member> :
<memberNames>

リストされたメンバ
ーの別名を更新して
ください。ここをク
リックしてください。

低 一般 メタデー
タ

Consolお
よび CbCR
のすべての
ディメンシ
ョンに対し
て実行され
ます

示されたディメンシ
ョンで、次のメンバー
に同じ別名が設定さ
れていま
す:<aliasName> :
<dimName1>=<mem
berName>,
<dimName2>=<mem
berName>

リストされた各ディ
メンションでメンバ
ーの別名を更新して
ください。ここをク
リックしてください。

中 一般 メタデー
タ

年、期間、
ビュー、通
貨を除く、
Consol、
CbCRおよ
び構成キュ
ーブのすべ
てのディメ
ンションに
対して実行
されます。

動的計算データ・スト
アを持つ次のレベル 0
の子孫にメンバー式
が添付されていませ
ん: <listOfMembers>

動的計算としてタグ
付けされたレベル 0
のメンバーにデータ
をロードすることは
できません。ここを
クリックしてくださ
い

Note:

<listOfMembers>には、ランタイムで検証に失敗したすべてのメンバーが列挙
されます。
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Note:

• プライマリ・メンバーの前に置かれた共有メンバー:

– 次のディメンションに対して検証が実行されます: 勘定科目、増減、デー
タ・ソース、シナリオ、会社間、複数 GAAP、連結、管轄およびエンティテ
ィ(コンソール・キューブの場合のみ)

– 次のディメンションに対して検証は実行されません: 年、期間、ビューおよ
び通貨

• ディメンション内およびディメンション間での別名の重複: すべてのディメン
ションに対して検証が実行されます。

関連項目: メタデータ検証メッセージ

アクティビティ・レポートとアクセス・ログの操作
アクティビティ・レポートについて
アクティビティ・レポートは毎日自動的に生成され、これによってサービス管理者はアプリ
ケーションの使用状況を把握できます。アプリケーションのパフォーマンスに影響を与える
計算スクリプトおよびユーザー要求を特定し、アプリケーションの設計を合理化することに
も役立ちます。さらに、レポートを使用してサービスの使用状況とパフォーマンスを過去の
レポートと比較できます。このレポートに含まれる情報には、次のようなものがあります。
• サービスにアクセスしたユーザーの数。
特定日のユーザー数に対する平均使用期間に加え、レポートでは過去 1週間、過去 7日
間、過去 30日間にログインした 1日あたりのユーザー数も表示されます。

• 完了に 10秒以上かかった UI要求の比率と、完了に時間がかかった要求の上位 7位
UIリクエストは、サインイン、データのロード、フォームの操作およびルールの検証な
どのユーザー・アクションです。低パフォーマンス下位 30位のセクションでは、ユーザ
ー、アクションの期間、そのユーザーが実行したアクティビティ、およびユーザーが表示
した画面が示されます。

• 実行別のユーザー・インタフェース上位 15位
• 時間別の平均サービス・レスポンス時間および使用期間別のユーザー数
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• 期間別のアクティブなユーザーと非アクティブなユーザー上位 10位
• 1分以上かかったパフォーマンスの低い計算スクリプト・コマンドの下位 5位
• 時間別の計算スクリプト上位 10位
この表は、実行に最も長い時間がかかったビジネス・ルールを示しています。提供
される情報には、計算スクリプトの名前、スクリプトが実行された回数および期間
が含まれます。

• サポート対象外のブラウザのバージョンと、それを使用したユーザーの数。
• サービスへのアクセスに使用されたブラウザのバージョンと、それを使用したユー
ザーの数。

• レポート期間に発生したアプリケーション設計の変更
この項では、アプリケーションの設計変更(存在する場合)の監査証跡を示します。
アプリケーション名、変更された設計アーティファクトのタイプと名前、アーティ
ファクトを変更したいユーザーの ID、および変更の日時などの情報があります。
データ変更は、この表には反映されません。

• 使用されている Oracle Smart View for Officeのバージョンと、それを使用したユ
ーザーの数

• 最新バージョンの Smart Viewを使用していない、最もアクティブな Smart View
ユーザー上位 10位

Note:

アプリケーション・アクティビティ・レポートでは、管理者のタイム・ゾー
ン(メンテナンス・ウィンドウ画面で設定)を使用します。

アクセス・ログについて
サービスにアクセスした IPアドレスとそのアクティビティの詳細が含まれたカンマ
区切り値(CSV)ファイルをダウンロードできます。アクセス・ログは毎日生成されま
す。アクセス・ログに含まれる情報には、日時、ユーザーがアクセスしたリソース、
ユーザー・アクティビティの長さ、ユーザーがサービスに接続した IPアドレス、およ
びユーザーがサービスで実行したアクションなどがあります。
アクティビティ・レポートとアクセス・ログの保持ポリシー
アクティビティ・レポートとアクセス・ログは、過去 60日間分のみ保持されます。
監査用に必要な場合は、downloadfileコマンドを使用して、送信ボックスからローカ
ル・コンピュータにアクティビティ・レポートおよびアクセス・ログをダウンロード
します。Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作のコ
マンド・リファレンスを参照してください。
アクティビティ・レポートの表示およびアクセス・ログのダウンロードを行うには:

1. サービスにアクセスします。
2. 「アプリケーション」、「概要」、「アクティビティ・レポート」の順にクリックしま
す。

3. アクションを実行します(次から選択):
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• アクティビティ・レポートを開くには、表示するレポートの日付を示す行の「アクテ
ィビティ・レポート」の下の「表示」をクリックします

• アクセス・ログをダウンロードするには、ダウンロードするログの日付を示す行の
「アクセス・ログ」の下の「ダウンロード」をクリックします
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6
アプリケーションおよびシステムの設定の管理

関連トピック
• アプリケーション設定の指定
• アプリケーション所有権の管理
• Enterprise Performance Management Cloudデプロイメントでのフォントのアップロー
ド

• アプリケーションの外観のカスタマイズ
• 通知用電子メールの設定
• 変数の操作
• お知らせの作成
• アーティファクト・ラベルの指定

アプリケーション設定の指定
「アプリケーション設定」ページを使用してビジネス・プロセスのプリファレンスを設定しま
す。
ビジネス・プロセス設定を設定するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「設定」の順にクリックします。
2. 次のアプリケーションの設定にデフォルトを指定します。
表 6-1 アプリケーション設定

アプリケーション設定 説明
別名設定 別名テーブルの選択「メンバーのラベルの表示

形式」で、アプリケーション全体のメンバー・
セレクタにメンバー・データのタイプが表示さ
れるようにするオプションを選択し、表示する
ラベルを入力します。
• デフォルト - フォーム、グリッドまたはディ
メンション設定によって決定されるデータ

• メンバー名 - メンバー名のみ
• 別名 - メンバーの別名のみ(定義されている
場合)

• メンバー名: 別名 - 名前に続けて別名(定義
されている場合)

• 別名: メンバー名 - 別名(定義されている場
合)に続けて名前
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表 6-1 (続き) アプリケーション設定

アプリケーション設定 説明
数値のフォーマット 次のフォーマット・オプションを設定します:

• 3桁ごとの区切り文字(なし、カンマ、ドッ
トまたはスペース )

• 小数点(ドットまたはカンマ)
• 負数の表示(数値の前または後にマイナス

符号を付けるか、数値をカッコで囲む)
• 負数の表示色(黒または赤)
「アプリケーション設定」で数値のフォーマット
を変更できます。選択した結果は、現在のアプ
リケーションでアクセス権のあるすべてのフォ
ームのすべての通貨に適用されます。これらの
選択は、サービス管理者によって設定された個
別の通貨設定を上書きします。

承認 別名を表示するか、開始されていない承認ユニ
ットを表示するか、承認通知で別名として承認
ユニットを表示するかどうかを選択します。

通知 タスク・リスト、承認およびジョブ・コンソー
ルで通知を有効化します。

デジタル・アシスタント設定 Oracle EPM Digital Assistantの構成設定を指
定します。
ノート: これらの設定は、デジタル・アシスタン
トを使用できるようにするための大きな構成プ
ロセスの一部です。デジタル・アシスタントを
使用する前に、構成手順を完了する必要があり
ます。Oracle Cloud Enterprise Performance
Managementデジタル・アシスタント・スタート・ガイドの EPMデジタル・アシスタントの実
装(管理者)を参照してください。
• チャネル ID - デジタル・アシスタントの

Oracle Webチャネルを作成したときに生
成されたチャネル IDを入力します。

• サービス名 - デジタル・アシスタント URL
を入力します。これは、サービスにログオ
ンしたときに表示される Oracle Digital
Assistantサービス URLです。http://また
は https://を前に付けずに URLを入力しま
す。

Oracle Cloud Enterprise Performance
Managementデジタル・アシスタント・スタート・ガイドの EPMデジタル・アシスタントの使
用の開始も参照してください。
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表 6-1 (続き) アプリケーション設定

アプリケーション設定 説明
ページ ページでのメンバーのインデントおよびペー

ジ・ドロップダウンのアイテム数の設定に対す
るデフォルトを設定します。

ノート:

「「ページ」ドロップダウンの項目数」
オプションを使用すると、メンバー・
リストを短くできるため、「検索」ボ
ックスが見やすくなります。たとえ
ば、リストを 10メンバーに減らす
と、スクロールしなくても「検索」ボ
ックスが表示されます。
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表 6-1 (続き) アプリケーション設定

アプリケーション設定 説明
その他オプション • 日付フォーマット - 日付フォーマットを選

択するか、「自動検出」を選択してシステム
のロケール設定を使用します。

• 属性ディメンション日付フォーマット - 属
性ディメンションの日付フォーマットを選
択します。

• 部分グリッド・フェッチ・サイズ - フォーム
が大きく、開くのに長時間かかる場合、こ
のオプションを使用してフォームの一部を
開きます。開く行および列の数をカンマ(,)
区切りで入力します。

• Smart Viewでアプリケーション管理オプ
ションを抑制 - 新しいアプリケーションが
作成されると、デフォルトですべてのアプ
リケーション管理オプションが Smart
Viewで管理者に表示されます。アプリケ
ーション管理オプションを非表示にするか
表示するかを選択できます。「はい」を選択
すると、アプリケーション・オプションは
Smart Viewに表示されません。「いいえ」
を選択すると、アプリケーション・オプシ
ョンが Smart Viewに表示されます。

• アド・ホック読取り専用役割のデータ・ロ
ードの有効化 - デフォルトは「いいえ」で
す。アド・ホック読取り専用役割を持つユ
ーザーのデータ・ロードを有効にするには、
「はい」を選択します。

• 連結ルール・ロギングの有効化 — 連結ルー
ルのロギングを有効にする場合に選択しま
す。

• ルールがバックグラウンドで実行されるま
での秒数の設定—0から 600までの値を入
力します。

• クライアント・ログ・レベル - ログに必要な
詳細のレベルを設定します。接続したデー
タ・ソースからのエラー・メッセージ、警
告メッセージおよび情報メッセージはすべ
て発生時に表示されますが、どのメッセー
ジ・レベルのものをブラウザ・コンソール・
ログ・ファイルに記録するかは選択できま
す。この設定は、Oracle JETテクノロジを
使用するWebインタフェースでのみ使用
できます。表示および記録するメッセー
ジ・レベルの選択:
– 「なし」: すべてのメッセージを抑制し
ます。

– 「情報」: 警告およびエラーを含む、す
べてのメッセージ — 問題を診断する
際に推奨。パフォーマンスに悪影響を
与える可能性があります。

– 「警告」: 警告レベルおよびエラー・レ
ベルのメッセージ。パフォーマンスに
悪影響を与える可能性があります。
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表 6-1 (続き) アプリケーション設定

アプリケーション設定 説明
– 「エラー」: エラー・メッセージのみ —
一般的な使用に推奨。パフォーマンス
への影響が最小になります。

– 「一般」: 情報レベルのメッセージとす
べてのサーバー・レスポンスおよびリ
クエスト。パフォーマンスに悪影響を
与えます。

• アド・ホックのユーザー式の有効化: 「は
い」を選択すると、アド・ホック・グリッ
ドでメンバー式が添付されたセルにカーソ
ルを置いたときに、セルに関連付けられて
いるメンバー式が表示され、計算をオンザ
フライで実行できます。

• 「セグメント」ドロップダウンでの除外メン
バーのフィルタ処理—デフォルトは「はい」
です。「いいえ」を選択すると、フォームで
行のドロップダウン POVに除外メンバー
が表示されます。

3. 次の「システム設定」のオプションを指定します。
表 6-2 システム設定

システム設定 説明
ユーザーのフル・ネームの表示 選択すると、ユーザーのフル・ネームが表示さ

れます(Victoria Henningsなど)。クリアする
と、ユーザーの ID(たとえば、VHennings)が表
示されます。

キューブのリフレッシュに共有メンバーを含め
る

選択すると、共有メンバーが基本メンバーに割
り当てられたセキュリティ・アクセスを継承し
ます。
選択を解除すると、共有メンバーは、基本メン
バーと共有メンバーの親に割り当てられている
アクセスの組合せに基づいて、最大のセキュリ
ティ・アクセスを継承します。

電子メールの文字セット たとえば、UTF-8、「地域設定」などがありま
す。

ビジネス・ルール通知 「はい」に設定すると、(Calculation Manager
で通知が有効になっている)ルールが完了する
か、エラーが発生した場合にユーザーまたはグ
ループに通知されます。ユーザーに通知で、通
知するユーザーまたはグループを選択します。
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表 6-2 (続き) システム設定

システム設定 説明
アド・ホック・フォームでの共有メンバーに対
するドリルダウンを許可

• 「はい」では、アド・ホック・グリッドで共
有メンバーに対するドリルダウンが許可さ
れます。
「はい」に設定すると、「ベースのすべての
レベルにドリル」チェック・ボックスが表
示されます。
このオプションが「はい」に設定されてい
る場合、ブロックの抑制はサポートされま
せん。ブロック抑制を無効にするには:
– Oracle Smart View for Officeの場
合、「オプション」の「データ・オプシ
ョン」で、「欠落ブロックの抑制」を無
効にします。

– Webの場合、「プリファレンス」の「ア
ド・ホック・オプション」で、「行で欠
落しているブロック」を無効にします。

• いいえの場合、アドホック・グリッドでの
共有メンバーに対するドリルダウンは無効
です。

共有メンバーの複数セルのズーム・インはサポ
ートされていません。Oracle Smart View for
Officeの操作の EPM Cloudの共有メンバーの
ズーム・インも参照してください。

ベースのすべてのレベルにドリル アド・ホック・グリッド・ユーザーは、共有メ
ンバーからベース階層内のすべてのレベルにド
リルダウン(またはズーム・イン)できます。この
チェック・ボックス・オプションは、標準モー
ドのアプリケーションにのみ適用されます。
「ベースのすべてのレベルにドリル」チェック・
ボックスは、「アド・ホックでの共有メンバーに
対するドリルダウンを許可」が「はい」に設定
されている場合に表示されます。
共有メンバーは、多くの場合、その基本階層の
親メンバーです。「ベースのすべてのレベルにド
リル」チェック・ボックスを有効にすると、ユ
ーザーはズーム・オプション「すべてのレベル」
または「最下位レベル」を使用して、共有メン
バーから基本階層にドリルダウンできます。
「ベースのすべてのレベルにドリル」チェック・
ボックスが無効になっている場合、ユーザーは、
「次のレベル」ズーム・オプションを使用して一
度に 1レベルずつ基本階層の各レベルにズー
ム・インできます。
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表 6-2 (続き) システム設定

システム設定 説明
承認プロセスの電子メールの最小化 承認の使用時にユーザーが受信する電子メール

の数を減らします。デフォルトは「いいえ」で
す。
「はい」を選択すると、ユニットの新しい所有者
にメール通知(承認された親エンティティに関
する)が 1通のみ送信されます。ユニット階層
のすべての子エンティティに個別の電子メール
通知が送信されるわけではありません。「いい
え」を選択すると、親ノードで設定されている
所有者が、選択したノートについてのメールも、
各子ノードについてのメールも受信します。

アプリケーションの使用可能 バックアップ中などの管理モードのときに、ユ
ーザーがアプリケーションにアクセスできるか
どうかを判別します。「管理者」を選択すると、
非管理者ユーザーがアプリケーションにログオ
ンしている場合、ユーザーは強制的にシステム
からログオフされ、ログオンできなくなります。
すべてのユーザーがアプリケーションにアクセ
スできるように戻すには、「すべてのユーザー」
を選択します。

アプリケーションの所有者の割当 アプリケーションの所有権を別の管理者に割り
当てます。

代替変数の表示を使用可能にする ユーザーが、ビジネス・ルールで実行時プロン
プトへの応答時に「メンバー選択」ダイアログ・
ボックスに代替変数をどう表示させるかを次の
ように設定します。「すべて表示」では、すべて
の代替変数が表示されます。「何も表示しない」
では、代替変数は表示されません。「フィルタの
使用可能」では、実行時プロンプトに有効な代
替変数のみが表示されます。

Smart View抑制の動作 行と列にデータの欠落やゼロがある場合、
Oracle Smart View for Officeで、抑制動作を
選択します。
• レガシーを選択すると、「データなし」、「欠

落」または「ゼロ」のいずれか(両方ではな
い)を含む行、列、またはその両方が抑制さ
れます。

• 標準を選択すると、「データなし」、「欠落」
と「ゼロ」の両方を含む行、列、またはそ
の両方が抑制されます。
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表 6-2 (続き) システム設定

システム設定 説明
Smart Viewアド・ホック動作 新規および再作成されたアプリケーションはす

べて、自動的に「標準」に設定されます。
既存および移行されたアプリケーションの場合
は、Oracle Smart View for Officeで拡張アド・
ホック機能および動作を有効にするかどうかを
選択します。
• ネイティブ(デフォルト) - 拡張アド・ホック

機能を有効化しません。
すべての Smart Viewリリースでサポート
されます。

• 標準 - 拡張アド・ホック機能を有効化しま
す。
リリース 11.1.2.5.900以降の Smart View
でサポートされます。

標準モードで使用可能な拡張アド・ホック機能
の完全な説明は、Oracle Smart View for Officeの操作の EPM Cloudでの Smart Viewの動作オプションを参照してください。

リフレッシュ時にすべての別名表を使用 アド・ホック・グリッドに入力された別名を、
現在選択されている別名表を使用して評価する
か、すべての別名表に対して評価するかを指定
します
• はい: 入力は、すべての別名表およびすべて
のメンバー名に対して評価されます。

• いいえ: 入力は、現在選択されている別名表
およびすべてのメンバー名に対して評価さ
れます。これがデフォルトの設定です。

入力が有効なメンバー名または別名として識別
できなかった場合、その入力はコメントとして
表示されます。

日次メンテナンス時に増分データ・インポート
のために EPM Cloudスマート・リストのテキ
スト・データをエクスポート

日次メンテナンス・プロセス中に完全なエクス
ポートを実行するか、アプリケーション・バッ
クアップを作成するかを選択します:
• はい(デフォルト) - 完全なエクスポートを
実行することで、スマート・リスト・デー
タを含むデータをアプリケーションに増分
的にインポートできます(このオプション
ではメンテナンス・プロセスの時間が長く
なる可能性があります)

• いいえ — メンテナンス・プロセス時にアプ
リケーションのバックアップを作成するこ
とで、全面的な復元の一部としてデータを
使用できます

第 6章
アプリケーション設定の指定

6-8



表 6-2 (続き) システム設定

システム設定 説明
デフォルトで勘定科目をリンク ブロック・ストレージ(入力)キューブの場合、デ

フォルトで勘定科目メンバーを相互参照リンク
するかどうかを選択します。
• はい(デフォルト) - 相互参照は勘定科目メ
ンバーで作成され、ビジネス・プロセスは
以前のリリースと同じように機能します。

• いいえ — 相互参照は勘定科目メンバーで
作成されず、ビジネス・プロセスのパフォ
ーマンスを向上できます。「いいえ」を選択
すると、「キューブのリフレッシュ」を実行
した後、勘定科目メンバーの既存の相互参
照はすべて削除され、非ソース・キューブ
ではソース・キューブのデータが表示され
なくなります。

属性ディメンション並替えしきい値 0から 500までのしきい値を入力します(500が
デフォルト値です)。
属性ディメンションについては、特定の親の下
のメンバー数が、指定したしきい値を超えると、
メタデータのロード中ではなく、ロードの終了
時にメンバーが並べ替えられます。属性ディメ
ンションの特定の形状によっては、この数値を
調整すると、パフォーマンスに影響が生じるこ
とがあります。一般に、属性ディメンションの
ロード時間が許容可能なレベルを下回らないか
ぎり、この設定は無視できます。

レポート・オプションの設定 「レポート設定」をクリックします。「レポート
設定」から、レポートの作成に使用する
TrueTypeフォントをアップロードできます。
Enterprise Performance Management Cloudデ
プロイメントへのフォントのアップロードを参
照してください。

4. 「保存」をクリックして、アプリケーション設定を保存します。

アプリケーション所有権の管理
アプリケーションを作成したサービス管理者には、アプリケーション所有者機能が自動的に
割り当てられます。アプリケーション所有者の役割を持つサービス管理者が削除された場合
や、ユーザーに事前定義された役割の割当てがダウングレードされた(例: サービス管理者から
パワー・ユーザーなど)場合、アプリケーション所有者の役割は、アプリケーションで次に(ア
ルファベット順)使用可能なサービス管理者ユーザーに再割当てされます。その後、現在のア
プリケーション所有者ユーザーの役割が削除または変更されて、アクセス制御と同期されま
す。
使用可能なサービス管理者がいない場合、サービス管理者ユーザーの削除や役割の変更は行
われません。問題を解決するための以降の手順について Oracleからご連絡します。
任意のサービス管理者が、「システム設定」を使用して、アプリケーション所有者の役割を任
意の使用可能なサービス管理者に引き継いだり再割当てできます。
関連項目: アプリケーション設定の指定
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Enterprise Performance Management Cloudデプロイメ
ントへのフォントのアップロード

会社でレポートの作成に使用するいずれかの TrueTypeフォントをレポート・デザイナ
がアップロードすることをお薦めします。「アプリケーション設定」を使用して、個々
のフォント・ファイルまたは複数の TrueTypeフォントが格納された zipファイルを
「フォント」フォルダにアップロードできます。
フォント・ファイルは TrueTypeフォントである必要があり、フォント・フォルダ構造
にすでに存在するファイルはアップロードできません。重複するフォントをアップロ
ードすると、フォント・ファイルが重複する(または無効な)ことを示すエラー・メッセ
ージが表示されます。複数のフォントを zipファイルでアップロードした場合は、他の
有効なファイルすべてがロードされます。
フォントをアップロードするときには、フォント・ファミリ自体の一部である「標準」、
「斜体」、「太字」、「太字斜体」フォントなどのバリアントがそのフォントにあるかどう
かを確認する必要があります。この場合、システム内で使用される標準フォント・フ
ァイルをアップロードするのではなく、完全なフォント・ファミリを zipファイルとし
てアップロードすることをお薦めします。
フォント・ファミリとそのバリアントの詳細は、Microsoft社のフォント・ライブラリ
を参照してください。
Enterprise Performance Management Cloudのデプロイメントにフォントをアップロ
ードするには:

1. Oracle Enterprise Performance Management Cloudサービスから、「アプリケーシ
ョン」、「設定」の順にクリックします。詳細は、アプリケーション設定の指定を参
照してください。

2. レポート・オプションを指定するには、レポート・オプションの設定から「レポー
ト設定」をクリックします。

3. 「設定」ダイアログで、フォントの管理をクリックします。
4. 「フォント」ダイアログで、

をクリックし、「ファイルのアップロード」を選択します。
5. 「ファイルのアップロード」ダイアログで「参照」をクリックして、アップロード
する TrueTypeフォントに移動し、「OK」をクリックします。

ノート:

複数のフォントをアップロードする場合は、zipファイルを作成します。

第 6章
Enterprise Performance Management Cloudデプロイメントへのフォントのアップロード

6-10

https://learn.microsoft.com/en-us/typography/font-list/


ノート:

フォント・ファイルのサイズによっては、アップロードの実行に時間がかかる
可能性があることに注意してください。
 

 

アプリケーションの外観のカスタマイズ
外観ページで、Oracle Enterprise Performance Management Cloud環境の全般的なルック・
アンド・フィールを変更できます。レッドウッド・エクスペリエンスを有効にすると、新し
いアプリケーションのルック・アンド・フィールが提供されるのみでなく、動的タブなど、
他のテーマでは使用できない特定の機能も含まれています。レッドウッド・エクスペリエン
スを使用しないことを選択した場合は、かわりに、様々な背景色やアイコン・スタイルなど、
事前定義されたクラシック・テーマのリストから選択できます。ブランド・ロゴと背景イメ
ージをホーム・ページに追加して、ビジネス・プロセス名を非表示にすることもできます。

ノート:

• ビジネス・プロセスの外観をカスタマイズするには、サービス管理者である必
要があります。

• 「ユーザー・プリファレンス」でプロファイル・ピクチャを設定して、ホーム・
ページの「お知らせ」パネルの上部に表示できます。「ツール」に続いて、「ユ
ーザー・プリファレンス」をクリックします。詳細は、Tax Reportingの操作の
プロファイル・ピクチャの設定を参照してください。

表示の外観をカスタマイズするには:
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1. ホーム・ページで「ツール」をクリックし、「外観」をクリックします。
2. 次のカスタマイズ・オプションから選択します:

• レッドウッド・エクスペリエンスの有効化—最新のユーザー・エクスペリエン
スを利用し、レッドウッド・エクスペリエンスでのみ使用可能な機能を利用す
る場合に選択します。このオプションを無効にすると、「テーマ」オプション
が表示されます。

• テーマ—「レッドウッド・エクスペリエンスの有効化」オプションの選択を解
除した場合のみ使用可能になります。事前定義されたクラシック・テーマのリ
ストからオプションを選択します。

• 「ロゴ・イメージ」および「背景イメージ」—事前定義された Oracleロゴとテ
ーマベースの背景イメージを独自のイメージに置き換えます。「ファイル」を
選択し、ローカルに保存されているカスタム・イメージのファイルを選択する
か、「URL」を選択してカスタム・イメージの URLを選択します。サポートさ
れているグラフィック形式は、.jpg、.pngまたは.gifであり、ファイル・アッ
プロードは 5MBに制限されています。テーマベースのロゴおよび背景イメー
ジを選択するには、「事前定義」を選択します。

• ビジネス・プロセス名の表示—デフォルトでは、ビジネス・プロセス名は、ホ
ーム・ページのロゴの横と、ブラウザのタブを開いたときのタブに表示されま
す。「いいえ」が選択されている場合、ホーム・ページではビジネス・プロセ
ス名が非表示になり、ブラウザのタブには「Oracle Applications」が表示さ
れます。

ノート:

• 事前定義済テーマを編集することも、削除することも、カスタム・テ
ーマを作成することもできません。

• ロゴおよび背景イメージの両方をカスタマイズできます。幅 125px、
高さ 25pxより小さいロゴ・イメージは、スケーリングなしで収まり
ます。大きいイメージ・ロゴの場合、そのイメージが歪みなしでスケ
ーリングされるように、5:1の比率を維持することをお薦めします。
背景イメージのデフォルト・サイズは 1024x768です。これより大き
な背景イメージを使用できますが、画面の解像度設定に適合するよう
にイメージがスケーリングされ、イメージが水平方向に中央揃えされ
ます。背景イメージをブラウザとモバイル・デバイスの両方に適合さ
せる場合、最大画面(または最高解像度のデバイス)に適合するように
イメージをサイズ調整することをお薦めします。

• カスタムの背景イメージを使用しているお客様は、新しいテーマに切
り替えるとき、アイコンおよびラベルの色のコントラストが適切であ
ることを確認する必要がある場合があります。解決するには、異なる
テーマまたは適切な背景を選択することを検討してください。

3. 「保存」をクリックします。
4. 更新内容を確認するには、ビジネス・プロセスをサインアウトしてから再度サイン
インします。
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通知用電子メールの設定
タスク・リスト、承認およびジョブ・コンソールで発生した変更を電子メールでユーザーに
知らせる通知を設定できます。タスク・マネージャの通知は、通知を起動するイベントの発
生した翌日に、まとめてユーザーに送信されます。電子メールが設定され、通知が有効化さ
れると、ユーザーが承認ユニットの所有者になったときや、確認アクションを通知するユー
ザーとして指定されたときに、ユーザーに通知が行われます。
通知は、次の場合に送信されます:

• 遅延通知 - 遅延通知は、タスクの期限日の翌日にユーザーに送信されます。
• ステータス変更通知 - タスクの作業準備が完了したという通知が、タスク・ステータスの
変更時に送信されます。

• 期限日リマインダ - リマインダは、タスクの期限日の指定した日数前にユーザーに送信さ
れます。

通知を非アクティブにするには、「通知」チェック・ボックスをクリアし、「通知する」に「な
し」を選択します。
電子メール通知を設定して有効化するには:

1. ホーム・ページで、ツール」、「ユーザー・プリファレンス」の順にクリックします。
2. 「通知」をクリックします。

 

 

3. オプション: 管理者の場合は、「管理者の設定を使用」を選択できます。
4. 電子メール・アドレスに、電子メール・アドレスを入力します。
5. 「通知」で、通知を送信するアプリケーション更新を選択します。

• タスク・リスト
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• 承認
• ジョブ・コンソール

6. 「電子メール開始時間」および「電子メール終了時間」を選択します。
7. 「通知タイプ」で通知のタイプを選択し、ビジネス・プロセスを展開して、通知を
受け取るユーザーのオプション(例: あなたはタスク承認者です。タスク承認者が
遅延しています)を選択します。

8. 「通知する」で、ドロップダウン・リストから通知の送信頻度を選択します:

• 1日に 1回
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 混在
• なし - (ステータス変更通知および期限日リマインダに適用)

9. 「保存」をクリックします。

変数の操作
ユーザー変数の作成

ユーザー変数はフォームでフィルタとして機能し、ユーザーは部署、特定の時間枠、
勘定科目などの特定のメンバーのみに集中できます。ユーザー変数は、管理者が作成
します。
ユーザー変数を作成するには
1. ホーム・ページで「ツール」を選択し、「変数」を選択します。
2. 「ユーザー変数」タブを選択します。

 

 

3. 「追加」 をクリックします。新規行が表に追加されます。
4. 「ユーザー変数」タブで、「ディメンション」の下でユーザー変数を作成するディメ
ンションを選択します。

5. 「ユーザー変数名」で、新しいユーザー変数の名前を入力します。
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6. 「ユーザー変数定義」で、「メンバー・セレクタ」 をクリックしてユーザー変数に必要
なメンバーを選択します。

7. オプション: 「コンテキストの使用」を選択して、ユーザー変数が視点で使用できるよう
にします。この設定では、ユーザー変数の値はフォームの内容により動的に変更されま
す。

8. 「OK」をクリックします。これで、フォームにユーザー変数を関連付けることができま
す。

代替変数の作成
代替変数は定期的に変化する情報のグローバルなプレースホルダとして機能します。たとえ
ば、フォームやレポート・スクリプトで月の値を毎月更新しなくてもよいように、現在の月
メンバーを代替変数 CurMnthに設定できます。
代替変数を作成するには
1. ホーム・ページで「ツール」を選択し、「変数」を選択します。
2. 「代替変数」タブを選択します。

 

 

3. 「追加」 をクリックします。新規行が表に追加されます。
4. 「キューブ」で、変数の作成に使用するキューブを選択します。
5. 「名前」で、代替変数の名前を入力します。
6. 「値」で、代替変数の値を入力します。
7. 「保存」をクリックします。

お知らせの作成
管理者は、システム・メンテナンスなどの近々のイベントに関するお知らせを作成してユー
ザーに送信できます。お知らせは、アプリケーションのホーム・ページの「お知らせ」領域
に表示されます。
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1. ホーム・ページで「ツール」をクリックし、「お知らせ」をクリックします。
2. 「作成」をクリックします。
3. お知らせの情報を入力します。

• 件名 - お知らせの目的。
• 開始日 - お知らせをいつ送信するか。
• 終了日 - オプション。
• 内容。テキストを入力する前に編集モード(リッチ・テキストまたはソース・
コード)を選択する必要がある場合があります。

4. お知らせを保存するには、「保存して閉じる」をクリックします。

アーティファクト・ラベルの指定
「アーティファクト・ラベル」ページで、ロケールごとにアーティファクト・ラベルを
定義します。アーティファクト・ラベルは、他のファイルからインポートおよびエク
スポートできます。

ノート:

アーティファクト・ラベルを操作するには、サービス管理者である必要があ
ります。

アーティファクト・ラベルを指定するには:

1. ホーム・ページで、「ツール」をクリックします。
2. 「アーティファクト・ラベル」をクリックします。
3. オプション: アーティファクト・ラベルのリストをフィルタするには:

a. 「フィルタ」 をクリックします。
b. 「フィルタ」ダイアログ・ボックスで、「アーティファクト」と「プロパティ」
のフィルタを選択し、「適用」をクリックします。

4. アーティファクトの言語を追加するには、アーティファクトを選択し、「言語の追
加」ドロップダウンから言語を選択します。

5. 「保存」をクリックします。
アーティファクト・ラベルをインポートするには:

1. ホーム・ページで、「ツール」をクリックします。
2. 「アーティファクト・ラベル」をクリックします。
3. 「アーティファクト・ラベル」ページで、「アクション」アイコンをクリックし、「イ
ンポート」を選択します。

4. 「アーティファクト・ラベルのインポート」ページで、インポート・ファイルの場
所を選択します。
• ローカル - 自分のコンピュータ上の場所からファイルをインポートします。
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• 受信ボックス - サーバーからインポート・ファイルをインポートします。
5. ソース・ファイルを入力または選択します。

• 「ローカル」を選択した場合、「参照」をクリックし、ファイルに移動します。
• 「受信ボックス」を選択した場合、「ソース・ファイル」にファイルの名前を入力しま
す。

6. 「インポート」をクリックします。
アーティファクト・ラベルをエクスポートするには:

1. ホーム・ページで、「ツール」をクリックします。
2. 「アーティファクト・ラベル」をクリックします。
3. 「アーティファクト・ラベル」ページで、「アクション」アイコンをクリックし、「エクス
ポート」を選択します。

4. 「アーティファクト・ラベルのエクスポート」ページで、インポート・ファイルの場所を
選択します。
• ローカル - 自分のコンピュータ上の場所からファイルをインポートします。
• 受信ボックス - サーバーからインポート・ファイルをインポートします。

5. 「エクスポート」をクリックします。
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7
EPM Cloudでの環境の接続

次も参照:

• EPM Cloud環境の接続について
• EPM Cloud接続を移行する際の考慮事項
• 他の EPM Cloud環境への接続の作成、編集および削除
• 外部Webサービスへの接続
• 外部接続の詳細設定オプションの指定
• EPM Cloud環境間の移動
• 他の EPM Cloud環境にアクセスするためのナビゲーション・フローのカスタマイズ
• 接続された環境を統合するための直接 URLの使用

EPM Cloud環境の接続について
概要
サービス管理者は、次のタイプの EPM Cloud環境を複数接続できます:

• Account Reconciliation

• Enterprise Profitability and Cost Management

• Financial Consolidation and Close

• フリーフォーム
• Narrative Reporting

• Planning

• Planningモジュール
• Profitability and Cost Management

• Sales Planning

• Strategic Workforce Planning

• Tax Reporting

サービス管理者が接続を設定すると、EPM Cloudサブスクリプション間でアクセス権のある
ユーザーは、1回のログインで 1つのアクセス・ポイントから、それらの間を移動できます。
また、フォーム、ダッシュボードなど環境間のアーティファクトは、ナビゲーション・フロ
ーのカードでクラスタ内またはタブ内に混在させることができます。ターゲット環境のアー
ティファクトは、ユーザーの役割に基づいてアクセスできます。
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ノート:

Oracle Analytics Cloud Enterprise Editionまたは Professional Edition 5.6と
EPM Cloudプラットフォームの両方のサービスを所有している場合は、これ
らを直接接続することもできます。接続を構成すると、EPM Cloudビジネ
ス・プロセスからのデータを Oracle Analytics Cloud内でビジュアル化できま
す。EPMデータをメタデータ・リポジトリ(RPD)ファイル内にモデル化する
ことなく、Oracle Analytics Cloud内でビジュアライゼーションやダッシュボ
ードを作成できるようになります。詳細は、Oracle Analytics Cloudドキュメ
ントを参照してください。
さらに、Oracle NetSuite Account Reconciliationおよび Oracle NetSuite
Planning and Budgetingを接続できます。

接続できる環境
ソース環境とは、接続の作成元となる環境です。ターゲット環境は、ソース環境から
接続する先の環境です。
これらのソース環境を接続できます(これらの環境はターゲット環境になることもでき
ます):

• Enterprise Profitability and Cost Management

• フリーフォーム
• Financial Consolidation and Close

• Oracle NetSuite Planning and Budgeting

• Planning

• Planningモジュール
• Sales Planning

• Strategic Workforce Planning

• Tax Reporting

ソース環境をこれらのターゲット環境に接続することもできます(これらの環境がソー
ス環境になることはできません):

• Account Reconciliation

• Narrative Reporting

• Oracle NetSuite Account Reconciliation

• Profitability and Cost Management

他の EPM Cloud環境に接続する方法
• 「ナビゲータ」 メニューで、ソース環境とターゲット環境を切り替えます。EPM

Cloud環境間の移動を参照してください。
• ソース環境のナビゲーション・フローをカスタマイズして、ホーム・ページから他
のターゲット環境のクラスタ、カードおよびアーティファクトにアクセスできるよ
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うにします。他の EPM Cloud環境にアクセスするためのナビゲーション・フローのカス
タマイズを参照してください。

• 直接 URLを使用して、接続された環境をシームレスに統合します。接続された環境を統
合するための直接 URLの使用を参照してください。

考慮事項
• サービス管理者のみが、環境間の接続を作成します。
ユーザーがナビゲーション・リンクをクリックすると、リンク先の環境が開きます。リン
ク先の環境内でのアクセスは、ユーザーに割り当てられた事前定義済の役割とアクセス権
限(存在する場合)によって決まります。

• 環境間の移動をシームレスにするために、環境間のナビゲーション・フローを設定する環
境インスタンスはすべて、同じアイデンティティ・ドメインに属する必要があります。

ノート:

ターゲットとソースの環境インスタンスが同じアイデンティティ・ドメインに
属していない場合は、それらのインスタンス間の接続を確立できません。

• サービス管理者が、企業の SSO (アイデンティティ・プロバイダ)資格証明を使用して環
境間接続を構成することはできません。
環境が SSO用に構成されている場合は、環境間接続を構成するサービス管理者に、アイ
デンティティ・ドメイン資格証明が保持されている必要があります。アイデンティティ・
ドメイン資格証明によるサインインの有効化を参照してください。

• 特定のユース・ケース・シナリオでは、テスト環境と本番環境の間で環境間の接続を移行
すると、問題が発生することがあります。詳細は、EPM Cloud接続を移行する際の考慮
事項を参照してください。

• 環境間接続でバニティ URLはサポートされていません。
トラブルシューティング
環境の接続中に発生する一般的なエラーの修正については、『Oracle Enterprise Performance
Management Cloudオペレーション・ガイド』のナビゲーション・フローに関する問題の処
理を参照してください。
ビデオ

目的 参照するビデオ
EPM Cloudワークフローのカスタマイズ方法を学
習するには、次のビデオを参照してください。  概要: EPM Cloudビジネス・プロセスを統

合するためのナビゲーション・フローの構成

EPM Cloud接続を移行する際の考慮事項
オラクル社では、サービス管理者が環境の接続などの新機能をテスト環境で試してから本番
環境に移行することが一般的であると認識しています。ただし、そうすると、移行後に問題
が発生する可能性があります。ここでは、知っておく必要があるユース・ケース・シナリオ
をいくつか説明します。
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次のシナリオでは、Financial Consolidation and Closeおよび Planningの環境があるこ
とが前提となります。
ユースケース・シナリオ 1: テストから本番へ
テスト環境の接続を本番環境に移行する場合、テスト環境で定義された接続が対応す
る本番環境を指すように変更されていることを確認してください。
たとえば、サービス管理者が Planningと Financial Consolidation and Closeのテスト
環境間の接続を定義したとします。その後、サービス管理者はこの接続を使用して、
Financial Consolidation and Closeのカードを参照するナビゲーション・フローを
Planning内に構築します。サービス管理者が Planningテスト環境の移行のために作
成するスナップショットには、Financial Consolidation and Closeテスト環境への接続
を含む、接続およびナビゲーション・フローが含められます。
このスナップショットを Planning本番環境に移行すると、Planningには Financial
Consolidation and Closeテスト環境への不要な接続が含まれることになります。環境
の移行前または移行後に、不要な接続を、対応する本番環境を指すように手動で変更
する必要があります。
ユースケース・シナリオ 2: 本番から本番へまたはテストからテストへ
このシナリオでは、警告する点はありません。
ユースケース・シナリオ 3: 本番からテストへ
このシナリオでは、サービス管理者が問題を解決するためにスナップショットを本番
環境からテスト環境に移行しようとしている可能性があります。テスト環境で作成さ
れた接続はまだ本番環境を指しているため、サービス管理者がテスト環境を指すよう
に接続を変更することが重要です。テスト環境に本番インスタンスを指す接続がある
と、本番環境が誤って改ざんされる可能性があります。

他の EPM Cloud環境への接続の作成、編集および
削除

他の EPM Cloud環境への接続を作成する前に、接続するソース環境とターゲット環境
に対するアクセス権があることを確認してください。また、接続する他の環境の URL
および各環境のログイン詳細(サービス管理者としてのユーザー IDとパスワードなど)
も必要です。
接続を作成、編集、複製および削除するには:

1. ソース環境にログインします。
2. ホーム・ページから「ツール」をクリックして、次に「接続」をクリックします。
3. 次のいずれかの操作を選択します。

• 接続を追加するには:

a. 「接続の管理」ページで、「作成」をクリックします。
b. 接続を作成するためのプロバイダの選択ページで、追加するターゲット環
境を選択します。

c. ターゲット環境の接続詳細を入力します:
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– 「プロバイダの変更」をクリックして、別のターゲット環境を選択します。
– 「接続名」にはこのナビゲーション・リンクの名前、たとえば連結アプリケーシ

ョンを入力します。
– オプションのリンクの説明を入力します。
– 「URL」に、ターゲット環境インスタンスの URL (http(s)://your-target-

host-url.comなど)を入力します。ターゲット環境インスタンスにサインイ
ンする際には、通常、この URLを使用することになります。

– 「サービス管理者」と「パスワード」を使用して、サービス管理者の資格証明
を指定します。

ノート:

* これらの資格証明は、ナビゲーション・リンクの定義と検証に
のみ使用されます。ユーザーがログインする際には、ターゲッ
ト環境にアクセスするためにそのユーザー自身の役割とアクセ
ス権が適用されます。

* 他の EPM Cloud環境への接続では、ユーザー名の前にドメイン
名を付けないでください。ただし、他の外部Webサービスへの
接続ではドメイン名が必要です。外部Webサービスへの接続
を参照してください。

– 「ドメイン」フィールドは、入力した URLに基づいて自動的に移入されます。
URLにドメインがない場合、「ドメイン」フィールドは空白のままです。

d. 「検証」をクリックします。
e. 検証が成功した場合は、「保存して閉じる」をクリックします。

• 接続を編集するには:

a. 「接続の管理」ページで、接続の名前をクリックします。
b. 接続の詳細を編集します。

ノート:

URLを編集して新しいサービス・タイプに接続すると、ナビゲーショ
ン・フローの分断が発生する可能性があります。異なるサービスに接続
する必要がある場合は、かわりに新しい接続を作成することをお薦めし
ます。

c. 「検証」をクリックします。
d. 検証が成功した場合は、「保存して閉じる」をクリックします。

• 接続を複製するには:

a. 「接続の管理」ページの、複製する接続の横の「アクション」列で、 をクリッ
クします。

b. 「複製」をクリックします。
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c. 複製の接続の名前を入力し、「OK」をクリックします。
• 接続を削除するには:

a. 「接続の管理」ページの、削除する接続の横の「アクション」列で、 
をクリックします。

b. 「削除」をクリックします。
ターゲット環境が EPM Cloudソース環境に接続されている場合は、ソース環境の「ナ
ビゲータ」 メニューの「自分の接続」ペインにリストされます。「ナビゲータ」
メニューの「自分の接続」ペインでは、環境間を移動できます。EPM Cloud環境間の
移動を参照してください。
トラブルシューティング
トラブルシューティングのサポートは、Oracle Enterprise Performance Management
Cloudオペレーション・ガイドのナビゲーション・フローに関する問題の処理を参照し
てください。

外部 Webサービスへの接続
サービス管理者は、外部Webサービスとの間でデータを読み書きする目的で外部Web
サービスに接続することもできます。
この接続を Groovyスクリプトで参照または使用して、Groovyスクリプトと外部
HTTP/HTTPSリソース間に通信リンクを作成できます。この接続を Groovyスクリプ
トで使用する方法の詳細および例は、EPM Groovyオブジェクト・モデルの Connection
および HttpRequestオブジェクトについて、Java APIドキュメントを参照してくださ
い。

ノート:

「その他のWebサービス・プロバイダ」接続タイプは、Groovyルールを作成
可能なビジネス・プロセスでのみ使用できます。Oracle Enterprise
Performance Management Cloud、Groovyルール Java APIリファレンスを
参照してください。

外部Webサービスへの接続を作成する前に、接続するWebサービスへのアクセス権
があることを確認する必要があります。場合によっては Webサービスの URLおよび
ログイン詳細も必要です。
外部Webサービスへの接続を作成するには:

1. ソース環境にログインします。
2. ホーム・ページから「ツール」をクリックして、次に「接続」をクリックします。
3. 「接続の管理」ページで、「作成」をクリックします。
4. 「その他のWebサービス・プロバイダ」をクリックします。
5. 接続名および接続の説明を入力します。
6. ターゲット接続の URLを入力します。
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7. URLの詳細設定オプションを必要に応じて入力します。

ノート:

オプションの詳細設定オプションでは、外部接続を定義するときに問合せまた
はヘッダー・パラメータを指定できます。外部接続の詳細設定オプションの指
定を参照してください。

8. 必要に応じて、接続のユーザーおよびパスワード・ログイン資格証明を入力します。
Oracle Fusion Cloud EPMサービスへの接続など、場合によってはユーザー名の前にドメ
イン名を付ける必要があります(例: <アイデンティティ・ドメイン>.<ユーザー名>)。
EPM Cloud REST APIの基本認証の理解およびアイデンティティ・ドメインの検出手順
の詳細は、Enterprise Performance Management Cloud REST APIの基本認証 - クラシッ
クおよび OCIを参照してください。

9. 「保存して閉じる」をクリックします。

外部接続の詳細設定オプションの指定
オプションの詳細設定オプションでは、外部接続を定義するときに問合せまたはヘッダー・
パラメータを指定できます。

ノート:

外部接続の問合せパラメータを定義する機能は、Groovyルールを作成可能なビジネ
ス・プロセスでのみ使用できます。Oracle Enterprise Performance Management
Cloud、Groovyルール Java APIリファレンスを参照してください。

外部接続の詳細設定オプションを指定するには:

1. 外部接続を作成するか、既存の外部接続をオープンします。
外部Webサービスへの接続を参照してください。

2. 接続の詳細を入力し、「詳細設定オプションを表示」をクリックします。
3. 次のように問合せ詳細を指定します。

• : 問合せの追加
• : 問合せの削除
• タイプ: 「ヘッダー」または「パラメータ」を選択します。
ヘッダーでは、この接続に対して行われるすべてのリクエストで送信されるデフォル
ト・ヘッダーを設定します。パラメータでは、この接続に対して行われるすべてのリ
クエストで送信されるデフォルトの問合せパラメータを設定します。

• 保護: 選択すると、「値」フィールドに入力された値が暗号化されます。行の「保護」
チェック・ボックスをクリアすると、値が削除されます。
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保護するヘッダーの例としては、ベアラー認証をサポートする外部Webサー
ビスのベアラー・トークン、認証に APIキーをサポートする外部Webサービ
スの APIキー問合せパラメータがあります。

• 名前: ヘッダーまたは問合せパラメータの名前を入力します。
• 値: ヘッダーまたは問合せパラメータの値を入力します。

EPM Cloud環境間の移動
サービス管理者が他の EPM Cloud環境への接続を作成すると、その接続は「ナビゲー
タ」 メニューの「自分の接続」ペインにリストされます。

この場所で環境を切り替えることができます。他の環境を開くには、その環境へのア
クセス権が必要です。アーティファクトには、ユーザーのロールに基づいてアクセス
可能です。
別の Oracle Enterprise Performance Management Cloud環境を開くには:

1. ホーム・ページで、ナビゲータ をクリックします。
2. 環境が接続されていて、その環境へのアクセス権がある場合は、接続された環境の
リストが「自分の接続」ペインに表示されます。環境をクリックして開きます。

ノート:

環境名の右側にあるアイコンをクリックすると、その環境が新しいウィ
ンドウで開きます。
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他の EPM Cloud環境にアクセスするためのナビゲー
ション・フローのカスタマイズ

ビジネス・プロセス・インタフェースをカスタマイズして、ソース環境のホーム・ページか
ら他の EPM Cloud環境にアクセスできます。たとえば、他の EPM Cloud環境からのアーテ
ィファクト(フォームやレポートなど)をホーム・ページに追加できます。ナビゲーション・フ
ローをカスタマイズすることで、これらのアーティファクト (カードと呼ばれます)をクラスタ
にグループ化できます。ターゲット EPM Cloud環境のクラスタおよびカードを、ソース
EPM Cloud環境のナビゲーション・フローに直接追加できます。ナビゲーション・フロー・
デザイナを使用してカードをカスタマイズし、それぞれ異なる環境からのアーティファクト
を示すタブ形式のページで構成することもできます。
次の 2つのユース・ケースでは、他の EPM Cloud環境にアクセスできるようにナビゲーショ
ン・フローをカスタマイズする方法を詳しく説明しています:

• 他の EPM Cloud環境からクラスタへのカードのグループ化
• 複数 EPM Cloud環境からのタブのあるカードの構成
ナビゲーション・フローの設計についてさらに学習するには、カスタム・ナビゲーション・
フローの設計を参照してください。

他の EPM Cloud環境からクラスタへのカードのグループ化
様々な EPM Cloud環境のカードをクラスタにグループ化して、ソース環境のホーム・ページ
からアクセスできるようにすることができます。たとえば、Narrative Reportingからの事前
作成済の外部レポートのカードで構成されるクラスタを、Financial Consolidation and Close
内に作成できます。
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複数の環境のカードをソース環境の同一クラスタ内に含めることもできます。たとえ
ば、Tax Reportingユーザーが Tax Reportingから移動せずに、Financial Consolidation
and Closeからの仕訳アイコンを起動できます。
 

 
クラスタを作成し、カードをクラスタに追加するために、ナビゲーション・フローを
カスタマイズできます。
ナビゲーション・フローの全般情報は、カスタム・ナビゲーション・フローの設計を
参照してください。
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他の EPM Cloud環境のカードからなるクラスタを作成するには:

1. 「ナビゲーション・フロー」ページを起動し、ナビゲーション・フローを作成するか、既
存のナビゲーション・フローを編集します。

ノート:

ナビゲーション・フローを作成するには、最初に既存のナビゲーション・フロ
ーを選択し、そのコピーを作成する必要があります。その後、複製したナビゲ
ーション・フローの詳細を編集して保存します。

a. 「ツール」、「ナビゲーション・フロー」の順にクリックします。
b. ナビゲーション・フローを作成するには、複製するナビゲーション・フローを選択し
て、ページの右上隅にある をクリックして、「コピーの作成」を選択します。ナビ
ゲーション・フローの名前を入力し、「OK」をクリックします。

ノート:

新しいフローは、サービス管理者がアクティブにするまで「非アクティブ」
に設定されます。ナビゲーション・フローをアクティブ化または非アクティ
ブ化するには、「アクティブ」列で、「アクティブ」または「非アクティブ」
をクリックします。一度にアクティブにできるナビゲーション・フローは 1
つのみです。

c. 既存のナビゲーション・フローを編集するには、編集するナビゲーション・フローの
名前をクリックします。

ノート:

編集が可能なのは、ナビゲーション・フローが非アクティブな場合のみで
す。編集するナビゲーション・フローがアクティブな場合、編集する前に必
ず「非アクティブ」としてマークしてください。

2. クラスタを作成するか、既存のクラスタを追加します。
a. まだ開いていない場合は、「ナビゲーション・フロー」ページから、クラスタを追加
するナビゲーション・フローの名前をクリックします。

b. 新しいクラスタを作成するには、カードまたはクラスタを右クリック(あるいは を
クリック)して、「クラスタの追加」をクリックし、クラスタの詳細を入力または選択
し、クラスタのアイコンを選択します。

c. 別の環境から既存のクラスタを追加する場合は、カードまたはクラスタを右クリック
(あるいは「既存のカード/クラスタの追加」をクリック)して、「自分の接続」でター
ゲット環境を選択して、ナビゲーション・フローに追加するクラスタを選択します。
次の点に注意してください。
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• Narrative Reportingおよび Profitability and Cost Managementで、「既存の
カード/クラスタの追加」オプションを使用して直接クラスタを選択するこ
とはできません。

• 別のナビゲーション・フローまたは別の環境から追加されたクラスタには、
ソース・ナビゲーション・フローで定義されたローカライズ済ラベルが表
示されます。ナビゲーション・フローでクラスタ・ラベルを更新するには、
ホーム・ページで「ツール」、「アーティファクト・ラベル」の順にクリッ
クします。
アーティファクト・ラベルの指定を参照してください。

3. 次のいずれかのオプションを使用して、クラスタに含めるカードを選択します:

• クラスタに追加するカードに移動します。カードが別の環境に含まれている
場合は、最初に「自分の接続」で環境を選択してから、その環境内のカードに
移動します。次のいずれかのオプションを使用して、クラスタにカードを割り
当てます:

– 移動するカードの右側にある「順序」列で、 をクリックします。クラス
タを選択し、「OK」をクリックします。

– カードの詳細を表示するカードの名前をクリックし、「クラスタ」で、カー
ドのクラスタを選択し、「OK」をクリックします。

• 新しいカードを追加するクラスタに移動します。そのクラスタが別の環境に
含まれている場合は、最初に「自分の接続」で環境を選択してから、その環境
内のクラスタに移動します。クラスタを右クリック(または をクリック)し
て、クラスタへのカードの追加をクリックして、オプションを選択します:

– 既存のカードの追加を選択して、既存のカードを選択するか、別のクラス
タから、選択したクラスタに既存のカードを追加します。

– 「カードの追加」を選択して、カードの詳細を入力して、選択したクラスタ
に新しいカードを追加します。

ノート:

カードまたはクラスタが別のナビゲーション・フローからすでに参照さ
れている場合、そのクラスタにそのカードを追加することはできません。

カードがクラスタの子としてリストに表示されます。必要に応じて、カードの横に
ある上矢印と下矢印を使用して、クラスタ内でカードの順序を変更します。

4. 「保存して閉じる」をクリックします。
設計時の変更を表示するには、ナビゲーション・フローをアクティブ化してリロード
する必要があります。ナビゲーション・フローをリロードするには、自分のユーザー
名の横にある下矢印をクリックします。次に「設定およびアクション」メニューで、
「ナビゲーション・フローのリロード」をクリックします。
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トラブルシューティング
ナビゲーション・フローをアクティブ化してリロードした後に参照アーティファクトが表示
されない場合は、Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイ
ドのナビゲーション・フローに関する問題の処理を参照してください。

複数 EPM Cloud環境からのタブのあるカードの構成
ナビゲーション・フローのカードをカスタマイズし、それぞれ異なる環境からのアーティフ
ァクトを示すタブ形式のページで構成することもできます。たとえば、Planningユーザーは、
「収益」アイコンをクリックして、Narrative Reportingからのレポートを表示する水平タブを
含むカードを起動できます。
 

 
表形式カードを作成するために、ナビゲーション・フローをカスタマイズできます。
ナビゲーション・フローの全般情報は、カスタム・ナビゲーション・フローの設計を参照し
てください。

第 7章
他の EPM Cloud環境にアクセスするためのナビゲーション・フローのカスタマイズ

7-13



他の EPM Cloud環境のタブおよびサブ・タブからなるカードを構成するには:

1. 「ナビゲーション・フロー」ページを起動し、ナビゲーション・フローを作成する
か、既存のナビゲーション・フローを編集します。

ノート:

ナビゲーション・フローを作成するには、最初に既存のナビゲーション・
フローを選択し、そのコピーを作成する必要があります。その後、複製
したナビゲーション・フローの詳細を編集して保存します。

a. 「ツール」、「ナビゲーション・フロー」の順にクリックします。
b. ナビゲーション・フローを作成するには、複製するナビゲーション・フローを
選択して、ページの右上隅にある をクリックして、「コピーの作成」を選択
します。ナビゲーション・フローの名前を入力し、「OK」をクリックします。

ノート:

新しいフローは、サービス管理者がアクティブにするまで「非アクテ
ィブ」に設定されます。ナビゲーション・フローをアクティブ化また
は非アクティブ化するには、「アクティブ」列で、「アクティブ」また
は「非アクティブ」をクリックします。一度にアクティブにできるナ
ビゲーション・フローは 1つのみです。

c. 既存のナビゲーション・フローを編集するには、編集するナビゲーション・フ
ローの名前をクリックします。

2. 様々なターゲット環境からのアーティファクトからなるタブ形式のカードを追加
します。
a. 別の環境から既存のカードを追加する場合は、「ナビゲーション・フロー」ペ
ージから、カードまたはクラスタを右クリック(あるいは をクリック)して、
「既存のカード/クラスタの追加」をクリックし、「自分の接続」でターゲット環
境を選択して、ナビゲーション・フローに追加するカードを選択します。
次の点に注意してください。
• Narrative Reportingおよび Profitability and Cost Managementで、「既存の
カード/クラスタの追加」オプションを使用して直接カードを選択すること
はできません。

• 別のナビゲーション・フローまたは別の環境から追加されたカードには、
ソース・ナビゲーション・フローで定義されたローカライズ済ラベルが表
示されます。ナビゲーション・フローでカード・ラベルを更新するには、
ホーム・ページで「ツール」、「アーティファクト・ラベル」の順にクリッ
クします。
アーティファクト・ラベルの指定を参照してください。

b. 新しい表形式カードをナビゲーション・フローに追加するには、「ナビゲーシ
ョン・フロー」ページから、カードまたはクラスタを右クリック(あるいは
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をクリック)して、「カードの追加」をクリックし、カードの詳細を選択します。
• 名前: カードのラベルを入力します。
• 表示可能: ホーム・ページ上でカードをユーザーに表示するかどうかを選択しま
す。

• クラスタ: クラスタが存在する場合、カードのクラスタを選択するか、「なし」を
選択します。

• アイコン: 作成するカードについて表示するアイコンを選択します。アイコン・
ライブラリで提供されている、使用可能なアイコンから選択してください。

• 内容: 次のオプションから選択します:

– ページ・タイプ: 複数ページ(表形式)のフォーマットを選択します。
– 向き: 「垂直」または「水平」を選択します。

3. タブおよびサブ・タブを表形式カードに追加します。
a. 既存のタブを追加するには、タブを右クリックして、「既存タブの追加」をクリック

(または「既存タブの追加」ボタンをクリック)して、オブジェクト・ライブラリから
タブを選択します。

b. 新しいタブを追加するには、タブを右クリックし、「新規タブの追加」をクリックし
(または「新規タブの追加」ボタンをクリックし)、タブの詳細を編集します。

c. タブを右クリックして、「新規サブ・タブの追加」または「既存サブ・タブの追加」
をクリック(あるいは「新規サブ・タブの追加」ボタンまたは「既存サブ・タブの追
加」ボタンをクリック)して、オブジェクト・ライブラリからサブ・タブを選択する
か、サブ・タブの詳細を編集します。

d. アーティファクトの場合は、 をクリックして、アーティファクト・ライブラリの
アーティファクトを選択します。たとえば、アーティファクトがフォームである場
合、アーティファクトのリストから特定のフォームを選択します。使用可能なアーテ
ィファクトには、フォーム、ダッシュボード、レポートがあります。別の環境からア
ーティファクトを選択するには、「自分の接続」でターゲット環境を選択し、サブ・
タブに追加するアーティファクトを選択します。

e. カードが完成するまで、タブおよびサブ・タブの追加を繰り返します。
4. 「保存して閉じる」をクリックします。

ノート:

• カードに複数のタブまたはサブ・タブがある場合、同じセッションで次にその
カードにアクセスすると、ユーザーが前回アクセスしたタブが開きます。ユー
ザーがログアウトして再度ログインした場合には、デフォルトのタグが表示さ
れます。

• 別のナビゲーション・フローまたは別の環境から追加されたタブやサブ・タブ
には、ソース・ナビゲーション・フローで定義されたローカライズ済ラベルが
表示されます。ナビゲーション・フローでタブ・ラベルを更新するには、ホー
ム・ページで「ツール」、「アーティファクト・ラベル」の順にクリックします。
アーティファクト・ラベルの指定を参照してください。

第 7章
他の EPM Cloud環境にアクセスするためのナビゲーション・フローのカスタマイズ

7-15



設計時の変更を表示するには、ナビゲーション・フローをリロードする必要がありま
す。ナビゲーション・フローをリロードするには、自分のユーザー名の横にある下矢
印をクリックします。次に「設定およびアクション」メニューで、「ナビゲーション・
フローのリロード」をクリックします。
 

 

ナビゲーション・フローをリロードした後に参照アーティファクトが表示されない場
合は、Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイドの
ナビゲーション・フローに関する問題の処理を参照してください。

接続された環境を統合するための直接 URLの使
用

Oracle ERP Cloudなどの他のソース・システムでは、URLを埋め込んで、接続された
Oracle Enterprise Performance Management Cloud環境内のカード、タブおよびサブ
タブに含まれるアーティファクトに直接リンクできます。
Oracle ERP Cloudなどの他のクラウド環境では、直接 URLリンクを使用して、フォ
ーム、ダッシュボード、インフォレット、レポートなどの接続された EPM Cloudコン
テンツを開きます。EPM Cloudと他のシステムとの統合をシームレスにするために、
接続された EPM Cloudビジネス・プロセス内のアーティファクトに対して一意の URL
をコピーできます。次の 2つの方法のいずれかで、一意の URLをコピーできます:

• ビジネス・プロセスのアーティファクトに対して個々の URLをコピーします。個
々の URLのコピーを参照してください。

• ビジネス・プロセス内のすべての URLを CSVファイルにエクスポートし、一意の
URLを検索してコピーします。CSVファイルへのすべての URLのエクスポート
を参照してください。

ビデオ

目的 参照するビデオ
直接リンクを使用して、ERP Cloudや
NetSuiteなどの他のシステムに EPM Cloud
のコンテンツを埋め込む方法を学習します。

 概要: 直接リンクを使用したコンテン
ツの埋込み
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個々の URLのコピー
アーティファクト・リスト・ページの「URLのコピー」オプションを使用して、Oracle
Enterprise Performance Management Cloudビジネス・プロセスのアーティファクト (ダッシ
ュボード、フォーム、インフォレットおよびレポート)の一意の URLをコピーします。

Note:

「URLのコピー」はすべてのユーザーが使用できるため、アーティファクトへの直
接 URLを共有できます。ただし、ターゲットのアーティファクトへのアクセス権を
持つユーザーのみが、そのアーティファクトに対してアクションを実行できます。

アーティファクトの一意の URLをコピーするには:

1. ホーム・ページから、アーティファクトのリスト・ページを開きます。
たとえば、「ダッシュボード」、「データ」、「インフォレット」または「レポート」をクリ
ックします。

2. リスト・ページから、アーティファクトの横にある をクリックし、「URLのコピー」
を選択します。

3. 「URLのコピー」ダイアログに、アーティファクトの一意の URLが表示されます。URL
をコピーします。

コピーされた URLは無効になる場合があります。無効な URLには次の理由が考えられます:

• アーティファクトが削除されています。
• アーティファクトに対するユーザー・アクセス権が取り消されています。
• アーティファクト名が変更され、URLが壊れています。
• アーティファクトが新しいフォルダに移動され、その結果、新しい URLが作成されて

URLが壊れています。

CSVファイルへのすべての URLのエクスポート
「URLのエクスポート」オプションを使用して、接続された Oracle Enterprise Performance
Management Cloudビジネス・プロセス内のカード、タブまたはサブタブごとに一意の URL
を提供する CSVファイルを作成します。URLはナビゲーション・フロー別およびクラスタ別
にグループ化されるため、CSVファイルで URLを簡単に見つけることができます。CSVフ
ァイルをテキスト・エディタまたは Microsoft Excelで開き、関連する URLをソース・システ
ム・ページに埋め込んで、EPM Cloudへの起動ポイントとして使用できます。
EPM Cloudの URLを CSVファイルにエクスポートするには:

1. EPM Cloud環境にログインします。
2. ホーム・ページで、ユーザー名の横にある下矢印(画面の右上隅)をクリックします。
3. 「設定およびアクション」メニューで、「URLのエクスポート」、「保存」の順にクリック
します。
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ローカル・マシンのデフォルトのダウンロード・フォルダに CSVファイルが保存され
ます。ファイル名は、たとえば、19_Feb_2021 13_15_38 Navigation Flow URLs.csv
など、サーバーの現在の日時を使用して自動的に生成されます。ダウンロード・フォ
ルダでファイルを見つけて、テキスト・エディタまたは Microsoft Excelで開きます。
エクスポートされた URLファイルの表示
CSVファイルには、ビジネス・プロセスのすべての URLがリストされます。各カー
ド、タブ(垂直タブ)およびサブタブ(水平タブ)には一意の URLがあります。メモ帳など
のテキスト・エディタや Microsoft Excelに表示すると、カード、タブおよびサブタブ
ごとに一意の URLが識別されるため、各アーティファクトの URLを簡単に見つける
ことができます。URLは、ナビゲーション・フロー別およびクラスタ別にグループ化
されます。

Note:

カード、タブおよびサブタブにのみ URLがあります。ナビゲーション・フロ
ーとクラスタには URLはありません。

Table 7-1    直接 URLエクスポート・ファイルのヘッダー

ヘッダー 説明
ナビゲーション・フロー名 たとえば、デフォルト、財務フローなど、ナビゲーション・フロ

ーの名前。
ステータス たとえば、アクティブ、非アクティブなど、ナビゲーション・フ

ローのステータス。
タイプ たとえば、クラスタ、カード、タブ、サブタブなど、エントリの

タイプ
名前 アーティファクトが含まれているクラスタ、カード、タブまたは

サブタブの名前。アーティファクトを直接含まないクラスタまた
はカードの場合、このエントリは空になります。

アーティファクト・タイプ アーティファクトのタイプ。たとえば、フォーム、ダッシュボー
ド、財務レポートおよび URLタイプのアーティファクト。

アーティファクト名 アーティファクトの名前、または URLタイプのアーティファクト
の場合はターゲット・ページの直接 URL。

Caution:

直接 URLが表示される場合は、この
URLを接続環境の統合に使用する
一意の URLと混同しないでくださ
い。

URL これは、接続された環境の統合に使用する一意の URLです。
表示可能 ホーム・ページでナビゲーション・フローのアーティファクトが、

ユーザーまたはグループに表示されるかどうかを示します(たと
えば、Yまたは N)。
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Table 7-1    (Cont.) 直接 URLエクスポート・ファイルのヘッダー

ヘッダー 説明
役割/グループ ナビゲーション・フローを表示できる役割またはグループ。ナビ

ゲーション・フローがグローバルの場合は、すべてのユーザーが
表示できます。

説明 ナビゲーション・フローの説明(提供されている場合)。
URLエクスポート・ファイルは、垂直棒またはパイプ( | )区切り文字で区切られた情報を提供
します。メモ帳に表示された、次の直接 URLエクスポート・ファイルの例を参照してくださ
い:

URLエクスポート・ファイルを Microsoft Excelで表示するには:

1. Excelを開き、「データ」メニューをクリックします。
2. 「新しいクエリ」、「ファイルから」、「CSVから」の順にクリックします。
3. エクスポートした CSVファイルを見つけて選択し、「インポート」をクリックします。新
しいウィンドウに CSVファイルのデータが表示されます。

4. CSVファイルの最初の行をヘッダー行にするには、「編集」、「Use First Row as
Headers」、「Close and Load」の順にクリックします。

結果の Excelファイルは次の例のようになります:

他の接続された環境に統合するカード、タブまたはサブタブの一意の URL (URL列にありま
す)を見つけてコピーします。URLターゲットのみが開き、ターゲット・アーティファクトに
アクセスできるユーザーは、ターゲット・ビジネス・プロセス内で作業している場合と同じ
アクションを実行できます。
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8
カスタム・ナビゲーション・フローの設計

ナビゲーション・フローを使用してビジネス・プロセス・インタフェースをカスタマイズし
ます。設計者は、ナビゲーション・フローによって、役割またはグループがビジネス・プロ
セスと対話する方法を制御できます。
次も参照:

• ナビゲーション・フローの理解
• ナビゲーション・フローの表示と操作

ナビゲーション・フローの理解
ナビゲーション・フローによって、ビジネス・プロセス・デザイナは、様々な役割、つまり
グループがビジネス・プロセスを操作する方法を制御できます。ナビゲーション・フロー・
デザイナを使用すると、ビジネス・プロセス・インタフェースをカスタマイズできます。た
とえば、ホーム・ページに表示されるカードとクラスタの名前および表示順序を変更できま
す。カードを非表示にし、新しいカードを作成し、カードをクラスタにグループ化できます。
カードに表示される垂直タブと水平タブをカスタマイズすることもできます。
ビデオ

目的 参照するビデオ
接続された環境向けのワークフローのカスタマイ
ズのハイライトをご覧ください。  概要: EPM Cloudビジネス・プロセスを統

合するためのナビゲーション・フローの構成
関連トピック
• ビジネス・プロセス・インタフェースでカスタマイズできる内容
• ナビゲーション・フローのカスタマイズ・カテゴリ
• ナビゲーション・フローの権限
• 事前定義済のナビゲーション・フロー
• ナビゲーション・フローの表示と操作

ビジネス・プロセス・インタフェースでカスタマイズできる
内容

ナビゲーション・フローはカードで構成されます。それぞれのカードにはコンテンツが含ま
れ、情報が 1つ以上のタブ付きのページとして表示されます。カードに含まれるコンテンツ
は、URLである場合もあれば、フォーム、ダッシュボード、レポートなどのアーティファク
トである場合もあります。カードをクラスタにグループ化できます。
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ノート:

ダッシュボード 2.0およびフォーム 2.0がビジネス・プロセスで有効になっ
ている場合:

• ナビゲーション・フローでは、ランタイム・ダッシュボード内からフォ
ームを編集する機能や、データありまたはデータなしでのダッシュボー
ドの編集など、ダッシュボード 2.0およびフォーム 2.0に含まれる機能が
サポートされます。「フォームを開く」や「フォームの編集」など、ダッ
シュボード 2.0のコンポーネント・アクションもナビゲーション・フロ
ー内で直接機能します。

• ダッシュボードに複数のコンポーネントが含まれている場合、ナビゲー
ション・フロー内からダッシュボードを編集するときには、ダッシュボ
ード内の最後のコンポーネントにフォーカスが設定されます。

ナビゲーション・フローは、次の方法でカスタマイズできます:

• カードまたはタブのラベル
• カードまたはタブに使用されるアイコン
• カードおよびタブの表示と非表示の切替え
• カードおよびタブの表示順序
• 新しいカードの追加
• 既存のカードの追加
• 新しい水平タブまたは垂直タブの追加
• ナビゲーション・フロー、カードおよびタブの削除
• クラスタへのカードのグループ化
• 既存のクラスタの追加
ナビゲーション・フローの表示と操作を参照してください。

ナビゲーション・フローのカスタマイズ・カテゴリ
ナビゲーション・フローは、カスタマイズにおいて次のようにカテゴリ化されます。
1. グローバル: ナビゲーション・フローはすべてのユーザーに表示されます
2. 役割: ナビゲーション・フローは、サービス管理者やパワー・ユーザーなど、特定
の役割のユーザーのみに表示されます

3. グループ: ナビゲーション・フローは特定のグループ(たとえば、販売)に属するユ
ーザーのみに表示されます

ナビゲーション・フローはこれらのいずれかのレベルで定義できます。ナビゲーショ
ン・フローが複数のレベルに存在する場合、更新は最も高いレベル(グローバル)から最
も低いレベル(グループ)の順に適用されます。
たとえば、ホーム・ページで"マイ・タスク"という名前のアイコンを表示するナビゲー
ション・フローを作成し、別のサービス管理者がこのナビゲーション・フローを複製
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し、カードに対して次の変更を加え、ナビゲーション・フローをグループに関連付けるとし
ます。
• グローバル・レベルで、"マイ・タスク"を"会社のタスク"という名前に変更します
• グループ・レベルで、販売という名前のグループに対して、"マイ・タスク"を"販売のタス
ク"という名前に変更します

販売と呼ばれるグループに属するユーザーには、ナビゲーション・フローで"マイ・タスク"で
はなくラベル"販売のタスク"が表示され、他のすべてのユーザーにはラベル "会社のタスク"が
表示されます。

ナビゲーション・フローの権限
ビジネス・プロセスには、ナビゲーション・フローについて次の 3つのレベルの権限があり
ます。
• 役割ベース: 権限は、特定の役割に割り当てられたユーザーまたはグループに付与されま
す。たとえば、ユーザーには、サービス管理者とは異なるカードがホーム・ページに表示
されます

• アーティファクトベース : 権限は、特定のアーティファクトを表示できるユーザーまたは
グループに付与されます。たとえば、ユーザーには、権限が割り当てられているフォーム
のみが表示されます

• グローバル: 権限はすべてのユーザーに付与されます

事前定義済のナビゲーション・フロー
ビジネス・プロセスには、デフォルトと呼ばれる 1つの事前定義済ナビゲーション・フロー
があります。デフォルト・ナビゲーション・フローは読取り専用であり、変更できません。
デフォルト・ナビゲーション・フローに対して実行できる操作と実行できない操作は次のと
おりです。
• 名前: 名前は変更できません。
• 削除: ナビゲーション・フローは削除できません。
• 編集: ナビゲーション・フローの詳細を表示できますが、変更はできません。
• アクティブ化または非アクティブ化: ナビゲーション・フローをアクティブ化または非ア
クティブ化できます。

• 複製: ナビゲーション・フローのコピーを作成できます。

インポート後のナビゲーション・フロー・ステータスの理解
アクティブなナビゲーション・フローが存在するスナップショットを同じカテゴリ(役割、グ
ループまたはグローバル)のアクティブなナビゲーション・フローが存在する環境にインポー
トすると、インポートされる新しいナビゲーション・フローが非アクティブになります。
たとえば、システムでは現在、次のナビゲーション・フローがアクティブです :

• NF販売 Q2 (販売グループ)

• NF管理者(サービス管理者役割)

• NFカスタム・デフォルト(グローバル)
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NF販売 Q2と同じ販売グループを使用する NF販売 Q3というナビゲーション・フロ
ーをインポートするとします。NF販売 Q3ナビゲーション・フローは非アクティブと
してインポートされ、販売グループに対して既存の NF販売 Q2が引き続きアクティブ
となります。新しい NF販売 Q3をアクティブにする必要がある場合は、手動でアクテ
ィブにする必要があります(これにより、古い NF販売 Q2が非アクティブになります )。
インポートは Q3開始日より前に実行する可能性があり、Q3ナビゲーション・フロー
は Q3開始日より前にアクティブ化されないようにするに必要があるため、インポート
される Q3ナビゲーション・フローは非アクティブ化されます。
アクティブなカスタム・グローバル・ナビゲーション・フロー(たとえば、NFカスタ
ム)が存在する移行スナップショットから新しいアプリケーションが作成される場合、
NFカスタム・グローバル・ナビゲーション・フローは、移行インポートの後で非アク
ティブになります。アプリケーションが複製される場合も同様です。新しいアプリケ
ーションが作成された後は、デフォルトのグローバル・ナビゲーション・フローがア
クティブなグローバル・ナビゲーション・フローになり、グローバル・ナビゲーショ
ン・フローのカスタム・ナビゲーション・フローはユーザーがアクティブにする必要
があります。すべてのユーザーが NFカスタム・グローバル・ナビゲーション・フロー
を使用している場合は、NFカスタム・ナビゲーション・フローがアクティブになるま
でサービスが中断される可能性があります。
ナビゲーション・フローの設計では、次のように考慮してください:

• ユーザーの特定のグループまたはクラスに対してナビゲーション・フローを作成し
ます。次に、対応するユーザー・グループにナビゲーション・フローを関連付けま
す。

• すべてのユーザーに対して単一のグローバル・ナビゲーション・フローを作成する
ことは避けてください。

ナビゲーション・フローの表示と操作
サービス管理者の役割が割り当てられたユーザーは、「ナビゲーション・フロー」ペー
ジで、事前定義済ナビゲーション・フローを含むすべてのナビゲーション・フローを
表示できます。他の役割およびグループに割り当てられたユーザーは、アクセス権が
あるナビゲーション・フローのみ表示できます。
「ナビゲーション・フロー」ページには、各ナビゲーション・フローが名前別に一覧表
示され、ナビゲーション・フローにアクセスできる役割またはグループ(割り当てられ
ている場合)、およびナビゲーション・フローの説明(提供されている場合)が示されま
す。リストには、ナビゲーション・フローがアクティブであるかどうかも示されます。
ナビゲーション・フローの表示
「ナビゲーション・フロー」ページを表示するには:

1. ホーム・ページで、「ツール」をクリックします。
2. 「ナビゲーション・フロー」をクリックします。
ナビゲーション・フローの操作
ナビゲーション・フローを操作するには、次のアクションを実行します。
• 設計のベスト・プラクティスおよび検討事項は、ナビゲーション・フロー設計のベ
スト・プラクティスと命名に関する考慮事項を参照してください。

第 8章
ナビゲーション・フローの表示と操作

8-4



• ナビゲーション・フローを作成および複製するには、ナビゲーション・フローの作成と複
製を参照してください。

• ナビゲーション・フローを編集するには、ナビゲーション・フローの編集を参照してくだ
さい。

• ナビゲーション・フローをアクティブ化または非アクティブ化するには、ナビゲーショ
ン・フローのアクティブ化と非アクティブ化を参照してください。

• ナビゲーション・フローを検証し、アーティファクトが欠落しているナビゲーション・フ
ロー要素を検出して解決する方法を学習するには、ナビゲーション・フローでの検証を使
用した欠落アーティファクトの検出を参照してください。

• 警告アイコン が表示されているリストでナビゲーション・フローを解決するには、警
告アイコンを表示するナビゲーション・フローの解決を参照してください。

• カードおよびタブの名前を変更するには、カード、タブおよびクラスタのラベルのカスタ
マイズを参照してください。

• カードおよびタブに使用されるグラフィックをカスタマイズするには、カードおよび垂直
タブのアイコンのカスタマイズを参照してください。

• カードおよびタブの表示と非表示を切り替えるには、クラスタ、カードおよびタブの表示
および非表示を参照してください。

• ホーム・ページでカードの表示順を変更するには、ホーム・ページ上のカードの表示順序
の変更を参照してください。

• カードを追加するには、カードの追加を参照してください。
• タブを追加するには、表形式ページへのタブの追加を参照してください。
• ナビゲーション・フロー、カードおよびタブを削除するには、ナビゲーション・フロー、
カードおよびタブの削除を参照してください。

• カードをクラスタにグループ化するには、クラスタへのカードのグループ化を参照してく
ださい。

トラブルシューティング
ナビゲーション・フローの問題を解決するには、『Oracle Enterprise Performance Management
Cloudオペレーション・ガイド』のナビゲーション・フローに関する問題の処理を参照してく
ださい。

ナビゲーション・フロー設計のベスト・プラクティスと命名
に関する考慮事項

設計のベスト・プラクティス
最適なユーザー・エクスペリエンスを提供し、ホーム・ページ上およびカードやタブ内での
過度のスクロールを回避するには、ナビゲーション・フローを設計するとき、次のガイドラ
インに従う必要があります:

• 最上位レベルの表示可能アイテム (カードとクラスタ)は 16個以下に保ちます。
• クラスタに追加する表示可能カードは 16個以下にします。
• カード内に追加する表示可能垂直タブは 10個以下にします。
• 垂直タブ内に追加する表示可能サブ・タブ(水平タブ)は 20個以下にします。
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• サブ・タブ(水平タブ)のラベル名は、実行時には、最初の 30文字のみが表示され
ます。タブにカーソルを置くと、ラベル全体が表示されます。

Note:

表示制限を超えるように試みると、制限を超えたことを通知する警告メッセ
ージが表示されます。

命名の考慮事項
ナビゲーション・フローおよびナビゲーション・フロー内のカード、クラスタ、タブ、
インフォレット(ビジネス・プロセスでインフォレットを使用する場合)には命名規則が
あります。次の特殊文字は使用できません。
• アンパサンド( & )

• 小なり記号( < )

• 大なり記号( > )

• 引用符( " )

• 円記号(バックスラッシュ) (\)

• プラス記号( + )

ナビゲーション・フローの作成と複製
ナビゲーション・フローを作成するには、最初に既存のナビゲーション・フローを選
択し、そのコピーを作成する必要があります。その後、複製したナビゲーション・フ
ローの詳細を編集して保存します。
ナビゲーション・フローを作成および複製するには:

1. 「ナビゲーション・フロー」ページを開きます。ナビゲーション・フローの表示と
操作を参照してください。

2. ページの右上隅で をクリックし、「コピーの作成」を選択します。
3. ナビゲーション・フローの名前を入力し、「OK」をクリックします。

ノート:

必ず、ナビゲーション・フロー設計のベスト・プラクティスと命名に関
する考慮事項に記載されているナビゲーション・フローの命名規則に従
ってください。

4. ナビゲーション・フローの詳細を編集します。ナビゲーション・フローの編集を参
照してください。
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ノート:

新しいフローは、サービス管理者がアクティブにするまで「非アクティブ」に
設定されます。ナビゲーション・フローをアクティブにするには、ナビゲーシ
ョン・フローのアクティブ化と非アクティブ化を参照してください。

ナビゲーション・フローをリロードして設計時の変更を表示するには、ナビゲーション・フ
ローのリロードを参照してください。

ナビゲーション・フローの編集
ナビゲーション・フローを編集するには:

1. 「ナビゲーション・フロー」ページを開きます。ナビゲーション・フローの表示と操作を
参照してください。

2. 編集するナビゲーション・フローの名前をクリックします。

ノート:

事前定義済のナビゲーション・フローは編集できません。ただし、事前定義済
のナビゲーション・フローのコピーを作成し、そのコピーを編集することは可
能です。事前定義済のナビゲーション・フローを参照してください。

ナビゲーション・フローのカードおよびクラスタをリストするページが表示されます。こ
のページで、役割またはグループの割当てを編集し、ホーム・ページに表示されるクラス
タおよびカードを指定し、ナビゲーション・フローのクラスタおよびカードが表示される
順序を変更し、カードをクラスタに追加または削除し、クラスタおよびカードをナビゲー
ション・フローから削除できます。
• 割当先: をクリックして、ユーザーのグループまたは役割にナビゲーション・フ
ローを割り当てます。

• 表示可能: 「表示可能」列でナビゲーション・フローのクラスタおよびカードを選択
するか、選択を解除して、ホーム・ページにおけるそれらの表示の可否を編集しま
す。

ノート:

ナビゲーション・フロー設計のベスト・プラクティスと命名に関する考慮事
項で概説されているナビゲーション・フローの表示に関するガイドラインに
従います。

• 順序: クラスタおよびカードが、ホーム・ページ上に表示される順序でリストされま
す(表示可能な場合)。上矢印または下矢印オプションを選択すると、リスト内でクラ
スタおよびカードの位置が変わり、ホーム・ページ上のクラスタおよびカードの表示
順序が変更されます。右矢印を選択すると、カードがクラスタに移動します。

• 削除: ナビゲーション・フローからクラスタまたはカードを削除します。
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3. クラスタまたはカードをクリックして詳細を編集します。カードの詳細の説明は、
次のトピックを参照してください:

• カードの追加
• 表形式ページへのタブの追加

ナビゲーション・フローをリロードして設計時の変更を表示するには、ナビゲーショ
ン・フローのリロードを参照してください。

ナビゲーション・フローのアクティブ化と非アクティブ化
各カテゴリ(グローバル、役割またはグループ)について複数のナビゲーション・フロー
を作成できますが、各カテゴリでアクティブにできるナビゲーション・フローは 1つ
のみです。ナビゲーション・フローをアクティブにすると必ず、同じカテゴリ内の他
のナビゲーション・フローは非アクティブになります。

ノート:

各ビジネス・プロセスには、アクティブなグローバル・ナビゲーション・フ
ローが 1つ必要です。異なるグローバル・ナビゲーション・フローをアクテ
ィブにするには、別のグローバル・ナビゲーション・フローを選択し、それ
をアクティブ化してください。

カテゴリの詳細は、ナビゲーション・フローのカスタマイズ・カテゴリを参照してく
ださい。
アクティブなナビゲーション・フローに対してユーザーが実行できる操作と実行でき
ない操作は次のとおりです。
• 名前: ユーザーは名前を変更できません。
• 削除: ユーザーはナビゲーション・フローを削除できません。
• 編集:

– ユーザーはナビゲーション・フローの定義を表示できますが、何も変更できま
せん。

– ビジネス・プロセスが管理モードになっている場合、ユーザーは変更を保存で
きます。

• アクティブ化または非アクティブ化: ユーザーはナビゲーション・フローをアクテ
ィブ化または非アクティブ化できます。

• 複製: ユーザーはナビゲーション・フローのコピーを作成できます。
ナビゲーション・フローをアクティブまたは非アクティブにするには :

1. 「ナビゲーション・フロー」ページを開きます。ナビゲーション・フローの表示と
操作を参照してください。

2. 「アクティブ」列で、「アクティブ」または「非アクティブ」をクリックします。ア
クティブなフローは非アクティブに設定されます。逆に、非アクティブなフローは
アクティブに設定されます。
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ナビゲーション・フローでの検証を使用した欠落アーティフ
ァクトの検出

ナビゲーション・フロー・リストを表示しているときに、エラー・アイコン が表示された
ナビゲーション・フローのノードまたはアーティファクトが表示されることがあります。こ
のエラーは、ナビゲーション・フローに関連付けられたアーティファクトの名前が変更され
たか、またはアーティファクトが削除され、現在は欠落とみなされているために発生します。
ナビゲーション・フローを編集して名前が変更されたアーティファクトまたは別のアーティ
ファクトに関連付けてから、ナビゲーション・フローをアクティブにする必要があります。
アーティファクトが欠落とみなされていることを認識できない場合があるため、ナビゲーシ
ョン・フローを検証してから「アクティブ」ステータスに設定することをお薦めします。

Note:

警告アイコン が表示されているナビゲーション・フローを解決するには、警告
アイコンを表示するナビゲーション・フローの解決を参照してください。

ナビゲーション・フローを検証して、欠落しているアーティファクトを検出して再度関連付
けるには:

1. 「ナビゲーション・フロー」ページを開きます。ナビゲーション・フローの表示と操作を
参照してください。

2. 検証するナビゲーション・フローが非アクティブ化されていない場合は、「非アクティブ」
ステータスに設定します。ナビゲーション・フローのアクティブ化と非アクティブ化を参
照してください。

3. 検証するナビゲーション・フローの行(1行または複数)を強調表示します。
4. をクリックして、「検証」を選択します。
アーティファクトが欠落している場合は、検出できないアーティファクトをナビゲーショ
ン・フローが参照していることを示すエラー・メッセージが表示されます。

5. エラーが発生した各ナビゲーション・フローの名前をクリックし、欠落しているアーティ
ファクトが表示される「管理」ページに到達するまで、エラー・アイコン が表示され
たノードを展開します。

6. アーティファクトの場合は、 をクリックして、名前が変更されたアーティファクトま
たはアーティファクト・ライブラリの別のアーティファクトを選択します。

7. 「保存して閉じる」をクリックします。
8. ナビゲーション・フローが有効であることを示すメッセージが表示されるまで、ナビゲー
ション・フローで検証を繰り返し、必要に応じてドリルダウンして修正を行います。

9. ナビゲーション・フローをアクティブにします。ナビゲーション・フローのアクティブ化
と非アクティブ化を参照してください。

ナビゲーション・フローをリロードして設計時の変更を表示するには、ナビゲーション・フ
ローのリロードを参照してください。
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警告アイコンを表示するナビゲーション・フローの解決
ナビゲーション・フロー・リストを表示しているときに、警告アイコン が表示され
たナビゲーション・フローが表示されることがあります。これは、ナビゲーション・
フローに関連付けられたグループが削除されたことが原因で発生します。ナビゲーシ
ョン・フローをアクティブにするには、ナビゲーション・フローを編集してグループ
または役割に関連付ける必要があります。

Note:

エラー・アイコン が表示されているナビゲーション・フローを解決するに
は、ナビゲーション・フローでの検証を使用した欠落アーティファクトの検
出を参照してください。

ナビゲーション・フローを解決するには:

1. 「ナビゲーション・フロー」ページを開きます。ナビゲーション・フローの表示と
操作を参照してください。

2. 警告アイコン が表示されたナビゲーション・フローの名前をクリックします。

3. 「割当先」で、 をクリックして、ユーザーのグループまたは役割にナビゲーシ
ョン・フローを割り当てて、「保存して閉じる」をクリックします。

4. ナビゲーション・フローをアクティブにします。ナビゲーション・フローのアクテ
ィブ化と非アクティブ化を参照してください。

ナビゲーション・フローをリロードして設計時の変更を表示するには、ナビゲーショ
ン・フローのリロードを参照してください。

カード、タブおよびクラスタのラベルのカスタマイズ
カード(ホーム・ページに表示されるアイコン)、タブおよびクラスタのラベルをカスタ
マイズできます。ラベルは、25文字以下に制限されています。垂直タブの場合、垂直
タブのラベルはホバー・テキストとして表示されるため、文字数の制限はありません。

ノート:

デフォルトのナビゲーション・フローに対しては、カード、タブまたはクラ
スタのラベルを更新しないでください。カスタマイズするのは、カスタム・
ナビゲーション・フローのラベルのみです。

カード、タブおよびクラスタのラベルをカスタマイズするには:

1. 「ナビゲーション・フロー」ページを開き、編集するナビゲーション・フローの名
前をクリックします。ナビゲーション・フローの表示と操作を参照してください。
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2. カードまたはクラスタのラベルをカスタマイズする場合:

a. 編集するカードまたはクラスタの名前をクリックします。
b. 新しい名前を入力し、それを保存します。

ノート:

• このラベルはここで編集できます。ただし、ラベルが「ツール」クラス
タの「アーティファクト・ラベル」ページで定義されている場合は、そ
の定義が優先され、実行時に表示されます。ラベルを完全に変更するに
は、「アーティファクト・ラベル」ページで再定義します。
アーティファクト・ラベルの指定を参照してください。

• 必ず、ナビゲーション・フロー設計のベスト・プラクティスと命名に関
する考慮事項に記載されている命名規則に従ってください。

3. タブのラベルをカスタマイズする場合:

a. 編集するカードの名前をクリックします。
b. 「タブの管理」ページのタブ・リストで、編集するタブの名前をクリックします。
c. タブの新しい名前を入力し、それを保存します。

ナビゲーション・フローをリロードして設計時の変更を表示するには、ナビゲーション・フ
ローのリロードを参照してください。

カードおよび垂直タブのアイコンのカスタマイズ
カードおよび垂直タブで使用されているアイコンを変更できます。アイコン・ライブラリで
提供されている使用可能なアイコンから選択する必要があります。
カードおよび垂直タブのアイコンをカスタマイズするには:

1. 「ナビゲーション・フロー」ページを開き、編集するナビゲーション・フローの名前をク
リックします。ナビゲーション・フローの表示と操作を参照してください。

2. カードのアイコンをカスタマイズする場合:

a. 編集するカードの名前をクリックします。
b. カードのアイコンをクリックし、ライブラリから新しいアイコンを選択して、それを
保存します。

3. タブのアイコンをカスタマイズする場合:

a. 編集するアイコンの名前をクリックします。
b. 「タブの管理」ページのタブ・リストで、編集するタブの名前をクリックします。
c. タブのアイコンをクリックし、ライブラリから新しいアイコンを選択して、それを保
存します。

ナビゲーション・フローをリロードして設計時の変更を表示するには、ナビゲーション・フ
ローのリロードを参照してください。
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クラスタ、カードおよびタブの表示および非表示
次のナビゲーション要素は非表示にできません。
• 「アプリケーション」クラスタと「アプリケーション」クラスタ内の「設定」アイ
コン。

• 「ツール」クラスタと「ツール」クラスタ内の次のアイコン。
– アクセス制御
– ナビゲーション・フロー
– 日次メンテナンス
– 移行

必ず、ナビゲーション・フロー設計のベスト・プラクティスと命名に関する考慮事項
に記載されている表示のナビゲーション・フローのガイドラインに従ってください。
クラスタ、カードおよびタブを表示および非表示にするには:

1. 「ナビゲーション・フロー」アイコンをクリックして、編集するナビゲーション・
フローの名前をクリックします。ナビゲーション・フローの表示と操作を参照して
ください。

2. 「表示可能」列で選択または選択解除して、ナビゲーション・フローのクラスタお
よびカードのホーム・ページの表示を編集します。

3. タブを表示または非表示にする場合:

a. 編集するカードの名前をクリックします。
b. タブの管理ページのタブ・リストで、「表示可能」列のチェック・ボックスを
選択または選択解除します。

ナビゲーション・フローをリロードして設計時の変更を表示するには、ナビゲーショ
ン・フローのリロードを参照してください。

ホーム・ページ上のカードの表示順序の変更
ナビゲーション・フロー・デザイナでカードの表示順序を変更できます。カードは、
リスト内に表示される順序でホーム・ページ上に表示されます
ホーム・ページ上のカードの表示順序を変更するには:

1. 「ナビゲーション・フロー」ページを開きます。ナビゲーション・フローの表示と
操作を参照してください。

2. リスト内で、「順序」列の上矢印および下矢印を使用して、ナビゲーション・フロ
ーの順序内でカードを上下に移動します。

ナビゲーション・フローをリロードして設計時の変更を表示するには、ナビゲーショ
ン・フローのリロードを参照してください。

カードの追加
ホーム・ページに表示されるアイコンはカードを表します。カードは、ビジネス・プ
ロセスの各機能領域に固有です。各カードをクリックすると、ユーザーは対応する領
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域に移動し、他の情報が 1つ以上のタブ付きのページとして表示されます。単一ページまた
は複数ページ(タブ形式)のカードを作成できます。
最適なユーザー・エクスペリエンスを確保するために、ナビゲーション・フロー設計のベス
ト・プラクティスを確認してください。ナビゲーション・フロー設計のベスト・プラクティ
スと命名に関する考慮事項を参照してください。
カードをクラスタにグループ化することもできます。クラスタへのカードのグループ化を参
照してください。
ナビゲーション・フローにカードを追加するには:

1. 「ナビゲーション・フロー」ページを開き、編集するナビゲーション・フローの名前をク
リックします。ナビゲーション・フローの表示と操作を参照してください。

2. 既存のカードをナビゲーション・フローに追加するには、リスト内のカードまたはクラス
タを右クリックし(または をクリックし)、「既存のカード/クラスタの追加」をクリック
して、カードを選択します。別の環境から既存のカードを追加する場合は、リスト内のカ
ードまたはクラスタを右クリックし(または をクリックし)、「既存のカード/クラスタの
追加」をクリックし、「自分の接続」でターゲット環境を選択して、ナビゲーション・フ
ローに追加するカードを選択します。
次の点に注意してください。
• Narrative Reportingおよび Profitability and Cost Managementで、「既存のカード/ク
ラスタの追加」オプションを使用して直接カードを選択することはできません。

• 別のナビゲーション・フローまたは別の環境から追加されたカードには、ソース・ナ
ビゲーション・フローで定義されたローカライズ済ラベルが表示されます。ナビゲー
ション・フローでカード・ラベルを更新するには、ホーム・ページで「ツール」、「ア
ーティファクト・ラベル」の順にクリックします。
アーティファクト・ラベルの指定を参照してください。

• 参照カードとは、別のナビゲーション・フローからすでに参照されているカードのこ
とです。すでに参照されているカードへの参照は、ナビゲーション・フローではサポ
ートされず、既存のカードを追加する際にオブジェクト・ライブラリで選択できませ
ん。次に例を示します:

– リモート・アーティファクトやリモート・タブを参照しているカードは、既存の
カードを追加する際にオブジェクト・ライブラリから使用できません。

– 別のナビゲーション・フローのタブを参照しているカードは、既存のカードを追
加する際にオブジェクト・ライブラリから使用できません。

カードは、現在選択されているカードまたはクラスタの下に兄弟として、リストに追加さ
れます。カードをクラスタに追加するには、クラスタへのカードのグループ化を参照して
ください。

ノート:

カードまたはクラスタを選択しないでカードを追加すると、リストの最後に追
加されます。
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3. 新しいカードをナビゲーション・フローに追加するには、リスト内のノードを右ク
リックし(または をクリックし)、「カードの追加」をクリックして、新しいカー
ドの詳細を選択します:

表 8-1 新しいカードの詳細

ラベル 説明
名前 カードのラベルを入力します。

必ず、ナビゲーション・フロー設計のベスト・プラクティスと
命名に関する考慮事項に記載されている命名規則に従ってく
ださい。

表示可能 ホーム・ページ上でカードをユーザーに表示するかどうかを選
択します。

クラスタ クラスタが存在する場合、カードのクラスタを選択するか、「な
し」を選択します。

アイコン 作成するカードについて表示するアイコンを選択します。グ
ラフィック・ライブラリで提供されている、使用可能なグラフ
ィックから選択してください。

ページ・タイプ 「単一ページ」または「表形式ページ」のフォーマットを選択
します。

コンテンツ・ソース 「単一ページ」フォーマットを選択した場合は、「アーティファ
クト」または「URL」を選択します。
• アーティファクトの場合は、 をクリックして、アーテ
ィファクト・ライブラリのアーティファクトを選択しま
す。たとえば、アーティファクトがフォームである場合、
アーティファクトのリストから特定のフォームを選択し
ます。使用可能なアーティファクトには、フォーム、ダッ
シュボード、レポートがあります。別の環境からアーティ
ファクトを選択するには、「自分の接続」でターゲット環
境を選択して、追加するアーティファクトを選択します。

• 「URL」の場合は、完全な URL(たとえば、Oracle Analytics
Cloudダッシュボードをカードに埋め込むための URL)を
入力し、「プレビュー」をクリックして入力した URLをポ
ップアップ・ウィンドウで確認します。
https://セキュリティ・プロトコルで始まる外部サイト
の URLのみを挿入します。内部または相対 URLや、同意
していないサード・パーティ・サイトの URLは使用しな
いでください。EPM Cloudアプリケーションにサード・パ
ーティ・ページを埋め込むための URLの使用についてを
参照してください。

向き 「表形式ページ」フォーマットを選択した場合は、「垂直」また
は「水平」を選択して、新規または既存のタブおよびサブ・タ
ブを追加します。表形式ページへのタブの追加を参照してく
ださい。

カードは、現在選択されているカードまたはクラスタの下に兄弟として、リストに
追加されます。カードをクラスタに追加するには、クラスタへのカードのグループ
化を参照してください。
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ノート:

カードまたはクラスタを選択しないでカードを追加すると、リストの最後に追
加されます。

4. 「保存して閉じる」をクリックします。
ナビゲーション・フローをリロードして設計時の変更を表示するには、ナビゲーション・フ
ローのリロードを参照してください。

表形式ページへのタブの追加
タブは水平または垂直方向にすることができます。たとえば、「有効な交差」カード(「アプリ
ケーション」クラスタの下)は、2つの水平タブ(「セットアップ」および「レポート」)がある表
形式ページです。

ノート:

レッドウッド・エクスペリエンスが有効になっている場合、「設定」タブと「レポー
ト」タブがページの下部にあります。

垂直タブのある表形式ページも作成できます。垂直タブにはグラフィックが表示され、カー
ソルをタブに置くと、テキストが表示されます。水平タブには、テキストのみのラベルまた
はテキストとアイコンのラベルが表示されます。
最適なユーザー・エクスペリエンスを確保するために、ナビゲーション・フロー設計のベス
ト・プラクティスを確認してください。ナビゲーション・フロー設計のベスト・プラクティ
スと命名に関する考慮事項を参照してください。
表形式ページにタブを追加するには:

1. 「ナビゲーション・フロー」ページを開き、編集するナビゲーション・フローの名前をク
リックします。ナビゲーション・フローの表示と操作を参照してください。

2. 編集するカードの名前をクリックして既存のカードを編集するか、カードを右クリックし
(または をクリックし)、「カードの追加」をクリックして新しいカードを追加します。

3. 「カードの管理」ページで、次のオプションを選択します:

• 「ページ・タイプ」で、「表形式ページ」を選択します。
• 「向き」で、「垂直」または「水平」を選択します。
「カードの管理」ページの下部にタブ・リストが表示されます。

4. 既存のタブを編集するには、タブのリストからタブ名をクリックして、タブの詳細を編集
します。

5. 新規または既存のタブを追加するには:

a. 既存のタブを追加するには、「カードの管理」ページの下部のリストでタブを右クリ
ックし、「既存タブの追加」をクリックし(または「既存タブの追加」ボタンをクリッ
クし)、オブジェクト・ライブラリからタブを選択して、「OK」をクリックします。
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ノート:

参照タブとは、別のナビゲーション・フローからすでに参照されてい
るタブのことです。すでに参照されているタブへの参照は、ナビゲー
ション・フローではサポートされず、既存のタブを追加する際にオブ
ジェクト・ライブラリで選択できません。次に例を示します:

• リモート・アーティファクトやリモート・サブタブを参照してい
るタブは、既存のタブを追加する際にオブジェクト・ライブラリ
から使用できません。

• 別のナビゲーション・フローのサブタブを参照しているタブは、
既存のタブを追加する際にオブジェクト・ライブラリから使用で
きません。

b. 新しいタブを追加するには、タブを右クリックし、「新規タブの追加」をクリ
ックし(または「新規タブの追加」ボタンをクリックし)、タブの詳細を編集し
ます。

c. 新しいタブのコンテンツを選択します:

• アーティファクトの場合は、 をクリックして、アーティファクト・ラ
イブラリのアーティファクトを選択します。たとえば、アーティファクト
がフォームである場合、アーティファクトのリストから特定のフォームを
選択します。使用可能なアーティファクトには、フォーム、ダッシュボー
ド、レポートがあります。別の環境からアーティファクトを選択するには、
「自分の接続」でターゲット環境を選択して、追加するアーティファクトを
選択します。

• 「URL」の場合は、完全な URL(たとえば、Oracle Analytics Cloudダッシ
ュボードをタブに埋め込むための URL)を入力し、「プレビュー」をクリッ
クして入力した URLをポップアップ・ウィンドウで確認します。
https://セキュリティ・プロトコルで始まる外部サイトの URLのみを挿
入します。内部または相対 URLや、同意していないサード・パーティ・
サイトの URLは使用しないでください。EPM Cloudアプリケーションに
サード・パーティ・ページを埋め込むための URLの使用についてを参照
してください。

タブは、現在選択されているタブの下に兄弟として、リストに追加されます。

ノート:

タブを選択しないでタブを追加すると、リストの最後に追加されま
す。

6. 新規または既存のサブ・タブをタブに追加するには:

a. タブ・リストでタブの名前をクリックします。
b. 「ページ・タイプ」で、「表形式ページ」を選択します。
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c. タブを右クリックし、「新規サブ・タブの追加」または「既存サブ・タブの追加」を
クリックし(または「新規サブ・タブの追加」または「既存サブ・タブの追加」ボタ
ンをクリックし)、サブ・タブの詳細を編集します。

d. 新しいサブ・タブのコンテンツを選択します:

• アーティファクトの場合は、 をクリックして、アーティファクト・ライブラ
リのアーティファクトを選択します。たとえば、アーティファクトがフォームで
ある場合、アーティファクトのリストから特定のフォームを選択します。使用可
能なアーティファクトには、フォーム、ダッシュボード、レポートがあります。
別の環境からアーティファクトを選択するには、「自分の接続」でターゲット環境
を選択して、追加するアーティファクトを選択します。

• 「URL」の場合は、完全な URL(たとえば、Oracle Analytics Cloudダッシュボー
ドをサブ・タブに埋め込むための URL)を入力します。「プレビュー」をクリック
して入力した URLをポップアップ・ウィンドウで確認します。
https://セキュリティ・プロトコルで始まる外部サイトの URLのみを挿入しま
す。内部または相対 URLや、同意していないサード・パーティ・サイトの URL
は使用しないでください。EPM Cloudアプリケーションにサード・パーティ・ペ
ージを埋め込むための URLの使用についてを参照してください。

サブ・タブは、現在選択されているタブの下に兄弟として、リストに追加されます。

ノート:

タブを選択しないでサブ・タブを追加すると、リストの最後に追加されま
す。

7. 「保存して閉じる」をクリックします。
ナビゲーション・フローをリロードして設計時の変更を表示するには、ナビゲーション・フ
ローのリロードを参照してください。

ノート:

• カードに複数のタブまたはサブ・タブがある場合、同じセッションで次にその
カードにアクセスすると、ユーザーが前回アクセスしたタブが開きます。ユー
ザーがログアウトして再度ログインした場合には、デフォルトのタグが表示さ
れます。

• 別のナビゲーション・フローまたは別の環境から追加されたタブやサブ・タブ
には、ソース・ナビゲーション・フローで定義されたローカライズ済ラベルが
表示されます。ナビゲーション・フローでタブ・ラベルを更新するには、ホー
ム・ページで「ツール」、「アーティファクト・ラベル」の順にクリックします。
アーティファクト・ラベルの指定を参照してください。
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EPM Cloudアプリケーションにサード・パーティ・ページ
を埋め込むための URLの使用について

Oracle Enterprise Performance Management Cloudでは、IFrameを使用してサード・
パーティ URLを埋め込みます。IFrameでは、埋め込まれるページによって、埋め込
む先のページが承認される必要があります。たとえば、sharepoint.comのページを
EPM Cloudアプリケーションに埋め込む場合、oraclecloud.comに sharepoint.comの
ページを埋め込むことが、sharepoint.comによって許可される必要があります。
このことは、埋め込む必要があるページのWebアプリケーションのコンテンツ・セキ
ュリティ・ポリシーで、oraclecloud.comを追加することで実現できます。
サード・パーティ・ページを埋め込む際は、ページが一般に公開されるかログインを
必要とするかも考慮する必要があります。たとえば、wikipedia.orgのページは認証を
必要としません。
認証が必要なページを埋め込む場合、ページに対して SSOを有効にできるかどうかを
確認する必要があります。そうでない場合、ページは IFrame内にロードされない場合
があります。回避策として、別のブラウザ・タブでそのWebアプリケーションにログ
インし、次に EPM Cloudアプリケーションから同じページにアクセスすると、ページ
は開きます。
この URLサポート機能によって、次のタイプのページを埋め込むことができます:

• 他の Oracle製品(SSOを有効にする必要があります)

• 顧客が所有するWebアプリケーション(コンテンツ・セキュリティ・ポリシーを更
新し、SSOを有効にすることによって(または同様にして)、EPM Cloudアプリケ
ーションを許可する必要があります)

• パブリック・ドメインのページ(wikipedia.orgなど)

Note:

Oracleでサポートしているものではありませんが、ナビゲーション・フロ
ー・カード、タブ、サブ・タブ内に次のリソースへのリンクを埋め込むこと
もできます:

• Googleスプレッドシート
• Googleドライブに保存されているファイル(PDFや Excelなど)

• Microsoft Office 365に保存されているファイル
サード・パーティ・サイトが提供する指示に従って、EPM Cloudアプリケー
ションで使用できる URLを生成します。

ナビゲーション・フロー、カードおよびタブの削除
次のナビゲーション要素は削除できません。
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• 「アプリケーション」クラスタと「アプリケーション」クラスタ内の「設定」アイコン。
• 「ツール」クラスタと「ツール」クラスタ内の次のアイコン。

– アクセス制御
– ナビゲーション・フロー
– 日次メンテナンス
– 移行

ナビゲーション・フロー、カードおよびタブを削除するには:

1. 「ナビゲーション・フロー」ページを開きます。ナビゲーション・フローの表示と操作を
参照してください。

2. ナビゲーション・フローを削除する場合:

a. 削除するナビゲーション・フローを選択します。
b. ページの右上隅で をクリックし、「削除」をクリックします。

ノート:

デフォルトと呼ばれる事前定義済ナビゲーション・フローは削除できません。

3. カードを削除する場合:

a. 編集するナビゲーション・フローの名前をクリックします。
b. 削除するカードの「削除」列で をクリックします。

4. タブを削除する場合:

a. 編集するナビゲーション・フローの名前をクリックします。
b. 編集するカードの名前をクリックします。
c. 「タブの管理」ページの下部にあるタブ・リストで、削除するタブの「削除」列の
をクリックします。

ナビゲーション・フローをリロードして設計時の変更を表示するには、ナビゲーション・フ
ローのリロードを参照してください。

クラスタへのカードのグループ化
クラスタは、カードのグループです。最初にクラスタを作成する必要があり、その後でカー
ドを割り当てることができます。既存のクラスタもナビゲーション・フローに追加できます。
最適なユーザー・エクスペリエンスを確保するために、ナビゲーション・フロー設計のベス
ト・プラクティスを確認してください。ナビゲーション・フロー設計のベスト・プラクティ
スと命名に関する考慮事項を参照してください。
カードをクラスタに割り当てるには:

1. 新しいクラスタを作成するか、既存のクラスタを追加します。
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a. 「ナビゲーション・フロー」ページを開き、クラスタを追加するナビゲーショ
ン・フローの名前をクリックします。ナビゲーション・フローの表示と操作を
参照してください。

b. 新しいクラスタを作成するには、リストでカードまたはクラスタを右クリック
(あるいは をクリック)して、「クラスタの追加」をクリックし、クラスタの
詳細を入力または選択し、クラスタのグラフィックを選択します。

ノート:

必ず、ナビゲーション・フロー設計のベスト・プラクティスと命名に
関する考慮事項に記載されている表示規則と命名規則に従ってくだ
さい。

クラスタは、現在選択されているクラスタの下に兄弟としてリストに追加され
ます。

ノート:

最初にカードまたはクラスタを選択せずに追加されたクラスタは、リ
ストの最期に追加されます。

c. 既存のクラスタを追加するには、リストでカードまたはクラスタを右クリック
(あるいは をクリック)して、「既存のカード/クラスタの追加」をクリックし
ます。別の環境から既存のクラスタを追加する場合は、リストでカードまたは
クラスタを右クリック(あるいは をクリック)し、「既存のカード/クラスタの
追加」をクリックして、「自分の接続」でターゲット環境を選択して、ナビゲ
ーション・フローに追加するクラスタを選択します。

ノート:

• Narrative Reportingおよび Profitability and Cost Management
で、「既存のカード/クラスタの追加」オプションを使用して直接
クラスタを選択することはできません。

• 別のナビゲーション・フローまたは別の環境から追加されたクラ
スタには、ソース・ナビゲーション・フローで定義されたローカ
ライズ済ラベルが表示されます。ナビゲーション・フローでクラ
スタ・ラベルを更新するには、ホーム・ページで「ツール」、「ア
ーティファクト・ラベル」の順にクリックします。
アーティファクト・ラベルの指定を参照してください。

• 参照クラスタとは、別のナビゲーション・フローからすでに参照
されているクラスタのことです。すでに参照されているクラス
タへの参照はナビゲーション・フローでサポートされておらず、
既存のクラスタを追加するときにオブジェクト・ライブラリで選
択可能にはなりません。
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クラスタは、現在選択されているカードまたはクラスタの下に兄弟としてリストに追
加されます。

ノート:

最初にカードまたはクラスタを選択せずに追加されたクラスタは、リストの
最期に追加されます。

d. 「保存して閉じる」をクリックします。
2. 次のいずれかのオプションを使用して、クラスタに含めるカードを選択します:

a. 追加するカードに移動します。カードが別の環境に含まれている場合は、最初に「自
分の接続」で環境を選択してから、その環境内のカードに移動します。次のいずれか
のオプションを使用して、クラスタにカードを割り当てます:

• 「順序」列のカードの右側で、 をクリックして、クラスタを選択し、「OK」を
クリックします。

• カードの詳細を表示するカードの名前をクリックし、「クラスタ」で、カードのク
ラスタを選択し、「OK」をクリックします。

b. カードを追加するクラスタに移動して、クラスタを右クリック(または をクリッ
ク)して、クラスタへのカードの追加をクリックして、オプションを選択します:

• 既存のカードの追加を選択して、既存のカードを選択するか、別のクラスタから、
選択したクラスタに既存のカードを追加します。

• 「カードの追加」を選択して、カードの詳細を入力して、選択したクラスタに新し
いカードを追加します。

ノート:

カードまたはクラスタが別のナビゲーション・フローからすでに参照されて
いる場合、そのクラスタにそのカードを追加することはできません。

c. 「保存して閉じる」をクリックします。
カードがクラスタの子としてリストに表示されます。必要に応じて、カードの横にある上
矢印と下矢印を使用して、クラスタ内でカードの順序を変更します。

ナビゲーション・フローをリロードして設計時の変更を表示するには、ナビゲーション・フ
ローのリロードを参照してください。

ナビゲーション・フローのリロード
ナビゲーション・フローの操作時に設計変更を表示するには、ナビゲーション・フローをリ
ロードします。
設計変更を行った後にナビゲーション・フローをリロードするには:

1. ホーム・ページで、ユーザー名の横にある下矢印(画面の右上隅)をクリックします。
2. 「設定およびアクション」メニューで、「ナビゲーション・フローのリロード」をクリック
します。
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実行時のナビゲーション・フローの切替え
複数のグループに属している場合、またはナビゲーション・フローが役割に割り当て
られている場合、複数のナビゲーション・フローにアクセスできます。

ノート:

サービス管理者の役割が割り当てられたユーザーは、すべてのナビゲーショ
ン・フローにアクセスできます。

実行時にナビゲーション・フローを切り替えるには:

1. ホーム・ページで、 をクリックします。
2. 表示するナビゲーション・フローを選択します。
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9
インフォレットの設計

関連トピック
• インフォレットについて
• インフォレットの詳細分析
• インフォレットの内容の決定
• インフォレット・デザイナの使用
• インフォレットの作成
• インフォレットの操作
• インフォレットにアクセスするアプリケーション・インタフェースのカスタマイズ

インフォレットについて
インフォレットを使用すると、各種のソースから生成される概要レベルの必須情報を表示し、
扱うことができるので、どこに注意を向けるべきかすぐに評価できます。管理者は、インフ
ォレットの作成、再設計、およびインフォレットへの権限の割当てを行います。

インフォレットの設計方法を学習するには、次の概要ビデオをご覧ください。 概要ビ
デオ
インフォレットとは何か
インフォレットとは、自己完結型で対話型のボックス・コンテナです。テキストとチャート
を使用して情報を表示します。インフォレットは対話型で、概要レベルで集約された必須情
報を段階的に表示するので、一目で参照しやすく、必要に応じて迅速に対処できます。イン
フォレットは、最大で 3つのチャートまたは一連の値を表示できるように、切替えとサイズ
変更が可能です。
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インフォレットの詳細は、インフォレットの詳細分析を参照してください。
インフォレットの使用方法
インフォレットは、次の用途に使用できます。
• 必須の情報を使いやすい形で示す
• 最もクリティカルな質問に対する答えを示す

– 何が新しく、何が変更されていますか?

– 自分の作業をサポートする最も重要な情報は何ですか?

• ユーザーの作業を迅速に評価して優先順位を設けられるように、重要な情報をユー
ザーの役割ごとにグループ化する

• 必須の情報やアクションを段階的に表示する
インフォレットを切替えまたは展開することで、このような追加の詳細情報をさま
ざまなインフォレット・ビューで表示します。ただし、使用できるインフォレッ
ト・ビューは 1つのみです。

• 必須の情報や概要情報を、視覚的にリッチな形で示す
レポート機能のように特に複雑な情報を扱うとき、または詳細なビジュアルを示すと
きには、インフォレットは使用しないでください。
インフォレットの内容の決定を参照してください。
インフォレット・ページとは何か
インフォレット・ページとは、1つ以上のインフォレットが表示されるページです。こ
れにはコンテナがあり、インフォレットが占めるスペースを管理したり、ブラウザの
サイズとインフォレットのサイズに合せて再配置したりできます。作成した各インフ
ォレットは、1つのインフォレット・ページに属します。ホーム・ページで「ライブラ
リ」、「インフォレット」タブの順にクリックし、インフォレット・ページのリストを
表示します。
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ノート:

この更新では、上の画像で示されている機能をすべて使用できるわけではありませ
ん。それらの機能には、今後の更新で対応する予定です。

インフォレットの操作を参照してください。

インフォレットの詳細分析
インフォレットのビュー
1つのインフォレットは、最大 3つのビューをサポートしています。
• 前面ビュー(必須)

• 背面ビュー(オプション)

• 展開ビュー(オプション)

インフォレット・ビューでは、基礎となるフォームとディメンションに割り当てられている
アクセス権を保持します。したがって、ユーザーごとにアクセス権が異なれば、同じインフ
ォレットでも表示されるビューは異なることがあります。
前面ビュー(必須)

前面ビューは必須です:

• 自分の作業に直接影響する概要レベルの情報を一目で見ることができます。たとえば、前
面ビューには、ステータス、数、合計、最新の更新などを表示できます

• 一目でわかりやすくなっているため、詳細を調べたい重要な情報の識別に役立ちます
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• 3x2を除いてすべてのインフォレット・サイズを使用できます(詳細は、後述のイ
ンフォレット・サイズの情報を参照)

• 展開ビューを、前面ビューまたは背面ビューで元のサイズに戻せます
• 「アクション」メニュー・アイコンはカーソルを置いたときだけ表示され、背面切
替えアイコン(オプション)または展開アイコンが右下隅に表示されます

ノート:

ビューを 1つだけ表示する場合は、前面ビューにする必要があります。

 

 
背面ビュー(オプション)

背面ビューはオプションです:

• 分析情報(グラフなど)を表示します
• スキャンしやすいため、前面ビューに表示された情報を調べたり、さらに知ること
ができます

• サイズは前面ビューと同じです
• 「アクション」メニュー・アイコンはカーソルを置いたときだけ表示され、前面切
替えアイコンが左下隅に、展開アイコン(オプション)が右下隅に表示されます

 

 
展開ビュー(オプション)

展開ビューはオプションです:

• 前面ビューまたは背面ビューで示される 1つのデータ・ポイントまたは個々のデー
タについて、さらに詳細を表示します。たとえば、展開ビューでは、1つのオブジ
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ェクトまたは最近の項目の一覧について、前面ビューや背面ビューに表示される内容より
も詳細な情報を表示できます

• アクションを実行して作業領域ページの注目すべき内容に移動してよいかどうか、十分な
情報に基づいて判断できます

• 他のビューからの移行もスムーズです。他のインフォレットが新しい位置に移動される
ので、スムーズでシームレスに展開できます。

• 前面ビューや背面ビューよりサイズを大きくする必要があります
• 「アクション」メニュー・アイコンはカーソルを置いたときだけ表示され、縮小アイコン
が右下隅に表示されます

 

 

インフォレットのサイズ
インフォレットのサイズは、次のように設定できます。

ノート:

1x1は、1列 1行(170ピクセル)のボックスを表します。

• 1x1

• 2x1

• 3x1

• 2x2

• 3x2 (展開ビューのみ)

前面ビューと背面ビューのサイズは、常に同じです。前面ビューのサイズを変更すると背面
ビューのサイズも自動的にリセットされます。展開ビューのサイズは必ず前面/背面ビューよ
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り大きくする必要があるため、インフォレットの前面/背面ビューのサイズを大きくし
た場合、展開ビューは前面/背面ビューより大きいサイズに自動的にリセットされます。

ノート:

前面ビューと背面ビューには、3x2のサイズは使用できません。このサイズ
は、展開ビューのみに適用可能です。

ビューのサイズとタイトルは、インフォレット・メニューを使用してプロパティ・ボ
ックスで、デザイナによって設定されます。インフォレット・デザイナの使用を参照
してください。
インフォレット・ビュー間の移動
1つのインフォレットは、次のいずれかのビューの組合せで作成できます。
1. 前面ビューのみ
2. 前面ビューと背面ビュー
3. 前面ビューと展開ビュー
4. 前面ビュー、背面ビュー、展開ビュー
ビュー間を切り替えるには、インフォレットの右下隅または左下隅にある切替えアイ
コン、展開アイコン、縮小アイコンを使用します。下隅にカーソルを置くと、切替え、
展開、縮小のアイコンが表示されます。

インフォレットの内容の決定
インフォレットの内容を決めるときは、次の一般的なヒントを参照してください。
• 既存のダッシュボードと作業領域ページを確認します。
ダッシュボードと作業領域ページは、情報サマリーがまとめて表示されるので、出
発点として最適です。

• 10/90/90の原則を適用します。
重要性が高く利用しやすい、ユース・ケースの上位 10%からあがる FAQに対処す
る情報を探します。このユース・ケースは、ビジネス・インテリジェンス、ソーシ
ャル、トランザクション、外部など全社から集まります。
次に、この情報に絞って、ユーザーの 90%が、時間の 90%で得られるメリットが
何かを検討します。既存のダッシュボードの内容、既存の作業領域ページ、または
全般にこの 10/90/90の原則を適用して、インフォレットに適した情報を選定しま
す。

• 上位のユース・ケースを、よくあるビジネス上の質問の形で書きなおします。
これらのビジネス上の質問に答えるように、対応するインフォレットの内容を提示
します。たとえば、対応の困難なオーダーの数をステータス別に一覧するなどで
す。

• 複数の情報ポイントではなく、1つのポイント、または密接に関連があり相互に依
存する一連のポイントを探します。
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インフォレットの内容を決定するプロセスは、ダッシュボードの内容を作成するプロセス
に類似していますが、分析のレベルはもっと深くなります。3つ以下の情報階層ビューで
表示するのに適しており、ビジネス上のクリティカルな質問の答えになる情報を、1つの
データ・ポイントまたはデータ・セットから探します。

• 最も重要な 1つのポイントから始めます。
1つのインフォレットには、データの 1つの側面つまり情報ポイントに関する集約情報が
表示されます。ユーザーが知る必要のあるイベント、またはユーザーが対処する必要のあ
るタスクに関連する情報です。
ダッシュボードに、1つ以上のオブジェクトの複数の側面(数字の合計や通貨の合計)が含
まれている場合は、最も重要な 1つのポイントから始め、インフォレットの前面ビューに
対する 1つの概要(たとえば、合計としてスタイル付きの数値を使用するなど)を追加して
きます。次に、必要に応じて背面ビューの内容を決めます。最後に、必要に応じて展開ビ
ューの内容を決めます。
1つのインフォレットで、4つ以上のビューは追加できません。インフォレットに表示す
るデータ・ポイントが 1つのみ、または密接に関連があり相互に依存するデータ・セット
が１つのみの場合は、前面ビューのみ使用します。

関連リンク
インフォレットのフォームの設計
インフォレットのチャートの設計

インフォレットのフォームの設計
インフォレットでは、小さいデータ・セットの単一のフォームのみ使用します。フォームに
設定されているアクセス権限がインフォレットで保持されます。
インフォレットで個々に使用されるフォームを作成できます。
• フォルダで使用するフォームは、従来のデータ入力フォームよりセルが少なくなります。
たとえば、インフォレットで使用するフォームのセルは 12以下です。

• インフォレットで使用するフォームは、行と列を 12以下にしてください。フォームの行
と列が 12を超えた場、12行および 12列までしか表示されません。

• 現在、インフォレットはページ・ディメンションまたは POVをサポートしていないた
め、インフォレットで使用するフォームにページ・ディメンションは使用しないでくださ
い。

• インフォレットで使用するフォームにグリッドが含まれ、メンバーを展開すると、インフ
ォレットでは展開したメンバーも含めて、フォームのメンバーがすべて表示されます。

インフォレットのチャートの設計
静的な内容を表示するには、チャートのタイトルとサブタイトルを使用します。
インフォレットで使用できるチャートは 6種類あります:

• 棒 - 複数のデータ値のグラフィカルなサマリーを表し、比較に利用します。棒グラフは、
垂直または水平に表示できます。棒グラフのインフォレットでは、棒の数を最大で 8つま
でに抑えることをお薦めします。
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• 縦棒 - 異なるデータ・セット同士を積み重ねて表す棒グラフです。1つの棒の最終
的な高さは、データ・セットを合算した値を表します。

• 円 - 円グラフでは、分割したスライスでデータ・セット同士を比較します。円グラ
フのインフォレットでは、スライスの数を最大で 6つまでに抑えることをお薦めし
ます。

• ドーナツ - 円グラフをセグメントに分割し、データ・セット同士を比較します。中
央の空白は、全データ・セットの合計を表します。ドーナツ・チャートのインフォ
レットでは、セグメントの数を最大で 6つまでに抑えることをお薦めします。

• 折れ線 - 一定期間にわたるデータのトレンドをビジュアル化するときに使用しま
す。

• タイル - データ・セットから、表示する特定の値を選択できます。タイル・チャー
トのインフォレットでは、タイルの数を最大で 3つまでに抑えることをお薦めしま
す。

ノート:

タイル・チャートで使用できるサイズは 1x1のみです。タイル・チャー
トを使用しているインフォレットは、チャート・タイプを変更しないか
ぎりサイズを変更できません。タイル・チャートを 1x1より大きいイン
フォレットにドラッグ・アンド・ドロップすると、インフォレットのサ
イズかチャート・タイプか、どちらかを変更するよう指示されます。

インフォレット・デザイナの使用
管理者は、インフォレット・デザイナを使用してインフォレットおよびインフォレッ
ト・ページを作成します。インフォレット・デザイナでは、ランタイム・ビューとデ
ザイナ・ビューを簡単に切り替えることができます。
インフォレット・デザイナにアクセスするには:

1. ホーム・ページで「ライブラリ」をクリックし、「インフォレット」タブを選択し
ます。

2. 「作成」をクリックするか、リストでインフォレット・ページを選択します。
3. 「アクション」をクリックし、「編集」をクリックします。リストでインフォレット
名をクリックすると、そのインフォレット・ページのランタイム・バージョンが開
きます。ランタイム・ビューとデザイナ・ビューは、 をクリックして切り替え
られます

インフォレット・デザイナ
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インフォレット・ツールバー
右上にインフォレット・ツールバーがあります。

- インフォレット・デザイナを、前回保存した状態に戻します

- Essbaseからのデータをリフレッシュし、データベースからインフォレット定義を更新しま
す

- インフォレット・デザイナの要素をすべて非表示にし、実行時にユーザーに見えるのと同じ
ようにインフォレットを表示します

 - ランタイム・モードから、インフォレット・デザイナを表示します
インフォレット・デザイナ・パレット
左側には、デザイナ・パレットがあります。デザイナ・パレットには、「フォーム」と「チャ
ート・タイプ」の 2つのタブがあります。デザイナ・パレットでオブジェクトをハイライト
し、ドロップ・ゾーンまでドラッグ・アンド・ドロップします。
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デザイナ・パレットのオブジェクト:

• フォーム - フォームをスクロールするか、名前で検索して、インフォレットに含め
る単一のフォームを選択します。フォームの詳細は、インフォレットのフォームの
設計を参照してください。

ノート:

フォームに設定されているアクセス権限がインフォレットで保持されま
す。

• チャート・タイプ - インフォレットに含めるチャート・タイプを選択します。イン
フォレットのチャートには、データ・ソースとしてチャートとフォームを関連付け
るまで、サンプルのデータが表示されています。チャートをフォームにリンクする
と、ユーザーは、関連付けられたチャートに対するフォームでのデータ変更の影響
を確認できます。チャートにフォームを関連付けるには、チャートをハイライトし
てドロップ・ゾーンまでドラッグ・アンド・ドロップし、インフォレット右上隅に
カーソルを置いて「データ」、「フォーム」の順でクリックしてデータ・ソースを選
択します。チャートの詳細は、インフォレットのチャートの設計を参照してくださ
い。
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インフォレット・メニュー
インフォレット・メニューを操作するには、インフォレットの右上隅にカーソルを置き、下
矢印をクリックして、メニュー・オプションを表示します:

• レイアウト - インフォレットのヘッダーとサブタイトルを編集できます。

ノート:

指定するヘッダーは、1つのインフォレットではすべてのビューで同じですが、
各ビューに違うサブタイトルを指定することはできます。たとえば、1つのイン
フォレットの前面、背面、展開の各ビューに異なるサブタイトルを指定できま
すが、ヘッダーは同じにする必要があります。

• チャート・タイプ - インフォレットのデータを選択したチャート・タイプで表示します
• サイズ - インフォレットを選択したサイズで表示します
• データ - インフォレットにデータ・ソースを関連付けます
• 削除 - ページからインフォレットを削除します
• クリア - インフォレットの詳細をクリアします

インフォレットの作成
インフォレットを作成するには:

1. ホーム・ページで「ライブラリ」をクリックし、「インフォレット」タブをクリックしま
す。

2. 「作成」をクリックします。
3. インフォレット・ページ名をクリックして、作成する新しいインフォレット・ページのタ
イトルを入力します。

4. 左側のデザイナ・パレットから、「フォーム」タブまたは「チャート・タイプ」タブを選
択し、オブジェクトをハイライトして、インフォレットのドロップ・ゾーンまでドラッ
グ・アンド・ドロップします。

5. インフォレット・メニューを使用してインフォレットをカスタマイズし、「保存」をクリ
ックします。

「インフォレット」リスト・ページで「別名コピー」アクションを使用すると、インフォレッ
トを簡単に複製して変更できます。インフォレットを選択して「アクション」をクリックし、
「別名コピー」をクリックします。

インフォレットの操作
インフォレット・ページを作成すると、「インフォレット」タブのインフォレット・リストに
表示されます。
1. ホーム・ページで「ライブラリ」をクリックし、「インフォレット」タブを選択します。
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ノート:

管理者のみが、ファイル(ダッシュボード、インフォレット、フォーム、
レポートなど)を「ライブラリ」ルート・フォルダに追加できます。

2. インフォレットを操作するには、次のアクションを実行します。
• インフォレットを作成するには、「作成」をクリックします。インフォレット
の作成を参照してください。

• インフォレット・リストをリフレッシュするには、「リフレッシュ」をクリッ
クします。

• インフォレット・ページで次のアクションを実行するには、インフォレット・
ページに隣にある「アクション」アイコンをクリックし、次のように選択しま
す。
– 編集
– 名前変更
– 別名コピー
– 削除
– 「デフォルト」または「マーク解除」
– 権限の割当て

ノート:

• 「デフォルト」を選択すると、インフォレット・ページがデフォルト
としてマークされます。デフォルトとしてマークされたインフォレ
ット・ページには、ホーム・ページのグローバル・ヘッダーの下に表
示される 2つ目のインフォレット・ドットをクリックするだけで、
ホーム・ページから直接アクセスできます。インフォレット・ページ
から「デフォルト」設定を削除するには、「マーク解除」を選択しま
す。

• デフォルトとしてマークできるのは、インフォレット・ページとダッ
シュボードのどちらかです。ダッシュボードを先にデフォルトとし
てマークしている場合、インフォレット・ページをデフォルトとして
マークすると、デフォルトのダッシュボードが上書きされます。逆
に、インフォレットが先にデフォルトとしてマークされている場合、
後からダッシュボードをデフォルトとしてマークすると、デフォルト
のインフォレットが上書きされます。

インフォレットにアクセスするアプリケーショ
ン・インタフェースのカスタマイズ

インフォレット・ページへのリンクを追加できるように、ナビゲーション・フロー・
デザイナを使用して、アプリケーション・インタフェースをカスタマイズできます。
インフォレット・ページにアクセスするアプリケーション・インタフェースをカスタ

第 9章
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マイズすると、ホーム・ページでグローバル・ヘッダーの下にドットが表示されます。ホー
ム・ページに表示される各ドットが 1つのインフォレット・ページを表しており、ドットに
カーソルを置くと、インフォレット・ページの名前が表示されます。インフォレットのドッ
トをクリックすると、それに関連付けられているインフォレット・ページが開きます。ホー
ム・ページに定義できるインフォレットのドットは、最大 7つです。他の EPM Cloudサブス
クリプションへの接続をすでに作成している場合は、他の EPM Cloudサブスクリプションで
もインフォレット・ページへのリンクを追加できます。
 

 

アクセス権のあるインフォレット・ページのドットのみがホーム・ページに表示され、ユー
ザーに見えます。表示されるインフォレット・ドットのタイプは、次のとおりです。
• ホーム・ドット - 常に最初に表示されるドットで、ホーム・ページにリンクしています。
ホーム・ドットは 1つだけです。ホーム・ページ以外を閲覧しているときは、ホーム・ド
ットをクリックするとホーム・ページに戻ります。

• ユーザー・ドット - エンド・ユーザーがデフォルトのインフォレット・ページとしてマー
クしたインフォレット・ページにリンクします。ユーザー・ドットは 1つだけで、必ずユ
ーザーのホーム・ページでホーム・ドットの後に表示されます。ユーザー・ドットは、ナ
ビゲーション・フロー・デザイナでは追加できません。インフォレットをデフォルトとし
てマークする方法の詳細は、インフォレットの操作を参照してください。

• カスタマイズ可能ドット - 管理者が作成したインフォレット・ページにリンクします。カ
スタマイズ可能ドットは、ナビゲーション・フローに統合でき、表示するかどうかと表示
の順序はナビゲーション・フロー・デザイナで決定します。カスタマイズ可能ドットは最
大 7つまでで、常にホーム・ドットとユーザー・ドットの後に表示されます。

ナビゲーション・フロー・デザイナを使用して、アプリケーション・インタフェースにイン
フォレット・ドットを追加するには:

1. ホーム・ページから、「ツール」、「ナビゲーション・フロー」の順にクリックします。
2. アクティブでないナビゲーション・フローをリストから選択し、ナビゲーション・フロ
ー・デザイナで「インフォレット」タブをクリックします。

3. 「+」(プラス記号)をクリックします。
4. 「インフォレットの管理」で、インフォレット・ドットに名前を付けて、表示/非表示を設
定し、 をクリックしてアーティファクト・ライブラリからインフォレットを選択しま
す。

ノート:

他の EPM Cloudサブスクリプションへの接続が作成してある場合は、そのサブ
スクリプションからインフォレットを選択することもできます。まず、「自分の
接続」でサブスクリプションを選択し、そのサブスクリプションのインフォレ
ットに移動します。

5. 「保存して閉じる」をクリックします。

第 9章
インフォレットにアクセスするアプリケーション・インタフェースのカスタマイズ

9-13



ノート:

インフォレットが、ナビゲーション・フローでタブまたはカードに関連付け
られている場合もあります。タブやカードを追加または更新する際には、ア
ーティファクト・ライブラリでインフォレットを選択します。

設計時のナビゲーション・フローに対する変更を確認するには、ナビゲーション・フ
ローをアクティブにし、ホーム・ページからユーザー名(画面の右上隅)の隣の下向き矢
印をクリックして、「ナビゲーション・フローのリロード」をクリックします。
ナビゲーション・フローの設計についてさらに学習するには、管理者ガイドのカスタ
ム・ナビゲーション・フローの設計に関する項を参照してください。
EPM Cloudサブスクリプションの接続についてさらに学習するには、管理ガイドで
「EPM Cloudのサブスクリプションの接続」を参照してください。
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10
ダッシュボードの設計

関連トピック
• ダッシュボードのメリット
• ダッシュボード設計の概念
• ダッシュボードの設計手順
• ダッシュボードのレイアウトについて
• ゲージ・チャート・タイプについて
• タイル・チャート・タイプについて
• ダッシュボードの色のカスタマイズ
• 折れ線グラフおよび組合せグラフの線幅の設定
• グローバル POVとローカル POVについて
• ダッシュボードの POVおよび有効交差
• ダッシュボードの表示
• ダッシュボード 1.0のダッシュボードの 2.0への変換
• ダッシュボード 2.0の作成および管理

ダッシュボードのメリット
ダッシュボードでは、通常サマリー・データが表示され、概要を把握できます。ダッシュボ
ードの多様な機能により、主要ビジネス・データについてチャート作成、評価、ハイライト、
コメント作成および変更を行うことができます。たとえば、ダッシュボードでフォーム内の
ボリュームなどのドライバを変更し、他のフォームやチャートでその影響を即座に確認でき
ます。
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ダッシュボードを作成するには、様々なオブジェクトをデザイン・パレットからダッ
シュボード・キャンバスにドラッグ・アンド・ドロップします。
ダッシュボードでは、次のことができます。
• フォームでデータを変更すると動的に更新される最大 6つのフォームとその関連
チャートを含めます。

• 最大 9つのチャートおよびタイルを含めます。タイルにはキューブの特定の値が
表示されます。各タイルに値を提供するには、フォームまたはセル交差をデータ・
ソースとして指定します。

• ダッシュボード・ユーザーに表示される内容を正確に確認できるように、デザイ
ン・パレットとランタイム・モードの使用を切り替えます。

• 面、棒、バブル、列、棒と折れ線の組合せ、ドーナツ、ファンネル、ゲージ、散
布、レーダーなどの多様なチャート・タイプを使用して、データを対話形式で表し
ます。

• 外部Webページを動的に表示するリンクを追加します。
• ダッシュボードのレイアウトを細かく操作します。たとえば、ダッシュボードの上
半分を 2つのフォームに使用し、下半分を 3つのチャートにそれぞれ 33%ずつ使
用できます。

• フォームの設計に応じて、ユーザーが基礎となる詳細にドリルダウンし、作業する
メンバーを選択できるようにします。

• グローバル POVバーとローカル POVにユーザー変数を含めます。
• 注釈と呼ばれるデータの説明をダッシュボードに含めます。
• 一部のチャートで:

– 色と線の幅をカスタマイズします。
– グリッド・ラインを表示します。(デフォルトでは、グリッドラインは非表示
です。)

第 10章
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ユーザーがダッシュボード(ランタイムと呼ばれる)を使用する場合、表示されるチャートのタ
イプやダッシュボードのタイトルなど、オブジェクトの様々な側面を設定できます。各オブ
ジェクト・タイプにツールバーを使用できます。ダッシュボード・ユーザーは、データの変
更と保存、ルールの実行などを行うことができます。ただし、実行時にチャート・タイプの
オプションに加えた変更は、次のセッションには保存されません。実行時に「保存」をクリ
ックすると、データは保存されますが、ダッシュボード定義は保存されません。
管理者は、ダッシュボードの作成、再設計、およびダッシュボードへの権限の割当てを行う
ことができます。
関連トピック:

• ダッシュボード設計の概念
• ダッシュボードの設計手順
• ダッシュボードのレイアウトについて
• ゲージ・チャート・タイプについて
• タイル・チャート・タイプについて
• ダッシュボードの色のカスタマイズ
• 折れ線グラフおよび組合せグラフの線幅の設定
• グローバル POVとローカル POVについて
• ダッシュボードの POVおよび有効交差

ダッシュボード設計の概念
ダッシュボードを設計する際には、次の情報が役立ちます。
• 左側には、デザイン・パレットがあります。パレットからキャンバスにオブジェクトをド
ラッグ・アンド・ドロップします。

ヒント:

オブジェクトを枠線までドラッグします。許可されたスペースにオブジェクト
をドロップできるようになると、ドラッグ・アイコンがプラス記号に変わりま
す。ダッシュボードのレイアウトについてを参照してください。

• 右上には、ダッシュボード全体の設定があります。

• 「設定」 を使用して、ダッシュボードの次の設定を指定します。
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ノート:

新しいダッシュボードを作成するとき、デフォルトでは枠線は非表示で
す。新しく作成するダッシュボードで枠線を表示するには、「表示」で枠
線の設定を変更する必要があります。

ノート:

管理者のみが、ファイル(ダッシュボード、インフォレット、フォーム、
レポートなど)を「ライブラリ」ルート・フォルダに追加できます。

POVの詳細は、グローバル POVとローカル POVについてを参照してください。
• 各オブジェクトの右上には、そのオブジェクトのツールバーがあり、その上にカー
ソルを置くと表示されます。

• ダッシュボードの作成時に、「ランタイム」 をクリックすると、ダッシュボー
ド・ユーザーに対するダッシュボードの外観と動作をすぐに確認できます。デザイ
ナ・モードに戻ってダッシュボードの設計を続行するには、「デザイナ」をクリッ
クします。

ダッシュボードの設計手順
ダッシュボードを設計するには:

1. ホーム・ページでライブラリをクリックし、「ダッシュボード」タブをクリックし
て「作成」をクリックします。

2. ダッシュボード名を入力します。
• デフォルトのダッシュボード名を変更するには、その名前をクリックし、入力
ボックスに新しい名前を入力します。
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• カスタム・フォーマットのタイトルをダッシュボードに指定するには、「設定」をク
リックし、「名前をタイトルとして使用」をクリアし、タイトルを入力して、ダイア
ログ・ボックスのフォーマットを設定します。

3. 左側のデザイン・パレットから、オブジェクトをダッシュボード・キャンバスにドラッ
グ・アンド・ドロップします。
次のオブジェクトから選択します。
表 10-1 ダッシュボード・タブ

タブ 説明
フォーム フォーム・フォルダをナビゲートするか、名前で検索して、ダ

ッシュボードに含める単一のフォームを選択します。

ノート:

フォームに設定されているアクセス権限がダッシ
ュボードで保持されます。

チャート・タイプ ダッシュボードに含めるチャート・タイプを選択します。最初
に追加した際、選択したチャートにはサンプル・データがあり
ます。続いて、それをそのデータ・ソースとしてのフォームに
関連付けます。チャートをフォームにリンクすると、ユーザー
は、関連付けられたチャートに対するフォームでのデータ変更
の影響をすぐに確認できます。
「組合せ」チャート・タイプでは、行データが交互に垂直棒と
折れ線でチャート内に表示されます。たとえば、フォームの行
1のデータは棒として、行 2のデータは折れ線として表示さ
れ、偶数と奇数の行のチャート・タイプが交互に入れ替わりま
す。「組合せ」チャート・タイプで表示できるデータは 20行
までですが、特に 2つのカテゴリのデータを比較する際に便利
です。たとえば、ドイツとフランスの平均為替レートを複数年
にわたって比較するため、フォームの行 1にドイツのレートが
あり、フランスのレートが行 2にある場合などです。
「ゲージ」チャート・タイプの詳細は、ゲージ・チャート・タ
イプについてを参照してください。

タイル パフォーマンス・タイルと呼ばれることもあり、タイルはキュ
ーブから特定の値を選択して表示できるチャート・タイプで
す。タイル・チャート・タイプについてを参照してください

外部アーティファクト 注釈: 「外部アーティファクト」、「注釈」の順に選択します。
データまたはチャートを説明するテキストを入力します。
URL: 「外部アーティファクト」、「URL」の順に選択し、動的
Webページ・サマリーを表示します。https://セキュリテ
ィ・プロトコルで始まる外部サイトの URLのみを挿入します。
内部または相対 URLや、google.comなどの同意していない
サード・パーティ・サイトの URLを使用しないでください。

4. ダッシュボード設定とオブジェクトのホバー・ツールバーを使用してダッシュボードをカ
スタマイズし、「保存」をクリックします。ダッシュボードのレイアウトについてを参照
してください。

「ダッシュボード」リスト・ページで「別名コピー」を使用すると、ダッシュボードを簡単に
複製して変更できます。ダッシュボードを選択し、「アクション」 をクリックします
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ダッシュボードのレイアウトについて
ダッシュボードをレイアウトするには:

• 最初にドラッグしたオブジェクトがキャンバス全体を占有します。
• その後、既存のオブジェクトの上下左右にオブジェクトをドラッグします。
• ダッシュボードのキャンバスには、2種類のドロップ・ゾーンがあります。

– 1つは、2つのオブジェクトを隣同士に配置するもので、それぞれが領域の半
分を占めます

– もう 1つは、3つのオブジェクトを配置するもので、それぞれが領域の 3分の
1を占めます

• オブジェクトを左右および上下に並べて表示するようにダッシュボードを設計で
き、それぞれを独自のサイズに調整することもできます。

• 「フレキシブル」レイアウトを使用しているオブジェクトのサイズを変更するには、
オブジェクトの枠線をドラッグします。

• 「固定」レイアウトを使用しているオブジェクトのサイズを変更するには、「設定」
でその幅または高さの割合を設定します。

• フォームのレイアウトは非対称にすることができます。
• 実行時モードでは、ユーザーがフォームに対するアクセス権を持っていない場合や
フォームが見つからない場合、隣接するオブジェクトがそのスペースを占有しま
す。デザイナ・モードでは、空のオブジェクトがすべて表示され、デザイナはそれ
らを削除するように選択できます。

ゲージ・チャート・タイプについて
ゲージ・チャート・タイプは、データ値が許容範囲内に収まっているかどうかを確認
する場合に便利です。最大値および範囲の最大値を設定すると、ゲージに範囲が赤、
黄色および緑で表示され、現在の値をすばやく評価できます。そのため、ゲージ・チ
ャート・タイプを使用すると、重要なデータ・ポイントやメジャーにおける問題を簡
単に特定できます。たとえば、しきい値が売上げ目標を示すように設定し、ゲージを
使用して現在の売上げを表示できます。
フォームに複数の値がある場合、最大 36個(フォームの最初の 6行と最初の 6列の値)
まで、複数のゲージを表示できます。フォーム内の残りの値は無視されます。ゲージ・
チャートに 1つの値のみを表示する場合は、セル値が 1つのみのフォームにそれを関
連付けます。
ダイヤル・ゲージまたはステータス・メーター・ゲージを選択できます。ステータス・
メーター・ゲージは、水平棒または垂直棒を使用して表示できます。
ダッシュボード・デザイナは次の設定を行うことができます。
• 最大値: ゲージの最高値。ダッシュボード・デザイナが「最大値」をデフォルトと
して設定した後、ユーザーが実行時にそれを一時的に変更できます。ダッシュボー
ド・デザイナが最大値を指定しなかった場合、アプリケーションでは、最大値がゲ
ージの値より大きいものに自動的に設定されます。

• しきい値:
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– 「低しきい値」、「中しきい値」および「高しきい値」: メジャーが許容範囲内にあるか
どうかを視覚的に示すために、これらのしきい値を使用して、指定した値に基づいて
ゲージを赤、黄色および緑で表示できます。

– 低い値が適しているしきい値。
– ゲージでしきい値にカーソルを置くと表示されるしきい値の適切なラベル。

たとえば、次のようなフォームのデータがあるとします。

結果として生成されるダイヤル・ゲージは次のようになります。

第 10章
ゲージ・チャート・タイプについて

10-7



結果として生成される垂直棒を使用したステータス・メーター・ゲージは次のように
なります。

ノート:

フォームのセルに値がない場合、そのセルについてはゲージが表示されませ
ん。また、少なくとも 2つの連続するしきい値を指定する必要があります。
アプリケーションでは、チャートを計算するために中間のしきい値が必要で
す。

タイル・チャート・タイプについて
タイルは、キューブから特定の値を選択して表示できるチャート・タイプです。フォ
ームをデータ・ソースとして使用する以外に、タイルに値を提供するセル交差を直接
入力することもできます。横方向に最大 6つのタイルと、下方に 4つの行をダッシュ
ボードに含めて、それらにタイトルを指定できます。タイルをデータに関連付けるま
で、サンプル・データが表示されます。
フォームをタイルのデータ・ソースとして使用する場合:

• 1つのオブジェクトにつき最大 6つのタイルを含めることができます。
• 最初の列の値(6行目まで)が、タイルを作成するために使用されます。
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ノート:

場合によっては、フォーム内で、グリッドとして表示されたときに最初の列が
縮小される(非表示になる)ことがあります。ただし、タイルがフォームからその
値を取得する際には、縮小された列も考慮されます。

• タイルのタイトルは行のタイトルで、最初の列から、続いて行によってその値を取得しま
す。

• タイルのタイトル、タイルの高さのパーセンテージ、凡例を設定でき、含めるフォームの
軸を選択できます。たとえば、3つの行があるフォームを選択すると、タイルに 3つの値
が表示されます。

タイルのデータ・ソースとしてセル交差を使用する場合は、1つのオブジェクトにつきタイル
を 1つのみ含めることができます。

ヒント:

タイル・チャート・タイプを選択するには、リストの下部にあるリンクをクリック
して、チャート・タイプのリストを展開します。

タイル・チャート・タイプに設定できるオプションは、次のとおりです。値の表示は、タイ
ルの水平方向で左、中央、右に設定することができます。

大きい数字のスケーリング
大きい数字で特に便利なのは、通貨値の表示方法を指定できることです。たとえば、タイル
値が 1,689,000の場合に、スケーリング・オプションとして「K」を選択すると、タイルには
この値が「1689K」と表示されます。スケーリングのオプションは次のとおりです。
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• なし - スケーリングを適用しません。
• 自動 - 範囲に応じて値が表示されます。たとえば、1,500は「1.5K」、1,689,000は
「1.69M」、42,314,531,21lは「42.31B」、1,234,567,891,234は「1.23T」としてそ
れぞれ表示されます。

• K - 千単位で値が表示されます。たとえば、1689000は「1689K」と表示されま
す。

• M - 百万単位で値が表示されます。たとえば、123,456,789は「123M」と表示され
ます。

• B - 十億単位で値が表示されます。たとえば、12,345,678,912は「12B」と表示さ
れます。

• T - 兆単位で値が表示されます。たとえば、1,234,567,891,234,567は「1,234T」
と表示されます。

ダッシュボードの色のカスタマイズ
企業では、標準的な色のセットを使用して、チャート内の様々なタイプのデータを示
している場合があります。たとえば、実績データは濃い青で、予算データは水色で示
されます。ダッシュボードの色をカスタマイズする際は、フォームの行の順序で色を
選択します。系列 1はデータの最初の行を表し、以降はそれに続きます。フォームの
各行に、チャート内のデータを表す色を割り当てることができます。
棒、折れ線、面、バブル、列、組合せ、ドーナツ、円、レーダー、散布の各グラフ・
タイプでダッシュボードの色をカスタマイズできます。
1. ダッシュボードのデザイン・パレット上のチャートで、「設定」 をクリックし
ます。

2. 「色」をクリックします。
3. 「デフォルト」チェック・ボックスをクリアして、変更する系列の下向き矢印 を
クリックします。
背景のチャートで、各系列が表すデータ・タイプを確認します。
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4. 選択した系列に指定する色をクリックして、「閉じる」をクリックします。

ノート:

最初に表示されているよりも多くの色の濃淡を選択するには、「カスタム色」を
クリックします。

選択内容は、現在のチャートにのみ適用されます。ダッシュボードで他のチャートの色を変
更する場合も、このステップに従います。

折れ線グラフおよび組合せグラフの線幅の設定
ダッシュボードの折れ線および組合せグラフ・タイプの線の太さを設定できます。

1. ダッシュボードのデザイン・パレット上の折れ線または組合せグラフで、「設定」
をクリックします。

2. 「線の太さ」カウンタをクリックして、線の幅を設定します。
設定が背景のチャートに及ぼす影響を確認できます。
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ノート:

折れ線および組合せグラフ・タイプのデフォルトの線幅は、5ピクセルで
す。1から 12ピクセルを選択できます。

グローバル POVとローカル POVについて
フォームのローカル POVには、フォーム設計者がそのフォームについて選択したディ
メンション・メンバーが反映されます。ダッシュボードおよび複合フォームではグローバル POVバーもサポートされており、各オブジェクトで繰り返されないように、共
通するローカル POVはグローバル POVバーに組み込まれます。次のダッシュボード
には、グローバル POVバー(「エンティティ」、「製品」および「年」を示す)とローカル
POV (Q2を示す「プラン」ドロップダウン・リスト)が表示されています。
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グローバル POVバーがある場合、グローバル POVバーでページを変更し、「実行」をクリッ
クすると、フォームに基づいたすべてのオブジェクトについてページが変更されます。グロ
ーバル POVバーはダッシュボードの最上部に、すべてのオブジェクトより上に表示されるの
に対して、ローカル POVバーはオブジェクト内に表示されます。ユーザー変数は、ダッシュ
ボードのグローバル POVとローカル POVの両方でサポートされています。
ダッシュボードの「設定」で、POVを表示するか、非表示にするか、およびグローバル POV
バーを有効にするか、無効にするかを設定できます。(「POVバー」について「非表示」を、
「グローバル POVバー」について「有効化」を選択した場合、「非表示」オプションが「有効
化」オプションより優先されます。)グローバル POVバーは、デフォルトで有効になっていま
す。無効にすると、該当する場合、それぞれのローカル POVについて POV全体が表示され
ます。
グローバル POVバーについて:

• POVバーは、ローカル POVディメンション、ページ・ディメンションおよびユーザー変
数で構成されます。

• ダッシュボード上の各フォームのローカル POVおよびページに応じて、グローバル POV
バーが自動的に計算されます。

• それらは、そのダッシュボードでフォームを使用している他のオブジェクトに反映されま
す。つまり、それらは、ダッシュボード内のフォーム、フォームにリンクされたチャー
ト、およびデータ・ソースとしてフォームを使用するタイルに適用されます。そのため、
ダッシュボードにデータ・ソースとしてフォームが含まれていない場合は、ローカル POV
バーもグローバル POVバーも使用できません。

次に、2つのフォームのローカル POVディメンションに基づいて、グローバル POVバーが
どのように計算されるかの例を示します。
グローバル POVバーが無効:

• フォーム Aのローカル POV: 年、エンティティ、製品
• フォーム Bのローカル POV: 年、エンティティ、プロジェクト
グローバル POVバーが有効:

• グローバル POVバー: 年、エンティティ
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• フォーム Aのローカル POV: 製品
• フォーム Bのローカル POV: プロジェクト
すべてのディメンションおよびページの選択がダッシュボード上のすべてのフォーム
に共通しているとはかぎらないため、ダッシュボード・オブジェクトの POV全体がロ
ーカル POVバーとグローバル POVバーの間で分割されることがあります。グローバ
ル POVバーとローカル POVをあわせると、ダッシュボード上の各フォームの完全な
交差情報が含まれます。
データ・ソースとしてフォームを使用するオブジェクトが、ダッシュボードで 1つの
みである場合、フォームの POV/ページ全体をグローバル POVバーに移動できます。
データ・ソースとしてフォームを使用するオブジェクトがダッシュボードに複数ある
場合、どのディメンションがグローバル POVバーに移動し、どのディメンションがロ
ーカル POVにとどまるかは次のように決まります。
• ディメンションがすべてのフォームの POVまたはページに含まれ、メンバーの選
択がすべてのフォームで同じ場合、ディメンションはグローバル POVバーに移動
します。

• ディメンションが 1つのフォームの POVおよび別のフォームのページに含まれ
る場合、ディメンションはローカル POVバーにとどまります。

• ディメンションが POVに含まれる場合、そのディメンションについてすべてのフ
ォームで同じメンバーが選択されている必要があります。

• ディメンションがページ・ディメンションである場合、選択されたページ・メンバ
ーがすべてのフォームで同じであり、同じ順序で表示される必要があります。

ダッシュボードの POVは、無効なページ・メンバーを非表示にして有効交差を保持し
ます。ダッシュボードの POVおよび有効交差を参照してください。

ダッシュボードの POVおよび有効交差
ダッシュボード内の POVでは、無効なページ・メンバーを非表示にすることにより、
有効な交差が適用されます。フォームと同様に、「ページ」ドロップダウン・リストで
は、POVおよびページ・ディメンションのすべての選択されたメンバーがフィルタ処
理されます。ダッシュボードでは、グローバルおよびローカルの POVがサポートされ
るため、「ページ」ドロップダウン・リストのフィルタ処理のコンテキストはメンバー
が配置されている POVによって異なります。「ページ」ドロップダウン・リストがグ
ローバル POVにある場合、フィルタ処理コンテキストはグローバル POVディメンシ
ョンのみとなります。「ページ」ドロップダウン・リストがローカル POVにある場合、
フィルタ処理コンテキストはすべてのグローバル・ディメンションおよびチャートの
ローカル POVのディメンションとなります。
グローバル POVとローカル POVについても参照してください。

ダッシュボードの表示
ダッシュボード・ページを表示するには:

1. ホーム・ページで、「ダッシュボード」をクリックします。
2. ダッシュボードを開くには、ダッシュボードの名前をクリックします。
これにより、ダッシュボードがランタイム環境で開きます。
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Note:

ダッシュボード 2.0のダッシュボードを選択し、ダッシュボード 2.0コンポーネントの
初期化中にエラーが発生しましたというメッセージが表示された場合は、ダッシュボー
ドにフォーム 2.0のフォームが関連付けられています。ダッシュボードを表示する
前に、レッドウッド・エクスペリエンスおよびフォーム 2.0が有効になっているこ
とを確認する必要があります。
レッドウッド・エクスペリエンスを有効にするには、「ツール」、「外観」の順にクリ
ックし、「レッドウッド・エクスペリエンスの有効化」を選択して、「保存」をクリ
ックします。
フォーム 2.0を有効にするには、「アプリケーション」、「設定」の順にクリックし、
「その他オプション」で「フォーム・バージョン」を探し、「フォーム 2.0」を選択し
て、「保存」をクリックします。

ダッシュボード・ページの機能
ダッシュボード・ページでは:

• フォルダがサポートされています。ダッシュボード・ページでは、インフォレットやデー
タ入力フォームと同じフォルダ階層が使用され、すべてのアーティファクトとフォルダが
「ライブラリ」と呼ばれるルート・フォルダの下にあります。「ライブラリ」フォルダを削
除したり、名前変更することはできません。

Note:

管理者のみが、ファイル(ダッシュボード、インフォレット、フォーム、レポー
トなど)を「ライブラリ」ルート・フォルダに追加できます。

• ダッシュボード・ページでダッシュボード・バージョンを区別しやすいように、それぞれ
のダッシュボードの前にアイコンが表示されるようになりました:

–
: ダッシュボード 1.0

–
: ダッシュボード 2.0

• フラット・ビューとツリー・ビューの間でダッシュボードの表示を切り替えることができ
ます:

• ダッシュボード・ページをタイプに基づいてフィルタできます。 をクリックし、次
のフィルタ・オプションから選択します:

– すべてのタイプ (デフォルト)

– ダッシュボード 1.0
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– ダッシュボード 2.0

• 特定のダッシュボードを検索するには、

をクリックしてキーワードで検索するか、 をクリックして検索を特定のライブ
ラリ・フォルダに絞り込みます。

ダッシュボード・ページの「アクション」列
ダッシュボード・ページの右側には、「アクション」列があります。ダッシュボードま
たはフォルダの横にある アイコンをクリックすると、次のアクションが表示され
ます:

• フォルダに対するアクション:

– 権限の割当: フォルダに対するアクセス権限を割り当てます。フォルダ権限は
そのフォルダ内のすべてのアイテムに適用され、リストに表示されていないア
イテムにも適用されます。

– ダッシュボードの作成: ダッシュボード 1.0のダッシュボードを作成します。
– ダッシュボード 2.0の作成: ダッシュボード 2.0のダッシュボードを作成しま
す。

– フォルダの作成: 新しいフォルダを作成します。
– 削除: フォルダを削除します。フォルダを削除するには、空である必要があり
ます。

– 名前変更: フォルダの名前を変更します。他のフォルダが含まれている場合、
フォルダの名前を変更することはできません。

– 移動先: フォルダをフォルダ階層内の別の場所に移動します。
– すべてのダッシュボードを 2.0に変換: フォルダ階層内でダッシュボード 1.0
のダッシュボードを検出し、それらをダッシュボード 2.0のダッシュボードに
変換します。

• 個々のダッシュボードに対するアクション:

– 編集: 基礎となるフォームのデータを取得してダッシュボード・デザイナでダ
ッシュボードを開きます。 ダッシュボードは動的タブで開きます。

– データなし編集(「ダッシュボード 2.0」オプションのみ): ダッシュボード・コ
ンポーネントおよびタイルの再配置のようなアクションをより簡単に実行で
きるように、基礎となるフォームのデータを取得せずにダッシュボード・デザ
イナでダッシュボードを開きます。ダッシュボードは動的タブで開きます。

– 名前変更: ダッシュボードの名前を変更します。
– 別名コピー: 新しい名前を付けてダッシュボードをコピーします。ダッシュボ
ードは、リスト内で元のダッシュボードの直下にコピーされます。

– 削除: ダッシュボードを削除します。
– 移動先: ダッシュボードを別のフォルダに移動します。
– 権限の割当: ダッシュボードに対するアクセス権限を割り当てます。
– ダッシュボード 2.0に変換(「ダッシュボード 1.0」オプションのみ): ダッシュボ
ードをダッシュボード 2.0のダッシュボードに変換します。
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– URLのコピー: ダッシュボードの直接 URLをコピーして共有できます。

ダッシュボード 1.0のダッシュボードの 2.0への変換
ダッシュボード 1.0のダッシュボードをダッシュボード 2.0のダッシュボードに変換する方
法を学習します。
アプリケーションで現在ダッシュボード 1.0を使用している場合は、ダッシュボード 2.0に変
換できます。
「ダッシュボード」リスト・ページのダッシュボードは、個々のダッシュボード・レベルまた
はフォルダ・レベルで変換します。たとえば、アプリケーション内のすべてのダッシュボー
ドを 1.0から 2.0に変換する場合は、最上位レベルの「ライブラリ」フォルダを選択してすべ
てのダッシュボードを変換できます。

Note:

• ダッシュボード 2.0に変換した後は、ダッシュボードをダッシュボード 1.0に戻
すことはできません。

• 変換プロセスにより、ダッシュボード名が変更されることはありません。ナビ
ゲーション・フローは、変換前と同様に機能します。

• ダッシュボード 2.0に変換した後は、固定 POVではなく動的 POVが最初に表
示されます。

ダッシュボード 1.0をダッシュボード 2.0に変換するには:

1. ホーム・ページで「ライブラリ」をクリックし、ページ下部にある「ダッシュボード」タ
ブをクリックします。

2. 変換するフォルダまたは個々のダッシュボード 1.0のダッシュボードに移動し、次のオプ
ションから選択します:

• 個々のダッシュボードを変換するには、ダッシュボードの右側にある をクリック
し、「ダッシュボード 2.0に変換」を選択します。

• フォルダ内のすべてのダッシュボードを変換するには、フォルダの右側にある を
クリックし、「すべてのダッシュボードを 2.0に変換」を選択します。
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Note:

• 非常に古いダッシュボードには、現在サポートされていないコンポーネ
ント幅の値を含むダッシュボード定義が含まれている場合があります。
このため、古いダッシュボードをダッシュボード 2.0に変換した後、予
期しないダッシュボードのレンダリングが発生する可能性があります。
この問題を解決するには、次のいずれかの回避策をお薦めします:

– ダッシュボード(1.0)の元のダッシュボードを開き、ダッシュボード
を編集して保存します。修正したコンポーネント幅の値とともにダ
ッシュボードが自動的に保存され、ダッシュボード 2.0に変換できま
す。

– 同じフォーム・セットとチャート・セットおよび同じ設定を含むダッ
シュボード(1.0)の新しいダッシュボードを作成し、このダッシュボ
ードをダッシュボード 2.0に変換します。

– 同じアーティファクトおよび設定を含むダッシュボード 2.0の新し
いダッシュボードを作成します。

• 23.11の更新より前にダッシュボード 2.0に変換されたマスター・フォー
ムおよび詳細を含むダッシュボードでは、グリッドのコンテキスト・メ
ニューに 2つの「コンテキストの適用」メニュー・オプションが表示さ
れる場合があります。この問題は 23.11で修正されました。

ダッシュボード 2.0の作成および管理
次も参照:

• ダッシュボード 2.0のダッシュボード設計の概念
• ダッシュボード 2.0の考慮事項
• ダッシュボード 2.0のダッシュボードの作成
• ダッシュボード 2.0の設計時のメンバー・セレクタの操作
ダッシュボード 2.0のダッシュボードを設計する場合は、メンバー・セレクタを使
用して新しいディメンション・メンバーを簡単に検索して選択できます。

• ダッシュボード 2.0のフォーム 2.0のグリッドについて
• ジオマップ・チャート・タイプについて
• ピラミッド・チャート・タイプについて
• ウォーターフォール・チャート・タイプについて
• ダッシュボードでの表の使用
• ダッシュボード 2.0のゲージ・チャート・タイプについて
• ダッシュボード 2.0のレーダー・チャート・タイプについて
• ダッシュボード 2.0の組合せチャート・タイプについて
• ダッシュボード 2.0のタイル・チャート・タイプについて
• ダッシュボード 2.0のグローバル POVとローカル POVについて
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• クイック分析について

ダッシュボード 2.0のダッシュボード設計の概念
このトピックには、ダッシュボード 2.0のダッシュボードを設計する際に役立つ情報が含まれ
ています:

• ダッシュボード 2.0デザイナについて
• ダッシュボード 2.0デザイナを開く
• チャートのデータ・ソース
• ダッシュボード 2.0に関するその他の役立つ情報
• ビデオ
ダッシュボード 2.0デザイナについて

ダッシュボード・デザイナは、次のダッシュボード・コンポーネントで構成されています:

• オブジェクト・パレット
• ダッシュボード・ツールバー
• ダッシュボード・ワークスペース
• プロパティ・パネル
• ダッシュボード・コンポーネント
ダッシュボード 2.0デザイナを開く
前述したように、「ダッシュボード」ページのダッシュボード 2.0のダッシュボードは次のア
イコンによって識別されます: 

ダッシュボード 2.0の使用は、レッドウッド・エクスペリエンスが有効である場合にのみサポ
ートされます。
ダッシュボード 2.0デザイナを開くには:

1. ホーム・ページで「ライブラリ」をクリックし、ページ下部にある「ダッシュボード」タ
ブをクリックします。

2. 次のいずれかのオプションを選択してください:
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• ダッシュボードを作成するには、「作成」をクリックし、「ダッシュボード 2.0」
を選択します。

• ダッシュボードを編集するには、編集するダッシュボード 2.0のダッシュボー
ドの右側にある「アクション」列で をクリックし、「編集」をクリックし
ます。
ダッシュボード 2.0のダッシュボードの編集中にデータを操作する必要がな
い場合(たとえば、ダッシュボード・コンポーネントおよびタイルを再配置す
る場合)は、 をクリックし、「データなし編集」をクリックします。

3. ダッシュボード 2.0のダッシュボードがランタイム環境で開いている場合は、ラン
タイム環境からダッシュボード・デザイナ環境に切り替えることができます。
「アクション」をクリックし、「編集」または「データなし編集」を選択します。

チャートのデータ・ソース
ダッシュボード 2.0では、アド・ホック・グリッド、フォームおよびキューブからデー
タを選択できます。オブジェクト・パレットからデータ・ソースを選択します。

ノート:

ダッシュボード 2.0のダッシュボードには、最大 12個のコンポーネントを含
めることができます。

• 「チャート」タブ のプロパティ・パネルでコンポーネントの完全なデータ・ソ
ース情報を表示でき、「ビジュアライゼーション」で情報を表示できます。

• クイック分析のデータ・ソースとしてキューブを使用する場合は、オブジェクト・
パレットからダッシュボード・ワークスペースにキューブをドラッグ・アンド・ド
ロップし、「検索」ボックスをクリックしてメンバー名を入力するか、メンバー・
セレクタを起動してメンバーを選択します。これにより、「レイアウト」タブがプ
ロパティ・パネルに表示され、ディメンションをピボットし、POV、行軸または
列軸に表示するディメンションを選択できます。クイック分析についてを参照し
てください。

ノート:

クイック分析を使用してチャートを作成できるのは、選択できる全ディ
メンションのうち 50個のメンバーという上限があります。この制限と
キューブ内のディメンション数をあわせて、クイック分析に基づいたチ
ャートでサポートされるグリッドの最大サイズが決まります。

• ダッシュボード・コンポーネントのデータ・ソースがフォームまたはアド・ホッ
ク・グリッドである場合は、フォーム定義を使用してデータがフェッチされます。
– プロパティ・パネルでソース・フォームを変更するには、プロパティ・パネル
の タブで「フォーム」プロパティをクリックします。
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– チャートでビジュアル化できるフォーム・データの総量は 10,000セルです。デフォ
ルトでは、これは 100行と 100列です。ただし、行数と列数は、合計が 10,000セル
以下になる任意の組合せに変更できます。たとえば、行数を 5に減らすと、列数を
2,000 (5 x 2000=10,000)に増やすことができます。

– フォームの精度が設定されている場合、ダッシュボード 2.0への変換後に表示される
値は、フォームの精度設定に基づきます。フォームの精度値が設定されていない場
合、ダッシュボード 2.0への変換後に表示される値は変わる可能性があります。

ノート:

ダッシュボード・コンポーネントのデータ・ソースがフォームで、そのフォー
ムに空白のヘッダー・セルを含む行または構成されていない空の式の行がある
場合、対応するチャートの凡例は表示されません。

• 「ドーナツ」、「円」および「ゲージ」チャート・タイプの場合、1つのコンポーネントに
複数のチャートを追加できます。複数のチャートを追加するには、チャートの「表示」プ
ロパティで「単一」または「複数」をクリックします。「単一」が選択されている場合、
チャートには基礎となるフォームのデータの最初の列のみが表示されます。「複数」が選
択されている場合、基礎となるフォームのデータの列ごとにチャートが表示されます。

ノート:

「ドーナツ」、「円」および「ゲージ」チャート・タイプが含まれ、ダッシュボー
ド 1.0からダッシュボード 2.0に変換されたダッシュボードの場合、「表示」プ
ロパティのデフォルト・オプションは「複数」です。新しく作成されたダッシ
ュボード 2.0のダッシュボードの場合、「表示」のデフォルト・オプションは
「単一」です。

ダッシュボード 2.0に関するその他の役立つ情報
• ダッシュボードの作成時に、「アクション」をクリックし、保存して実行を選択すると、
ダッシュボード・ユーザーに対するダッシュボードの外観と動作をすぐに確認できます。
デザイナ・モードに戻ってダッシュボードの設計を続行するには、「アクション」をクリ
ックし、「編集」または「データなし編集」を選択します。

• デフォルトでは、欠落データまたは抑制データはゼロとしてプロットされます。選択した
チャート・タイプ(面、バブル、組合せ、折れ線、レーダーおよび散布図)のチャートの設
定で、「プロットにゼロの値なし」オプションを選択して、この設定を無効化できます。
このオプションが無効になっている場合は、欠落データまたは抑制データが無視されて、
そのチャート・タイプでゼロとしてプロットされなくなります。

• ダッシュボード 2.0の考慮事項を確認するには、ダッシュボード 2.0の考慮事項を参照し
てください。

ビデオ

目的 視聴するビデオ
ダッシュボード・デザイナで複数のコンポーネン
トを持つダッシュボードをダッシュボード 2.0向
けに作成する方法を学習します。

 ダッシュボード 2.0でのダッシュボードの
作成

第 10章
ダッシュボード 2.0の作成および管理

10-21

https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:29268
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:29268


オブジェクト・パレット
ダッシュボード・デザイナの左側には、ダッシュボード・コンポーネントのコンテン
ツを選択するオブジェクト・パレットがあります。単にオブジェクト・パレットから
ワークスペースにオブジェクトをドラッグ・アンド・ドロップするか、「検索」ボック
スを使用してコンテンツを検索します。
オブジェクト・パレットのサイズを変更できます。オブジェクト・パレットのサイズ
を変更するには、パレットの右側にカーソルを置いてドラッグします。パレットを非
表示にするには、パレットの上にカーソルを置き、ハンドル・アイコン が表示された
ら、それをクリックしてパレットを非表示にします。ハンドル・アイコンを再度クリ
ックすると、パレットが再び開きます。
オブジェクト・パレット内のコンテンツは、次のカテゴリにグループ化されています:

Table 10-2    オブジェクト・パレットのコンテンツのカテゴリ

アイコン 説明
キューブ: フォームを事前作成せずに、ダッシュボードにキューブ
のコンポーネントを追加することにより、クイック分析を実行し
ます。
クイック分析についてを参照してください。
ライブラリ: フォーム・フォルダに移動するか、名前で検索するこ
とにより、ダッシュボードに含めるアド・ホック・フォームおよ
び標準フォームを選択します。
• 「リスト」をクリックして、フォームを「リスト・ビュー」ま
たは「ツリー・ビュー」で表示します。

•
をクリックして、検索キーワードを入力します。

フォームに設定されているアクセス権限がダッシュボードで保持
されます。
ビジュアライゼーション : ダッシュボードに含めるチャートを選
択します。
チャート内にデータを表示するには、キューブのコンポーネント
を選択するか、チャートをそのデータ・ソースとなるフォームに
関連付ける必要があります。チャートをフォームにリンクする
と、ユーザーは、関連付けられたチャートに対するフォームでの
データ変更の影響をすぐに確認できます。
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Table 10-2    (Cont.) オブジェクト・パレットのコンテンツのカテゴリ

アイコン 説明
その他:
• 注釈: グラフまたはチャートの下、およびプロパティ・パネル

の「チャート」タブの下部に、入力したコメントを追加しま
す。「注釈」には、WYSIWYGテキスト・エディタが含まれて
います。

• URL: グラフまたはチャートの下、およびプロパティ・パネル
の「チャート」タブの下部に、入力した URLを追加します。
「URL」には参照 URLリンクが含まれ、その URLは、サポー
トされている IFrameである必要があります。
https://セキュリティ・プロトコルで始まる外部サイトの
URLのみを挿入します。内部または相対 URLや、
google.comなどの同意していないサード・パーティ・サイト
の URLを使用しないでください。
同じ Oracle Enterprise Performance Management Cloud
インスタンスまたは別の EPM Cloudインスタンスのフォー
ムやダッシュボードなど、他の EPMアーティファクトへの直
接 URLをダッシュボードに埋め込まないでください。

Note:

ダッシュボードに追加した URLが
ランタイム環境で機能しない場合
は、URLを右クリックし、新しいタ
ブでリンクを開きます。

ダッシュボード・ツールバー
ダッシュボード・デザイナの右上隅には、次のダッシュボード・タスクを実行できるダッシ
ュボード・ツールバーがあります:

Table 10-3    ダッシュボード・ツールバー

アイコン 説明
「情報」アイコンは、ダッシュボードがあるフォルダを表示します。
「データのリフレッシュ」アイコンは、ダッシュボード全体に関連付け
られているすべてのデータをリフレッシュします。
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Table 10-3    (Cont.) ダッシュボード・ツールバー

アイコン 説明
「POV設定」アイコンは、次の POVアクションを実行します:
• POV : ディメンション・ラベルの非表示: ダッシュボードにグロー
バル POVバーが含まれている場合、選択すると、グローバル POV
バーでディメンション名が非表示になります。もう一度このオプ
ションの選択を解除すると、グローバル POVバーにディメンショ
ン名が表示されます。

• POV : 自動適用: ダッシュボードにグローバル POVまたはローカ
ル POVが含まれている場合、このアクションを有効にすると、変
更が自動的に POVに適用されます。変更が自動的に適用されない
ようにするには、このオプションの選択を解除します。

• POV : すべてのページ選択のクリア:
「追加」アイコンは、新しい空のダッシュボード・コンポーネントをデ
ザイン・キャンバスに追加します(これは、ドラッグ・アンド・ドロッ
プにかわる方法です)。
「プロパティ」アイコンは、プロパティ・パネルの表示/非表示を切り替
えます。

「アクション」メニュー 「アクション」メニューでは、次のアクションを実行できます:
• 最終保存時の状態に戻す: ダッシュボードが最後に保存されて以降

行われた編集を破棄します
• 保存して実行: 行った編集を保存し、ランタイム環境でダッシュボ
ードを開きます

保存 「保存」をクリックすると、ダッシュボード定義が保存されます。

ダッシュボード・ワークスペース
ページ中央の、オブジェクト・パレットと「プロパティ」パネルの間の大きな領域は、
ダッシュボード・ワークスペースです。ドラッグ・アンド・ドロップに加えて、「検
索」ボックスを使用して、コンポーネントごとに表示するデータを指定または検索で
きます(コンポーネントは、ダッシュボード・オブジェクト(チャートや表など)を追加
できるダッシュボード・ワークスペース内の空のオブジェクトです)。ダッシュボー
ド・ワークスペースには最大 12個のコンポーネントを追加できます。
レッドウッド・エクスペリエンスが有効になっており、フォーム・バージョンが「フ
ォーム 2.0」の場合、ワークスペースにドロップされたフォームは最初は編集可能なグ
リッドとしてレンダリングされます。ワークスペースにドロップされたアド・ホック・
グリッドは、最初は表としてレンダリングされます。
• 最初にドラッグ・アンド・ドロップしたオブジェクトがワークスペース全体を占有
し、その後、追加オブジェクトをオブジェクト・パレットから既存のコンポーネン
トの左、右、上または下にドラッグします。

• コンポーネントをダッシュボードの別の部分に移動するには、そのコンポーネント
をクリックし、ドラッグ・アイコンが表示されるまでコンポーネントの上端にカー
ソルを置きます。コンポーネントを別のコンポーネントの左、右、上または下にド
ラッグ・アンド・ドロップすると、ダッシュボード上の他のオブジェクトが移動
し、再配置されます。

• ワークスペース全体に広がるようにコンポーネントを最大化するには、 をクリ
ックし、「最大化」をクリックします。コンポーネントがワークスペース全体に広
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がり、ワークスペース上の他のコンポーネントは非表示になります。 、「復元」の順
にクリックすると、コンポーネントが元のサイズに戻り、ワークスペース内の他のコンポ
ーネントが再び表示されます。

• ダッシュボード内のコンポーネントの高さおよび幅を変更するには、次のいずれかのアク
ションを実行します:

– ダッシュボード・ワークスペース内のコンポーネントの枠線をドラッグします

– ダッシュボード・コンポーネントを選択し、右側の「プロパティ」パネルで をク
リックして、コンポーネントの高さおよび幅を表示して変更します。

• ダッシュボード・ワークスペースの全体的なサイズを最大化するには、ワークスペースの
いずれかの側にあるオブジェクト・パレットとプロパティ・パネルのサイズを変更した
り、非表示にすることができます。

• URLコンポーネントを含むダッシュボードの場合、URLコンポーネントの本体をクリッ
クしても、フォーカスは URLコンポーネントに切り替わりません。フォーカスを URLコ
ンポーネントに切り替えるには、[Alt]を押しながら[W]を押すか、カーソルが移動アイコ
ン に変わるまで URLタイトル・バーの上にカーソルを置き、クリックしてフォーカ
スを変更します。

Note:

ランタイム環境では、ユーザーがフォームなどのオブジェクトに対するアクセス権
を持っていない場合やフォームが見つからない場合、隣接するコンポーネントがそ
のスペースを占有します。デザイナ環境では、すべての空のコンポーネントが表示
されるため、デザイナはそれらを削除することもできます。

プロパティ・パネル
ダッシュボード・デザイナの右側には、ダッシュボード全体の一般プロパティおよびコンポ
ーネント固有のプロパティを設定できるプロパティ・パネルがあります。
プロパティ・パネルのサイズを変更できます。パネルのサイズを変更するには、パネルの左
側にカーソルを置いてドラッグします。パネルを非表示にするには、ページの上部にある
をクリックします。 を再度クリックすると、パネルが再び開きます。
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Table 10-4    プロパティ・パネル

アイコン 説明
「一般」タブには、ダッシュボード全体に関する次のプロパティが
含まれます:
• 名前: ダッシュボード全体のタイトルを編集します。
• 説明(オプション): ダッシュボードについて説明します。
• POVバー: POVバーを表示または非表示にします。
• グローバル POVバー: グローバル POVバーを有効または無
効にします。

• スタイル: ダッシュボードのカラー・スキームを選択します。
オプションは、「デフォルト」、「明るい」および「暗い」で
す。

Note:

「暗い」を選択した場合は、ダッシュボードのエラ
ー・メッセージや凡例テキストが見づらくなりま
す。

• 枠線: コンポーネントの枠線を表示または非表示にします。
• 背景: 色のメニューから新しいダッシュボードの背景を選択
します。

Note:

ダッシュボードにグリッドが含まれている場合、背
景色のみが変わります。グリッドの色は同じまま
です。

• 名前をタイトルとして使用: 「いいえ」を選択すると、ダッシ
ュボードのタイトルをカスタマイズできます。フォント・フ
ァミリ、フォント・サイズ、太字の設定、斜体の設定、下線
の設定、フォントの色およびフォントの背景色を変更するこ
とにより、タイトルをさらにカスタマイズできます。

POVの詳細は、ダッシュボード 2.0のグローバル POVとローカル
POVについてを参照してください。
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Table 10-4    (Cont.) プロパティ・パネル

アイコン 説明
「関連付け」タブには、ダッシュボードおよび基礎となるフォーム
のデータに関連付けられているルールがリストされます。

Note:

グローバルな「保存」中に実行する
必要があるルールを関連付けること
ができます。これらのルールは、い
つでも関連付けや削除を行うことが
できます。

ルールを追加して編集できます:
• 関連付けられているルールがない場合、 をクリックして
ルールのリストを表示し、そこから選択します。ダッシュボ
ードのフォームにすでに関連付けられているルールが最初に
リストされ、次のような名前が付いています:
ビジネス・ルール <name of form>

• ルールを追加したら、ルールを実行する時期(「ロード前」、「ロ
ード後」、「保存前」、「保存後」)、「フォームのメンバーを使
用」、「プロンプトの非表示」を指定する必要があります。

• 「アクション」で、ルールを削除したり、それらの実行順序を
変更することができます: 「一番上へ移動」、「上へ移動」、「下
へ移動」、「一番下へ移動」および「削除」。

• ルールに実行時プロンプトがある場合、ルールを実行すると、
それらが表示されます。
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Table 10-4    (Cont.) プロパティ・パネル

アイコン 説明
「チャート」タブには、チャート・タイトル、コンポーネントの高
さ、幅、背景色など、ダッシュボードで選択したコンポーネント
のプロパティが含まれます。チャート・タイプ、データ・ソース・
タイプ、およびそれぞれのコンポーネントに使用される、基礎と
なるフォームを変更することもできます。コンポーネントごとに
異なる背景色を使用すると、それぞれのダッシュボード・コンポ
ーネントを一意に区別できます。チャート・タイトルを削除する
と、スペースが解放されて、ローカル POVバーとチャート自体の
スペースが調整されます。
行と列については、チャート内にビジュアル化することを許可さ
れているフォーム・データの総量は 10,000セルです。デフォルト
では、これは 100行と 100列です。ただし、行と列の数を、乗算
の合計が 10,000セル以下になるような任意の組合せに変更でき
ます。たとえば、行数を 5に減らすと、列数を 2,000に増やすこ
とができます(5 x 2000=10,000)。

Note:

10,000セルのビジュアライゼーシ
ョン制限は、グリッドには適用され
ません。
チャートに関連付けられているフォ
ームが 10,000セルのビジュアライ
ゼーション制限を超えた場合、フォ
ームに表示されるデータと、ダッシ
ュボード・チャートにおけるデータ
のビジュアライゼーションの間に不
一致が生じることがあります。ま
た、チャートおよび凡例に対するド
リルスルーなど、その他のランタイ
ムの問題が発生することもありま
す。

「注釈」または「URL」情報タイプをこのコンポーネントに追加し
た場合、このタブの下部でそれらの情報タイプの内容を編集でき
ます。
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Table 10-4    (Cont.) プロパティ・パネル

アイコン 説明

(このアイコンは、ダッ
シュボードで選択したコン
ポーネントに応じて変わり
ます)

このタブを使用すると、選択したチャートまたは表のビジュアラ
イゼーションをカスタマイズできます。
値のスケール方法、行区切りやグリッド線の表示または非表示、
ヘッダーやデータについての異なるフォント・サイズおよび色の
選択、垂直または水平の向きの設定、凡例の位置の定義、表への
スパーク・チャートの追加、セカンダリ Y軸の追加など、選択し
たコンポーネントの表示プロパティを設定します。
プロパティの詳細な説明は、チャート・タイプのトピックを参照
してください。

Note:

ダッシュボード 2.0のデータ・ビジ
ュアライゼーションの場合、現在、
カスタム色パレットで 15色ではな
く 12色のみがサポートされていま
す。以前の更新で 15色を使用する
ダッシュボードを作成した場合、実
行時には引き続き 15色が表示され
ます。ただし、カスタム色を変更し
ようとすると、ダッシュボード・デ
ザイナで選択および保存できる 12
色のみが表示されます。

「レイアウト」タブには、クイック分析について選択したキューブ
の「POV」、「行」および「列」プロパティが含まれます。
クイック分析についてを参照してください。

ダッシュボード・コンポーネント
ダッシュボード・ワークスペースには最大 12個のコンポーネントを追加できます。
ワークスペースのコンポーネントにカーソルを置くと、そのコンポーネントのツールバーが
右上隅に表示されます:

Table 10-5    ダッシュボード・コンポーネントのツールバー

アイコン 説明
情報: フォーム名、フォームのフォルダ・パス、キューブなど、基礎と
なるフォームの詳細を表示します
保存: 変更したデータを保存し、コンポーネントに関連付けられている
ルールを実行します
リフレッシュ: ダッシュボード・コンポーネントに関連付けられている
データをリフレッシュします
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Table 10-5    (Cont.) ダッシュボード・コンポーネントのツールバー

アイコン 説明
チャート・タイプ: コンポーネントに関連付けられているチャート・タ
イプを変更します
「アクション」メニュー:
• 最大化: ダッシュボード・コンポーネントを拡大します。最大化し
た後、「復元」をクリックすると、ダッシュボード・コンポーネン
トは元のサイズに戻ります。

• フォームを開く: 現在のタブの横に、コンポーネントに関連付けら
れているランタイム・フォームを動的タブで開きます。

• フォームの編集: 適切な権限を持っている場合は、コンポーネント
に関連付けられているフォームがフォーム・エディタで開きます。
フォーム・エディタは、現在のタブの横に動的タブで開きます。

• 削除: フォームを削除します。

ダッシュボード 2.0の考慮事項
ダッシュボード 2.0の使用時には、次の考慮事項に注意してください:

• 3Dビジュアライゼーションは、ダッシュボード 2.0ではサポートされていません。
これは、ダッシュボード 2.0の次のチャート・タイプに影響します:

– 面
– 棒
– バブル
– 列
– 組合せ
– ドーナツ
– ゲージ
– グリッド
– 折れ線
– レーダー
– 散布

Note:

ダッシュボード 1.0では、必要に応じてチャートの 3Dビジュアライゼー
ションが引き続きサポートされます。

• 今後の更新で、ダッシュボード 2.0ではスマート・プッシュがサポートされる予定
です。

• ファンネル・チャートは、プロセスのステージ(営業プロセスのステージなど)のデ
ータを表示する場合に役立ちます。ファンネル・スライスの領域は、対応するステ
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ージのその値に比例します。ダッシュボード 1.0は、ダッシュボード 2.0がファンネル・
チャートをレンダリングする方法とは大きく異なる方法でファンネル・チャートをレンダ
リングします。ダッシュボード 1.0では、ファンネル・チャートは複数の列をサポート
し、フォームの最初の 2行は実績とターゲットを比較するために使用されます。このチャ
ートは、それぞれの列に対応するファンネルの 2つの差異をプロットします。ダッシュボ
ード 2.0では、ファンネル・チャートは最初の列のみをサポートし、行の各セルに対応す
るファンネルの領域は色付けされ、その数値に比例してサイズが変更されます。

• 今後のダッシュボードの拡張機能はすべてダッシュボード 2.0に含まれます。
フォーム・バージョンとダッシュボード 2.0

ランタイム・フォームには、次の 2つのバージョンもあります:

• フォーム 1.0: Oracle ADF Fuseコンポーネントを使用する Slick Gridを使用しています
• フォーム 2.0: Oracle JETコンポーネントを使用する Slick Gridを使用しています
ダッシュボード 2.0と同様に、フォーム 2.0は、レッドウッド・エクスペリエンスが有効にな
っている場合にのみ使用できます。 ダッシュボード 2.0の特定の機能はフォーム 2.0でのみ
動作します。たとえば、ダッシュボード 2.0では、基礎となるフォームがフォーム 2.0のフォ
ームである場合にのみ、フォーム・グリッド内のデータを直接操作できます。「フォーム・バ
ージョン」は、アプリケーション設定で更新できます。
ダッシュボード・バージョンとフォーム・バージョンが相互作用する方法にはいくつかの違
いがあることを知っておく必要があります。
「フォーム・バージョン」アプリケーション設定が「フォーム 1.0」に設定されている場合:

• ダッシュボード 1.0とフォーム 1.0は引き続き併用できます。
• ダッシュボード 2.0とフォーム 1.0は併用できません。
フォーム 2.0はダッシュボード 2.0でのみサポートされます。すべての相互作用にフォ
ーム 2.0とダッシュボード 2.0を使用します。
ダッシュボード 2.0のダッシュボードを選択した場合に、ダッシュボード 2.0コンポーネント
の初期化中にエラーが発生しましたというメッセージが表示された場合、そのダッシュボード
にはフォーム 2.0のフォームが関連付けられており、ダッシュボードを表示する前に、レ
ッドウッド・エクスペリエンスおよびフォーム 2.0が有効になっていることを確認する必
要があります。

• ダッシュボード 2.0のアーティファクトが作成されると、「グリッド」ビジュアライゼー
ション・オプションは使用できなくなります。

• ダッシュボード 2.0でフォームをグリッドとして使用するには、「フォーム・バージョン」
アプリケーション設定を「フォーム 2.0」に更新します。

• 既存のダッシュボード 2.0のダッシュボード(2023年 11月より前に作成されたダッシュ
ボード 2.0のダッシュボード)では、フォームをグリッドではなく表およびチャートとし
て引き続き表示します。

「フォーム・バージョン」アプリケーション設定が「フォーム 2.0」に設定されている場合:

• ダッシュボード 1.0とフォーム 2.0は引き続き併用できます。
• ダッシュボード 2.0では、「グリッド」ビジュアライゼーション・オプションが表示され、
読取り、書込みおよび計算機能を備えたフォーム 2.0を使用します。

• ダッシュボード 1.0内のフォーム 2.0は、フォーム 1.0として表示されます。
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Note:

保存したフォーム定義は、「フォーム・バージョン」アプリケーション設定(「フ
ォーム 1.0」または「フォーム 2.0」)に関係なく、ダッシュボードのチャート
のデータ・ソースとして使用できます。

ダッシュボード 2.0のダッシュボードの作成
ダッシュボード 2.0のダッシュボードを作成するには:

1. ホーム・ページで「ライブラリ」をクリックし、ページ下部にある「ダッシュボー
ド」タブをクリックします。「作成」をクリックします。

2. 提供されるオプションから、「ダッシュボード 2.0」を選択します。

3. デフォルトのダッシュボード名をクリックし、入力ボックスに新しい名前を入力す
ることにより、ダッシュボードの名前を入力します。

4. 左側のオブジェクト・パレットからダッシュボード・ワークスペースにコンテンツ
をドラッグ・アンド・ドロップします。ダッシュボード設定およびプロパティを使
用して、ダッシュボードをカスタマイズします。
ダッシュボード・デザイナの詳細は、ダッシュボード 2.0のダッシュボード設計の
概念を参照してください。

5. 「保存」をクリックします。
「ダッシュボード」リスト・ページで「別名コピー」を使用すると、ダッシュボードを
簡単に複製して変更できます。コピーするダッシュボードの横にある「アクション」
アイコン を選択します。

ダッシュボード 2.0の設計時のメンバー・セレクタの操作
ダッシュボード 2.0のダッシュボードを設計する場合は、メンバー・セレクタを使用し
て新しいディメンション・メンバーを簡単に検索して選択できます。
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ダッシュボードでクイック分析を作成する場合は、キューブを追加した後に、メンバー・セ
レクタを使用して各ディメンションのメンバーを選択できます。
クイック分析のメンバー・セレクタを開くには:

「クイック検索」バーのメンバー・セレクタ・アイコンをクリックします:

 

 
メンバー・セレクタを使用して、各ディメンションのメンバーを選択します。
 

 

メンバー・セレクタの操作の詳細は、メンバー・セレクタの使用を参照してください。

ダッシュボード 2.0のフォーム 2.0のグリッドについて
ダッシュボード 2.0に新しく追加されたコンポーネントにはデフォルトでフォーム・グリッド
が表示され、関連付けられているフォームがフォーム 2.0のフォームである場合、グリッドは
書込み可能です。基礎となるフォームがフォーム 2.0のフォームである場合、ダッシュボード
のグリッドを使用してフォーム内のデータを直接操作できます。グリッド・コンポーネント
があるダッシュボードでは、データの更新を書き戻したり、ルールを起動することができま
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す。また、グリッド内で右クリックしてコンテキスト・メニューを表示し、グリッド
分散、コメントや添付の追加といった追加のグリッド・アクションを実行することも
できます。
1つのグリッドと複数のチャートがあるダッシュボードの例

ジオマップ・チャート・タイプについて
ジオマップは、表示されているそれぞれの地理的地域に関するいくつかのメジャーを
表示するオーバーレイおよびチャートを伴う地理マップです。ジオマップ内でバブル
または色による強調表示にカーソルを置くと、データ・ラベルが表示されます。

ノート:

基礎となるデータの値に基づいて差異(「目的の差異トレンド」設定に応じて
赤または緑)を表示するために、色による強調表示のジオマップが設計されま
す。ジオマップ領域の 1番目または 2番目の列に欠落値がある場合、または
それらの列の値が等しく、差異がない場合、領域が青で強調表示されます。
強調表示された領域の上にカーソルを置くと、欠落値を除く行のすべての値
の棒グラフが表示されます。

ジオマップの例 - データ・バブルを使用した米国の売上げ
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ジオマップの例 - 色による強調表示を使用した世界の売上げ
 

 

ダッシュボード・デザイナは、次に示すジオマップ・チャートのプロパティを設定できます:

表 10-6 ジオマップ・チャートのプロパティ

設定 説明
マップ・レイヤー 「世界」を選択するか、マップの範囲を「アジア」、「北アメリカ」、「ア

フリカ」などの大陸に絞り込みます。
タイプ 「データ・バブル」ジオマップでは、サイズが異なるバブルとしてデー

タがマップ・レイヤー上に表示されます。「色による強調表示」ジオマ
ップでは、2つのデータ値を比較して、増加している地理的地域は緑、
減少している地理的地域は赤で表示されます。
「データ・バブル」または「色による強調表示」を選択し、次の追加オ
プションを指定します:
• 「データ・バブル」の場合は、「ラベル」(「表示」または「非表
示」)、「ラベルの色」および「バブルの色」について目的の設定を
選択します。

• 「色による強調表示」の場合は、「目的の差異トレンド」(「増加」ま
たは「減少」)を指定します。
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表 10-6 (続き) ジオマップ・チャートのプロパティ

設定 説明
地理名 国、都道府県/州、市区町村など、ジオマップで使用される地理要素を

含むメタデータ・ロード・ファイルが用意されています。CSVファイル
をクリックしてダウンロードし、これを新しいメンバーとして、または
(手動で変更を加えて)アプリケーション内の既存のメンバーの別名と
してディメンションにアップロードできます。
ジオマップが機能するのは、フォームの地理名が、ダッシュボード 2.0
によってそのマップ・レイヤーに使用される地理名と完全に一致する場
合のみです。したがって、たとえば、マップ・レイヤーでは「合衆国」
が使用されているため、USAというエンティティ /地理ディメンション
は、有効な名前として認識されません。

ビデオ

目的 視聴するビデオ
ジオマップ・チャートの地理メンバーをダウン
ロードし、それらをディメンションにインポー
トする方法を学習します。データ・バブルと色
による強調表示の両方のジオマップ・チャート
を設定する方法を学習します。

 ダッシュボード 2.0でのジオマップの
作成

ピラミッド・チャート・タイプについて
ピラミッド・チャート・タイプでは、三角形の図表を使用して階層が視覚的に表され
ます。三角形はセクションに分割され、上から下に幅を変えて構造やプロセスが示さ
れます。
3Dピラミッド・チャートの例
 

 

ダッシュボード・デザイナは、次に示すピラミッド・チャートのプロパティを設定で
きます:
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表 10-7 ピラミッド・チャートのプロパティ

設定 説明
凡例の位置 「左」、「右」、「上」、「下」または「なし」を選択します。
値のスケール 大きい数字で特に便利なのは、値の表示方法を指定できることです。た

とえば、値が 1,689,000の場合に、スケーリング・オプションとして
「K - 千」を選択すると、チャートにはこの値が 1,689Kと表示されま
す。
スケーリングのオプションは次のとおりです。
• なし: スケーリングを適用しません。
• 自動: 範囲に応じて値が表示されます。たとえば、1,500は「1.5K」、

1,689,000は「1.69M」、42,314,531,211は「42.31B」、
1,234,567,891,234は「1.23T」としてそれぞれ表示されます。

• K - 千: 値が千単位で表示されます。たとえば、1,689,000は
「1689K」と表示されます。

• M - 百万: 値が百万単位で表示されます。たとえば、123,456,789は
「123M」と表示されます。

• B - 十億: 値が十億単位で表示されます。たとえば、12,345,678,912
は「12B」と表示されます。

• T - 兆: 値が兆単位で表示されます。たとえば、
1,234,567,891,234,567は「1,234T」と表示されます。

3Dグラフ データを 3Dグラフとしてビジュアル化するには、「はい」を選択しま
す。

色 「デフォルト」を選択するか、ピラミッド・チャートのセクションをク
リックし、そのセクションのカスタム色を選択します。

ウォーターフォール・チャート・タイプについて
ウォーターフォール・チャートには正および負の値の累計が表示され、初期値からその累計
値に到達した経緯を示す場合に役立ちます。
ウォーターフォール・チャートは、初期値が一連の正または負の中間値によってどのような
影響を受けたかを表すために使用されます。通常、初期値と最終値(端点)は列全体で表される
のに対して、中間値は、前の列の値に基づいて開始されるフローティング列として表示され
ます。列を色分けして、正の値と負の値を区別することもできます。
ウォーターフォール・チャートの例 - 在庫分析
次の例は、時間の経過に伴う 1つの勘定科目の変化をビジュアル化したものです。
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ウォーターフォール・チャートの例 - 損益計算書
次の例では、費用勘定科目が収益合計に対する負の変化として示され、利益勘定科目
が最終的な純利益値に対する正の変化として示されています。
 

 

ダッシュボード・デザイナは、次に示すウォーターフォール・チャートのプロパティ
を設定できます:

表 10-8 ウォーターフォール・チャートのプロパティ

設定 説明
値のスケール 大きい数字で特に便利なのは、値の表示方法を指定できることで

す。たとえば、値が 1,689,000の場合に、スケーリング・オプシ
ョンとして「K - 千」を選択すると、チャートにはこの値が 1,689K
と表示されます。
スケーリングのオプションは次のとおりです。
• なし: スケーリングを適用しません。
• 自動: 範囲に応じて値が表示されます。たとえば、1,500は
「1.5K」、1,689,000は「1.69M」、42,314,531,211は
「42.31B」、1,234,567,891,234は「1.23T」としてそれぞれ表
示されます。

• K - 千: 値が千単位で表示されます。たとえば、1,689,000は
「1689K」と表示されます。

• M - 百万: 値が百万単位で表示されます。たとえば、
123,456,789は「123M」と表示されます。

• B - 十億: 値が十億単位で表示されます。たとえば、
12,345,678,912は「12B」と表示されます。

• T - 兆: 値が兆単位で表示されます。たとえば、
1,234,567,891,234,567は「1,234T」と表示されます。

グリッド線 「非表示」を選択するか、「表示」を選択してグリッドの x軸線を
表示します。

接続折れ線 「非表示」を選択するか、「表示」を選択して各列の末尾を次の列
の先頭に接続する線を表示します。これは、チャート内のデータ
のフローをビジュアル化するのに役立ちます。
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表 10-8 (続き) ウォーターフォール・チャートのプロパティ

設定 説明
プロット差分 提供された値に基づいて、1つのバーと次のバーの間で共通の始点

および終点を自動的に計算してプロットする場合は、「はい」を選
択します。これは、残高タイプの勘定科目のトレンドを表示する
場合に便利です。
それ以外の場合は、「いいえ」を選択して増加および減少点を手動
で設定します。
「いいえ」を選択した場合、次の増加/減少オプションをバーごとに
手動で設定できます:
• 棒の方向: バーを選択して、バーの方向を手動で増加/減少に
設定します。

• すべての棒: チャート内のすべてのバーのリストを表示して、
バーの方向を手動で増加/減少に設定します。

それぞれのバーについて設定できる手動オプションは、「自動」、
「リバース」および「合計」です。「自動」では、データ・ソース
からの正/負の値が考慮され、それに従ってプロットされます。「リ
バース」では符号が変更され、「合計」では、対応するバーでチャ
ートが再開されます。

増加
減少
合計

それぞれのプロパティの色を選択します。

終了棒 チャート上で終了バーを「非表示」にするか、「表示」するかを選
択します。上の例では、終了バーが表示されています。終了バー
を表示する場合、ラベルを指定できます。

軸 「X軸」および「Y軸」の「カスタム範囲」を選択するか、「オフ」
を選択します。

ビデオ

目的 視聴するビデオ
ウォーターフォール・チャートを作成して、1つの
勘定科目の時間の経過に伴う変化を追跡し、複数
の勘定科目がどのように連携して最終合計を生成
するかを追跡する方法を学習します。

 ダッシュボード 2.0でのウォーターフォー
ル・チャートの作成

ダッシュボードでの表の使用
ダッシュボードの表では、フォームまたはグリッドからの複数の値を表示するデータのリス
ト・ビューが提供されます。列データをプロットする、スパーク・チャートと呼ばれる小さ
いチャートを表の各行に埋め込むことができます。また、表は検索可能です。複数通貨アプ
リケーションの表には通貨記号または通貨コードが表示されます。
プレーンな表が表示されているダッシュボードの例
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スパーク・チャートを含む表が表示されているダッシュボードの例
 

 

ダッシュボード・デザイナは、次の表のプロパティを設定できます:
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表 10-9 表のプロパティ

設定 説明
値のスケール 大きい数字で特に便利なのは、値の表示方法を指定できることです。た

とえば、値が 1,689,000の場合に、スケーリング・オプションとして
「K - 千」を選択すると、表にはこの値が 1,689Kと表示されます。
スケーリングのオプションは次のとおりです。
• なし: スケーリングを適用しません。
• 自動: 範囲に応じて値が表示されます。たとえば、1,500は「1.5K」、

1,689,000は「1.69M」、42,314,531,211は「42.31B」、
1,234,567,891,234は「1.23T」としてそれぞれ表示されます。

• K - 千: 値が千単位で表示されます。たとえば、1,689,000は
「1689K」と表示されます。

• M - 百万: 値が百万単位で表示されます。たとえば、123,456,789は
「123M」と表示されます。

• B - 十億: 値が十億単位で表示されます。たとえば、12,345,678,912
は「12B」と表示されます。

• T - 兆: 値が兆単位で表示されます。たとえば、
1,234,567,891,234,567は「1,234T」と表示されます。

行区切り 「表示」または「非表示」を選択します。
フォント ヘッダーおよびデータのサイズと色のオプションを指定します。
スパーク・チャート • チャート・タイプ: 「棒」、「折れ線」、「面」および面付き折れ線と

ともに関連するオプションを選択します。または、「なし」を選択
することもできます。

• ヘッダー: スパーク・チャート列の列ヘッダー
• 開始インデックス: データのチャート化を開始する列インデックス
• 最終インデックス: データのチャート化を終了する列インデックス

ビデオ

目的 視聴するビデオ
ダッシュボード・デザイナでダッシュボード 2.0向
けに複数コンポーネントを含むダッシュボードを
作成する方法を確認します。表が含まれるダッシ
ュボード、スパーク・チャートが含まれる表およ
びタイル・チャートを作成します。

 表、スパーク・チャートおよびタイル・チ
ャートのダッシュボード 2.0での作成

ダッシュボード 2.0のゲージ・チャート・タイプについて
ゲージ・チャート・タイプでは、データ値が許容範囲内に収まっているかどうかがわかりま
す。最小値、最大値および範囲の最大値を設定すると、ゲージで赤、黄色および緑のトラフ
ィック・ライトが使用され、現在の値をすばやく評価して、重要なデータ・ポイントやメジ
ャーにおける問題を識別できます。ダッシュボード 2.0のダッシュボードでは、円形、水平お
よび垂直ゲージ・タイプを選択できます。
ダッシュボード 2.0の例 - 円形ゲージ・タイプ
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ダッシュボード 2.0の例 - 水平ゲージ・タイプと垂直ゲージ・タイプ
 

 

ダッシュボード 2.0の例 - 単一ゲージの表示
「表示」で「単一」が選択されている場合、ゲージ・チャートには基礎となるフォーム
のデータの最初の列のみが表示されます。
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ダッシュボード 2.0の例 - 複数のゲージの表示
「表示」で「複数」が選択されている場合、基礎となるフォームのデータの列ごとにゲージ・
チャートが表示されます。

ダッシュボード・デザイナは、次に示すゲージ・チャート・タイプのプロパティを設定でき
ます:

表 10-10 ゲージ・チャート・タイプのプロパティ

設定 説明
スケール 大きい数字で特に便利なのは、値の表示方法を指定できることです。た

とえば、値が 1,689,000の場合に、スケーリング・オプションとして
「K - 千」を選択すると、チャートにはこの値が 1,689Kと表示されま
す。
スケーリングのオプションは次のとおりです。
• なし: スケーリングを適用しません。
• 自動: 範囲に応じて値が表示されます。たとえば、1,500は「1.5K」、

1,689,000は「1.69M」、42,314,531,211は「42.31B」、
1,234,567,891,234は「1.23T」としてそれぞれ表示されます。

• K - 千: 値が千単位で表示されます。たとえば、1,689,000は
「1689K」と表示されます。

• M - 百万: 値が百万単位で表示されます。たとえば、123,456,789は
「123M」と表示されます。

• B - 十億: 値が十億単位で表示されます。たとえば、12,345,678,912
は「12B」と表示されます。

• T - 兆: 値が兆単位で表示されます。たとえば、
1,234,567,891,234,567は「1,234T」と表示されます。

表示 コンポーネントで、「単一」または「複数」ゲージ・チャートを表示で
きます。「単一」が選択されている場合、ゲージ・チャートには基礎と
なるフォームのデータの最初の列のみが表示されます。「複数」が選択
されている場合、基礎となるフォームのデータの列ごとにゲージ・チャ
ートが表示されます。

ゲージ・タイプ 次のオプションから選択します。
• 円形
• 水平
• 垂直
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表 10-10 (続き) ゲージ・チャート・タイプのプロパティ

設定 説明
最小値
最大値

ゲージの最低値と最高値。ダッシュボード・デザイナがこれらの値をデ
フォルトとして設定した後、ユーザーが実行時にそれらを一時的に変更
できます。ダッシュボード・デザイナがこれらの値を指定しなかった場
合、アプリケーションによって、自動的に、最小値がゼロに設定され、
最大値がゲージの値より大きいものに設定されます。

希望の目標 「高」の値と「低」の値のどちらが望ましいかを指定します。
低しきい値
中しきい値
高しきい値

メジャーが許容範囲内にあるかどうかを視覚的に示すために、これらの
しきい値を使用して、指定した値に基づいてゲージを赤、黄色および緑
で表示できます。それぞれのしきい値について「ラベル」(テキスト)と
「値」(数値)を指定します。

ダッシュボード 2.0のレーダー・チャート・タイプについ
て

レーダー・チャートは、1つ以上の系列の値を複数の定量的変数についてプロットする
ように設計された 2次元チャート・タイプです。レーダー・チャートは、データの変
数のうち、結果がそれ以外と比較して優れているものを確認する場合に最適です。し
たがって、主にパフォーマンス分析に使用されます。
ダッシュボード 2.0では、棒、折れ線、面、散布およびバブル・レーダー・タイプを選
択できます。
ダッシュボード 2.0の例 - レーダー棒チャート・タイプ
 

 

ダッシュボード 2.0の例 - レーダー折れ線チャート・タイプ
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ダッシュボード・デザイナは、次に示すレーダー・チャート・タイプのプロパティを設定で
きます:

表 10-11 レーダー・チャート・タイプのプロパティ

設定 説明
値のスケール 大きい数字で特に便利なのは、値の表示方法を指定できることです。た

とえば、値が 1,689,000の場合に、スケーリング・オプションとして
「K - 千」を選択すると、チャートにはこの値が 1,689Kと表示されま
す。
スケーリングのオプションは次のとおりです。
• なし: スケーリングを適用しません。
• 自動: 範囲に応じて値が表示されます。たとえば、1,500は「1.5K」、

1,689,000は「1.69M」、42,314,531,211は「42.31B」、
1,234,567,891,234は「1.23T」としてそれぞれ表示されます。

• K - 千: 値が千単位で表示されます。たとえば、1,689,000は
「1689K」と表示されます。

• M - 百万: 値が百万単位で表示されます。たとえば、123,456,789は
「123M」と表示されます。

• B - 十億: 値が十億単位で表示されます。たとえば、12,345,678,912
は「12B」と表示されます。

• T - 兆: 値が兆単位で表示されます。たとえば、
1,234,567,891,234,567は「1,234T」と表示されます。

タイプ 次のオプションから選択します。
• 棒
• 折れ線
• 面
• 散布
• バブル

凡例の位置 「左」、「右」、「上」、「下」または「なし」を選択します。
グリッド線 「非表示」または「表示」を選択します。
対数目盛 特に、値の範囲が広い(一般に、データの最大数が最小数の数百倍、あ

るいは数千倍の大きさになる)数値データを表示する場合は、対数目盛
によって、これらの値がよりコンパクトで読みやすい形で表示されると
便利です。レーダー・チャートで対数目盛を使用するかどうかを選択し
ます。

色 「デフォルト」を選択するか、チャート内のデータをクリックし、その
データのカスタム色を選択します。
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ダッシュボード 2.0の組合せチャート・タイプについて
組合せチャートは、棒グラフ、折れ線グラフおよび面グラフの任意の組合せを 1つの
チャートにマージできるビジュアライゼーションです。
プライマリ Y軸の反対側にセカンダリ Y軸を追加することもできます。セカンダリ Y
軸を追加すると、他のメジャーでは適切にスケールされない 1つのメジャーのスケー
ルをチャートに表示できます。たとえば、パーセンテージ・メジャーと通貨メジャー
を同じチャートに表示できます。
ダッシュボード 2.0の例 - 面、棒および折れ線の組合せチャート
 

 

ダッシュボード・デザイナは、次に示す組合せチャート・タイプのプロパティを設定
できます:
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表 10-12 組合せチャート・タイプのプロパティ

設定 説明
値のスケール 大きい数字で特に便利なのは、値の表示方法を指定できることです。た

とえば、値が 1,689,000の場合に、スケーリング・オプションとして
「K - 千」を選択すると、チャートにはこの値が 1,689Kと表示されま
す。
スケーリングのオプションは次のとおりです。
• なし: スケーリングを適用しません。
• 自動: 範囲に応じて値が表示されます。たとえば、1,500は「1.5K」、

1,689,000は「1.69M」、42,314,531,211は「42.31B」、
1,234,567,891,234は「1.23T」としてそれぞれ表示されます。

• K - 千: 値が千単位で表示されます。たとえば、1,689,000は
「1689K」と表示されます。

• M - 百万: 値が百万単位で表示されます。たとえば、123,456,789は
「123M」と表示されます。

• B - 十億: 値が十億単位で表示されます。たとえば、12,345,678,912
は「12B」と表示されます。

• T - 兆: 値が兆単位で表示されます。たとえば、
1,234,567,891,234,567は「1,234T」と表示されます。

行の太さ カウンタをクリックして線の幅を設定します。
線のデフォルトの幅は 5ピクセルです。1から 12ピクセルを選択でき
ます。

凡例の位置 「左」、「右」、「上」、「下」または「なし」を選択します。
ラベルの位置 チャート上のデータ・ラベルの位置を設定します。

「バーの端の外側」、「中央」、「バーの端の内側」または「なし」を選択
します。

グリッド線 「非表示」または「表示」を選択します。
対数目盛 特に、値の範囲が広い(一般に、データの最大数が最小数の数百倍、あ

るいは数千倍の大きさになる)数値データを表示する場合は、対数目盛
によって、これらの値がよりコンパクトで読みやすい形で表示されると
便利です。組合せチャートで対数目盛を使用するかどうかを選択しま
す。

セカンダリ Y チャートを挟んでプライマリ Y軸の反対側に表示されるセカンダリ Y
軸にプロットするデータを選択します。
チャートのデータ値がデータ系列によって大きく異なる場合や、データ
のタイプ(通貨とパーセンテージなど)が混在する場合、1つ以上のデー
タ系列をセカンダリ縦(Y)軸にプロットできます。
セカンダリ Y軸は折れ線チャート・タイプおよび棒チャート・タイプで
使用できますが、より一般的には、組合せチャート・タイプで使用し
て、セカンダリ Y軸にプロットされるデータ系列を区別しやすくしま
す。たとえば、プライマリ Y軸に棒を使用し、セカンダリ Y軸に折れ
線を使用します。

系列 チャートの棒/折れ線/面の組合せを選択します。
色 「デフォルト」を選択するか、チャート内のデータをクリックし、その

データのカスタム色を選択します。
軸 「X軸」、「Y軸」および「セカンダリ Y軸」の「カスタム範囲」を選択

するか、「オフ」を選択します。
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ダッシュボード 2.0のタイル・チャート・タイプについて
タイルは、キューブから特定の値を選択して表示できるチャート・タイプです。フォ
ームをデータ・ソースとして使用する以外に、タイルに値を提供するセル交差を直接
入力することもできます。デフォルトでは、最初はコンポーネントに 6個のタイルが
表示されますが、コンポーネントには最大 10個のタイルを表示できます。タイルをデ
ータに関連付けるまで、サンプル・データが表示されます。
フォームをタイルのデータ・ソースとして使用する場合:

• コンポーネントごとに最大 10個のタイルを含めることができます(デフォルトで
は 6個)。

• フォームの最初の列の値(10行目まで)が、タイルの作成に使用されます。
• デフォルトでは、フォームの行タイトルはタイルのタイトルであり、その値は最初
の列から行ごとに取得されます。

• タイルのコンポーネント・タイトル、タイルの高さのパーセンテージ、凡例ラベル
を設定でき、含めるフォームの軸を選択できます。たとえば、3つの行があるフォ
ームを選択すると、タイルに 3つの値が表示されます。

Note:

場合によっては、フォーム内で、グリッドとして表示されたときに最初の列
が縮小される(非表示になる)ことがあります。ただし、タイルがフォームか
らその値を取得する際には、縮小された列も考慮されます。フォーム定義を
更新し、タイルに表示するセルのみを含むフォームをデータ・ソースとして
使用することをお薦めします。

タイルのデータ・ソースとしてセル交差を使用する場合は、1つのオブジェクトにつき
タイルを 1つのみ含めることができます。
次の表は、タイル・チャート・タイプに設定できるオプションを示しています。値の
表示は、タイルの水平方向で左、中央、右に設定することができます。また、複数通
貨アプリケーションでは、通貨記号または通貨コードがタイルに表示されることにも
注意してください。
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Table 10-13    タイル・チャート・タイプのプロパティ

設定 説明
値のスケール 大きい数字で特に便利なのは、値の表示方法を指定できることです。た

とえば、値が 1,689,000の場合に、スケーリング・オプションとして
「K - 千」を選択すると、チャートにはこの値が 1,689Kと表示されま
す。
スケール・オプション:
• なし: スケーリングを適用しません。
• 自動: 範囲に応じて値が表示されます。たとえば、1,500は「1.5K」、

1,689,000は「1.69M」、42,314,531,211は「42.31B」、
1,234,567,891,234は「1.23T」としてそれぞれ表示されます。

• K - 千: 値が千単位で表示されます。たとえば、1,689,000は
「1689K」と表示されます。

• M - 百万: 値が百万単位で表示されます。たとえば、123,456,789
は「123M」と表示されます。

• B - 十億: 値が十億単位で表示されます。たとえば、12,345,678,912
は「12B」と表示されます。

• T - 兆: 値が兆単位で表示されます。たとえば、
1,234,567,891,234,567は「1,234T」と表示されます。

テキストの配置 テキストの配置オプション:
• 左
• 中央
• 右

カウント コンポーネントに表示されるタイルの数(最大 10個)

表示 凡例表示オプション:
• 行と列のディメンション
• 行のディメンション
• 列のディメンション
• なし

位置 凡例配置オプション:
• 左
• 右
• 上
• 下

凡例のフォント・サイズ 凡例のフォント・サイズを大きくしたり、小さくします。
値のフォント・サイズ 値のフォント・サイズを大きくしたり、小さくします。

Note:

ダッシュボード 2.0では、セル詳細はサポートされていません。かわりに、セル詳
細のより高度なバージョンであるクイック分析をデータ・ソースとして使用するこ
とをお薦めします。セル詳細を使用するコンポーネントを含むダッシュボードをダ
ッシュボード 2.0に変換する場合は、セル詳細をデータ・ソースとして使用するコ
ンポーネントを削除し、クイック分析をデータ・ソースとして使用するコンポーネ
ントを再作成します。
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ダッシュボード 2.0のグローバル POVとローカル POVに
ついて

フォームのローカル POVには、フォーム設計者がそのフォームについて選択したディ
メンション・メンバーが反映されます。ダッシュボードではグローバル POVバーもサ
ポートされており、各コンポーネントで繰り返されないように、共通するローカル POV
はグローバル POVバーに組み込まれます。
ダッシュボード 2.0の POVの例
次のダッシュボード 2.0のダッシュボードには、グローバル POVバー(「エンティティ」
および「年」を示す)とローカル POV (Q2のドロップダウン・リスト)が表示されてい
ます:

 

 

グローバル POVバーがある場合、グローバル POVバーでページを変更し、「POVバ
ー : 自動適用」を有効にすると、フォームに基づいたダッシュボード内のすべてのコン
ポーネントについてページが変更されます。グローバル POVバーはダッシュボード
の最上部に、すべてのコンポーネントより上に表示されるのに対して、ローカル POV
バーはコンポーネント内に表示されます。ユーザー変数は、ダッシュボードのグロー
バル POVとローカル POVの両方でサポートされており、動的ユーザー変数を POVバ
ーから直接変更できます。

ダッシュボード・ツールバーの 「POV設定」メニュー(ランタイム・モードと編集
モードの両方)では、ディメンション・ラベルをグローバル POVで非表示にするかど
うか(「POVバー : ディメンション・ラベルの非表示」)、および変更の自動適用を有効
にするか無効にするか(「POVバー : 自動適用」)を設定できます。
グローバル POVバーについて:

• POVバーは、ローカル POVディメンション、ページ・ディメンションおよびユー
ザー変数で構成されます。

• ダッシュボード上の各フォームのローカル POVおよびページに応じて、グローバ
ル POVバーが自動的に計算されます。

• グローバル POVは、そのダッシュボードのフォームを使用してコンポーネントの
コンテンツを反映します。つまり、それらは、ダッシュボード内のフォーム、フォ
ームにリンクされたチャート、およびデータ・ソースとしてフォームを使用するタ
イルに適用されます。そのため、ダッシュボードにデータ・ソースとしてフォーム
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が含まれていない場合は、ローカル POVバーもグローバル POVバーも使用できません。
次に、2つのフォームのローカル POVディメンションに基づいて、グローバル POVバーが
どのように計算されるかの例を示します。
グローバル POVバーが無効:

• フォーム Aのローカル POV: 年、エンティティ、製品
• フォーム Bのローカル POV: 年、エンティティ、プロジェクト
グローバル POVバーが有効:

• グローバル POVバー: 年、エンティティ
• フォーム Aのローカル POV: 製品
• フォーム Bのローカル POV: プロジェクト
すべてのディメンションおよびページの選択がダッシュボード上のすべてのフォームに共通
しているとはかぎらないため、ダッシュボード・コンポーネントの POV全体がローカル POV
バーとグローバル POVバーの間で分割されることがあります。グローバル POVバーとロー
カル POVをあわせると、ダッシュボード上の各フォームの完全な交差情報が含まれます。
データ・ソースとしてフォームを使用するコンポーネントが、ダッシュボードで 1つのみで
ある場合、フォームの POV/ページ全体がグローバル POVバーに移動されます。
データ・ソースとしてフォームを使用するコンポーネントがダッシュボードに複数ある場合、
どのディメンションがグローバル POVバーに移動し、どのディメンションがローカル POV
にとどまるかは次のように決まります:

• ディメンションがすべてのフォームの POVまたはページに含まれ、メンバーの選択がす
べてのフォームで同じ場合、ディメンションはグローバル POVバーに移動します。

• ディメンションが 1つのフォームの POVおよび別のフォームのページに含まれる場合、
ディメンションはローカル POVバーにとどまります。

• ディメンションが POVに含まれる場合、そのディメンションについてすべてのフォーム
で同じメンバーが選択されている必要があります。

• ディメンションがページ・ディメンションである場合、選択されたページ・メンバーがす
べてのフォームで同じであり、同じ順序で表示される必要があります。

ダッシュボード 2.0のダッシュボードでの POVメンバーの検索
ダッシュボード 2.0のダッシュボードで作業している場合は、新しい POVメンバーを簡単に
検索できます。検索するには、POVリンクをクリックします。検索インタフェースには、最
後に使用したメンバーのリストが表示され、そこから選択できます。
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図 10-1 ダッシュボード 2.0の最後に使用した POVメンバーのリスト

メンバー・セレクタを使用して検索することもできます。POVリンクをクリックし、
メンバー・セレクタ・アイコン をクリックしてメンバー・セレクタを起動します。
メンバー・セレクタのメンバーは階層として表示されますが、「検索」ボックスにメン
バー名を入力することもできます。「検索」ボックスを使用してメンバーが見つかった
場合は、「検索」ボックスの下に結果が表示されます。

図 10-2 ダッシュボード 2.0のメンバー・セレクタ検索結果

メンバーが見つかった階層内の場所を確認するには、結果の「情報」列の上にカーソ
ルを置いて をクリックします。
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図 10-3 ダッシュボード 2.0の階層におけるメンバー・セレクタ検索結果

ダッシュボード 2.0の POVバーの考慮事項
• POVバーのページのドロップダウン・リストで、ページのドロップダウンに表示するメ
ンバーの数は、「ページ・オプション」の「ユーザー・プリファレンス」で制御できます。
(ホーム・ページから「ツール」、「ユーザー・プリファレンス」、「表示」の順にクリック
して「ページ・オプション」を表示します。)ページのドロップダウン内のアイテム数がこ
の制限を超えた場合、ユーザーはそれらを表示できません。これは、今後のリリースで、
ダッシュボード 1.0のように残りのメンバーを参照するためのメンバー・セレクタの機能
を使用して修正される予定であることに注意してください。

• ダッシュボードに複数のフォームが含まれているが、一部のフォームで同じディメンショ
ンに異なるプロパティがある場合(たとえば、「バージョン」ディメンションは一部のフォ
ームでは非表示ですが、同じダッシュボードの他のフォームでは表示される場合)、グロ
ーバル POVに「バージョン」ディメンションのメンバーが表示されない場合がありま
す。ダッシュボード内に含まれるすべてのフォームで、すべてのディメンションのすべて
のプロパティが同じであることを確認することをお薦めします。

クイック分析について
クイック分析を使用すると、事前作成されたフォームがなくても、ダッシュボードにコンポ
ーネントを追加できます。「検索」バーにメンバー名を入力するか、「メンバー・セレクタ」
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を使用してアドホック問合せを作成した後、「プロパティ」パネルの「レイアウト」タ
ブ で問合せのレイアウトを制御します。
ダッシュボード 2.0のデザイン・モードでのクイック分析チャートの例
 

 

ダッシュボードでクイック分析を作成するには:

1. 問合せのキューブを選択します。次の 2つのいずれかの方法でこれを行うことが
できます:

• ワークスペースの「検索」ボックスをクリックしてキューブのリストを表示
し、キューブを選択します。

• オブジェクト・パレットからダッシュボード・ワークスペースにキューブをド
ラッグ・アンド・ドロップします。

ノート:

どちらの方法でも、デフォルトの問合せから開始されます。最近使用し
たもの(MRU)に基づく、キューブ内の 1つの交差です。デフォルトの問
合せは、キューブで最近見ていたものによって異なります。
キューブ内の MRU交差が無効な場合は、エラーが発生します。エラーが
表示された場合は、別のフォームを開いてページを有効な交差に変更し、
MRUが有効な交差で更新されるようにします。

2. 問合せのメンバーを指定して、問合せを調整します:

• 「検索」ボックスにメンバー名を入力して、キューブからのオートコンプリー
ト・リストを表示します。

• 「メンバー・セレクタ」 を起動してメンバーを選択し、「OK」をクリックし
ます。
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ノート:

クイック分析を実行するために検索ボックスを使用してメンバーを検索し、キ
ューブ内のメンバーが 25,000人よりも多い場合、検索ボックスでは、キューブ
のディメンション内の最初の 3000人のメンバーのみが検索されます。キュー
ブに含まれているメンバーが 25,000人より少ない場合は、検索ボックスですべ
てのメンバーが検索されます。メンバーが 25,000人より多いキューブを検索
するには、メンバー・セレクタを起動してクイック分析の選択をします。

3. 問合せのチャート・タイプを選択します。

をクリックして、チャート・タイプ(「棒」 など)を選択します。

4. 「プロパティ」パネルで、「レイアウト」タブ をクリックします。
5. 「プロパティ」パネルの「レイアウト」タブのディメンションを「レイアウト」タブの他
のセクションにドラッグ・アンド・ドロップして、ダッシュボード・コンポーネントの
「POV」、「行」および「列」レイアウトを変更します。

ビデオ

目的 視聴するビデオ
フォームを事前作成せずに、ダッシュボードにク
イック分析コンポーネントを追加する方法を学習
します。ダッシュボード・デザイナでアド・ホッ
ク問合せを作成する方法と、ディメンションのレ
イアウトを変更し、ビジュアライゼーションを適
用して結果をフォーマットする方法を学習しま
す。

 ダッシュボード 2.0でのクイック分析の作
成
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11
フォームの管理

Tax Reportingでは、すぐに使用可能な各種のフォームが提供されており、計算、調整の入
力、財務データを使用した連邦および地方レベルでの当期税金と繰延税金の承認に必要なタ
スクを迅速かつ容易に実行し、US GAAPや IFRSレポートなどの会計基準に準拠することが
できます。
「税引当(国)」と「税引当(地域)」の両方のクラスタで、「フォーム」カードを使用してフォー
ムのリストにアクセスし、リストから必要なフォームを直接開くことができます。
関連項目:

• Tax Reportingの操作のフォームの操作
• Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)の使用のフレックス・フォーム

フォーム・グリッド・プロパティの設定
フォーム・グリッド・プロパティを設定するには:

1. フォームを開き「レイアウト」をクリックします。
2. 「グリッドのプロパティ」で、行および列プロパティを次のように設定します。
表 11-1 フォーム・グリッド・プロパティ

オプション 説明
欠落ブロックの抑制 複数の行に対して、「欠落データの抑制」の効率

を大幅に向上させます。抑制する行が存在しな
い場合または少ない場合は、このオプションに
よってパフォーマンスが低下することがありま
す。この設定を使用する前後でフォームをテス
トし、パフォーマンスが向上するかどうかを判
定します。
このオプションを使用する場合は注意してくだ
さい。
• 一部の抑制されたブロックでは、動的計算
メンバーが無視されることがあります

• 行メンバーがインデントされない場合があ
ります

欠落データの抑制 データがない行または列を非表示にします。ク
リアすると、データが欠落しているセルには
「#MISSING」が付いた行または列が表示されま
す。

無効なデータの抑制 無効なデータを含む行または列を非表示にしま
す。クリアすると、無効なデータのあるセルを
含む行または列が表示されます。無効なデータ
を含むセルは読取り専用です。
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表 11-1 (続き) フォーム・グリッド・プロパティ

オプション 説明
デフォルトの行の高さ • 中:

• 適合するようサイズ調整: すべての行を表
示された空間に合せます

• カスタム: 行の高さのカスタム・サイズをピ
クセルで選択します

デフォルトの列の幅 • 小: 小数点以下 7桁を表示します
• 中: 小数点以下 10桁を表示します
• 大: 小数点以下 13桁を表示します
• 適合するようサイズ調整: 一番上のデータ・
セル値に基づいて、表示される空間にすべ
ての列を強制的に合せます

• カスタム: 小数点以下 13桁から 999桁を表
示するカスタム・サイズを選択します

グローバル仮定フォーム 単一のフォームについて、テスト環境から本番
環境へのグローバル仮定の転送を有効にするに
は、「グローバル仮定フォーム」を選択します。
次に、税率などのグローバル仮定を保管するフ
ォームを更新します。

無効なシナリオ/期間の抑制 無効なシナリオ/期間を非表示にします。
欠落を抑制したらゼロも抑制 フォームでこのオプションを「欠落データの抑

制」オプションと同時に選択すると、♯Missing
とゼロの両方を含む行または列がすべて抑制さ
れます。
この設定を選択すると、Oracle Smart View for
Officeでデータ欠落やゼロを抑制していた実行
時の抑制選択より優先されます

アド・ホックでのフォーム抑制の削除 Smart Viewユーザーが他の抑制オプションが
指定されたフォームでアド・ホック分析を実行
できるようにする場合に選択します。フォーム
に欠落データがある場合は、列または行の基本
ディメンション・メンバーが Smart Viewのア
ド・ホック・グリッドに表示されます。これに
より、フォームの設計で抑制オプションが有効
になっている場合でも、ユーザーはフォームで
アド・ホック分析を続行できます。

ノート:

このオプションを選択しても、ユーザ
ーが Smart Viewの「オプション」ダ
イアログの「データ・オプション」タ
ブで設定した抑制オプションがオー
バーライドされるわけではありませ
ん。フォームに対して「アド・ホック
でのフォーム抑制の削除」オプション
が有効になっており、ユーザーがフォ
ームでアド・ホック分析を実行する際
にエラーが表示される場合は、Smart
Viewで抑制オプションをクリアする
必要があります。
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表 11-1 (続き) フォーム・グリッド・プロパティ

オプション 説明
オンザフライ計算の使用可能 このオプションを選択した場合、フォーム 2.0

で、メンバー式が添付されたセルにカーソルを
置くと、セルに関連付けられているメンバー式
が表示され、オンザフライ計算を実行できます。
オンザフライ計算を使用すると、変更を送信す
ることなく計算を実行できます。

3. 「保存」をクリックして処理を保存して続行するか、「終了」をクリックして処理を保存し
てフォームを閉じます。

フォーム・ディメンション・プロパティの設定
フォームのディメンション表示プロパティを設定および編集できます。このプロパティに
は、フォームにメンバー名または別名を表示するかどうか、行または列を非表示にするかど
うか、およびユーザーにメンバー式の表示を許可するかどうかが含まれます。これらのプロ
パティは、行、列、ページおよび視点ディメンションに適用されます。
次元プロパティを設定するには:

1. フォームを開き「レイアウト」をクリックします。
2. 視点、ページ、行または列でクリックして、ディメンション・プロパティを設定します。
3. 「ディメンション・プロパティ」を選択します:

Table 11-2    フォーム・ディメンション・プロパティ

プロパティ 説明
すべての行ディメンションに適用 すべての行ディメンションにプロパティを適用

します
すべての列ディメンションに適用 すべての列ディメンションにプロパティを適用

します
すべてのページ・ディメンションに適用 すべてのページ・ディメンションにプロパティ

を適用します
すべての POVディメンションに適用 すべての視点ディメンションにプロパティを適

用します
メンバー名 メンバー名を表示します
別名 メンバーの別名を表示します
メンバー式 メンバー式を表示します
ディメンションの非表示 ディメンションを非表示にします
集計演算子を表示 集計演算子を表示します
展開開始 行または列でのディメンションにのみ使用で

き、このオプションを最初に選択すると、展開
されたディメンション・メンバー・リストが表
示されます

カスタム属性の使用可能 行または列でのディメンションにのみ使用で
き、カスタム属性を使用可能にします

共有メンバーのドリル 行ディメンションまたは列ディメンションに使
用できます。共有メンバーがメイン階層の親メ
ンバーにある場合、共有メンバーのドリルを可
能にします。
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Table 11-2    (Cont.) フォーム・ディメンション・プロパティ

プロパティ 説明
フォーム定義以外のフレックス フレックス・フォームの行および列のディメン

ションの場合:
フォーム定義の一部として含まれていない行メ
ンバーまたは列メンバーの追加を Oracle
Smart View for Officeユーザーに許可する場
合に選択します。
このオプションは、行または列ごとに有効にし
ます。
「すべての行ディメンションに適用」を選択する
こともできますが、現在の行ディメンションで
選択されているすべてのプロパティがフォーム
内のすべての行ディメンションに適用されるこ
とに注意してください。
このオプションは、フォーム定義の「Smart
Viewオプション」セクションで「行のフレック
ス・フォームの有効化」または「列のフレック
ス・フォームの有効化」(あるいはその両方)が選
択されている場合にのみ表示されます。
Planningの管理の Smart Viewフォームのオプ
ションの設定に関する項を参照してください。

通貨の表示 複数通貨アプリケーションに使用可能で、通貨
を表示します

修飾名の表示 エンティティ・ディメンションのメンバーを
Parent.Childとして表示します。
「なし」、必要時または「常時」を選択します。
このオプションを「通貨の表示」オプションと
ともに選択すると、Parent.Child (親通貨、子通
貨)としてエンティティ・メンバーが表示されま
す。
このオプションは、フォームが Oracle Smart
View for Officeで使用されるときにも保持され
ます。

4. 「保存」をクリックして処理を保存して続行するか、「終了」をクリックして処理を
保存してフォームを閉じます。

印刷オプションの設定
「レイアウト」タブで、フォーム情報を印刷する際のプリファレンスを設定および編集
できます。
印刷オプションを設定するには:

1. フォームを開き「レイアウト」をクリックします。
2. 「印刷オプション」を選択し、フォーム情報を印刷する際のプリファレンスを設定
します。
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Table 11-3    フォームの印刷オプション

オプション 説明
サポート詳細を含める PDFファイルにサポート詳細を追加行として含

めます。表示フォーマットを指定します:
• 標準順序: 関連付けられたメンバーの後で、
「サポート詳細」ページと同じ順序でサポー
ト詳細を印刷します

• 逆順: 関連付けられたメンバーの前で、サポ
ート詳細を逆の順序で印刷します。子に関
するサポート詳細は親の上に表示され、兄
弟の順序が保たれます。

コメントの表示 セルに関連付けられたテキスト・ノートを表示
します

データのフォーマット フォームから表示済のデータに数のフォーマッ
ト設定を適用します

属性メンバーの表示 フォームで属性メンバーを選択した場合、PDF
ファイルで表示します

精度の適用 フォームの精度設定(必要な小数点以下の桁数)
を PDFファイルで表示されたデータに適用しま
す

通貨コードの表示 フォームが複数の通貨をサポートしている場
合、フォームおよび PDFファイルに通貨コード
が表示されます。通貨コードが表示されるかど
うかは、通貨コードがフォームの任意のメンバ
ーに存在するかどうかによって決まります。
通貨コードがフォームに含まれる任意のメンバ
ーに存在する場合、このチェック・ボックスの
選択に関係なく、フォームに通貨コードが表示
されます。通貨コードがフォームのメンバーに
存在しない場合、それらは表示されません。

勘定科目注釈の表示 勘定科目注釈がフォームで使用可能になってい
る場合、PDFファイルで勘定科目注釈を表示す
る選択をします

3. 「保存」をクリックして処理を保存して続行するか、「終了」をクリックして処理を保存し
てフォームを閉じます。

関連項目: Tax Reportingの操作の印刷プリファレンスの設定。

フォームの編集
フォームのレイアウト、メンバーおよびプロパティを編集できます。たとえば、式の行また
は列をフォームに追加できます。
フォームを編集するには:

1. 「ナビゲータ」アイコンをクリックします。
2. 「作成および管理」で「フォーム」をクリックします。
3. フォームを選択し、「編集」をクリックします。別の方法として、ホーム・ページで、「ラ
イブラリ」をクリックできます。フォーム・フォルダを展開し、フォームの名前をクリッ
クして開き、
をクリックします

Chapter 11
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4. 次を選択します:

a. プロパティ: 説明および指示を編集します。
b. レイアウト: フォームのレイアウトを編集します。
c. その他オプション: フォーム精度の編集、フォームに関連付けられたコンテキ
スト・メニューの変更、動的ユーザー変数の有効化/無効化およびユーザー変数
の選択を行います。

d. ビジネス・ルール: フォームに関連付けるビジネス・ルールを変更したり、ビ
ジネス・ルールのプロパティを変更します。

5. 「保存」をクリックして処理を保存して続行するか、「終了」をクリックして処理を
保存してフォームを閉じます。
フォームのバリエーションを新しい名前で保存するには、「名前を付けて保存」を
クリックし、新しいフォーム名を入力して「OK」をクリックします。新しい名前
で更新されたフォームがフォーム・リストに追加されます。レッドウッド・エクス
ペリエンスが有効になっている場合、新しい名前のフォームが新しい動的タブで開
きます。
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12
ディメンションの操作

関連トピック
• ディメンションの概要
• ディメンションの表示および編集
• ナビゲーションを使用したディメンション階層の操作
• 会社間勘定属性の値の設定
• 連結 ETRカスタム属性の設定
• パフォーマンス設定
• 代替階層の作成

ディメンションの概要
ディメンション階層は、構造的および算術的関係、およびデータベースのメンバー間の連結
を定義します。関係は、縮小可能な階層図式で表示されます。上位レベルのディメンション・
メンバーは親メンバーと呼ばれ、親メンバーの直下のメンバーは子と呼ばれます。親の下に
いるすべてのメンバーは子孫と呼ばれます。最下位レベルの階層のメンバーはレベル 0のメ
ンバーと呼ばれます。
通常、データはディメンションのレベル 0のメンバーに入力され、親メンバーには入力され
ません。親レベルのメンバーの値は、親レベルのメンバーの子から集約されます。レベル 0
のメンバーのデータが計算される場合もあります。
Tax Reportingは、事前定義されたディメンションのセットを必要とするマルチ・ディメンシ
ョナル連結アプリケーションです。デフォルトでは、アプリケーションを作成すると、シス
テムでこれらのディメンションが次の順序で作成されます:

• 勘定科目
• 期間
• 連結
• データ・ソース
• 通貨
• 会社間
• エンティティ
• 増減
• 複数 GAAP

• 管轄
• シナリオ
• 年
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• ビュー
このディメンションのセットで税引当プロセスが処理されます。柔軟なアプリケーシ
ョン構成に対応できるように、各ディメンションには、ディメンション・メンバーの
セットが事前にシードされます。選択した機能に必要なディメンション・メンバーの
みが有効になります。
編集可能なメンバーもあれば、ロックされているメンバーもあります。次のシステム・
ディメンションは編集できません:

• 年
• 期間
• ビュー
• 連結
• 会社間
アプリケーションの作成中にカスタム・ディメンションを作成することもできます。
次を参照してください: カスタム・ディメンションの追加(ハイブリッド・モードのみ)

ナビゲータまたは簡易ディメンション・エディタを使用して、ディメンションを編集
および表示できます。
組織の情報を追加するには、次のディメンションを構成する必要があります。
• 勘定科目
• 管轄
• シナリオ
• 通貨
• 複数 GAAP

ベスト・プラクティスの方法は、エンティティに関連付ける管轄メンバーおよび通貨
メンバーのみを追加することです。

勘定科目ディメンション
勘定科目ディメンションは、通常の勘定科目の階層を表します。勘定科目は、アプリ
ケーションにエンティティとシナリオの財務データを格納し、損益計算書勘定科目に
勘定科目プロパティを提供します。各勘定科目には、会計の動作を定義する収益、費
用などの勘定科目タイプがあります。すべてのアプリケーションに勘定科目ディメン
ションが必要です。
勘定科目ディメンションには次のものが格納されます。
• 試算表の勘定体系または帳簿残高の勘定科目
• 税引当または国別(CbCR)レポートの計算に使用する税金勘定科目
• 永久差異または一時差異
• R & Dおよびその他の控除
• 純営業損失
• 追加引当金項目
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勘定科目ディメンションを定義するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「概要」、「ディメンション」タブの順に選択しま
す。

2. 「勘定科目」をクリックし、勘定科目ディメンションのプロパティを表示します。
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3. 「ディメンション・プロパティの編集」タブ をクリックします。
4. アプリケーションに適したオプション・プロパティを選択します。

• 勘定科目ディメンションの説明を入力します。
• 使用可能な場合は、別名表を選択します。
• 勘定科目ディメンションの別名を入力します。
• 「2パス計算」を選択します。
• 「セキュリティの適用」を選択します。

5. ディメンションに適用するデータ・ストレージのタイプを選択します。
• ラベルのみ
• 共有しない
• 動的計算(親メンバーに使用)

• 動的計算および保管
• 保管(基本メンバーに使用)

6. 「表示オプション」で、レポートに表示するオプション(レポートの「メンバー名」
または「別名」)を選択します。
• メンバー名
• 別名
• メンバー名:別名
• 別名:メンバー名

7. 使用可能な場合は、「階層タイプ」を選択します。
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8. 「キューブ」で、使用するキューブを選択します。連結、「レート」または「CbCR」を使
用できます。

9. オプション: 「カスタム属性」下の「アクション」で「編集」を選択し、カスタム属性を
変更するか、「削除」を選択して属性を削除します。

10.「カスタム属性」で「作成」をクリックし、新規カスタム属性を追加します。属性の名前
を入力し、データ型を選択します。
 

 

11.「完了」をクリックします。

勘定科目プロパティの定義
勘定科目のプロパティ(勘定科目タイプ、データ型、会社間勘定かどうかなど)を定義します。
会社間勘定については、会社間勘定属性の値の設定を参照してください。
勘定科目プロパティを定義するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックします。
2. 「作成および管理」で「ディメンション」をクリックします。
3. 「ディメンション」リストから、「勘定科目」を選択します。
4. 「アクション」を選択してから、「子の追加」または「兄弟の追加」を選択します。
5. 「メンバーのプロパティ」タブで、勘定科目プロパティを入力します。
表 12-1 勘定科目プロパティ

プロパティ 説明
名前 ディメンション・メンバー全体で一意である名前

を入力します。
説明 オプション: 説明を入力します。
別名表 オプション: 別名表を選択し、別名を保管します。
別名 オプション: メンバーの代替名を入力します。
勘定科目タイプ 勘定科目タイプを選択します。

• 費用
• 収益
• 資産
• 負債
• 資本
• 保存された仮定
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表 12-1 (続き) 勘定科目プロパティ

プロパティ 説明
差異レポート オプションを選択します。

• 費用
• 費用外

タイム・バランス 収益勘定および費用勘定に対するシステムによる
サマリー期間の値の計算方法を指定します。
次のオプションから選択します。
• フロー - 平均レートを使用して計算します
• 残高 - 期末レートを使用して計算します

スキップ オプションを選択します。
• なし
• 欠落
• ゼロ
• 欠落およびゼロ

為替レート・タイプ 勘定科目の為替レートを示します。
• 履歴
• 履歴金額オーバーライド
• 履歴レート・オーバーライド
• レートなし(取得時換算勘定以外の場合)

ノート:

フロー勘定科目には
常に「平均」レート
が使用され、残高勘
定科目には常に「期
末」レートが使用さ
れます。

ソース・キューブ メンバーのソース・キューブを指定します。
データ・ストレージ データ・ストレージ・オプションを選択します。

• 保管
• 動的計算および保管
• 動的計算
• 共有しない
• 共有
• ラベルのみ

2パス計算 親メンバーまたは他のメンバーの値に基づいてメ
ンバーの値を計算するかどうかを選択します。

上位レベルのエンティティ入力を許可 親エンティティの入力をこの勘定科目に対して許
可するかどうかを指定します。

プラン・タイプ メンバーが有効となるアプリケーション・タイプ
を示します。
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表 12-1 (続き) 勘定科目プロパティ

プロパティ 説明
データ型 データ型を選択します。

• 未指定
• 通貨
• 通貨以外
• パーセンテージ
• 日付
• テキスト
• スマート・リスト

スマート・リスト オプション: メンバーに関連付けるスマート・リス
トを選択します。

動的な子に対して使用可能 ユーザーが、動的な親メンバーを使用するように
構成されたビジネス・ルールの実行時プロンプト
でメンバー名を入力することにより、このメンバ
ーの子を作成できるようにします。

使用可能な動的な子の数 このオプションは、「動的な子に対して使用可能」
が選択されている場合のみ使用可能です。ユーザ
ーが作成できる、動的に追加する最大メンバー数
を入力します。デフォルトは 10です。

メンバー作成者に付与されたアクセス権 このオプションは、「動的な子に対して使用可能」
が選択されている場合のみ使用可能です。メンバ
ー作成者が実行時プロンプトで作成する動的メン
バーに対して持つ権限を判別します:
• 継承 - メンバー作成者は、新しく作成したメン
バーに対する最も近い親のアクセス権を継承
します。

• なし - メンバー作成者には、新しく作成したメ
ンバーへのアクセス権は割り当てられませ
ん。(管理者は、後でメンバー作成者にメンバ
ーへのアクセス権を割り当てることができま
す。)

• 読取り - メンバー作成者には、新しく作成した
メンバーへの読取りアクセス権が割り当てら
れます。

• 書込み - メンバー作成者には、新しく作成した
メンバーへの書込みアクセス権が割り当てら
れます。

ノート:

管理者がこれらの設
定を変更した場合、
その変更は将来の動
的メンバーにのみ適
用され、遡って動的
メンバーに適用され
ることはありませ
ん。
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勘定科目の課税属性の定義
次の表に、勘定科目ディメンションの属性名、値および機能を示します。関連項目: 勘
定科目ディメンション
Table 12-2    勘定科目

属性タイプ 属性値 説明
WARSourceAccount WARExpSrcAccount この属性は、その他税金

および帳簿勘定科目に
対する加重平均レート
の計算に使用される予
定の税金費用勘定科目
を関連付けます。この
属性を使用して、複数の
帳簿勘定科目をタグ付
けできます。関連項目:
Tax Reportingの操作の
その他税金および帳簿
勘定科目に対する加重
平均 FXレート・オーバ
ーライドの計算

税タイプ • 国
• 地域
• NationalAndRegional

勘定科目に表示される
データのタイプが国の
データまたは地域のデ
ータ、あるいは国と地域
の両方であるかを分類
します。たとえば、税タ
イプを
「NationalAndRegional
」に設定します。これに
より、税金勘定科目の国
のデータがアクティブ
な地域/県に渡されます。
属性を設定するには、簡
易ディメンション・エデ
ィタを使用したメンバ
ー・プロパティの編集を
参照してください

税データ・タイプ • PreTax
• 税金
• 配賦
• TaxCalcElim

この属性は、アプリケー
ションに入力される勘
定科目のデータがどの
ようなデータか
(「PreTax」、「税金」、配
賦)を定義します。
TaxCalcElim - この属性
は、この勘定科目のデー
タが消去対象であるこ
とを指定します。

FBOS NOFBOS この属性は、"州の連邦利
益なし"がこの勘定科目
に適用されることを定
義します。
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Table 12-2    (Cont.) 勘定科目

属性タイプ 属性値 説明
連結 ETR CETR この属性は、この勘定科

目とデータが連結有効
税率調整(CETR)に含ま
れることを定義します。
関連項目: 連結 ETRカ
スタム属性の設定

株主資本に対する税
率変更

RCToEquity この属性は、税率データ
の変更の影響が取り消
され、この属性を含むす
べての一時差異勘定科
目の資本における税率
変更の影響列に適用さ
れることを定義します。
関連項目: Tax
Reportingの操作の国の
繰延税金の操作および
地域の繰延税金の操作

TAR帳簿勘定科目
(国)

• N_TARFExpenseCurrent
• N_TARFExpenseDeferred
• N_TARFDeferredNonCurrentAssets
• N_TARFDeferredNonCurrentLiabilitie

s
• N_TARFDeferredVANonCurrent
• N_TARFCurrentPayable
• N_TARFCurrentReceivable
• N_TARFLongTermPayable
• N_TARFEquity
• N_TARFAcq
• N_TARFDisp

これは非推奨です。TAR
自動化を使用します。
関連項目: Tax
Reportingの操作の地域
の税金勘定ロールフォ
ワード(TAR)の操作およ
び TAR自動化および
TAR自動化帳簿残高の
操作

TAR帳簿勘定科目(地
域)

• R_TARFExpenseCurrent
• R_TARFExpenseDeferred
• R_TARFDeferredNonCurrentAssets
• R_TARFDeferredNonCurrentLiabilitie

s
• R_TARFDeferredVANonCurrent
• R_TARFCurrentPayable
• R_TARFCurrentReceivable
• R_TARFLongTermPayable
• R_TARFEquity
• R_TARFAcq
• R_TARFDisp

これは非推奨です。TAR
自動化を使用します。
関連項目: Tax
Reportingの操作の地域
の税金勘定ロールフォ
ワード(TAR)の操作およ
び TAR自動化および
TAR自動化帳簿残高の
操作

符号の切替え • TAR符号の切替え(国)
• TAR符号の切替え(地域)
• TAR符号の切替え

(NationalAndRegional)
• CbCR符号の切替え

これは非推奨です。TAR
自動化または CbCR自
動化(あるいはその両方)
を使用します。関連項
目: Tax Reportingの操作の国別レポート
(CbCR)の操作
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https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/ustrc/user_forms_regional_current_provision_tar_102x78257947.html#GUID-D1D67DB7-135A-440C-B3B1-9CB905ABCC79
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https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/ustrc/cbcr_overview__102x79a5e6aa.html#GUID-07D57FC2-5EE9-4899-8C61-47A96B61737A
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/ustrc/cbcr_overview__102x79a5e6aa.html#GUID-07D57FC2-5EE9-4899-8C61-47A96B61737A


Table 12-2    (Cont.) 勘定科目

属性タイプ 属性値 説明
CBCR • CBCRRevenueRelatedParties

• CBCRRevenueUnRelatedParties
• CBCREBIT
• CBCRNationalIncomeTaxPaid
• CBCRRegionalIncomeTaxPaid
• CBCRNationalIncomeTaxAccrued
• CBCRRegionalIncomeTaxAccrued
• CBCRStatedCapital
• CBCRAccumulatedEarnings
• CBCRNumberOfEmployees
• CBCRNetTangibleAssets

これは非推奨です。
CbCR自動化を使用しま
す。関連項目: Tax
Reportingの操作の国別
レポート(CbCR)の操作

分類 • TRCS_CLASSIFY_ATACCOUNT
• TRCS_CLASSIFY_ASSET
• TRCS_CLASSIFY_LIABILITY

この属性は、繰延税金用
の分類レベルを設定す
るために使用されます。
マイナスの残高は繰延
税金負債として分類さ
れ、プラスの残高は繰延
税金資産として分類さ
れます。
• TRCS_CLASSIFY_A

TACCOUNT - この
属性値が勘定科目
(基本/親)に設定さ
れると、このレベル
の値に基づいて分
類されます。

• TRCS_CLASSIFY_A
SSET - この属性値
が勘定科目(基本/
親)に設定されると、
残高(マイナス/プラ
ス)に関係なく、値は
資産として分類さ
れます。

• TRCS_CLASSIFY_LI
ABILITY - この属性
値が勘定科目(基本/
親)に設定されると、
残高(マイナス/プラ
ス)に関係なく、値は
負債として分類さ
れます。
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Table 12-2    (Cont.) 勘定科目

属性タイプ 属性値 説明
TAR勘定科目分類 • TAR_Domestic

• TAR_Foreign
この属性は、新規に作成
された TAR勘定科目を
国内または国外として
計算するように設定で
きます。これら 2つの
カスタム属性は、国外と
国内のエンティティを
区別するために、勘定科
目ディメンションおよ
び管轄ディメンション
で使用できます。
これにより、データを国
内と国外の分類にロー
ルアップできます。関
連項目: 国内または国外
としての TAR勘定科目
の分類

オーバーライド FX換
算メソッド

• PeriodicFxTranslationMethod
• YtdFxTranslationMethod

Tax Reportingには、各
勘定科目ベースでオー
バーライドする換算方
法が用意されています。
これは、勘定科目メンバ
ー属性
PeriodicFXTranslation
methodまたは
YtdFxTranslationMeth
odとして使用できま
す。関連項目: 換算方法

会社間勘定 IC_Acc_Yes この属性は、"調整勘定"
として設定されている
会社間勘定を識別する
ために使用されます。
関連項目: 会社間ディメ
ンションおよび会社間
勘定属性の値の設定

調整勘定である Plug_Acc_Yes この勘定科目が調整勘
定科目の場合に指定し
ます。関連項目: 会社間
勘定属性の値の設定

調整勘定 会社間が「はい」に設定
された勘定科目で、調整
勘定が設定されていな
い場合、調整勘定を指定
できます。このプロパ
ティが「はい」に設定さ
れた勘定科目は、調整勘
定として選択できます。
関連項目: 会社間勘定属
性の値の設定
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Table 12-2    (Cont.) 勘定科目

属性タイプ 属性値 説明
資本逆仕訳ターゲッ
ト勘定科目

TRCS_CurrentAddtlCalcStockCompRTA この属性は、永久差異勘
定科目または一時差異
勘定科目の税効果が資
本計上された税金に対
して逆仕訳される追加
引当金勘定科目を識別
するために使用されま
す。永久差異勘定科目
または一時差異勘定科
目ごとに個別の資本逆
仕訳勘定科目が必要で
あることに注意してく
ださい。

資本逆仕訳ターゲッ
ト勘定科目(地域)

• TRCS_RCurrentAddtlCalcStockCompA
dj

• TRCS_RCurrentAddtlCalcStockCompR
TA

この属性は、地域の永久
差異勘定科目または一
時差異勘定科目の税効
果が資本計上された税
金に対して逆仕訳され
る地域の追加引当金勘
定科目を識別するため
に使用されます。地域
の永久差異勘定科目ま
たは一時差異勘定科目
ごとに個別の地域の資
本逆仕訳勘定科目が必
要であることに注意し
てください。

FXレート・グローバ
ル・アカウント・レー
ト・オーバーライド

この属性は、FXオーバ
ーライド・レートが必要
なアカウントを識別し
ます。関連項目: FXレ
ート – グローバル勘定
科目オーバーライド・フ
ォームの操作

NIBT FXオーバーラ
イド勘定科目

TRCS_NIBTオーバーライド この属性は、FXオーバ
ーライド・レートを使用
して換算される NIBT勘
定科目を識別するため
に使用されます。これ
は、調整済 NIBTにロー
ルアップされる勘定科
目にすることができま
す。関連項目: NIBT FX
オーバーライド・レート
の入力
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Table 12-2    (Cont.) 勘定科目

属性タイプ 属性値 説明
NIBT FXオーバーラ
イド差異勘定科目

• TRCS_PermGSTotal
• TRCS_PermSTTotal
• PermGS0001
• PermGS0002
• PermGS0003
• PermST0001
• PermST001A
• PermST0002
• PermST0003
• PermST0004
• PermST0005
• PermST0006
• PermST0007
• PermST0008
• PermST0009
• PermST0010

この属性は、NIBTオー
バーライド勘定科目
(NIBT FXオーバーライ
ド・レートと平均レート
* NIBTの差異が反映さ
れる永久差異勘定科目)
を識別するために使用
されます。

繰延税金増減 Pillar 2 この属性は、繰延税金増
減の合計税効果から評
価引当金を差し引いた
ものを識別し、評価引当
金はそれが割り当てら
れている Pillar 2勘定科
目(その他の調整)に自動
化されます。Pillar 2勘
定科目は、Pillar 2 - 対象
税金の繰延税金の計算
に含める必要がありま
す。

会社間勘定属性の値の設定
会社間勘定属性は、「勘定科目」の「属性値」タブで指定します。
会社間勘定プロパティを「はい」に設定する場合、調整勘定を指定する必要があります。
勘定科目の属性値を設定するには:

1. 既存の勘定科目メンバーを選択し、「編集」をクリックして、「属性値」タブを選択しま
す。

2. 次の情報を入力します:
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表 12-3 会社間勘定属性の値

属性 説明
会社間勘定 勘定科目が会社間勘定であるかどうかを指

定します。「はい」に設定する場合、この勘
定科目の調整勘定を指定する必要がありま
す。

ノート:

このオプションは、アプリケーシ
ョンで会社間が有効な場合にのみ
使用できます。

調整勘定である この勘定科目が調整勘定になるかどうかを
指定します。

調整勘定 会社間が「はい」に設定された勘定科目で、
調整勘定が設定されていない場合、調整勘定
を指定できます。このプロパティが「はい」
に設定された勘定科目は、調整勘定として選
択できます。

3. 調整勘定を追加する場合:

a. 勘定科目ディメンション・メンバーを選択し、「カスタム属性」ボタンを選択
します。

b. 属性「調整勘定」を選択し、「同期」ボタンをクリックします。
新しく追加した調整勘定が、調整勘定の「属性値」ツリーの右側にある調整勘定の
リストに表示されます。

連結 ETRカスタム属性の設定
今年度データが ETRフォーム(連結、法定など)でレポートされている次の勘定科目の
いずれかに対して連結 ETRカスタム属性を適用できます:

• NIBT勘定科目
• 永久差異勘定科目
• 追加引当金項目

ノート:

次の勘定科目のレベル 0の子孫にはこの属性を適用しないでください:
TRCS_TempGSTotal、TRCS_TempSTTotal、TRCS_TaxLossesCFSTotal、
TRCS_TaxCreditTotal、TRCS_VATotal、TRCS_RTempTotal、
TRCS_RTaxLossesPreCFSTotal、TRCS_RTaxCreditTotal、TRCS_RVATotal
および TRCS_RTaxAttribTotal。
このエラーにより、一時差異勘定科目に対して期首残高が計算されなくなり
ます。
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連結 ETRカスタム属性を設定するには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で「ディ
メンション」を選択します。

2. 「ディメンション」タブで、属性値を添付する勘定科目メンバーを選択して、「編集」
をクリックします。

3. 「ディメンション - メンバーの編集」画面で、「属性値」タブを選択します。
4. 「使用可能な属性値」で「連結 ETR」を展開し、「CETR」を選択した後、「追加」をクリ
ックして、属性を「割り当てられた属性値」のリストに追加します。

5. 「保存」をクリックします。

期間ディメンション
期間ディメンションは、四半期や月などの期間を表します。期間を階層で表示すると、期間
と期間単位が含まれます。
デフォルトでは、アプリケーションは次の要素を含む 14か月の期間で作成されます。
• YearTotal (P1から P12)

• P13 (RTA)

• P14

ノート:

デフォルトでは、四半期やこれに対応する QTDなどのビュー・メンバーはありませ
ん。

期間ディメンションを定義するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「概要」、「ディメンション」タブの順に選択しま
す。

2. 「期間」をクリックし、期間ディメンションのプロパティを表示します。
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3. オプション: アプリケーションに適したオプション・プロパティを選択します。
• 期間ディメンションの説明を入力します。
• 使用可能な場合は、別名表を選択します。
• 期間ディメンションの別名を入力します。
• 「2パス計算」を選択して使用します。
• 「セキュリティの適用」を選択します。

4. ディメンションに適用するデータ・ストレージのタイプを選択します。
• ラベルのみ
• 共有しない
• 動的計算
• 動的計算および保管
• 保管

5. 「表示オプション」で、レポートにメンバー名を表示するか、別名を表示するかを
選択します。

6. 使用可能な場合は、「階層タイプ」を選択します。
7. 「基本期間」、「最初の会計年度」および「会計終了年度」を確認します。これらの
値は変更できません。

8. 「キューブ」で、使用するキューブを選択します。連結、「レート」または「CbCR」
を使用できます。

9. オプション: 「カスタム属性」下の「アクション」で「編集」を選択し、カスタム
属性を変更するか、「削除」を選択して属性を削除します。

10.「カスタム属性」で「作成」をクリックし、新規カスタム属性を追加します。属性
の名前を入力し、データ型を選択します。

11.「完了」をクリックします。
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連結ディメンション
連結ディメンションによって、連結プロセスの様々なステージを実行するために使用される
詳細についてレポートできます。これには、連結されたメンバーの調整方法を連結プロセス
中に記録するための中間結果が保管されます。これにより、連結プロセス中にデータに適用
されるトランザクションの監査証跡が提供されます。
連結ディメンションには、財務情報に対する追加レイヤーがあり、入力値、調整およびコン
トリビューションの情報の詳細を表示できます。これには、入力値やエンティティのデータ
に関連する調整などのエンティティ・データが含まれます。従属エンティティの値は、連結
時に親にロールアップするため、比率の詳細や消去の詳細などの連結の詳細を保管できます。
比率の詳細には、連結ルールの実行結果である残高が含まれています。また、基本値に対す
る連結比率の結果も反映されます。消去の詳細には、消去ルールに基づいて連結時に取得さ
れた消去残高が含まれています。
連結ディメンションには、次のメンバーが含まれます。
• エンティティ入力 - 基本および親エンティティに対するすべてのユーザー入力に使用さ
れるメンバー。基本エンティティの場合、このメンバーは、入力データと、連結関連以外
のビジネス・ロジック(メンバー式や配賦など)を表します。親エンティティの場合、その
子エンティティのコントリビューション合計メンバーの合計が、親エンティティのエンテ
ィティ入力になります。

• エンティティ合計 - エンティティ入力とエンティティ連結の動的集約。この値は、比率の
開始ポイントです。

• 比率 - 指定したエンティティについて、このメンバーは、その親にコントリビューション
したパーセンテージをエンティティ合計に適用した後に取得された値を保管します。連
結比率(PCON)は、親に連結されるエンティティの値の比率で、換算済金額に適用されま
す。

• 消去 - 会社間消去の値を保管します。これは、最初の共通の親での比率金額の消去です。
• コントリビューション - 特定の親エンティティに対する単一の子エンティティの連結結
果で、その子のコントリビューションの合計を保管します。このメンバーは親エンティテ
ィにのみ適用されます。これには、親/子エンティティの比率データ、消去データおよび
コントリビューション調整が含まれます。

• エンティティ連結 - このメンバーは動的に計算されたメンバーで、親エンティティにのみ
適用されます。このメンバーの金額は、その子エンティティそれぞれのコントリビューシ
ョンの合計を表します。これは、連結プロセスの結果としてシステムにより計算された金
額です。

ノート:

このディメンションを対象にメンバーを追加または削除することはできません。
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連結ディメンションを定義するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「概要」、「ディメンション」タブの順に選
択します。

2. 「連結」をクリックし、プロパティを設定します。
 

 

3. オプション: アプリケーションに適したオプション・プロパティを選択します。
• ディメンションの「説明」を入力します。
• 使用可能な場合は、別名表を選択します。
• ディメンションの「別名」を入力します。
• 「2パス計算」を選択します。
• 「セキュリティの適用」を選択します。

4. ディメンションに適用するデータ・ストレージのタイプを選択します。
• ラベルのみ
• 共有しない
• 動的計算
• 動的計算および保管
• 保管
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5. 「表示オプション」で、レポートにメンバー名を表示するか、別名を表示するかを選択し
ます。

6. 使用可能な場合は、「階層タイプ」を選択します。
7. 「キューブ」で、使用するキューブを選択します。連結、「レート」または「CbCR」を有
効にできます。

8. 「カスタム属性」で「作成」をクリックし、新規カスタム属性を追加します。属性の名前
を入力し、データ型を選択します。

9. 「完了」をクリックします。

データ・ソース
データ・ソース・ディメンションには様々なタイプの入力が保管され、一部は FCCSデータ・
ソース・ディメンションに従って、TRCSデータ・ソースで拡張されます。
オプションのメンバーは、アプリケーションの構成中に指定したオプションに基づいて作成
されます。入力を追跡するために必要に応じて階層に追加メンバーを作成できますが、シス
テム作成メンバーは削除できません。
 

 

データ・ソース・ディメンションを使用して、次のことを実行します:

• FCCS_TotalData Sourceの下にあるデータのソースの追跡:

– FCCS_Intercompany Eliminations - データの消去
– FCCS_TotalInputAndAdjusted:

* TRCS_TRCS_Mapped Data - CbCR自動化のターゲット
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* FCCS_Managed Data - データ管理によってロードされたデータ
* FCCS_Data Input - 手動で入力された、またはデータ・インポートによっ
てインポートされたデータ

* FCCS_Supplemental Data - 次を使用して入力された詳細な補足データ
補足データ管理(SDM)

 

 

• データの性質の追跡:

– 税引前入力 - 税引前基準で入力されたデータ(税金自動化および税引前調整に
よってマップされたデータを含む)

– 税引前計算 - 税引前基準で計算されたデータ
– 配賦 - 配賦されたデータ
– 税 - 税引後に入力され、計算されたデータ
– 分類 - 資産/負債の分類
– TARF - Tax Account Roll Forwardの分類

 

第 12章
ディメンションの概要

12-20



 
ビュー・ディメンション・メンバーを削除したり、新しいメンバーを作成することはできま
せん。別名などのメンバー・プロパティを編集することは可能です。
デフォルトでは、データ・ソース・ディメンションのパフォーマンス設定は「疎」に設定さ
れます。この設定を変更する必要がある場合、データ・ソース・ディメンションのパフォー
マンス設定の変更(非ハイブリッド・モードのみ)に概説されているように、パフォーマンス設
定を変更できます。
データ・ソース・ディメンションを定義するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「概要」、「ディメンション」タブの順に選択しま
す。

2. 「データ・ソース」をクリックして、次に「ディメンション・プロパティの編集」タブを
選択してプロパティを設定します。
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3. オプション: アプリケーションに適したオプション・プロパティを選択します。
• データ・ソース・ディメンションの説明を入力します。
• 使用可能な場合は、別名表を選択します。
• データ・ソース・ディメンションの別名を入力します。
• 「2パス計算」を選択します。
• 「セキュリティの適用」を選択します。

4. ディメンションに適用するデータ・ストレージのタイプを選択します。
• ラベルのみ
• 共有しない
• 動的計算
• 動的計算および保管
• 保管

5. 「表示オプション」で、レポートにメンバー名を表示するか、別名を表示するかを
選択します。

6. 使用可能な場合は、「階層タイプ」を選択します。
7. 「キューブ」で、使用するキューブを選択します。

• 連結
• レート
• CbCR

8. 「カスタム属性」で「作成」をクリックし、新規カスタム属性を追加します。属性
の名前を入力し、データ型を選択します。

9. 「完了」をクリックします。

データ・ソースの課税属性の定義
次の表に、データ・ソース・ディメンションの属性名、値および機能を示します。関
連項目: データ・ソース・ディメンション
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Table 12-4    データ・ソース

属性タイプ 属性値 説明
税金自動化ソース・データ・ソー
ス

TaxAutoSourceDS この属性は、税金自動化国フォー
ムと「税金自動化地域」フォーム
の両方でソース・データ・ソース
の下に表示されるメンバーを表
示するために使用されます。関
連項目: 『Tax Reportingの管理』
の税金自動化(国)の操作および税
金自動化(地域)の操作

通貨ディメンション
通貨は、エンティティの換算値を保管します。すべてのアプリケーションに通貨が必要です。
アプリケーションで必要な各通貨の通貨ディメンションにメンバーを作成します。アプリケ
ーションごとにアプリケーション通貨として使用するデフォルト通貨を指定し、エンティテ
ィ・ディメンションのエンティティに割り当てられたデフォルトの通貨ごとに通貨を含めま
す。最大 100個の通貨がサポートされます。
通貨ディメンションを定義するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「概要」、「ディメンション」タブの順に選択しま
す。
使用可能なディメンションがリストされます。

2. 「通貨」をクリックし、プロパティを設定します。
 

 

3. オプション: アプリケーションに適したオプション・プロパティを選択します。
• ディメンションの「説明」を入力します。
• 使用可能な場合は、別名表を選択します。
• ディメンションの「別名」を入力します。
• 「2パス計算」を選択します。
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ノート:

通貨ディメンションのセキュリティの有効化はサポートされていませ
ん。

4. ディメンションに適用するデータ・ストレージのタイプを選択します。
• ラベルのみ
• 共有しない
• 動的計算
• 動的計算および保管
• 保管

5. 「表示オプション」で、レポートにメンバー名を表示するか、別名を表示するかを
選択します。

6. 使用可能な場合は、「階層タイプ」を選択します。
7. 「キューブ」で、使用するキューブを選択します。連結、「レート」または「CbCR」
を有効にできます。

8. 「カスタム属性」で「作成」をクリックし、新規カスタム属性を追加します。属性
の名前を入力し、データ型を選択します。

9. 「完了」をクリックします。

会社間ディメンション
会社間(ICP)ディメンションは、勘定科目に存在する会社間のすべての残高を表します。
これは、会社間トランザクションのエンティティ・メンバーを保管するために使用さ
れます。アプリケーションの作成時にこのオプションを有効にすると、システム・メ
ンバーを含む会社間ディメンションが作成されます。

ノート:

アプリケーションの機能の構成時に会社間データを有効にしない場合、会社
間ディメンションは作成されません。新規アプリケーションの作成を参照し
てください。

エンティティ・ディメンション・メンバーには、そのメンバーが会社間トランザクシ
ョンに含まれるかどうかを指定する「会社間」と呼ばれるメンバー・プロパティがあ
ります。このプロパティに「はい」を選択すると、会社間ディメンションに同じ名前
のメンバーが生成されます。デフォルトでは、システムにより次の会社間メンバーが
作成されます。
• 会社間なし - このメンバーは、通貨レートなどの情報を保管するためにメンバー交
差で使用されます。これは、名前を変更したり、編集することはできません。

• 会社間エンティティ  - このメンバーは、その下にすべての ICPエンティティが作成
される親メンバーです。

• 会社間合計 - このメンバーは、階層内の最上位メンバーです。
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ノート:

手動で新規メンバーを追加したり、会社間メンバーを変更または削除することはで
きません。

すべての属性は、FCCS_Intercompany Topメンバーから読み取られます。このメンバーによ
って、企業は特定の会社間メンバーまたは FCCS_No_Intercompanyメンバーにロードする柔軟
性を得られます。
属性値「会社間」(ICP)を ICP_EntityLabelの形式でエンティティに追加すると、メンバーが
作成されます。たとえば、属性値をエンティティ LE101に追加すると、会社間メンバ
ー"ICP_LE101"が作成されます。データベースのリフレッシュ後、メンバーが使用可能になり
ます。
会社間トランザクションを作成する場合、各グループに少なくとも 1つの会社間勘定科目お
よび調整勘定科目が必要です。調整勘定科目は、消去の完了時に 2つの会社間勘定科目の間
の差分を保管する勘定科目です。調整勘定を設定するには、次のトピックを参照してくださ
い。
• 勘定科目プロパティの定義
• 会社間勘定属性の値の設定
会社間トランザクション用にアプリケーションを設定するには、次のアクションを行う必要
があります。
• 勘定科目を定義する場合、会社間トランザクションを実行する勘定科目を指定し、会社間
勘定科目ごとに調整勘定科目を指定します

• エンティティを定義する場合、会社間トランザクションを実行するエンティティを指定し
ます

アプリケーションが会社間勘定に対して有効化されており、会社間勘定データを含む場合、
連結プロセスの一環として消去が発生します。会社間消去を参照してください。
会社間ディメンションを定義するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「概要」、「ディメンション」タブの順に選択しま
す。

2. 「会社間」をクリックします。必要に応じて、表にメンバーを追加できます。
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3. 「ディメンション・プロパティの編集」タブ をクリックして、プロパティを設
定します。
 

 

4. オプション: アプリケーションに適したオプション・プロパティを選択します。
• ディメンションの「説明」を入力します。
• 使用可能な場合は、別名表を選択します。
• ディメンションの「別名」を入力します。
• 「2パス計算」を選択します。
• 「セキュリティの適用」を選択します。

5. ディメンションに適用するデータ・ストレージのタイプを選択します。
• ラベルのみ
• 共有しない
• 動的計算
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• 動的計算および保管
• 保管

6. 「表示オプション」で、レポートにどのように名前を表示するかを選択します。
• メンバー名
• 別名
• メンバー名:別名
• 別名:メンバー名

7. 使用可能な場合は、「階層タイプ」を選択します。
8. 「キューブ」で、使用するキューブを選択します。1つ以上のキューブを有効にできます。

• 連結
• レート
• CbCR

9. 「カスタム属性」で「作成」をクリックし、新規カスタム属性を追加します。属性の名前
を入力し、データ型を選択します。

10.「完了」をクリックします。
11.「リフレッシュ」をクリックします。新しいメンバーが使用可能になります。

エンティティの会社間プロパティ
エンティティ・メンバーについて、そのメンバーに会社間の詳細を保管するかどうかを指定
します。エンティティ・メンバーの会社間プロパティを設定すると、同じ名前のメンバーが
ICP_<Entity Name>という名前で会社間ディメンションに作成されます。新しいメンバーの
デフォルト別名表の別名が、エンティティの別名として自動的に設定されます。別名が定義
されていない場合、追加されたエンティティの名前が自動的に設定されます。
たとえば、UKという名前のエンティティが会社間としてマークされると、ICP_UKという名
前のメンバーが自動的に作成されます。UKに別名が定義されている場合、同じ別名が、新し
い会社間メンバーの ICP_UKに対して自動的に設定されます。UKに別名が定義されていな
い場合、別名は自動的に UKに設定されます。
会社間としてマークされているエンティティ・メンバーの別名が変更された場合、関連する
会社間メンバーの別名も新しい別名に変更される必要があります。
エンティティが会社間としてマークされ、後で会社間プロパティが削除された場合、関連す
る会社間メンバーも削除される必要があります。

エンティティ・ディメンション
エンティティ・ディメンションは、エンティティ階層を保管し、管理構造および法的な報告
構造などの会社の組織構造を表します。エンティティは、部門、子会社、工場、地域、国、
法的部門、事業部門、部署、その他の組織単位などを表すことができます。任意の数のエン
ティティを定義できます。エンティティには、「会社間」というフラグを付けることができま
す
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ノート:

エンティティ・メンバー名は 76文字を超過したり、カンマを使用することは
できません。

エンティティ・ディメンションは、システムの連結ディメンションです。エンティテ
ィ・ディメンションの階層は、データの様々な連結ビューを示します。組織に存在す
る各メンバー・コンポーネント間のすべての関係は保管されてこのディメンションで
管理されます。
 

 
組織のエンティティは基本エンティティ、従属エンティティまたは親エンティティに
分類できます。
• 基本エンティティは、組織構造の下部に存在し、他のエンティティを所有しませ
ん。すべての基本エンティティには法定住所が必要で、基本通貨を割り当てる必要
があります。法定住所は、管轄ディメンションが移入されて更新されると、属性と
して使用可能になります。

• 従属エンティティは、組織内の他のエンティティによって所有されます。
• 共有エンティティの親は、異なる通貨を持つことができます。親エンティティは、
それに直接従属する 1つ以上の従属エンティティを含みます。

エンティティ構造は、「FCCS_Total Geography」(代替階層)の一部にすることができま
す。エンティティ・ディメンションでの代替階層の作成を参照してください。
カスタム属性の「地域控除」の場合、この設定で、地域税費用が控除可能かどうか、
または地域税利益が国の引当金で課税対象かどうかを指定します。エンティティに
「RDeduct」が含まれ、2つの有効な地域が存在する場合、国の引当金で控除可能な金
額は、2つのアクティブな地域における地域の当期引当金の合計です。
エンティティ・ディメンションを定義するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「概要」、「ディメンション」タブの順に選
択します。

2. 「エンティティ」をクリックし、プロパティを設定します。
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3. 「ディメンション・プロパティの編集」アイコン を選択します。
4. オプション: アプリケーションに適したオプション・プロパティを選択します。

• ディメンションの「説明」を入力します。
• 使用可能な場合は、別名表を選択します。
• ディメンションの「別名」を入力します。
• 「2パス計算」を選択します。
• 「セキュリティの適用」を選択します。

5. ディメンションに適用するデータ・ストレージのタイプを選択します。
• ラベルのみ
• 共有しない
• 動的計算
• 動的計算および保管
• 保管

ノート:

新しいエンティティについては、データ・ストレージ・タイプを常に「共有
しない」に設定する必要があります。

6. 「表示オプション」で、レポートにメンバー名を表示するか、別名を表示するかを選択し
ます。

7. 使用可能な場合は、「階層タイプ」を選択します。
8. 「キューブ」の下には、関連するキューブが自動的に選択されます。
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ノート:

• 「CbCR」を有効にした場合には CbCRキューブ
• アプリケーションが複数通貨の場合にはレート・キューブ
• アプリケーションが現在の未払税に対応している場合には構成キュー
ブ

9. 「カスタム属性」で、次のいずれかのタスクを実行します。
• 「作成」をクリックし、新規カスタム属性を追加します。属性の名前を入力し、
データ型を選択します。次のカスタム属性を選択できます。
– 地域控除 - この設定で、地域税費用が控除可能かどうか、または地域税利
益が国の引当金で課税対象かどうかを指定します。
エンティティに「RDeduct」が含まれ、2つの有効な地域が存在する場合、
国の引当金で控除可能な金額は、2つのアクティブな地域における地域の
当期引当金の合計です。

– 会社間エンティティ  - エンティティ・メンバーの場合、メンバーが会社間
の詳細を保存するかどうかを指定します。エンティティ・メンバーの会社
間プロパティ(ICP_Entity_Yes)を設定すると、同じ名前のメンバーが
ICP_<Entity Name>という名前で会社間ディメンションに作成されます。
新しいメンバーのデフォルト別名表の別名が、エンティティの別名として
自動的に設定されます。別名が定義されていない場合、追加されたエンテ
ィティの名前が自動的に設定されます。
エンティティ・ディメンションのレベル 0のメンバーの ICP_Entity_Yes属
性を選択し、それらが ICP_<entity name>の形式で会社間ディメンション
に存在するようにします。

– 法定住所 - この属性は、基本および親の税金計算が有効になっている親エ
ンティティで設定されます。
このエントリを使用して、エンティティの主事業所を識別し、エンティテ
ィに有効な管轄メンバーを識別します。たとえば、エンティティの法定住
所が米国に設定されている場合は、そのエンティティの AllNationalの下で
有効な管轄メンバーは米国です。米国には地域メンバーも存在するため、
US_Regionsの下のすべてのメンバーは、エンティティの有効な管轄メン
バーとなる可能性があります。

• カスタム属性を選択し、「アクション」で「編集」を選択して属性の名前を変
更します。

• カスタム属性を選択し、「アクション」で「削除」を選択してカスタム属性を
削除します。

10.「完了」をクリックします。
11. ホーム・ページで「アプリケーション」、「概要」、「ディメンション」タブの順に選
択します。「アクション」で、「データベースのリフレッシュ」を選択します。「計
算ステータス」が「システム変更」に変わります。

12. エンティティの通貨と親通貨が同じ場合でも、「レートの計算」を実行します。通
貨換算の使用を参照してください。
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注意:

親と新規エンティティの基本通貨が同じ場合で、レートの計算が不要と思われ
る場合でも、このステップはスキップしないでください。レートの計算ステッ
プを実行せず、連結を実行すると、データはロールアップされません。後で戻
ってレートの計算を実行することはできません。新規エンティティのステータ
スは影響を受けておらず、操作が正しく実行されないためです。

13. 新規エンティティのデータをロードするか、入力します。データのインポートを参照して
ください。

14. ホーム・ページで「データ・ステータス」、「計算ステータス」の順に選択します。新規エ
ンティティとその祖先の計算ステータスは、「影響」です。

15. 新規エンティティとその祖先を連結します。

エンティティの課税属性の定義
次の表に、エンティティ・ディメンションの属性名、値および機能を示します。関連項目: エ
ンティティ・ディメンション
Table 12-5    エンティティ

属性タイプ 属性値 説明
地域控除 RDeduct 地域控除は、地域税費用を国の税引当の控除対象

にする必要がある場合に設定されます。すべて
の地域が国の控除対象として処理されます。

親の税金計算 TaxCalcYes 親の税金計算は、税金計算を親レベルで実行する
必要がある場合に設定されます。
この属性では、親エンティティが税率または調整
を入力できるようにデータ入力の許可を有効に
する必要があります。関連項目: Tax Reportingの操作の国および地域の親の税金計算

会社間エンティティ ICP_Entity_Yes エンティティ・メンバーについて、そのメンバー
に会社間の詳細を保管するかどうかを指定しま
す。エンティティ・メンバーの会社間プロパティ
(ICP_Entity_Yes)を設定すると、同じ名前のメン
バーが ICP_<Entity Name>という名前で会社間
ディメンションに作成されます。新しいメンバ
ーのデフォルト別名表の別名が、エンティティの
別名として自動的に設定されます。別名が定義
されていない場合、追加されたエンティティの名
前が自動的に設定されます。
エンティティ・ディメンションのレベル 0のメン
バーの ICP_Entity_Yes属性を選択し、それらが
ICP_<entity name>の形式で会社間ディメンショ
ンに存在するようにします。
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Table 12-5    (Cont.) エンティティ

属性タイプ 属性値 説明
法定住所 • US

• UK
• CA
• AR
• BR
• CZ
• UA
• NL
• DE
• ES
• FR
• CH
• BE
• SE
• FI
• AT
• PT
• GR
• TR
• PL
• HU
• RU
• AE
• SA
• ZA
• IT
• TH
• TW
• CN
• IN
• JP
• KR
• SG
• HK
• AU
• NZ
• CL
• CO
• MX

この属性は、すべての基本エンティティ、および
親の税金計算が有効になっている親エンティテ
ィにも設定する必要があります。
このエントリを使用して、エンティティの主事業
所を識別し、エンティティに有効な管轄メンバー
を識別します。たとえば、エンティティの法定住
所が米国に設定されている場合は、そのエンティ
ティの AllNationalの下で有効な管轄メンバーは
米国です。米国には地域メンバーも存在するた
め、US_Regionsの下のすべてのメンバーは、エ
ンティティの有効な管轄メンバーとなる可能性
があります。
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Table 12-5    (Cont.) エンティティ

属性タイプ 属性値 説明
<シナリオ>_RC
例:
Actual_RC

<シナリオ>_RC_Yes
例:
Actual_RC_Yes

「シナリオ - 株主資本に対するエンティティの税
率変更」機能を有効にすると(アプリケーションの
機能の有効化を参照)、アプリケーション内のすべ
てのシナリオ・メンバーに対してカスタム属性が
作成されます。
シナリオ・メンバーを追加/削除/名前変更すると、
それに応じてカスタム属性が変更されます。
特定のエンティティおよびシナリオで株式資本
に対する税率変更の動作が必要な場合は、このカ
スタム属性をそのエンティティに適用できます。
関連項目: Tax Reportingの操作の国の繰延税金
の操作および地域の繰延税金の操作

増減ディメンション
増減ディメンションでは、勘定科目の増減の詳細が取得されます。デフォルトで、増減ディ
メンションには、データを増減するメンバーが用意されています。

注意:

このディメンションは変更しないことをお薦めします。

増減ディメンションを使用して、次のタスクを実行します:

• データの増減:

– 税計画間
– 貸借対照表/損益計算書から税金勘定科目(税金自動化など)へ。
– 期首残高、期末残高、および FXから CTAの計算

• 税金自動化ロジックの保管
• RTA構成の保管
アプリケーションを作成すると、シード済メンバーを使用して増減ディメンションがデフォ
ルトで作成され、オプションで、有効にした機能に基づいてシステム・メンバーが追加され
ます。アプリケーションの作成中に、増減および勘定科目ディメンションにキャッシュ・フ
ロー・レポート用のキャッシュ・フロー・メンバーと階層が作成されます。次のメンバーが
作成されます。
• FCCS_Movements

• TRCS_CbCR Movements

• TRCS_TaxLossCreditTotal

• TRCS_System Movement
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増減ディメンション下に追加のユーザー定義メンバーを作成し、これらのメンバーに
対して連結や換算を行えます。手順については、増減ディメンション階層のカスタマ
イズを参照してください。

注意:

「出資比率の管理」が有効になると作成される次の予約済システム・メンバー
は、データ入力には使用できません:

• TRCS_TLCOwnPlaceHolder

• TRCS_TARFOwnPlaceHolder

• TRCS_CurPayOwnPlaceholder

• TRCS_TempDiffOwnPlaceholder

• TRCS_RegionalTempDiffOwnPlaceholder

• TRCS_OwnPlaceholder

• TRCS_DTNROwnPlaceholder

増減ディメンションを定義するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「概要」、「ディメンション」タブの順に選
択します。
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2. 「増減」を選択してプロパティを設定した後、「ディメンション・プロパティの編集」タブ
を選択します。
 

 

3. オプション: アプリケーションに適したオプション・プロパティを選択します。
• ディメンションの「説明」を入力します。
• 使用可能な場合は、別名表を選択します。
• ディメンションの「別名」を入力します。
• 「2パス計算」を選択します。
• 「セキュリティの適用」を選択します。

4. ディメンションに適用するデータ・ストレージのタイプを選択します。
• ラベルのみ
• 共有しない
• 動的計算
• 動的計算および保管
• 保管

5. 「表示オプション」で、レポートにメンバー名を表示するか、別名を表示するかを選択し
ます。

6. 使用可能な場合は、「階層タイプ」を選択します。
7. 「キューブ」で、使用するキューブを選択します。連結、「レート」または「CbCR」を有
効にできます。

8. 「カスタム属性」で「作成」をクリックし、新規カスタム属性を追加します。属性の名前
を入力し、データ型を選択します。

9. 「完了」をクリックします。
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増減の課税属性の定義
次の表に、勘定科目ディメンションの属性名、値および機能を示します。関連項目: 増
減ディメンション
Table 12-6    増減

属性タイプ 属性値 説明
現在の未払税自動化 CurTxPayAutomated この属性は、現在の引当金から

自動化の対象となる現在の未
払税増減を割り当てるために
使用されます。

税金自動化ターゲット増減 TaxAutoTargetMovement この属性を繰延税金増減に割
り当てると、ユーザーは「税金
自動化」および「税金自動化地
域」を使用してソース・データ
をターゲットにすることがで
きます。関連項目: Tax
Reportingの操作のユーザー
構成の遅延増減の税金自動化
のサポート

税金自動化ソース増減 TaxAutoSrcMvmt **将来の使用のために予約さ
れています

換算タイプ ApplyEndingRate この属性を増減に割り当てる
と、ユーザーは期末レート(FX
レート-期末レートなど)を使
用してデータを換算できます。

RTA前年度レート • ApplyTaxReturnRate
• ApplyPriorYearClosingR

ate
• ApplyPriorYearP13P12D

ifferenceRate

この属性を RTA-繰延のみ増減
に割り当てると、次を使用して
税効果データを計算できます:
• 前年の税率
• 前年の期末レート
• 前年の P12の税率と P13

の税率の差異
関連項目: RTA金額への前年
度レートの適用

複数 GAAPディメンション
複数 GAAPディメンションは、財務諸表をローカル GAAPと IFRSまたは他の GAAP
の両方でレポートする必要がある場合に使用されるオプションのディメンションで
す。このディメンションは、ローカル GAAPデータ入力と任意の GAAP調整を追跡し
ます。
必要に応じて正しい GAAP調整を反映するようにメンバー名を変更できます。他の
GAAP調整の追加メンバーおよび階層を含めることもできます。
デフォルトでは、このディメンションを選択すると、次のディメンション・メンバー
が提供されます。
• FCCS_No Multi-GAAP

• FCCS_Local GAAP
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複数 GAAPディメンションを定義するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「概要」、「ディメンション」タブの順に選択しま
す。

2. 「複数 GAAP」をクリックし、プロパティを設定します。
 

 

3. オプション: アプリケーションに適したオプション・プロパティを選択します。
• ディメンションの「説明」を入力します。
• 使用可能な場合は、別名表を選択します。
• ディメンションの「別名」を入力します。
• 「2パス計算」を選択します。
• 「セキュリティの適用」を選択します。

4. ディメンションに適用するデータ・ストレージのタイプを選択します。
• ラベルのみ
• 共有しない
• 動的計算
• 動的計算および保管
• 保管

5. 「表示オプション」で、レポートにメンバー名を表示するか、別名を表示するかを選択し
ます。

6. 使用可能な場合は、「階層タイプ」を選択します。
7. 「キューブ」で、使用するキューブを選択します。連結、「レート」または「CbCR」を有
効にできます。

8. 「カスタム属性」で「作成」をクリックし、新規カスタム属性を追加します。属性の名前
を入力し、データ型を選択します。

9. 「完了」をクリックします。
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管轄ディメンション
管轄ディメンションによって、繰延税金資産および繰延税金負債の管轄ごとの相殺に
ついて各会計基準下で必要な調整を計算することができます。
管理者は、管轄ごとの相殺が必要な基本エンティティを含む代替エンティティ階層を
設定します。アプリケーションは、エンティティ・レベルと対比して親レベルで資産
と負債を相殺します。管轄ごとに相殺された金額をエンティティ・レベルと比較し、
必要な連結調整を決定できます。調整は、会計ポリシーに従って計上できます。
管轄ディメンションを定義するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「概要」、「ディメンション」タブの順に選
択します。

2. 「管轄」をクリックし、プロパティを設定します。
 

 

3. オプション: アプリケーションに適したオプション・プロパティを選択します。
• ディメンションの「説明」を入力します。
• 使用可能な場合は、「別名表」を選択します。
• ディメンションの「別名」を入力します。
• 「2パス計算」を選択します。
• 「セキュリティの適用」を選択します。

4. オプション: デフォルトで、管轄の「データ・ストレージ」オプションは「共有し
ない」に設定されます。
「動的計算管轄」機能を有効にして、「All_National」などの管轄ディメンションの
即時利用可能な親メンバーのデータ・ストレージ・タイプを「動的計算」に更新で
きます。手順については、アプリケーションの機能の有効化を参照してください。
機能が有効化されたことを確認するには:

a. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックし
て、「ディメンション」タブを選択します。

b. 「管轄」を選択します。
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c. 「メンバー・プロパティの編集: 管轄」タブで、「TRCS_Total Jurisdiction」を展開
し、「TRCS_AllNational」を展開します。

d. 「デフォルトのデータ・ストレージ」で、「動的計算」が表示されます。この列が表示
されない場合、任意の列ヘッダーをダブルクリックし、リストの一番下までスクロー
ルして「デフォルト・モード」をクリアします。これですべての列が表示されます。

注意:

この機能を有効にすると、連結のパフォーマンスが向上する可能性があります
が、広範なカスタム・メンバー式が含まれる状況などでは、連結のパフォーマ
ンスに悪影響を与える可能性もあります。本番環境でこの機能を有効化する前
に、テスト環境でパフォーマンスへの影響を評価することをお薦めします。機
能が有効化されたら、元に戻すことはできません。

5. 「表示オプション」で、レポートにメンバー名を表示するか、別名を表示するかを選択し
ます。

6. 使用可能な場合は、「階層タイプ」を選択します。
7. 「キューブ」の下には、関連するキューブが自動的に選択されます。

ノート:

• 「CbCR」を有効にした場合には CbCRキューブ
• レート・キューブ(管轄についてはサポートされない)

• アプリケーションが現在の未払税に対応している場合には構成キューブ

8. 「カスタム属性」で「作成」をクリックし、新規カスタム属性を追加します。属性の名前
を入力し、データ型を選択します。

9. 「完了」をクリックします。
国の管轄の作成を参照してください。

シナリオ・ディメンション
シナリオ・ディメンションは、実績、予算、予測などの一連のデータを表します。たとえば、
実績シナリオは、現在の企業経営を表すデータを含むことができます。予算シナリオは、目
標とする企業経営を表すデータを含むことができます。予測シナリオは一般に、将来の期間
の予測に対応するデータを含みます。リーガル・シナリオは、リーガル GAAPのフォーマッ
トとルールに従って計算されたデータを含むことができます。
デフォルトでは、システムにより実績システム・シナリオ・メンバーが作成されます。追加
のシナリオ・メンバーを作成できます。
シナリオ・ディメンションを定義するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「概要」、「ディメンション」タブの順に選択しま
す。

2. 「シナリオ」をクリックし、プロパティを設定します。
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3. 「ディメンション・プロパティの編集」タブ をクリックします。
4. オプション: アプリケーションに適したオプション・プロパティを選択します。

• ディメンションの「説明」を入力します。
• 使用可能な場合は、別名表を選択します。
• ディメンションの「別名」を入力します。
• 「2パス計算」を選択します。
• 「セキュリティの適用」を選択します。

5. ディメンションに適用するデータ・ストレージのタイプを選択します。
• ラベルのみ
• 共有しない
• 動的計算
• 動的計算および保管
• 保管

6. 「表示オプション」で、レポートにメンバー名を表示するか、別名を表示するかを
選択します。

7. 使用可能な場合は、「階層タイプ」を選択します。
8. 「キューブ」で、使用するキューブを選択します。連結、「レート」または「CbCR」
を有効にできます。

9. 「カスタム属性」で「作成」をクリックし、新規カスタム属性を追加します。属性
の名前を入力し、データ型を選択します。

10.「完了」をクリックします。

シナリオの課税属性の定義
次の表に、シナリオ・ディメンションの属性名、値および機能を示します。関連項目: 
シナリオ・ディメンション
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Table 12-7    シナリオ

属性タイプ 属性値 説明
頻度タイプ • 月次

• 四半期ごと
• 半期ごと
• 年次

頻度タイプは、次のアプリケーションで使用され
ます:
• 出資比率
• 期別換算方法
出資比率および期別換算は、シナリオ頻度タイプ
属性に基づく加重計算です。頻度タイプが選択さ
れていない場合は、デフォルトで「月次」が使用
されます。関連項目:
• 出資比率の変更の処理
• 換算方法

CbCRシナリオあり CbCR_Scenario_Yes CbCRシナリオありは、連結および CbCRキューブ
を個別に連結したりロックできる個別の CbCRシ
ナリオを作成するために使用されます。関連項目: 
CbCRのための個別承認の設定

ビュー・ディメンション
ビュー・ディメンションは、期間がまたがるデータの表示を制御します。
データは基本レベル・ビューでシステムにロードします。データは期別メンバーでのみ保管
され、他のメンバーは常に動的に計算されます。システムは保管されているデータを取得し、
必要に応じて要求されたビューに変換します。
デフォルトでは、アプリケーションを作成すると、ビュー・ディメンションに次のメンバー
が含まれます。
• 定期的 - 各期間には、年次累計の方法で入力または計算されたデータが表示されます。
• YTD - 将来の使用のために予約されています。
• QTD - 将来の使用のために予約されています。
• YTD_Input - 将来の使用のために予約されています。
システムで作成されるこのビュー・ディメンション・メンバーは削除できません。別名など
のメンバー・プロパティを編集することは可能です。

年ディメンション
年ディメンションは、データの会計年度またはカレンダ年を表します。
アプリケーションを作成する場合、アプリケーションの年の範囲を指定します。システムで
デフォルトの範囲が設定されますが、これは変更できます。
システムでは、指定された範囲に基づいて年ディメンションが作成されます。アプリケーシ
ョンの作成後、年の範囲の増加はできますが、減少はできません。
年ディメンションを定義するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「概要」、「ディメンション」タブの順に選択しま
す。
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2. 「年」をクリックし、「ディメンション・プロパティの編集」タブを選択してプロパ
ティを設定します。
 

 

3. オプション: アプリケーションに適したオプション・プロパティを選択します。
• ディメンションの「説明」を入力します。
• 使用可能な場合は、別名表を選択します。
• ディメンションの「別名」を入力します。
• 「2パス計算」を選択します。
• 「セキュリティの適用」を選択します。

4. ディメンションに適用するデータ・ストレージのタイプを選択します。
• ラベルのみ
• 共有しない
• 動的計算
• 動的計算および保管
• 保管

5. 「表示オプション」で、レポートにメンバー名を表示するか、別名を表示するかを
選択します。

6. 使用可能な場合は、「階層タイプ」を選択します。
7. 「キューブ」で、使用するキューブを選択します。「Consol」、「レート」または
「CbCR」を有効にできます。

8. 「カスタム属性」で「作成」をクリックし、新規カスタム属性を追加します。属性
の名前を入力し、データ型を選択します。

9. 「完了」をクリックします。

ディメンションの表示および編集
クラシック・ディメンション・エディタまたは簡易ディメンション・エディタを使用
して、ディメンション・プロパティを表示および編集できます。
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簡易ディメンション・エディタを使用すると、無効なディメンション・メンバー・プロパテ
ィをチェックし、プロパティを修正するアクションを実行できます。無効なプロパティは、
簡易ディメンション・エディタ・グリッドで赤の枠線で囲まれます。
クラシック・ディメンション・エディタでディメンションを表示および編集するセキュリテ
ィ役割を持っているユーザーは、簡易ディメンション・エディタで同様のアクションを実行
できます。
次の項を参照してください:

• 簡易ディメンション・エディタ(「アプリケーション概要」からアクセス)を使用してディ
メンション・プロパティを編集するには、簡易ディメンション・エディタでのディメンシ
ョンの編集についてを参照してください。

• クラシック・ディメンション・エディタ(ナビゲータからアクセス)を使用してディメンシ
ョン・プロパティを編集するには、「ディメンションの管理」を参照してください。

ナビゲーションを使用したディメンション階層の操
作

ホーム・ページからナビゲータを使用して、ディメンションおよびメンバーを編集できます。
一度に編集できるディメンションは 1つのみです。一度に複数のディメンションを編集する
場合は、簡易ディメンション・エディタを使用したディメンションの操作を参照してくださ
い。
ディメンションを編集するには:

1. ホーム・ページでナビゲータ をクリックし、「作成および管理」で「ディメンション」
を選択します。

2. 「ディメンション」タブの「キューブ」で、正しいキューブが選択されていることを確認
します。

3. 「ディメンション」で、表示または変更するディメンションを選択します。
4. 各メンバーの横にあるキャレット をクリックし、階層レベルを展開します。
5. 「アクション」の下にあるオプション、または関連付けられたアイコンを使用して、ディ
メンションまたはメンバーを必要に応じて変更します。

6. 変更を完了したら、「アクション」で「データベースのリフレッシュ」を選択します。

ノート:

データベースをリフレッシュする前に、アウトライン・ファイルをバックアッ
プし、すべてのデータベースからデータをエクスポートすることをお薦めしま
す。

ディメンション階層の展開および縮小
ディメンションまたはメンバーを展開するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「概要」の順にクリックします。
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2. 「ディメンション」を選択します。
3. 「キューブ」と「ディメンション・タイプ」を選択します。
4. 「勘定科目」などのディメンションをクリックし、「メンバー・プロパティの編集」
画面を開きます。

5. 「メンバー名」で、ディメンションおよびメンバー名の横にある矢印をクリックし、
階層を展開します。

ディメンションまたはメンバーを縮小するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「概要」の順にクリックします。
2. 「ディメンション」を選択します。
3. 「キューブ」と「ディメンション・タイプ」を選択します。
4. 「勘定科目」などのディメンションをクリックし、「メンバー・プロパティの編集」
画面を開きます。

5. 「勘定科目」などのディメンションをクリックし、「メンバー・プロパティの編集」
画面を開きます。

6. ディメンションまたはメンバー名の横にある矢印をクリックし、階層を縮小します

ディメンション階層の移動
• 上向き矢印キーを押して前のメンバーに移動します。
• 下向き矢印キーを押して次のメンバーに移動します。
• 「ページ」で、表示するページを入力し、「実行」をクリックするか、[Enter]を押
します。

• 「開始」、「前」、「次」または「終了」をクリックして他のページを表示します。

ディメンションまたはメンバーの検索
ディメンション階層内のディメンション・メンバーを検索するには:

1. ナビゲータ をクリックします。
2. 「作成および管理」で「ディメンション」をクリックします。
3. メンバーのディメンションを選択します。
4. 「検索」で、「名前」、「別名」、または「両方」を選択します。
5. 検索するメンバーの名前、別名または文字列の一部を入力します。
6. 「上方向に検索」または「下方向に検索」をクリックします。

メンバーのソート
子または子孫による昇順または降順でメンバーをソートできます。メンバーのソート
はアウトラインに影響を及ぼします。
メンバーをソートするには:
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1. ナビゲータ をクリックします。
2. 「作成および管理」で「ディメンション」をクリックします。
3. メンバーのディメンションを選択します。
4. 「ディメンション」で、子または子孫をソートするメンバーを選択します。
5. 「ソート」で、子または子孫を選択します。
子でソートする場合は、選択したメンバーの真下のレベルにあるメンバーのみにソートが
かかります。子孫でソートする場合は、選択したメンバーのすべての子孫にソートがかか
ります。

6. 昇順でソートする場合は「昇順ソート」を、降順でソートする場合は「降順ソート」 を
クリックします。

7. 「OK」をクリックします。
次にデータベースを作成またはリフレッシュするとき、表示される順序のメンバーでアウ
トラインが生成されます。

ディメンション階層内でのメンバーの移動
1個のメンバーまたは同一の分岐にあるメンバーのグループを移動できます。
メンバーまたは兄弟間の分岐を移動するには:

1. ナビゲータ をクリックします。
2. 「作成および管理」で「ディメンション」をクリックします。
3. ディメンションを選択し、移動するメンバーまたは分岐を選択します。
4. アクションを行います:

• メンバーを 1つ上に移動するには、「上へ移動」をクリックします。
• メンバーを 1つ下に移動するには、「下へ移動」をクリックします。

親および子を含めてメンバーを移動するには:

1. ナビゲータ をクリックします。
2. 「作成および管理」で「ディメンション」をクリックします。
3. ディメンションを選択し、移動するメンバーまたは分岐を選択します。
4. 「切取り」をクリックします。
ディメンションの追加や編集、別ページへのナビゲート、メンバーの削除またはログオフ
した後に、メンバーを切り取ることはできません。「切取り」は、ルート・ディメンショ
ン・メンバーには使用できません。

5. メンバーの移動先のレベルをクリックします。
6. 「貼付け」をクリックします。
7. 「OK」をクリックします。
8. ビジネス・ルールおよびレポートを更新および検証します。
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メンバーの祖先の表示
メンバーの祖先を表示するには:

1. ナビゲータ をクリックします。
2. 「作成および管理」で「ディメンション」をクリックします。
3. ディメンションを選択し、ディメンション階層内のメンバーを選択します。
4. 「祖先の表示」をクリックします。
5. 「閉じる」をクリックします。

メンバーの用途の表示
アプリケーション内でメンバーが使用される場所を表示するには:

1. ナビゲータ をクリックします
2. 「作成および管理」で「ディメンション」をクリックします。
3. 「用途の表示」をクリックします。
4. 「メンバーの用途」ウィンドウの一番下で、メンバーの用途を表示するアプリケー
ションの場所を選択します。

5. 「実行」をクリックします。
6. 「閉じる」をクリックします。

カスタム・ディメンションの追加(ハイブリッド・
モードのみ)

システムで事前定義されたディメンションに加え、アプリケーションの必要性に基づ
いてカスタム・ディメンションを作成できます。カスタム・ディメンションは、アプ
リケーションの作成時にのみ構成でき、アプリケーションの作成後に追加することは
できません。カスタム・ディメンションは、ハイブリッド・モードでのみ使用できま
す。
「ディメンション」リストに、アプリケーションのすべてのディメンションが表示され
ます。

Note:

Tax Reportingでは、ディメンションの評価順序を変更できません。
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名前、別名、セキュリティ、属性などのカスタム・ディメンション・プロパティを構成でき
ます。

Note:

アプリケーションで「カスタム・ディメンション」を有効にしている場合、CbCR
を有効にすることはできません。
関連項目: アプリケーションの機能の有効化

Table 12-8    カスタム・ディメンションのプロパティ

プロパティ 値
ディメンション ディメンション全体で一意である名前を入力しま

す。
カスタム・ディメンション名に次の文字を使用す
ることはできません。
アンパサンド(&)、アポストロフィ(‘)、アスタリス
ク(*)、アットマーク(@)、バックスラッシュ(\)、キ
ャレット(^)、コロン(:)、カンマ(,)、中カッコ({})、
ドル記号($)、二重引用符(")、等号(=)、感嘆符(!)、
スラッシュ(/)、大なり記号(>)、小なり記号(<)、縦
線(|)、マイナス記号(-)、番号記号(#)、カッコ( )、
パーセント記号(%)、ピリオド(.)、プラス記号(+)、
疑問符(?)、セミコロン(;)、空白、大カッコ([])また
はタブ。

Note:

アプリケーションの
作成時にカスタム・
ディメンション名を
指定する必要があり
ます。

別名 オプション: 別名表を選択します。ディメンショ
ンの一意の代替名を入力します。

説明 オプション: 説明を入力します。
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Table 12-8    (Cont.) カスタム・ディメンションのプロパティ

プロパティ 値
プラン・タイプ ディメンションが有効となるアプリケーション・

タイプを選択します。このオプションをクリアす
ると、ディメンションのすべてのメンバーは選択
しないタイプに対して無効になります。

セキュリティの適用 ディメンション・メンバーにセキュリティの設定
を行います。ディメンション・メンバーにアクセ
ス権を割り当てる前に選択する必要があります。
そうしない場合、ディメンションにセキュリティ
がかからないため、ユーザーは無制限にメンバー
をアクセスさせることができます。

データ・ストレージ データ・ストレージ・オプションを選択します。
デフォルトは「共有しない」です。

集約オプション
集約オプションを使用して、ディメンション階層内に計算を定義できます。集約オプ
ションで、親のメンバーに対する子のメンバーの値をどのように集約させるか判別し
ます。
• + 加算
• - 減算
• * 乗算
• / 除算
• % パーセント
• ~ 無視
ディメンション名メンバーの直属の子すべてに「無視」または「なし」の集約オプシ
ョンを設定する必要があります。シード済ディメンション・メンバーには、あらかじ
め集計演算子が「無視」に設定されている必要があります。フォームおよびレポート
では、ディメンション名ではなく最上位ディメンション・メンバーを使用します。
シード済メンバーに変更を加えた場合、ディメンション・エクスポート CSVファイル
を使用してそのメンバーをエクスポートまたはインポートすることはできません。モ
ジュール・カスタマイズの移行アーティファクトを使用する必要があります。CSVフ
ァイルをエクスポートしてからインポートすると、シード済メンバーに対する属性の
変更は保持されません。
ラベルのみのメンバー
「ラベルのみ」ディメンション・メンバーの連結演算子は「なし」である必要がありま
す。カスタムのラベルのみメンバーを作成する場合は、メンバーが親メンバーに適切
に集約されるように、連結演算子を「なし」に設定してください。
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データ・ストレージ・オプション
Table 12-9    データ・ストレージ・オプション

オプション 影響
保管 メンバーのデータ値を保管します。
動的計算 メンバーのデータ値を計算し、値を無視します。
共有しない 保管された親メンバーには、子メンバーの集約か

らのデータが常に保管されます。
共有 同じディメンション内のメンバーでデータ値を共

有することを許可します。
ラベルのみ 子の集約設定にかかわらず、最初の子メンバーの

データが表示されます。

動的計算について
動的に計算されるメンバーを使用すると、システムは、値が取得されるときに必要に応じて、
メンバーのデータ値を計算します。動的計算の親の下の子数の制限は 100です。メンバーの
ストレージを動的計算に変更すると、本来のデータの導出方法によっては、データが紛失す
る場合があります。アウトラインか計算のどちらかまたは両方を更新して動的に計算された
値を取得することが必要な場合もあります。

保管データ・ストレージ
子が「動的計算」に設定されている場合は、親メンバーを「保管」に設定しないでください。
この組合せの場合、ユーザーがフォームを保存したりリフレッシュしたりする際、親の新し
い合計は計算されません。

共有データ・ストレージ
「共有」を使用して、アプリケーション内で別のロールアップ構造を許可します。

非共有データ・ストレージ
ユーザー定義のカスタム・ディメンションを追加する際、デフォルトのデータ・ストレージ・
タイプは「共有しない」です。

ラベルのみのデータ・ストレージ
ラベルのみメンバーは、通常ナビゲーションで使用される仮想メンバーで、関連付けるデー
タはありません。ノート:

• レベル 0のメンバーには、「ラベルのみ」を割り当てることはできません。
• ラベルのみメンバーは値を表示できます。
• ディメンションのメンバーをラベルのみにすると、ブロック・サイズまたはブロック数が
減少するため、データベース容量を最小化できます。

• ラベルのみメンバーには、属性を割り当てることができません。
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• 複数通貨アプリケーション内では、ラベルのみのストレージをディメンション(エ
ンティティ、バージョン、通貨、ユーザー定義のカスタム・ディメンション)のメ
ンバーに適用できません。為替レートを保管するには、「共有しない」を使用しま
す。

• ラベルのみの親の子に対するデータ・ストレージは、デフォルトで「共有しない」
に設定されています。

Caution:

最初の子メンバーにはデータを保存できないため、最初の子メンバーの
後に続くラベルのみの親にフォームを設計しないでください。そのかわ
り、子の前に選択されたラベルのみの親でフォームを作成するか、フォ
ームにラベルのみの親を選択しないようにしてください。

ディメンション・プロパティの設定
表 12-10 ディメンション・プロパティ

プロパティ 値
ディメンション ディメンション名を入力します。
説明 オプション: 説明を入力します。
別名 オプション: 別名表を選択し、代替名を最大 80

文字で入力します。
プラン・タイプ ディメンションが有効となるアプリケーショ

ン・タイプを選択します。
セキュリティの適用 ディメンション・メンバーにセキュリティの設

定を行います。このオプションを選択しない
と、ディメンションにはセキュリティが設定さ
れず、ユーザーはそのメンバーに制限なしにア
クセスできます。ディメンション・メンバーに
アクセス権を割り当てる前に選択する必要が
あります。

データ・ストレージ データ・ストレージ・オプションを選択しま
す。
• 保管
• 動的計算
• 共有しない
• 共有
• ラベルのみ

表示オプション 「メンバー選択」ダイアログ・ボックスのアプ
リケーションのデフォルト表示オプションを
設定します。メンバーまたは別名を表示する
には、「メンバー名」または「別名」を選択し
ます。「メンバー名:別名」では、左側にメンバ
ーが表示され、右側に別名が表示されます。「別
名:メンバー名」では、左側に別名が表示され、
右側にメンバーが表示されます。
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表 12-10 (続き) ディメンション・プロパティ

プロパティ 値
カスタム属性の表示の使用可能 関連付けられた属性で、使用可能で選択された

ディメンションの属性を表示します。カスタ
ム属性を属性で表示可能にします。

メンバーの操作
メンバーにアクセス権を割り当てて、ディメンション・メンバー階層を再調整できます。
最適なパフォーマンスのために、Tax Reportingでは、各ディメンションで許容されるディメ
ンション・メンバーの最大数に制限があります。Tax Reportingは、ディメンション・メンバ
ーの許容数を超えたことを示すエラー・メッセージを表示して、非準拠のメタデータの保存
を停止します。

選択
ユーザーがアクセスできるメンバー、代替変数、属性のみが表示されます。複数のメンバー
選択にメンバー・セレクタを起動している場合のみ、「選択」ペインが表示されます。
有効交差ルールが使用されている場合、有効なメンバーのみがアプリケーション・フォーム
および Calculation Managerルールの実行時プロンプトに表示されます。Webと Oracle
Smart View for Officeの両方のアド・ホック・フォームでは、アプリケーションによって視点
およびページ軸の有効交差ルールがフィルタされません。グリッドのセルのみ、アド・ホッ
ク・フォームで有効交差ルールに従います。
選択するには:

1. をクリックします。
2. オプション: 次のタスクを実行します:

• 検索条件(メンバー名または別名のみ)を入力するには、(デスクトップから)[Enter]を
押すか、(モバイル上で)「検索」をクリックします。

ノート:

検索では大文字と小文字は区別されません。検索できるのは、1つの単語、
複数の単語またはワイルドカード文字です。ワイルドカードを使用した検
索を参照してください。

• 変数や属性の表示、別名の表示、メンバー数の表示、アルファベット順のソート、メ
ンバー・リストのリフレッシュまたは選択のクリアなど、表示オプションを変更する
には、「検索」の横の をクリックし、表示オプションのリストから選択します。

• メンバー・リストに表示されているメンバーをフィルタするには、 「検索」の横
ので、「フィルタの追加」を選択し、フィルタ・オプションのリストから選択します。
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ノート:

Androidユーザーは、 をクリックして、フィルタ・オプションを
表示および選択できます。

3. メンバー・リストのメンバーをクリックして選択を行います。
関連メンバーを選択する方法を理解するには、メンバーの関係を参照してくださ
い。

ノート:

• 選択されたメンバーにはチェック・マークが表示され、「選択」ペイ
ンに移動されます(該当する場合)。

• 親メンバーを展開してその子メンバーを表示するには、親メンバー名
の右側にある拡張アイコンをクリックします。拡張アイコンをクリ
ックしても、親メンバーは選択されません。

• 行った選択をクリアするには、 をクリックし、「選択項目のクリ
ア」を選択します。
選択する視点およびページ軸が抑制されている場合があります。こ
れは、視点およびページ軸内のディメンション選択が、適用済の有効
交差により他のディメンションを無効化している場合に発生します。
この問題を解決するには、「選択項目のクリア」オプションを使用し
て、以前に選択した視点およびページ軸をクリアします。次に、視点
およびページ軸を再度使用して、以前は抑制されていたメンバーを選
択します。

• 有効な交差ルールのために抑制されているメンバーをすべて表示す
るには、 をクリックし、「無効なメンバーの表示」を選択します。
無効なメンバーは表示されますが、選択できません。

4. オプション: 次のタスクを実行します:

• 「選択」ペインで選択する関連メンバーをさらに絞り込むには、メンバーの右
側にある をクリックして、メンバーの関係メニューを表示します:
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関係名をクリックして、関連メンバーを選択し、選択したメンバーを除外します。関
係名の右側にあるインクルード・アイコン をクリックして、関連メンバーを選択
し、選択したメンバーを含めます。
関係の詳細は、メンバーの関係を参照してください。

• 代替変数または属性が定義されている場合は、メンバー選択領域の下で、「メンバー」
の横にある をクリックし、「代替変数」または「属性」を選択して代替変数または
属性のメンバーを選択します。メンバーは子として表示されます。フォームに表示
されるのは、ユーザーが読取りアクセス権を持つメンバーのみです。

• 「選択」ペインでメンバーを移動または削除するには、「選択」の横にある をクリ
ックします。

• ディメンション階層内で選択済メンバーの場所をハイライトするには、「選択」ペイ
ンでメンバー名をダブルクリックします。

ノート:

モバイル・デバイスで選択済メンバーの場所をハイライトするには、「選択」
ペインでメンバー名をタップし、「選択」の横の の下の「検索」をタッ
プします。

5. 選択が完了したら、「OK」をクリックします。
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メンバーの関係
この表は、メンバー選択時に含まれるメンバーおよび関連メンバーを示しています。
表 12-11 メンバーの関係

関係 含まれるメンバー
メンバー 選択したメンバー
祖先 選択したメンバーの上方にあるすべてのメンバー (選択したメ

ンバーは除く)

祖先(含む) 選択したメンバーとその祖先
子 選択したメンバーの真下にあるレベルのすべてのメンバー
子(含む) 選択したメンバーとその子
子孫 選択したメンバーのすべての子孫(選択したメンバーは除く)

子孫(含む) 選択したメンバーとその子孫
兄弟 選択したメンバーと同じ階層レベルからのすべてのメンバー

(選択したメンバーは除く)

兄弟(含む) 選択したメンバーとその兄弟
親 選択したメンバーの上方にあるレベルのメンバー
親(含む) 選択したメンバーとその親
レベル 0の子孫 子を持たない選択したメンバーのすべての子孫
左兄弟 同じ親を持つ選択したメンバーの前に出現するメンバー
左兄弟(含む) 選択したメンバーとその左兄弟
右兄弟 同じ親を持つ選択したメンバーの後に出現するメンバー
右兄弟(含む) 選択したメンバーとその右兄弟
前の兄弟 同じ親を持つ選択したメンバーの直前に出現するメンバー
次の兄弟 同じ親を持つ選択したメンバーの直後に出現するメンバー
前のレベル 0のメンバー 選択したメンバーの前に出現する前のレベル 0のメンバー

例: PrevLvl0Mbr(Jan)は BegBalanceを、PrevLvl0Mbr(Jul)は
Junを、PrevLvl0Mbr(BegBalance)は空の結果を返します

次のレベル 0のメンバー 選択したメンバーの後に出現する次のレベル 0のメンバー
例: NextLvl0Mbr(Mar)は Aprを、NextLvl0Mbr(Dec)は空の
結果を返します

前の世代のメンバー 同じ世代内の選択したメンバーの直前に出現するメンバー
次の世代のメンバー 同じ世代内の選択したメンバーの直後に出現するメンバー
相対 指定されたメンバーに対して、同じ世代で、指定されたオフセ

ットを適用して相対的なメンバーを返します。
例: Relative("Jan", 4)はMayを返します。これは、これは、標
準の月期間ディメンションで 1月に 4か月を加えたものです。
Relative("Jan", -2)は Novを返します。これは、これは、標準
の月期間ディメンションで 1月から 2か月を引いたものです。
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表 12-11 (続き) メンバーの関係

関係 含まれるメンバー
RelativeRange 進む場合は開始メンバーからオフセット・メンバーまで、戻る

場合はオフセット・メンバーから開始メンバーまでのすべての
メンバーを返します。
例: RelativeRange("Jan", 4)は Jan、Feb、Mar、Apr、Mayを
返します。RelativeRange("Jan", -2)は Nov、Dec、Janを返し
ます。

ノート:

メンバーの関係は、期間ディメンションだけでなく、どのディメンションでも機能
します。この例では、時間が線形的であるため説明しやすいという理由で期間ディ
メンションを使用しています。

ワイルドカードを使用した検索
次のワイルドカード文字を使用して、メンバーを検索できます。
表 12-12 ワイルドカード文字

ワイルドカード 説明
? 任意の 1文字を表します
* ゼロ文字以上の文字を表します。たとえば、「sale*」と入力すると、

「Sales」と「Sale」が一致します。これは*を使用することで、
「sale」という語の後にゼロ文字以上の文字を含む語と一致するため
です。
デフォルトの検索には、*ワイルドカードが使用されます。デフォル
トの検索には、*ワイルドカードが使用されます。たとえば、検索条
件として「cash」と入力すると、「*cash*」が検索され、「Restricted
Cash」、「Cash Equivalents」、「Cash」、「Noncash Expenses」など
が戻されます。これは、一致した各アイテム内に「cash」が含まれ
るためです。

# 任意の 1つの数字(0-9)を表します
[list] 指定した文字リスト内の任意の単一文字を検索します。ワイルドカ

ードとして使用する特定の文字をリストできます。たとえば、
[plan]と入力すると、カッコ内のすべての文字を 1つのワイルドカ
ード文字として使用します。「-」文字を使用すると、[A-Z]や[!0-9]
などの範囲を指定できます。「-」文字をリストの一部として使用す
るには、この文字をリストの先頭に入力します。たとえば、[-@&]
の場合、カッコ内の文字をワイルドカード文字として使用します。

[!list] 指定した文字リスト内にないすべての単一文字を検索します。ま
た、[!A-Z]や[!0-9]のように、「-」で範囲を示すこともできます。
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シード済ディメンション・メンバー
柔軟なアプリケーション構成に対応できるように、各ディメンションにはメンバーが
シードされます。シード済メンバーは、TRCS_Tax Accountsや FCCS_Balance_Sheetな
ど、FCCSまたは TRCSという接頭辞付きで作成されます。
 

 

システムには、組込みの計算も含まれます。
シード済メンバーのガイドライン
• シード済メンバーは削除できません。
• シード済メンバー名は変更できません。
• メンバー・プロパティは変更できません。
• メンバー式は変更できません。
• メンバーの別名は変更できます。
• 勘定科目における為替レート・タイプは変更できます。
シード済ベース・メンバーへの子の追加
勘定科目、データ・ソース、増減および MultiGAAP (使用する場合)の各ディメンショ
ンには、FCCS_seededメンバーがあります。これらのメンバーで「データ・ストレー
ジ」のプロパティが「動的」の場合、それに子を追加できます。
ディメンションにおけるシード済・メンバーの移動
シード済・メンバーはすべて、アプリケーション作成プロセスで作成されたのと同じ
親を維持する必要があります。シード済・メンバーのすべては使用する必要がない場
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合、適宜ユーザー固有のメンバーを作成する必要があります。シード済・メンバーに対して
追加の親を作成する場合、代替階層を作成できます。
ただし、親メンバーの下でシード済・メンバーの順序を変えることはできます。
シード済勘定科目メンバーの再配置
Tax Reportingには、親と基本の両方を含むシード済の貸借対照表および損益計算書構造があ
ります。要件に応じてシード済階層の構造を変更し、他の親メンバーおよび基本メンバーを
追加できます。
次のガイドラインが適用されます。
• シード済勘定科目のメンバー名は変更できませんが、別名は変更できます。別個の勘定科
目の説明のために、追加の別名テーブルを追加できます。データは、別名およびメンバー
名で(メンバー・セレクタで)ロード、表示および検索できます。

• 様々なレポートのニーズに応じて、複数の代替階層を作成できます。これらの代替階層に
は、プライマリ階層内のすべての基本メンバーを含める必要がありますが、その編成は変
更できます。

• シード済勘定科目階層が無視されると、様々なシステム計算やシードされた計算が喪失す
ることに注意してください。多くの計算は、勘定科目構造に依存するシステムに組み込ま
れています。

会社間データ(追跡あり)および出資比率の管理を有効にした貸借対照表勘定科目
会社間データ(追跡あり)オプションを有効にすると、「出資比率の管理」などの追加オプショ
ンが使用可能になります。「出資比率の管理」を有効にすると、出資比率の管理勘定科目が追
加され、CTA/CICTA勘定科目が追加されていない場合は追加され、ドライバ勘定科目が追加
されます。
会社間データ(追跡あり)および出資比率の管理を有効にした増減メンバー
会社間データ(追跡あり)オプションを有効にすると、「出資比率の管理」などの追加オプショ
ンが使用可能になります。「出資比率の管理」を有効にすうと、次のアクションが実行されま
す:

• 追加のメンバー(FCCS_Mvmts_Acquisitions、FCCS_Mvmts_Disposals)を必要とする「期
首残高出資比率の変更」システム・ルールが有効になります。

• FCCS_Mvmts_Acquisitions_Inputおよび FCCS_Mvmts_Disposals_Inputを使用する構成
可能な標準連結ルールがシードされます。

動的メンバー
動的メンバーとは、データの要求時に動的に計算される値を持つメンバーです。値は保管さ
れません。最も一般的な動的計算の種類は比率計算です。
親メンバーが動的な子を追加できるようにするには:

1. ホーム・ページから、「ナビゲータ」アイコン をクリックします。
2. 「作成および管理」で「ディメンション」を選択します。
3. メンバーを選択し、「編集」 をクリックします。
4. 「メンバーのプロパティ」タブで「動的な子に対して使用可能」.
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をクリックします。

5. オプション: メンバー・プロパティ「使用可能な動的な子の数」を設定します。(デ
フォルトは 10です。)この設定は、メンバーを親の下に動的に追加またはロードす
るために作成されたプレースホルダの名前を決定します。すべてのプレースホル
ダが使用されている場合、以降に追加される子は通常のメンバーとして追加され、
データベースがリフレッシュされるまで使用できません。

6. オプション: メンバー・プロパティ「メンバー作成者に付与されたアクセス権」を
設定します。(デフォルトは「継承」です。)

7. 「保存」をクリックします。
8. データベースをリフレッシュして、メンバーを使用するデータベース内の動的メン
バーのプレースホルダを作成します。

メンバーの追加または編集
メンバーを追加または編集するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「概要」、「ディメンション」タブの順に選
択します。

2. 「ディメンション」リストから、ディメンションを選択します。
3. アクションを行います:

• 子メンバーを追加するには、メンバーを追加する親レベルのディメンション階
層を選択し、「子の追加」 をクリックします。

• 兄弟を追加するには、兄弟を追加するレベルのディメンション階層を選択し、
「兄弟の追加」 をクリックします。
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• メンバーを編集するには、そのメンバーをディメンション階層から選択して、[Enter]

を押すか、「編集」をクリックします。
4. 「メンバーのプロパティ」で、次の表の説明に従ってメンバーのプロパティを設定または
変更します。
表 12-13 メンバーのプロパティ

プロパティ 値
名前 ディメンション・メンバー全体で一意である名

前を入力します。名前には、アンパサンド(&)や
スペースなどの特殊文字を使用できます。

注意:

カンマは有効な文字ではないため、名
前に使用しないでください。

説明 オプション: 説明を入力します。
別名表 オプション: 別名表を選択し、別名を保管しま

す。
別名 オプション: メンバーの代替名を入力します。

名前には、アンパサンド(&)やスペースなどの特
殊文字を使用できます。

注意:

カンマは有効な文字ではないため、名
前に使用しないでください。

勘定科目タイプ 勘定科目タイプを選択します。
• 収益
• 資産
• 負債
• 資本
• 保存された仮定

差異レポート 「費用」または「費用以外」を選択します。
タイム・バランス 次のオプションから選択します。

• フロー - 平均レートの場合
• 最初
• 残高 - 終了レートの場合
• 平均
• 入力

スキップ N/A
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表 12-13 (続き) メンバーのプロパティ

プロパティ 値
為替レート・タイプ 次のオプションから選択します。

• レートなし
• 平均
• 期末
• 履歴
• 履歴金額オーバーライド
• 履歴レート・オーバーライド

ソース・キューブ 次のオプションから選択します。
• なし
• Consol
• Rates

データ・ストレージ データ・ストレージのプロパティを選択します。
新規カスタム・ディメンション・メンバー(ルー
ト・メンバー以外)に対して、デフォルトは「共
有しない」です。
• 保管
• 動的計算および保管
• 動的計算
• 共有しない
• 共有
• ラベルのみ

2パス計算 親メンバーまたは他のメンバーの値に基づいて
メンバーの値を再計算するかどうかを指定しま
す。「動的計算」または「動的計算および保管」
プロパティで、勘定科目とエンティティ・メン
バーに使用できます。

上位レベルのエンティティ入力を許可 親エンティティの入力をこのメンバーに対して
許可するかどうかを指定します。

プラン・タイプ メンバーが有効となるアプリケーション・タイ
プを選択します。

データ型 データ型を選択します。
• 未指定
• 通貨
• 通貨以外
• パーセンテージ
• 日付
• テキスト
• スマート・リスト

スマート・リスト N/A

動的な子に対して使用可能 ユーザーが、動的な親メンバーを使用するよう
に構成されたビジネス・ルールの実行時プロン
プトでメンバー名を入力することにより、この
メンバーの子を作成できるようにします。

使用可能な動的な子の数 このオプションは、「動的な子に対して使用可
能」が選択されている場合のみ使用可能です。
ユーザーが作成できる、動的に追加する最大メ
ンバー数を入力します。デフォルトは 10です。
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表 12-13 (続き) メンバーのプロパティ

プロパティ 値
メンバー作成者に付与されたアクセス権 このオプションは、「動的な子に対して使用可

能」が選択されている場合のみ使用可能です。
メンバー作成者が実行時プロンプトで作成する
動的メンバーに対して持つ権限を判別します:
• 継承 - メンバー作成者は、新しく作成したメ
ンバーに対する最も近い親のアクセス権を
継承します。

• なし - メンバー作成者には、新しく作成した
メンバーへのアクセス権は割り当てられま
せん。(管理者は、後でメンバー作成者にメ
ンバーへのアクセス権を割り当てることが
できます。)

• 読取り - メンバー作成者には、新しく作成し
たメンバーへの読取りアクセス権が割り当
てられます。

• 書込み - メンバー作成者には、新しく作成し
たメンバーへの書込みアクセス権が割り当
てられます。

ノート:

管理者がこれらの設定を変更した場
合、その変更は将来の動的メンバーに
のみ適用され、遡って動的メンバーに
適用されることはありません。

5. 「データベースのリフレッシュ」 をクリックします。「計算ステータス」が「システ
ム変更」に変わります。

6. エンティティとその親の基本通貨が同じ場合でも、「レートの計算」を実行します。

注意:

親と新規エンティティの基本通貨が同じ場合で、レートの計算が不要と思われ
る場合でも、このステップはスキップしないでください。レートの計算ステッ
プを実行せず、連結を実行すると、データはロールアップされません。後で戻
ってレートの計算を実行することはできません。新規エンティティのステータ
スは影響を受けておらず、操作が正しく実行されないためです。

7. 新規エンティティのデータをロードするか、入力します。データのインポートを参照して
ください。

8. ホーム・ページで「データ・ステータス」、「計算ステータス」の順に選択します。新規エ
ンティティとその祖先の計算ステータスは、「影響」です。

9. 新規エンティティまたはその祖先(あるいはその両方)を連結します。
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メンバーの削除
各データ値は、一連のディメンション・メンバー値とアプリケーション・タイプで識
別されます。ディメンション・メンバーの削除やアプリケーション・タイプの選択解
除を行うと、アプリケーションをリフレッシュするときにデータが失われます。

注意:

この操作を開始する前に、バックアップを実行してください。Oracle
Enterprise Performance Management Systemバックアップおよびリカバ
リ・ガイドを参照してください。

メンバーを削除する前に、「用途の表示」を使用して、それらが使用されているアプリ
ケーション内の場所(フォームや為替レートなど)を確認します。
エンティティ・メンバーをディメンションから削除する前に、アプリケーション全体
でそれを削除する必要があります。たとえば、エンティティ・メンバーがフォームで
使用されている場合には、そのエンティティ・メンバーをディメンションから削除す
る前に、フォームから削除する必要があります。
メンバーを削除するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックします。
2. 「作成および管理」で「ディメンション」をクリックします。
3. ディメンション階層から、削除するエンティティ・メンバーを選択します。
4. 「削除」をクリックします。基本メンバーを削除すると、その共有メンバーも削除
されます。

5. 「OK」をクリックします。
6. ルールおよびレポートを更新および検証します。

親メンバーの削除
データ値は、一連のディメンション・メンバー値とアプリケーション・タイプで識別
されます。ディメンション・メンバーの削除やアプリケーション・タイプの選択解除
を行うと、アプリケーションをリフレッシュするときにデータが失われます。

注意:

この操作を開始する前に、バックアップを実行してください。Oracle
Enterprise Performance Management Systemバックアップおよびリカバ
リ・ガイドを参照してください。

ディメンション階層から親メンバーとそのすべての子孫を削除するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックします。
2. 「作成および管理」で「ディメンション」をクリックします。
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3. 「ディメンション」リストから、削除するメンバー、子孫または分岐を持つディメンショ
ンを選択します

4. 「削除」をクリックします。
5. 「OK」をクリックします。

共有メンバーの操作
メンバーを共有すると、アプリケーション内でロールアップ構造の入れ替えが実行できます。
共有メンバーを作成する前に基本メンバーが存在している必要があります。基本メンバーに
複数の共有メンバーを作成できます。上から下への表示位置では、基本メンバーはその共有
メンバーより先に表示されている必要があります。
共有メンバーは、エンティティ、勘定科目、ユーザー定義のカスタム・ディメンションに使
用できます。アウトラインをロールアップする際、共有メンバーの値を無視して二重計算を
防ぐことができます。
共有メンバーは、メンバーに有効なメンバー名、別名、基本通貨、アプリケーション・タイ
プなどのプロパティの定義を基本メンバーと共有します。共有メンバーには、一意の親メン
バーおよび異なるロールアップ集約を設定する必要があります。カスタム属性、カスタム属
性値およびメンバー式を共有メンバーに使用することはできません。基本メンバーの名前を
変更すると、すべての共有メンバーの名前も変更されます。
共有メンバーを別の親メンバーに移動させることはできません。共有メンバーを削除してか
ら、別の親メンバーの下に再度作成する必要があります。共有メンバーは階層の最下位レベ
ル(レベル 0)である必要があり、子を持つことはできません。基本メンバーはレベル 0である
必要はありません。共有メンバーにデータを入力し、値を基本メンバーとともに保管できま
す。
共有メンバーは基本メンバーと同様に、Oracle Smart View for Officeのメンバー選択のディメ
ンション階層に表示されます。

共有メンバーの作成
共有メンバーを、他のメンバーと同じ方法で作成できますが、次のように異なる点がありま
す。
• 基本メンバーは、共有メンバーの親にはなれません。
• 共有メンバーを兄弟として基本メンバーに追加できません。
• 共有メンバーの名前は、基本メンバーと同じにする必要があります。共有メンバーに別の
説明を付けることはできます

• 共有メンバーのデータ・ストレージ・オプションは、「共有」にする必要があります。

メンバー式の操作
演算子、計算関数、ディメンション名、メンバー名および数値定数を組み合せてメンバー式
を定義することによって、メンバーの計算を実行できます。メンバー式には次も含まれます。
• 式で許可される演算子タイプ、関数、値、メンバー名、UDAなど。
• 式に展開するスマート・リスト値またはデータベースのリフレッシュにおける値を含む事
前定義済の数式。

メンバー式を定義するには:
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1. 「ナビゲータ」アイコン

をクリックします。
2. 「作成および管理」で「ディメンション」をクリックします。
3. メンバーの式を追加または変更するディメンションを選択します。
4. メンバーを選択し、「編集」をクリックします。
5. 「メンバー式」タブを選択します。
6. 次のフィールドのオプションを選択します:

• キューブ

Note:

勘定科目の式を除いて、デフォルトのキューブに入力された式は、特
定のキューブに入力された別の式によって上書きされないかぎり、す
べてのキューブに適用されます。
また、勘定科目メンバーに対するデフォルトの式は、ソース・キュー
ブについてのみ Essbaseに転送され、他のキューブについては転送
されません。デフォルトの式が集約ストレージ・キューブに転送され
ることはありません。

• 「データ・ストレージ」-「動的計算」を選択します。

Note:

キューブ固有のデータ・ストレージ・フィールドには、「共有」また
は「ラベルのみ」オプションは表示されません。これは、あるキュー
ブで別のキューブではない「共有」または「ラベルのみ」にメンバー
を設定できないためです。

• 解決順 - 式が評価される順序を指定します。0から 100000の間の整数を入力
します(または矢印を使用して数を増減します)。指定された解決順を持つメン
バーの式は、低い解決順から高い解決順に計算されます。デフォルトは 0で
す。

Note:

解決順は、集約ストレージ・キューブに加えて、ハイブリッドが有効
になったブロック・ストレージ・キューブにも使用できます。ブロッ
ク・ストレージ・キューブの解決順は、簡易ディメンション・エディ
タを使用してのみ編集可能です。簡易ディメンション・エディタでの
ディメンションの編集を参照してください

7. テキスト・ボックスで、当該メンバー用の式を定義します。
8. オプション: メンバー式が有効かどうかを確認するには、「検証」をクリックしま
す。
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9. 「保存」をクリックします。
「保存」をクリックする前に、「リセット」をクリックして、前にあったメンバー式情報を
復元します。

式の確認結果の表示
メンバー式の構文の確認結果を表示するには:

1. 「メンバー式」で、「検証」をクリックします。
2. 「保存」をクリックします。

メンバー式の解決順(ハイブリッド・モードのみ)
解決順は、ディメンションまたはメンバーのいずれかに設定でき、メンバー評価の順序を定
義するメタデータ・プロパティです。解決順は問合せ実行時に適用されます。
解決順は問合せのパフォーマンスに影響を与える可能性があります。解決順プロパティの値
により、メンバー式が計算される優先度が決定します。指定された解決順を持つメンバーの
式は、低い解決順から高い解決順に計算されます。
ディメンションまたはメンバーの解決順序を設定するか、Essbaseのデフォルトの解決順序
を使用できます。設定可能な最小の解決順は 0で、最大は 127です。解決順の値が大きいほ
ど、メンバーが後に計算されます。たとえば、解決順が 1のメンバーは、解決順が 2のメン
バーの前に解決されます。

Note:

これは、ハイブリッド最適化アプリケーションにのみ適用されます。関連項目: ハイ
ブリッド集約のアプリケーション・モデルの最適化

Table 12-14    デフォルトの解決順設定

ディメンション/メンバー・タイプ デフォルトの解決順序の値
保管済メンバー 0
疎ディメンション 10
密ディメンション - 勘定科目 30
密ディメンション - 時間 40
密ディメンション 50
属性ディメンション 90
2パス動的メンバー 100

まとめると、ハイブリッド・モードのデフォルトの解決順序では、アウトラインに表示され
る順序(上から下)で、保管済メンバーが動的計算メンバーの前に計算され、疎ディメンション
が密ディメンションの前に計算されることが指定されています。
解決順序が指定されていない動的メンバーは(式の有無にかかわらず)、2パスとしてタグ付け
されている場合を除き、そのディメンションの解決順序を継承します。2パス計算は、正確な
値を得るために 2回計算する必要がある式を持つメンバーに、非ハイブリッド・モードで適
用できる設定です。
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2パスはハイブリッド・モードでは適用できず、2パスとしてタグ付けされたメンバー
は、属性の後に最後に計算されます。ハイブリッド・モードでは、デフォルトの解決
順序が要件を満たさない場合は、2パスではなくカスタム解決順序を実装する必要があ
ります。
ハイブリッド・モードでは、デフォルトの解決順序が次のシナリオに対して最適化さ
れます。
• 前方参照。動的メンバー式がアウトライン順序で後のメンバーを参照します。ハ
イブリッド・モードでは、アウトライン順序の依存性がありません。

• アウトライン順序に基づく子の値の集約は、同等の式を使用した集約とより厳密に
一致します。

• 疎な式内の依存性としての動的な密メンバー。ハイブリッド・モードでは、疎な式
が動的な密メンバーを参照する場合、疎ディメンションが最初に計算されるため、
この参照は無視されます。この動作を変更するには、疎ディメンションに密ディメ
ンションの解決順序より高い(密ディメンションより後で計算される)解決順序を
割り当てます。

デフォルト以外の解決順序を使用する必要がある場合は、ハイブリッド・モードでメ
ンバーのカスタム解決順序を設定できます。解決順を変更する方法については、解決
順序の設定(ハイブリッド・モードのみ)を参照してください。
カスタム解決順序を実装すると、デフォルトの解決順序がオーバーライドされます。
メンバーまたはディメンションの解決順序が等しい場合は、アウトラインに表示され
る順序(上から下)によって競合が解決されます。
この動作は、密ディメンションの解決順より高い疎ディメンションにカスタムの解決
順を割り当てることにより変更できます。
例:

異なる解決順のメンバーを含む次の例を検討してください。
勘定科目(疎、デフォルトの解決順 30)

• A1

• A2

• 比率 – メンバー式[A1 / A2]

(勘定科目から継承されたデフォルトの解決順 30)

データ・ソース(疎、デフォルトの解決順 10)

• DataInput

• CustomInput

• 差異 – メンバー式[DataInput - CustomInput]

(データ・ソースから継承されたデフォルトの解決順 10)

1月期の交差について次のデータセットを考えてみます:
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比率と差異に対して異なる解決順を使用する計算
ケース 1: 差異より解決順が高い比率
このケースでは、差異が最初に計算され、次に対応する比率が計算されます。

差異の比率は、(Variance->A1)/(Variance->A2)のように計算されます。

ケース 2: 差異より解決順が低い比率
このケースでは、比率が最初に計算され、次に対応する差異が計算されます。

比率の差異は、(Ratio->DataInput) – (Ratio->CustomInput)のように計算されます。
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解決順序の設定(ハイブリッド・モードのみ)
「解決順」プロパティを設定するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「概要」の順にクリックします。
2. 「ディメンション」をクリックして簡易ディメンション・エディタを開き、ディメ
ンションを選択します。
選択したディメンションの「メンバー・プロパティの編集」画面が表示されます。

3. ヘッダー行を右クリックして、「デフォルト・モード」の選択を解除します。
4. 「メンバー名」列を選択し、「アクション」メニューから「凍結」をクリックして列
を固定し、メンバー・プロパティを編集します。

5. 解決順を変更するメンバーを選択します。
6. 「Consol解決順」列で必要な解決順の値を設定します。必要に応じて、アプリケ
ーション内の他のキューブ(CbCRなど)の解決順を変更できます。

7. 変更内容を保存します。
8. 「アクション」から「データベースのリフレッシュ」を選択し、「リフレッシュ」を
クリックします。

解決順のプロパティ値の詳細は、『Oracle Enterprise Performance Management Cloud
オペレーション・ガイド』を参照してください。
「管理者用 Smart Viewアドオン」拡張機能を使用して、「解決順」プロパティを変更す
ることもできます。
Smart Viewを使用して「解決順」プロパティを設定するには:

1. Smart Viewパネルの「ディメンション」フォルダを使用して、解決順を変更する
ディメンションを開きます。

2. Financial Consolidation and Closeアド・ホック・リボンで、「メンバー選択」を選
択します。

3. 「メンバーのプロパティ」で「Consol解決順」を選択し、列に移動します。必要
に応じて、アプリケーション内の他のキューブ(CbCRなど)の解決順を変更できま
す。

4. 行で変更するディメンション・メンバーを指定します。
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5. 「解決順」列で値を編集し、アド・ホック・リボンで「データの送信」 をクリックしま
す。

6. Smart Viewパネルで「ディメンション」フォルダを右クリックし、「データベースのリフ
レッシュ」を選択してキューブのリフレッシュを開始します。

Note:

これは、ハイブリッド最適化アプリケーションにのみ適用されます。関連項目: ハイ
ブリッド集約のアプリケーション・モデルの最適化

メンバー式のベスト・プラクティス
• 式が疎ディメンション間参照を割り当てる場合は、@NONEMPTYTUPLE()ディレクティ
ブを使用します。このディレクティブを使用すると、問合せの実行がボトムアップ・モー
ドで発生し、式キャッシュが疎の場合に依存関係分析をすばやく解決できます。

• 式の範囲を制限して、関連するメンバーのみを含めるようにしてください。
• ハイブリッドのみ: 直接定数を返さないようにします。この項を参照 ハイブリッド集約
での動的計算

• ハイブリッドのみ: 式のないレベル 0の動的計算メンバーは避けてください。
• ハイブリッドのみ: 2パス計算プロパティは使用しないでください。かわりに、解決順序
を使用します。

• ハイブリッドのみ: Oracle Enterprise Performance Management Cloudの Calculation
Managerを使用した設計でのハイブリッド・アプリケーション・モデルについて、ハイ
ブリッド集約でサポートされていない関数を参照してください。

• 式内で#MISSINGを返すことを避けます。

代替階層の作成
エンティティ・ディメンションで、単一のエンティティに複数の親を含めることができる代
替階層を作成できます。親メンバーは異なる通貨を使用可能で、親の通貨メンバーで発生す
る換算は、これらのエンティティでは異なります。これを実現するため、エンティティのす
べてのインスタンス間で入力データの一部のみが共有される部分共有メンバーを使用しま
す。
次の例は、複数の親を持つリーフレベル・エンティティを示しています。
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この例では:

• エンティティ E111は、P11と P12の両方の子です。
• P11または P12で E111として入力された入力データは、保存後に他方のエンティ
ティにレプリケートされます。P11.E111メンバーと P12.E111メンバーのどちら
でもデータを入力できます。

• 連結後の P11.E111と P12.E111の計算値は、異なることがあります。たとえば、
アプリケーションが複数通貨のアプリケーションであるとします(E111の通貨が
GBP)。P11の通貨は USDで、P12の通貨は EURです。データを E111に入力す
ると、そのデータは常に通貨ディメンションのエンティティ通貨メンバーに入力さ
れます。親通貨メンバーが計算されますが、GBPと USD間、および GBPと EUR
間の為替レートは異なることがあるため、P11.E111と P12.E111の親通貨の値は
異なります。

親レベルのエンティティに複数の親が含まれるエンティティ階層を作成することもで
きます。ただし、異なる子を持つ複数の親が親レベルに含まれる階層は、サポートさ
れません。
代替階層を作成するには、部分共有エンティティ・メンバーを作成し、データ・スト
レージ・メンバー・プロパティとして「共有」を選択します。エンティティ・ディメ
ンションで、データ・ストレージ・プロパティによって部分共有メンバーが作成され
ます。
「メンバーの選択」で、親と子の関係を参照できます。エンティティを選択すると、「メ
ンバーの選択」にそれが Parent.Childのように表示されます(North America.USAな
ど)。次に、適切なエンティティを選択したり、エンティティに複数の親が含まれる場
合は、異なる親に属するエンティティの各項目を選択したりできます。
トランザクション・データを入力する場合、プライマリ・メンバーまたは共有メンバ
ーに対して 1回のみデータを入力する必要があります。
データ・フォームにデータを 1回入力することもできます。たとえば、E111が、2つ
の親(E11と E12)を持つ部分共有エンティティであるとします。データ・フォームで、
E11.E111に 100の金額を入力して保存すると、その 100がすぐに E12.E111に表示さ
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れます。E12.E111の金額を 150に変更して保存すると、同じ金額が E11.E111に反映されま
す。データ・フォームで、Parent.Childとしてエンティティ・ディメンションのメンバーを表
示するかどうかと、その通貨を表示するかどうかを選択できます。
データをエクスポートすると、同じデータが部分共有エンティティでもエクスポートされ、
そのデータは Parent.Child形式でエクスポートされます。データ・ファイルの部分共有エン
ティティの一方にデータをインポートすると、そのデータは他方にもインポートされます。
計算またはプロセス管理ステータスの変更につながる一方の部分共有エンティティに対する
変更は、そのエンティティの他方のインスタンスにすべて反映されます。たとえば、一方の
インスタンスが連結されてそのステータスが「OK」に変更されると、他方のインスタンスの
ステータスも「OK」に変更されます。同じルールが部分共有エンティティのロックとロック
解除に適用されます。
エンティティに対して定義されたセキュリティおよび有効交差ルールも、その部分共有イン
スタンスに適用されます。
次の項を参照してください:

• 共有メンバーの作成
• エンティティ・ディメンションでの代替階層の作成

エンティティ・ディメンションでの代替階層の作成
エンティティ構造は代替階層の一部です。共有エンティティの親には異なる通貨を設定でき
ます。
エンティティ・ディメンションで代替階層を作成するには:

1. ホーム・ページでナビゲータ をクリックし、「作成および管理」、「ディメンション」の
順にクリックします。

2. 「ディメンション」で、「エンティティ」を選択します。
3. FCCS-地域合計で、「データ・ストレージ」の値が「共有しない」に設定されているプラ
イマリ・エンティティを選択します。

4. 「データ・ストレージ」の値が「共有しない」に設定されている親エンティティを選択し
ます。

5. プライマリ・エンティティを親エンティティの子として、共有メンバーとして追加しま
す。
a. 選択した親で、「子の追加」 をクリックします。
b. 「メンバーのプロパティ」タブで、子メンバーの名前を入力します。
c. 「データ・ストレージ」で「共有」を選択します。
共有エンティティは、集約タイプ以外のプロパティを、メンバーのプライマリ・イン
スタンスと共有します。

d. 「プラン・タイプ」で、すべてのキューブ (Consol、Ratesおよび CbCR)に対して集
計タイプを「無視」に設定します。エンティティ・ディメンションは連結プロセスの
一環として集計されるため、ネイティブ Essbase計算については無視に設定する必
要があります。他のオプションを選択した場合、データベースのリフレッシュ時に
「無視」にデフォルト設定されます。
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e. 「保存」をクリックします。エンティティ・メンバーが追加され、「共有」とい
うラベルが付けられます。

6. ホーム・ページで「アプリケーション」、「概要」の順に選択し、「リフレッシュ」
をクリックしてデータベースをリフレッシュします。

ヒント:

ベスト・プラクティスとして、データベースをリフレッシュする前にデ
ータベースをバックアップしておいてください。

7. ホーム・ページでナビゲータ をクリックし、「作成および管理」、「フォーム」の
順にクリックします。

8. エンティティ名と関連通貨の表示を設定するには、フォームの「レイアウト」タブ
を選択して、次のステップを実行します。
a. 「属性ディメンション」、「列」の順に選択して、プライマリ・エンティティと、
親/子関係にある共有エンティティを表示します。たとえば、[Primary
Entity],[Shared Entity 1],[Shared Entity 2]のようになります。

b. 「ディメンション・プロパティ」の下にある「修飾名の表示」で、表示オプシ
ョンを選択します。
• なし - 修飾名を表示しません。これはデフォルトです。
• 必要時 - 共有エンティティ名についてのみ、修飾名を表示します。
• 常時 - すべてのエンティティ・メンバーの修飾名を表示します。

c. 「保存」をクリックします。
9. 代替階層のデータを入力するには、次のステップを実行します。

a. ホーム・ページで、「ライブラリ」を選択します。
b. 「データの入力」画面で「フォーム」を選択し、フォームを開きます。
フォームには、プライマリ・エンティティと共有の親エンティティ、および関
連通貨が表示されます。通貨値には、親の通貨/共有メンバーの基本通貨が表示
されます。例:

• (CAD/CAD) - 親および共有メンバー・エンティティの両方の通貨が CAD
(カナダ・ドル)に設定されています。

• (USD/CAD) - 共有されている一部のエンティティで、親の通貨は USD、共
有エンティティの通貨は CADです。

c. 「エンティティ通貨」に値を入力して「保存」をクリックします。
共有エンティティの 1つのインスタンスにデータを追加すると、その他すべて
のインスタンスが自動的に更新されます。親エンティティについては、表示さ
れる値が適切な通貨に換算されます。

10.「保存」、「閉じる」の順にクリックします。
11.「アクション」で「連結」を選択して、親エンティティの連結を実行します。
親エンティティは異なる通貨を使用して入力される可能性があるため、金額は通貨
換算に応じて異なる場合があります。会社間消去も異なる場合があります。

12.「保存」、「閉じる」の順にクリックします。
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13. ホーム・ページで「ライブラリ」、「税金管理」、「データ・ステータス」の順に選択しま
す。

14.「計算ステータス」で、選択したエントリのステータスを確認します。
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13
簡易ディメンション・エディタでのディメンションの編集

次も参照:

• 簡易ディメンション・エディタでのディメンションの編集について
• 簡易ディメンション・エディタへのアクセス
• 簡易ディメンション・エディタを使用したディメンションの操作
• ディメンション・プロパティの編集
• 簡易ディメンション・エディタを使用したメンバー・プロパティの編集

簡易ディメンション・エディタでのディメンション
の編集について

簡易ディメンション・エディタには、グリッド形式でディメンションとメンバーが表示され
ます。グリッド形式では、ディメンションとメンバーを 1つのページで編集できます。メン
バーのプロパティはグリッド上で直接編集でき、ズームイン、ズームアウト、選択項目の保
持、選択項目の削除、凍結などのアドホック操作を実行できます。
クラシック・ディメンション・エディタでディメンションを表示および編集するセキュリテ
ィ役割を持っているユーザーは、簡易ディメンション・エディタで同様のアクションを実行
できます。
簡易ディメンション・エディタを使用すると、無効なディメンション・メンバー・プロパテ
ィをチェックし、プロパティを修正するアクションを実行できます。無効なプロパティは、
ディメンション・エディタ・グリッドで赤の枠線で囲まれます。
メンバー・プロパティの詳細なリストは、参照してください
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次のビデオを参照してください。
• 概要: 簡易インタフェースにおける主なタスクの実行、パート 1

• 概要: 簡易インタフェースにおける主なタスクの実行、パート 2

簡易ディメンション・エディタへのアクセス
簡易ディメンション・エディタにアクセスするには :

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックします。
2. 「ディメンション」をクリックします。
3. 「キューブ」の右側にある下矢印をクリックして、ディメンションのリストをキュ
ーブでフィルタします。

4. 表示するディメンションの名前をクリックします。
5. 次のタブから選択します:

• ディメンション・プロパティの編集 - ディメンションの詳細を表示して編集す
る場合にクリックします。

• メンバー・プロパティの編集 - ディメンション・メンバーを表示して編集する
場合にクリックします。

簡易ディメンション・エディタを使用したディメ
ンションの操作

簡易ディメンション・エディタには、グリッド形式でディメンションとメンバーが表
示されます。グリッド形式では、ディメンションとメンバー・プロパティを 1つのペ
ージで編集できます。グリッドで直接メンバー・プロパティを編集できます。ディメ
ンション・エディタで作業するメンバーを複数作成できます。
次の項を参照してください:

• ディメンション・プロパティを編集するには、ディメンション・プロパティの編集
を参照してください。
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• ディメンション・メンバー・プロパティを編集するには、簡易ディメンション・エディタ
を使用したメンバー・プロパティの編集を参照してください。

他のディメンションへの切替え
簡易ディメンション・エディタ・グリッドの表示中に他のディメンションに切り替えるには:

1. 「メンバー・プロパティの編集」を表示します。簡易ディメンション・エディタへのアク
セスを参照してください。

2. ページ上部にあるディメンション名の横にある下矢印をクリックします。

列レイアウトのカスタマイズ
簡易ディメンション・エディタ・グリッドの各列は、メンバー・プロパティ(「メンバー名」、
「親メンバー」、「デフォルトのデータ・ストレージ」など)を表します。グリッドに最初から表
示される列は、編集しているディメンション・タイプによって異なります。列のレイアウト
は、簡易ディメンション・エディタで列を非表示にする、表示する、サイズを変える操作で
カスタマイズできます。「デフォルト・モード」オプションをクリアして、プロパティの全セ
ット(すべての列)を表示することもできます。
簡易ディメンション・エディタ・グリッドで列レイアウトをカスタマイズするには:

1. 「メンバー・プロパティの編集」を表示します。
簡易ディメンション・エディタへのアクセスを参照してください。

2. ディメンション・グリッドで、任意の列見出しを右クリックします。
列のチェックリストが表示されます。列またはグリッドのサイズを変更するオプション
も表示されます。

3. グリッドで表示する列、非表示にする列のチェック・ボックスを選択するか、クリアしま
す。

ノート:

グリッドですべてのプロパティ列を表示するには、「デフォルト・モード」チェ
ック・ボックスをクリアします。デフォルトでは「デフォルト・モード」は選
択されており、表示されるプロパティが制限されます。このオプションをクリ
アすると、大きい(完全な)プロパティ・セットが(列として)表示されます。

4. グリッドに表示されるグリッドまたは列のサイズを変更するには、次のサイズ変更オプシ
ョンを選択するか、クリアします。
• 列をあわせる - すべての列がスクロールなしでグリッドに表示されるように、列のサ
イズを変更します。

• 同期サイズ変更 - グリッドのサイズを元の設定にリセットします。

祖先の表示
祖先はすべて、ディメンション階層で選択したメンバーより上位のメンバーです。
簡易ディメンション・エディタ・グリッドで、選択したメンバーの祖先を表示するには:
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1. 「メンバー・プロパティの編集」を表示します。簡易ディメンション・エディタへ
のアクセスを参照してください。

2. ディメンション・エディタ・グリッドでメンバーを選択します。
3. 「祖先の表示」をクリックします。

アプリケーションでのメンバーの用途の表示
メンバー削除などの操作を実行する前に、「用途の表示」を使用して、それらが使用さ
れているアプリケーション内の場所(フォーム、承認ユニット、為替レートなど)を確認
することが重要です。
簡易ディメンション・エディタを使用して、メンバーがアプリケーションのどこで使
用されているかを確認するには:

1. 「メンバー・プロパティの編集」を表示します。簡易ディメンション・エディタへ
のアクセスを参照してください

2. ディメンション・エディタ・グリッドでメンバーを選択します。
3. 「用途の表示」をクリックします。

編集のフォーカス
簡易ディメンション・エディタ・グリッドを操作するとき、ズームイン、ズームアウ
ト、選択項目の保持、選択項目の削除、凍結を使用して編集のフォーカスを絞ります。
ディメンション・エディタ・グリッドを表示中にこれらの操作を実行するには:

1. 「メンバー・プロパティの編集」を表示します。簡易ディメンション・エディタへ
のアクセスを参照してください。

2. グリッドの特定メンバーに対する編集のフォーカスを絞るには、メンバーを選択し
てから、次のいずれかのズーム操作をクリックします。
• 次のレベルへズーム・イン - 選択しているメンバーの 1レベル下にある全メン
バーを表示します

• 次のレベルへズーム・イン - 選択しているメンバーの下にあるすべての子孫メ
ンバーを表示します

• 最下位レベルへズーム・イン - 選択しているメンバーの下にあって、子を持た
ないすべての子孫メンバーを表示します

• ズーム・アウト - 選択しているメンバーの 1レベル上にあるメンバーを表示し
ます

3. グリッドの特定の行または列に編集のフォーカスを絞るには、次の操作からいずれ
かを選択します。
• 選択項目の保持 - グリッドで選択した行または列のみを表示します
• 選択項目の削除 - 選択した行または列をグリッドから削除します
• 凍結(列のみ) - 選択した列と、その左にある列をすべて固定し、その列がスク
ロールで移動しないようにします。固定した列の右側のみがスクロールする
ようになります。たとえば、メンバー名を含む最初の列のみに固定すると、メ
ンバー名が表示されたまま、右にスクロールしてメンバーのプロパティを編集
できます。列を凍結解除するには、「凍結」をもう一度クリックします。
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メンバーの検索
簡易ディメンション・エディタ・グリッドでディメンション・メンバーを検索するには:

1. ディメンションの「メンバー・プロパティの編集」を表示します。簡易ディメンション・
エディタへのアクセスを参照してください。

2. 「検索」では、「名前」、「別名」、または「両方」を選択します。
3. 検索する検索テキスト(メンバーの名前、別名または文字列の一部)を入力します。
4. 「上方向に検索」または「下方向に検索」をクリックします。

メンバーのソート
子または子孫による昇順または降順でメンバーをソートできます。メンバーのソートはアウ
トラインに影響を及ぼします。
簡易ディメンション・エディタを使用してメンバーをソートするには:

1. 「メンバー・プロパティの編集」を表示します。
簡易ディメンション・エディタへのアクセスを参照してください。

2. ディメンション・グリッドで、子または子孫をソートするメンバーを選択します。
3. 「ソート」で、「子」または「子孫」を選択します。
子でソートする場合は、選択したメンバーの真下のレベルにあるメンバーのみにソートが
かかります。子孫でソートする場合は、選択したメンバーのすべての子孫にソートがかか
ります。

4. 「昇順ソート」または「降順ソート」をクリックします。

別の階層へのメンバーの移動
簡易ディメンション・エディタで、メンバーを別の階層に移動するには:

1. 「メンバー・プロパティの編集」を表示します。簡易ディメンション・エディタへのアク
セスを参照してください。

2. 「メンバー・プロパティの編集」を表示します。
3. 「保存」をクリックします。

Microsoft Excelからのメンバー名のコピー
Microsoft Excelから名前をコピーして貼り付けるには:

1. Excelで、1つのセルまたはセル範囲のメンバー名をハイライトして、[Ctrl]を押しながら
[C]を押してデータをクリップボードにコピーします。

2. 「簡易」ディメンション・エディタで 1つまたは複数のターゲット・セルをハイライト表
示して選択し、[Ctrl]を押しながら[V]を押します。

3. クリップボード・ヘルパーが表示されたら、再度[Ctrl]を押しながら[V]を押します。デー
タがクリップボード・ヘルパーに貼り付けられます。
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4. 「貼付け」をクリックして、簡易ディメンション・エディタにデータを貼り付けま
す。

メンバー式の操作
簡易ディメンション・エディタ・グリッドの式バーで直接、または有効なメンバー式
を検証できる「メンバー式」を使用して、メンバー式を定義または編集できます。
演算子、計算関数、ディメンション名、メンバー名および数値定数を組み合せてメン
バー式を定義することによって、メンバーの計算を実行できます。メンバー式には次
も含まれます。
• 式で許可される演算子タイプ、関数、値、メンバー名、UDAなど。
• 式に展開するスマート・リスト値またはデータベースのリフレッシュにおける値を
含む事前定義済の数式。

簡易ディメンション・エディタでメンバー式を定義または編集するには:

1. 「メンバー・プロパティの編集」を表示します。簡易ディメンション・エディタへ
のアクセスを参照してください。

2. グリッドのデフォルト式列で、式を定義または編集するメンバーを選択します。次
のいずれかのオプションを使用して、メンバーの式を定義または編集します。
• ディメンション・エディタ・グリッドのセルをもう一度クリックし、式を入力
または編集します。

• ディメンション・エディタ・グリッドの上部にある式バー内をクリックして、
式を入力または編集します。

• 式バーの横にある をクリックして、式を入力または編集します。

ヒント:

式にメンバー名を含めるには、グリッドの式セルにフォーカスを置い
たままにします。[Ctrl]を押しながら、式に含めるメンバーの名前を
クリックします。メンバー名が式バーに表示されます。

• オプション: メンバー式の妥当性をチェックするには、式バーの横にある
をクリックしてから、「検証」をクリックします。

• 「保存」をクリックします。

ディメンション・プロパティの編集
ディメンション・プロパティを編集するには(関連項目: ディメンション・プロパティの
設定):

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「概要」の順にクリックします。
2. 「アプリケーション」画面で、「ディメンション」をクリックします。
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3. 表示または変更するディメンションの名前をクリックして、「ディメンション・プロパテ
ィの編集」 を開きます。
 

 

4. 「ディメンション・プロパティの編集」画面で、必要に応じてディメンション・プロパテ
ィを変更します。
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5. オプション: 疎ディメンションに限っては、「作成」をクリックして属性ディメン
ションを追加します。
 

 

6. 「完了」をクリックします。

簡易ディメンション・エディタを使用したメンバ
ー・プロパティの編集

使用可能なディメンションのメンバー・プロパティを編集するには、ディメンション・
エディタを使用します。一度に複数のメンバーを操作できます。
ディメンション・メンバーのプロパティを編集するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「概要」の順にクリックします。
2. 「アプリケーション」画面で、「ディメンション」をクリックします。
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3. メンバー・プロパティを表示または変更するディメンションの名前をクリックして、「メ
ンバー・プロパティの編集」 をクリックします。関連する式や属性を含む、選択し
たメンバーの詳細が、ディメンション・エディタに表示されます。
 

 

4. ディメンション名(勘定科目など)の横にあるキャレット をクリックして、選択したデ
ィメンションおよびメンバーのすべての属性を表示します。
• ドロップダウン・リスト内
• 列ヘッダー
簡易ディメンション・エディタ・グリッドでメンバー・プロパティを編集するには、グリ
ッド・セル内をクリックしてテキストを編集するか、ドロップダウン・メニューを開い
て、そこからメンバー・プロパティを選択します。行および列でメンバー・プロパティを
ドラッグ・アンド・ドロップして、同じプロパティを埋めることもできます。
 

 

5. オプション: 表のビューを制御するには、「メンバー名」または「親の名前」の列ヘッダ
ーを右クリックして、表の表示オプションを選択します。
• 使用可能なすべての列を画面に表示するには、「列の自動調整」を選択します。
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• 各列を均等な幅で表示するには、「同期サイズ変更」を選択します。
• ドロップダウンで選択した列のみを表示するには、「デフォルト・モード」を
選択します。「デフォルト・モード」をクリアすると、使用可能なすべての列
が表示されます。
 

 

6. オプション: 「アクション」から、「子の追加」、「兄弟の追加」、「祖先の表示」ま
たは「用途の表示」など、ディメンション・プロパティを変更するためのオプショ
ンまたはアイコンを選択します。
 

 

7. オプション: 疎ディメンションに限っては、「作成」をクリックして属性ディメン
ションを追加します。

8. 「アクション」で、「メタデータ定義の検証」を選択してメンバー式の有効性を確認
します。すべての検証エラーが表示され、続行する前にそれらを修正する必要があ
ります。

9. 「保存」をクリックします。
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14
データのインポートとエクスポート

関連トピック
• データのインポート
• データのエクスポート
• データ・インポートおよびエクスポートのステータスの表示

データのインポート
アプリケーションを準備するために、次のデータをロードします。
• 試算表データと納税申告書データを含む、帳簿データ

ノート:

試算表データを TRCS_TBClosing増減および FCCS_Data Inputまたは
FCCS_Managed Dataデータ・ソースにロードする必要があります。その他の
帳簿データ(固定資産の税務上の減価償却など)は、TRCS_BookClosing増減お
よび FCCS_Data Inputまたは FCCS_Managed Dataデータ・ソースにロー
ドできます。

• 永久調整と一時調整および課税損失調整と税額控除調整を含む、税金勘定科目データ
• 税金ロールフォワードの支払および払戻
• 平均従業員数(国別レポート)

データをロードする前に、次の条件を満たしていることを確認します。
• ロードするのは基本メンバーのみ
• データに有効なターゲット金額のみが含まれていること
• ロードする承認ユニットがまだロックされていないこと
ディメンションをインポートした後、データ・ファイルをインポートしてデータを移入でき
ます。

ノート:

データをインポートする際、どの交差が有効であるかの検証は実行されず、すべて
の交差にデータがロードされます。無効な交差にロードされたデータを確認するに
は、データをインポートする前に無効な交差レポートを実行し、無効な交差をクリ
アします。無効な交差レポートの作成を参照してください。
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データをインポートするには、サービス管理者またはパワー・ユーザーである必要が
あります。
ファイル・データをディメンションにマップするセクションが含まれるテキスト・フ
ァイルを使用して、データをロードできます。複数のデータ・ファイルをロードする
場合は、シーケンシャル順序でロードされます。

ノート:

Tax Reportingの所定の形式ではないファイルがある場合、または統合プロセ
スがネイティブ・データ・ロード・ユーティリティで扱える範囲を超える場
合の制御が必要な場合、サービス管理者は、プロファイルの設定、データ・
ロード・ルールの作成、マッピングの定義、および外部システムからのデー
タのロードを行うことができます。データ管理を使用したデータのインポー
トとエクスポートを参照してください

データをインポートするには:

• インポートする各アーティファクトのインポート・ファイルを作成します。デー
タ・インポート・ファイルの作成を参照してください。

• 1つまたは複数のインポート・ファイルをロードします(一度に複数のディメンシ
ョン・ファイルをインポートできます)。データ・インポート・ファイルのロード
を参照してください。

ノート:

データのロード中に、レポートや帳簿、バッチを実行しないでください。

Tax Reportingでのデータのロードの詳細は、次のビデオを参照してください: 概
要: Tax Reporting Cloudでのデータのロード。

データ・インポート・ファイルの作成
ロードを開始する前に、インポートする各アーティファクト (データ、スマート・リス
トおよび為替レート表)のインポート・ファイルを作成する必要があります。インポー
ト・ファイルにはヘッダー・レコードが含まれている必要があり、ヘッダー・レコー
ドの下には、インポートまたは更新するデータ・レコードのリストが含まれている必
要があります。ファイルの形式は、.csv (カンマ区切り)または.txt (タブ区切りまたは他
の区切り文字)にできます。
データ・ファイル・インポート・フォーマットの作成
ファイル・フォーマットは、行と列で構成されます。
最初の行は、列ヘッダーで構成されます。最初の列ヘッダーは、インポート・ディメ
ンションのディメンション名です。その後に、ドライバ・ディメンションと呼ばれる
もう 1つのディメンションのメンバーが存在することがあります。次の列見出しは視
点で、最後の列見出しはデータ・ロード・キューブ名です。
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各行には、最初の列として、ロード・ディメンションのメンバーが含まれます。列の次のセ
ットは、各ドライバ・メンバーのデータ値です。視点列には、データがインポートされるセ
ルを一意に識別するための残りのディメンションのメンバーが含まれます。最後の列はキュ
ーブ名です(Consol、Ratesまたは CbCR)。

ロード方法
アプリケーションにデータ・ファイルをロードするには、次のオプションを使用できます。
• マージ - アプリケーションのデータを、ロード・ファイルのデータで上書きするには、こ
のオプションを使用します。データ・ロード・ファイルの各レコードは、セルにインポー
トされ、古い値がある場合は置換されます。

• 置換 - アプリケーションのデータを置換するには、このオプションを使用します。置換モ
ードでは、特定のシナリオ/年/期間/エンティティ /マップされたデータ・ソースの最初の
レコードが出現する前に、そのシナリオ、年、期間、エンティティおよびマップされたデ
ータ・ソースのデータの組合せ全体が、手動で入力されたデータであるか以前にロードさ
れたデータであるかに関係なくクリアされます。

• Accumulation Type - ロード・ファイルのデータを使用してアプリケーションのデータを
累計するには、次のオプションのいずれかを選択します。
– なし - データ・インポート・ファイルの各レコードによって、レコードのデータベー
スの既存の値を置換します。

– データベースを使用 - セルの既存の値にデータを追加します。
– ファイル内 - ファイル内のセルの値を累計します。

ロード方法の例
次の例では、ロード・オプションの動作を示します。アプリケーションに次のデータがある
とします。
 

 

ロード・ファイルには次のデータが含まれます。
 

 

次の例は、次のオプションの組合せを使用してインポートを行った後のデータを示していま
す。
マージ、なし
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置換、なし
 

 

マージ、データベースを使用
 

 

置換、データベースを使用
 

 

マージ、ファイル内
 

 

置換、ファイル内
 

 

データ・インポート・ファイルのロード
データ・ファイルをインポートするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックします。
2. 「アプリケーション」画面で、「概要」タブをクリックし、「アクション」から「デ
ータのインポート」をクリックします。
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3. 「データのインポート」画面で「作成」をクリックします。2つ目の「データのインポー
ト」画面が表示されます。
 

 

4. 「場所」で、データ・インポート・ファイルの場所を選択します。
• ローカル - 自分のコンピュータ上の場所からデータ・インポート・ファイルをインポ
ートします。

• 受信ボックス - サーバーからデータ・インポート・ファイルをインポートします。
5. 「ソース・タイプ」で、データ・ソース・タイプを選択します。

• Planning

• Essbase

6. 「ファイル・タイプ」で、次のオプションを選択します。
• カンマ区切り
• タブ区切り
• その他 - インポート・ファイルで使用する区切り文字を入力します。サポートされて
いる区切り文字と例外のリストは、他のサポートされている区切り文字を参照してく
ださい。
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7. インポート・モードを選択します。
• マージ - アプリケーションのデータを上書きします。データの各レコードは、
セルにインポートされ、古いデータがある場合は置換されます。

• 置換 - アプリケーションのデータを置換します。置換モードでは、特定のシナ
リオ/年/期間/エンティティの最初のレコードが出現する前に、そのシナリオ、
年、期間およびエンティティのデータの組合せ全体がクリアされます。

8. 累積タイプを選択します。
• なし - レコードのデータベースの既存の値を置換します。
• データベースを使用 - セルの既存の値にデータを追加します。
• ファイル内 - ファイル内のセルの値を累計します。

9. ソース・ファイルを選択します。「ソース・ファイル」でソース・ファイルを参照
して選択し、「更新」をクリックします。
• 「ローカル」を選択した場合、「参照」をクリックし、ファイルに移動します。
• 「受信ボックス」を選択した場合、「ソース・ファイル」にファイルの名前を入
力します。

10.「日付フォーマット」で、使用するフォーマットを選択します。
11.「最終インポート」で、前回のインポートの日付を確認します。これが初めての場
合、表示するデータがないことを示すメッセージが表示されます。

12. オプション: 選択した場所が「受信ボックス」の場合、「ジョブとして保存」をク
リックしてインポート操作をジョブとして保存します。ジョブは、即座に実行する
ようスケジュールすることも、後で実行するようスケジュールすることもできま
す。

13. オプション: 選択した場所が「ローカル」の場合、「検証」をクリックして、イン
ポート・ファイルの形式が正しいかどうかをテストします。

14. オプション: インポートを開始する前に、選択したオプションを確認します。

ノート:

データをインポートする際、どの交差が有効であるかの検証は実行され
ず、すべての交差にデータがロードされます。無効な交差にロードされ
たデータを確認するには、データをインポートする前に無効な交差レポ
ートを実行し、無効な交差をクリアします。 無効な交差レポートの作成
を参照してください。

15.「インポート」をクリックします。
16. データが正常に送信されたという情報メッセージで、「OK」をクリックします。
17. インポート・プロセスの詳細を表示するには、「アプリケーション」をクリックし
て「ジョブ」をクリックし、「最近のアクティビティ」で詳細を表示するインポー
トのリンクをクリックします。

データのエクスポート
データのエクスポートは、「アプリケーション」ページから行います。
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別の方法として、データ管理を使用してデータをエクスポートすることもできます。Oracle
Tax Reporting Cloudを使用して、ソースとなるカスタム・アプリケーションを作成し、デー
タ管理からデータをエクスポートして、エクスポート・ファイルを保存します。データ管理
を使用したデータのインポートとエクスポートを参照してください。
データをエクスポートするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックします。
2. 「概要」タブをクリックし、「アクション」から「データのエクスポート」をクリックしま
す。
 

 

3. 「データのエクスポート」画面で「作成」をクリックします。2つ目の「データのエクス
ポート」画面が表示されます。
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4. 「データのエクスポート」ページで、データ・エクスポート・ファイルのターゲッ
トの場所を選択します。
• ローカル - 自分のコンピュータ上の場所にデータ・エクスポート・ファイルを
保存します。

• 送信ボックス - データ・エクスポート・ファイルをサーバーに保存します。
5. 「キューブ」で、「Consol」、「Rates」または「CbCR」を選択します。
6. 「ファイル・タイプ」で、エクスポート・ファイルのオプションを選択します。

• カンマ区切り - 各アーティファクトのカンマ区切りの.csvファイルを作成し
ます。

• タブ区切り - 各アーティファクトのタブ区切りの.txtファイルを作成します。
• その他 - 各アーティファクトの .txtファイルを作成します。エクスポート・フ
ァイルで使用する区切り文字を入力します。サポートされている区切り文字
と例外のリストは、他のサポートされている区切り文字を参照してください。

7. 「スマート・リスト」で、「ラベルのエクスポート」または「名前のエクスポート」
を指定します。

8. 「動的メンバー」で、「含む」または「除外」を選択します。
9. 「スライス定義」で、エクスポートするデータのスライスの行、列および視点を選
択します。

10. データをエクスポートするアクションを選択します。
• 選択した場所が「送信ボックス」の場合、「ジョブとして保存」をクリックし
てエクスポート操作をジョブとして保存します。ジョブは、即座に実行するよ
うスケジュールすることも、後で実行するようスケジュールすることもできま
す。
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• 選択した場所が「ローカル」の場合、「エクスポート」をクリックしてデータ・エク
スポート・ファイルを保存する場所を指定します。

データ・エクスポート・ファイルのサイズを削減するために、フォームに全体が#Missing
値の行が含まれる場合、その行はデータ・エクスポート・ファイルから省略されます。

データ・インポートおよびエクスポートのステータ
スの表示

「ジョブ」画面に、最近のインポートおよびエクスポート・ジョブの詳細が表示されます。
1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「ジョブ」をクリックします。

 

 

2. 「ジョブ」タブを選択します。
3. 「最近のアクティビティ」で、詳細を表示するインポートまたはエクスポート・ジョブの
名前をクリックします。

4. 「保留中のジョブ」に、実行がスケジュールされているジョブが表示されます。
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15
データ管理を使用したデータのインポートとエクスポート

関連トピック
• データ管理を使用したデータのインポート
• データ管理を使用したデータのエクスポート

データ管理を使用したデータのインポート
データ管理を使用すると、外部ソース・システムのデータを Oracle Financial Consolidation
and Close Cloudと統合できます。ソース・システムのデータは、フラット・ファイルまたは
Microsoft Excelファイルにエクスポートされます。フラット・ファイルのそのデータを
Oracle Financial Consolidation and Close Cloudのディメンション構造にマップしてから、ア
プリケーションにインポートします。たとえば、期間マッピングを定義して、ソース・シス
テムの期間名とキーをアプリケーションの期間と年にマップします。カテゴリ・マッピング
では、ソース・システムのデータ・カテゴリが、アプリケーションのデータ・カテゴリおよ
び頻度にマップされます。
データ管理を使用して外部システムからデータをロードする前に、管理者は次の設定タスク
を実行する必要があります。
• インポート・フォーマットを定義して、ソース・データ・ファイルのレイアウトを定義し
ます。データ・ソースの列やフィールドを Oracle Financial Consolidation and Close
Cloudのデータ構造に、どのようにマップするかを指定してください。

• データ統合に関連付ける場所を作成します。それぞれの場所には、それぞれのデータ・ロ
ード・マッピングとデータ・ロード・ルールがあります。

• 各場所のデータ・ロード・マッピングを定義することにより、各ディメンションのソー
ス・システム・メンバー名を対応するアプリケーションのメンバー名にマップします。

• データ・ロード・ルールを作成することにより、選択したカテゴリおよび期間にロードす
るデータ・ファイルを指定します。データ・ロード・ルールを後から実行する場合は、「毎
日」や「毎週」などのスケジュール・オプションを選択できます。

設定プロセスでは、データをデータのステージング表にインポートし、アプリケーションに
ロードする前に、設定とメンバー・マッピングが正しいことを検証できます。
データ管理マッピングを定義したら、そのマッピングとデータ・ロード・ルールを必要に応
じて更新できます。たとえば、ある場所に新しい勘定科目やディメンション・メンバーが追
加された場合や、メンバー名が変更された場合は、ソース・システムのメンバー名からアプ
リケーションのメンバー名へのマッピングを更新します。
サービス管理者またはパワー・ユーザーの役割があれば、「データ管理」からデータをロード
できます。
データのインポート・プロセスが終了したら、データ・フォームを開いて、データが正常に
ロードされたことを検証します。データ・フォームのセルからドリル・スルーして、そのセ
ルにロードされたソース・データを表示できます。
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データ管理にアクセスするには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「統合」の下の「データ管理」をクリッ
クします。

2. 「設定」タブをクリックし、Oracle Enterprise Performance Management Cloudデ
ータ統合の管理ガイドの手順に従ってください。

データ統合に関する詳細は、次のビデオを参照してください。
• データ統合の設定
• データ統合の実行と更新
.

データ管理を使用したデータのエクスポート
アプリケーションからデータをエクスポートして分析したり、他のシステムにインポ
ートしたりできます。データ管理を使用してデータをエクスポートし、ステージング
表でステージングしてから、区切り文字入りのフラット・ファイルにエクスポートし
ます。
サービス管理者の役割があれば、データ管理からデータをエクスポートできます。
サービス管理者は、まずデータ管理で設定タスクを実行して、データ・エクスポート
を設定する必要があります。
• カスタム・ターゲット・アプリケーションを追加します。抽出したデータは、フラ
ット・ファイルにエクスポートする前に、ターゲット・アプリケーションに格納さ
れます。

• エクスポート・プロセスの「アプリケーション詳細」と「ディメンションの詳細」
を指定します。

• ソース・システムからターゲット・アプリケーションのディメンションにデータを
マップする「インポート・フォーマット」を定義します。

• インポート・フォーマットをデータ・ロード・ルールにリンクする場所を作成しま
す。

• 各場所のデータ・マッピングを定義することにより、各ディメンションのソース・
システム・メンバー名を対応するターゲット・アプリケーション名にマップしま
す。

• データ抽出プロセスを実行するデータ・ロード・ルールを作成します。
データ・エクスポート・プロセスを実行すると、「ステータス」列に現在のステータス
が表示されます。データは、データ管理でステージングされます。「プロセスの詳細」
ページからデータ・ファイルをダウンロードして、データ・ファイルを保存すること
ができます。
データ管理にアクセスするには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「統合」の下の「データ管理」をクリック
します。

2. 「設定」タブをクリックし、Oracle Enterprise Performance Management Cloudデ
ータ統合の管理ガイドの手順に従ってください。

データ管理を使用したデータ抽出の詳細は、次のビデオをご覧ください。
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第 15章
データ管理を使用したデータのエクスポート

15-3

https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:21114


16
税率の設定

関連トピック
• 税率の設定
• 税率の入力
• 繰延税金のオーバーライド・レート(国)の適用
• 繰延税金のオーバーライド・レート(地域)の適用
• 今年度のすべての増減への期末レートの適用
• 前年度調整(繰延のみ)列への期首税率の適用

税率の設定
Tax Reportingでは、法的エンティティ・レベルで適切な国の法人税率と地域の法人税率およ
び配賦率を入力する必要があります。
税率フォームには、特定のエンティティの国および地域の引当金をシステムが計算するため
に必要な国および地域の税率と配賦率が含まれます。
 

 
各管轄で次のレート・タイプを使用できます。
表 16-1 税率タイプ

税率タイプ 説明
前年度現行税率 前年の国の法定税率。このレートは、情報目的で

使用されます。
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表 16-1 (続き) 税率タイプ

税率タイプ 説明
今年度現行税率 当期の国の法定税率。このレートは、次の計算で

使用されます。
• 当期引当金
• 繰延税金ロールフォワードの今年度アクティ

ビティ
• 連結有効税率レポートの外国レート差額
• 繰延税金ロールフォワードの今年度税率変更
コンポーネント

期首繰延税率 - 非流動 流動として分類される一時差異で使用される期首
繰延税率。このレートは、次の計算で使用されま
す。
• 期首繰延税金の資産と負債
• 繰延税金ロールフォワードの期首レート変更
コンポーネント

期末繰延税率 - 非流動 非流動として分類される一時差異で使用される期
末繰延税率。期末繰延税金の資産/負債と、繰延税
金ロールフォワードの期首および今年度のレート
変更コンポーネントの計算で使用されます。

期首地域税金配賦 繰延引当金の期首税金残高の計算でシステムに使
用される前年度配賦パーセンテージ。

今年度地域税金配賦 繰延引当金の今年度アクティビティに基づいた当
期引当金および税金の配賦利益の計算でシステム
に使用される今年度配賦パーセンテージ。

期末地域税金配賦 繰延引当金の期末税金残高の計算でシステムに使
用される期末配賦パーセンテージ。

アクティブな地域フラグ 法人税引当金を計算する必要のある地域(米国の州
など)を指定します。

ヒント:

国と地域の管轄の間
でデータが正しく流
れるようにするに
は、国の税率で、ア
クティブな各管轄に
対してアクティブな
地域フラグを「アク
ティブ」に設定する
必要があります。

税率の入力
「税率」フォームを使用して、特定のエンティティの国および地域の引当金をシステム
が計算するために必要なアプリケーションのグローバル税率を入力します。
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ノート:

特定の一時差異勘定科目(課税損失)は、国税庁または国レベルの規則に基づいて、
低減された法定レートで税金が影響を受けます。特定の一時差異勘定科目の繰延税
金のオーバーライド・レートを入力する必要がある場合は、次の項を参照してくだ
さい:

• 繰延税金のオーバーライド・レート(国)の適用
• 繰延税金のオーバーライド・レート(地域)の適用

グローバル税率を入力するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「構成」の順に選択します。
2. 「税率」タブを選択します。フォームの各列の説明は、税率の設定を参照してください。

 

 

3. 「メンバーの編集」  をクリックし、シナリオ、年、期間およびエンティティ・ディ
メンションのメンバーを選択して視点を設定します。
使用可能な場合、選択したエンティティの国内所在地と任意の地域の行が表示されます。
デフォルトで、法人税引当金は、地域管轄では計算されません。
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4. アクティブな地域フラグ列で、「アクティブ」を選択して、選択したエンティティ・
メンバーのその地域での税引当計算をアクティブ化します。

ヒント:

国と地域の管轄の間でデータが正しく流れるようにするには、「税率」
で、アクティブな各管轄に対してアクティブな地域フラグを「アクティ
ブ」に設定する必要があります。

5. 各タイプの税率を入力します。
パーセンテージの税率を小数点形式で入力し、[Enter]を押します。たとえば、.05
を入力すると、5%と表示されます。

6. 「保存」をクリックします。
7. エンティティを連結して変更後の税率を適用し、税引当で新しいレートを使用しま
す。

繰延税金のオーバーライド・レート(国)の適用
税率を入力するとき、特定の一時差異勘定科目(課税損失)は、国税庁または国レベルの
規則に基づいて、低減された法定レートで税金が影響を受けます。繰延税金を説明す
るために、各項目が逆仕訳される時期に基づいて、一時差異別に税率を評価できます。
GAAPから法定、および法定から税金の一時差異勘定科目のみ使用可能です。この機
能は自動的に有効になりますが、勘定科目オーバーライド税率が入力されていない場
合、適切なエンティティ税率が適用されます。
繰延税金計算の税率オーバーライドを特定の一時差異勘定科目に適用できます。繰延
税金のオーバーライド・レートは、差異の逆仕訳パターンに基づいて、勘定科目レベ
ルで変化する税率シナリオのブレンドされた税率を適用するのに使用されます。
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ノート:

資本一時差異勘定科目では、今年度の増減が逆仕訳によって消去されるため、資本
逆仕訳ターゲット勘定科目属性が適用されると、繰延税金の差異(差分)は計算され
ません。したがって、レート調整には影響はありません。

繰延税金のオーバーライド・レートは今年度の税率と異なり、繰延税金の計算にのみ適用さ
れます。
• オーバーライド税率を定義しないと、今年度の税率を使用して税金が計算されます。
• オーバーライド税率を定義すると、その税率を使用して、すべての期末メンバーの税金が
計算されます。今年度の税率とオーバーライド税率の差異が計算され、対応するロールフ
ォワード・メンバーにその金額が保管されます。

例:

今年度の税率: 30%、オーバーライド税率: 40%

TRCS_CYSys->TRCS_PreTax = 10,000

TRCS_CYSys->TRCS_Tax = 3,000

(自動オーバーライド税率差分) TRCS_CYSysTR->TRCS_Tax = 1000 (つまり、10000 * ( 40%
- 30% ))

(自動オーバーライド税率 = 自動 + 自動オーバーライド税率差分) TRCS_CYSysDT→
TRCS_Tax = 4000

今年度の税率で「自動」(TRCS_CYSYS)および「調整」(TRCS_CYADJ)メンバーが計算さ
れ、次に今年度の税率と繰延税金のオーバーライド・レートの差異が計算され、自動オーバ
ーライド税率差分(TRCS_CYSysTR) / 調整オーバーライド税率差分(TRCS_CYAdjTR)増減メ
ンバーの金額が保管されます。
オーバーライド税率差分の対象は「自動」および「調整」列のみです。

ノート:

勘定科目がエンティティ一時勘定科目と識別された場合、TRCS_CYSysおよび
TRCS_CyAdjの金額は TRCS_CYSysReversalおよび TRCS_CyAdjReversalに逆
仕訳されます。

国または地域の繰延税金のオーバーライド・レートが保存された後は、調整されたオーバー
ライド・レートが計算で自動的に使用されます。
繰延税金勘定科目別に税率オーバーライドを適用するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「構成」の順に選択します。
2. 「構成」画面で「税率」を選択します。必要な場合は、今年度の税率を入力します(税率の
入力を参照)。

3. 「繰延税金のオーバーライド・レート」タブを選択します。
 

第 16章
繰延税金のオーバーライド・レート(国)の適用

16-5



 

4. 繰延税金のオーバーライド・レートを適用する、必要な POVを選択します。
5. 選択した勘定科目に対して、各タイプの税率を入力します:

a. オーバーライド税率(期首)で、必要なオーバーライド税率の値を入力します。
b. オーバーライド税率(今年度)で、今年度のオーバーライド税率の値を入力しま
す。

c. オーバーライド税率(期末)で、オーバーライド税率の期末値を小数点形式で入
力します。たとえば、.05を入力すると、5%と表示されます。

ノート:

今年度のすべての増減に期末税率を適用する場合は、今年度の増減に
対して期末レートが使用されます。期首レートと期末レートが異な
るとき、期首レート変更がある場合でも、今年度のレート変更は計算
されません。

6. 「保存」をクリックします。
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繰延税金のオーバーライド・レート(地域)の適用
税率を入力するとき、特定の地域一時差異勘定科目(課税損失)は、国税庁または国レベルの規
則に基づいて、低減された法定レートで税金が影響を受けます。地域管轄の繰延税金を説明
するために、各項目が逆仕訳される時期に基づいて、一時差異別に税率を評価できます。こ
の機能は自動的に有効になりますが、勘定科目オーバーライド税率が入力されていない場合、
適切なエンティティ税率が適用されます。
地域フォームでは、国および地域の両方について、GAAPから法定、および法定から税金の
一時差異勘定科目が使用可能です。状態が「アクティブ」に設定されると、国の一時差異は
地域フォームに移動され、国の値を地域オーバーライド税率の地域の値で上書きできます。

ノート:

資本一時差異勘定科目では、今年度の増減が逆仕訳によって消去されるため、資本
逆仕訳ターゲット勘定科目属性が適用されると、繰延税金の差異(差分)は計算され
ません。したがって、レート調整には影響はありません。

繰延税金のオーバーライド・レートは今年度の税率と異なり、繰延税金の計算にのみ適用さ
れます。
• オーバーライド税率を定義しないと、今年度の税率を使用して税金が計算されます。
• オーバーライド税率を定義すると、その税率を使用して、すべての期末メンバーの税金が
計算されます。今年度の税率とオーバーライド税率の差異が計算され、対応するロールフ
ォワード・メンバーにその金額が保管されます。

例:

今年度の税率: 30%、オーバーライド税率: 40%

TRCS_CYSys->TRCS_PreTax = 10,000

TRCS_CYSys->TRCS_Tax = 3,000

(自動オーバーライド税率差分) TRCS_CYSysTR->TRCS_Tax = 1000 (つまり、10000 * ( 40%
- 30% ))

(自動オーバーライド税率 = 自動 + 自動オーバーライド税率差分) TRCS_CYSysDT→
TRCS_Tax = 4000

今年度の税率で「自動」(TRCS_CYSYS)および「調整」(TRCS_CYADJ)メンバーが計算さ
れ、次に今年度の税率と繰延税金のオーバーライド・レートの差異が計算され、自動オーバ
ーライド税率差分(TRCS_CYSysTR) / 調整オーバーライド税率差分(TRCS_CYAdjTR)増減メ
ンバーの金額が保管されます。
オーバーライド税率差分の対象は「自動」および「調整」列のみです。
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ノート:

勘定科目がエンティティ一時勘定科目と識別された場合、TRCS_CYSysおよ
び TRCS_CyAdjの金額は TRCS_CYSysReversalおよび
TRCS_CyAdjReversalに逆仕訳されます。

国または地域の繰延税金のオーバーライド・レートが保存された後は、調整されたオ
ーバーライド・レートが計算で自動的に使用されます。
繰延税金勘定科目別に税率オーバーライドを適用するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「構成」の順に選択します。
2. 「構成」画面で「税率」を選択します。必要な場合は、今年度の税率を入力します

(税率の入力を参照)。
3. 「繰延税金のオーバーライド・レート」タブを選択します。

 

 

4. 繰延税金のオーバーライド・レート(地域)を適用する、必要な POVを選択します。
5. 選択した勘定科目に対して、各タイプの税率を入力します:

a. オーバーライド税率(期首)で、必要なオーバーライド税率の値を入力します。
b. オーバーライド税率(今年度)で、今年度のオーバーライド税率の値を入力しま
す。

c. オーバーライド税率(期末)で、オーバーライド税率の期末値を小数点形式で入
力します。たとえば、.05を入力すると、5%と表示されます。
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ノート:

今年度のすべての増減に期末税率を適用する場合は、今年度の増減に対して
期末レートが使用されます。期首レートと期末レートが異なるとき、期首レ
ート変更がある場合でも、今年度のレート変更は計算されません。

d. オーバーライド税率配賦(期首)で、必要なオーバーライド税率配賦の値を入力します。
e. オーバーライド税率配賦(今年度)で、必要なオーバーライド税率配賦の値を入力しま
す。

f. オーバーライド税率配賦(期末)で、必要なオーバーライド税率配賦の値を入力します。
6. 「保存」をクリックします。

今年度のすべての増減への期末レートの適用
デフォルトで今年度のレートを適用するのではなく、今年度のすべての増減に期末レートを
適用するように代替変数を構成できます。
この変数を作成してもデータ・エンティティに影響を与えないため、プロパティを設定した
後、最初の連結の前に、エンティティが「影響」ステータスに設定されていることを確認す
る必要があります。
今年度のすべての増減に期末レートを適用するには:

1. ホーム・ページで「ツール」を選択し、「変数」を選択します。
2. 「変数」フォームで、「代替変数」を選択します。

3. 「追加」アイコン をクリックして、新しい変数を作成します。
4. 新しい変数について、次の情報を入力します:

• 「キューブ」で、「Consol」を選択します
• 「変数名」に、ApplyDeferredTaxClosingRateと入力します。
• 「値」に、trueと入力します。
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5. 「保存」をクリックします。
6. アプリケーションを連結する前に、次のステップを実行して、すべてのエンティテ
ィが「影響」ステータスに設定されていることを確認します。
a. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「概要」の順に選択し、「ルール」を
選択します。

b. 「ビジネス・ルール」ページの「名前」で、「Consolキューブでのデータのあ
るエンティティへの影響」を選択します。

c. 「連結」を実行する前に、「起動」をクリックしてビジネス・ルールを適用しま
す。

最初に、今年度の税率で「自動」(TRCS_CYSYS)および「調整」(TRCS_CYADJ)
メンバーが計算されます。次に、今年度の税率と期末レートの差異が計算され、自
動オーバーライド税率差分(TRCS_CYSysTR) / 調整オーバーライド税率差分
(TRCS_CYAdjTR)増減メンバーの金額が保管されます。
勘定科目が資本一時勘定科目と識別された場合、TRCS_CYSysおよび
TRCS_CyAdjの金額は TRCS_CYSysReversalおよび TRCS_CyAdjReversalに逆
仕訳されます

前年度調整(繰延のみ)列への期首税率の適用
前年度調整(繰延のみ)列(TRCS_PYADJDO)に前年度期末レートを適用する設定を作成
できます。
前年度調整(繰延のみ)列に期首税率を適用するには:

1. ナビゲータ から、「ディメンション」を選択します。
2. 「ディメンション」で、「増減」ディメンションを選択します。
3. TRCS_PYADJDOメンバーを検索し、「編集」をクリックします。
4. 「属性値」タブを選択し、「RTA Prior Year Rate」を展開します。
5. 「ApplyPriorYearClosingRate」を選択し、「追加」、「保存」の順にクリックしま
す。
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6. データベースをリフレッシュします。
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17
データの連結

関連トピック
• 連結プロセス
• 会社間消去
• データの連結
• 連結ロジック
• 換算方法
• データの換算
• 連結および換算ルール
• 連結および換算セキュリティ・アクセス
• 計算ステータス
• 連結の進行状況の表示
• 出資比率の管理の操作

ノート:

連結と換算でのセキュリティ・レイヤーの概要は、セキュリティの管理を参照して
ください。

連結プロセス
連結は、子孫エンティティからデータを収集し、親エンティティにデータを集約するプロセ
スです。
Tax Reportingには、連結と換算を処理するための組込みの計算スクリプトがあります。ま
た、一部の標準計算プロセス用の組込みのスクリプトおよびメンバー式もあります。たとえ
ば、次のルールがデフォルトで提供されます。
• 連結
• Consolidate_CbCR

• 連結の強制
• 換算
• Translate_CbCR

• 換算の強制
連結プロセスには、次の計算が含まれます。
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• 期首残高の計算
• RTA (申告額の未払処理調整)の計算
• 課税損失/税額控除の計算
• 税金自動化
• 国税
• 地域税
• ETR

• TAR

• 国別(有効化されている場合)

• 通貨換算
• 出資比率の計算(出資比率データの再計算も参照)

連結プロセス
基本レベルまたは親の税金計算エンティティにデータを入力またはロードし、データ
を計算および調整した後、組織全体にわたってデータを集約するために連結を実行し
ます。指定したシナリオ、期間およびエンティティの連結ルールを実行するフォーム
から連結プロセスを次のように起動します。
1. ユーザーは、エンティティの機能通貨の手動入力、データ・ロードまたは調整を通
じて、子エンティティのデータを入力します。データは、連結ディメンションのエ
ンティティ入力メンバーに保管されます。連結中に、システムは、デフォルトの計
算ルールを実行してエンティティ入力メンバーを完全に計算し、ステータスを
「OK」に変更します。

2. 次のステップは親エンティティに依存して処理されます。
• システムは、最初に、エンティティ入力とエンティティ連結(親エンティティ
にのみ適用)の両方を含むエンティティ合計データをその親の通貨に換算しま
す。

• システムは、次に、その親との関連に応じた連結比率(PCON)を適用して換算
済データを処理し、連結ディメンションの比率メンバーに結果を保管します。

• エンティティ比率データと消去データの合計は、連結ディメンションのコント
リビューション・メンバーに保管されます。

• システムは、その後、親エンティティのすべての子エンティティのコントリビ
ューション・データを集約します。システムは、親エンティティのエンティテ
ィ連結メンバーに、連結された結果を保管します。親エンティティのステータ
スは、「OK」に変更されます。

換算プロセス
換算プロセスは、子エンティティ通貨から親エンティティ通貨へのデータの変換が必
要な場合に実行されます。子エンティティと親エンティティが同じ通貨を使用してい
る場合、換算プロセスは実行されません。
エンティティは、1つの親にのみ所属できます。従属エンティティを連結する親エンテ
ィティを選択した後、必要なプロセスが自動的に実行されます。
• エンティティのすべての子孫に対して計算ルールが実行されます。
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• 子エンティティのデータと親エンティティのデータが異なる通貨の場合は、為替レートに
基づいて換算が行われます。

• 連結プロセスが開始します。

連結ディメンションのデータ・フロー
連結ディメンションの詳細は、連結ディメンションを参照してください。
最初に、システムでは、親エンティティとは無関係に次のステップが処理されます。
• ユーザーは、エンティティの機能通貨の手動入力、データ・ロードおよび調整の全部また
は一部の組合せを通じて、子エンティティのデータを入力できます。データは、連結ディ
メンションのエンティティ入力メンバーに保管されます。

• 連結中に、システムは、デフォルトの計算ルールを実行してエンティティ入力メンバーを
完全に計算し、ステータスを「OK」に変更します。

次に、システムでは、親エンティティに基づいて次のステップが処理されます。
• システムは、最初に、エンティティ入力とエンティティ連結(親エンティティにのみ適用)
の両方を含むエンティティ合計データをその親の通貨に換算します。

• システムは、次に、その親との関連に応じた連結比率(PCON)を適用して換算済データを
処理し、連結ディメンションの比率メンバーに結果を保管します。

• 会社間データの場合、値は消去され、データは連結ディメンションの消去メンバーに保管
されます。

• エンティティ比率データと消去データの合計は、連結ディメンションのコントリビューシ
ョン・メンバーに保管されます。

• システムは、その後、親エンティティのすべての子エンティティのコントリビューショ
ン・データを集約します。システムは、親エンティティのエンティティ連結メンバーに、
連結された結果を保管します。親エンティティのステータスは、「OK」に変更されます。

会社間消去
アプリケーションが会社間勘定に対して有効化されており、会社間勘定データを含む場合、
連結プロセスの一環として消去が発生します。
会社間消去は、最初の共通親エンティティで実行されます。会社間消去プロセスの実行中に、
すべての会社間勘定科目で、その会社間勘定科目から調整ターゲット勘定科目に金額が移動
されます。
調整ターゲット勘定科目には、会社間勘定科目または非会社間勘定科目を設定できます。調
整勘定科目における個別パートナの消去の詳細を表示する場合、調整勘定科目は、会社間勘
定科目として設定する必要があります。そうしない場合、各パートナのすべての消去の詳細
が、会社間ディメンションの「会社間なし」メンバーに保管されます。会社間ディメンショ
ンを参照してください。

データの連結
フォームから連結プロセスまたは換算プロセスを起動したり、グリッドにデータ・ステータ
スを表示することができます。Tax Reportingには、事前定義されたデータ・ステータス・グ
リッドがあり、エンティティが行に、期間が列に表示されます。グリッドのデータは、フォ
ームからのシナリオ/エンティティ /期間/通貨の情報に基づきます。
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データを連結するには:

ノート:

換算は、連結プロセスの一環として行われます。換算プロセスの詳細は、デ
ータの換算 を参照してください。

データを連結するには、サービス管理者、パワー・ユーザーまたはユーザーである必
要があり、連結する親エンティティに対する書込みアクセス権も持っている必要があ
ります。
連結する基本エンティティを選択したときは、そのエンティティに対する計算のみが
実行されます。親エンティティには連結されません。
親エンティティを選択したら、その親のすべての子孫も連結されます。
ある期間のデータを連結する際に、前の複数期間のデータがまだ連結されていない場
合は、前の期間のデータも連結されます。12月期の連結を選択し、それより前の期間
が影響を受ける場合は、影響を受ける最初の期間から連結が開始されます。
連結プロセスは、影響を受けるエンティティに対して実行されます。プロセスが完了
すると、正常に連結されたエンティティのステータスが OKに変わります。
強制連結オプションを使用すると、選択したセルで連結を強制的に実行できます。た
とえば、外的な要因(データベースのクラッシュ、ユーザーによるプロセスの停止など)
のために連結プロセスが正常に完了しなかった場合、エンティティが処理中ステータ
スのままになります。この状態から回復するには、強制連結オプションを使用して、
すべてのエンティティにデータを連結します。
ジョブ・コンソールで連結ステータスを表示できます。連結を実行する際にすでに実
行中の連結プロセスがある場合は、強制連結を実行できます。
データを連結するには:

1. ホーム・ページで「フォーム」を選択し、「データ・ステータス」を選択します。
2. 連結を実行するセルを選択します。
3. 視点を選択します。
4. 連結を実行するセルを選択します。
5. 「アクション」で、「連結」を選択します。
6. オプション: 選択したすべてのセルに対して連結プロセスを強制実行するには、強
制連結をクリックします。

7. 連結プロセスが正常に完了すると、確認メッセージが表示されます。「OK」をクリ
ックします。

8. 連結ステータスを確認するには、ジョブ・コンソールを開きます。連結の進行状況
の表示を参照してください。
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連結ロジック
資本合計/親通貨連結ディメンション・メンバーからのデータは、比率メンバーに比例します。
適用される係数は、常に、エンティティ /親の組合せに対して定義されている「連結%」です。
消去または調整されたデータは、「連結%」が適用されているか、「出資比率%」や「少数株主
持分%」(非支配持分)を使用する可能性があります。「出資比率%」における変化、エンティ
ティの「連結%」と会社間パートナの「連結%」の低い方など、その他の比率が適用される場
合もあります。
適用される係数は、各シナリオ、年および期間について、エンティティ /親の組合せそれぞれ
の出資比率の管理に基づきます。出資比率の管理は、別の法的エンティティのすべてまたは
一部を直接所有する法的エンティティ (所有会社)の出資比率を記録します。
出資比率の管理
出資比率の管理は、グローバル連結設定とこれらの連結設定のアプリケーションを、各エン
ティティ階層に対してシナリオ別、年別および期間別基準で管理することから構成されます。
詳細は、出資比率の管理を参照してください。

換算プロセス
Tax Reportingには、複数通貨アプリケーションの通貨換算が用意されています。デフォルト
の換算プロセスでは、フロー勘定には期別換算メソッドが、残高勘定には年次累計メソッド
が適用されます。
連結プロセス中の換算
データの連結時、親エンティティのデフォルト通貨が子エンティティと異なる場合に、通貨
の換算が行われます。親通貨への換算は、連結プロセスの一環として行われます。ディメン
ション名(エンティティ )の子であるエンティティの親通貨は、アプリケーションの作成時に選
択されたシステム通貨とみなされます。
換算の実行時、ソース・データが連結されていない場合や影響を受けるデータがある場合は、
換算前にデータが自動的に連結されます。
レポート通貨への換算
データを特定のレポート通貨に換算する場合は、ターゲットのレポート通貨を選択して換算
を実行します。レポート通貨換算に使用できるのは、レポート用に有効化されている通貨の
みです。すべてのレポート通貨には、USD_Reportingのように、_Reportingという接尾辞が
付きます。
レポート通貨への換算はすべての期間に対して必要です。現行年度の前期間がまだ換算され
ていない場合、これらは、選択した期間の前に換算されます。まだ完全に換算されていない
前年度がある場合、まだ完全に換算されていない各年度を順に換算してから、現行年度を換
算する必要があります。
各エンティティは、相互に独立して換算されます。
• エンティティのデフォルト通貨がレポート通貨と同じ場合は、エンティティ通貨が「レポ
ート通貨」に移動されます。

• エンティティのデフォルト通貨がレポート通貨と同じではなく、レポート通貨と同じデフ
ォルト通貨の親エンティティがある場合は、親通貨が「レポート通貨」にコピーされま
す。
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• エンティティと親エンティティどちらのデフォルト通貨もレポート通貨でない場
合は、エンティティ通貨がレポート通貨に換算されます。

一部の換算計算は累積する性質があるため、エンティティのエンティティ通貨でも親
通貨でもないレポート通貨に対する換算は、年度の最初の期間から実行することをお
薦めします。
換算されるのは、エンティティ入力とエンティティ連結のみです。比率、消去および
コントリビューションは「レポート通貨」に表示されません。
為替レート
「レート・キューブ」には、変換元通貨から変換先通貨に関するすべての為替レート・
データが含まれます。履歴レート勘定科目に上書きレートや上書き金額がない場合、
換算にはグローバル為替レートが使用されます。
計算に使用されている為替レートは、事前定義済のデータ・フォームで表示できます。
また、事前定義済のフォームを使用して、為替レートや上書きレートを入力すること
も可能です。

データの換算
通貨の換算では、勘定科目のデータがある通貨から別の通貨に変換されます。連結プ
ロセス中またはそれ以外のときに独立して、エンティティの入力通貨から、アプリケ
ーションに定義されている別の通貨にデータを換算できます。データの連結時、親エ
ンティティのデフォルト通貨が子エンティティと異なる場合に、通貨の換算が行われ
ます。
換算は、計算スクリプトを使用し、保管されている連結データに基づいて実行されま
す。換算の実行時、データが連結されていない場合や影響を受けるデータがある場合
は、換算前にデータが自動的に連結されます。保管された連結金額は、適用可能な為
替レートを適用して、レポート通貨に換算されます。
親通貨への換算は、連結プロセスの一環として行われます。データを特定のレポート
通貨に換算する場合は、ターゲットのレポート通貨を選択して換算を実行します。レ
ポート通貨換算に使用できるのは、レポート用に有効化されている通貨のみです。
エンティティがロックされ、その計算ステータスが「OK」または「システム変更」の
場合でも、データをレポート通貨に換算できます。
換算ルールが実行された後、換算済通貨ディメンションが保管されます。換算済金額
を、仕訳を使用して各通貨で調整できます。
データを換算するには:

1. ホーム・ページで、「現在の引当金」などのフォームを選択します。
2. 換算ルールを実行するセルを選択します。
3. 「アクション」で、「換算」を選択します。
4. 視点を確認し、「起動」をクリックします。
5. 「OK」をクリックして、成功確認メッセージを閉じます。

換算方法
多国籍グループの一員である企業は、通常、現地通貨で事業を行います。すべての子
会社の財務諸表が親会社の財務諸表に連結される場合、これらの複数の現地通貨は、
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親のレポート通貨に換算される必要があります。Tax Reportingには、複数通貨アプリケーシ
ョンの通貨換算が用意されています。
複数通貨アプリケーションが有効になっている場合、アプリケーション通貨(プライマリ・レ
ポート通貨)および追加のレポート通貨に換算できます。追加のレポート通貨への換算レート
を入力していない場合、追加したレポート通貨は、アプリケーションのレポート通貨とのト
ライアンギュレーションによって換算されます。この通貨換算は、指定した為替レートを使
用して実行されます。データの換算を参照してください。
Tax Reportingでアプリケーションが最初に作成されるときは、年次累計(YTD)換算方法がデ
フォルトで使用されます。通貨換算の計算には、期別換算方法も使用できます。税金設定で
は、すべてのフロー勘定科目のデフォルトの換算方法を期別または YTDのいずれかに指定で
きます。また、税金設定を使用して、P13および P14の定期的な通貨換算を有効化できます。
計算に使用される平均レート勘定科目は、換算方法が期別でも YTDでも変わりません。
Tax Reportingには、各勘定科目ベースでオーバーライドする換算方法も用意されています。
これは、勘定科目メンバー属性 PeriodicFXTranslationmethodまたは
YtdFxTranslationMethodとして使用できます。
換算計算の詳細の理解: 用語
• エンティティ通貨(入力通貨) = EC

• 親通貨(換算通貨) = PC

• 平均レート = レート
YTD計算方法の使用
年次累計(YTD)では、視点で選択された現在の期間に入力された YTDデータに対して単一の
平均レートが使用されます。これは、グローバルまたは特定の勘定科目で特に指定されてい
ないかぎり、Tax Reportingのデフォルトの計算方法です。YTD方法を使用して換算を計算す
る式は次のようになります(P3の例):

PC->P3 = EC->P3 * レート->P3 (YTDデータ * 現在の平均 FXレート)

期別計算方法の使用
一方、期別データは、各期間でその期間の値の変化が期間レートに適用される加重計算です。
期別方法を使用して換算を計算する式は次のようになります(P3の例):

PC->P3 = (EC->P3 – EC->P2) * レート->P3 + PC->P2 ( (当期の入力通貨 - 前期の入力通貨) *
当期のレート + 前期の換算値)
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Note:

• データと平均外国為替(FX)換算レートがある年の第 1期間では、期別換
算と YTD換算の結果は同じになります(前述の表の換算値=120を参照)

• P13と P14 (RTAおよび監査)は常に YTD換算方法になります。P13と
P14には前期間はありません。前期間は、出資比率と同じシナリオのデ
フォルト期間単位に従います。ただし、前期間が四半期シナリオの期間
単位に従う場合は、P3が P6の前期間になります。出資比率の変更の処
理の前期間の表を参照してください。

• 期別換算方法を使用している場合は、Consolと CbCRキューブの両方で
同じシナリオのデフォルト期間単位に従う必要があります。

• NIBTレート・オーバーライドおよび FXレート・オーバーライドは、
CbCRキューブではサポートされていません。

すべてのフロー勘定科目の換算方法の有効化
換算方法を有効にするには:

1. 「構成」カードに移動します。
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2. 「税金設定」画面を選択します。フロー勘定科目の通貨換算方法では、「期別」と「年次累
計」の 2つのオプションを使用できます。

3. 税金設定を「期別」に選択し、「保存」をクリックします。

4. 税金設定を「期別」から「年次累計」に変更し、「保存」をクリックします。

P13および P14の定期的な通貨換算の有効化
換算方法を有効にするには:

1. 「構成」カードに移動します。
2. 「税金設定」画面を選択します。P13および P14の定期的な通貨換算の下で、「P13およ
び P14の定期的な通貨換算の有効化」を選択します。

第 17章
換算方法

17-9



3. 「保存」をクリックします。

Note:

定期的な通貨換算を選択した場合のみ、P13および P14の定期的な通貨
換算を有効化するチェックボックスを選択できます。そうでない場合、
このオプションは無効で選択できません。

単一勘定科目の換算方法のオーバーライド
非フロー勘定科目(つまり、残高)に期別換算方法を使用する場合は、勘定科目ディメン
ションで次の属性を使用できます。さらに、期別をグローバルに使用する場合は、フ
ロー勘定科目を YTDに設定できます。勘定科目ディメンションを参照してください。

連結および換算ルール
Tax Reportingには、連結と換算を処理するための組込みの計算スクリプトがありま
す。また、一部の標準計算プロセス用の組込みのスクリプトおよびメンバー式もあり
ます。たとえば、次のルールがデフォルトで提供されます。
表 17-1 連結および換算ルール

ルール 説明
Consolidate 指定されたシナリオ、年、期間およびエンティ

ティの財務連結を実行します。エンティティ
の連結ステータスに基づいてインテリジェン
トに連結を実行します。
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表 17-1 (続き) 連結および換算ルール

ルール 説明
Consolidate_CbCR 指定されたシナリオ、年、期間およびエンティ

ティの財務連結を実行します。エンティティ
の連結ステータスに基づいてインテリジェン
トに連結を実行します。

ForceConsolidate 内部の処理フラグを無視して連結を実行しま
す。この操作は、管理ユーザーが正しくない状
態から回復する目的で使用されます。

Translate 指定されたシナリオ、年、期間、エンティティ
およびその子孫の連結データを、選択されたレ
ポート通貨に換算します。エンティティが連
結されていない場合、最初にステータスに従っ
て連結された後に、レポート通貨に換算されま
す。

Translate_CbCR 指定されたシナリオ、年、期間、エンティティ
およびその子孫の連結データを、選択されたレ
ポート通貨に換算します。エンティティが連
結されていない場合、最初にステータスに従っ
て連結された後に、レポート通貨に換算されま
す。

ForceTranslate 内部の処理フラグを無視して換算を実行しま
す。この操作は、管理ユーザーがシステムを正
しくない状態から回復する目的で使用されま
す。

ForceTranslate_CbCR 内部の処理フラグを無視して換算を実行しま
す。この操作は、管理ユーザーがシステムを正
しくない状態から回復する目的で使用されま
す。

DataLoad_PreProcess_Consol データ・ロードの前処理操作の一部として実行
されるルール。このルールはスタンドアロン
実行用ではありません。

DataLoad_PostProcess_Consol データ・ロードの後処理操作の一部として実行
されるルール。このルールはスタンドアロン
実行用ではありません。

MetadataLoad_PostProcess_Consol メタデータ変更の後処理操作の一部として実
行されるルール。このルールはスタンドアロ
ン実行用ではありません。

TrcsFormStatusProcessor データ・フォーム保存の後処理操作の一部とし
て実行されるルール。このルールはスタンド
アロン実行用ではありません。

RefreshDataBase_PostProcess_Consol データベース・リフレッシュの後処理操作の一
部として実行されるルール。このルールはス
タンドアロン実行用ではありません。

RefreshDataBase_DelegatePostProcess_C
onsol

このルールは、データベースの後処理コールを
タスク・マネージャおよび補足データ・マネー
ジャ・モジュールに委任して、メタデータを同
期します。

CopyTaxAutomationRule このルールは、税金自動化ルール・マッピング
をコピーするためにロールオーバー・プロセス
で使用します。これにより、前の期間からター
ゲット期間にマッピングがコピーされます。
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表 17-1 (続き) 連結および換算ルール

ルール 説明
ImpactStatusEntitiesWithData このルールは、税金自動化フォームでユーザー

が定義したマッピングに基づいてエンティテ
ィのデータ・ステータスを更新するために、シ
ステムによって内部的に使用されます。この
ルールはスタンドアロン実行用ではありませ
ん。

CopyTaxRateRule このルールは、税率をコピーするためにロール
オーバー・プロセスで使用します。これによ
り、前の期間からターゲット期間にデータがコ
ピーされます。

Form_PreProcess_Consol データ・フォーム保存の前処理操作の一部とし
て実行されるルール。このルールはスタンド
アロン実行用ではありません。

ComputeRates 指定された通貨(元)と通貨(先)に対してシステ
ムに入力された直接レートに基づいて、特定の
シナリオ、期間および年の平均レートと期末レ
ートを計算します。直接レートが入力されな
い場合、アプリケーション通貨に基づいてトラ
イアンギュレーションを実行します。

CopyFXRatesRule このルールは、FXレート・データをコピーす
るためにロールオーバー・プロセスで使用しま
す。これにより、前の期間からターゲット期間
にデータがコピーされます。

RefreshDataBase_PostProcess_Rates データベース・リフレッシュの後処理操作の一
部として実行されるルール。このルールはス
タンドアロン実行用ではありません。

DataLoad_PostProcess_Rates データ・ロードの後処理操作の一部として実行
されるルール。このルールはスタンドアロン
実行用ではありません。

RefreshSDMCurrencyRates データベース・リフレッシュ、データ・ロー
ド、フォーム保存の後処理操作の一部として実
行されるルール。このルールはスタンドアロ
ン実行用ではありません。

DataLoad_PostProcess_CbCR データ・ロードの後処理操作の一部として実行
されるルール。このルールはスタンドアロン
実行用ではありません。

ImpactStatusEntitiesWithData_CbCR このルールは、税金自動化フォームでユーザー
が定義したマッピングに基づいてエンティテ
ィのデータ・ステータスを更新するために、シ
ステムによって内部的に使用されます。この
ルールはスタンドアロン実行用ではありませ
ん。

MetadataLoad_PostProcess_CbCR メタデータ変更の後処理操作の一部として実
行されるルール。このルールはスタンドアロ
ン実行用ではありません。

RefreshDataBase_DelegatePostProcess このルールは、データベースの後処理コールを
タスク・マネージャおよび補足データ・マネー
ジャ・モジュールに委任して、メタデータを同
期します。
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表 17-1 (続き) 連結および換算ルール

ルール 説明
RefreshDataBase_PostProcess_CbCR データベース・リフレッシュの後処理操作の一

部として実行されるルール。このルールはス
タンドアロン実行用ではありません。

TrcsFormStatusProcessor_CbCR データ・フォーム保存の後処理操作の一部とし
て実行されるルール。このルールはスタンド
アロン実行用ではありません。

連結および換算セキュリティ・アクセス
データの連結または換算には、次のセキュリティ・アクセスが必要です。
• 管理者、パワー・ユーザーまたはユーザーである必要があります。
• 連結または換算するために選択した親エンティティに対する書込みアクセス権も持って
いる必要があります。

ノート:

ロックされているエンティティは、連結プロセスから除外されます。

システム管理者は、「連結」および「換算」アクションを実行するため、適切なルールに対す
るユーザー・アクセス権を割り当てます。
• 連結ビジネス・ルールに対する「起動」アクセス権をユーザーに割り当てると、そのユー
ザーは、「連結」アクション・メニューに対するアクセス権も持ちます。

• 換算ビジネス・ルールに対する「起動」アクセス権をユーザーに割り当てると、そのユー
ザーは、「換算」アクション・メニューに対するアクセス権も持ちます。

ノート:

管理者は、アプリケーション内のすべてのルールに対するデフォルトのアクセス権
を持ちます。

計算ステータス
Tax Reportingでは、各シナリオ、期間、エンティティおよび親エンティティの組合せの計算
ステータスが保持されています。計算ステータスは、データを換算または連結する必要があ
るかどうかを示します。算出ステータスは、次のことが原因で変わることがあります。
• 組織構造の変更
• 勘定科目の追加や削除
• エンティティの属性の変更
• データ・グリッドへのデータの入力、または外部ソースからのデータのロード
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• ルールのリロード
• 連結比率の変更
• 通貨レートの変更
• 金額の上書きデータの変更
• 帳簿データの更新およびロード
• 税金データのロードおよび調整
• 税金自動化ルールのロードおよび更新
• RTA自動化ルールのロードおよび更新
• 税率や連結レートのロードおよび更新
表 17-2 連結ステータス

ステータス 説明
OK データは問題ありません。指定されたディメ

ンションのデータはいずれも変更されていま
せん。

データなし 指定したディメンションのデータは存在しま
せん。

影響 データが前回の生成以降に変更されているた
め、再連結をしてそのステータスを「OK」に
変更する必要があります。これは、基本エンテ
ィティのデータ変更が親エンティティに影響
する場合に発生します。

換算が必要 エンティティ通貨データが変更されたか、連結
されました。換算値が最新ではない可能性が
あります。

システム変更 メタデータが変更されました。データベース
のリフレッシュ後、「OK」ステータスが「シス
テム変更」ステータスに変更されます。
「システム変更」ステータスは、アプリケーシ
ョン・メタデータの進化に伴う履歴期間に許容
されるステータスです。

実行時プロンプトで指定された期間を連結/換算する前に、以前の期間のいずれかが「影
響」ステータスであるかどうかが確認されます。前年(実行時プロンプトで指定された、
連結/換算対象の年の前)の P12が「影響」の場合、連結/換算は失敗し、ユーザーはま
ず前年を連結するよう求められます。現在の年(実行時プロンプトで指定された、連結/
換算対象の年)における以前の期間が「影響」になっている場合は、ユーザーが連結/換
算実行時プロンプトでそれらの影響を受けた以前の期間を明示的に指定しなくても、
連結スコープにそれらの期間が自動的に含められます。
「システム変更」ステータスである以前の期間は、連結/換算実行時プロンプトでシステ
ム変更期間が明示的に指定されていないかぎり、連結/換算スコープに自動的に含めら
れます。
たとえば、Actual/FY21/LE101の期間 P2 - P12が「影響」ステータスで、P1期間が
「システム変更」であるとします。Actual/FY21/P12/LE101の連結がトリガーされる
と、P2から P12のみが連結され、P1は「システム変更」ステータスのままです。必
要に応じて、Actual/FY21/P1/LE101の P1を明示的に連結できます。
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連結の進行状況の表示
データを連結する場合、ジョブ・コンソールからタスクのステータスをモニターできます。
保留中のジョブまたは最近のアクティビティ (完了ステータスや日時など)を表示できます。
連結の進行状況を表示するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「ジョブ」の順にクリックします。
2. 保留中のジョブおよび最近のアクティビティを確認して、連結のステータスをチェックし
ます。

3. ジョブの名前をクリックして、ジョブの詳細を表示します。

ノート:

データベースのリフレッシュ後、すべてのシナリオ、年、期間のすべてのエンティ
ティのうち、ステータスが「OK」であるものは、「システム変更」ステータスに更
新されます。地域合計などの最上位親エンティティの後続の連結/換算では、連結/換
算シナリオ、年および期間のすべての「システム変更」エンティティが含められま
す。これにより、連結/換算時間が長くなることがあります。

出資比率の管理の操作
出資比率の管理

出資比率の管理は、グローバル連結設定とこれらの連結設定のアプリケーションを、各エン
ティティ階層に対してシナリオ別、年別および期間別基準で管理することから構成されます。
出資比率設定は、「シナリオ」、「年」および「期間」の組合せごとに、各親子エンティティの
組合せに対して適用されます。

ノート:

出資比率は現在、「国別レポート(CbCR)」ではサポートされていません。かわりに、
100%ロールアップが表示されます。

「出資比率の管理」画面にアクセスするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「連結」の順にクリックして、「出資比率の管理」
画面を表示します。

2. 階層を表示する親エンティティ・メンバーを選択します。
3. シナリオ、年および期間を選択します。
4. 「更新」矢印ボタン をクリックして、選択した POVに画面を更新します。
必要に応じて、階層を展開または縮小できます。
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5. 親/子ボタン をクリックして、階層全体を表示します。

6. 「親/法的エンティティ」ボタン をクリックして、各親の最終出資比率設定を
その子孫の法的エンティティとともに表示します。現在、基本エンティティはすべ
て、法的エンティティとみなされます。

親/子ビュー
当初、すべてのメンバーは次の設定を継承します。
• 出資比率%: 100

• コントロール: はい
• 連結メソッド: 子会社
• 連結%: 100

• 少数株主持分%: 0

唯一の例外は、あらゆる共有エンティティです (エンティティが単一階層内に複数回存
在する場合など)。最初のインスタンスは前述の設定を継承しますが、各後続インスタ
ンスは次の設定を継承します。
• 出資比率%: 0

• コントロール: いいえ
• 連結メソッド: 非連結
• 連結%: 0

• 少数株主持分%: 0

「出資比率の管理」のレポート
次に示す 2つの「出資比率の管理」の専用レポートが作成されています:

• TRCS_出資比率詳細は、Essbase内に保存されている出資比率データの読取り専
用ビューです。このデータは、「出資比率の管理」の UIで「保存」をクリックした
ときに Essbaseに保存されたものを反映しています。出資比率データに対する編
集はすべて、「出資比率の管理」の UIで行う必要があります。TRCS_出資比率詳
細の表示を参照してください。

• TRCS_加重出資比率詳細は、管轄およびメンバーごとに加重出資比率詳細を確認
できる読取り専用ビューです。TRCS_加重出資比率詳細の表示を参照してくださ
い。

これらの値は連結時に計算されます。
また、Tax Reportingの操作ガイドに記載されている次のレポートは「出資比率の管
理」の影響を受けており、それらのレポートの列を表示します:

• 課税損失および税額控除(国)

• 課税損失および税額控除(地域)

• 一時差異
• 一時差異(地域)
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• 繰延税金
• 繰延税金(地域)

• DTNR

• 繰延税金転記 DTNR

• TAR

• TAR (地域)

• 現在の未払税
• 現在の未払税(地域)

• 固定資産

アプリケーションでの「出資比率の管理」の有効化
アプリケーションを作成するときに、「出資比率の管理」機能を有効化でき、この機能を使用
して出資比率および連結メソッドを割り当てることができます。アプリケーションの作成時
に「出資比率の管理」を選択しなかった場合、既存のアプリケーションについて後からこの
機能を有効にできます。

ノート:

「データ・ソース」が「疎」に設定されていることを確認してください。

この機能の詳細は、出資比率の管理を参照してください。
このトピックでは、「出資比率の管理」を有効にする要件、および有効化時にシステムで実装
されるメタデータ変更をリストします。「出資比率の管理」を有効にする前に、すべての項を
確認してください。

ノート:

「出資比率の管理」を有効にしない場合、既存のアプリケーションへの影響はありま
せん。

実装プロセスの概要
この概要に従って、「出資比率の管理」を実装できます:

1. 次の手順に説明されているように、「出資比率の管理」を有効にします。
2. シナリオ頻度タイプを選択します。
3. 加重出資比率勘定科目を選択します。
4. 必要に応じて、NCI勘定科目(Ownership_NCI_Account)を選択します。
5. エンティティ階層を作成します。共有メンバーを含めることができます。共有エンティ
ティを追加する場合は必ず、出資比率を再計算する必要があります

6. シナリオ、年、期間、エンティティの親子関係ごとに出資比率のパーセンテージとメソッ
ドを定義します。
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• 必要に応じて、出資比率を再計算します
• エンティティのプライマリ・インスタンスのデフォルトは、「子会社」、100%
です

• 共有インスタンスのデフォルトは、非連結、0%です
7. 「保存」をクリックして、出資比率データを保存します。
8. オプション: 出資比率フォームを使用して、Essbaseでこれらの値を確認します。
「出資比率の管理」の有効化
「出資比率の管理」を有効にするには:

1. 「出資比率の管理」機能を有効にする前に、次のステップを実行します:

• 新しいシード・メンバーのリストを確認します。同じ目的を持つ複数のメンバ
ーをすでに定義している場合は、新しいシード・メンバーと競合しないよう、
これらのメンバーを削除する必要があります。

• 新規メンバーの別名と競合が発生しないように、既存の勘定科目メンバーと増
減メンバーを確認します。
新しいシード済メンバーには FCCS_xxxまたは TRCS_xxxという接頭辞が含
まれるため、新規メンバーの名前と競合することはありません。

• 競合がある場合は、この機能を有効にする前に別名を変更する必要がありま
す。そうしないと、移行中またはデータベースのリフレッシュ時にエラーが発
生します。

• 別名を変更する場合、別名が参照されている既存のすべてのアーティファクト
も変更する必要があります。

• 参照されているアーティファクトから重複するメンバーを削除するか、または
適切なメンバーを参照するようにアーティファクトを更新します。

2. 該当するオプションを使用して、「出資比率の管理」機能を有効にします:

• 新規アプリケーションを作成するには、新規アプリケーションの作成に移動し
ます

• 既存のアプリケーションでこの機能を有効にするには、アプリケーションの機
能の有効化に移動します

3. オプション: 既存のアプリケーションで機能を有効にした後、ホーム・ページで、
ユーザー名の横にある下矢印をクリックし、「設定およびアクション」を選択して、
「ナビゲーション・フローのリロード」をクリックします。

4. 「出資比率の管理」を有効にした後、メンバーと別名についてエラーが発生する場
合は、ジョブ・コンソールをチェックして、競合しているメンバーの別名に関する
詳細を確認します。

メンバーと別名に関する考慮事項
「出資比率の管理」を有効にした場合、シード済連結ルールをサポートするために、シ
ード済の勘定科目メンバーと増減メンバーが別名で新しく追加されます。これによ
り、アプリケーション内の既存のメンバーについて、「別名が重複しています」という
エラーが発生する場合があります。
次の表に、勘定科目ディメンションおよび増減ディメンションの新しいメンバー名と
別名を示します。連結ディメンションやデータ・ソース・ディメンションなど、すべ
てのメタデータ変更の詳細は、出資比率の管理のメタデータ変更を参照してください。
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表 17-3 勘定科目ディメンション - 新規メンバー

メンバー名 別名 親
FCCS_Percent Consol 連結比率 FCCS_Drivers

FCCS_Percent Consol
Prior

前の連結比率 FCCS_Drivers

FCCS_Percent Consol
Change

連結比率の変更 FCCS_Drivers

FCCS_Percent
Ownership

出資比率 FCCS_Drivers

FCCS_Percent Elim 消去比率 FCCS_Drivers

FCCS_Consol Method 連結メソッド FCCS_Drivers

FCCS_Percent Min 少数比率 FCCS_Drivers

FCCS_Control コントロール FCCS_Drivers

FCCS_Control Input 連結メソッドの入力 FCCS_Drivers

FCCS_Percent Consol
Input

連結比率の入力 FCCS_Drivers

FCCS_Percent
Ownership Input

出資比率の入力 FCCS_Drivers

TRCS_Percent Current
Consol Weighted

現在の年の加重連結比率 FCCS_Drivers

TRCS_Percent Current
Ownership Weighted

現在の年の加重出資比率 FCCS_Drivers

FCCS_Percent Min
Input

少数比率の入力 FCCS_Drivers

FCCS_Percent Consol
Prior Input

前の連結比率の入力 FCCS_Drivers

FCCS_Percent Consol
Change Input

連結比率の変更の入力 FCCS_Drivers

FCCS_Consol Method
Prior

前の連結メソッド FCCS_Drivers

FCCS_Consol Method
Prior Input

前の連結メソッドの入力 FCCS_Drivers

FCCS_Percent
Ownership Prior
Input

前の出資比率の入力 FCCS_Drivers

FCCS_Percent Min
Prior Input

前の少数比率の入力 FCCS_Drivers

FCCS_Percent
Ownership Prior

前の出資比率 FCCS_Drivers

FCCS_Percent
Ownership Change

出資比率の変更 FCCS_Drivers

FCCS_Percent Min
Change

少数比率の変更 FCCS_Drivers

FCCS_Percent
Ownership Change
Input

出資比率の変更の入力 FCCS_Drivers
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表 17-3 (続き) 勘定科目ディメンション - 新規メンバー

メンバー名 別名 親
FCCS_Percent Min
Change Input

少数比率の変更の入力 FCCS_Drivers

FCCS_Consol Method
Change Input

連結メソッドの変更の入力 FCCS_Drivers

FCCS_Consol Method
Change

連結メソッドの変更 FCCS_Drivers

増減メンバーの変更
出資率の管理の連結ルールをサポートするために、次の新しいシード済増減メンバー
が追加されます。
表 17-4 増減メンバー

メンバー名 別名 親
TRCS_TLCOwnPlaceHolder 出資比率スペーサ TRCS_CarryForward

TRCS_TARFOwnPlaceHolder 出資比率増減合計スペーサ TRCS_TARFClosingbalance

TRCS_CurPayOwnPlaceholde
r

現在の未払の出資比率スペー
サ

TRCS_ClosingPayable

TRCS_TempDiffOwnPlacehol
der

出資比率スペーサ TRCS_TempDiffClosing

TRCS_RegionalTempDiffOwn
Placeholder

出資比率スペーサ TRCS_RegionalClosingReclas
s

TRCS_OwnPlaceholder 出資比率スペーサ TRCS_Closing

TRCS_RegionalTempDiffOwn
Placeholder

出資比率スペーサ TRCS_RegionalClosing

TRCS_DTNROwnTotalPlaceho
lder

出資比率からの効果合計スペ
ーサ

TRCS_ClosingDTNR

TRCS_DTNROwnPlaceHolder 出資比率 - DTNRスペーサ TRCS_DTNRClosing

TRCS_DTNROwnPlaceHolder 出資比率 - DTNRスペーサ TRCS_DTNRClosingReclass

FCCS_Mvmts_Own_Total 出資比率からの効果合計 TRCS_Mvmts_Total

FCCS_Mvmts_Own_Subtotal 出資比率小計 FCCS_Mvmts_Own_Total

TRCS_OwnOpeningDTNRTota
l

出資比率 - 期首残高合計 FCCS_Mvmts_Own_Subtotal

FCCS_Mvmts_Own_Opening 出資比率 - 期首残高 TRCS_OwnOpeningDTNRTot
al

TRCS_NBROwnOpening 出資比率 - 期首残高 NBR TRCS_OwnOpeningDTNRTot
al

TRCS_DTNROwnOpening 出資比率 - 期首残高 DTNR TRCS_OwnOpeningDTNRTot
al

TRCS_OwnCYDTNRTotal 出資比率 - 今年度合計 FCCS_Mvmts_Own_Subtotal

FCCS_Mvmts_Own_Movemen
t

出資比率 - 今年度 TRCS_OwnCYDTNRTotal

TRCS_NBROwnCY 出資比率 - 今年度 NBR TRCS_OwnCYDTNRTotal
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表 17-4 (続き) 増減メンバー

メンバー名 別名 親
FCCS_Mvmts_Own_to_CTA 出資比率調整に対する変更の

影響
FCCS_Mvmts_Own_Total

TRCS_TARFOwn 出資比率増減合計 TRCS_TARFOwnPlaceHolder

TRCS_TARFOwnBoY 出資比率 - 期首 TRCS_TARFOwn

TRCS_TARFOwnCY 出資比率 - 今年度 TRCS_TARFOwn

TRCS_BVTOwn 出資比率 TRCS_ClosingBVT

FCCS_Mvmts_Own_Opening 出資比率 - 期首残高 TRCS_BVTOwn

FCCS_Mvmts_Own_Movemen
t

出資比率 - 今年度 TRCS_BVTOwn

TRCS_CurPayOwn 現在の未払の出資比率 TRCS_CurPayOwnPlacehold
er

FCCS_Mvmts_Own_Opening 出資比率 - 期首残高 TRCS_CurPayOwn

FCCS_Mvmts_Own_Movemen
t

出資比率 - 今年度 TRCS_CurPayOwn

TRCS_TLCOwn 出資比率プレースホルダ TRCS_TLCOwnPlaceHolder

TRCS_TLCOwnOpening 出資比率 - 期首残高 TRCS_TLCOwn

TRCS_TLCOwnCY 出資比率 - 今年度 TRCS_TLCOwn

TRCS_TempDiffOwn 出資比率 TRCS_TempDiffOwnPlaceho
lder

FCCS_Mvmts_Own_Opening 出資比率 - 期首残高 TRCS_TempDiffOwn

FCCS_Mvmts_Own_Movemen
t

出資比率 - 今年度 TRCS_TempDiffOwn

TRCS_RegionalTempDiffOwn 出資比率 TRCS_RegionalTempDiffOw
nPlaceholder

FCCS_Mvmts_Own_Opening 出資比率 - 期首残高 TRCS_RegionalTempDiffOw
n

FCCS_Mvmts_Own_Movemen
t

出資比率 - 今年度 TRCS_RegionalTempDiffOw
n

TRCS_NBROwn 出資比率 TRCS_NBRClosingReclass

TRCS_NBROwnOpening 出資比率 - 期首残高 NBR TRCS_NBROwn

TRCS_NBROwnCY 出資比率 - 今年度 NBR TRCS_NBROwn

TRCS_Own 出資比率 TRCS_OwnPlaceholder

TRCS_OwnOpenningTotal 出資比率 - 期首残高 TRCS_Own

FCCS_Mvmts_Own_Opening 出資比率 - 期首残高 TRCS_OwnOpenningTotal

TRCS_NBROwnOpening 出資比率 - 期首残高 NBR TRCS_OwnOpenningTotal

TRCS_OwnCYTotal 出資比率 - 今年度 TRCS_Own

FCCS_Mvmts_Own_Movemen
t

出資比率 - 今年度 TRCS_OwnCYTotal

TRCS_NBROwnCY 出資比率 - 今年度 NBR TRCS_OwnCYTotal

TRCS_RegionalTempDiffOwn 出資比率 TRCS_RegionalTempDiffOw
nPlaceholder
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表 17-4 (続き) 増減メンバー

メンバー名 別名 親
TRCS_DTNROwnTotal 出資比率からの効果合計 TRCS_DTNROwnTotalPlaceh

older

TRCS_OwnOpeningDTNRTota
l

出資比率 - 期首残高合計 TRCS_DTNROwnTotal

TRCS_OwnCYDTNRTotal 出資比率 - 今年度合計 TRCS_DTNROwnTotal

TRCS_DTNROwn 出資比率 - DTNR TRCS_DTNRClosing

TRCS_DTNROwnOpening 出資比率 - 期首残高 DTNR TRCS_DTNROwn

TRCS_DTNROwnCY 出資比率 - 今年度 DTNR TRCS_DTNROwn

TRCS_DTNROwn 出資比率 - DTNR TRCS_DTNROwnPlaceHolde
r

出資比率の管理のメタデータ変更
「出資比率の管理」オプションが有効になっている場合、メタデータに対するこれらの
変更が実装されます。
勘定科目階層の変更
「出資比率の管理」が有効になっている場合、連結ルールをサポートするためにシード
されたシステム勘定科目が作成されます。
また、既存の FCCS_Percent Consolメンバーの「データ・ストレージ」プロパティ
は、「保管」から「動的計算」に変更されます。この勘定科目は、入力された出資比率
情報に基づいて動的に計算されます。
次に、更新された FCCS_Drivers階層を、次の追加勘定科目とともに示します。
• FCCS_Percent Elim

• FCCS_Consol Method

• FCCS_Control

• FCCS_Control Input

• FCCS_Consol Method Input

• FCCS_Percent Consol Input

• FCCS_Percent Ownership Input

• FCCS_Percent Min Input

• FCCS_Percent Consol Prior Input

• FCCS_Percent Consol Change Input

• FCCS_Percent Consol - プロパティは「動的計算」に変更されます
• FCCS_Percent Consol Prior

• FCCS_Percent Consol Change

• FCCS_Percent Owners

• FCCS_Percent Min
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• TRCS_Percent Current Consol Weighted

• TRCS_Percent Current Ownership Weighted

連結ディメンションの変更
• 既存の FCCS_Proportionメンバーの「データ・ストレージ」プロパティは、「動的計算」
から「保管」に変更されます。

• FCCS_Proportionメンバーは、FCCS_Entity Totalの親メンバーではなくなります。かわ
りに、このメンバーは FCCS_Entity Totalの兄弟になります。

• 「データ・ストレージ」プロパティを変更するには、アプリケーション内のすべての既存
データの再連結が必要です。すべてのエンティティの計算ステータスは、「影響」に変更
されます。比率量が計算されて連結ディメンションに保管されるように、アプリケーショ
ン内のすべての既存データを再連結する必要があります。

ノート:

ロックされている期間がある場合、それらの期間をロック解除してからデータ
を再連結する必要があります。

FCCS_Contribution階層を次に示します:

 

 
データ・ソース・メンバーの変更
次の新しいシード済データ・ソース・メンバーが追加されます。「データ・ソース」の
FCCS_SystemTypesの下にある FCCS_Source Entities階層が出資比率の管理に使用されま
す
FCCS_Total Data Source階層には、次の追加メンバーが含まれます:

• FCCS_Source Entities階層
• S_Parent Source
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• S_Current Source

• S_Entity

• S_FCCS_Total Geography

出資比率の変更の処理
Tax Reportingでは、加重出資比率計算を使用して、時間の経過に伴う変更に基づいて
出資比率が処理されます。Tax Reportingは YTDであるため、ブレンドされた出資比
率を使用して出資比率の変更が処理されます。
デフォルトでは、加重出資比率を計算するための勘定科目は TRCS_NIBTAdjustedで
す。オプションで、勘定科目メンバーを変更できます。勘定科目プロパティの定義を
参照してください。
加重出資比率勘定科目
加重出資比率勘定科目については、増減メンバー、データ・ソース・メンバーおよび
連結メンバーが固定されており、変更することはできません。
• データ・ソース: "TRCS_PreTax"

• 増減: "TRCS_CurrentTaxBYTotal"

• 連結: "FCCS_Entity Total"

加重出資比率勘定科目を設定するには:

1. ホーム・ページから、「ナビゲータ」 を開きます。
2. 「作成および管理」で「ディメンション」を選択します。
3. オプション: 使用する勘定科目を選択します。勘定科目を選択しない場合、

TRCS_NIBTAdjustedが使用されます。
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加重計算では、次の 2つの出力が表示されます:

• TRCS_Percent Current Consol Weighted (WeightedPCON)

• TRCS_Percent Current Ownership Weighted (WeightedPOWN)

これらの出力は、管轄および複数 GAAPごとに生成されます。管轄および複数 GAAPに応じ
て、異なる加重を生成できます。
シナリオ頻度属性
加重出資比率は、シナリオ・ディメンションのシナリオ頻度タイプ属性に基づいて計算され
ます。前の期間がない場合、有効な weightedPOwnは#MISSINGであり、データはロールア
ップされません
表 17-5 前の期間

現在の期間 月次 四半期ごと 半年ごと 年次
P1 P12 (前の年) 無効 無効 無効
P2 P1 無効 無効 無効
P3 P2 P12 (前の年) 無効 無効
P4 P3 無効 無効 無効
P5 P4 無効 無効 無効
P6 P5 P3 P12 (前の年) 無効
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表 17-5 (続き) 前の期間

現在の期間 月次 四半期ごと 半年ごと 年次
P7 P6 無効 無効 無効
P8 P7 無効 無効 無効
P9 P8 P6 無効 無効
P10 P9 無効 無効 無効
P11 P10 無効 無効 無効
P12 P11 P9 P6 P12 (前の年)

P13 P12 (現在の年) P12 (現在の年) P12 (現在の年) P12 (現在の年)

P14 P12 (現在の年) P12 (現在の年) P12 (現在の年) P12 (現在の年)

シナリオ頻度タイプ属性を設定するには:

1. ホーム・ページから、「ナビゲータ」 を開きます。
2. 「作成および管理」で「ディメンション」を選択します。
3. オプション: 「ディメンション」で、頻度タイプを設定する「シナリオ」を選択し
ます。

4. 「編集」 をクリックし、「属性値」タブを選択します。
5. 「使用可能な属性値」で、頻度タイプを展開し、使用する頻度を選択して、「追加」
をクリックします。

ノート:

シナリオの頻度タイプを変更した後、データベースをリフレッシュして
も、以前のデータは削除されません。影響を受ける交差を手動でクリア
します。
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出資比率のパーセンテージの定義
• 期末出資比率% (POwn) - 指定したシナリオ/年/期間/エンティティ関係について「出資比
率の管理」画面で入力した出資比率%。

• 期末連結% (PCon) - 指定したシナリオ/年/期間/エンティティ関係について「出資比率の
管理」画面で計算された連結%。

• 年初出資比率% (BOYPOwn) - 前年の P12からの出資比率%。ただし、前の年がない場合
は、年末出資比率%です。

• 年初連結% (BOYPCon) - 前年の P12からの連結%。ただし、前の年がない場合は、年末
連結%です。

• 加重出資比率% (weightedPOwn) - 加重出資比率勘定科目によって加重された、期間の出
資比率%の金額に基づく出資比率%の加重値。毎年の出資比率%の最初の期間は、期末出
資比率%と等しくなります:

– 最初の期間、RTA期間、監査期間
weightedPown = POwn

– 他のすべての期間には、次の式が使用されます
weightedPown (勘定科目) = ( ( weightedPown  priorPeriod * priorPeriod 
ownershipWeightedAccount ) / ownershipWeightedAccount ) + ( ( pown *

( ownershipWeightedAccount - ownershipWeightedAccount  priorPeriod + ) ) /
ownershipWeightedAccount)

• 加重連結% (Pcon) - 加重出資比率勘定科目によって加重された、期間の連結%の金額に基
づく連結%の加重値。毎年の連結%の最初の期間は、期末連結%と等しくなります。
– 最初の期間、RTA期間、監査期間

weightedPCon = PCon

– 他のすべての期間には、次の式が使用されます
weightedPCon (勘定科目) =( ( weighted PCon  priorPeriod * priorPeriod 
ownershipWeightedAccount ) / ownershipWeightedAccount ) + ( ( pcon *

( ownershipWeightedAccount - ownershipWeightedAccount  priorPeriod + ) ) /
ownershipWeightedAccount)

• 年初出資比率調整(BOYOwnAdj) - 勘定科目ベースでは、これは、年初のすべての増減に
ついて年初出資比率%から期末出資比率%に移行するために必要な追加の出資比率です。
式は、FCCS_Proportion  BOYOwnAdj = ("FCCS_Entity Total" * (Pown - BOYPOWN))

+ (Pown * BOYOwnAdj  "FCCS_Entity Total")です
• 現在の年の出資比率調整(CYOwnAdj) - 勘定科目ベースでは、これは、現在の年のすべて
の増減および為替レートの調整合計(FXRateAdj)について加重出資比率%から期末出資比
率%に移行するために必要な追加の出資比率です。
FCCS_Proportion  CYOwnAdj = ( ("FCCS_Entity Total" + FXRateAdj -> "FCCS_Entity

Total") * (Pown -WeightedPOWN )) + (POWN * CYOwnAdj  "FCCS_Entity Total")
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出資比率の変更の結果として、すべての TEMP勘定科目について、FCCS_Proportion
メンバーの期末残高増減の値は、親通貨での FCCS_Entity Totalの期末値の期末出資比
率%になります。TRCS_NIBTAdjusted勘定科目がゼロである場合、加重出資比率は期
末出資比率と等しくなります。
勘定科目および増減別の出資比率の結果
出資比率は、増減と勘定科目の組合せによって異なります。
表 17-6 勘定科目および増減別の出資比率の結果

勘定科目 増減 比率
タイム・バランス・タイプ =
「残高」(貸借対照表勘定科目)

すべての増減 期末出資比率%

TRCS_NIBTAdjustedの子孫 すべての増減 加重連結%

一時調整 現在の年の増減(Pre_Taxおよ
び為替レート調整を含む)

加重出資比率%

一時調整 年初の増減 年初出資比率%

一時調整 期末残高 期末出資比率%

永久調整 現在の年の増減 加重出資比率%

非支配持分(NCI)の設定
少数株主持分または非支配持分(NCI)は、PConで連結する TRCS_NIBTAdjustedを
POwnに変換するための調整金額です。NCI勘定科目(Ownership_NCI_Account)が計
算されるのは、選択した NCI勘定科目メンバーでこの属性が設定されている場合のみ
です。NCIは、TRCS_PermGSTotalまたは TRCS_PermSTTotalの子である必要があ
ります
各レベルで設定すると、NCIの式は -1*( TRCS_NIBTAdjusted*PCON –
( (TRCS_NIBTAdjusted + NCI) * weightedPOWN))になります
NCIを設定するには:

1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」を選択します。
2. 「作成および管理」で「ディメンション」を選択します。
3. 「ディメンション」で、「勘定科目」を選択した後、次のいずれかの勘定科目を選択
します:

• TRCS_PermSTTotal

• TRCS_PermGSTotal

4. 選択した勘定科目に対して、「子の追加」 をクリックします。
5. 「メンバーのプロパティ」タブで、NCI勘定科目の「名前」を入力し、フォームを
完成させます。
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6. 「データ・ストレージ」を「保管」に設定します。
7. 「属性値」タブで、「使用可能な属性値」の下にある NCI勘定科目を展開し、出資比率 NCI
勘定科目を強調表示して、「追加」をクリックします。
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8. 「保存」をクリックします。
9. データベースをリフレッシュして変更を適用します。

 

 

出資比率連結メソッド
拡張連結および消去を提供するには、エンティティ・ディメンションのエンティティ
ごとに、その親と関連して様々なパラメータを確立する必要があります。複数の連結
メソッドが、連結および消去ルールの実行を容易にするように確立され、それぞれに
次のようなプリセットまたは構成パラメータが指定されます。
• 出資比率%

• 連結%

• 少数株主(非支配)持分%

メソッドのその他の設定の決定に役立つ「コントロール」設定も使用できます。
連結メソッドは、連結、調整および消去ルールの実行中に連結親エンティティおよび
その階層的な子孫に適用されます。
Tax Reportingには、次のような様々なシステム・メソッドが用意されています:

• 持株
• 子会社
• 比例
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• 株主資本(将来の使用のために予約されています)

• 非連結
• 非アクティブ
• 非継続
持株メソッド
持株メソッドは、その直属の親が法的エンティティの連結結果を表す法的エンティティに適
用されます。持株メソッドは、常に、100%の「出資比率%」と 100%の「連結%」を適用し
ます。「コントロール」は「はい」です。各親エンティティに指定できる持株メソッド・エン
ティティは 1つのみです。
「子会社」メソッド
「子会社」メソッドは、持株会社が所有し、管理する法的エンティティに適用されます。「子
会社」の「出資比率%」の範囲は、通常、50%から 100%です。「コントロール」が「はい」
であるため、「連結%」は 100%になります。少数株主(非支配)持分は、100%から「出資比
率%」を減算した値になります。
会社の連結比率(PCON)が 100%である場合、TRCS_NIBT Adjusted勘定科目の子は PCONで
計算され、他のすべての勘定科目は POwn (出資比率)で計算されます。
「比例」メソッド
「比例」メソッドは、持株会社が所有するが、管理はせず、比例連結が必要な法的エンティテ
ィに適用されます。これは通常、合弁事業に適用されます。「コントロール」が「いいえ」で
あるため、「連結%」は「出資比率%」と等しくなります。すべての勘定科目が POwmで計算
されます。
非連結メソッド
非連結メソッドは、持株会社が所有するが、管理したり、重大な影響を与えない法的エンテ
ィティに適用されます。非連結会社の「出資比率%」の範囲は、通常、0%から 20%です。「コ
ントロール」が「いいえ」であるため、「連結%」は 0%になります。少数株主(非支配)持分も
0%になります。
すべての勘定科目が POwnで計算されますが、出資比率のパーセンテージをゼロに設定する
必要があります。「出資比率の管理」が有効になっている場合、これらのすべてのメソッドに
次のルールが適用されます:

• TRCS_NIBTAdjustedの子孫を PConで連結する
• 他のすべての勘定科目を POwnで連結する
「非アクティブ」メソッド
「非アクティブ」メソッドは、将来使用できるように予約されています。
非継続メソッド
非継続メソッドは、非継続操作のシステム連結ルールが作成された場合に将来使用できるよ
うに予約されています。
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出資比率の範囲
指定された出資比率%について、次に示す出資比率%の範囲に基づいてデフォルトの連
結メソッドが割り当てられます。
0%から 100%の範囲を構成するシステム・メソッドは、次のとおりです。
• 非連結 = 0%

• 比例 = 0%から 50%

• 子会社 - 50%超から 100%

.

たとえば、35%と入力した場合、連結メソッドは自動的に「比例」に設定されます。
必要に応じて、「連結メソッド」をクリックして別のメソッドを選択します。
 

 

出資比率設定の変更
様々な出資比率設定がありますが、変更できるのは次の出資比率設定のみです:

• 出資比率%

• コントロール
• 連結メソッド
次の情報を使用できます:
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• 出資比率%

必要に応じて、親と子の間の「出資比率の管理」の関係を変更できます。
パーセンテージのエントリを変更してフィールドを終了すると、「コントロール」、「連結
メソッド」、「連結%」および「少数株主持分%」は、入力された「出資比率%」が含まれ
る範囲に割り当てられたメソッドに対するエントリに更新されます。

• コントロール
「コントロール」エントリは、入力された「出資比率%」とメソッド範囲に基づいて、シ
ステムによって割り当てられます。必要に応じて、システムによって割り当てられた「コ
ントロール」エントリを変更できます。
「コントロール」エントリを変更するには、必要なエントリをドロップダウン・リストか
ら選択します。
「コントロール」エントリがシステムによって割り当てられたエントリから変更された場
合、フィールドの色は黄色の背景に変わります。
上書きエントリを削除してシステムによって割り当てられたエントリに戻すには、「アク
ション」(...)から「クリア」を選択します。

• 連結メソッド
「連結メソッド」エントリは、入力された「出資比率%」とメソッド範囲に基づいて、シ
ステムによって割り当てられます。必要に応じて、システムによって割り当てられた「連
結メソッド」エントリを変更できます。
「連結メソッド」エントリを変更するには、必要なエントリをドロップダウン・リストか
ら選択します。ドロップダウン・リストに表示されるメソッドは、「出資比率%」および
「コントロール」設定によって異なります。持株のメソッドは、100%出資比率および「コ
ントロール」が「はい」の場合にのみ使用できます。その他のメソッドは、それぞれの出
資比率メソッドおよび「コントロール」の設定に基づいて選択できます。「コントロール」
が「はい」の場合は、「コントロール」設定が「はい」になっているメソッドのみが表示
されます。ドロップダウン・リストで使用可能なメソッドを変更するには、最初に「コン
トロール」の選択を変更します。
「連結メソッド」エントリがシステムによって割り当てられたエントリから変更された場
合、フィールドの色は黄色の背景に変わります。
上書きエントリを削除してシステムによって割り当てられたエントリに戻すには、「アク
ション」(...)から「クリア」を選択します。
「コントロール」と選択される「連結メソッド」の組合せは、メソッド設定と一致してい
る必要があることに注意してください。「コントロール」が「はい」の場合、選択される
「連結メソッド」は、「コントロール」が「はい」と定義されているいずれかのメソッドで
ある必要があります。

• 連結%

「連結%」は、メソッド設定に基づいて表示されます。
このエントリを変更することはできません。

• 少数株主持分%

「少数株主持分%」は、メソッド設定に基づいて表示されます。
このエントリを変更することはできません。

• 「出資比率%」に対する後続の変更
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システムによって割り当てられた「コントロール」または「連結メソッド」(ある
いはその両方)のエントリを変更し、変更された出資比率%を入力する場合、ユー
ザーによって選択されたすべてのエントリは保持されます。
「コントロール」または「連結メソッド」(あるいはその両方)を、新しい「出資比
率%」に基づいて更新する場合、上書きエントリをクリアするか、または新しい上
書きエントリを選択する必要があります。

「親/法的エンティティ」ビュー
親/子ビューで必要な変更を行った後、「親/法的エンティティ」ボタンをクリックして、
最終出資比率設定を表示および変更します。
POVで選択された階層内の各親が、その親の各法的エンティティ子孫のフラット・リ
ストとともにリストされます。必要に応じて、階層を展開または縮小できます。
• 出資比率%

表示される「出資比率%」は、現在の親から各法的エンティティまで、個々の一連
の親/子エントリに基づいて計算されたパーセンテージです。たとえば、P1.P2の
出資比率%が 80%で、P2.LE1が 50%である場合、P1.LE1の計算される累積出資
比率%は 40% (80% * 50%)です。
このエントリを変更することはできません。

• コントロール
「コントロール」エントリは、入力された「出資比率%」とメソッド範囲に基づい
て、システムによって割り当てられます。必要に応じて、システムによって割り当
てられた「コントロール」エントリを変更できます。このフィールドの動作は、
親/子ビューでの場合と同じです。

• 連結メソッド
「連結メソッド」エントリは、入力された「出資比率%」とメソッド範囲に基づい
て、システムによって割り当てられます。必要に応じて、システムによって割り当
てられた「連結メソッド」エントリを変更できます。このフィールドの動作は、
親/子ビューでの場合と同じです。

• 連結%

「連結%」は、メソッド設定に基づいて表示されます。
このエントリを変更することはできません。

• 少数株主持分%

「少数株主持分%」は、メソッド設定に基づいて表示されます。
このエントリを変更することはできません。

出資比率データのインポートおよびエクスポート
出資比率データをインポートおよびエクスポートできます。
出資比率データのインポート
インポートする出資比率ファイルは、次の列を含むカンマ区切りファイルである必要
があります。
• シナリオ(必須)
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• 年(必須)

• 期間(必須)

• エンティティ (必須)

• 親(必須)

• POwn (オプション)。「出資比率」のデフォルトは 100です。ただし、同じ階層内の重複
(共有)メンバーは例外で、この場合のデフォルトは 0です。

ノート:

出資比率% (POwn)は、すべての親/子の行に対する必須エントリですが、法的会
社が直属の子ではない場合には、親/法的会社の行には入力しないでください。

• コントロール(オプション)。「コントロール」のデフォルトは、「出資比率%」が 100を超
える場合には「はい」、それ以外の場合には「いいえ」です。

• メソッド(オプション)。「メソッド」のデフォルトは「子会社」です。ただし、同じ階層
内の重複(共有)メンバーは例外で、この場合のデフォルトは非連結です。

次に、出資比率ファイルのコンテンツの例を示します。
Scenario, Year, Period, Entity, Parent, POwn, Control, Method

Consol,FY18,Feb,[CE-0012-USD].[LE-0014-CAD],[CE-0011-EUR].[CE-0012-USD],80,,

Consol,FY18,Feb,[CE-0012-USD].[LE-0016-BRL],[CE-0011-EUR].[CE-0012-
USD],50,,PROPORTIONAL

Consol,FY18,Feb,[CE-0012-USD].[LE-0017-GBP],[CE-0011-EUR].[CE-0012-USD],30,,

Consol,FY18,Feb,[CE-0012-USD].[LE-0018-EUR],[CE-0011-EUR].[CE-0012-USD],10,,

Consol,FY18,Jan,[CE-0013-GBP].[LE-0014-CAD],[CE-0011-EUR].[CE-0013-GBP],10,,

Consol,FY18,Jan,[CE-0013-GBP].[LE-0016-BRL],[CE-0011-EUR].[CE-0013-GBP],10,,

Consol,FY18,Feb,[CE-0012-USD].[LE-0016-BRL],[Entity].[FCCS_Total 
Geography],,NO,PROPORTIONAL

出資比率データをインポートするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「連結」の順にクリックして、「出資比率の管理」
画面を表示します。

2. データをインポートする「シナリオ」、「年」および「期間」を選択します。
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インポート・ファイル内の「シナリオ」、「年」および「期間」は、表示される POV
と一致する必要があります。

3. 「アクション」メニューから、「出資比率データのインポート」を選択します。
4. 「参照」をクリックして、インポート・ファイルを選択します。
5. 「インポート」をクリックします。
6. 出資比率設定を入力またはインポートする場合、関連フィールド間の依存関係が検
証されます。
• 「メソッド」と「コントロール」の組合せは、グローバル設定と一致している
必要があります。

• 選択された「メソッド」が持株である場合、「出資比率%」は 100です。

ノート:

出資比率データのインポート時に、プロセスが 60秒より長くなると、バック
グラウンドでプロセスのリマインダが続行されるため、ユーザーは必要に応
じて他の画面に移動できます。プロセスの進行状況を確認するには、「ジョ
ブ」コンソールを開きます。

出資比率データのインポート時に、出資比率データがすべての既存データとマージさ
れます。そのため、無効な最終出資比率エントリが作成される場合があります。エン
ティティが階層の複数のブランチに存在する場合、結合出資比率が 100%を超えている
と、画面上に入力されたデータを保存できません。ファイルからロードされる場合は
出資比率データが拒否されないため、エンティティの結合出資比率%が 100%を超える
可能性があります。この場合、不一致が発生した期間の「出資比率の管理」画面の最
上部にエラー・メッセージが表示されます。
特定の親/法的会社の組合せの出資比率データが無効です。「親/法的会社」ビューで無効な出資比
率%を識別し、「親/子」ビューで修正してください。
後続の期間には、類似したメッセージが表示されます。
前の期間の特定の親/法的会社の組合せの出資比率データが無効です。期間を識別し、データを修正
してください。
データが正しくない期間に移動して、親/法的エンティティ・ビューを選択します。親/
法的エンティティ出資比率%のエントリを確認します。エラーは赤いテキストで強調
表示されます。エラーのある(1つ以上の)エンティティについては、親/子ビューに戻
り、必要な親/子出資比率%を修正して結合出資比率が 100%を超えないようにしてく
ださい。
出資比率データのエクスポート
出資比率データをエクスポートするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「連結」の順にクリックして、「出資比率
の管理」画面を表示します。

2. データをエクスポートする「シナリオ」、「年」および「期間」を選択します。
3. 「アクション」メニューから、「出資比率データのエクスポート」を選択します。

第 17章
出資比率の管理の操作

17-36



4. .csvファイルの保存場所を選択します。
 

 

ノート:

システムによってデフォルト・データとして移入された出資比率データは、エクス
ポート・ファイルには含まれません。(以前の期間から繰り越された値を上書きする
のではなく)現在の期間のデフォルト設定を上書きするためにユーザーによって入
力された値と、共有エンティティに関連するデータのみが、エクスポート・ファイ
ルに含まれます。デフォルト・データ設定の詳細は、出資比率の管理の親/子ビュー
設定に関する項を参照してください。

親対子の出資比率データ全体のエクスポート
「親対子の出資比率データ全体のエクスポート」オプションでは、上書きされたかどうかにか
かわらず、すべての子およびエントリを含め、「親/子エンティティ」画面のすべてのデータが
エクスポートされます。「親/法的エンティティ」画面について同じオプションを使用すること
はできません。
親対子の出資比率データ全体をエクスポートするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「連結」の順にクリックして、「出資比率の管理」
画面を表示します。

2. 上書きされたかどうかにかかわらず、それぞれの親とその子のデータ全体をエクスポート
する「シナリオ」、「年」および「期間」を選択します。

3. 「アクション」メニューから、「親対子の出資比率データ全体のエクスポート」を選択しま
す。
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4. .csvファイルの保存場所を選択します。
 

 

ノート:

上の表の行 7では、上書きのみをエクスポートする通常のエクスポート
ではなく、デフォルトの関係がファイルにエクスポートされています。

データには、上書きされたかどうかにかかわらず、親およびすべての子のエントリが
含まれます。

出資比率データの再計算
連結メソッドの範囲設定が変更された場合や、出資比率の管理の勘定科目に対してオ
ーバーライド・ルールが追加または削除された場合は、出資比率データの再計算を求
めるプロンプトが表示されます。このデータを再計算しない場合、「出資比率の管理」
画面の上部に警告メッセージが表示されます。
出資比率データを再計算するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「連結」の順にクリックして、「連結: 出
資比率の管理」画面を表示します。
 

第 17章
出資比率の管理の操作

17-38



 

2. 「アクション」、「出資比率データの再計算」の順に選択します。
3. 「出資比率データの再計算」ダイアログ・ボックスで、再計算する「シナリオ」、「年」お
よび「開始期間」を選択します。
再計算は選択した期間およびすべての後続期間に適用されることに注意してください。
また、POVを再計算する必要がある場合は、出資比率データが再計算されるまで POVが
完了しないことにも注意してください。

4. 「再計算」をクリックします。
5. 再計算の成功メッセージで、「OK」をクリックします。

ノート:

• 出資比率データを再計算するときに、プロセスが 60秒を超える場合、プロセス
の残りの部分がバックグラウンドで続行され、必要に応じて他の画面に移動で
きます。プロセスの進行状況を確認するには、「ジョブ」コンソールを開きま
す。

• 今年度のデータを連結する場合は、前年度の P12を出資比率の再計算が必要な
状態にしておかないでください。前年度に出資比率の再計算が必要な場合は、
今年度の連結を実行する前に前年度の再計算と連結を実行しておく必要があり
ます。そうしないと、年初の出資比率調整データが不正確になります。

フォームでの出資比率設定
出資比率設定の入力または更新は、「出資比率の管理」画面でのみ行う必要があります。これ
らの設定は直接入力またはルール経由では更新しないでください。ただし、これらの設定を
データ・フォームに表示することはできます。
データ・フォームでの出資比率設定
詳細を表示するには、TRCS出資比率詳細の UIを開きます。
使用する POVを次のディメンションから選択します:

• シナリオ
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• 年
• 期間
• エンティティ
• 勘定科目(FCCS_Driversの子孫)

– FCCS_Consol Method (現在の期間の連結メソッド)

– FCCS_Consol Method Prior (前期間の連結メソッド)

– FCCS_Percent Consol (現在の期間の連結%)

– FCCS_Percent Consol Prior (前期間の連結%)

– FCCS_Percent Consol Change (前期間から現在の期間までの連結%の変更)

– FCCS_Percent Ownership (現在の期間の出資比率%)

– FCCS_Percent Ownership Prior (前期間の出資比率%)

– FCCS_Percent Ownership Change (前期間から現在の期間までの出資比率%
の変更)

– FCCS_Percent Min (現在の期間の少数株主持分%)

– FCCS_Percent Min Prior (前期間の少数株主持分%)

– FCCS_Percent Min Change (前期間から現在の期間までの少数株主持分%の
変更)

• データ・ソース(FCCS_Source Entitiesの子孫)

– S_Parent Source (直接出資比率設定のプライマリ・エンティティ階層内の親エ
ンティティ )

– S_<エンティティ名> (直接出資比率設定の非プライマリ・エンティティ階層内
の親エンティティ、および最終出資比率設定の祖先)

固定:

• 連結: FCCS_Entity Input

• 通貨: 通貨なし(複数通貨アプリケーションの場合)

• 会社間: FCCS_No Intercompany

• 増減: FCCS_No Movement

• 複数 GAAP: FCCS_No Multi-GAAP (該当する場合)

• 表示: FCCS_Periodic

• カスタム: <カスタム名>なし

TRCS_出資比率詳細の表示
このフォームは、Essbase内に保存されている出資比率データの読取り専用ビューで
す。出資比率データに対する編集はすべて、「出資比率の管理」の UIで行う必要があ
ります。
このデータは、「出資比率の管理」の UIで「保存」をクリックしたときに Essbaseに
保存されたものを反映しています。
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TRCS_出資比率詳細を表示するには:

1. ホーム・ページで、「ライブラリ」を選択します。
2. 「フォーム」タブで、「税金管理」を展開し、スクロールして TRCS_出資比率詳細を開き
ます。
 

 

3. 各列の値を確認します

TRCS_加重出資比率詳細の表示
管轄およびメンバーごとに加重出資比率詳細を確認できます。
次の値が計算されます:

• 現在の年の加重連結比率
• 現在の年の加重出資比率
TRCS_加重出資比率詳細の UIにアクセスするには:

1. ホーム・ページで、「ライブラリ」を選択します。
2. 「フォーム」タブで、「税金管理」を展開します。
3. TRCS_加重出資比率詳細フォームまでスクロールします。
4. 次の列の値を確認します:

• 現在の年の加重連結比率
• 現在の年の加重出資比率
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前年比出資比率設定
出資比率の初期デフォルト設定と上書き設定は、同一年度内の期間には自動的に繰り
越されますが、後続の年度には繰り越されません。出資比率データをコピーすること
により、ある年の最後の期間(P12)から翌年の最初の期間に最新の設定を繰り越すこと
ができます。
このオプションは、各年度の最後の期間でのみ使用できることに注意してください。
出資比率設定が後続の各年度の最初の期間にコピーされていない場合は、後続の年度
にエンティティ構造が表示されず、次のような情報メッセージが表示されます。
現在の年には出資比率データがありません。前年の最後の期間で、「次の年に出資比率データをコピ
ー」アクションを試行してください。
翌年度に出資比率データをコピーするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「連結」の順にクリックして、「出資比率
の管理」画面を表示します。

2. POVで現在の年の P12を選択します。
3. 「アクション」メニューから、「出資比率データを次の年にコピー」を選択します。
4. コピーが完了したら、「OK」をクリックします。
出資比率データのコピー時に、プロセスが 60秒を超えた場合、残りのプロセスはバッ
クグラウンドで続行されるため、必要に応じて他の画面に移動できます。プロセスの
進行状況を確認するには、「ジョブ」コンソールを開きます。
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18
ジョブの管理

関連トピック
• ジョブの概要
• ジョブのスケジュール
• ジョブの表示
• 保留中のジョブおよび最近のアクティビティの表示
• ジョブの編集および削除
• ジョブの複製
• キューブのクリア・ジョブの開始および削除

ジョブの概要
ジョブとは、データのエクスポートやデータベースのリフレッシュなどのアクションであり、
ただちに開始することも、周期的に実行するようスケジュールすることもできます。ジョブ・
コンソールによって、管理者は、ジョブを中央管理できます。
ジョブ・コンソールでは、次のタイプのジョブを管理できます。
• ルールの実行
• データのインポート
• メタデータのインポート
• データのエクスポート
• メタデータのエクスポート
• データベースのリフレッシュ
• 無効な交差レポートの実行
• ブロック・ストレージ・キューブ(BSO)の再構築
• タスク・マネージャや補足データ・ジョブなどの非連結ジョブ

ノート:

スケジュールされたジョブが原因で自動バックアップが失敗するのを防ぐために、
EPM Cloudでは、日次メンテナンス・プロセスの実行中は、特定のスケジュールさ
れたジョブの開始が許可されません。次のジョブは、日次メンテナンス中に開始で
きません:

• データのインポート
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• メタデータのインポート
• データのエクスポート
• メタデータのエクスポート
• データベースのリフレッシュ
• キューブのクリア
• キューブの再構築
システムによってジョブの開始が妨げられた場合、その理由がジョブの詳細に表示さ
れます。ジョブ・コンソールの電子メール通知を有効にしている場合は、ジョブが開
始されないときに、電子メール通知を受け取ります。日次メンテナンス・プロセス中
に開始するようにスケジュールされているジョブがある場合は、日次メンテナンス・
ウィンドウの外で開始するようにジョブを再スケジュールすることをお薦めします。
ジョブのスケジュールを参照してください

ジョブのスケジュール
ジョブの実行時期(ただちにまたは将来)および実行頻度(一度、毎日、毎週、毎月、毎
年)をスケジュールできます。
ジョブをスケジュールするには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」をクリックします。
2. 「ジョブ」をクリックします。
3. 「ジョブのスケジュール」をクリックします。

4. 「ジョブのスケジュール」ページの「一般」タブで、スケジュールするジョブのタ
イプを選択します。
• ルール - ビジネス・ルールを起動します。「ビジネス・ルール」ページには、
アプリケーションに作成されたビジネス・ルールがリストされます。
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• データのインポート - データのインポート操作を実行します。
• メタデータのインポート - メタデータのインポート操作を実行します。
• データのエクスポート - データのエクスポート操作を実行します。
• メタデータのエクスポート - メタデータのエクスポート操作を実行します。
• データベースのリフレッシュ - データベースのリフレッシュ操作を起動します。
• 無効な交差レポート - 無効な交差レポートを実行します。
• キューブの再構築 - 「キューブ」から、再構築するキューブを選択します。ブロッ
ク・ストレージ・キューブ(BSO)の再構築をすべて実行して、断片化を消去または削
減します。この操作により、空のブロックも削除されます。これは、集約ストレー
ジ・キューブ(ASO)には適用できません。

• キューブのクリア - キューブのクリア・プロセスを実行して、キューブ内の特定デー
タをクリアします。

• 管理モード - アプリケーションのログイン・レベルを変更します。「管理者」を選択
すると、ジョブの実行後にすべての非管理者ユーザーがアプリケーションからログオ
フされます。すべてのユーザーがアプリケーションにアクセスできるように復元す
るには、「すべてのユーザー」を選択します。

• バースト定義の実行 - Reports用に保存されたバースト定義を実行します。1つのデ
ータ・ソースの単一ディメンションの複数メンバーに対して、単一のレポートまたは
ブックを実行し、各メンバーの PDF出力を公開できます。Oracle Enterprise
Performance Management Cloudレポートでの設計のバーストに関する項を参照し
てください。

• パイプライン定義の実行—このジョブでは、データ統合ユーザー・インタフェースで
パイプラインについて定義されたパラメータおよび変数(「開始期間」や「インポー
ト・モード」など)に基づいたパイプラインの実行がサポートされています。
ジョブのパラメータおよび変数の詳細は、次のトピックを参照してください:

– Oracle Enterprise Performance Management Cloudデータ統合の管理の「統合」
ジョブ・タイプの使用

– Enterprise Performance Management Cloudの REST APIのパイプラインの実行
パイプライン定義の作成の詳細は、Oracle Enterprise Performance Management
Cloudデータ統合の管理のパイプラインの使用を参照してください。

5. 「このジョブをいつ実行しますか?」で、ジョブの実行時期を選択します。
• 今すぐ実行
• スケジュール開始日: 日付、時刻およびタイム・ゾーンを選択します。
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ノート:

スケジュールされたジョブが原因で自動バックアップが失敗するの
を防ぐために、EPM Cloudでは、日次メンテナンス・プロセスの実
行中は、特定のスケジュールされたジョブの開始が許可されません。
システムによってジョブの開始が妨げられた場合、その理由がジョブ
の詳細に表示されます。ジョブ・コンソールの電子メール通知を有効
にしている場合は、ジョブが開始されないときに、電子メール通知を
受け取ります。日次メンテナンス・プロセス中に開始するようにスケ
ジュールされているジョブがある場合は、日次メンテナンス・ウィン
ドウの外で開始するようにジョブを再スケジュールすることをお薦
めします。環境の日次メンテナンス操作およびメンテナンス開始時
刻のスケジューリングについては、『Oracle Enterprise Performance
Management Cloud管理者スタート・ガイド』の日次メンテナンスの
管理を参照してください。

6. 「このジョブをどの頻度で実行しますか?」で、次のようにしてジョブの繰返しを
設定します。
• ジョブの名前を入力します(MyWeeklyCubeRefreshなど)。
「ジョブ」コンソールのジョブ・リストに、入力した名前とシステムで生成さ
れたジョブ名(MyWeeklyCubeRefresh: Refresh Databaseなど)が表示されま
す。

• 「繰返しパターン」で、ジョブを実行する頻度を選択します。
– 1時間ごと
– 分単位
– 1回実行
– 毎日
– 週次
– 月次
– 年次

• オプション: 終了日を入力するには、「終了日」チェック・ボックスを選択し、
日付と時刻を選択します。

7. 「次」をクリックして続行します。
8. 「ジョブの詳細」ページに、ジョブとして保存された操作のリストが表示されます。
ジョブを選択し、「次」をクリックします。

9. 「確認」ページで、選択内容を確認します。
• 続行するには、「終了」をクリックします。
• 変更を行うには、「前」をクリックします。
• ジョブを取り消すには、「取消し」をクリックします。

ジョブの表示
ジョブ・コンソールには、次のタイプのジョブがリストされます:
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• 保留中の状態のジョブ(「保留中のジョブ」の下)

• 現在処理中のジョブ、実行され完了したジョブ、またはエラーが発生したジョブは、「最
近のアクティビティ」の下にリストされます

• タスク・マネージャや補足データ・ジョブは、「連結以外のジョブ」タブにリストされま
す。

ノート:

ジョブは、ジョブ・コンソールに 90日間保持されます。

ジョブ・コンソールでリストを表示するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」をクリックします。
2. 「ジョブ」をクリックします。

 

 

3. 次のタスクを実行します:

• 保留中のジョブおよび最近のアクティビティのリストをフィルタするには、「フィル
タ」アイコン をクリックして、フィルタ・オプションを選択し、「適用」をクリ
ックします。

• ジョブを検索するには、「検索」フィールドにテキストを入力し、「検索」アイコン
をクリックします。

• ジョブの詳細を表示するには、ジョブの名前をクリックします。
• タスク・マネージャおよび補足データ・ジョブの詳細を表示するには、左側の「連結
以外のジョブ」タブをクリックします。名前、ステータス、作成者(または変更者)、
開始日または終了日でジョブ・リストをフィルタするオプションがあります。

連結以外のジョブの表示
タスク・マネージャや補足データ・ジョブなどの連結以外のジョブのページにはジョブが表
示され、ジョブ詳細をフィルタおよび表示できます。
ジョブを表示するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「ジョブ」 をクリックします。
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2. 左側のナビゲーションで

「連結以外のジョブ」をクリックします。
3. オプション: ジョブを検索するには、「検索」テキスト・ボックスに検索条件を入
力します。

4. オプション: 「フィルタ」バーで、フィルタ条件を選択します:

• ジョブ ID

• 名前
• タイプ
• ソース
• ステータス
• 開始日
• 終了日

5.
をクリックして、追加のフィルタ条件を選択します。

Note:

フィルタ・バーを非表示にするには、

をクリックします。すべてのフィルタをクリアするには、フィルタ・バ
ーの右側をクリックします。

6. ジョブの横にある
アイコンをクリックして、「ジョブの詳細」を表示します。

保留中のジョブおよび最近のアクティビティの表
示

ジョブの発行後、スケジュールしたジョブを確認できます。
• 「保留中のジョブ」に、キューにある処理対象のジョブが表示されます。
• 最近のアクティビティ」に、現在処理中のジョブまたは完了したジョブが表示され
ます。この列には、実行されてエラーが発生したジョブも表示されます。

ジョブは、ジョブ・コンソールに 90日間保持されます。
ジョブ・コンソールでジョブ・リストを表示するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「ジョブ」をクリックしま
す。
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2. 次のタスクを実行します:

• 保留中のジョブおよび最近のアクティビティのリストをフィルタするには、「フィル
タ」 をクリックしてフィルタ・オプションを選択し、「適用」をクリックします。
ジョブ・タイプ、実行ステータス、ジョブ名、開始時間、終了時間およびユーザー名
でフィルタできます。

• ジョブを検索するには、「検索」にテキストを入力し、「検索」 をクリックしま
す。

• ジョブの詳細を表示するには、ジョブの名前をクリックします。
• タスク・マネージャおよび補足データ・ジョブの詳細を表示するには、左側の「連結
以外のジョブ」タブをクリックします。POVバーを使用して、名前、ステータス、
変更者、開始日または終了日でリストをフィルタします。
 

 

関連項目: 連結以外のジョブの表示

ジョブの編集および削除
保留中のジョブのスケジュールのみ編集できます。ジョブ・タイプまたはジョブ名は編集で
きません。
保留中または完了したジョブを削除できます。
ジョブが処理中の状態の場合、編集または削除できません。
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ジョブを編集するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「ジョブ」をクリックしま
す。

2. 保留中のジョブを編集するには、変更するジョブの横の「アクション」

をクリックし、「編集」を選択します。
 

 

3. 「スケジュール済ジョブの編集」ページで、ジョブの実行時期および実行頻度を選
択し、「次」をクリックします。変更内容を確認し、「終了」をクリックします。

ノート:

ジョブのスケジュールのみを編集できます。ジョブ・タイプまたはジョ
ブ名は編集できません。

ジョブを削除するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「ジョブ」をクリックしま
す。

2. 保留中または完了したジョブを削除するには、削除するジョブの横の「アクショ
ン」

をクリックし、「削除」を選択します。ジョブが即座に削除されます。

ノート:

一度に 1つのジョブまたは複数のジョブを削除できます。
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ジョブの複製
「名前を付けて保存」オプションを使用して既存のジョブの複製を作成し、その複製を更新す
ることで、新規ジョブを作成するたびに最初から選択しなくて済むようにします。
「名前を付けて保存」は、次のジョブ・タイプでサポートされています:

• データのエクスポート
• データのインポート
• メタデータのエクスポート
• メタデータのインポート
• データベースのリフレッシュ
• キューブのクリア

Note:

ジョブ・タイプの詳細は、ジョブのスケジュールを参照してください

ジョブを複製するには:

1. 「アプリケーション」、「概要」の順にクリックします。
2. 「アクション」をクリックして、次のアクションのいずれかのを選択します:

• データのエクスポート
• データのインポート
• メタデータのエクスポート
• メタデータのインポート
• データベースのリフレッシュ
• キューブのクリア

3. リスト・ページで、複製するジョブの横にある「アクション」列の

をクリックし、「名前を付けて保存」を選択します。
4. 新規ジョブの名前を入力し、「OK」をクリックします。
結果
複製ジョブが作成された後に、そのジョブを開いて更新できます。複製ジョブのエラー・フ
ァイルでは、接頭辞として新規ジョブ名が自動的に使用されます。

キューブのクリア・ジョブの開始および削除
キューブのクリア・ジョブをすぐに開始するかジョブを削除するには:

1. 「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックします。
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2. 「アクション」、「キューブのクリア」の順にクリックします。
3. 「キューブのクリア」リスト・ページで、開始または削除するキューブのクリア・
ジョブの横にある「アクション」アイコン をクリックし、次のいずれかのオプ
ションを選択します。
• 「送信」をクリックすると、ジョブがすぐに開始されます。
• 「削除」をクリックすると、ジョブが削除されます。
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19
ロールオーバーの実行と構成のコピー

関連トピック
• ロールオーバーについて学習
• ロールオーバーの実行
• エンティティによるロールオーバーの実行
• シナリオ、年および期間全体の構成のコピー
• エンティティ全体の構成のコピー

ノート:

構成のロールオーバーおよびコピーでのセキュリティ・レイヤーの概要は、セ
キュリティの管理を参照してください。

ロールオーバーについて学習
期間のクローズ後、ロールオーバー・プロセスを使用して関連する構成を前期からコピーし、
新規ターゲット期間の税引当および CbCRプロセスの開始点として使用します。前の期間
は、ソース期間と見なされます。たとえば、ターゲット期間が P6に設定されている場合、ソ
ース期間は P5になります。ターゲット期間が P1の場合、ソース期間は前年度の P12になり
ます。ロールオーバーを実行すると、ロールオーバー・プロセスには FCCS_Total地理階層外
のエンティティも含めたすべてのレベル 0エンティティが含まれます。

ノート:

1つのシナリオから複数のシナリオ、年および期間に構成をロールオーバーする必
要がある場合は、構成のコピーを使用します。シナリオ、年および期間全体の構成
のコピーを参照してください。

ロールオーバーは、次のいずれかの構成で使用できます:

• 税率 - 選択したターゲット POVに税率をコピーします
ノート: ターゲット期間が P1の場合は、前年度の期末レートがターゲット年度の期首レ
ートにマップされます。次を参照してください:

今年度現行税率 => 前年度現行税率
期末繰延税率 - 非流動 => 期首繰延税率 - 非流動
期末繰延税率 - 非流動 => 期末繰延税率 - 非流動
期末地域税金配賦 => 期首地域税金配賦
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期末地域税金配賦 => 今年度地域税金配賦
期末地域税金配賦 => 期末地域税金配賦
オーバーライド税率(期末) => オーバーライド税率(期首)

オーバーライド税率(期末) => オーバーライド税率(今年度)

オーバーライド税率(期末) => オーバーライド税率(期末)

オーバーライド税率配賦(期末) => オーバーライド税率配賦(期首)

オーバーライド税率配賦(期末) => オーバーライド税率配賦(今年度)

オーバーライド税率配賦(期末) => オーバーライド税率配賦(期末)

• 為替レート - 選択したターゲット POVに為替レートをコピーします
ターゲット期間が P1の場合、為替レートは次のようにマップされます:

平均レート => 平均レート
期末レート => 期末レート
ターゲット期間が P1以外の場合、為替レートは同様にマップされます。為替レー
トの場合、コピーとロールオーバーのマッピングは同じです。
ノート: FXレート - 期首の移入元 => 前年度、P12、期末レート(「レートの計算」
の実行時)。

• 税金自動化ルール - 選択したターゲット POVに税金自動化ルールをコピーします
• CbCR自動化ルール - CbCR自動化ルールをコピーして、ターゲット期間の表 1の
データを移入します

• CbCRファイリング - (国別レポート)表 2、表 3、構成エンティティ情報データ、
レポート・エンティティ情報およびメッセージ仕様のデータをロールオーバーしま
す

• 課税損失/税額控除の期限切れの年 - 選択したターゲット POVに期限切れの年を
コピーします
ターゲット期間が P1の場合、期限切れの年は次のようにマップされます:

現在の年 => 現在の年-1

現在の年-1 => 現在の年-2

...

...

...

ターゲット期間が P1以外の場合、期限切れの年は次のようにマップされます(構成
のコピーと同じ動作):

現在の年 => 現在の年
現在の年-1 => 現在の年-1

後続の各期間について、ロールオーバー・プロセスを利用して前述の項目を移動でき
ます。1つ以上の構成を選択して一度にロールオーバー、またはすべてを一度にロール
オーバーできます。コピーが完了すると、フォームにコピーの完了日時が表示されま
す。
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注意:

ロールオーバーを実行すると、ターゲットのシナリオ、年および期間にある既存の
構成(選択した場合)がロールオーバー中に上書きされます。

ロールオーバーの実行
ロールオーバーは、システム管理者またはパワー・ユーザーが実行する必要があります。
ロールオーバーを実行するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「構成」、「ロールオーバー」の順に選択します。

2. 「ロールオーバー」画面で、構成のコピー先となるターゲット視点を選択します。
• シナリオ - シナリオのリストからシナリオを選択します。
• 年 - リストから年を選択します。
• 期間 - 期間のリストから基本期間を選択します。ターゲット期間は POVで選択され
ている期間で、ソースはその前の期間です。たとえば、FY21 P1の場合、前の期間は
FY20 P12です。
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3. 実行するロールオーバーのタイプをクリックして選択します。
• 税率-- 選択したターゲット POVに税率をコピーします
• 為替レート-- 選択したターゲット POVに為替レートをコピーします
• 税金自動化ルール-- 選択したターゲット POVに税金自動化ルールをコピーし
ます

ノート:

税金自動化ロールオーバーを実行する前に、FCCS_Global
Assumptionsを含むすべてのレベル 0エンティティおよびターゲッ
トのシナリオ、年および期間のエンティティがロックされていないこ
とを確認してください。ロールオーバーを完了するには、これらをロ
ック解除する必要があります。

• 課税損失/税額控除の期限切れの年 - 課税損失または税額控除の期限切れの年
をターゲット POVにコピーします。

• 損失エンティティ  - 損失エンティティ設定をコピーします。
• CbCRファイリング-- 次の国別レポート・フォームをロールオーバーします。

– 表 2

– 表 3

– 構成エンティティ情報
– レポート・エンティティ情報
– メッセージ仕様
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ノート:

データは新しい期間に対して入力されるため、表 1はロールオーバーされ
ません。また、ロールオーバーでは、ドキュメント参照 ID、修正メッセー
ジ ID、レポート期間、タイムスタンプなど、特定のレポート期間/年/シナリ
オに固有の一意の要素もすべて除外されます。これらのフィールドは、コピ
ーされない「詳細」および「管轄ドキュメント仕様」レポートの一部です。

ノート:

親エンティティでのデータ入力が有効になっている場合、ロールオーバーは
親エンティティでも機能します。

• CbCR自動化ルール-- CbCR自動化ルールをコピーして、ターゲット期間の表 1のデ
ータを移入します

ノート:

CbCR自動化ルールを実行する前に、次の条件を満たしていることを確認す
る必要があります。
– FCCS_Global Assumptionsを含むすべてのレベル 0エンティティおよ
びターゲットのシナリオ、年および期間のエンティティがロックされて
いないことを確認してください。ロールオーバーを完了するには、これ
らをロック解除する必要があります。

– 連結が Consolキューブで実行され、CbCRキューブが更新されていま
す。

• 現在の未払税自動化ルール-- 現在の未払税自動化ルールをコピーして、ターゲット期
間のデータに入力します。「ロールオーバー」画面の未払税自動化ルールのコピー・
チェック・ボックスを選択し、「現在の未払税自動化」フォームで定義した自動化ル
ールをコピー(前の期間から次の期間にコピー)します。

• 現在の未払税データ-- 現在の未払税および詳細フォームのすべてのデータをコピー
し、ターゲット期間のデータに入力します。自動化されたデータではなく、ユーザー
が入力したすべてのデータをコピーするには、「現在の未払税データ」チェック・ボ
ックスを選択します。自動化されたデータは、連結時にのみ移入されます。

ノート:

– 現在の未払税自動化ルールのロールオーバーは同じままです。唯一の
違いは、ユーザーがターゲット期間として期首を選択し、現在の未払税
データとしてルールを選択した場合の現在の未払税データに、前年の
P12のデータがコピーされないことです。

– 自動化されたデータはコピーされません。ユーザーが入力したデータ
のみがコピーされます。
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表 19-1 現在の未払税自動化ルールのロールオーバーの例

ルール名 ターゲット POV 予測される結果
現在の未払税自動化ルール ターゲット POV: 実績、

FY15、P2
現在の未納税自動化ルール
は、「実績、FY15、P1」から
「実績、FY15、P2」にコピー
されます

現在の未払税自動化ルール ターゲット POV: 実績、
FY16、P1

現在の未納税自動化ルール
は、「実績、FY15、P12」か
ら「実績、FY16、P1」にコ
ピーされます

現在の未払税データ ターゲット POV: 実績、
FY15、P2

現在の未払税データは、「実
績、FY15、P1」から「実績、
FY15、P2」にコピーされま
す

ノート:

ユーザーが入力し
たデータのみがコ
ピーされ、自動化
されたデータはコ
ピーされません。

現在の未払税データ ターゲット POV: 実績、
FY16、P1

「実績、FY15、P12」から「実
績、FY16、P1」には、デー
タはコピーされません

「すべて選択」 をクリックして、すべてのロールオーバー・タイプを一度に選択で
きます。

4. オプション: 前のロールオーバーの詳細を確認します。
• シナリオ、年および期間 - これが初めてのロールオーバーの実行の場合、この
列は空白です。

• ロールオーバーのステータス
• ロールオーバーが実行された日付

5. 「実行」をクリックし、選択したロールオーバーを実行します。ロールオーバーが
完了すると、ステータスと実行日時が表示されます。

6. 新規期間のロールオーバーの結果を確認します。

ノート:

CbCR自動化ルールでは、CbCRルールのみがコピーされます。「デー
タ・ステータス CbCR」画面を確認すると、新規期間のデータは影響を
受けていません。

7. オプション: CbCR自動化ルールでのみ、次のステップを実行して表 1を移入しま
す。
a. Consolキューブで連結を実行します。
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b. CbCRキューブで連結を実行します。CbCR自動化ルールによって、関連データがプ
ルされて表 1に移入され、エンティティの計算ステータスが「影響」に更新されま
す。

エンティティによるロールオーバーの実行
エンティティによるロールオーバー・プロセスは、ロールオーバー・プロセスと同様に機能
します。ただし、ロールオーバーとは異なり、エンティティによるロールオーバーはアプリ
ケーション内のレベル 0のエンティティのサブセットに適用されます。たとえば、エンティ
ティによるロールオーバーを使用すると、既存のエンティティに影響を与えずに、新しく追
加されたエンティティの構成を選択的にロール・オーバーできます。
ロールオーバーの詳細は、ロールオーバーの実行を参照してください
エンティティによるロールオーバーを実行するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「構成」の順に選択します。
2. 「構成のコピー」を選択し、「エンティティによるロールオーバー」タブを選択します。
3. 「ソースからターゲットにロールオーバーする構成を選択します」で、ロールオーバー・
オプションを選択します:

• 税率-- 選択したターゲット POVに税率をコピーします
• 課税損失/税額控除の期限切れの年 - 課税損失または税額控除の期限切れの年をター
ゲット POVにコピーします。

「すべて選択」 をクリックして、すべてのロールオーバー・タイプを一度に選択できま
す。

4. 「ソース」で、コピーするデータのスライスを定義します:

• シナリオ - シナリオのリストからシナリオを選択します。ソースごとに選択できる
シナリオは 1つのみです。

• 年 - リストから年を選択します。ソースごとに選択できる年は 1つのみです。
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• 期間 - 期間のリストから基本期間を選択します。
• エンティティ  - ソース・エンティティを選択します。

5. 「ターゲット」で、ソース・データをコピーする場所を定義します:

• シナリオ - シナリオのリストからシナリオを 1つ以上選択します。
• 年 - 「ターゲット」の年は「ソース」の年に 1を加えて自動的に移入され、変
更できません。

• 期間 - 期間のリストから期間を 1つ以上選択します。
• エンティティ  - 「ターゲット」のエンティティは「ソース」のエンティティと
同じになり、変更できません。

ノート:

ターゲット POVのデータ・ステータスが影響を受けるのは、次の条件を
満たす場合のみです:

• ロールオーバーで使用されるエンティティがロック解除されている
場合。

• ソースのデータ・ステータスを「データなし」にできない場合。

6. 「実行」をクリックし、選択したロールオーバーを実行します。ロールオーバーが
完了すると、ステータスと実行日時が表示されます。

7. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「ジョブ」の順に選択し、ジョブのステ
ータスと詳細を確認します。

8. 新規期間のロールオーバーの結果を確認します。

シナリオ、年および期間全体の構成のコピー
ロールオーバーの実行では、単一シナリオ内のある期間から次の期間へのデータの移
行が制限されます。ターゲット期間が P1で、前年度の前期間が P12の場合、ロール
オーバーでも期末レートが期首レートに移動されます。

ノート:

ロールオーバーの実行を参照してください。

特定のソースから特定のターゲットにデータをコピーする必要がある場合は、構成の
コピーを使用できます。このオプションを使用すると、シナリオ、年および複数期間
全体の構成およびルールをコピーできます。選択したソース構成から選択したターゲ
ットにコピーする 1対 1のコピーを作成できます。複数のターゲット期間にデータを
コピーすることもできます。
ロールオーバー・プロセスとは異なり、構成のコピーでは、次に示すように、同じレ
ートが同じレートに常にマップされます:

前年度現行税率 => 前年度現行税率
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今年度現行税率 => 今年度現行税率
期首繰延税率 - 非流動 => 期首繰延税率 - 非流動
期末繰延税率 - 非流動 => 期末繰延税率 - 非流動
期首地域税金配賦 => 期首地域税金配賦
今年度地域税金配賦 => 今年度地域税金配賦
期末地域税金配賦 => 期末地域税金配賦
オーバーライド税率(期首) => オーバーライド税率(期首)

オーバーライド税率(今年度) => オーバーライド税率(今年度)

オーバーライド税率(期末) => オーバーライド税率(期末)

オーバーライド税率配賦(期首) => オーバーライド税率配賦(期首)

オーバーライド税率配賦(今年度) => オーバーライド税率配賦(今年度)

オーバーライド税率配賦(期末) => オーバーライド税率配賦(期末)

アクティブな地域フラグ => アクティブな地域フラグ
構成のコピーは、システム管理者またはパワー・ユーザーが実行する必要があります。
構成をコピーするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「構成」の順に選択します。
2. 「構成のコピー」をクリックし、「構成のコピー」タブを選択します。
3. ソースからターゲットにコピーするデータの選択で、構成に含めるオプションを選択しま
す:

• 税金自動化ルール
• 中間引当損失エンティティ
• TAR自動化ルール
• 現在の未払税自動化ルール
• CbCR自動化ルール
• CbCRファイリング

ノート:

次の各機能が「構成のコピー」画面に表示されるのは、その機能がアプリケー
ションに対して有効化されている場合のみです:

• 中間引当損失エンティティ (中間引当がアプリケーションで有効化されてい
る場合)

• CbCR自動化ルールおよび CbCRファイリング(CbCRがアプリケーション
で有効化されている場合)。
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選択した各機能について、必要な交差が把握されます。ディメンション・メンバー
など、他の選択を行う必要はありません。

4. 「ソース」で、コピー元のソース POVとして使用する「シナリオ」、「年」および
「期間」を入力します。

5. 「ターゲット」で、データのコピー先のターゲット POVとして使用する「シナリ
オ」、「年」および「期間」を入力します

ノート:

ターゲットの選択は、ターゲット期間以外はすべて単一の選択です。構
成のコピーでは、複数のターゲット期間を選択できます。複数のターゲ
ット期間をカンマ(スペースなし )で区切って入力します(例:
P1,P2,P3,P4)。ソースのシナリオと年がターゲットのシナリオと年と同
じ場合は、ソース期間がターゲット期間の 1つとして使用されていない
ことを確認します。

ノート:

ターゲット POVのデータ・ステータスが影響を受けるのは、次の条件を
満たす場合のみです:

• 構成で使用されるエンティティがロック解除されている場合。
• ソースのデータ・ステータスを「データなし」にできない場合。

6. 「実行」をクリックします。
実行するルールごとにジョブが作成されます。ロールオーバー操作とは異なり、構
成のコピーではすべてのルールが一度に送信されるため、すべてのジョブが完了す
るのを待機する必要がありません。「ジョブ」画面でジョブの完了の進捗をモニタ
ーできます。
構成のコピーを実行する場合、ロック解除されたすべてのエンティティについてタ
ーゲット POVのデータ・ステータスが影響を受けます。

第 19章
シナリオ、年および期間全体の構成のコピー

19-10



7. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「ジョブ」の順に選択します。
8. 「ジョブ」タブで、コピー・ジョブを選択してステータスを確認します。選択したジョブ
の詳細は、ジョブ名をクリックして「ジョブの詳細」を表示します。

9. ホーム・ページで、「データ・ステータス」を選択して、構成のコピーが完了済で、選択
したターゲット POVに対して「影響」ステータスが表示されることを検証します。

10. ターゲット POVを選択して、構成のコピーが完了していることを確認します。

エンティティ全体の構成のコピー
ロールオーバーの実行では、単一シナリオ内のある期間から次の期間へのデータの移行が制
限されます。

ノート:

ロールオーバーの実行を参照してください。

特定のソースから特定のターゲットにデータをコピーする必要がある場合は、「エンティティ
による構成のコピー」を使用できます。このオプションを使用すると、シナリオ、年、期間
およびエンティティ全体の構成およびルールをコピーできます。選択したソース構成から選
択したターゲットにコピーする 1対 1のコピーを作成できます。複数のターゲット期間にデ
ータをコピーすることもできます。
エンティティによる構成のコピー・プロセスは、システム管理者またはパワー・ユーザーが
実行する必要があります。
エンティティにより構成をコピーするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「構成」の順に選択します。
2. 「構成のコピー」を選択し、「エンティティによる構成のコピー」タブを選択します。
3. 「ソースからターゲットにコピーする構成を選択します」で、構成に含めるオプションを
選択します:

• 税率(期首)

• 税率(当期および期末)

• FXレート(平均および期末)

• 課税損失/税額控除の期限切れの年
• 現在の未払税(支払および払戻を含む)

選択した各機能について、必要な交差が把握されます。ディメンション・メンバーなど、
他の選択を行う必要はありません。
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4. 「ソース」で、コピーするデータのスライスを定義します:

• シナリオ - シナリオのリストからシナリオを選択します。ソースごとに選択
できるシナリオは 1つのみです。

• 年 - リストから年を選択します。ソースごとに選択できる年は 1つのみです。
• 期間 - 期間のリストから基本期間を選択します。
• エンティティ  - ソース・エンティティを選択します。

ノート:

エンティティはフィルタとして機能します。「エンティティ」フィルタを
空白のままにすると、ソースとターゲット内のすべてのエンティティを
選択したことになります。
「連結税率」がコピーされるのは、「エンティティ」で「グローバル仮定」
を選択するか、「エンティティ」フィルタを空白のままにすることですべ
てのエンティティを選択した場合のみです。

5. 「ターゲット」で、ソース・データをコピーする場所を定義します:

• シナリオ - シナリオのリストからシナリオを 1つ以上選択します。
• 年 - 年のリストから年を 1つ以上選択します。
• 期間 - 期間のリストから期間を 1つ以上選択します。
• エンティティ  - 「ターゲット」のエンティティは「ソース」のエンティティと
同じになり、変更できません。
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ノート:

ターゲット POVのデータ・ステータスが影響を受けるのは、次の条件を満たす
場合のみです:

• ロールオーバーで使用されるエンティティがロック解除されている場合。
• ソースのデータ・ステータスを「データなし」にできない場合。

6. 「実行」をクリックします。
実行するルールごとにジョブが作成されます。ロールオーバー操作とは異なり、エンティ
ティによる構成のコピー・プロセスではすべてのルールが一度に送信されるため、すべて
のジョブが完了するのを待機する必要がありません。「ジョブ」画面でジョブの完了の進
捗をモニターできます。
エンティティによる構成のコピー・プロセスを実行する場合、ロック解除されたすべての
エンティティについてターゲット POVのデータ・ステータスが影響を受けます。

7. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「ジョブ」の順に選択します。
8. 「ジョブ」タブで、コピー・ジョブを選択してステータスを確認します。選択したジョブ
の詳細は、ジョブ名をクリックして「ジョブの詳細」を表示します。

9. ホーム・ページで、「データ・ステータス」を選択して、エンティティによる構成のコピ
ーが完了済で、選択したターゲット POVに対して「影響」ステータスが表示されること
を検証します。

10. ターゲット POVを選択して、エンティティによる構成のコピーが完了していることを確
認します。
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20
税金自動化の使用

関連トピック
• 税金自動化について学ぶ
• データ・ソース・ディメンションへの税金自動化ルールの追加
• 複数のルールの組合せを使用した税金自動化の作成
• 税金自動化(国)の操作
• 税金自動化(地域)の操作
• 税金自動化ロジックの例
• 複数法定住所の税金自動化ルールの管理

税金自動化について学ぶ
Tax Reportingで、税金自動化はコアな税金計算にデータを提供する主要プロセスです。帳簿
データと税金データ間のリンクを表します。試算表データをアプリケーションにロードした
ら、税金自動化プロセスを実行して税金関連の帳簿データを次のいずれかの税金勘定科目に
リンクします。
• 永久差異勘定科目
• 一時差異勘定科目
• 税引前利益調整勘定科目
• 追加引当勘定科目

ヒント:

ベスト・プラクティスとして、資本勘定科目は損益勘定科目から分離する必要があ
ります。資本勘定科目のために、自動資本列をターゲット指定する必要があります。

税金自動化を使用すると、システムは、税引前純利益(NIBT)の金額をエンティティの損益計
算書から当期引当の税引前純利益仕訳にコピーし、当期引当プロセスを準備します。これに
よって、当期引当の開始点が法的エンティティの財務諸表の税引前利益と等しいことが保証
されます。税金自動化プロセスは、帳簿の調整や組替えなどの当期引当に引き継がれる税引
前純利益調整の金額の自動化にも使用できます。
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ノート:

「保管」または「共有しない」のプロパティを持つ子を NIBTの帳簿調整およ
び NIBTの合計台帳組替で追加する必要があります。これにより、税金自動
化を使用してデータを「現在の引当金」フォームに取り込むことができます。

税金自動化の柔軟性を高めるために、各勘定科目に複数の税金自動化ルールを作成で
きます。これにより、複数のルールを適用したり、複数のソース勘定科目または
MultiGAAPソース勘定科目を割り当てることができます。作成できるルールの数に制
限はありません。ルールを追加すると、適用するロジック(プル、移動または圧縮)を定
義できます。単一のルール内で複数のプル、移動または圧縮ルールを使用するルール
を作成したり、プルと圧縮の両方など、ルール内にフローを組み込む複雑な要件に対
応するように複数のルールの組合せを定義できます。ルールごとに異なるソース勘定
科目または MultiGAAPソース勘定科目を選択することもでき、これにより、複数のソ
ース勘定科目を管理しやすくなります。
税金自動化は、国の勘定科目と地域の勘定科目の両方で実行できます。

データ・ソース・ディメンションへの税金自動化
ルールの追加

データ・ソース・ディメンションは、税金自動化ルールを格納するメンバーの作成に
使用されます。各タイプのルールは、アプリケーションの作成時に生成され、TRCS_Tax
Automation Rules階層の下にあるデータ・ソース・ディメンションに格納されます。
次のルールは、そのままの状態で作成されます。
 

 

必要に応じて、「税金自動化」メンバーを追加することもできます。新しいルール・メ
ンバーは、関連する「税金自動化」フォームにロードする前に、データ・ソース・デ
ィメンションの下に作成する必要があります。作成可能な追加のルール・メンバーの
数に制限はありません。

ノート:

ルールは、階層に表示される順序で実行されます。
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税金自動化ルールは、国および地域の規定に対して定義でき、グローバル、法定住所、エン
ティティ、またはエンティティと地域などの様々な範囲で定義できます。税金自動化(国)の操
作および税金自動化(地域)の操作も参照してください。
次の表は、様々な税金自動化ルールの範囲と、対応するデータ・ソースの親メンバーとフォ
ームを示しています。
表 20-1 税金自動化(国)

スコープ データ・ソースの親メンバー フォーム
グローバル・ルール TRCS_Globalルール 税金自動化(グローバル)
法定住所ルール TRCS_Domicileルール 税金自動化(法定住所)
エンティティ・ルール TRCS_Entityルール 税金自動化エンティティ

表 20-2 税金自動化地域

スコープ データ・ソースの親メンバー フォーム
グローバル・ルール TRCS_Globalルール 税金自動化(グローバル地域)
法定住所地域ルール TRCS_Domicileルール 税金自動化(法定住所地域)
エンティティ・ルール TRCS_Entityルール 税金自動化エンティティ (全地域)
エンティティ・ルールと
地域ルール

TRCS_Entity地域ルール 税金自動化エンティティ (地域)

データ・ソース・ディメンションに新しい「税金自動化」メンバーを追加するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「概要」、「ディメンション」タブの順にクリック
します。

2. 「ディメンション」タブをクリックし、「データ・ソース」ディメンションの下で、税金自
動化ルールの格納に必要なデータ・ソース・メンバーを作成します。データ・ソース・デ
ィメンションへの税金自動化ルールの追加を参照してください。

3. 「メンバー・プロパティの編集: データ・ソース」タブで、「FCCS_Total Data Source」
の下の「TRCS_Tax Automation Rules」に移動します
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4. 別のルールを追加する税金自動化ルール(TRCS_Global Rulesなど)を強調表示し、
「子の追加」 をクリックします。

5. 「子の追加」ダイアログ・ボックスで、追加するメンバー数を入力し、「適用」をク
リックします。

6. 新規行で、新しいメンバーの次の情報を入力し、「保存」をクリックします。
• 新しい税金自動化ルールのメンバー名を入力します(Global_Rule_2など)。親
メンバーが移入されます。

• デフォルト別名表の名前を入力します。

ノート:

システム定義のルール・メンバー(TRCS_Global Rule1)の後に、ユー
ザー固有のルール・メンバーを作成します。たとえば、グローバル・
ルール 1を最初に設定し、続いてグローバル・ルール 2を、次にグ
ローバル・ルール 3を設定して、行の追加時に、次に使用可能なメ
ンバーが特定されるようにします。

新しいルールが階層に追加されます。
7. 新しいルールを「税金自動化」フォームに追加します。最初の行の最初のセルを右
クリックしてメニューを表示し、「税金自動化」、すべての勘定科目の表示の順に選
択して、税金勘定科目ごとに新しい空白ルールを追加する必要があります。このア
クションは、永久差異勘定科目または一時差異勘定科目が追加されたときに実行す
る必要があります。次の項を参照してください:

• 税金自動化(国)の操作
• 税金自動化(地域)の操作

複数のルールの組合せを使用した税金自動化の作
成

税金自動化ルールは、データをプル、移動または圧縮するためにルールが作成された
順に実行されます。ルールの実行順序は、正確な結果を得るために重要です。
ベスト・プラクティスとして、資本勘定科目は損益勘定科目から分離する必要があり
ます。資本勘定科目のために、自動資本列をターゲット指定する必要があります。
ルールは一般的に個別に作成されますが、トランザクションを実行するルールの組合
せを含むルールを作成することが意味をなすインスタンスがあります。たとえば、複
数のプル、移動または圧縮ルールを管理するルール、または次のような異なるルール
を使用してフローを組み込む複雑なルールを作成できます。
• 貸借対照表調整をプルし、期末残高に圧縮する。
• 自動資本列にプルし、期末残高に圧縮する。
次の表の例を使用して、複数のルールの組合せを作成します。
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表 20-3 複数のルールの組合せの例

ルール シナリオ 例
PULL 複数の PULLルールを含む勘

定科目が定義される場合。
帳簿勘定科目 10150には 1000があり、10100には
2000があります
• NIBT Global Rule 1 : Pull 100% 10150
• NIBT Global Rule 2 : Pull 100% 10100
• NIBT = 3000

MOVE 複数のMOVEルールを含む勘
定科目が定義される場合。

帳簿勘定科目 FY15、10150には 500があり、10100
には 1000があります
帳簿勘定科目 FY16、10150には 1000があり、10100
には 2000があります
• NIBT Global Rule 1 : Move 100% 10150
• NIBT Global Rule 2 : Move 100% 10100
• NIBT =1500 ( (1000 - 500) * 100% + (2000 -

1000) * 100%)
SQUEEZE 複数の SQUEEZEルールを含

む勘定科目が定義される場合。
帳簿勘定科目 FY15、10150には 2000があり、10100
には 4000があります
• TempST0001勘定科目 FY16には 10000があ
ります

• TempST0001 Global Rule 1 : Squeeze 100%
10150

• TempST0001 Global Rule 2 : Squeeze 100%
10100

• TempST0001 =- 4000 ( (2000) * 100% +
(4000) * 100%) -10000)

PULLおよび
MOVE

PULLおよびMOVEルールを
含む勘定科目が任意の順序で
定義される場合:
• PULLの後にMOVE、また
は

• MOVEの後に PULL

帳簿勘定科目 FY15、P12 10150には 500がありま
す
帳簿勘定科目 FY16、P12 10150には 1000がありま
す
帳簿勘定科目 FY16、P12 20150には 2000がありま
す
POV: Actual、FY16、P12
• TempST0001 Global Rule 1 : PULL 100%

20150
• TempST0001 Global Rule 2 : MOVE 100%

10150
• TempST0001 = 2500 ( (2000) * 100% + (1000 -

500) * 100%))
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表 20-3 (続き) 複数のルールの組合せの例

ルール シナリオ 例
PULLおよび
SQUEEZE
(SQUEEZEロジ
ックを PULLま
たはMOVEと
ともに使用する
場合は、
SQUEEZEロジ
ックのターゲッ
ト増減が異なる
必要がありま
す。)

PULLおよび SQUEEZEルー
ルを含む勘定科目が定義され
る場合は、SQUEEZEが最後の
ルールになります。

帳簿勘定科目 FY16、20150には 1000があります
帳簿勘定科目 FY16、10250には 2000があります
TempST0001勘定科目 FY16には 9000があります
POV: Actual、FY16、P12
• TempST0001 Global Rule 1 : PULL 100%

20150 TBClosing Automated
• TempST0001 Global Rule 2 : SQUEEZE 100%

10250 TBClosing Other Adjusted
(ターゲット増減は他の調整です)

• TempST0001 = -8000
– ( 1.PULLが実行され、「自動」列に 1000と
して転記されます

– 2. 帳簿残高(2000 * 100% - 10000 = -8000)
に圧縮します)

MOVEおよび
SQUEEZE
(SQUEEZEロジ
ックを PULLま
たはMOVEと
ともに使用する
場合は、
SQUEEZEロジ
ックのターゲッ
ト増減が異なる
必要がありま
す。)

MOVEおよび SQUEEZEルー
ルを含む勘定科目が定義され
る場合は、SQUEEZEが最後の
ルールになります。

帳簿勘定科目 FY15、10150には 500があります
帳簿勘定科目 FY16、10150には 1000があります
帳簿勘定科目 FY16、20150には 2000があります
TempST0001勘定科目 FY16には 9000があります
• TempST0001 Global Rule 1 : MOVE 100%

10150 TBClosingAutomated
• TempST0001 Global Rule 2 : SQUEEZE 100%

20150 TBClosingOther Adjustment
(ターゲット増減は他の調整です)

• TempST0001 = -8000
– 1. MOVEが実行され、「自動」列に 500と
して転記されます

– 2. 帳簿残高(2000 * 100% - 9500 = -7500)
に圧縮します)

PULL、MOVEお
よび SQUEEZE

PULL、MOVEおよび
SQUEEZEルールを含む勘定
科目が定義される場合は、
SQUEEZEが最後のルールに
なります。

帳簿勘定科目 FY16、10250には 2000があります
帳簿勘定科目 FY15、10150には 500があります
帳簿勘定科目 FY16、10150には 1000があります
帳簿勘定科目 FY16、20150には 2000があります
TempST0001勘定科目 FY16には 9000があります
• TempST0001 Global Rule 1 : PULL 100%

10250
• TempST0001 Global Rule 2 : MOVE 100%

10150
• TempST0001 Global Rule 3 : SQUEEZE 100%

20150 TBClosing Other Adjustment
(ターゲット増減は他の調整です)

• TempST0001 = -9500
– 1. PULLが実行され、「自動」列に 2000と
して転記されます

– 2. MOVEが実行され、「自動」列に 500と
して転記されます

– 3. 帳簿残高(2000 * 100% - 11500 = -9500)
に圧縮します)
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税金自動化(国)の操作
税金自動化ルールは、グローバル・ルール、法定住所ルールおよびエンティティ・ルールと
して定義できます。「税金自動化(グローバル)」フォームを使用してグローバル・ルールを作
成し、そのルールを保存すると、ルールはすべての法定住所およびエンティティにコピーさ
れます。
必要に応じて、グローバル・ルールは法定住所またはエンティティ・レベルでオーバーライ
ドできます。「税金自動化(法定住所)」フォームを使用して法定住所ルールを作成し、そのル
ールを保存すると、ルールはその法定住所に属するすべてのエンティティにコピーされます。
必要に応じて、このルールはエンティティ・レベルでオーバーライドできます。
勘定科目ごとに複数のルールを追加できます。税金自動化の柔軟性を高めるために、作成さ
れたルールごとに次を実行できます。
• 異なる税金自動化ルール(ロジック)を選択します。すべて同じロジックを使用するか、ル
ールごとに異なるロジックを選択して、2つ以上のルールを作成できます。ロジックは、
「プル」、「増減」、「圧縮」、年換算、年換算解除、調整(国)および前年から選択できます。

• 異なるソース(ソース勘定科目)を選択します。ルールごとに異なるソース勘定科目を選
択することも、1つ以上のルールに同じソース勘定科目を選択することもできます。

• ルールごとに異なるシナリオ(ソース・シナリオ)メンバーを選択します。
税金自動化は、連結の実行時に実行されます。
税金自動化(国)を実行するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックします。
2. 「ディメンション」タブをクリックし、「データ・ソース」ディメンションの下で、税金自
動化ルールの格納に必要なデータ・ソース・メンバーを作成します。データ・ソース・デ
ィメンションへの税金自動化ルールの追加を参照してください。

3. ホーム・ページで「ツール」をクリックし、「変数」をクリックします。
4. 「ユーザー変数」タブの「勘定科目」で、「税金自動化ターゲット勘定科目」フォームを選
択して「保存」をクリックします。「税金自動化」フォームに勘定科目が表示されます。

5. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「構成」、「税金自動化」の順にクリックします。

ノート:

期間が始まっていない場合、グローバル・ルール画面は空白になります。
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6. 適切な税金自動化ルールの範囲を選択します:

• グローバル・ルール - グローバル・ルールは、法定住所に関係なくすべてのエ
ンティティに適用されます。「税金自動化(グローバル)」フォームでグローバ
ル・ルールを更新すると、変更されたルールがすべてのエンティティにカスケ
ードされます。グローバル・ルールがすべての法定住所とエンティティにカス
ケードされると、「税金自動化(法定住所)」フォームおよび「税金自動化エンテ
ィティ」フォームに表示されます。必要に応じて、グローバル・ルールは法定
住所またはエンティティ・レベルでオーバーライドできます。デフォルトで
は、システム管理者の役割を持つユーザーのみが、グローバル・ルールを保存
した後、グローバル・ルールをすべての法定住所およびエンティティにカスケ
ードできます。
グローバル・ルールをカスケードして管理するには、ユーザーまたはグループ
に「税金自動化グローバル保存」ビジネス・ルールの「起動」権限を付与する
必要があります。

• 法定住所ルール - 法定住所ルールは、特定の法定住所に関連付けられたすべて
のエンティティに適用されます。法定住所とは、エンティティが税金を支払う
国または管轄区域を指します。たとえば、カナダは法的エンティティ、モント
リオールの法定住所であり、米国は法的エンティティ、ニューヨークの法定住
所です。「税金自動化(法定住所)」フォームで法定住所ルールを変更して保存す
ると、選択した法定住所に属するすべてのエンティティに、ルールがカスケー
ドされます。
法定住所ルールがすべてのエンティティにカスケードされると、「税金自動化
エンティティ」フォームに表示されます。必要に応じて、この法定住所ルール
はエンティティ・レベルでオーバーライドできます。デフォルトでは、システ
ム管理者の役割を持つユーザーのみが、法定住所ルールを保存した後、法定住
所ルールを適切なエンティティにカスケードできます。
法定住所ルールをカスケードおよび管理するには、ユーザーまたはグループ
に、「税金自動化保存」ビジネス・ルールへの「起動」権限を付与する必要が
あります。

• エンティティ・ルール - エンティティ・ルールは、選択したエンティティに適
用されます。
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ノート:

• デフォルトでは、システム管理者の役割を持つユーザーのみが、グロ
ーバル・ルールまたは法定住所ルールを保存した後、グローバル・ル
ールおよび法定住所ルールを適切なエンティティにカスケードでき
ます。

• パワー・ユーザーまたはユーザーの役割を持つユーザーがグローバ
ル・ルールをカスケードして管理するには、「税金自動化グローバル
保存」ビジネス・ルールへの「起動」権限が付与されている必要があ
ります。

• パワー・ユーザーまたはユーザーの役割を持つユーザーが法定住所ル
ールをカスケードして管理するには、「税金自動化保存」ビジネス・
ルールへの「起動」権限が付与されている必要があります。

• エンティティ・ルールのカスケードおよび管理には、ビジネス・ルー
ルの「起動」権限は必要ありません。

たとえば、サービス管理者は、「税金自動化グローバル保存」ルールの
「起動」権限を「ルール」カードからグローバル自動化管理者グループに
付与できます。これにより、グローバル自動化管理者グループのメンバ
ーは、グローバル税金自動化ルールを変更およびカスケードできます。
次の表は、各国の税金自動化ルールの範囲ごとに、対応するビジネス・
ルールおよびフォームを示しています。
表 20-4 税金自動化(国)

スコープ ビジネス・ルールのカス
ケード

フォーム

グローバル・ルール 税金自動化グローバル
保存

税金自動化(グローバ
ル)

法定住所ルール 税金自動化保存 税金自動化(法定住所)
エンティティ・ルール N/A 税金自動化エンティテ

ィ
グローバル・ルールおよび法定住所ルールのカスケードは、法定住所レ
ベルおよびエンティティ・レベルで更新しないでください。ルールのカ
スケードが必要ない場合は、ルールのカスケードを常に無効にし、ロー
カルの法定住所ルールおよびエンティティ・ルールを作成することをお
薦めします。たとえば、勘定科目 Xから 100%プルするグローバル・ル
ールがあり、特定の法定住所で勘定科目 Xから 50%プルするようにルー
ルを更新する必要があるとします。これを行うには、法定住所レベルで
グローバル・ルールを無効にし、勘定科目 Xから 50%プルする新しい法
定住所ルールを作成する必要があります。法定住所レベルでグローバ
ル・ルールのカスケードを更新しないでください。
同じことが、エンティティ・レベルでの法定住所ルールのカスケードに
も当てはまります。

7. オプション: ページが空白の場合は、「アクション」で「税金自動化」、「すべての勘
定科目の表示」の順に選択します。このステップでは、税金勘定科目ごとに新規の
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空のルールを追加します。データ・ソース・ディメンションへの税金自動化ルールの追加
を参照してください。

8. ルール名のセル(「グローバル・ルール 1」など)を右クリックしてポップアップ・メニュー
を表示し、「税金自動化」、「ルールの追加」の順に選択して、税金勘定科目ごとに 1つの
追加ルールを作成します。最後のルールとして一番下にルールが作成され、選択したルー
ル・データが新しく作成された行にコピーされます。

ノート:

ルールを追加する際には、データ・ソース・ディメンションにプレースホルダ・
メンバーがすでに作成されていることを確認します。そうしないと、ルールの
追加によって新しい行は作成されません。ルール 1を定義して保存した後での
み、ルール 2を追加できます。データ・ソース・ディメンションへの税金自動
化ルールの追加を参照してください

9. 「保存」をクリックしてルールを保存します。
10. オプション: ルール名のセルを右クリックしてメニューを表示し、「税金自動化」、「ルー
ルの削除」の順に選択して、勘定科目ごとに 1つのルールを削除します。ルールの削除で
は、ルールをリストの下から上にシフトすることで、選択したルールを削除します。最初
の行を削除すると、ルールのクリアのみが行われ、行は削除されません。

ノート:

法定住所フォームからグローバル・ルールを削除することはできません。また、
「エンティティ」フォームからグローバル・ルールおよび法定住所ルールを削除
することはできません。

11. オプション: 「無効」列で、「無効」を選択して、計算からエンティティを除外します。
デフォルトでは、すべての基本エンティティに「有効化」が選択されます。
たとえば、エンティティ・ルールによってグローバル・ルールと法定住所ルールをオーバ
ーライドするには、グローバル・ルールと法定住所ルールを「無効」に設定し、エンティ
ティ・ルールを有効にして、他のルールをオーバーライドし、値をリダイレクトします。
 

 

12.「論理」で、行に適用する論理をドロップダウンから選択します。勘定科目に作成された
ルールごとに、異なる税金自動化ルールを選択できます。次のルールを使用できます。
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• PULLメソッド - 指定したソース勘定科目のパーセンテージを取り、ターゲッ
ト勘定科目に適用します
例:

– PULL 50%

– ソース勘定科目: 100

– 宛先 = (100 * 50%) = 50

• 増減 - ソース勘定科目の当期金額とソース勘定科目の前年度の最後の期間の
金額との差分を取り、その金額をターゲット勘定科目に適用します。
例:

– MOVE 20%

– ソース勘定科目: 前年度: 100; 当期: 150

– 宛先 = ((150-100) * 20%) = 10

• 圧縮 - 帳簿または補足スケジュールから圧縮する場合、ソース勘定科目とソー
ス増減の交差の値が、ターゲット勘定科目の一時差異の期末残高と等しくなる
必要があります。
補足スケジュールからの圧縮(固定資産など):

– 例 1: 固定資産:

* ソース勘定科目/増減 = -8110 (帳簿基準から物件および関連工場の税
務基準を差し引いたもの、および今年の増減)

* ターゲット勘定科目/増減の期末残高の一時差異 = -8110

ノート:

ターゲット勘定科目についてのその他の増減が一時差異に
移入される場合、期末残高がソース勘定科目/増減の値として
残るように、それらの増減は"圧縮"(減算)されます。

– 例 2:

* 固定資産のソース勘定科目/増減 = -8110 (帳簿基準から物件および関
連工場の税務基準を差し引いたもの、および今年の増減)

* ターゲット勘定科目/増減の期末残高の一時差異は-8110のままです。
* ターゲット勘定科目の一時差異の調整済期首残高 = 1000
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* 期首残高調整 1000と P&L合計増減-9100の間の差異は-8110のままです
ソース・データが帳簿データである場合の圧縮:

– 「税金自動化」にソースまたはターゲット増減が指定されていない場合、ソース増
減はデフォルトで試算表の期末に設定され、ターゲット増減はデフォルトで自動
化(今年)に設定されます。有効なソース帳簿勘定科目を指定する必要がありま
す。

– 値は、自動化増減と期末残高の一時差異 = ソース帳簿勘定科目の値になります。
• 年換算 — 年の部分的な期間の額を年額に換算できます。
• 年換算解除 — 年額をルールの期間に応じた部分的な期間の額に換算できます。
• 調整(国) — 地域の引当金における、国の永久差異または一時差異の調整(逆仕訳など)
を可能にします。

• 前年 — 前年データの引当金への取り込みを可能にします。

ノート:

年換算、年換算解除、調整(国)および前年の詳細なロジック例は、税金自動化ロ
ジックの例を参照してください。
トランザクションを実行する複数のルールの組合せを含むルールの作成方法の
例を確認するには、複数のルールの組合せを使用した税金自動化の作成を参照
してください。

13.「パーセンテージ」で、選択したエンティティにコピーする帳簿データの割合を表す整数
または小数を入力します。たとえば、100%の場合は「1」と入力し、50%の場合は「5」
と入力します。セルを終了すると、数字が正しく表示されます。
 

 

14.「ソース勘定科目」で、データのコピー元のソース勘定科目番号を選択します。勘定科目
に作成されたルールごとに、異なる「ソース勘定科目」を選択できます。
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15.「ソース増減」の下で、データの増減に使用する増減メンバーを選択します。
 

 

16.「ターゲット増減」のドロップダウンから、データの増減に使用する増減メンバー
を選択します。値を選択しない場合、増減ディメンションのデフォルトは「自動」
です。
 

 

17.「ソース MultiGAAP」で、データの取得元となる MultiGAAPメンバーを選択しま
す。
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18.「ターゲット MultiGAAP」のドロップダウンから、データを増減する MultiGAAPメンバ
ーを選択します。
 

 

19.「ソース・シナリオ」のドロップダウンから、データの抽出元のシナリオを選択します。
ルールごとに異なるシナリオ・メンバーを定義できます。
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ノート:

ソース・シナリオのデータが変更されても、税金自動化ルールに基づく
ターゲット・シナリオに影響しません。たとえば、データをソース GAAP
シナリオから取得するように税金自動化ルールが定義されている場合、
GAAPシナリオ・システムのデータが変更されても STATシナリオに影
響しません。ビジネス・ルール「Consolキューブでのデータのあるエン
ティティへの影響」を設定してください。

20. 会社間消去の場合のみ、「ソース ICP」のドロップダウンから、会社間消去の計算
でソースとして使用する会社間メンバーを選択します。ルールごとに異なる会社
間ソース・メンバーを定義できます。
 

 

21.「ソース・データ・ソース」のドロップダウンから、税金自動化ソース・データ・
ソース属性が添付されているデータ・ソース・メンバーのみを選択できます。「ソ
ース・データ・ソース」列を選択しない場合、デフォルトで「ソース・データ・ソ
ース」メンバーは税引前として設定されます。
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ルールごとに異なるデータ・ソース・メンバーを定義できます。

ノート:

新しいカスタム属性の税金自動化ソース・データ・ソースは、「データ・ソー
ス」ディメンションに追加されます。関連項目: データ・ソースの課税属性の定
義

。
22.「保存」をクリックします。「データ・ステータス」を表示すると、影響を受けるエンティ
ティを確認できます。「保存」をクリックすると、すべてのルールが基本の法定住所およ
びエンティティにプッシュされます。
基本エンティティは、法定住所固有のルールに対して定義されたルールを継承します。指
定されていない場合、基本エンティティは「グローバル」フォームで定義されたルールを
継承します。

23.「アクション」で、「連結」を選択して税金自動化を実行します。

税金自動化(地域)の操作
地域の税金自動化ルールは、グローバル・ルール、法定住所地域ルール、エンティティ・ル
ール、およびエンティティおよび地域ルールとして定義できます。「税金自動化(グローバル)」
フォームを使用してグローバル・ルールを作成し、そのルールを保存すると、ルールはすべ
ての法定住所およびエンティティにコピーされます。
必要に応じて、グローバル・ルールは法定住所またはエンティティ・レベルでオーバーライ
ドできます。「税金自動化(法定住所)」フォームを使用して法定住所ルールを作成し、そのル
ールを保存すると、ルールはその法定住所に属するすべてのエンティティにコピーされます。
必要に応じて、このルールはエンティティ・レベルでオーバーライドできます。
勘定科目ごとに複数のルールを追加できます。税金自動化の柔軟性を高めるために、作成さ
れたルールごとに次を実行できます。
• 異なる税金自動化ルール(ロジック)を選択します。すべて同じロジックを使用するか、ル
ールごとに異なるロジックを選択して、2つ以上のルールを作成できます。ロジックは、
「プル」、「増減」、「圧縮」、年換算、年換算解除、調整(国)および前年から選択できます。

• 異なるソース(ソース勘定科目)を選択します。ルールごとに異なるソース勘定科目を選
択することも、1つ以上のルールに同じソース勘定科目を選択することもできます。

• ルールごとに異なるシナリオ(ソース・シナリオ)メンバーを選択します。
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税金自動化は、連結の実行時に実行されます。
税金自動化(地域)を実行するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「概要」、「ディメンション」タブの順にク
リックします。

2. 「ディメンション」タブをクリックし、「データ・ソース」ディメンションの下で、
税金自動化ルールの格納に必要なデータ・ソース・メンバーを作成します。デー
タ・ソース・ディメンションへの税金自動化ルールの追加を参照してください。

3. ホーム・ページで「ツール」をクリックし、「変数」をクリックします。
4. 「ユーザー変数」タブの「勘定科目」で、「税金自動化ターゲット勘定科目(地域)」
フォームを選択して「保存」をクリックします。「税金自動化」フォームに勘定科
目が表示されます。

5. メンバー・セレクタから「税金自動化ターゲット勘定科目(地域)」を選択して、「保
存」をクリックします。「税金自動化」フォームに勘定科目が表示されます。

6. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「構成」、「税金自動化地域」の順にクリ
ックします。

ノート:

期間が始まっていない場合、グローバル・ルール画面は空白になります。

 

 

7. 適切な地域の税金自動化ルールの範囲を選択します:

• グローバル・ルール - グローバル・ルールは、地域に関係なくすべてのすべて
のエンティティに適用されます。「税金自動化(グローバル地域)」フォームでグ
ローバル・ルールを更新すると、変更されたルールがすべてのエンティティに
カスケードされます。グローバル・ルールがすべての地域とエンティティにカ
スケードされると、「税金自動化(法定住所地域)」、「税金自動化エンティティ
(全地域)」、「税金自動化エンティティ (地域)」の各フォームに表示されます。
必要に応じて、グローバル・ルールは地域、エンティティまたはエンティティ
地域レベルでオーバーライドできます。デフォルトでは、システム管理者の役
割を持つユーザーのみが、グローバル・ルールを保存した後、グローバル・ル
ールをすべての法定住所およびエンティティにカスケードできます。
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グローバル・ルールをカスケードして管理するには、ユーザーまたはグループに「税
金自動化グローバル保存」ビジネス・ルールの「起動」権限を付与する必要がありま
す。

• 法定住所地域ルール - 法定住所地域ルールは、選択した地域に関連付けられているす
べてのエンティティに適用されます。たとえば、法的エンティティ ABCはニューヨ
ーク州で税金を支払っています。「税金自動化(法定住所地域)」フォームで住所地域ル
ールを変更して保存すると、そのルールは、選択した地域の管轄に関連付けられたす
べてのエンティティにカスケードされます。法定住所地域ルールがすべてのエンテ
ィティにカスケードされると、「税金自動化エンティティ (全地域)」フォームおよび
「税金自動化エンティティ (地域)」フォームに表示されます。
必要に応じて、エンティティまたはエンティティ地域の範囲で法定住所地域ルールを
オーバーライドできます。デフォルトでは、システム管理者の役割を持つユーザーの
みが、法定住所のルールを保存した後、法定住所のルールを適切なエンティティにカ
スケードできます。
法定住所地域ルールをカスケードおよび管理するには、「税金自動化保存」ビジネス・
ルールの「起動」権限をユーザーまたはグループに付与する必要があります。

• エンティティ・ルール - 地域エンティティ・ルールは、選択したエンティティに関連
付けられたすべての地域に適用されます。「税金自動化エンティティ (全地域)」フォー
ムで地域のエンティティ・ルールを更新すると、変更されたルールが、選択したエン
ティティに関連付けられているすべての地域にカスケードされます。エンティティ・
ルールがすべての地域にカスケードされると、選択した地域に関係なく、選択したエ
ンティティの「税金自動化エンティティ (地域)」フォームに表示されます。必要に応
じて、地域エンティティ・ルールは、エンティティ地域レベルでオーバーライドでき
ます。デフォルトでは、システム管理者の役割を持つユーザーのみが、エンティテ
ィ・ルールを保存した後、エンティティ・ルールをすべての地域にカスケードできま
す。
地域エンティティ・ルールをカスケードおよび管理するには、「税金自動化グローバ
ル保存」ビジネス・ルールに対する「起動」権限をユーザーまたはグループに付与す
る必要があります。

• エンティティ・ルールと地域ルール - エンティティと地域のルールは、選択したエン
ティティおよび地域(モントリオールと CA_Blendedなど)に適用されます。
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ノート:

• デフォルトでは、システム管理者の役割を持つユーザーのみが、グロ
ーバル・ルールまたは法定住所ルールを保存した後、グローバル・ル
ールおよび法定住所ルールを適切なエンティティにカスケードでき
ます。

• パワー・ユーザーまたはユーザーの役割を持つユーザーがグローバ
ル・ルールをカスケードして管理するには、「税金自動化グローバル
保存」ビジネス・ルールへの「起動」権限が付与されている必要があ
ります。

• パワー・ユーザーまたはユーザーの役割を持つユーザーが法定住所ル
ールをカスケードして管理するには、「税金自動化保存」ビジネス・
ルールへの「起動」権限が付与されている必要があります。

• エンティティ・ルールのカスケードおよび管理には、ビジネス・ルー
ルの「起動」権限は必要ありません。

たとえば、サービス管理者は、「税金自動化グローバル保存」ルールの
「起動」権限を「ルール」カードからグローバル自動化管理者グループに
付与できます。これにより、グローバル自動化管理者グループのメンバ
ーは、グローバル税金自動化ルールを変更およびカスケードできます。

次の表は、各地域の税金自動化ルール範囲に対応するビジネス・ルールとフォーム
を示しています。
表 20-5 税金自動化地域

スコープ ビジネス・ルールのカスケー
ド

フォーム

グローバル・ルール 税金自動化グローバル保存 税金自動化(グローバル地域)
法定住所地域ルール 税金自動化保存 税金自動化(法定住所地域)
エンティティ・ルール 税金自動化グローバル保存 税金自動化エンティティ (全

地域)
エンティティ・ルールと地域
ルール

N/A 税金自動化エンティティ (地
域)

グローバル・ルールおよび法定住所ルールのカスケードは、法定住所レベルおよび
エンティティ・レベルで更新しないでください。ルールのカスケードが必要ない場
合は、ルールのカスケードを常に無効にし、ローカルの法定住所ルールおよびエン
ティティ・ルールを作成することをお薦めします。たとえば、勘定科目 Xから
100%プルするグローバル・ルールがあり、特定の法定住所で勘定科目 Xから 50%
プルするようにルールを更新する必要があるとします。これを行うには、法定住所
レベルでグローバル・ルールを無効にし、勘定科目 Xから 50%プルする新しい法
定住所ルールを作成する必要があります。法定住所レベルでグローバル・ルールの
カスケードを更新しないでください。
同じことが、エンティティ・レベルでの法定住所ルールのカスケードにも当てはま
ります。

8. オプション: ページが空白の場合は、「アクション」で「税金自動化」、すべての勘
定科目の表示の順に選択します。このステップでは、税金勘定科目ごとに新規の空
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のルールを追加します。データ・ソース・ディメンションへの税金自動化ルールの追加を
参照してください。

9. ルール名のセル(「グローバル・ルール 1」など)を右クリックしてポップアップ・メニュー
を表示し、「税金自動化」、「ルールの追加」の順に選択して、税金勘定科目ごとに 1つの
追加ルールを作成します。最後のルールとして一番下にルールが作成され、選択したルー
ル・データが新しく作成された行にコピーされます。「保存」をクリックしてルールを保
存します。

ノート:

ルールを追加する際には、データ・ソース・ディメンションにプレースホルダ・
メンバーがすでに作成されていることを確認します。そうしないと、ルールの
追加によって新しい行は作成されません。ルール 1を定義して保存した後での
み、ルール 2を追加できます。データ・ソース・ディメンションへの税金自動
化ルールの追加を参照してください

10. オプション: ルール名のセルを右クリックしてメニューを表示し、「税金自動化」、「ルー
ルの削除」の順に選択して、勘定科目ごとに 1つのルールを削除します。ルールの削除で
は、ルールをリストの下から上にシフトすることで、選択したルールを削除します。最初
の行を削除すると、ルールのクリアのみが行われ、行は削除されません。

ノート:

法定住所フォームからグローバル・ルールを削除することはできません。また、
「エンティティ」フォームからグローバル・ルールおよび法定住所ルールを削除
することはできません。

11. オプション: 「無効」列で、計算から除外する行を選択して無効にします。デフォルトで
は、すべての基本エンティティに「有効化」が選択されます。
たとえば、エンティティ・ルールによってグローバル・ルールと法定住所ルールをオーバ
ーライドするには、グローバル・ルールと法定住所ルールを「無効」に設定し、エンティ
ティ・ルールを有効にして、他のルールをオーバーライドし、値をリダイレクトします。
 

 

12.「論理」で、行に適用する論理をドロップダウンから選択します。勘定科目に作成された
ルールごとに、異なる税金自動化ルールを選択できます。次のルールを使用できます。
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• プル - 指定したソース勘定科目のパーセンテージを取り、ターゲット勘定科目
に適用します。
例:

– プル 50%

– ソース勘定科目: 100

– 宛先 = (100 * 50%) = 50

• 増減 - ソース勘定科目の当期金額とソース勘定科目の前年度の最後の期間の
金額との差分を取り、その金額をターゲット勘定科目に適用します。
例:

– 増減 20%

– ソース勘定科目: 前年度: 100; 当期: 150

– 宛先 = ((150-100) * 20%) = 10

• 圧縮 - 帳簿または補足スケジュールから圧縮する場合、ソース勘定科目とソー
ス増減の交差の値が、ターゲット勘定科目の一時差異の期末残高と等しくなる
必要があります。
補足スケジュールからの圧縮(固定資産など):

– 例 1: 固定資産:

* ソース勘定科目/増減 = -8110 (帳簿基準から物件および関連工場の税
務基準を差し引いたもの、および今年の増減)

* ターゲット勘定科目/増減の期末残高の一時差異 = -8110

ノート:

ターゲット勘定科目についてのその他の増減が一時差異に
移入される場合、期末残高がソース勘定科目/増減の値として
残るように、それらの増減は"圧縮"(減算)されます。

– 例 2:

* 固定資産のソース勘定科目/増減 = -8110 (帳簿基準から物件および関
連工場の税務基準を差し引いたもの、および今年の増減)

* ターゲット勘定科目/増減の期末残高の一時差異は-8110のままです。
* ターゲット勘定科目の一時差異の調整済期首残高 = 1000
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* 期首残高調整 1000と P&L合計増減-9100の間の差異は-8110のままです
ソース・データが帳簿データである場合の圧縮:

– 「税金自動化」にソースまたはターゲット増減が指定されていない場合、ソース増
減はデフォルトで試算表の期末に設定され、ターゲット増減はデフォルトで自動
化(今年)に設定されます。有効なソース帳簿勘定科目を指定する必要がありま
す。

– 値は、自動化増減と期末残高の一時差異 = ソース帳簿勘定科目の値になります。
• 年換算 — 年の部分的な期間の額を年額に換算できます。
• 年換算解除 — 年額をルールの期間に応じた部分的な期間の額に換算できます。
• 調整(国) — 地域の引当金における、国の永久差異または一時差異の調整(逆仕訳など)
を可能にします。

• 前年 — 前年データの引当金への取り込みを可能にします。

ノート:

年換算、年換算解除、調整(国)および前年の詳細なロジック例は、税金自動化ロ
ジックの例を参照してください。
トランザクションを実行する複数のルールの組合せを含むルールの作成方法の
例を確認するには、複数のルールの組合せを使用した税金自動化の作成を参照
してください。

13.「パーセンテージ」で、選択したエンティティにコピーする帳簿データの割合を表す整数
または小数と整数を入力します。たとえば、100%の場合は「1」と入力し、50%の場合
は「5」と入力します。セルを終了すると、数字が正しく表示されます
 

 

14.「ソース勘定科目」で、データのコピー元のソース勘定科目番号を選択します。勘定科目
に作成されたルールごとに、異なる「ソース勘定科目」を選択できます
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15.「ソース増減」の下で、データの増減に使用する増減メンバーを選択します。
 

 

16.「ターゲット増減」のドロップダウンから、データの増減に使用する増減メンバー
を選択します。値を選択しない場合、増減ディメンションのデフォルトは「自動」
です。
 

 

17.「ソース MultiGAAP」で、データの取得元となる MultiGAAPメンバーを選択しま
す。
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18.「ターゲット MultiGAAP」のドロップダウンから、データを増減する MultiGAAPメンバ
ーを選択します。
 

 

19.「ソース・シナリオ」のドロップダウンから、データの抽出元のシナリオを選択します。
ルールごとに異なるシナリオ・メンバーを定義できます。
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ノート:

ソース・シナリオのデータが変更されても、税金自動化ルールに基づく
ターゲット・シナリオに影響しません。たとえば、データをソース GAAP
シナリオから取得するように税金自動化ルールが定義されている場合、
GAAPシナリオ・システムのデータが変更されても STATシナリオに影
響しません。

20. 会社間消去の場合のみ、「ソース ICP」のドロップダウンから、会社間消去の計算
でソースとして使用する会社間メンバーを選択します。ルールごとに異なる会社
間ソース・メンバーを定義できます。
 

 

21.「ソース・データ・ソース」のドロップダウンから、税金自動化ソース・データ・
ソース属性が添付されているデータ・ソース・メンバーのみを選択できます。「ソ
ース・データ・ソース」列を選択しない場合、デフォルトで「ソース・データ・ソ
ース」メンバーは税引前として設定されます。
ルールごとに異なるデータ・ソース・メンバーを定義できます。
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ノート:

新しいカスタム属性の税金自動化ソース・データ・ソースは、「データ・ソー
ス」ディメンションに追加されます。関連項目: データ・ソースの課税属性の定
義

22.「保存」をクリックします。「データ・ステータス」を表示すると、影響を受けるエンティ
ティを確認できます。「保存」をクリックすると、すべてのルールが基本の法定住所およ
びエンティティにプッシュされます。
基本エンティティは、法定住所固有のルールに対して定義されたルールを継承します。指
定されていない場合、基本エンティティは「グローバル」フォームで定義されたルールを
継承します。

23.「アクション」で、「連結」を選択して税金自動化を実行します。

税金自動化ロジックの例
税金自動化を設定するときに、勘定科目に適用するロジックを選択できます。ロジックは、
「プル」、「増減」、「圧縮」、年換算、年換算解除、調整(国)および前年から選択できます。
次の項に、年換算、年換算解除、調整(国)および前年のロジックの例を示します。
税金自動化の実行ステップは、税金自動化(国)の操作および税金自動化(地域)の操作を参照し
てください。
年換算 — 年の部分的な期間の額を年額に換算できます。
例:

試算表が P03にロードされ、3月 31日に終了する 3か月間の食事接待費は$36,000でした。
これを年額(12か月の推定)に換算するため、$36,000を月額に換算(12,000)し、さらに 12か
月の金額に換算(144,000)します。次のようになります。
 

 
前述のルールが期間 P1に設定された場合:

第 20章
税金自動化ロジックの例

20-27



ソース勘定科目(90000)の値を$12,000と仮定
月期間($12,000/1) * 12 = $144,000

前述のルールが期間 P3に設定された場合:

ソース勘定科目(90000)の値を 12000と仮定
月期間($12,000/3) * 12 = $48,000
前述のルールが期間 P6に設定された場合:

ソース勘定科目(90000)の値を 12000と仮定
月期間($12,000/6) * 12 = $24,000
前述のルールが期間 P12に設定された場合:

ソース勘定科目(90000)の値を 12000と仮定
月期間($12,000/12) * 12 = $12,000
年換算解除 — 年額をルールの期間に応じた部分的な期間の額に換算できます。
例:

2019年 12月 31日に終了する前年の食事接待費(12か月)は$144,000でした。これを
年の部分的な期間(3か月の推定)に換算するため、$144,000を月額に換算(12,000)し、
さらに 3か月の金額に換算(36,000)します。次のようになります。
 

 
前述のルールが期間 P1に設定された場合:

ソース勘定科目(食事接待費)の値を 12,000と仮定
月期間($144,000/12) * 1(Period) = $12,000
前述のルールが期間 P3に設定された場合:

ソース勘定科目(90000)の値を 12000と仮定
月期間($144,000/12) * 3 = $36,000
前述のルールが期間 P6に設定された場合:

ソース勘定科目(90000)の値を 12000と仮定
月期間($144,000/12) * 6 = $72,000
前述のルールが期間 P9に設定された場合:

ソース勘定科目(90000)の値を 12000と仮定
月期間($144,000/12) * 9 = $108,000
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前述のルールが期間 P12に設定された場合:

ソース勘定科目(90000)の値を 12000と仮定
月期間($144,000/12) * 12 = $144,000

プルおよび年換算の場合は、累積されます。
調整(国) — 地域の引当金における、国の永久差異または一時差異の調整(逆仕訳など)を可能に
します。
例:

Subpart F incomeに対する現在の引当金に$100,000の永久差異が存在します。しかし、イリ
ノイ州では Subpart F incomeは非課税であるため、この調整を州の永久差異勘定科目で逆仕
訳する必要があります。この金額を逆仕訳するには、調整(国)ロジックをマイナス 100%のパ
ーセンテージで適用します。
任意の期間$100,000 * -100% = $-100,000
有効な設定 - このロジックは税金勘定科目で有効です。調整(国)ロジックのソース勘定科目
はデフォルトで、ターゲット勘定科目に設定されます。調整(国)ロジックでは、ソース・ロー
ルフォワードは無効です。
 

 
前述のルールが期間 P12に設定された場合:

ソース勘定科目(Subpart F Income)の値を 100,000と仮定
地域永久 - MACRS連邦逆仕訳 = -$100,000

前年 — 前年データの引当金への取り込みを可能にします。
例:

前年の実際のシナリオにおいて、非課税受取利息に対する現在の引当金に$-1,000,000の永久
差異があります。前年の非課税受取利息の金額を、現在の年の予測シナリオの推定として使
用することにします。この金額を使用するには、前年ロジックを 100%のパーセンテージで適
用します。
任意の期間-$1,000,000 * 100% = -1,000,000

デフォルト設定 - 年のデフォルトは、現在の年から 1を引いた値です。期間のデフォルトは
P12です。
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ノート:

ターゲット勘定科目はソース勘定科目です。前年メソッドを使用するときに
は、「ソース増減」を指定する必要があります。これは自動増減にのみ適用さ
れます。
デフォルトのソース・シナリオはターゲット・シナリオです。

フォームの検証
前年または調整(国)ロジックを使用すると、税金自動化フォームに対して次の検証が実
行されます(グローバル/法定/エンティティ /エンティティ地域)。無効な勘定科目また
は増減を選択すると、エラー・メッセージが表示されます。
表 20-6 前年および調整(国)のフォーム検証

ロジック ターゲット勘定
科目の有効/無効
の選択

ソース勘定科目
の有効/無効の選
択

ターゲット増減
の有効の選択

ソース増減の有
効の選択

前の年 ターゲットの税
金勘定科目と同
じにする必要が
あります。

ターゲット増減
は<alias>
(TRCS_CySYS)に
する必要があり
ます。

TRCS_CurrentTa
xCYTotal (デフォ
ルト) (選択不可)。
ソース増減は
<alias>
(TRCS_CurrentT
axCYTotal)にす
る必要がありま
す。

調整(国) ターゲット勘定
科目は、地域の永
久/一時勘定科目
にする必要があ
ります。

ソース勘定科目
の TaxDataType
プロパティが
NationalAndReg
ionalである必要
があります。
調整(国)ルールは
地域税勘定科目
にのみ設定でき
ます。

ターゲット増減
は<alias>
(TRCS_CySYS)に
する必要があり
ます。

TRCS_CurrentTa
xCYTotal (デフォ
ルト) (選択不可)。
ソース増減は
<alias>
(TRCS_CurrentT
axCYTotal)にす
る必要がありま
す。

複数法定住所の税金自動化ルールの管理
次の指示に従い、複数の法定住所の税金自動化ルールを保存するサポートを有効にし
ます:

1. フォーム・デザイナに移動し、税務管理者フォルダを展開します。「税金自動化(法
定住所)」フォームを編集します。
2. 要件に応じて、管轄ディメンションを列または行に移動します。
3. 「ビジネス・ルール」タブに切り替えます。
4. 右側の「選択したビジネス・ルール」ペインから、Consol – Rule - Tax Automation
Saveを選択して
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をクリックして削除します。
5. 左側の「ビジネス・ルール」ペインの下のリストの下部までスクロールします。Consol -
Rule - TRCS_TaxAutomationSaveMultipleDomicilesを選択して

をクリックして、フォームに追加します。
6. 下部のペインの「ビジネス・ルール・プロパティ」で、Consol - Rule -
TRCS_TaxAutomationSaveMultipleDomicilesルールに対して、「保存後に実行」、「フォー
ムのメンバーを使用」および「プロンプトの非表示」のボックスを選択します。

Note:

• ベスト・プラクティスとして、必ず異なる名前でフォームを保存してください。
• この更新されたフォームを使用して、一度に複数の法定住所の税金自動化ルー
ルを更新できます。
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21
トレースの操作

関連トピック:

税金自動化トレースの操作

税金自動化トレースの操作
関連トピック:

• 税金自動化トレースについて学ぶ
• 税金自動化トレースの有効化
• 税金自動化トレース・フォームへのアクセス
• 税金自動化トレースの使用
• 例: ユース・ケース
• 例: ロジック

税金自動化トレースについて学ぶ
Tax Reportingでは、「税金自動化」フォームで税金とソース勘定科目とのマッピングを指定
すると、「現在の引当金」フォームに税金勘定科目の値が表示されます。トレース自動化オプ
ションでは、ソース・データが帳簿勘定科目から税金勘定科目にどのように移動するか、適
用されるロジックやパーセンテージなどに関する詳細情報を提供します。トレース自動化を
使用して、管理者またはパワー・ユーザーは、すべてのエンティティまたは選択したエンテ
ィティに対して税金自動化を実行できます。
トレース機能を使用して、ソース・データに基づいたデータの計算方法の詳細を表示するこ
ともできます。「税金自動化トレース」画面から、税金自動化のトレースというオンデマン
ド・ルールを実行します。このルールは、税金自動化の金額を計算します。オンデマンド・
ルールを実行した後は、トレース情報を確認できます。
トレース情報は、連結データに対して使用できます。データが連結されていない場合はエラ
ー・メッセージがスローされます。

Note:

• PULL、MOVEおよび SQUEEZEルールのみがサポートされています。
• 税金自動化トレース機能のサポートは、現在の引当金(国)でのみ使用できます

次の図は、Tax Reportingとトレース・フローの様々な段階をグラフィカルに表したもので
す:

21-1



制限:

• トレースは、「現在の引当金」フォームの課税所得のみを介して提供され、その他
の引当項目については提供されません。

• 税金自動化トレースは、親交差部では機能しません。基本メンバーおよび親税金計
算エンティティのみに表示されます。

• トレース情報は 4000文字まで表示されます。

税金自動化トレースの有効化
Tax Reportingアプリケーションを作成すると、税金自動化トレース機能がデフォルト
で有効になります。税金自動化のトレース・ビジネス・ルールも自動的に作成されま
す。ビジネス・ルールの詳細は、Tax Reportingの操作のビジネス・ルールの操作を参
照してください。
トレースを格納するために、デフォルトでは FCCS_Total Data Source階層の下の
DataSourceディメンションに新規メンバーが追加されます。このメンバーは Consol
キューブにのみ適用されます。

次のアクション・メニューも使用できます:

• 税金自動化トレース・フォーム・メニュー
• 税金自動化トレース・ルール・メニュー
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税金自動化トレース・フォームへのアクセス
「税金自動化トレース」フォームには、「現在の引当金」フォームと「税金管理」の両方から
アクセスできます。
「現在の引当金」フォームから「税金自動化トレース」フォームにアクセスするには:

1. ホーム・ページで、「税引当(国)」を選択し、次に「パッケージ」を選択します。

2. フォームで、「現在の引当金」タブを選択します。
3. 「現在の引当金」フォームを右クリックし、自動トレース・オプションを選択します。
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「税金管理」からこのフォームにアクセスするには:

1. ホーム・ページに移動します。
2. 「ライブラリ」に移動します。
3. 「税金管理」フォルダを選択します。
4. 「現在の引当金トレース」を選択します。

5. 「現在の引当金トレース」フォームが開きます。最初の列は「トレース」と呼ばれ
ます。読取り専用であり、税金自動化トレース情報が表示されます。

Chapter 21
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税金自動化トレースの使用
トレース情報を表示するには、税金自動化のトレース・ルールを実行する必要があります。
このオプションの「現在の引当金トレース」フォームを右クリックします。

このルールでは、連結データにのみトレース情報が表示されます。

Chapter 21
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データが連結されていない場合は、税金自動化のトレース・ルールの実行時にエラー
がスローされ、詳細がジョブ・カードに表示されます。連結状態を確認するには、「デ
ータ・ステータス」フォームを参照してください。

Smart Viewを介してトレース情報を表示することもできます。

関連項目: Oracle Smart View for Office の操作

Note:

• 単一または複数の税金自動化ルールが定義されている勘定科目のトレー
ス情報が表示されます。

• トレースは、グローバル、法定住所およびエンティティの税金自動化ル
ールでサポートされています。

例: ユース・ケース
会食費があり、今年の傾向を確認したところ、この勘定科目の値が前四半期と比較し
て高い/低いことに気付き、調査すると仮定します。

Chapter 21
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税金自動化トレース機能を使用しない場合:

• 税金自動化フォームに移動し、ソース勘定科目、増減、複数 GAAP、会社間およびシナリ
オ・メンバーを書き留めます

• 次にソース交差部に格納されている値を見つけるために、残りのディメンション・メンバ
ー(DataSource、直轄など)すべてが必要になります

• これらを取得した後、グリッド/フォームを生成してソース・データを見つけ、ターゲッ
ト値と比較します

• ターゲットと一致するソース・データまたはソース値が見つからない場合は、解決を求め
るサービス・リクエストを発行します

税金自動化トレース機能を使用する場合:

• 自動トレース・アクション・メニューを使用するか、セルを右クリックして「現在の引当
金トレース」フォームを開くことで、「税金自動化トレース」フォームに移動します。
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• トレース・フォームで、税金自動化のトレース・ビジネス・ルールを実行する必要
があります。

• 完了すると、ソース POVとともにソースに格納された金額が生成されます。
• ソース値とターゲット値を 1つのフォームに並べて比較できるようになりました

(トレース(ソース) vs 自動(ターゲット))。

Chapter 21
税金自動化トレースの操作

21-8



• 適用されたロジック、ソース金額のパーセンテージおよびソース POVを示すトレースの
詳細を確認できます。

• トレース情報で問題が特定された場合は、「税金自動化」フォームに移動してマッピング
を修正できます。

例: ロジック
PULL

Table 21-1    例: PULLロジック

シリア
ル番号

トレース情報 内容詳細 値

1. ソース値 ソース交差部に格納されたデ
ータ。それ以外は#MI (デー
タがない場合)

988887.0 (PULL 50% -
A#80001,MV#TRCS_SourceBookClosing,M
G#FCCS_Local
GAAP,S#Actual,Y#FY21,P#P12,DS#TRCS_So
urcePreTax,ICP#FCCS_No Intercompany)

2. 税金自動化ル
ール

ロジックの後にパーセント 988887.0 (PULL 50% -
A#80001,MV#TRCS_SourceBookClosing,M
G#FCCS_Local
GAAP,S#Actual,Y#FY21,P#P12,DS#TRCS_So
urcePreTax,ICP#FCCS_No Intercompany)

3. ソース POV ディメンション名の接頭辞が
付いた、ソース POVの選択し
たディメンションのメンバー

988887.0 (PULL 50% -
A#80001,MV#TRCS_SourceBookClosing,
MG#FCCS_Local
GAAP,S#Actual,Y#FY21,P#P12,DS#TRCS_
SourcePreTax,ICP#FCCS_No
Intercompany)

MOVE
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Table 21-2    例: MOVEロジック

シリア
ル番号

トレース情
報

内容詳細 値

1. ソース値 ソース交差部に格納された
データ。それ以外は#MI
(データがない場合)

988887.0 (MOVE 100% - A#80001,
MV#TRCS_SourceBookClosing,MG#FCC
S_Local
GAAP,S#Actual,Y#FY21,P#P12,DS#TRCS
_SourcePreTax,ICP#FCCS_No
Intercompany)
100000.0 (MOVE 100% -
A#80001,MV#TRCS_SourceBookClosing
,MG#FCCS_Local
GAAP,S#Actual,Y#FY20,P#P12,DS#TRCS
_SourcePreTax,ICP#FCCS_No
Intercompany)

2. 税金自動化
ルール

ロジックの後にパーセント 988887.0 (MOVE 100% - A#80001,
MV#TRCS_SourceBookClosing,MG#FCC
S_Local
GAAP,S#Actual,Y#FY21,P#P12,DS#TRCS
_SourcePreTax,ICP#FCCS_No
Intercompany)
100000.0 (MOVE 100% -
A#80001,MV#TRCS_SourceBookClosing
,MG#FCCS_Local
GAAP,S#Actual,Y#FY20,P#P12,DS#TRCS
_SourcePreTax,ICP#FCCS_No
Intercompany)

3. ソース POV ディメンション名の接頭辞
が付いた、ソース POVの選
択したディメンションのメ
ンバー

988887.0 (MOVE 100% -
A#80001,MV#TRCS_SourceBookClosi
ng,MG#FCCS_Local
GAAP,S#Actual,Y#FY21,P#P12,DS#TR
CS_SourcePreTax,ICP#FCCS_No
Intercompany)
100000.0 (MOVE 100% -
A#80001,MV#TRCS_SourceBookClosi
ng,MG#FCCS_Local
GAAP,S#Actual,Y#FY20,P#P12,DS#TR
CS_SourcePreTax,ICP#FCCS_No
Intercompany)

SQUEEZE
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Table 21-3    例: SQUEEZEロジック

シリア
ル番号

トレース情報 内容詳細 値

1. ソース値 ソース交差部に格納されたデ
ータ。それ以外は#MI (デー
タがない場合)

988887.0 (MOVE 100% - A#80001,
MV#TRCS_SourceBookClosing,MG#FCCS_
Local
GAAP,S#Actual,Y#FY21,P#P12,DS#TRCS_So
urcePreTax,ICP#FCCS_No Intercompany)
100000.0 (MOVE 100% -
A#80001,MV#TRCS_SourceBookClosing,M
G#FCCS_Local
GAAP,S#Actual,Y#FY20,P#P12,DS#TRCS_So
urcePreTax,ICP#FCCS_No Intercompany)

2. 税金自動化ル
ール

ロジックの後にパーセント 988887.0 ( MOVE 100% - A#80001,
MV#TRCS_SourceBookClosing,MG#FCCS_
Local
GAAP,S#Actual,Y#FY21,P#P12,DS#TRCS_So
urcePreTax,ICP#FCCS_No Intercompany)
100000.0 (MOVE 100% -
A#80001,MV#TRCS_SourceBookClosing,M
G#FCCS_Local
GAAP,S#Actual,Y#FY20,P#P12,DS#TRCS_So
urcePreTax,ICP#FCCS_No Intercompany)

3. ソース POV ディメンション名の接頭辞が
付いた、ソース POVの選択し
たディメンションのメンバー

988887.0 (MOVE 100% -
A#80001,MV#TRCS_SourceBookClosing,
MG#FCCS_Local
GAAP,S#Actual,Y#FY21,P#P12,DS#TRCS_
SourcePreTax,ICP#FCCS_No
Intercompany)
100000.0 (MOVE 100% -
A#80001,MV#TRCS_SourceBookClosing,
MG#FCCS_Local
GAAP,S#Actual,Y#FY20,P#P12,DS#TRCS_
SourcePreTax,ICP#FCCS_No
Intercompany)
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22
会社間消去の操作

関連トピック
税引当での会社間消去の実行

税引当での会社間消去の実行
会社間トランザクションは、エンティティとその関連パーティ(会社間パートナ(ICP)と呼ばれ
る)の間で発生します。これらのトランザクションには、あるエンティティにより記録された
収益と、別のエンティティにより記録された費用が含まれます。他のトランザクションには、
関連所有者への配当金の支払が含まれます。
損益計算書と貸借対照表で発生する会社間トランザクションを含むデータをロードする場合
があります。税金計算で会社間データを使用する場合、ICPによる税金自動化を使用する必
要があります。たとえば、会社間最上位を選択して、税金自動化を使用した税引前利益をマ
ップする必要があります。税金自動化を使用して、消去が必要な永久差異または一時差異を
作成する場合は、会社間最上位も選択する必要があります。その結果、「当期税引当」で税引
前利益消去が自動的に発生します。会社間収益/費用および会社間配当金が消去されます。
会社間配当金の消去が必要な場合、税引前および税効果を消去できます。収益および費用の
消去が必要な場合は、有効税率調整に適切に影響を与えるように税引前金額のみを消去する
ことがあります。
会社間消去の設定の一部として、次のタスクを実行する必要があります:

• エンティティを会社間パートナとして設定します。
• 会社間帳簿勘定科目属性値を設定します - 会社間勘定属性の値の設定を参照してくださ
い。

• 会社間配当金税金勘定科目を設定します。
エンティティ
関連するエンティティが同じ階層レベルに属している場合、消去はその同じ基本レベルで発
生します。エンティティが同じ階層レベルにない場合、消去はその階層の親レベルで発生し
ます。次の例では、選択したエンティティが 510、520および 530の場合、それらは基本レ
ベル(ABCSub)階層の下にレポートされます。エンティティに 500と 520が含まれる場合、そ
れらは同じ階層内にないため、消去は親レベル(ABCEnt)階層の下にレポートされます。
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ルールの作成
税引前利益を会社間ディメンションから分離するルールを作成する必要があります。
ユーザーが「ソース ICP」を会社間最上位に設定して税金自動化ルールを構成すると、
消去メンバーで税金自動化ルールが実行され、帳簿勘定科目で使用可能な消去データ
が移入されます。消去の結果を参照するには、「POV」を「親通貨」に、「連結」を消
去に設定する必要があります。
勘定科目ごとに複数のルールを追加できます。すべてのルールは会社間最上位からデ
ータをプルしています。税金自動化の柔軟性を高めるために、任意の組合せを使用し
てルールの交差を設定できます。例:

• 異なる税金自動化ルール(ロジック)を選択します。すべて同じロジックを使用す
るか、ルールごとに異なるロジックを選択して、2つ以上のルールを作成できま
す。

• 異なるソース(ソース勘定科目)を選択します。ルールごとに異なるソース勘定科
目を選択することも、1つ以上のルールに同じソース勘定科目を選択することもで
きます。

• ルールごとにソース ICP (会社間)勘定科目を選択するか、1つ以上のルールに対し
て同じソース ICP勘定科目を選択します。

ユーザーが「ソース ICP」を会社間最上位に設定して税金自動化ルールを構成すると、
消去メンバーで税金自動化ルールが実行され、帳簿勘定科目で使用可能な消去データ
が移入されます。
一部のインスタンス(会社間配当金など)では、特定の勘定科目の税引前および税効果を
消去することがあります。会社間消去(ICP)に税金自動化ルールを設定し、会社間ディ
メンションからソースを選択できます。税金自動化ルールのターゲットは、FCCS_No
Intercompanyメンバーに設定されています。ルールごとに異なるソース会社間メンバ
ーを定義できます。

ノート:

会社間ディメンションの詳細は、会社間ディメンションを参照してください。

第 22章
税引当での会社間消去の実行

22-2



親レベルまたは基本レベルから税金消去を実行できます:

• 親レベル - グローバルな税金自動化ルールのみを使用して親レベルで消去データが移入
され、すべての管轄に対してグローバルな税金自動化ルールが実行されます。地域レベル
での消去は実行されません。消去データがすべての子(親と法定住所が異なる子も含む)
に適用される場合、親エンティティの法定住所でブレンドされたレートが入力されます。
消去グローバル・ルールを無効にする場合は、親エンティティでレートを入力しないでく
ださい。親で税率を入力するためには、エンティティのメタデータ・プロパティで「上位
レベルのエンティティ入力を許可」を有効にする必要があります。

• 基本レベル - すべての税金計算は消去メンバーに対して実行されます。損失の詳細、税率
およびすべての構成がエンティティ入力に保管されていますが、POVで消去メンバーが
選択されたとき、それらは表示されません。

税金自動化は、連結の実行時に実行されます。
税引前および税効果を消去するための会社間勘定(配当金など)の構成
税引前と税の両方を消去する場合は、勘定科目を個別の税金勘定科目(帳簿調整勘定科目など)
に自動処理する必要があります次の例を参照してください。
会社間勘定を構成するには:

1. NIBTの TRCS_TaxAccountsで、帳簿調整(会社間配当金など)を作成して会社間配当金
の金額を含めます。
 

 

2. TaxCalcElimプロパティを新しい帳簿調整勘定科目に割り当てます:

a. ホーム・ページで「アプリケーション」、「概要」、「ディメンション」の順にクリック
します。

b. 「ディメンション」で、「勘定科目」をクリックします。
c. 「ディメンション・プロパティの編集」をクリックします。
d. 「カスタム属性」で、税金データ・タイプ、TaxCalcElimの順に選択します。
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3. ホーム・ページで「アプリケーション」、「構成」の順にクリックし、「税金自動化」
を選択します。

ノート:

期間が始まっていない場合、グローバル・ルール画面は空白になります。
4. 次のようにして、税引前利益を会社間ディメンションから分離する税金自動化ルー
ルを作成する必要があります:

a. ソース(税引前利益など)の全額(100%)に対してグローバル・ルール 1を作成
し、「ソース ICP」を会社間最上位に設定します

b. 利益合計から会社間配当金を控除するグローバル・ルール 2を作成し、「ソー
ス ICP」を会社間エンティティに設定します。

c. 税金計算消去を適用するグローバル・ルール 3を作成し、会社間配当金を帳簿
調整勘定科目(会社間配当金など)に転記します。

5. 「税金自動化」フォームで、「グローバル・ルール」タブを選択します。グローバル
にすると、システム内のすべてのエンティティにルールが適用されます。

6. 各ルールを作成し、該当する列に入力します。ルール名のセル(「グローバル・ルー
ル 1」など)を右クリックしてポップアップ・メニューを表示し、「税金自動化」、
「ルールの追加」の順に選択して、税金勘定科目ごとに 1つの追加ルールを作成し
ます。最後のルールとして一番下にルールが作成され、選択したルール・データが
新しく作成された行にコピーされます。デフォルトでは、税金自動化ルールは消去
メンバーに対して実行されるように設定されています

ノート:

ルールを追加する際には、データ・ソース・ディメンションにプレース
ホルダ・メンバーがすでに作成されていることを確認します。そうしな
いと、ルールの追加によって新しい行は作成されません。ルール 1を定
義して保存した後でのみ、ルール 2を追加できます。データ・ソース・
ディメンションへの税金自動化ルールの追加を参照してください
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ノート:

ページが空白の場合、「アクション」で、「税金自動化」、「すべての勘定科目の
表示」の順に選択します。このステップでは、税金勘定科目ごとに新規の空の
ルールを追加します。

7. 「保存」をクリックします。
8. ホーム・ページで、「税引当(国)」、「パッケージ」、「現在の引当金」の順に選択して、「連
結」を実行します。

9. 次のようにして、「現在の引当金」レポートで結果を確認します:

• 「POV」で、次のように選択してエンティティ入力および「エンティティ通貨」を表
示します:

– 「連結」で、エンティティ入力を選択します
– 「通貨」で、「エンティティ通貨」を選択します
 

 

• 「POV」で、次のように選択して、その親通貨に換算されたデータおよび消去を、消
去および「親通貨」で表示します:

– 「連結」で、消去を選択します
– 「通貨」で、「親通貨」を選択します
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• 「POV」で、次のように選択して、その親通貨に換算されたデータおよびコン
トリビューションを表示します。
– 「連結」で、「コントリビューション」を選択します
– 「通貨」で、「親通貨」を選択します
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23
申告額の未払処理調整(RTA)自動化の操作

関連トピック
• RTAの操作
• RTA自動化ルールの定義
• RTA金額への前年度レートの適用
• RTA分岐の操作

RTAの操作
Tax Reportingでは、前年度の引当金額を調整できます。税引当は、自動的にフォームに移入
されます。申告データは、手動で入力するか、アプリケーションにロードできます。
システムでは、期間 13または P13 (RTA)で申告額の未払処理調整が処理されます。アプリケ
ーションは、複数年の分析と、現在の期間への調整の転記に対応しています。入力スケジュ
ールに対するデータ変更は、法人税の現在の期間の引当金に必要な申告額の未払処理調整を
決定するために、連結によって追跡される必要があります(当期引当金や繰延引当金など)。計
算された金額は、追加引当金項目として RTA自動化で構成されたターゲット会計年度と宛先
期間の当期引当金に取得され、一時差異フォームにも取得されます(この場合、システムのデ
フォルトでは、すべての申告額の未払処理調整が繰延税金費用にのみ影響すると仮定されま
す)。設定の詳細は、RTA自動化ルールの定義を参照してください。

ノート:

RTA金額に前年度レートを使用する場合、RTA金額への前年度レートの適用を参照
してください。

申告額の未払処理調整は、エンティティに応じて異なる四半期中に計算および計上できます。
たとえば、カレンダ年中に、カナダのエンティティでは Q3で調整を計上し、アメリカのエン
ティティでは Q4で計上できます。つまり、システムは、ユーザーがデータを移入し、RTA
自動化を使用して宛先期間と会計年度を設定し、調整が転記される RTA期間および年とター
ゲット期間および年の両方を連結した場合のみ申告額の未払処理調整の差異を計算するよう
設定されます。
フォームには、次のロールフォワード・メンバーが含まれます。
表 23-1 国の一時差異

カテゴリ サブカテゴリ 説明
P12 自動 POVに指定された年度の引当金

からの自動金額。
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表 23-1 (続き) 国の一時差異

カテゴリ サブカテゴリ 説明
調整 POVに指定された年度の引当金

からの手動入力金額。
合計 「自動」と「調整」の合計。(合計

引当金)

RTA 自動 POVに指定された年度の申告か
らの自動金額。

調整 POVに指定された年度の申告か
らの手動入力金額。

合計 申告からの「自動」と「調整」の
合計。(合計申告額)

RTA RTA差異 合計引当金と合計申告額の差異
計算されると、当期引当金に取得される金額は、当期の申告書/申告上の当期の税額と
いう勘定科目の金額となります。一時差異の差異は、申告額の未払処理調整における
一時差異ロールフォワードの列に対して計算されると、自動的に取得されます。
調整を入力するには:

1. ホーム・ページで、「税引当(国)」を選択し、次に「RTA」を選択します。
2. 必要に応じて勘定科目残高に調整金額を入力します。
3. 「保存」をクリックします。
4. フォームの「アクション」で、「連結」を選択してから「起動」をクリックします。

RTA自動化ルールの定義
申告額の未払処理調整(RTA)では、前年の引当金と提出した申告書の間の差異が計算さ
れます。
「RTA自動化」画面を使用して、RTA調整をコピーするためのルールを定義します。
RTA残高をコピーするために、ソースおよび宛先のシナリオ・メンバーとレポート標
準メンバーを入力します。

ノート:

RTA自動化ルールを定義するには、管理者またはパワー・ユーザーのセキュ
リティ権限を持っている必要があります。

作業を開始する前に、調整を転記するため、次のタスクを実行する必要があります。
• 申告年度の RTAフォームを完成する必要があります。
• 申告年度の RTA期間を連結する必要があります。RTAの操作を参照してくださ
い。

• 申告年度の RTA期間について、データ・ステータスが「OK」である必要がありま
す。
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RTA自動化ルールを定義するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」を選択し、「構成」をクリックします。
 

 

2. 「RTA自動化」を選択します。
 

 

3. オプション: をクリックし、RTA自動化が構成されている POVを変更して、「適用」
をクリックします。

4. 転記期間のドロップダウンで、管轄ごとに申告調整を転記する期間を選択します。
5. 申告年度 1、申告年度 2および申告年度 3のドロップダウンで、調整の控除元となる前の
申告年度を選択します。たとえば、FY15および FY15から FY17の P10に申告調整を転
記できます。
前の年度の申告調整は、同じターゲット引当年度に最大 3つまで転記できます。

6. 「保存」をクリックします。
7. 「税引当(国)」から「データ・ステータス」を選択します。連結前は、転記期間および年
のステータスは「影響」と表示されます。
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8. RTA自動化を変更したすべてのシナリオ、年、エンティティおよび期間を連結し
ます。申告年度から RTA調整を控除するため、転記期間および年を連結する必要
があります。

9. 「税引当(国)」から「データ・ステータス」を選択します。連結後は、転記期間お
よび年のステータスは「OK」と表示されます。

10. 次のフォームのいずれかを確認して、RTA調整が(RTADO)申告額の未払処理調整
(繰延のみ)列に正しく転記されたことを確認します。
• 一時差異
• 繰延税金

RTA金額への前年度レートの適用
デフォルトでは、申告額の未払処理調整(RTA)の金額は、今年度の税率を使用して計算
されます。RTA金額に対して前年度の税率を使用する場合、増減ディメンション
で"ApplyTaxReturnRate"という属性を設定できます。

ノート:

システムでは、期間 13または P13 (RTA)で申告額の未払処理調整が処理され
ます。

RTA計算に前年度レートを使用するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「概要」、「ディメンション」タブの順にク
リックします。

2. 「ディメンション」で、「増減」を選択します。
3. 「FCCS_Movements」の下で「FCCS_ClosingBalance」を展開し、
「TRCS_RTADO」(申告額の未払処理調整(繰延のみ))に移動します。
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4. 「アクション」で「編集」を選択し、「属性値」タブを選択します。
5. 「使用可能な属性値」列で、「RTA Prior Year Rate」を展開し、ApplyTaxReturnRateを
選択します。「追加」をクリックして、「割り当てられた属性値」列に移動します。

6. 「ディメンション」タブで、「データベースのリフレッシュ」アイコンをクリックします。

ノート:

RTA調整を転記するため、RTA自動化ルールを設定する必要があります。RTA
自動化ルールの定義を参照してください。

RTA分岐の操作
永久勘定科目または一時勘定科目が資本逆仕訳としてシステムで設定されている場合は、税
金計算中にそれらが当期の税金費用の合計に常に含まれていました。この問題に対処するた
めに、資本逆仕訳としてタグ付けされた永久勘定科目または一時勘定科目が当期の税金費用
の合計から除外されるように、エンド・ユーザーが手動で調整する必要がありました。申告
額の未払処理調整(RTA)分岐機能には、資本逆仕訳ターゲット勘定科目としてタグ付けされた
すべての永久勘定科目および一時勘定科目からデータを自動的にプルする新しいメタデータ
が付属しています。このことは、「現在の引当金」フォームでのユーザーによる手動調整を回
避するために役立ちます。

Note:

以前に、アプリケーションの作成中または作成後に RTA分岐が有効になるように手
動調整を実行した場合は、確実にそれらを削除する必要があり、そのようにしない
とデータが重複します。

詳細は、を参照してください: RTA (申告額の未払処理調整)の操作

RTA分岐の有効化
この機能は、アプリケーションの作成中またはアプリケーションの作成後に有効にすること
ができます。
アプリケーションの作成中に RTA分岐を有効にするには:

1. Tax Reporting Cloud Serviceアプリケーションを作成します。アプリケーションの作成
を参照してください。

2. 「RTA分岐」の横にある「有効化」チェック・ボックスを選択します。
3. 「アプリケーションの作成」画面を確認します。
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アプリケーションの作成後に RTA分岐を有効にするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「構成」の順にクリックします。
2. 「構成」画面で「機能を使用可能にする」をクリックします。
3. 「RTA分岐」の横にあるチェック・ボックスを選択します。

4. システムに、機能が有効化されたというメッセージが表示されたら、「OK」をクリ
ックします。

5. ログオフしてから再度ログオンして、有効化された機能を確認します。
関連項目: アプリケーションの機能の有効化

RTA分岐の使用
1. RTA分岐機能を有効にせずに TRCSアプリケーションを作成します。アプリケー
ションの作成を参照してください。

2. 「アプリケーション」->「構成」→「機能を使用可能にする」に移動します。「RTA
分岐」を選択して、「有効化」をクリックします。RTA分岐の有効化を参照してく
ださい。
次の新しいメタデータが作成されます:

TRCS_CurrentTaxExpenseRTATotal、
TRCS_CurrentTaxExpenseEquityRTAReversal、
TRCS_CurrentTaxExpenseRTATotal(Shared)、
TRCS_RCurrentTaxExpenseRTATotal、
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TRCS_RCurrentTaxExpenseEquityRTAReversalおよび
TRCS_RCurrentTaxExpenseRTATotal(Shared)
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Note:

• 「現在の引当金(国)」で、追加の当期引当金の計算階層に新しい子メ
ンバーがあります。追加の当期引当金の計算階層には、次のメンバー
が表示されます:

– TRCS_CurrentTaxExpenseRTATotal

– TRCS_CurrentAddtlCalcRTA

– TRCS_CurrentTaxExpenseEquityRTAReversal。

• 「現在の引当金(地域)」で、当期の税金費用(申告額の未払処理調整)の
階層に新しい子メンバーがあります。当期の税金費用(申告額の未払
処理調整)階層には、次のメンバーが表示されます:

– TRCS_RCurrentTaxExpenseRTATotal

– TRCS_RCurrentAddtlCalcRTA

– TRCS_RCurrentTaxExpenseEquityRTAReversal
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ビデオを視聴し、Tax Reportingについてさらに学習します: 概要: Tax Reportingでのメ
タデータの処理
Table 23-2    RTA分岐の使用

アクション 結果
• ディメンション・エディタに移動し、勘定科
目 TempStockCompを検索して、属性
TRCS_CurrentAddtlCalcStockCompRTAを
添付します

• ディメンションの表示および編集を参照して
ください

• 「データベースのリフレッシュ」を実行しま
す。

• 「税率」フォームに移動して、「実績」の FY16
P12、P13、FLE201、CAおよび「実績」の
FY17 P1、FLE201、CAに 20%の税率を入力
します。

• 同様に、「実績」の FY16 P12、P13、FLE201、
CA_Blendedおよび「実績」の FY17 P1、
FLE201、CA_Blendedに 30%の税率を入力し
ます。

• 転記期間 P1と転記年 FY17で RTA自動化を
設定します。

• 「現在の引当金」に移動して、NIBT全体で
10,000、「実績」の FY16 P12の株式報酬に対
して 5000を入力します。

• 同様に、「実績」の FY16 P13を選択して、値
50000を使用して NIBTで調整します。「実
績」の FY16 P13で連結を実行します。

• 「RTA」フォームに移動します。株式報酬での
RTA差異は-5000です。(P13- P12)

• 申告上の当期の税金費用は 7000です

• 「現在の引当金」フォームに移動します
• 当期の税金費用(申告額の未払処理調整)の合
計を展開します

次の点に注意してください:
• 当期の税金費用(申告額の未払処理調整)の資
本逆仕訳値は 1000(5000*0.2)

• 当期の税金費用(申告額の未払処理調整)は
7000

• 当期の税金費用(申告額の未払処理調整)の合
計は 8000

「ETR」フォームに移動します。 当期の税金費用(申告額の未払処理調整)の合計は
8000です
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Table 23-2    (Cont.) RTA分岐の使用

アクション 結果
「TAR」フォームに移動します。 自動合計に、-7000の未払法人税と-1000の資本逆

仕訳が表示されます
• 「現在の引当金」フォームに移動します
• 当期の税金費用(申告額の未払処理調整)の合
計を展開します。

次の点に注意してください:
• 当期の税金費用(申告額の未払処理調整)の資
本逆仕訳値は 1000(5000*0.2)

• 当期の税金費用(申告額の未払処理調整)は
7000

• 当期の税金費用(申告額の未払処理調整)の合
計は 8000

「ETR (地域)」フォームに移動します。 当期の税金費用(申告額の未払処理調整)の合計は
12000です

「TAR (地域)」フォームに移動します。 自動合計では、未払法人税は-10500で、資本逆仕
訳は-1500です

ここで、永久勘定科目に対して同じステップを実行します:

1. ディメンション・エディタに移動し、永久勘定科目(PermEquity)を検索します。

2. 属性 Taxおよび Nationalを添付します。
3. TRCS_CurrentAddtlMTotalの下でこのメンバーを共有します。
4. 任意の永久勘定科目を編集して、属性 PermEquityを添付して、「データベースの
リフレッシュ」を実行します。

5. 「実績」では、FY16 P12で、控除に対していくつかのデータが入力されています
(3000など)。

6. 「実績」の FY16 P13および「実績」の FY17 P1に対して連結を実行します。
7. 「現在の引当金(国)」に移動します。
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8. 当期の税金費用の値が、税金の影響を受ける永久勘定科目および一時勘定科目の合計にな
るようにします。当期の税金費用(申告額の未払処理調整)の資本逆仕訳値は
1000(5000*0.2) + 600(3000*0.2)=1600です

Note:

地域の個別の勘定科目を作成して、同じステップを実行できます。

ユース・ケース例
次の例では、資本逆仕訳ターゲット勘定科目として(株式報酬)を設定しました。

国と地域の両方に資本逆仕訳タイプが設定されているため、この一時勘定科目は両方に対し
て有効です。

株式報酬は一時勘定科目です。
• 「実績」の FY16 P12には、次の値があります:

– 税引前純利益(NIBT)、「調整」列には 10,000が表示されます
– 株式報酬: 5000

• 「実績」の FY16 P13 (RTA)には、次の値があります:

– 税引前純利益(NIBT)、RTA調整: 50,000

– 税引前純利益(NIBT)、RTA差異(RTA(P13) – P12): 40,000
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当期の税金費用の計算中には、株式報酬(値: 5000)も含まれます(つまり、
40000-5000=35000)。

次のスクリーンショットの次の値に注意してください:

• 課税所得、RTA差異= RTA (P13) – P12: 40000-5000=35000

• 課税所得に対する現在の税金、RTA差異: 35000*20 (今年度の税率)/100=7000

ここで、次のスクリーンショットに示されているように、1000 (5000*20/100)を手動で
調整する必要があることを考慮します。
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RTA分岐を有効にした場合は、値が自動的にプルされるため、調整する必要はありません。
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24
CbCR自動化の使用

関連トピック
• CbCR自動化の設定
• CbCR自動化のルールの追加

CbCR自動化の設定
Consolキューブは引当の報告に使用され、CbCRキューブは CbCRレポート用のデータの収
集およびまとめに使用され、そのデータは Consolキューブから抽出されます。
データが 2つの異なるキューブ内にあるため、Consolキューブに対する変更を CbCRキュー
ブに転送する必要があります。CbCR自動化を設定して、Consolキューブと CbCRキューブ
間でのデータ移動を自動化する必要があります。Consolキューブにデータを入力したり、デ
ィメンションまたはメンバーを変更した場合、連結が実行され、データベースがリフレッシ
ュされると、適切なソース POVおよび選択したターゲット勘定科目の CbCRキューブに変更
が自動的に反映されます。結果は、CbCR表 1データ入力レポートで更新されます。「デー
タ・ステータス CbCR」フォームの「計算ステータス」を確認して更新を検証できます。

ノート:

CbCR自動化は、CbCRレポートがアプリケーションの初期作成時に有効化された
か、後で有効化された場合にのみ使用できます。

CbCR自動化をマップするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「構成」をクリックして、「CbCR
自動化」を選択します。
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2. 「CbCR自動化」で、「アクション」、「CbCR自動化」、すべての勘定科目の表示の
順に選択します。画面に移入されます。
 

 

3. 次のように、ソース・キューブ(Consolまたは CbCR)と CbCRキューブのターゲ
ット勘定科目間にマッピングを作成します。
• 「ルール」では、グローバル・ルールのみサポートされます。必要に応じて別
のグローバル・ルールを追加できます。

• 「無効」列で、「有効」を選択します。

ノート:

ルールが有効になると、そのルールはターゲット勘定科目に対して実
行されます。ルールは、必要に応じて使用するために無効化または再
有効化できます。たとえば、特定の期間またはシナリオを対象にルー
ルを無効化できます。無効化したルールは、ロールオーバー・プロセ
スの一部としてロールオーバーされます。無効化したルールは、実行
する必要がある場合は有効化できます。たとえば、年度末にルールを
無効化して、翌年有効化できます。

• 論理 - 「プル」オプションのみ使用できます
• パーセンテージ - 選択したパーセンテージ(-100%から 100%まで)を入力しま
す。100%の値については、1を入力します。100%未満を入力するには、小数
点付きで値を入力します(たとえば、.75と入力すると、75%が表示されます)。
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• 「ソース・キューブ」は、「Consol」または「CbCR」です。「Consol」または
「CbCR」を選択できます。ソース・キューブは、次の項目のソース元です。
– ソース勘定科目
– ソース ICP

– ソース・データ・ソース
– ソース増減

• ソース勘定科目 - 必要なソース勘定科目を選択します。
• オプション: ソース ICP - ドロップダウン・リストから会社間オプションを選択しま
す。
– 会社間エンティティ
– 会社間なし
マッピングの作成時にこのフィールドを空白のままにすると、デフォルトで、連結時
のオプションは「会社間なし」とみなされます。

• ソース・データ・ソース - ドロップダウン・リストから必要なデータ・ソース勘定科
目を選択します。ソース・データ・ソースが指定されない場合、デフォルト値は次の
ようになります。
– 税金勘定科目の場合 - ソース・データ・ソース - TRCS_Tax

– 税金勘定科目以外の場合 - ソース・データ・ソース - TRCS_SourcePreTax

• オプション: ソース増減 - ドロップダウン・リストから増減を選択します。
– 調整
– 自動
– 決算
– 期末帳簿基準 vs税務基準
– 合計
– 試算表のクローズ
ソース増減が指定されない場合、デフォルト値は次のようになります。
– 税金勘定科目の場合 - ソース増減 - TRCS_CY

– 税金勘定科目以外の場合 - ソース増減 - TRCS_TBClosing

4. 「保存」をクリックします。検証エラーがある場合、関係するフィールドが赤色で表示さ
れます。エラーを修正してから「保存」をクリックします。
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ノート:

CbCRキューブ内のエンティティのデータ・ステータスは、次の場合に
影響を受けます:

• CbCRキューブ内のそれらのエンティティに対してデータが存在し、
ソース・キューブを CbCRとして自動化ルールが存在する

• Consolキューブ内のそれらのエンティティに対してデータが存在
し、ソース・キューブを Consolとして自動化ルールが存在する

5. 「アクション」で、「連結」を選択します。
6. ホーム・ページで「CbCR」、「データの入力」、「表 1」タブ、「表 1のデータ入力」
の順にクリックします。ソース勘定科目の値が表示されます。

7. 「アクション」で、「CbCRの連結」を選択します。結果は、「表 1のデータ入力」
の「自動」セクションのマップ済データ行に表示されます。結果を調査して、マッ
プ済勘定科目からデータがプルされていることを確認します。
CbCR自動化ルールは、CbCR連結の一環として実行されます。

8. 連結が完了したら、ホーム・ページで「CbCR」をクリックし、「データ・ステー
タス」をクリックします。

9. 「計算ステータス」で、連結期間のデータ・ステータスが「OK」であることを確認
します。
CbCR自動化ルールが Consolキューブのソース・データに設定されている場合、
引当(Consolキューブ)を連結すると、連結 POVで CbCRデータ・ステータスが
「影響」に変更されます。

CbCR自動化のルールの追加
データ・ソース・ディメンションは、CbCR自動化ルールを格納するメンバーの作成
に使用されます。グローバル・ルールは、アプリケーションの作成時に生成され、ナ
ビゲータの「ディメンション」の下の TRCS_CbCR_Global Rules階層の下にあるデー
タ・ソース・ディメンションに格納されます。
 

 

必要に応じて別の CbCR自動化ルールを追加できます。新しいルール・メンバーは、
関連する「CbCR自動化」フォームにロードする前に、データ・ソース・ディメンシ
ョンの下に作成する必要があります。作成可能な追加のルール・メンバーの数に制限
はありません。
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ノート:

ルールは、階層内での場所の順に実行されます。

新規ルールを作成するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「構成」をクリックして、「CbCR
自動化」を選択します。

2. コピーする CbCR自動化ルールを含む行を強調表示し、「アクション」をクリックして
「CbCR自動化」を選択し、「ルールの追加」をクリックします。
 

 

3. 追加したルールで、新しいルールを編集し、「保存」をクリックします。
4. ホーム・ページで「CbCR」をクリックし、「データ・ステータス」をクリックします。
「計算ステータス」で、選択した期間の結果を確認します。

5. 「アクション」で、「連結」を選択します。
6. 別のルールを追加するには、「データ・ソース・ディメンションへの CbCR自動化ルール
の追加」を参照してください
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25
現在の未払税自動化(国と地域)の操作

関連トピック
• 現在の未払税自動化の有効化
• 現在の未払税自動化のマッピングの作成
• 「現在の未払税自動」フォームでの列の追加と削除
• 「現在の未払税詳細」フォームの管理

現在の未払税自動化の有効化
現在の未払税自動化は、次の 2つの方法で有効にできます:

1. アプリケーションの作成中に「現在の未払税自動化」の横にある「有効化」チェック・ボ
ックスを選択します。

2. アプリケーションを作成した後、「Tax Reporting – 機能を使用可能にする」画面に移動
します。「現在の未払税自動化」を選択し、「有効化」をクリックします。
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現在の未払税自動化のマッピングの作成
現在の未払税自動化のマッピングを作成するには:

1. 「構成」ウィンドウ(ホームページ ->「アプリケーション」 -> 「構成」)に移動しま
す。「現在の未払税自動化」機能を有効にすると、「現在の未払税自動化」という新
しいエントリが表示されます。

2. 「現在の未払税自動化」をクリックします。2つの新しいフォームが表示されます:

• 現在の未払税自動化(国)

• 現在の未払税自動化(地域)
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現在の未払税自動化のマッピングの作成
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Note:

• TRCS_CURRENTPAYABLESおよび TRCS_RCURRENTPAYABLESの下
に子メンバーを作成する必要があります。作成しないと、フォームは読取り
専用となり、ユーザーはマッピングを作成できません。

• 現在の未払税自動化に TRCS_CURRENTPAYABLESおよび
TRCS_RCURRENTPAYABLESの子メンバーを使用する場合は、構成キュ
ーブにも適用できるようにする必要があります。そのためには、
TRCS_CURRENTPAYABLESおよび TRCS_RCURRENTPAYABLESの下
に子メンバーを作成する際、コンソールと構成の両方のキューブを選択する
必要があります。

3. 「現在の未払税自動化」をクリックし、現在の未払税自動化(国)のマッピングを作成しま
す。ここで増減メンバー(CYPL課税額自動、CY OCI/資本自動、RTA (P&L)自動)のいずれ
かに入力した値は、「現在の未払税自動」フォームの列(CYPL課税額自動、CY OCI/資本
自動および RTA (P&L)自動)にカスケードされます。Tax Reportingの操作の現在の未払
税自動および詳細フォームの管理および現在の未払税(地域)自動および詳細フォームの
管理の自動化フォームへのアクセスを参照してください。

4. 必要な値を入力します:

a. 「ソース勘定科目」を指定します。
b. 勘定科目の除外の値を指定します(たとえば、親勘定科目の子メンバーを除外する場
合など)。

c. 支払か払戻かに応じて、「符号の切替え」に「はい」または「いいえ」を指定します

Note:

メンバー名のみを入力でき、別名は入力できません。複数の名前を指定する必
要がある場合は、カンマで区切り、二重引用符で囲む必要があります。
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Table 25-1    現在の未払税自動化(国)のマッピングの作成

オプション 説明
マッピングを作成するための必須フィール
ド(*)

• ソース勘定科目
• 符号の切替え(有効な値は「はい」また

は「いいえ」)
関数 関数をサポートする列はありません
複数の値 ユーザーは、「ソース勘定科目」および勘定

科目を除外列にのみ、カンマで区切り、二重
引用符で囲むことで、複数の値を入力できま
す。

5. 同様に、「現在の未払税自動化(地域)」フォームをクリックし、現在の未払税自動
化(地域)のマッピングを作成します。

「ソース勘定科目」、勘定科目を除外および「符号の切替え」は、国の勘定科目に対
して作成されるマッピングに似ていますが、管轄を含めるまたは管轄を除外列に対
するものであることに注意してください。含めるまたは除外する管轄を指定して
いない場合、デフォルトでは、すべての地域の管轄(TRCS_AllRegional)が選択され
ます。管轄の詳細は、管轄およびエンティティの構成を参照してください。
Table 25-2    現在の未払税自動化(地域)のマッピングの作成

オプション 説明
マッピングを作成するための必須フィール
ド(*)

• ソース勘定科目
• 符号の切替え(有効な値は「はい」また

は「いいえ」)
関数 Lvl0Descendants関数は、管轄を含めるお

よび管轄を除外に対してサポートされてい
ます
Example:1
Lvl0Descendants("US_Regions") ** すべて
の管轄および個々の管轄に対して 1つの現
在の未払税をサポートします Example:2
US_PAは、US_PAの個々の現在の未払税を
サポートします。Example:3
US_CA (CTP_CA勘定科目)
Lvl0Descendants("US_Regions")、US_CA
を除外(CTP_US勘定科目(地域))
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Table 25-2    (Cont.) 現在の未払税自動化(地域)のマッピングの作成

オプション 説明
複数の値 ユーザーは、「ソース勘定科目」、勘定科目を

除外、管轄を含めるおよび管轄を除外に複数
の値を入力できます。複数の値をカンマで
区切り、二重引用符で囲んでください。

Note:

• 作成する現在の未払税自動化マッピングはすべて、構成キューブに保存され
ます。

• Tax Reportingの操作の次のトピックも参照してください:

• – 現在の未払税フォームの操作
– 現在の未払税(地域)フォームの操作

「現在の未払税自動」フォームでの列の追加と削除
新しい増減メンバーを追加すると、「現在の未払税自動」フォームにそのメンバーが自動的に
反映されます。
「現在の未払税自動」フォームの列を追加/削除するには:

1. 増減ディメンションの TRCS_DetailMvmts_Subtotal階層の下に新しいメンバーを追加し
ます。簡易ディメンション・エディタを使用したディメンションの操作も参照してくださ
い。

2. 次に示すように、新しい増減メンバーとその子が追加されます。

Chapter 25
「現在の未払税自動」フォームでの列の追加と削除
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3. 次に示すように、新しく追加されたメンバーは、「現在の未払税自動」フォームに
自動的に反映されることに注意してください。

Note:

• 手順は、「現在の未払税(地域)自動」フォームの列を追加する場合と同じ
です。

• 不要な列を削除するには、増減ディメンションの
TRCS_DetailMvmts_Subtotal階層から列を削除します。

「現在の未払税詳細」フォームの管理
「現在の未払税詳細」フォームで列の順序を変更したり、列を追加する場合は、次のよ
うにします:

1. 「ナビゲータ」に移動します。
2. 「フォーム」を選択します。
3. TARに移動します。
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4. 「現在の未払税詳細」(国の場合)および「現在の未払税(地域)詳細」(地域の場合)を選択し
ます。

5. 「レイアウト」を選択します。
6. 左にスクロールして、履歴年の列を探します。

7. 右クリックして「列の追加」を選択し、新しく作成されたメンバーを履歴年の列の前に追
加します。

Note:

同様に、列を削除、編集または移動できます。機能は国と地域の両方のフォー
ムで似ています。
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26
TAR自動化および TAR自動化帳簿残高の操作

関連トピック
• TAR自動化および TAR自動化帳簿残高レポートの構成
• 一般会計の列のメタデータの作成
• TAR支払および払戻増減メンバーに対するデータソースの設定
• デフォルト・マッピングの生成
• カスタム・マッピングの生成
• 国内または国外としての TAR勘定科目の分類
• TARフォーム検証メンバー式の更新
• TAR自動化ロールオーバーの生成

TAR自動化および TAR自動化帳簿残高レポートの構
成

TARおよび TAR (地域)レポートに追加の列を必要としない場合は初期状態の TARおよび
TAR (地域)レポートを引き続き使用できます。一方で、一般会計の勘定科目構造が異なる一部
の会社では、TARおよび TAR (地域)レポートに追加の列を使用できます。Tax Reportingに
は、会社の一般会計の勘定体系を反映するようにレポートに列を追加できるカスタマイズさ
れた税金勘定ロールフォワード(TAR)および TAR (地域)レポートを構成する機会があります。
新しい勘定科目を作成して列に一般会計の新しい勘定科目を生成すると、適切な国または地
域のメンバーに増減がマップされます。TAR自動化および TAR自動化帳簿残高レポートの
結果は、連結時に現在の引当金および TARおよび TAR (地域)レポートに自動的にリンクされ
ます。
カスタマイズ可能な TARには、そのまま使用可能な TAR列全体とデフォルトのデータ・マッ
ピングが含まれています。TAR自動化および TAR自動化帳簿残高レポートをカスタマイズ
するには、次の手順を使用します:

• ディメンション・ライブラリを使用して、一般会計の列に適切なメタデータを追加しま
す。

• デフォルトのマッピングを作成します。
• カスタム・マッピングを作成します。
• 税金期末残高の繰越メンバーのメンバー式を追加して、繰延税金の連続性が税金勘定科目
ロールフォワードと一致していることを検証します。

• 勘定科目および管轄のカスタム属性を国内または国外に分類します。
• 必要に応じてロールオーバーを実行します。
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一般会計の列のメタデータの作成
「TAR自動化」および「TAR自動化帳簿残高」フォームに追加する一般会計の新しい列
ごとに、ディメンション・ライブラリの列のメタデータ勘定科目を追加し、当期費用
および繰延費用のデータをその新しい列にマップする必要があります。支払および払
戻を除き、TRCS_TARFAccounts階層に新しいメンバーを作成する必要があります。
新しい費用メンバーは、FX換算が正しく行われるように、当期費用または繰延費用の
子として追加する必要があります。

支払および払戻の増減メンバーの場合は、TAR (国)および TAR (地域)フォームを編集
して、TRCS_TARF_Inputではなく TRS_TARF_Calcにデータ・ソース・メンバーを
設定する必要があります。TAR支払および払戻増減メンバーに対するデータソースの
設定を参照してください。
一般会計の新しい列を追加するには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「ディメンション」をクリック
します。

2. 「ディメンション」タブの「ディメンション」ドロップダウンから、「勘定科目」を
選択します。

3. 勘定科目階層を展開し、TRCS_OtherTaxAccountsで TRCS_TARFAccountsを
展開します。

4. 一般会計の新しい列を作成する勘定科目を選択します。

5. 「兄弟の追加」 をクリックします。
6. 「ディメンション」ダイアログ・ボックスの「メンバーのプロパティ」タブで、次
の必須フィールドを含め、新しいメンバーの詳細を完了します。
• 「名前」に新しいメンバーの名前を入力します。たとえば、FinanceCostDetails
のように入力します。

• メンバーの別名を入力します。たとえば、Finance Costのように入力します。
• 「データ・ストレージ」で「共有しない」を選択します。この選択は必須です。
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7. オプション: 必要に応じて勘定科目のメンバーをさらに追加します。

8. 「データベースのリフレッシュ」 をクリックします。新しい列が TARおよび TAR (地
域)レポートに追加されます。

9. ホーム・ページから:

• TAR自動化の場合: 「アプリケーション」→「構成」→「TAR自動化」フォームを選
択します。「TAR自動化」フォームが開きます。新しい勘定科目が TARレポートに表
示されます。

• TAR帳簿残高の場合: 「アプリケーション」→「構成」→「TAR自動化」フォームを
選択します。「TAR自動化」フォームが開きます。「TAR自動化帳簿残高」タブを選
択します。新しい勘定科目が TAR (地域)レポートに表示されます。

10. デフォルトのマッピングを生成します。
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TAR支払および払戻増減メンバーに対するデータ
ソースの設定

TAR (国)および TAR (地域)フォームでは、支払および払戻の増減メンバーのデータソ
ースが TRCS_TARF_Inputに設定されています。「TAR自動化」フォームでは、ターゲ
ット・データソースが TRCS_TARF_Calcに設定されています。支払および払戻のデー
タがフォームに表示され、正しく計算されるようにするには、TAR (国)および TAR (地
域)フォームを編集して、データソース・メンバーを TRCS_TARF_Inputではなく
TRCS_TARF_Calcに設定する必要があります。
データは、連結後に TARフォームの支払および払戻に正しく取得されます。
支払および払戻増減メンバーのデータソース・メンバーを編集するには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で「フォー
ム」をクリックします。

2. 「フォームとフォルダ」で「ライブラリ」を展開し、「TAR」を選択します。
3. 「フォームとアド・ホック・グリッドの管理」で適切なフォームを選択します。

• TAR (国)

• TAR (地域)

4. 「編集」 をクリックし、「レイアウト」タブを選択します。
5. 「属性ディメンション」で、Descendants(TRCS_TARFPaymentsRefunds)行のデ
ータ・ソース・メンバーを TRCS_TARF_Inputから TRCS_TARF_Calcに変更し
ます。
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6. 「保存」をクリックします。
7. 「アクション」、「連結」の順に選択します。
8. 「TAR」タブで、支払および払戻のデータが正しく表示されていることを確認します。

ノート:

「現在の未払税」フォームから TARフォームの支払/払戻をマップするには、支
払および払戻の増減メンバーのデータ・ソースを変更する必要があります。

デフォルト・マッピングの生成
デフォルト・マッピングを生成するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、 「構成」の順にクリックします。
2. 「構成」画面で、「TAR自動化」を選択します。
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ノート:

「TAR自動化帳簿残高」で作業するには、「TAR自動化」画面で「TAR自
動化帳簿残高」タブを選択する必要があります。デフォルト・マッピン
グの生成を参照してください

初めて表示したときには、UIは空です。
3. 「メンバーのラベルの表示形式」でディメンション・メンバーを表示するプリファ
レンスを設定します。一般プリファレンスの設定を参照してください。

4. 「TAR自動化」または「TAR自動化帳簿残高」フォームで、「POV」の「勘定科目」
をクリックして「メンバー・セレクタ」ダイアログ・ボックスを開き、必要な POV
を選択します:

• 「勘定科目」ディメンション - POVについて複数の勘定科目を選択できます。

ノート:

選択できる勘定科目の数に制限はありませんが、選択する勘定科目が
多いほど、処理時間に対する影響が大きくなります。

• 「シナリオ」、「年」および「期間」ディメンション - それぞれについてメンバ
ーを 1つのみ選択できます。

POVの選択が検証され、次の条件ではエラーが表示されます:

• 選択したメンバーが TARF勘定科目の子ではない場合
• 選択したメンバーが基本メンバーではない場合
• 選択したメンバーに関数が追加されている場合
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5. 「TAR自動化」フォームにデフォルト・マッピングを表示するには、「アクション」から
「デフォルト・マッピングの生成 / オーバーライド」を選択します。

ノート:

このオプションは TAR自動化にのみ適用され、TAR帳簿残高には適用されませ
ん。

デフォルト・マッピングには、メンバー名または別名について選択した形式が表示されま
す。デフォルト・マッピングは、次を対象として生成されます。
• 現在選択されている勘定科目のみでなく、レベル 0の TARF勘定科目すべてのデフォ
ルト・マッピング。これには、時間がかかることがあります。

• 選択したシナリオ、年および期間の国と地域の両方

ノート:

期末残高(帳簿上) (b)行は、「TAR自動化」フォームでは読取り専用ですが、
管轄なし行を使用して「TAR自動化帳簿残高」から編集できます。

6. カスタム・マッピングの生成に進みます。
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カスタム・マッピングの生成
「TAR自動化」および「TAR自動化帳簿残高」の UIを使用すると、追加した新しい勘
定科目(つまり、列)に引当データをマップして、税に関する会社の総勘定元帳勘定科目
構造を表すことができます。データをマップする際には、TARF勘定科目(列)と増減
(行)を定義してデータをマップする必要があります。
「TAR自動化」および「TAR自動化帳簿残高」の UIでは、マッピング・プロセス中に
複数の勘定科目を一度に表示できます。これにより、ユーザーは仕訳入力の両側をマ
ップできます。たとえば、現在の税金費用と現在の未払税の詳細を同じ UIに表示でき
ます。これは、引当からデータをマップするときに便利です。
適切なソース勘定科目(国または地域)を選択するには、少なくとも 1つを選択する必要
があります。選択したそれぞれの勘定科目について、右にスクロールして同じ列セッ
トを確認します。
詳細勘定科目を追加するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、 「構成」の順にクリックします。
2. 「構成」画面で、「TAR自動化」を選択します。

ノート:

「TAR自動化帳簿残高」で作業するには、「TAR自動化」画面で「TAR自
動化帳簿残高」タブを選択する必要があります。デフォルト・マッピン
グの生成を参照してください

初めて表示したときには、UIは空です。
3. 「TAR自動化」UI上の「POV」で、POVを選択します。

• 「勘定科目」ディメンション - POVについて複数の勘定科目を選択できます。

ノート:

選択できる勘定科目の数に制限はありませんが、選択する勘定科目が
多いほど、処理時間に対する影響が大きくなります。

• 「シナリオ」、「年」および「期間」ディメンション - それぞれについてメンバ
ーを 1つのみ選択できます。

POVの選択が検証され、次の条件が存在する場合はエラーが表示されます:

• 選択したメンバーが TARF勘定科目の子ではない場合
• 選択したメンバーが基本メンバーではない場合
• 選択したメンバーに関数が追加されている場合
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4. それぞれの必須フィールドのセルをクリックしてメンバー・セレクタを開き、それぞれの
列について適切なメンバーを選択します:

表 26-1 「TAR自動化」および「TAR自動化帳簿残高」のフィールド

マッピング 列名 説明 必須
管轄なし ソース勘定科目

(国)
国のソース勘定科目の各メンバーの名前を選
択します。連結を実行するには、国のソース勘
定科目を選択する必要があります。

Y

除外勘定科目(国) 連結時に入力の貸借を一致させるために、TAR
フォームの国の親勘定科目から除外する詳細
勘定科目のメンバー名を選択します。

N

地域勘定科目 ソース勘定科目(地
域)

地域のソース勘定科目の各メンバーの名前を
選択します。連結を実行するには、地域のソー
ス勘定科目を選択する必要があります。

Y

除外勘定科目(地
域)

連結時に入力の貸借を一致させるために、TAR
フォームの地域の親勘定科目から除外する詳
細勘定科目のメンバー名を選択します。

N

国/地域 データ・ソース データ・ソースのメンバー名を選択します。 Y
国/地域 増減 増減ソースのメンバー名を選択します。 Y
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表 26-1 (続き) 「TAR自動化」および「TAR自動化帳簿残高」のフィールド

マッピング 列名 説明 必須
国/地域 会社間 会社間ソースのメンバー名を選択します。

ノート:

これは TAR帳簿残高にのみ適用さ
れ、TAR自動化には適用されませ
ん。

N

国/地域 符号の切替え 当期引当のデータ・ソースの符号が正(+)の場合
は、「符号の切替え」チェック・ボックスを選
択してその符号を負(-)に切り替えて、貸借対照
表の入力側を転記します。
繰延税金ロールフォワードの当期引当からの
データ・ソースの符号が正(+)の場合は、「符号
の切替え」チェック・ボックスの選択を解除し
てその符号を負(-)に切り替えて、繰延費用の入
力側を転記します。

N
デフォルト
値は「いい
え」です。

5. 「保存」をクリックします。選択したそれぞれの勘定科目について、右にスクロー
ルして必須列を確認します。
セルが検証され、検証エラーがある行は次のように強調表示されます:

• 国のマッピングについては、ソース勘定科目(国)が選択されている場合、「デー
タ・ソース」および「増減」が必須です。

• 地域のマッピングについては、ソース勘定科目(地域)が選択されている場合、
「データ・ソース」および「増減」が必須です。

TAR自動化のカスタム・マッピング
 

 
TAR自動化帳簿残高のカスタム・マッピング
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ノート:

ライブラリから「TAR自動化」または「TAR自動化帳簿残高」フォームを使用
してカスタム・マッピングを生成する場合は、メンバー名のみサポートされま
す。

6. 「保存」をクリックします。
7. ホーム・ページで「税引当(国)」または「税引当(地域)」、「パッケージ」の順に選択し、
「TAR」または「TAR (地域)」をクリックします。

8. 「アクション」で、「連結」を選択します。詳細な増減が表示されます。

国内または国外としての TAR勘定科目の分類
新規に作成した TAR勘定科目を国内または国外として計算されるように設定できます。国
外と国内のエンティティを区別するために、勘定科目ディメンションおよび管轄ディメンシ
ョンに次のカスタム属性が作成されます。
• TAR_Domestic

• TAR_Foreign

TRCS_TARF勘定科目階層に新しいメンバーを作成する場合は、次のことに注意してくださ
い。
• 国内地域用に特別に計算する必要がある場合は、作成した勘定科目メンバーに

TAR_Domestic UDAを添付する必要があります。
• いずれの属性も添付されていない場合、新規に作成されたメンバーは国内および国外の両
方のエンティティに適用可能です。

エンティティの連結時に、所属管轄および分類(国内または国外)に基づいて、その
TARF_Accountsの値のみが取得されます。たとえば、国内 POVを連結していて、TAR勘定
科目が国内として割り当てられていない場合は、連結した後、新しい勘定科目の値は TARフ
ォームに表示されません。
詳細勘定科目を国内または国外として分類するには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「ディメンション」をクリックします。
2. 「ディメンション」タブの「ディメンション」で、「管轄」を選択します。
3. 「TRCS_Total Jurisdiction」で、管轄階層を展開します。次の下に、使用可能な管轄が表
示されます。
• TRCS_No Jurisdiction (共有)

• TRCS_AllNational
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• TRCS_AllRegional

4. 管轄を国内として設定するには:

a. 選択した階層を展開し、管轄を選択して「編集」をクリックします。
b. 「メンバーの編集」画面で、「属性値」タブを選択します。
c. 「使用可能な属性値」で、TAR管轄分類を展開します。
d. 「TAR_Domestic」を選択して「追加」をクリックし、国内属性を追加します。
e. 「データベースのリフレッシュ」をクリックします。
国内として明示的に設定されていないメンバーは、デフォルトで国外として取り扱
われます。

5. 「ディメンション」タブの「ディメンション」で、「勘定科目」を選択します。
6. 「TRCS_OtherTaxAccounts」で、「TRCS_TARFAccounts」まで階層を展開し、新
規に作成した勘定科目を選択します。

7. 新規に作成した勘定科目を国内として設定するには:

a. 選択した階層を展開し、勘定科目を選択して「編集」をクリックします。
b. 「メンバーの編集」画面で、「属性値」タブを選択します。
c. 「使用可能な属性値」で、TAR勘定科目分類を展開します。
d. 「TAR_Domestic」を選択して「追加」をクリックし、国内属性を追加します。
e. 「データベースのリフレッシュ」をクリックします。

8. 「ディメンション」タブの「ディメンション」で、「エンティティ」を選択します。
9. 「FCCS_Total Geography」階層を展開します。
10.「使用可能な属性値」で、TAR管轄を展開します。
11. オプション: 管轄を国内に設定するには、「TAR_Domestic」を選択します。

TAR_Domestic属性が添付されていないメンバーは、自動的に国外として取り扱わ
れます。TAR_Domestic属性が添付されたメンバーがない場合は、国外および国内
の両方とみなされます。

TARフォーム検証メンバー式の更新
TARレポートに列が追加された場合は、TARフォームを更新してその列を追加する必
要があります。期末残高(c)は期末残高(a)と一致する必要があります。
検証メンバー式を使用して TARフォームを更新するには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で
「ディメンション」をクリックします。

2. 「ディメンション」タブの「ディメンション」で、「増減」ディメンションを選択し
ます。

3. 「TRCS_System Validations」を展開して、「TRCS_TARValidations」を選択しま
す。
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4. この例に従って式を更新します。
例: TARフォームでの「PensionNCA」列に対する繰延税金期末残高(c)の追加。
PensionNCAの場合の要件に基づいて ELSEIF条件を作成します:

"ELSEIF(@ISMBR("PensionNCA"))
"<Source Temp diff Account"->"FCCS_ClosingBalance"-
>"TRCS_NonCurrentAssets";"
完成した式:

@CALCMODE(BOTTOMUP);
IF(@ISMBR("TRCS_TARF_Calc"))
IF(@ISIDESC("TRCS_AllNational"))
IF(@ISMBR("TRCS_TARFDeferredNonCurrentAssets") )
"TRCS_NDefTaxNetVA"->"FCCS_ClosingBalance"->"TRCS_NonCurrentAssets";

ELSEIF(@ISMBR("PensionNCA"))
"Pension"->"FCCS_ClosingBalance"->"TRCS_NonCurrentAssets";
ELSEIF(@ISMBR("TRCS_TARFDeferredNonCurrentLiabilities"))
"TRCS_NDefTaxNetVA"->"FCCS_ClosingBalance"->"TRCS_NonCurrentLiabilities";
ELSEIF(@ISMBR("TRCS_TARFDeferredVANonCurrent"))
"TRCS_VATotal"->"FCCS_ClosingBalance"->"TRCS_Tax";
ENDIF
ELSEIF(@ISIDESC("TRCS_AllRegional"))
IF(@ISMBR("TRCS_TARFDeferredNonCurrentAssets") )
"TRCS_RDefTaxNetVA"->"FCCS_ClosingBalance"->"TRCS_NonCurrentAssets";
ELSEIF(@ISMBR("TRCS_TARFDeferredNonCurrentLiabilities"))
"TRCS_RDefTaxNetVA"->"FCCS_ClosingBalance"->"TRCS_NonCurrentLiabilities";
ELSEIF(@ISMBR("TRCS_TARFDeferredVANonCurrent"))
"[TRCS_RDefTaxNatTotal].[TRCS_RVATotal]"->"FCCS_ClosingBalance"->"TRCS_Tax";
ENDIF
ENDIF
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5. メンバー式を更新した後は、「検証」をクリックしてエラーがないことを確認しま
す。

6. 「保存」をクリックします。
7. 「アクション」で、「データベースのリフレッシュ」を選択します。

ヒント:

複数の検証条件を追加するとパフォーマンスが低下することに気づいた
場合は、検証条件の数を制限することを検討してください。

TAR自動化ロールオーバーの生成
レポートを次の期間にロールオーバーするには、TAR自動化ロールオーバーを実行し、
前年度の最後の期間から選択した POVにルールをコピーします。ロールオーバーは、
POVで指定された勘定科目のみでなく、レベル 0の TARF勘定科目すべてに対して実
行されます。
TAR自動化ロールオーバーを生成するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、 「構成」の順にクリックします。
2. 「構成」画面で、「TAR自動化」を選択します。
3. 「TAR自動化」フォームで、ロールオーバー期間の POVを選択します。マッピン
グは表示されません。

4. 「構成」画面で、「ロールオーバー」を選択します。
5. 「ロールオーバー」画面で、シナリオ、年および期間を選択します。
6. TAR自動化ルールを選択し、「実行」をクリックします。

 

 

ノート:

これにより、TAR自動化帳簿残高ルールもロールオーバーされます。
7. 「構成」画面で、「TAR自動化」を選択します。
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8. 「アクション」で「TAR自動化」、すべての増減の表示の順に選択します。
選択した POVに、前年度の最後の期間の値が表示されます。
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27
期限切れの年別課税損失/税額控除の操作

課税損失/税額控除プロセスは、生成された年とそれに対応する期限切れの年を含め、課税損
失/税額控除の詳細な構成を取得するよう設計されています。このプロセスは、現在の引当金
および一時差異ロールフォワードと統合されています。生成される課税年度は、現在の年と
過去 20年間を含む行、および 21年以上前に発生した損失/控除がある履歴年の 1つのカテゴ
リで保守されます。
「期限切れの年別課税損失/税額控除」により、ユーザーは、期限切れの年別の課税損失/税額
控除のスケジュールの期末繰越詳細を表示できます。Tax Reportingの操作の期限切れの年
別課税損失/税額控除の管理に関する項も参照してください。

期限切れの年別課税損失/税額控除の有効化
機能を有効にするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「構成」の順にクリックします。
2. 「構成」画面で「機能を使用可能にする」をクリックします。
3. 「期限切れの年別課税損失/税額控除」の「有効化」の横にあるチェック・ボックスを選択
します。

4. システムに、機能が有効化されたというメッセージが表示されたら、「OK」をクリックし
ます。

5. ログオフしてから再度ログオンして、有効化された機能を確認します。
関連項目: アプリケーションの機能の有効化
この機能を有効にすると、新しい期限切れフォームとともに、期限切れによる課税損失/
税額控除フォームを起動するための「アクション」メニュー項目も作成されます。Tax
Reportingの操作の課税損失/税額控除期限切れフォームへのアクセスに関する項も参照
してください。

メタデータの設定
「期限切れの年別課税損失/税額控除」機能を有効にすると、データ・ソース・ディメンション
に TRCS_TotalCarryForward階層が作成されます。関連項目: 期限切れの年別課税損失/税額
控除の有効化
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TRCS_TotalCarryforward階層には、TRCS_No Expiration、TRCS_Uncategorized、お
よびアプリケーションの開始年以降に作成された 20個のメンバーがあります。たと
えば、前述のスクリーンショットでは、開始年は 2015であるため、FY2015から
FY2034までのメンバーが表示されます。
この階層はロックされていないため、ユーザーは要件に従って新しいメンバーを作成
できます(FY<yearName>のメンバー名で作成します)。
この機能を有効にすると、TRCS_CarryforwardExpYear (増減メンバー)が、属性
ApplyEndingRateとともに添付されます。

Chapter 27
メタデータの設定
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28
純営業損失(NOL)/控除の操作

関連トピック:

• 純営業損失(NOL)/控除について学ぶ
• NOL/控除自動化の有効化
• 「NOL自動化」画面へのアクセス
• NOL自動化列の操作
• NOL自動化ルールの管理
• NOL自動化計算ルールについて学ぶ

純営業損失(NOL)/控除について学ぶ
NOL自動化は、現在の年の課税損失の繰延と、課税損失および税額控除の繰越の使用および
失効のプロセスを自動化するルールを構成するために使用されます。
課税損失は、現在の期間の課税所得(TaxableIncomeAfterLoss)の合計が 0を下回る場合に発生
します。現在の期間に発生する課税損失は、将来の期間/年で使用できるように繰り延べるこ
とができます。
現在の期間の課税所得(TaxableIncomeAfterLoss)の合計が正の金額になる場合は、前年までに
発生した課税損失を使用できます。繰延損失(以前の期間または年に発生した損失)は、現在の
期間ですべてまたは一部を使用できます。
繰り越される損失には期限切れの年を割り当てることができます(何も入力されない場合、デ
フォルトでは期限切れは割り当てられません)。現在の年に失効する課税損失および税額控除
は、自動的に消し込むことができます。
親の税金計算対応のエンティティで課税損失および税額控除が計上される場合にのみ、NOL
自動化で親の税金計算エンティティがサポートされます。
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Note:

純営業損失自動化ルールは、国と地域の両方の税金計算に適用されます。

NOL/控除自動化の有効化
機能を有効にするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「構成」の順にクリックします。
2. 「構成」画面で「機能を使用可能にする」をクリックします。
3. 「NOL自動化」の「有効化」の横にあるチェック・ボックスを選択します。

4. システムに、機能が有効化されたというメッセージが表示されたら、「OK」をクリ
ックします。

5. ログオフしてから再度ログオンして、有効化された機能を確認します。

Chapter 28
NOL/控除自動化の有効化
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Note:

機能を有効にすると(アプリケーションの機能の有効化を参照)、構成キューブが
自動的に作成されます。NOL自動化および現在の未払税は、アプリケーション
内にまだ存在しない場合は構成キューブを作成する機能の有効化の一部です。
アプリケーションの「キューブ」も参照してください。
機能を正常に有効にしたら、構成カードに移動し、NOL自動化構成項目を使用
して自動化ルールを定義します。NOL自動化ルールの定義を参照してくださ
い。

「NOL自動化」画面へのアクセス
「NOL自動化」画面(国および地域)にアクセスするには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」。
2. 「構成」を選択します。
3. 「NOL自動化」を選択します。「NOL自動化」および「NOL自動化地域」オプションが表
示されます。

4. 「NOL自動化」タブをクリックして、「NOL自動化」(国)フォームを開きます。
5. 「NOL自動化地域」をクリックして、「NOL自動化」(地域)フォームを開きます。
6. NOL自動化ルールを定義したら(NOL自動化ルールの定義を参照)、「保存」をクリックし
ます。

Note:

ルールを追加、削除またはコピーするには、「アクション」を選択して、必要な
アクションを選択します。次を参照してください:

• NOL自動化ルールのコピー
• NOL自動化ルールの削除

NOL自動化列の操作
Table 28-1    NOL自動化列

列 パラメータ 説明
勘定科目 値 「NOL自動化」には、TaxLossesCFSTotalの損失の子孫と「税額控除」

の子孫がすべてリストされます
「NOL自動化地域」には、TaxLossesCFSTotalの損失の子孫と「税額
控除」の子孫がすべてリストされます。

デフォルト 同上
コメント 同上

ルール名 値 NOL Rule1の次の使用可能な兄弟

Chapter 28
「NOL自動化」画面へのアクセス
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Table 28-1    (Cont.) NOL自動化列

列 パラメータ 説明
デフォルト NOLルール 1
コメント 新しいルールは子孫として追加する必要があります

論理 - 繰延 値 損失を繰り延べる場合に選択します
デフォルト 選択解除
コメント 選択した場合、繰延制限の「パーセント」が編集可能になります

選択しない場合、繰延制限の「パーセント」の値をクリアするか、その
まま保持するかの警告メッセージが表示されます
これは、控除勘定科目では読取り専用です。

論理 - 使用 値 損失を使用するチェック・ボックス
デフォルト 選択解除
コメント 選択した場合、使用制限の「パーセント」が編集可能になります。

選択しない場合、使用制限の「パーセント」の値をクリアするか、その
まま保持するかの警告メッセージが表示されます。

論理 - 期限切
れ

値 損失を期限切れにするチェック・ボックス
デフォルト 選択解除
コメント

エンティティ
- 含む

値 すべてのエンティティ
デフォルト なし
コメント エンティティを含めるために使用され、クリックすると、エンティテ

ィ・ディメンションのすべての子孫が表示されたメンバー・セレクタが
表示されます。

「エンティテ
ィ」の「除外」

値 すべてのエンティティ
デフォルト なし
コメント エンティティを除外するために使用され、クリックすると、エンティテ

ィ・ディメンションのすべての子孫が表示されたメンバー・セレクタが
表示されます。

管轄 - 含む 値 すべての管轄
デフォルト なし
コメント 管轄を含めるために使用され、クリックすると、管轄ディメンションの

すべての子孫が表示されたメンバー・セレクタが表示されます。
管轄 - 除外 値 すべての管轄

デフォルト なし
コメント 管轄を含めるために使用され、クリックすると、管轄ディメンションの

すべての子孫が表示されたメンバー・セレクタが表示されます。
繰 延 制 限 の
「パーセント」

値 ユーザー入力
デフォルト 100%
コメント 繰延チェック・ボックスが選択されている場合にのみアクセス可能

使用制限 - 課
税所得/税金 -
パーセント

値 ユーザー入力

デフォルト 100%

Chapter 28
NOL自動化列の操作
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Table 28-1    (Cont.) NOL自動化列

列 パラメータ 説明
コメント 使用チェック・ボックスが選択されている場合にのみアクセス可能

使用制限 - 課
税所得/税金 -
金額

値 ユーザー入力

デフォルト なし
コメント 使用チェック・ボックスが選択されている場合にのみアクセス可能

使用制限  -
C/F - 金額 - パ
ーセント

値 ユーザー入力

デフォルト 100%
コメント 使用チェック・ボックスが選択されている場合にのみアクセス可能

使用制限  -
C/F - 金額 - 金
額

値 ユーザー入力

デフォルト なし
コメント 使用チェック・ボックスが選択されている場合にのみアクセス可能

使用の「優先
度」

値 ユーザー入力
デフォルト なし
コメント 勘定科目に複数のルールが構成されている場合に、ルールの優先度を設

定します
「無効化」の
「ルール」

値 チェック・ボックス
デフォルト 選択解除
コメント 選択すると、ルールが無効になります

NOL自動化ルールの管理
「NOL自動化」画面では、システムで自動的に課税損失が繰延、使用または失効され、対応す
る相殺金額が記帳される方法を定義するルールを構成できます。次の NOL自動化ルールが
適用されます:

• 期限切れの年が過ぎた繰延損失を自動的に失効できます
• 「構成」カードからアクセスできます
• TaxLossesCFSTotalおよび TaxCreditTotalの親勘定科目(損失および控除の両方の勘定科
目を含む)の基本レベルの子孫を表示します

• 現在の引当金自動列には、TaxLossesCFSTotalの下の基本レベルの勘定科目の NOL自動
化ルールの結果が表示されます。

• 使用フラグが選択された場合にのみ、次のようなその依存列が有効になります:

– 使用制限の課税所得(パーセントおよび金額)には、C/F列を超える最高の優先度が設
定されます。パーセントと金額の両方が表示される場合、金額がパーセントよりも優
先されます

Chapter 28
NOL自動化ルールの管理
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– 使用制限 C/F- パーセントおよび金額 - 課税所得で何も指定されていない場合
にのみ、これらの値が考慮されます。パーセントと金額の両方が表示される場
合、金額がパーセントよりも優先されます

– 優先度 - これは、ルール全体の優先度を指定するために使用される番号です
関連トピック:

• NOL自動化ルールの定義
• NOL自動化ルールのコピー
• NOL自動化ルールの削除

NOL自動化ルールの定義
純営業損失/控除ルールを定義するには、管理者またはパワー・ユーザーのセキュリテ
ィ権限を持っている必要があります。

Note:

NOL自動化ルールは計算プロセスの一部として実行され、オンデマンド・ル
ールとしては起動できません。

NOL自動化ルールを定義するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」。
2. 「構成」を選択します。
3. NOL自動化構成項目を使用して自動化ルールを定義します。デフォルトでは、勘
定科目ごとにルールが定義されます。

4. その他のルールを追加するには、「アクション」メニューをクリックし、「ルールの
追加」をクリックします。

5. ルールを定義できる新しい行が挿入されます。
6. TaxLossesCFSTotal勘定科目および TaxCreditTotal勘定科目の基本レベルの子孫
の事前移入済リストから、ターゲット勘定科目を選択します。

7. 1つ以上の計算方法を選択します:

• 繰延(TaxCreditTotal勘定科目の基本には有効ではありません)

• 使用
• 有効期限
関連項目: NOL自動化列の操作

8. 計算を適用するエンティティを入力するか、除外されるエンティティを入力して処
理で除外されるエンティティを指定します。

9. パーセントまたは金額(ドル)を入力します。
• 使用の場合、パーセントまたは金額(ドル)を入力します。課税所得および繰越
の使用制限は、どちらもデフォルトでは 100%です

Chapter 28
NOL自動化ルールの管理
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• 繰延の場合、繰延制限のパーセントはデフォルトでは 100%です。ただし、これを変
更して損失額を繰り延べることができます。

• 期限切れの場合、パーセントおよび金額(ドル)は適用されません。
10. 使用プロセスの優先度の数値(1など)を入力します。
11. NOL自動化ルールの定義後に、連結を実行する必要があります。

Note:

各ルールの横にある「無効化」の「ルール」チェック・ボックスを選択して、ルー
ルを無効にすることもできます。

追加の NOL自動化ルールを定義するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」、「概要」、「ディメンション」タブの順に選択しま
す。

2. 「キューブ」で構成を、「ディメンション」で「識別子」を選択します
3. TRCS_NOLグローバル・ルールを展開します。

4. TRCS_NOLルール 5をクリックして、「兄弟の追加」アイコンをクリックします。

5. 「NOL自動化」画面に移動します(「NOL自動化」画面へのアクセスも参照)。「ルールの追
加」では、TRCS_NOLグローバル・ルールで作成したメンバー数に基づいてルールが追
加されます。

Chapter 28
NOL自動化ルールの管理
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NOL自動化ルールのコピー
前のルールから NOL自動化ルールをコピーして新しいルールを作成できます。
NOL自動化ルールをコピーするには:

1. ルールをコピーするには、コピーするルールを選択します。
2. 「アクション」メニューをクリックし、「ルールのコピー」をクリックします。
3. 前のルール・データを使用して新しいルールが作成されます。

NOL自動化ルールの削除
課税損失/税額控除の各勘定科目からのルール 1を除いて、NOL自動化ルールを削除で
きます。
NOL自動化ルールを削除するには:

1. ルールを削除するには、削除するルールを選択します。
2. 「アクション」メニューをクリックして、ルールの削除をクリックします。

NOL自動化計算ルールについて学ぶ
関連トピック:

• 課税損失の繰延
• 課税損失/税額控除の使用
• 課税損失/税額控除の期限切れ

Chapter 28
NOL自動化計算ルールについて学ぶ
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課税損失の繰延
課税所得と特別控除(TaxableIncomeBeforeLoss + TaxSpecialDeductions)が負の金額になっ
た場合、後の期間で使用できるように損失を繰り延べるルールを定義できます。最適な損失
繰延は、課税所得と特別控除の合計と等しい損失を繰り延べることによる課税所得 0と、
TaxLossCarryforward勘定科目に手動で入力された金額になります。
会社が損失を負った場合(つまり、損失後の課税所得が 0未満)、この損失を後の期間/年で使
用できるように繰り延べることができます。NOL自動化で指定された繰延パーセンテージに
応じて、繰越勘定科目の「自動」は損失前の課税所得 x 繰延パーセント x -1という式を使用
して移入されます。

Note:

税額控除繰延金額は手動入力のみです。税額控除勘定科目では自動化はサポートさ
れていません。

繰延ルールの定義: 例
課税所得が-35,493である場合、当期の最大で 35,493までの損失をシステムで繰り延べるこ
とができます。繰延パーセント額によって自動的に損失を繰り延べるルールを定義できま
す。
NOL自動化繰延ルールを定義して連結を実行すると、35,493の損失繰越がシステムで作成さ
れ、負の総所得 + 特別控除が完全に相殺されます。現在の引当金での課税所得と課税所得に
対する現在の税金は 0に変わります。
課税損失スケジュールは、課税損失繰越勘定科目の当年の TLCCreatedAutomated増減メンバ
ーで計上済損失を示すようになります。
一時差異スケジュールは、ターゲット課税損失繰越勘定科目の「自動」(CYSys)列で繰延損失
を示すようになります。

ユース・ケース例: 繰延
関連トピック:

• ユース・ケース 1: 課税損失の 100%繰延
• ユース・ケース 2: 課税損失の特定パーセンテージの繰延
• ユース・ケース 3: 特定エンティティの課税損失の繰延
• ユース・ケース 4: 特定エンティティの課税損失の繰延(除外エンティティあり )

• ユース・ケース 5: 特定管轄の課税損失の繰延
• ユース・ケース 6: 特定管轄の課税損失の繰延(除外管轄あり)

ユース・ケース 1: 課税損失の 100%繰延
構成

Chapter 28
NOL自動化計算ルールについて学ぶ
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予期される動作
課税損失の繰越自動勘定科目は、損失を完全に(100%)相殺するために使用され、その
金額は課税損失フォームで作成されたものとして転記されます

ユース・ケース 2: 課税損失の特定パーセンテージの繰延
構成

予期される動作
課税損失の繰越自動勘定科目は、損失の課税所得の(10%)を繰り延べるために使用さ
れ、その金額は「課税損失」フォームで作成されたものとして転記されます。

ユース・ケース 3: 特定エンティティの課税損失の繰延
構成

予期される動作
San Joseエンティティにのみルールが適用されます。

ユース・ケース 4: 特定エンティティの課税損失の繰延(除外エンティティあ
り)

構成

予期される動作

Chapter 28
NOL自動化計算ルールについて学ぶ
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San Joseを除く United states of Americaエンティティのすべての基本エンティティにルー
ルが適用されます。

ユース・ケース 5: 特定管轄の課税損失の繰延
構成

予期される動作
ルールは、すべての United statesの法定住所に基づくエンティティに適用されます。

ユース・ケース 6: 特定管轄の課税損失の繰延(除外管轄あり)

構成

予期される動作
ルールは、United statesの法定住所に基づくエンティティを除く、すべての法定住所のエン
ティティに適用されます。

ユース・ケース 7: エンティティを含める、および管轄区域を含めるを使用した
エンティティ・グループの課税損失の繰延

構成

例:

エンティティと法定住所: スタンフォード(US)、アトランタ(US)、モントリオール(CA)、トロ
ント(CA)

TaxLoss0001CFS、「エンティティ」の「含む」: スタンフォード、アトランタ、「管轄」の
「含む」: CA

予期される動作

Chapter 28
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前述の TaxLoss0001CFS勘定科目ルールは、エンティティ・スタンフォード、アトラ
ンタ、およびすべてのカナダのエンティティ、つまり法定住所 CAを持つエンティティ
に対して実行されます。

ユース・ケース 8: エンティティを含める、1つのエンティティの除外、管
轄区域を含めるを使用したエンティティ・グループの課税損失の繰延

構成

例:

たとえば、カナダのエンティティの 1つを除外するには: TaxLoss0001CFS、「エンテ
ィティ」の「含む」: スタンフォード、アトランタ、「エンティティ」の「除外」: モン
トリオール、「管轄」の「含む」: CA

予期される動作
前述の TaxLoss0001CFS勘定科目のルールは、エンティティ・スタンフォード、アト
ランタ、およびすべてのカナダのエンティティ、つまりモントリオール・エンティテ
ィを除く CAの法定住所を持つエンティティに対して実行されます。

課税損失/税額控除の使用
課税所得(TaxableIncomeAfterLoss)が正の金額になる場合、以前の期間または年の繰り
延べられた損失を使用するルールを定義できます。損失を最適に使用すると、課税所
得と特別控除の合計に等しい金額に、TaxLossCarryforward勘定科目に手動で入力され
た金額を加算して使用することで、課税所得が 0になります。

Note:

税額控除の使用は、損失の使用と同じプロセスに従います。

使用ルールを選択した場合にのみ、次のようなその依存列(NOL自動化列の操作も参
照)が有効になります:

• 使用制限の課税所得(パーセントおよび金額) - パーセントと金額の両方が表示され
る場合、金額がパーセントよりも優先されます。

• 使用制限 C/F- パーセントおよび金額 - 繰越勘定科目ごとに使用制限を指定しま
す。パーセントと金額の両方が表示される場合、金額がパーセントよりも優先され
ます

• 優先度 - これは、ルール全体の優先度を指定するために使用される番号です
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Note:

使用プロセスによって、最も古い期限切れの年が検索され、その金額が最初に使用
されます。すべての年が同時に失効する場合、最も古い起算年を使用します。

関連トピック:

• 計算例
• 使用ルールの定義
• ユース・ケース例: 使用

計算例
関連トピック:

• 課税所得および繰越のパーセンテージ
• 課税所得および繰越の金額
• 課税所得および繰越のパーセンテージと金額(ドル)

課税所得および繰越のパーセンテージ
Table 28-2    課税所得および繰越のパーセンテージ

使用課税所得 使用繰越 ユース・ケース例
(2つのうち小さい
方)

パーセント ドル パーセント ドル
100% 100% 繰越 = 100$および

課税所得 = 50$
予期される使用金
額 = -50$

100% 100% 繰越 = 100$および
課税所得 = 200$
予期される使用金
額 = -100$

50% 100% 繰越 = 100$および
課税所得 = 50$
予期される使用金
額 = -25$

50% 100% 繰越 = 100$および
課税所得 = 200$
予期される使用金
額 = -100$

50% 100% 繰越 = 100$および
課税所得 = 500$
予期される使用金
額 = -100$
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課税所得および繰越の金額
Table 28-3    課税所得および繰越の金額

使用課税所得 使用繰越 ユース・ケース例
(2つのうち小さ
い方)

パーセント ドル パーセント ドル
1000 1000 繰越 = 5000$およ

び課税所得 =
5000$
予期される使用
金額 = -1000$

1000 1000 繰越 = 100$およ
び課税所得 =
200$
予期される使用
金額 = -100$

500 1000 繰越 = 100$およ
び課税所得 = 50$
予期される使用
金額 = -50$

500 1000 繰越 = 1000$およ
び課税所得 =
200$
予期される使用
金額 = -200$

500 1000 繰越 = 100$およ
び課税所得 =
500$
予期される使用
金額 = -100$

課税所得および繰越のパーセンテージと金額(ドル)

Table 28-4    課税所得および繰越のパーセンテージと金額(ドル)

使用課税所得 使用繰越 ユース・ケース例
(2つのうち小さ
い方)

パーセント ドル パーセント ドル
100% 20$ 100% 繰越 = 100$およ

び課税所得 = 50$
予期される使用
金額 = -20$

100% 100% 10$ 繰越 = 100$およ
び課税所得 = 50$
予期される使用
金額 = -10$

Chapter 28
NOL自動化計算ルールについて学ぶ

28-14



Table 28-4    (Cont.) 課税所得および繰越のパーセンテージと金額(ドル)

使用課税所得 使用繰越 ユース・ケース例
(2つのうち小さ
い方)

100% 20$ 100% 30$ 繰越 = 100$およ
び課税所得 = 50$
予期される使用
金額 = -20$

100% 30$ 100% 20$ 繰越 = 100$およ
び課税所得 = 50$
予期される使用
金額 = -20$

100% 30$ 100% 20$ 繰越 = 100$およ
び課税所得 = 50$
予期される使用
金額 = -5$ (つま
り、課税所得(50$)
の 10%)

100% 30$ 10% 20$ 繰越 = 100$およ
び課税所得 = 50$
予期される使用
金額 = -10$ (つま
り、使用可能な繰
越(100$)の 10%)

使用ルールの定義
1. 損失の使用が可能な繰越勘定科目の使用ルールを定義します(複数の繰越勘定科目を使用
の対象にすることもできます)

2. 使用の優先度の指定は必須で、優先度は数値 1から始まり、複数の勘定科目の場合は増分
されます。

3. ルールを保存します。

Note:

使用プロセスには 2つの基準があります:

• エンティティに正の所得が必要です:
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• エンティティに使用の対象にできる損失が必要です:

エンティティに正の所得があり、正の所得の使用の対象にできる損失がある場
合、使用自動プロセスが開始されます。同じ使用プロセスが地域の損失/控除勘
定科目にも適用されることに注意してください。
次のスクリーンショットでは、最大で 18000$を使用できます。
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連結を正常に実行した後、次のスクリーンショットのように使用された金額が示され
ます:

次のスクリーンショットは、期限切れの年に基づいて損失がどのように使用されるか
を示しています:
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ユース・ケース例: 使用
関連トピック:

• ユース・ケース例 1

• ユース・ケース例 2

ユース・ケース例 1

課税所得 + 特別控除 = 28,000

現在の年: 2021

現在の期間: P12

現在のエンティティ : LE105

使用ルール:

Table 28-5    ユース・ケース例 1: 使用

認識されない
純営業損失

認識されない
資本損失

期限切れの年 TLCAvailabl
e

使用自動 期限切れの年 TLCAvailabl
e

使用自動
2021 20,000 -20,000 2021 5,000 -5,000
2022 10,000 -3,000 2022 10,000
合計 30,000 15,000

1. システムは、現在の年(2021)から始めて「シーケンス」の昇順で使用可能な損失の
使用を試みます。詳細勘定科目認識されない純営業損失は「シーケンス 1」の 1番
目です。認識されない純営業損失の 2021年の使用可能な損失の 100%が使用され
ます。使用可能な損失は 20,000です。使用される金額は 20,000の 100%です。
残りの課税所得は 28,000 - 20,000 = 8,000です。

2. 詳細勘定科目認識されない資本損失は「シーケンス 2」の 2番目です。認識されな
い資本損失の 2021年の使用可能な損失の 100%が使用されます。使用可能な損失
は 5,000です。使用される金額は 5,000の 100%です。残りの課税所得は 8,000 -
5,000 = 3,000です。
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3. LE105には他の使用ルールはありません。システムは、次の年(2022)に進み、使用可能な
損失がもうなくなるか、相殺される課税所得がもうなくなるまで、すべての使用可能な損
失の使用を試みます。

4. 課税損失の繰越勘定科目の現在の引当金で合計使用金額が相殺されます。
ユース・ケース例 2

この例は、異なるパーセンテージを使用した使用ルールを示しています。
課税所得 + 特別控除 = 28,000

現在の年: 2021

現在の期間: P12

現在のエンティティ : LE105

使用ルール:

Table 28-6    ユース・ケース例 2: 使用

認識されない
純営業損失

認識されない
資本損失

期限切れの年 TLCAvailable 使用自動 期限切れの年 TLCAvailable 使用自動
2021 20,000 -15,000 2021 5,000 -5,000
2022 10,000 2022 10,000 -4,000
合計 30,000 -15,000 15,000 -9,000

この例では、構成設定に従って、TaxLossD0001勘定科目の使用可能な合計金額の 50%のみ
が使用されます。合計は 30,000および 50% = 15,000です。
構成設定に従って、認識されない資本損失勘定科目の使用可能な合計金額の 60%のみが使用
されます。合計は 15,000および 60% = 9,000です
すべての詳細勘定科目にわたって使用する最大金額は 24,000です。
したがって、28000 – 24000 = 4000が、現在の引当金の残りの課税対象額です。
1. システムは、現在の年(2021)から始めて「シーケンス」の昇順で使用可能な損失の使用を
試みます。詳細勘定科目認識されない純営業損失は「シーケンス 1」の 1番目です。認識
されない純営業損失の 2021年の使用可能な損失の 100%が使用されます。使用可能な損
失は 20,000です。使用される金額は 30,000の 50%である 15,000です。15,000は
20,000を下回るため、15,000が使用されます。残りの課税所得は 28,000-15,000=13,000
です。

2. 詳細勘定科目認識されない資本損失は「シーケンス 2」の 2番目です。認識されない資本
損失の 2021年の使用可能な損失の合計である 15,000の 60% (9,000)が使用されます。
使用可能な損失は 5,000です。5,000は、使用する最大金額を下回るため、5,000が使用
されます。残りの課税所得は 13,000-5,000=8,000です。

3. LE105には他の使用ルールはありません。システムは、次の年(2022)に進み、使用可能な
損失がもうなくなるか、相殺される課税所得がもうなくなるまで、すべての使用可能な損
失の使用を試みます。

4. 課税損失の繰越勘定科目の現在の引当金で合計使用金額が相殺されます。
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課税損失/税額控除の期限切れ
勘定科目に期限切れルールを設定すると、繰越勘定科目の使用可能な金額が現在の年
とそれ以前の年で自動的に相殺されます。自動的な期限切れは、会計年度の最後の期
間である P12を連結する場合にのみ発生します。
自動的な期限切れは、現在のエンティティ、シナリオ、年および期間の自動繰延また
は使用が完了した後で実行されます。現在の期間の後で使用できなくなる損失を自動
的に期限切れにするルールをシステムに設定できます。
「課税損失」フォームには、勘定科目の期限切れ自動(TRCS_TLCExpirationAutomated)
列の失効した損失が表示されます。
「一時差異」フォームには、現在の年および期間の他の調整(繰延のみ)列の繰越勘定科
目ごとの失効した金額が表示されます。
期限切れロジックの目的は、指定した勘定科目で、期限切れの年が現在の年以前であ
るすべての使用可能な金額を失効させることです。現在の年が期限切れの年である損
失は、年の最後の期間である P12でのみ期限切れになります。
勘定科目の期限切れの年の「課税損失」フォームの TRCS_TLCAvailable列に基づい
て、失効する損失金額が決定します。

Note:

プロセスは、控除の期限切れと同じです。

関連トピック:

• 期限切れルールの定義
• ユース・ケース例: 期限切れ

期限切れルールの定義
1. 損失の期限切れが可能な繰越勘定科目の期限切れルールを定義します。
2. ルールを保存します。

ユース・ケース例: 期限切れ
関連トピック:

• ユース・ケース例 1

• ユース・ケース例 2
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ユース・ケース例 1
TaxableIncomeBeforeLoss + TaxSpecialDeductions = 28,000

現在の年: 2021

現在の期間: P12

現在のエンティティ : LE105

Table 28-7    ユース・ケース例 1: 期限切れ

認識されない純
営業損失

認識されない資
本損失

期限切れの年 TLCAvailable 期限切れ自動 期限切れの年 TLCAvailable 期限切れ自動
2019 20,000 -20,000 2021 5,000 -5,000
2020 10,000 -10,000 2022 10,000

ユース・ケース例 2

使用されない損失がある場合、期限切れの年に基づいて失効します。期限切れは、連結最終
期間が P12である場合にのみ発生する可能性があります。
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29
Pillar 2の操作

関連トピック:

• Pillar 2について学ぶ
• Pillar 2の構成
• Pillar 2グローバル税率の入力
• Pillar 2データ・フローの管理
• Pillar 2ルールの操作
• セキュリティに関する考慮事項

Pillar 2について学ぶ
多国籍企業(MNE)に対するグローバル・ミニマム法人税は、低税率国への利益の移転を阻止す
ることを目的としています。この問題を解決するために、Tax Reportingには、経済協力開発
機構(OECD)のグローバルな租税協定の Pillar 2と呼ばれる新しい税源浸食と利益移転
(BEPS)の機能が用意されており、国際的な税システムに対する画期的な改革の導入を支援し、
税のルールにおけるギャップや不一致を取り除きます。この新しい機能により、会社の利益
がタックス・ヘイブンのいずれかで非課税または軽課税となった場合、有効レートを 15%の
最小税率にするトップアップ税を自国で課すことができます。国内法人税率については、引
き続き政府が望むように設定できます。
この機能を使用して、次のことができます:

• 最小課税のスコープ内の MNEを定義します
• 管轄に基づいて MNEの有効税率を計算し、ルールの下で支払う必要があるトップアップ
税の金額を決定するためのメカニズムを設定します

• 合意されたルール順序と同期している MNEグループのメンバーにトップアップ税を課
します

Pillar 2の有効化
関連トピック:

前提条件

前提条件
この機能を有効にするには、アプリケーションがすでにハイブリッド対応密(DSO)に移行され
ている必要があります。関連項目: アプリケーション・モデルのハイブリッド最適化(DSO)へ
の変換
この機能を有効にするには:
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1. Tax Reportingホーム・ページに移動します。
2. 「アプリケーション」をクリックします。
3. 「構成」を選択します。
4. 「Pillar 2」機能をチェックします。
5. 「有効化」をクリックします。
関連項目: アプリケーションの機能の有効化

Pillar 2へのアクセス
「Pillar 2」カードには、アプリケーションのホームページからアクセスできます。

「Pillar 2」機能を有効にすると、「Tax Reporting」ホームページに「Pillar 2」カードが
作成されます。次のものが含まれています:

• パッケージ Pillar 2

– GloBE所得
– 対象税金
– ETR

– トップアップ税
– Pillar 2税金詳細(ダッシュボード) (関連項目: Pillar 2ダッシュボードの表示)

• データ・ステータス
• フォーム(関連項目: Pillar 2フォームの操作)

Pillar 2ダッシュボードの表示
レポート国別 Pillar 2 ETRの概要

Chapter 29
Pillar 2について学ぶ

29-2

https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/agtrc/admin_enabling_app_features_100x59426c1f.html#GUID-4A0D3533-E9EF-451E-96C3-49FE60013131


Pillar 2フォームの操作
次のフォームを使用できます。
Pillar 2

• Pillar 2対象税金
• Pillar 2 ETR

• Pillar 2 GloBE所得
• Pillar 2トップアップ税
• Pillar 2その他の勘定科目

Pillar 2管理
• Pillar 2対象税金グローバル自動化:グローバル Pillar 2対象税金自動化ルール(レポート管
轄に関係なくすべてのエンティティに適用)

• Pillar 2対象税金管轄自動化: グローバル Pillar 2対象税金自動化ルール(Pillar 2管轄のす
べてのエンティティに適用)

• Pillar 2対象税金エンティティ自動化: 特定のエンティティ用の Pillar 2対象税金自動化ル
ール

• Pillar 2 GloBE所得グローバル自動化: グローバル Pillar 2 GloBE所得自動化ルール(レポ
ート管轄に関係なくすべてのエンティティに適用)
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• Pillar 2 GloBE所得管轄自動化: グローバル Pillar 2 GloBE所得自動化ルール(レポ
ート管轄のすべてのエンティティに適用)

• Pillar 2 GloBE所得エンティティ自動化: 特定のエンティティ用の Pillar 2 GloBE
自動化ルール

• Pillar 2その他の勘定科目グローバル自動化: グローバル Pillar 2その他の勘定科目
自動化ルール(レポート管轄に関係なくすべてのエンティティに適用)

• Pillar 2その他の勘定科目管轄自動化: グローバル Pillar 2その他の勘定科目自動化
ルール(レポート管轄のすべてのエンティティに適用)

• Pillar 2その他の勘定科目エンティティ自動化: 特定のエンティティ用の Pillar 2そ
の他の勘定科目自動化ルール

• Pillar 2管轄自動化: エンティティを Pillar 2管轄に割当
• Pillar 2税率: グローバル Pillar 2税率の入力

Pillar 2の構成
関連トピック:

• Pillar 2エンティティの構成
• Pillar 2管轄の構成
• GloBE所得、対象税金および実質ベースの調整勘定科目の構成
• 対象税金のその他の繰延税金増減の構成
• GloBE所得および対象税金自動化の構成
• その他の勘定科目およびその他の勘定科目自動化の構成

Pillar 2エンティティの構成
スコープ内エンティティを Pillar 2に割り当て、PillarTwoEntityの下に
PillarTwoEntityYes属性を追加します。
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Note:

二重カウントを避けるために、祖先階層で許可される Pillar 2エンティティは 1つの
みです。

Note:

エンティティから PillarTwoEntityYes属性を削除した後、TRCS_TotalPillarTwoの下
の対応する共有エンティティは削除されません。共有エンティティを削除すると、
現在のデータと履歴データが失われる可能性があるため、デフォルトではメンバー
は削除されません。ただし、ユーザーは、TRCS_TotalPillarTwoの下の共有されて
いる非 Pillar 2エンティティを手動で削除できます。
ヒント: PillarTwoEntityYes属性を、納税および申告のエンティティ、または Pillar 2
の申告グループ・エンティティに割り当てます。管轄別のエンティティ階層は必要
ないことに注意してください。

例: 親の税金計算の追加
次のプロパティを設定して、Pillar 2計算を含む親の税金計算エンティティを作成します:

• 上位レベルのエンティティ入力: はい
• PillarTwoEntity: PillarTwoEntityYes

• 法定住所: <エンティティを表す法定住所>
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関連項目: ディメンションの操作およびエンティティ・ディメンション

Pillar 2管轄の構成
スコープ内エンティティを Pillar 2管轄に割り当てるには:

1. TRCS_TotalPillarTwoJurisdictionsの下に Pillar 2管轄を作成し、PillarTwoCurrency
属性の事前定義済通貨を関連付けます。

Note:

別名に通貨略称の完全な国名を含めます。これにより、Pillar 2管轄と法
定住所を区別し、通貨を識別できます。

2. ライブラリに移動します。
3. 「Pillar 2管理」フォルダの「Pillar 2管轄自動化」フォームを開きます。
4. ドロップダウンを使用して、スコープ内エンティティを Pillar 2管轄に割り当てま
す。

5. Pillar 2管轄リストは、「TRCS_TotalPillarTwoJurisdictions」の下に作成したメンバ
ーに基づいて事前移入されます。

Note:

親エンティティと子エンティティは、同じシナリオ、年および期間に対して
アクティブな管轄マッピングを持つことはできません。

関連項目: 管轄ディメンション

GloBE所得、対象税金および実質ベースの調整勘定科目の
構成

• TRCS_TotalBookAdjustmentsの下に GloBE所得調整勘定科目を作成できます。
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• 次のように、インラインの親の下に対象税金調整勘定科目を作成できます:

– 現在の勘定科目: TRCS_TotalCoveredTax

– 繰延勘定科目:

関連項目: 対象税金のその他の繰延税金増減の構成
– その他の税金調整

• 実質ベースの調整勘定科目を次の下に作成できます:

対象税金の一時差異増減の構成
一時差異勘定科目から読み取るように Pillar 2勘定科目を構成するには、一時差異 GAAPと法
定の階層全体または一時差異法定と税金の階層全体(あるいはその両方)を共有するか、現在の
引当金から選択した一時差異勘定科目を共有します。
次の例では、一時差異 GAAPと法定の親および一時差異法定と税金の親を共有メンバーとし
て追加する方法について説明します。
1. ディメンション・ライブラリに移動し、TRCS_TemporaryDifferencesTotal階層を展開し
ます(次を参照)。
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2. 変更を保存し、データベースをリフレッシュします。
3. 「対象税金」フォームに移動し、連結を実行して、逆仕訳を含む一時差異の現在の
年の増減(株式報酬資本勘定科目)のデータをプルします。

対象税金のその他の繰延税金増減の構成
合計一時差異(合計 GAAPと法定および合計法定と税金)についてのみ繰延税金増減メ
ンバーから読み取るように、Pillar 2勘定科目を構成できます。次の例では、繰延税引
当から他の調整合計(TRCS_OtherTotal)をプルする方法について説明します。
1. ディメンション・ライブラリに移動し、次のように

TRCS_TotalOtherDefTaxMovements階層を展開します:

2. 「追加」をクリックしてメンバーを作成し、このメンバーを次のように適切な繰延
税金増減メンバーに関連付けます:

Note:

繰延税金増減 Pillar 2属性には、繰延税金期末残高階層の子孫が事前移入
されます。作成した新しいカスタム増減が自動的に表示されます。
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3. このメンバーを保存し、データベースをリフレッシュして変更をコミットします。
4. TRCS_TotalOtherDefTaxMovementsの下に作成したメンバーを自動的に表示するよう
に、「対象税金」フォームが設定されます

5. 「対象税金」フォームを開き、「連結」を実行します。

Note:

Pillar 2構成の繰延税金増減は、割り当てられた繰延税金増減メンバーの合計一時差
異の値をプルします。

GloBE所得および対象税金自動化の構成
調整勘定科目のグローバル・ルール、管轄ルールまたはエンティティ・ルールを設定できま
す。
次の点に注意してください:

• パーセントは+/- 100%に制限されます
• 論理は「プル」に制限されます
• ソース勘定科目が必要です。
• ソース増減: TRCS_SourceBookClosing (つまり、試算表締め、決算および期末帳簿基準

vs税務基準の親)。空白のままにすると、これがデフォルトのソース増減になります。
• ソース・データ・ソース: TRCS_SourcePreTax (つまり、データ入力、管理対象入力およ
び補足データを含むデータ・ソース合計の親)。空白のままにすると、これがデフォルト
のソース・データのソース増減になります。

• さらに、データは複数 GAAPとシナリオの間、複数 GAAPまたはシナリオ(あるいはその
両方)から移動できます

Pillar 2自動化は、税引当プロセスの税金自動化と同じように機能します。唯一の違いは、
Pillar 2自動化では、データ・ソースとして税引前または税金のいずれかをソースとして選択
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する列があることです。アプリケーションでは最終的に、グローバル・ルール、管轄
ルールおよびエンティティ・レベルのルール(エンティティ・レベルで格納されている)
を組み合せたセットが処理されます。エンティティに適用されるルールのセットを確
認するには、エンティティ・レベルのルールを確認する必要があります。エンティテ
ィ・レベルのルールは、有効または無効になっているグローバル・ルール、管轄ルー
ルおよびエンティティ・レベルのルールの組合せです。
仕組み: グローバル・ルールが設定されると、保存時に管轄およびエンティティ・レベ
ルにコピーされます。管轄レベルで無効になっているグローバル・ルール、または無
効にされてオーバーライドされたグローバル・ルールは、エンティティ・レベルにコ
ピーされます。管轄ルールは、エンティティ・レベルで無効にしたり、無効にしてオ
ーバーライドすることができます。
新しいエンティティ・ルールは、エンティティ・レベルで保存できます。ルール名を
見ると、ルールのタイプ(グローバル、管轄、エンティティ )がわかります。必要に応じ
て、追加のルールをメタデータに追加することもできます。

Note:

Pillar 2自動化ルールを使用せずに Pillar 2を構成するには、「GloBE所得」フ
ォームおよび「対象税金」フォームにデータを直接入力できます。データを
入力するには、POVを「エンティティ」、法定住所、「エンティティ通貨」お
よびエンティティ入力に設定する必要があります。

その他の勘定科目およびその他の勘定科目自動化の構成
レポート目的で、引当金の帳簿/税金勘定科目を Pillar 2通貨および管轄に転送します。
例: 国レベルの現在の税金および繰延税金とグローバル・ミニマム税を組み合せたレポ
ート
1. 必要に応じて、「TRCS_TotalPillarTwoOtherAccounts」の下にメンバーを作成しま
す。関連項目: ディメンションの操作およびメンバーの操作

2. その他の勘定科目自動化ルールを設定します。調整勘定科目のグローバル・ルー
ル、管轄ルールまたはエンティティ・ルールを設定できます。
次の点に注意してください:

• パーセントは+/- 100%に制限されます
• 論理は「プル」に制限されます
• ソース勘定科目が必要です。
• ソース増減: TRCS_SourceBookClosing (つまり、試算表締め、決算および期末
帳簿基準 vs税務基準の親)。空白のままにすると、これがデフォルトのソース
増減になります。
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• ソース・データ・ソース: TRCS_SourcePreTax (つまり、データ入力、管理対象入力
および補足データを含むデータ・ソース合計の親)。空白のままにすると、これがデ
フォルトのソース・データのソース増減になります。

• さらに、データは複数 GAAPとシナリオの間、複数 GAAPまたはシナリオ(あるいは
その両方)から移動できます

例:

3. 「ホーム」 → 「ライブラリ」に移動し、「Pillar 2」 → 「Pillar 2その他の勘定科目」に移
動し、連結を実行して、その他の勘定科目にプルするデータを表示します。

Pillar 2グローバル税率の入力
「ライブラリ」 -> 「Pillar 2管理」フォルダにある「Pillar 2税率」フォームを使用して、グロ
ーバル Pillar 2レートを入力します。

Pillar 2データ・フローの管理
引当金、CbCRおよび Pillar 2についてデータをロードする場合のエンティティ入力、エンテ
ィティ通貨および管轄(法定住所):
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Pillar 2の計算およびレポートのためにデータを変換する場合のエンティティ合計、
Pillar 2通貨および Pillar 2管轄:
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Pillar 2管轄におけるすべてのエンティティのレポートの合計をレポートするための合計
Pillar 2、エンティティ合計、Pillar 2通貨および Pillar 2管轄:
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関連項目: Pillar 2対象税金の操作

Tip:

Pillar 2フォーム・ページが空白の場合は、コンテキスト・メニューから Pillar
2自動化を選択し、「すべての勘定科目の表示」を選択します。これにより、
構成されている Pillar 2勘定科目について空白の行がフォームに移入されま
す。
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Note:

Pillar 2データを表示するための視点(POV)を設定するには:

1. POVバーで「メンバーの編集」(鉛筆)オプションをクリックします。
2. 「通貨」ドロップダウンをクリックし、「メンバーの選択」に続いて次のものを
選択します:

• エンティティ : Pillar 2エンティティ
• 連結: エンティティ合計
• 管轄: Pillar 2管轄(例: 米国 USD)

3. 説明に従って前述のディメンション・メンバーについてメンバーを選択したら、
「通貨」メンバーを Pillar 2通貨として選択します。

Pillar 2対象税金の操作
対象税金は、スコープ内エンティティの所得または損失に課せられる税金を指します。

Pillar 2 ETR

Pillar 2グローバル ETRは、対象税金の金額を、GloBEIncomeに基づいて決定された所得の
金額で除算することによって決定されます。
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Pillar 2トップアップ税
エンティティの ETRが Pillar 2税率を下回る場合は、エンティティのトップアップ税
のパーセンテージを計算する必要があります。これは、Pillar 2税率から ETRを減算す
ることによって計算されます(たとえば、ETRが 10%である場合、トップアップ税のパ
ーセンテージは 15% - 10% = 5%となります)。
トップアップ税% = 最小 Pillar 2レート - エンティティの ETR

その後、トップアップ税のパーセンテージに管轄における合計所得を乗算してトップ
アップ税の金額が決定されます。
エンティティの合計所得は、GloBE所得から実質ベースの所得除外額(つまり、有形資
産および給与に基づいて除外される通常利益)を差し引いたものと等しくなります。

計算の再キャスト
再キャストでは、一時差異勘定科目のデータが使用されます。次のことを行う必要が
あります:

1. 一時差異勘定科目を GAAPと法定および法定と税金の階層に追加します。
2. 税率スケジュールに対する法定税率を入力し、現在の年の増減を TRCS_CYADJに
追加します(データを入力するには、POVを「エンティティ」、法定住所、「エンテ
ィティ通貨」およびエンティティ入力に設定する必要があります)。

3. 選択した/すべての一時差異勘定科目を含むように対象税金を構成します。
「対象税金」スケジュールによって、現在の年のレートが最小税率を上回っているかど
うかが確認され、調整の再キャストが計算されます。

Pillar 2ルールの操作
関連トピック:
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• レポート通貨換算
• 構成のコピー

レポート通貨換算
指定されたレポート通貨で Pillar 2データを表示するには、次の 2つのルールを使用して、
Pillar 2管轄に対してレポート通貨換算を実行します:

Table 29-1    レポート通貨換算のルール

ルール タスク
Pillar 2通貨からレポート通貨への換算の強制 「ルール」カードからこのルールを実行できます。
Pillar 2通貨からレポート通貨への換算 「ルール」カードからこのルールを実行できます。
これらのルールによって、すべての Pillar 2管轄が指定のレポート通貨に換算されます。

構成のコピー
構成ルールのコピーを使用して、Pillar 2自動化ルールおよび Pillar 2税率をコピーします。

セキュリティに関する考慮事項
• 管理/パワー・ユーザーは、データ入力フォームに対する読取りおよび書込みアクセス権
を持っています

• 参照者は、すべてのフォームに対する読取りアクセス権を持っています
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• パワー・ユーザーは、管理(つまり、構成)フォームに対する読取りアクセス権を
持っています

Table 29-2    Pillar 2

Pillar 2 管理/パワー・ユーザー 参照者
Pillar 2トップアップ税および ETR READWRITE READ
管轄別 Pillar 2トップアップ税 READWRITE READ
Pillar 2対象税金 READWRITE READ
Pillar 2 ETR READWRITE READ
Pillar 2 GloBE所得 READWRITE READ
Pillar 2トップアップ税 READWRITE READ

Table 29-3    Pillar 2管理

Pillar 2管理 管理/パワー・ユーザー 参照者
Pillar 2対象税金エンティティ自動化 READWRITE READ
Pillar 2対象税金グローバル自動化 READWRITE READ
Pillar 2対象税金管轄自動化 READWRITE READ
Pillar 2 GloBE所得エンティティ自動化 READWRITE READ
Pillar 2 GloBE所得グローバル自動化 READWRITE READ
Pillar 2 GloBE所得管轄自動化 READWRITE READ
Pillar 2管轄自動化 READWRITE READ
Pillar 2税率 READWRITE READ
Pillar 2税金詳細 READWRITE READ

Table 29-4    ルール

Pillar 2 管理/パワー・ユーザー 参照者
PillarTwoAutomationAddRule LAUNCH READ
PillarTwoAutomationDeleteRule LAUNCH READ
PillarTwoAutomationAddBlankRules LAUNCH READ
TranslateFromPillarTwoCurrency LAUNCH READ
ForceTranslateFromPillarTwoCurrency LAUNCH READ
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30
アーティファクトの移行

関連トピック
• アーティファクトのエクスポート
• アーカイブのアップロード

アーティファクトのエクスポート
アーティファクトをエクスポートして、環境間での(テスト環境から本番環境など)アプリケー
ションの移行に使用できるバックアップを作成します。
エクスポートするアーティファクトを選択します。サービスのすべてのアーティファクト、
または次のコンポーネントに属するアーティファクトの組合せをエクスポートできます。
• Planning

• データ管理
• Calculation Manager

• グループとメンバーシップ
• レポート
エクスポート・プロセスで作成するスナップショットは 60日間保存され、それ以後はサービ
スから自動的に削除されます。クローン・スナップショット機能(環境をクローニングするた
めの EPM自動化スクリプトを記述する代替機能)の詳細は、Oracle Enterprise Performance
Management Cloud移行の管理ガイドのアーティファクト更新レポートの生成を参照してく
ださい。
アーティファクトをエクスポートするには :

1. ホーム・ページで「ツール」、「移行」の順に選択します。
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2. 「カテゴリ」タブを選択します。
3. 「名前」で、エクスポートするアーティファクトを選択します。「すべて選択」また
は「選択項目のクリア」を選択できます。

4. 「エクスポート」をクリックします。
 

 

5. 「エクスポート」ダイアログ・ボックスで「OK」をクリックします。
デフォルトのエクスポート・フォルダ名を変更できます。フォルダ名には、ネイテ
ィブ・オペレーティング・システムでサポートされている文字のみを使用してくだ
さい。たとえば、Windowsではフォルダ名にコロンを使用できません。

6. 移行ステータス・レポートを確認します。
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7. 「スナップショット」タブを選択し、エクスポートされたアーティファクトを含むフォル
ダにアクセスします。アーカイブのアップロードを参照してください。

アーカイブのアップロード
このオプションを使用して、ZIPファイル(データ、メタデータ、ルール定義、ディメンショ
ン定義、マップされたトランザクション、バックアップ・スナップショットなどを含む)をロ
ーカル・コンピュータからアプリケーションにアップロードします。同じ名前のファイルが
アプリケーションに存在する場合は、ZIPファイルをアップロードできません。
アプリケーションにアップロードするファイルは 60日間保存され、それ以後は自動的に削除
されます。
アーカイブをアップロードするには:

1. ホーム・ページで「ツール」、「移行」の順に選択します。
2. 「スナップショット」タブを選択します。
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3. 環境にアップロードするスナップショットを選択します。

4. 「移行オプション」 をクリックします。
5. 「インポート・オプション」ダイアログ・ボックスで、アップロードに使用するオ
プションを選択し、「保存して閉じる」をクリックします
 

 

6. アップロードの場所を参照し、「アップロード」をクリックします。
7. アップロードが完了したら、「レポート」タブを選択し、次の情報を確認します。

• アーティファクト更新 - アーティファクト・オプション、開始日、終了日およ
びカテゴリを入力し、「レポートの実行」をクリックします。結果のレポート
を確認します。

• 移行ステータス - 「移行ステータス」レポートをクリックし、結果とレポート
のステータスを確認します。
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31
承認ユニット階層の管理

関連トピック
• 承認ユニット階層の作成
• 承認ユニット階層の編集
• 承認ユニット階層の使用状況の表示
• 承認ユニット階層の同期
• 承認ユニット階層の削除および名前変更
• 承認ユニット階層のエクスポート
• 承認ユニット階層のインポート

承認ユニット階層の作成
承認ユニット階層には、確認プロセスの対象となるエンティティが含まれます。承認ユニッ
トは、シナリオ、年、期間およびエンティティの組合せで構成されます。
承認ユニット階層を作成、変更または削除するには、サービス管理者である必要があります。
承認ユニット階層についてさらに学習するには次のビデオをご覧ください。

 承認ユニット階層の管理
承認ユニット階層を作成するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックします。
2. 「ワークフロー」で「承認ユニット」をクリックします。
3. 「作成」をクリックします。
4. 承認名、承認オプションおよびテンプレートで階層を設定します。
承認ユニット階層の設定を参照してください。

5. 承認プロセスに含めるメンバーを選択します。
承認ユニット階層のメンバーの選択を参照してください。

6. 承認プロセスの各ステージの所有者と確認者を割り当て、承認ユニットの移動パスを作成
します。
承認ユニットの所有者と確認者の割当てを参照してください。

7. 「保存」をクリックします。
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承認ユニット階層の設定
デフォルト承認ユニット階層割当て
アプリケーションの作成時、地域合計という名前の承認ユニット階層が作成されます。
この承認ユニット階層には、地域合計階層の下にあるすべてのエンティティが含まれ
ます。この承認ユニット階層に割り当てられる承認テンプレートは「連結」です。こ
のテンプレートは、ロックおよびロック解除の目的で使用されます。
既存のアプリケーション
アプリケーション内の期間のロックをすでに開始済の場合、ロックを続行する残りの
期間に地域合計承認ユニット階層を引き続き使用できます。
ただし、プロセス管理で使用可能な確認プロセスを使用して開始する場合、次のいず
れかを実行できます。
• "連結 - ボトム・アップ"という名前の新規承認テンプレートを使用するように、既
存の地域合計承認ユニット階層を変更します

• 確認プロセス用に、新規承認ユニット階層を作成し、承認ユニット階層に含めるエ
ンティティを割り当てます。

承認プロセス用の新しい承認テンプレートの「連結-ボトム・アップ」を使用して、新
しい承認ユニット階層を作成することをお薦めします。
新規アプリケーション
新規アプリケーションを作成している場合、または期間をロックしていない場合、新
規承認テンプレート"連結 - ボトム・アップ"を使用するようにデフォルトの地域合計承
認ユニット階層を変更できます。いずれかの期間がすでに開始済の場合、ワークフロ
ーで新規承認テンプレートが使用されるように確認プロセスを再開する必要がありま
す。
承認ユニット階層を設定するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックします。
2. 「ワークフロー」で「承認ユニット」をクリックします。
3. 次のいずれかを実行します:

• 新しい階層を作成するには、「作成」をクリックします。
• 既存の階層を編集するには、階層を選択して「編集」をクリックします。

4. 「承認ディメンション」を選択します。
5. 「階層名」で、承認ユニット階層名を指定します。
6. オプション: 説明を入力します。
7. 「承認の使用可能」で、次を選択します。

• すべて : すべてのエンティティを承認プロセスに追加します
• カスタム: 承認ユニットとして指定されている親エンティティおよびエンティ
ティの世代レベルが含まれます。選択に基づいて、必要なエンティティが階層
に追加されます。

• なし: エンティティは承認ユニットとして自動的に含められません。階層に含
めるエンティティを手動で選択できます。
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8. 「承認テンプレート」から、テンプレートを選択します。
9. 「キューブ」の場合、デフォルト設定の「Consol」のままにします。
10. 次のいずれかを実行します:

• 「次」をクリックするか、「プライマリおよびサブ階層の選択」を選択して、承認ユニット
のメンバーを選択します(承認ユニット階層のメンバーの選択を参照)。

• 「保存」、「OK」の順にクリックして、変更を保存し、承認ユニット階層を閉じます。

承認ユニット階層のメンバーの選択
承認ユニット階層のメンバーを選択するには:

1. 次のいずれかを実行します:

• 「承認ディメンション」から、「次」をクリックするか、「プライマリおよびサブ階層
の選択」を選択して、承認ユニット階層の定義を続行します。

• 「ワークフロー」を選択してから、「承認ユニット」を選択して承認ユニット階層を編
集します。

ノート:

• 承認ユニット階層メンバーの選択中ならどの時点でも、「デフォルトの階層にリセッ
ト」をクリックして、それを「承認ディメンション」ページで定義したデフォルトの
メンバーシップにリセットできます。

• 共有メンバーはプライマリ階層内に表示されますが、代替階層内に表示されません。
たとえば、エンティティ E1が、エンティティ・ディメンション内の"プライマリ"階
層である親 P1の下にあり、E1がエンティティ・ディメンション内の代替階層内の別
の P2の下でも定義されている場合、承認ユニット階層に含める E1を選択しようと
すると、P1の下にある E1しか表示されません。P2を展開した場合、E1は表示され
ません。

2. 承認ユニット階層内のエンティティを表示する方法を定義します。
• 表示を展開するには、右クリックして「展開」を選択します。
• 表示を縮小するには、右クリックして「縮小」を選択します。
• 選択可能なエンティティをすべて表示するには、「すべてのエンティティ」を選択し
ます。

• 以前に有効化された承認ユニットのみを表示するには、「承認ユニット」を選択しま
す。

• 「検索」では、「名前」、「別名」、または「両方」を選択します。エンティティを検索
するために「検索」に名前の一部または全部を入力し、階層で「上方向に検索」また
は「下方向に検索」をクリックします。

• 複数ページの承認ユニット階層内でページ間を移動するには、「ページ」にページ番
号を入力して「実行」をクリックするか、「開始」(最初のページ)、「前へ」(前のペー
ジ)、「次」または「終了」(最後のページ)をクリックします。

3. オプション: 承認プロセスの対象としてのデフォルト設定に含まれない承認ユニットの場
合、承認ユニット名の左側にあるボックスを選択することで、これを承認プロセスの対象
に含めることができます。

4. オプション: 承認ユニット名を右クリックして承認プロセスのサブ階層メンバーを定義
し、「含める/除外する」の 1つのオプションを選択します。
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• 子を含む: 承認ユニットの子を含めます。
• メンバーを含む: 承認ユニットのみを含め、子孫は含めません。
• すべての子孫を含む: 承認ユニットのすべての子孫を含めます。
• 世代を含む: 承認ユニットの 1つ以上の世代を含めます。プロンプトが表示さ
れた後、含める世代を指定します。

• 子を除外: 承認ユニットの子を除外します。
• メンバーを除外: 承認ユニットのみを除外し、子孫は除外しません。
• すべての子孫を除外: 承認ユニットのすべての子孫を除外します。
• 世代を除外: 承認ユニットの世代を除外します。プロンプトが表示された後、
除外する世代を指定します。

5. 次のいずれかを実行します:

• 「次」をクリックするか、「所有者の割当て」を選択して、承認ユニット所有者
を指定します。

• 「保存」、「OK」の順にクリックして、変更を保存し、承認ユニット階層を閉じ
ます。

承認ユニットの所有者と確認者の割当て
承認ユニットの所有者は、承認ユニットの親から継承されます。承認ユニットの確認
者も継承されます。承認ユニットの所有者と確認者は、承認ユニットから継承される
者とは別に指定できます。
所有者を割り当てる場合、「所有者を対応する承認グループ・メンバーにコピー」オプ
ションがデフォルトで有効になっています。このオプションでは、すべてのフェーズ
に同じ所有者を割り当てることができます(該当する場合)。フェーズごとに異なる所
有者にする場合は、エンティティの所有者情報を入力する前にこのオプションを選択
解除できます。
承認ユニットの所有者および確認者を割り当てるにはサービス管理者である必要があ
ります。
• 所有者の場合、1人のユーザーまたは 1つのグループを承認ユニットの所有者とし
て割り当てる必要があります。所有者は、承認ユニット階層の最上位エンティティ
に割り当てられている必要があります。

• 確認者の場合、1人以上のユーザーまたは 1つ以上のグループを承認ユニットの確
認者として割り当てることができます。

個別ユーザーを確認者として選択する場合、すべてのユーザーが承認アクションを実
行する必要があり、承認はユーザーが入力した順番に従う必要があります。グループ
(複数可)を確認者として選択する場合、グループ内のユーザーは確認者になることがで
き、次のレベルに移行できます。
承認ユニットの所有者と確認者を割り当てるには:

1. すべてのフェーズに同じ所有者を割り当てない場合は、「所有者を対応する承認グ
ループ・メンバーにコピー」オプションを選択解除します。

2. 次のいずれかを実行します:
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• 「プライマリ・メンバーの選択」タブまたは「プライマリおよびサブ階層の選択」タ
ブから、「次」をクリックするか、「所有者の割当」タブを選択して、承認ユニット階
層の定義を続行します。

• 「ワークフロー」を選択してから、「承認ユニット」を選択して承認ユニット階層を編
集します。

3. 承認ユニットを選択し、「所有者」で「所有者の選択」アイコンをクリックして所有者を
検索し選択します。
1つの承認ユニットに割り当てることができる所有者は 1人のみです。ユーザーまたは
グループのいずれかが所有者になることができます。「ユーザー」タブを選択し、個別の
ユーザーを所有者として割り当てます。「グループ」タブを選択し、グループを所有者と
して割り当てます。

4. 「確認者」で、「検索」をクリックし、承認ユニット確認者を選択します。
確認者には、個々のユーザー、単一のグループまたは複数のグループを指定できます。「ユ
ーザー」タブを選択し、個別ユーザーを確認者として割り当てます。「グループ」タブを
選択し、単一のグループまたは複数のグループを確認者として割り当てます。

ノート:

確認者が個別ユーザーの場合、確認者に承認ユニットを確認させる順序で確認
者を選択します。リスト内の最初の確認者が、承認ユニットに対して最初に作
業を行うユーザーです。最初の確認者が承認ユニットを上位へ移動すると、2番
目に選択した確認者が承認ユニット所有者になり、それ以降も、作成した確認
者のリストに従って順番に確認が行われます。

5. 「移動パス」で、 をクリックしてエンティティの承認ユニットの移動パスを表示し、そ
れが正しいかどうかを確認して、エラーがあれば修正します。
承認およびロック対象のエンティティの場合、そのエンティティは、移動パス内を移動し
て、そのパスの最後の所有者または確認者に到達している必要があります。移動パスの最
後の所有者/確認者のみがエンティティを承認またはロックできます。

6. オプション: 「ユーザーに通知」で、「検索」をクリックして、承認アクションが承認ユ
ニットに対して実行されたときに通知するユーザーを選択します。
通知を受信するには、通知を受信するユーザーが電子メール IDを設定し、「ユーザー・プ
リファレンス」内の承認通知を有効にする必要があります。Oracle Financial
Consolidation and Close Cloudの操作の通知の電子メールの設定に関する項を参照して
ください

7. オプション: 他の承認ユニットについてこれらのステップを繰り返し、継承された所有者
または確認者を変更します。

8. 「保存」をクリックして作業を保存し、続行するか、「OK」をクリックして作業を保存し、
承認ユニット階層を閉じます。

シナリオへの承認ユニット階層の割当て
承認ユニットを定義すると、承認ユニット階層を特定のシナリオ、年および期間の組合せに
割当てできます。メタデータ内で承認が有効なシナリオのみが選択可能です。
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ノート:

1つの承認ユニット階層のみを特定のシナリオ/年/期間に割り当てます。複
数の承認ユニット階層を同じシナリオ/年/期間に割り当てることはできませ
ん。

アプリケーションの作成時に、地域合計承認ユニット階層が自動的に作成され、実績
シナリオの使用可能な年および期間がすべて割り当てられることに注意してくださ
い。新規承認ユニット階層を作成していて、地域合計にすでに割当て済のシナリオ/年/
期間を割り当てる場合、シナリオ/年/期間エントリを地域合計から先に削除してから、
新規承認ユニット階層に追加することをお薦めします。
承認ユニット階層をシナリオ、年および期間の組合せに割り当てるには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックします。
2. 「ワークフロー」で「承認ユニット割当て」をクリックします。
3. シナリオ、年および期間の割当てを追加します。

a. 承認ユニットの「アクション」列で をクリックします。
b. 「シナリオ」列のドロップダウンから、承認ユニット階層に関連付けるシナリ
オを選択します。

c. 「年」列のドロップダウンから、承認ユニット階層に関連付ける年を選択しま
す。

d. 「期間」列のドロップダウンから、承認ユニット階層に関連付ける期間を選択
します。
実績、FY19、1月、2月、3月など、複数の期間を一度に選択できます。

e. 「OK」をクリックします。
新規割当て行が表示されます。

ヒント:

割当てを削除するには、「削除」 をクリックします。

4. 「保存」をクリックし、割当てを保存して続行します。

承認ユニット階層の編集
承認ユニット階層を編集するには、サービス管理者である必要があります。
承認階層を編集するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックします。
2. 「ワークフロー」で「承認ユニット」をクリックします。
3. 承認ユニット階層を選択して、「編集」をクリックします。
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4. 変更を行うための適切なタブを選択します。
• 承認ディメンション
承認ユニット階層の設定を参照してください。

• プライマリおよびサブ階層の選択
承認ユニット階層のメンバーの選択を参照してください。

• 所有者の割当て
承認ユニットの所有者と確認者の割当てを参照してください。

• 使用状況
承認ユニット階層の使用状況の表示を参照してください。

5. 完了後、「保存」をクリックします。

承認ユニット階層の使用状況の表示
承認ユニット階層には、シナリオ、年および期間の割当て、データ検証ルールなど、フォー
ムに定義された依存関係がある可能性があります。承認ユニット階層に依存関係がある場
合、その依存関係が削除されるまで階層は削除できません。「使用状況」タブに、承認ユニッ
ト階層が表示されるため、必要に応じて依存関係を参照および削除できます。
承認ユニット階層の使用状況を表示するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックします。
2. 「ワークフロー」で「承認ユニット」をクリックします。
3. 承認ユニット階層を選択して「編集」をクリックし、「使用状況」を選択して、承認ユニ
ット階層の依存関係を表示します。

4. 「フォーム」を選択して、フォームで関連付けられたデータ検証ルールを表示するか、「承
認ユニット割当て」を選択して、関連付けられたシナリオ割当てを表示します。
• データ検証ルールが関連付けられている場合、フォームごとにリストされます。リン
クをクリックすると、フォームが新しいタブに編集モードで表示されます。その後、
ルールを更新または削除して、階層から関連付けを解除できます。

• シナリオ、年および期間の組合せが関連付けられている場合、シナリオごとにリスト
されます。リンクをクリックすると、割当てが新しいタブに表示されます。その後、
割当てを削除して、階層から関連付けを解除できます。

5. 依存関係を削除する場合、「使用状況」タブの「リフレッシュ」をクリックしてリストを
リフレッシュします。

6. 承認ユニット階層を削除する場合、すべての依存関係が削除されるまでこれらのステップ
を繰り返します。

承認ユニット階層の同期
承認ユニット階層で使用されているディメンション・メンバーを追加、削除または変更する
場合、影響を受ける承認ユニット階層をこの変更と同期させる必要があります。承認ユニッ
ト階層のリストを表示する場合、各承認ユニット階層のエントリには、最新の変更が承認ユ
ニット階層に反映されているかどうかが示されます。この手順を使用して、承認ユニット階
層をディメンション・メンバーの変更と同期させます。
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ノート:

ディメンション・メンバーを追加する場合、ディメンション・メンバーが承
認ユニットとして追加されるのは、承認ユニット階層の組込みルールの基準
をこれらが満たす場合のみです。たとえば、追加したエンティティが第 4世
代のエンティティであるときに、第 1世代から第 3世代までが承認ユニット
であると組込みルールに指定されている場合、エンティティは承認ユニット
として追加されません。ただし、このエンティティが第 3世代のメンバーで
ある場合は、承認ユニット階層が次回に編集、保存または同期されるときに、
承認ユニットとして追加されます。

承認ユニット階層を変更と同期させるには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「ワークフロー」で、「承認ユニット」を
クリックします。

2. 「同期済」列では、承認ユニット階層に次のようなラベルが付きます。
• 同期済-変更は承認ユニット階層と同期されます
• 未同期-変更は承認ユニット階層と同期されません
• userによってロック済-ユーザーが承認ユニット階層を編集または同期中です

ノート:

承認ユニット階層リストを表示した後、ユーザーによって承認ユニット
階層の編集または同期が開始された場合、承認ユニット階層リストでは、
この承認ユニット階層について"ロック済"とは表示されません。この承
認ユニット階層を同期しようとしても同期は行われず、編集中であるこ
とを示すエラー・メッセージが表示されます。

3. 「未同期」としてリストされている承認ユニット階層を選択してから、「同期」をク
リックします。
承認ユニット階層に変更が適用され、次に、承認ユニット階層に定義されている組
込みルールに従って承認ユニットのリストが更新されます。アプリケーション内
のすべての承認ユニット階層が同期され、エンティティが複数の階層に属している
場合の競合が回避されます

ノート:

別のユーザーによる編集または同期中である承認ユニット階層を変更と
同期させることはできません。

4. 同期プロセスのステータスを表示するには、ジョブ・コンソールに移動します。
ジョブ・リストには、処理中の各承認ユニット階層のステータスおよびエラーの詳
細が含まれています。
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承認ユニット階層の削除および名前変更
承認ユニット階層が、データ検証ルールやシナリオ割当てにより参照されていない場合には
削除できます。「使用状況」タブには、階層を参照するオブジェクトが表示されます(それらは
必要に応じて階層との関連付けを解除できます)。
承認ユニット階層の名前を変更することもできます。承認ユニット階層の名前を変更して
も、それを参照するオブジェクトには影響しません。
承認ユニット階層の削除または名前変更を行うには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックします。
2. 「ワークフロー」で「承認ユニット」をクリックします。
3. 次のいずれかを実行します:

• 削除するには、削除する承認ユニット階層を選択し、「削除」をクリックします。
• 名前を変更するには、名前を変更する承認ユニット階層を選択し、「名前変更」をク
リックして新しい名前を入力します。

4. 「OK」をクリックします。

承認ユニット階層のエクスポート
承認ユニット階層をエクスポートする際には、定義および割当て情報などの承認ユニット階
層情報を格納するファイルを作成します。このファイルを作成した後、その内容を既存の承
認ユニット階層にコピーできます(承認ユニット階層のインポートを参照)。
承認ユニット階層をエクスポートするには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「ワークフロー」で、「インポートおよびエクス
ポート」をクリックします。

2. 「承認ユニット階層のエクスポート」を選択します。
3. 「既存の承認ユニット階層名」で、エクスポートする承認ユニット階層を選択します。
4. 「OK」をクリックします。
5. 「保存」ダイアログ・ボックスが表示されたら、エクスポート・ファイルを選択した場所
に保存します。

6. 「エクスポート」または「完了」をクリックします。「エクスポート」ではアクションが実
行され、「完了」ではダイアログ・ボックスが閉じられます。

承認ユニット階層のインポート
承認ユニット階層には、定義および割当て情報などの承認ユニット階層インポート・ファイ
ルのコンテンツを移入できます。このインポート・ファイルは、既存の承認ユニット階層を
エクスポートした結果です。承認ユニット階層のエクスポートを参照してください。
承認ユニット階層情報をインポートしても、承認ユニット階層は作成されません。エクスポ
ート・ファイルから移入された承認ユニット階層が存在し、少なくともインポート前の名前
を持っている必要があります。インポート・プロセスでは、最初に承認ユニット階層のすべ
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てのメンバーが削除され、ロード・ファイルで新規メンバーとして指定された各メン
バーが追加される置換モードが常に使用されます。

ノート:

承認ユニット階層のロードでは、既存のメンバーが入力ファイルで指定され
ていなければそのメンバーおよびその子が階層から削除されます。

承認ユニット階層をインポートするには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「ワークフロー」で、「インポートおよび
エクスポート」をクリックします。

2. 「承認ユニット階層のインポート」を選択します。
3. 「既存の承認ユニット階層名」で、エクスポートした情報を受け取る承認ユニット
階層を選択します。

ノート:

インポート後の承認ユニット階層には、移動パスを決定するために定義
されている所有者、確認者およびルールが追加されます。
承認ユニット階層がすでに開始されていて、割当て済エンティティへの
変更が含まれている可能性のある承認ユニット階層をインポートする
と、エラーが発生します。承認ユニット階層ファイルをインポートする
前に、階層を「未開始」ステータスにリセットする「除外」を実行して、
承認ユニット階層が開始されていないことを確認してください。

4. 「所有者を含む承認ユニット階層」で「参照」をクリックし、インポートするエク
スポートされた承認ユニット階層ファイルを選択します。

5. 「OK」をクリックします。
6. 「インポート」または「完了」をクリックします。「インポート」ではアクションが
実行され、「完了」ではダイアログ・ボックスが閉じられます。
インポートに成功しましたというメッセージが表示された場合は、エクスポート済
ファイル内の承認ユニット階層情報は、「既存の承認ユニット階層名」で選択した
承認ユニット階層に正常にコピーされたことになります。
「インポートに失敗しました。一部のアイテムがインポートされませんでした。」と
いうメッセージが表示された場合は、「詳細」をクリックしてログ・ファイルを表
示します。エラーを修正し、承認ユニット階層のインポートを再試行します。

第 31章
承認ユニット階層のインポート

31-10



32
承認プロセスの管理

管理者は、承認ユニット階層の設定、特定のシナリオ、年および期間への承認ユニット階層
の割当て、検証ルールの設定および確認プロセスの開始など、承認プロセスを管理します。
承認プロセスの開始を参照してください。
承認プロセス中、管理者は、承認ユニット階層内の各エンティティのステータスをモニター
し、これらのエンティティの承認アクションを実行できます。「プロセス・ステータス」は管
理者のみが使用できます。パワー・ユーザーやユーザーなど、他のユーザーは、ホーム・ペ
ージの「承認」カードから承認アクションを実行します。Oracle Tax Reporting Cloudの操作
ガイドのデータの確認および承認を参照してください。
「プロセス・ステータス」ページにアクセスするには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックします。
2. 「ワークフロー」で「承認の管理」をクリックします。
3. 「シナリオ」、「年」および「期間」から、有効なシナリオ、年および期間を選択します。
4. 「実行」をクリックします。
5. 「表示」メニューから、「プロセス・ステータス」を選択します。

承認プロセスの概要
管理者は、承認プロセスを設定して、データの所有権を移動したり、確認制御を実現したり、
データ・プライバシを保証したりできます。
確認の目的のため、データは承認ユニットに編成されます。承認ユニットは、特定のシナリ
オ、年、期間およびエンティティを持つデータを組み合せたものです。例:

• Actual/FY18/Jan/Massachusetts

• Budget/FY19/Feb/New York

承認プロセスは、一般的に次のステップに従います。
• 管理者は承認ユニット階層を設定します。
• 管理者は、シナリオ、年および期間の組合せを承認ユニット階層に割り当てます。
• 管理者は、承認プロセスを開始します。
• 所有者と確認者は、移動パスに応じて、承認ユニットを上位へ移動します。
• 承認階層の最後の確認者が、承認ユニットを承認します。ステータスが「承認済」に変更
されます。承認ユニットが「承認済」になった後は、それに変更を加えることはできませ
ん。

• 管理者は、オプションで、期間をクローズする前にエンティティをロックできます。
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承認の有効化
承認プロセスを使用する前に、メタデータ・ファイルのシナリオ・ディメンションの
承認を有効にする必要があります。「承認に使用可能」オプションを有効にした場合、
シナリオが「承認ユニット割当て」画面で選択可能になります。
承認を有効にするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックします。
2. 「ディメンション」をクリックし、「シナリオ」ディメンションを選択します。
3. 「メンバー・プロパティの編集」をクリックします。
4. 「承認に使用可能」を選択します。
5. 「保存」をクリックします。

CbCRのための個別承認の設定
国別レポートを使用する場合、当期引当と CbCRの両方のキューブを同時にロックせ
ずに、連結したり、個別にロックできるようにするには、個別のシナリオを作成する
必要があります。
2つのシナリオを作成する必要があります。
• Consolキューブの場合、帳簿勘定科目、FXレートおよび税率は実績などの税引当
シナリオに格納されます。

• CbCRキューブの場合、CbCR固有のデータは Actual_CbCRなどの CbCRシナリ
オに格納されます。シナリオ名は、当期引当シナリオ名に_CbCR拡張子を付けた
名前です。たとえば、Actual_CbCRや Forecast_CbCRです。

ノート:

Actual_CbCRシナリオは、CbCRシナリオありカスタム属性を税引当シ
ナリオ(実績)に添付すると自動的に生成されます。

当期引当の連結シナリオにデータ、FXレートおよび税率を入力します。CbCRシナリ
オについて入力する必要があるのは CbCRデータのみです。帳簿勘定科目データ、FX
レートまたは税率はすでに実績シナリオ・メンバーに対してロードされているため、
CbCRシナリオにロードしないでください。

ノート:

アップグレードの考慮事項が 1つあります。ユーザーが CbCR用に個別承
認プロセスを有効にする対象のシナリオに履歴データがある場合、データの
移行が必要です。この移行では、すべての履歴データが新しい CBCRシナリ
オ・メンバーにコピーされます。

個別承認プロセスを設定するには:
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1. ホーム・ページで「ナビゲータ」、「作成および管理」、「ディメンション」の順に選択しま
す。

2. 「ディメンション」で「シナリオ」を選択します。
 

 

3. 既存の当期引当シナリオ(たとえば、実績)を選択し、CbCRシナリオを生成して「編集」
をクリックします。

4. 「メンバーの編集」画面で、「属性値」タブを選択します。
5. 「使用可能な属性値」で、CbCRシナリオありカスタム属性を展開します。
6. 「CbCR_Scenario_Yes」を選択して「追加」をクリックし、属性を「割り当てられた属
性値」に移動して「保存」をクリックします。
 

 

7. 「ディメンション」タブで、新規シナリオ(たとえば、Actual_CbCR)を表示します。新規
シナリオが Consolと CbCRの両方のキューブに作成されます。名前を確認して「保存」
をクリックします。

ノート:

特定のキューブを選択することはできません。「キューブ」で「すべてのキュー
ブ」を選択するのみです。
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8. 「データベースのリフレッシュ」 をクリックしてすべてのキューブをリフレッ
シュします。
データベースがリフレッシュされたら、「終了」をクリックします。有効な交差が
作成され、どのシナリオ・メンバーがどのキューブに適用可能かが管理されます。

9. ナビゲータで、「アプリケーション」下の「有効な交差」をクリックします。
10. シナリオと勘定科目の組合せを選択して作成した有効な交差を確認し、「取消し」
をクリックして終了します。有効交差によって、キューブ内の無効なシナリオ・メ
ンバーへのデータ入力を制限できます。有効な交差は読取り専用です。
 

 

11. オプション: シナリオ内に既存のデータがある場合、次のようにして、既存のシナ
リオ下に格納されている既存の CbCRデータを新たに作成した CbCRシナリオ・
メンバーに移行します。
a. ホーム・ページで「アプリケーション」、「構成」の順にクリックします。
b. 「個別承認プロセスの CbCRデータ移行」をクリックします。
c. 「個別承認プロセスの CbCRデータ移行」で「起動」をクリックします。移行
によって、データの移行が行われたすべての交差のステータスが影響を受けま
す。このジョブは、データ量によっては長時間かかる場合があります。

d. 移行されたデータを確認するには、ホーム・ページで「CbCR」、「表 1」の順
に選択します。編集して新しい「CbCR_ Scenario」を選択し、「適用」を選
択します。データが表示されます。

12. 履歴データを連結するには:

a. ホーム・ページで「CbCR」、「データの入力」、「表 1」の順に選択します。
b. CbCRシナリオの POVを選択します。
c. 表 1で、アクションから「Consolidate_CbCR」を選択します。
d. 「起動」をクリックします。
e. 連結された結果を確認します。合計が表示されます。
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13. シナリオの通貨を換算するには:

a. ホーム・ページで「CbCR」、「データの入力」、「表 1」の順に選択します。
b. CbCRシナリオの POVを選択します。
c. 表 1で、アクションから「Translate_CbCR」を選択します。
d. 視点を確認し、「起動」をクリックします。
e. 換算された結果を確認します。

ノート:

換算に使用される FXレートは、連結シナリオで税引当に使用されるものと同じ
です。たとえば、Actual_CbCRに対して換算を実行する場合、FXレートは実績
シナリオから使用されます。

14. データの連結、換算および確認が終わったら、ユーザーは CbCRシナリオ・データをロ
ックできます。元のシナリオはロックが解除されたままになり、CbCRシナリオとは関係
なく連結したり、確認できます。

ノート:

個別の CbCRが有効になっている場合、コンソール・キューブで連結を実行す
るには、CbCRキューブ内のエンティティをロック解除する必要があります。

第 32章
CbCRのための個別承認の設定

32-5



承認プロセスの開始
承認ユニット階層を定義し、特定のシナリオ、年および期間に割り当てると、承認プ
ロセスを開始できます。承認プロセスを開始できるのは、管理者のみです。プロセス
が開始されると、承認ユニットは、プロセスが完了するまである確認者から別の確認
者へ移動します。
デフォルトでは、承認ステータスは「未開始」です。開始プロセスにより、承認ユニ
ット・ステータスは「レビュー中」に変更されます。
承認プロセスを開始すると、承認ユニット階層内のエンティティのプロセスが開始さ
れます。各基本エンティティを個別に開始することもできますが、基本エンティティ
を開始すると、その親および祖先も開始されます。
親エンティティを開始すると、その子孫すべてが開始されます。
開始プロセスの後、各エンティティの現在の所有者が、「現在の所有者」列に表示され
ているように、移動パス内の最初の所有者に設定されます。承認ユニットが移動パス
内で上位に移動すると、現在の所有者および場所がそれに従い更新されます。管理者
は、「プロセス・ステータス」画面から承認ユニット階層内の各エンティティのステー
タスをモニターし、これらのエンティティの承認アクションを実行できます。
管理者は、除外対象として特定のエンティティを選択することで、いつでもプロセス
を再開できます。システムにより、エンティティのすべての承認履歴はクリアされ、
ユーザーは「開始」を再度選択して確認プロセスを再開でき、これにより、エンティ
ティは移動パスの最初の所有者に移動します。
承認プロセスを開始するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックします。
2. 「ワークフロー」で「承認の管理」をクリックします。
3. 「シナリオ」、「年」および「期間」から、有効なシナリオ、年および期間を選択し
ます。

4. 「実行」をクリックします。
承認ユニット階層が開始されていない場合、円グラフにはデータは表示されませ
ん。

5. 右上の「表示」ドロップダウンから、「ツリー・ビュー」を選択します。
6. 承認ユニットを選択し、「開始」をクリックして承認プロセスを開始します。
7. 承認ユニットが開始されたことを示す確認メッセージで、「OK」をクリックしま
す。
「承認済」ステータスが「レビュー中」に変更されます。
すべての承認ユニット・レベルおよび使用可能なアクションのリストは、Oracle
Tax Reporting Cloudの操作のデータの確認および承認に関する項を参照してくだ
さい。

8. オプション: 特定のエンティティの承認プロセスを再開する場合、「除外」を選択
して、プロセスから承認ユニットを削除して、承認ステータスを「未開始」にリセ
ットできます。
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注意:

承認ユニットを除外すると、関連付けられた注釈および履歴がすべて破棄され
ます。データ値はそのまま保留されます。

承認ユニットの移動パス
承認ユニットの所有者と確認者およびその親を選択する場合、承認ユニットの移動パスを設
定します。
承認ユニットのシナリオ、年および期間に対する確認プロセスが開始されると、エンティテ
ィの承認ステータスは「レビュー中」となり、現在の所有者が、承認ユニット階層に定義さ
れている移動パスに従って、エンティティに割り当てられます。
この段階で、書込みアクセス権を持つ承認ユニットの現在の所有者のみが、エンティティの
データを入力または変更できます。
ただし、移動パス内のユーザーあるいは読取りまたは書込みアクセス権を持つ移動パス外の
ユーザーはデータを表示できます。
承認ユニットの現在の所有者は、エンティティが移動パス内で上位に移動すると変更されま
す。エンティティが次のレベルに移動されると、エンティティのデータに対する読取りアク
セス権を引き続き保有していても、データへの書込みアクセス権はなくなります。

承認ユニット注釈レポートの作成
管理者は、シナリオおよび承認ユニット・メンバーのセットの注釈についてレポートを作成
し、承認ユニットのステータスを確認できます。注釈テキストは、最新のエントリを最初に
して日付順に表示されます。
承認ユニットの注釈についてレポートを作成するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「モニターおよび検索」で「システム・レポー
ト」をクリックします。

2. 「承認ユニット」タブを選択し、「注釈」をクリックします。
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3. 「レポート・オプションの選択」から、レポートの生成対象の「シナリオ」、「年」、
「期間」および「エンティティ」の組合せを選択します。「カスタム」を選択した場
合、 「メンバー・セレクタ」アイコンをクリックしてカスタム・メンバーを
選択します。

4. 「承認ステータス」から、レポートに表示するステータスを選択します。
5. 画面の下部で「レポート作成」をクリックして、レポートを保存する場所を選択し
ます。

承認ステータス・レポートの作成
承認ステータス・レポートを使用して、承認プロセスの詳細なステータスを表示でき
ます。すべてのユーザーがこのレポートにアクセスできますが、書込みアクセス権が
ある承認ユニットのみが表示されます。
承認ステータス・レポートには次の情報が表示されます。
• 承認ユニット
• Parent

• ステータス
• 前の所有者、現在の所有者および次の所有者
• 現在の場所
• 合計値
• 最終ステータス変更日
サンプルの承認ステータス・レポート
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承認ステータス・レポートを作成するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「モニターおよび検索」で「システム・レポー
ト」をクリックします。

2. 「承認ユニット」タブを選択し、「承認ステータス」をクリックします。
 

 

3. 「承認ステータスの選択」から、レポートに表示するステータスを選択するか、「すべて」
lを選択します
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4. 「フィルタ」から、レポートの生成対象の「シナリオ」、「年」および「期間」のデ
ィメンション・メンバーを選択します。

5. オプション: 承認ユニット階層のサブセットに基づいてフィルタする場合は、「承
認ユニット階層」を選択します。

6. オプション: 「現在の場所の世代」を選択します。
7. レポートの「フォーマット」を選択します。

• XLSX

• PDF

• XML

• HTML

8. 画面の下部で「レポート作成」をクリックして、レポートを保存する場所を選択し
ます。

データ検証ルール
ビジネス・ポリシーおよびビジネス・プラクティスを実装するために、管理者はフォ
ームで条件が満たされたときにチェックするデータ検証ルールを構築できます。ルー
ルを使用して、検証メッセージの生成、送信される承認ユニット・データに対する制
限の適用、および特定の条件を満たすデータを確認する特定の確認者や所有者の指定
を行うことができます。
例:

• 承認ユニットの移動パスの条件付け
• 無効なデータを含む承認ユニットの移動の防止
データ・フォーム内の検証ルールを定義し、承認ユニットの検証のオプションを指定
できます。
承認プロセスで、検証は次のアクションに対してのみ実行されます。
• 上位へ移動
• 承認
• ロック
• ロック解除
• 除外(管理者のアクション、現在の期間がロックされていないことを確認します)

次のアクションが実行されている場合、検証は実行されません。
• サインオフ
• 凍結
• 凍結解除
• 却下
• 再度開く
• 作成
• 所有権の取得
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• 戻る(グループ・アクション)

• 開始(管理者アクション)

フォームへのデータ検証ルールの組込み
「レイアウト」タブで、検証ルールをグリッド、列、行またはセルに対して追加および更新で
きます。ルールを処理することで、セルの色の変更、データ入力時の検証メッセージの表示、
承認ユニットの移動パスの変更ができます。検証ルールはフォームとともに保存されます。
データ検証ルールを追加する前に、ルールが実行する関数について検討し、ルールの範囲を
プランニングすることが重要です。
フォームにデータ検証ルールを組み込むには:

1. フォームを開き「レイアウト」をクリックします。
2. 「検証ルール」を選択してから、次のオプションを選択します。

ノート:

表示されるメニュー・オプションはコンテキスト依存であり、ルールがすでに
追加されているかどうか、および前にメニュー・オプションを選択しているか
どうかによって異なります。たとえば、ルールが含まれるセルを右クリックし
て「検証ルールのコピー」を選択した場合、別のセルを右クリックすると、「検
証ルールの貼付け」メニュー・オプションが表示されます。

表 32-1 フォームの「検証ルール」のオプション

オプション 説明
検証ルールの追加/編集 「データ検証ルール・ビルダー」ダイアログ・ボ

ックスの条件ビルダー領域で既存のルールを追
加または編集します。

検証ルールのコピー 貼り付けるために選択したルールを新しい場所
にコピーします。

検証ルールの貼付け すでにコピーしたルールを新しい場所に貼り付
けます。

このフォームへのアクセス権を持つユーザーに
ついてのみ検証

現在ログインしているユーザーがフォームへの
アクセス権を持たない場合は、承認ユニットの
検証時に、フォームに関連する検証を実行しま
せん。

既存のブロックがあるページについてのみ検証 有効化されている場合、システムにより潜在的
ブロックが含まれるページの組合せが検出さ
れ、そのページの組合せに対してのみ検証が実
行されます。これにはいくつかの例外がありま
す。ページの組合せに動的計算、動的計算およ
び保管、ラベルのみ、または子メンバーが 1つ
含まれる保管が含まれる場合、そのページは常
にロードされます。

ユーザーがアクセス権を持つセルおよびページ
についてのみ検証

有効化されている場合、管理者ではなく現在ロ
グインしているユーザーとして検証が行われ、
フォーム・メンバーにはユーザーのセキュリテ
ィが適用されます。
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表 32-1 (続き) フォームの「検証ルール」のオプション

オプション 説明
承認ユニット・ディメンションからのユーザー
変数の使用可能な各値で検証します

有効にした場合、使用可能なユーザー変数の各
値で承認ディメンションのユーザー変数を置き
換えることで、フォームは複数回検証されます。
有効にしない場合、使用可能なユーザー変数の
すべての値で置き換えられたユーザー変数によ
り、フォームは 1回のみ検証されます。デフォ
ルトでは有効ではありません。

ユーザー変数の値として現在の承認ユニット・
メンバーで検証します

有効にした場合、フォームの承認ディメンショ
ンのユーザー変数は、検証の実行前に、承認ユ
ニット・メンバーによって置換されます。有効
にしない場合、ユーザー変数は、使用可能なユ
ーザー変数のすべての値で置き換えられます。
デフォルトでは有効ではありません。

3. ルールを作成し、検証します。
4. フォームで、フォームの構築を続行するため「次」をクリックしてから、フォーム
を検証および保存します。

エンティティのロックとロック解除
「承認」ページで、ロック・ステータスとロックおよびロック解除エンティティを参照
できます。また、データ・ステータス・フォームでは、ロック・ステータスと計算ス
テータスを表示できます。
データ・ロード・プロセス中に、ロックされたエンティティはロードされません。エ
ンティティがロックまたは承認されると、仕訳の送信、転記、転記の戻し、またはそ
のエンティティを含むデータ・フォームの変更はできません。
ロックおよびロック解除プロセスの詳細は、次のビデオをご覧ください。

 データの移動、承認およびロック
エンティティをロックまたはロック解除するには、ロックするエンティティを含む承
認ユニット階層を作成する必要があります。デフォルトで、Financial Consolidation
and Closeには、地域合計という名前の承認ユニットがあります。
エンティティをロックまたはロック解除するには、サービス管理者またはパワー・ユ
ーザーである必要があります。アプリケーションが作成されると、「FCCS_Total
Geography」承認ユニットに対して所有者が自動的に定義されます。所有者はサービ
ス管理者と同じです。
所有者が有効なサービス管理者または承認ユニット階層内のエンティティへの書込み
アクセス権を持つパワー・ユーザーである場合は、デフォルトの承認ユニット階層
「FCCS_Total Geography」の所有者情報を変更できます。
確認者はオプションであるため、「FCCS_Total Geography」の確認者を定義する必要
はありません。「FCCS_Total Geography」のすべての子孫は、承認ユニット階層内の
個々のエンティティに対して異なる所有者または確認者を設定していないかぎり、親
と同じ所有者情報を継承します。
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「FCCS_Total Geography」の外部で階層を作成する場合は、その階層の有効な所有者を定義
する必要があります。
エンティティのロック
次の条件が満たされる場合にのみデータをロックできます。
• エンティティの計算ステータスは、「OK」、「データなし」または「システムの変更」であ
る必要があります。計算ステータスが「影響」のエンティティをロックすることはできま
せん。

• 前の期間データは、ロックされている必要があります。たとえば、2月の期間のエンティ
ティをロックできるのは、1月のエンティティがロックされている場合のみです。

エンティティをロックするには :

1. ホーム・ページで、「承認」をクリックします。
2. 地域合計承認ユニットを選択します。
デフォルトでは、地域合計承認ユニットのステータスは「未同期」であり、同期させる必
要があります。

3. 「同期」アイコンをクリックして、承認ユニットを同期します。

ノート:

エンティティを追加または削除するたびにこのステップを繰り返し、データベ
ースのリフレッシュを実行する必要があります。

4. 承認ユニットを開始するには、「ナビゲータ」アイコンをクリックして、「承認の管理」を
選択します。
承認ユニットを開始しない場合、その承認ユニット内のエンティティは「未開始」ステー
タスのままとなります。

5. 開始する「シナリオ」、「年」および「期間」を選択して、「実行」をクリックします。
6. 右側の「表示」リストから、「ツリー・ビュー」を選択します。
7. 「FCCS_Total Geography」が表示されるまで、地域合計を展開します。
「FCCS_Total Geography」は「未開始」の状態です。

8. 「開始」をクリックし、「FCCS_Total Geography」を開始します。
その後、これは、そのすべての子孫とともに「ロック解除済」状態に変わります。

9. ホーム・ページで、「承認」をクリックします。
10. ロックされていない承認ユニットをクリックします。
11.「ステータスの変更」ページで、「ステータスの変更」をクリックしてステータスを「ロッ
ク済」に変更します。

12.「完了」をクリックします。
ロックまたはロック解除プロセス中にエラーが発生した場合、「承認」ページの承認ユニット
の横に「失敗」ステータスが表示されます。リンクをクリックして詳細な検証レポートを表
示し、エラーを解決します。
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エンティティのロック解除
ある期間のデータをロック解除できるのは、次の期間がロック解除されている場合の
みです。たとえば、2月のエンティティをロック解除できるのは、3月のエンティティ
がロック解除されている場合のみです。
「ロック解除」または「単独ロック解除」オプションを選択できます。
• ロック解除 - 親エンティティに対して「ロック解除」アクションを選択すると、親
エンティティとそのすべての子孫がロック解除されます。

• 単独ロック解除 - 親エンティティに対して「単独ロック解除」アクションを選択す
ると、親エンティティのみがロック解除され、その子孫はロック解除されません。

エンティティをロック解除してそのエンティティの所有者を選択する場合は、現在の
所有者も含めて、以前の移動パス内の任意の所有者を選択できます。所有者に対して
「自動」オプションを選択すると、新しい所有者はエンティティの現在の所有者になり
ます。
エンティティをロック解除するには:

1. 「承認」ページで、ロックされた承認ユニットをクリックします。
2. 「ステータスの変更」ページで、「アクション」ドロップダウンからオプションを選
択します。
• ロック解除 - 親エンティティおよびそのすべての子孫をロック解除します
• 単独ロック解除 - 親エンティティのみをロック解除します。

3. 「完了」をクリックします。
ロックまたはロック解除プロセス中にエラーが発生した場合、「承認」ページの承認ユ
ニットの横に「失敗」ステータスが表示されます。リンクをクリックして詳細な検証
レポートを表示し、エラーを解決します。
新規エンティティのロック
階層に新しいエンティティを追加すると、同期プロセスの一環としてロックが実装さ
れます。新しいエンティティは、前期間のその親からロック済ステータスを継承しま
す。親がロックされているアプリケーションの最初の期間からチェックが実行されま
す。親がロックされている場合は、新しいエンティティが自動的にロックされます。
次の条件が満たされた場合、エンティティはロックされます :

• 新しいエンティティのステータスは「NODATA」および「未開始」です。
• 新しいエンティティの親は「ロック済」です。
• 新しいエンティティの前期間は「ロック済」です。
新しいエンティティをロックする必要がない場合は、新しいエンティティのロックを
手動で解除する必要があり、これによって、親のロックが解除されることになります。
新しいエンティティを追加すると、メタデータを変更したことになるため、承認ユニ
ット階層は「未同期」ステータスになります。
承認ユニット階層を同期するには:

1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「ワークフロー」で、「承認ユニット」を
クリックします。
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2. 「未同期」としてリストされている承認ユニット階層を選択して、「同期」をクリックしま
す。
アプリケーション内のすべての承認ユニット階層が同期され、エンティティが複数の階層
に属している場合の競合が回避されます。

3. 同期プロセスのステータスを表示するには、ジョブ・コンソールに移動します。
ジョブ・リストには、処理中の各承認ユニット階層のステータス、およびエラーの詳細が
含まれています。

エンティティを開始するためのガイドライン
エンティティが承認ユニット階層の一部であり、承認ユニット階層がシナリオ/年/期間の組合
せに割り当てられている場合、エンティティは確認プロセスに参加しているとみなされます。
エンティティが承認ユニット階層の一部でない場合、または承認ユニット階層がどのシナリ
オ/年/期間にも割り当てられていない場合、エンティティは確認プロセスに参加しているとみ
なされません。
確認プロセスに参加するエンティティでは、エンティティが確認プロセスを開始した後(ステ
ータスは、連結テンプレートの場合は「ロック解除済」、ボトム・アップ・テンプレートの場
合は「レビュー中」)にのみ、エンティティへのデータ入力が許可されます。このチェックは、
ロックされた親への影響を回避するために行われます。したがって、エンティティに対する
データを入力する前に、エンティティを開始する必要があります。
エンティティの開始に関するこのガイドラインは、すべてのデータ変更プロセスに適用され
ます。これには、データ・フォームおよび SmartViewを介したデータ入力、データ・ロード、
データのコピーとクリア、仕訳の転記、補足データの転記、連結、換算およびオンデマンド・
ルール計算が含まれます。
履歴データをロードしているためにエンティティを開始していない場合、エンティティが開
始されないかぎりシステムによってデータ入力が防止されるため、データのロードに影響し
ます。履歴データのロード中および突合せ中に確認プロセスを開始しない場合は、承認ユニ
ット階層の承認ユニット割当を手動で削除できます。エンティティのロック準備が整った場
合は、承認ユニット階層の割当を手動で追加し、確認プロセスを開始する必要があります。
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33
タスクおよびデータの監査

関連トピック
• 監査情報の概要
• 監査タスクの構成
• 監査詳細の表示
• タスク・マネージャおよび補足データの監査詳細の表示

監査タスクの構成
デフォルトで、すべてのタスク・グループに対して監査追跡が常に有効化されます。任意の
タスク・グループの監査オプションを構成および変更できます。
タスクのタスク監査を有効化するには:

1. ホーム・ページで、「ツール」をクリックします。
2. 「監査」をクリックします。
3. 「監査情報」ページで、「構成」をクリックします。
4. 「構成」ページで、「タスク・グループ」を選択して「適用」をクリックします。
選択したタスク・グループに対して監査が開始されます。

監査情報の概要
監査情報機能を使用して、ユーザーが実行するタスクを表示できます。監査済タスクは、タ
スク・グループ(メタデータ管理、フォーム、データなど)、アクション(追加や変更など)、ユ
ーザー ID、開始時間と終了時間によってフィルタできます。
タスク監査情報を表示およびエクスポートするには、サービス管理者である必要があります。
デフォルトでは、タスク監査で次のユーザー・アクティビティが記録されます。
• データ - セル値および詳細
• メタデータ管理 - メンバーまたはディメンションの追加。プロパティの移動、削除および
変更。メンバーおよびディメンションの名前変更

• データ・フォームの定義 - 行の作成、変更、追加
• ルール - 計算スクリプトおよびビジネス・ルールによる更新(実行時プロンプトを含む)

• ユーザーの管理 - 追加、変更および削除済のユーザー
• セキュリティ - ディメンションのメンバー、フォームおよびビジネス・ルールに対するア
クセス権限

• セル詳細のクリア - セル詳細、コメントおよび添付のクリアにおけるユーザーの選択
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• データのコピーおよびデータのクリアの詳細 - コピーおよびクリアされたセル・テ
キスト、添付ファイルおよびデータに対するユーザーの選択

• 承認 - 承認ユニットの所有者およびステータス
• 変数 - 代替変数およびユーザー変数: 追加、変更および削除済
• タスク・マネージャの履歴
• 監査構成 - 監査オプションの有効化または無効化に対するすべてのユーザー変更
「監査レポート」ページには、次の情報が表示されます。
• タスク - タスク名
• 時間 - 日付と時間
• プロパティ - 監査プロパティ
• アクション - 追加や変更など
• 値 - タスクの開始時間と終了時間、および詳細が表示されます
「タスク・マネージャ監査」ページには、タスク・マネージャ関連のオブジェクトの履
歴レコードが表示されます。次のタスク・マネージャ・オブジェクトが追跡されます。
• アラート
• 属性
• フィルタ(パブリックのみ)

• 休日ルール
• リスト(パブリックのみ、リスト・フィルタ条件および列の選択を含む)

• 組織単位
• スケジュール
• 設定
• タスク
• タスク・タイプ
• チーム
• テンプレート
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「補足データ監査」ページには、補足データ関連のオブジェクトの履歴レコードが表示されま
す。次の補足データ・オブジェクトが追跡されます:

• 収集
• 収集間隔
• データ収集期間
• ディメンション
• フィルタ
• フォーム
• リスト
• 設定
• テンプレート
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監査詳細の表示
タスク監査の詳細を表示するには:

1. ホーム・ページで、「ツール」をクリックします。
2. 「監査」をクリックします。
3. オプション: 「タスク・マネージャ監査」タブをクリックして、タスク・マネージ
ャ関連のオブジェクトの履歴レコードを表示します。タスク・マネージャおよび補
足データの監査詳細の表示を参照してください

4. オプション: 「補足データ監査」タブをクリックして、補足データ関連のオブジェ
クトの履歴レコードを表示します。タスク・マネージャおよび補足データの監査詳
細の表示を参照してください

5. デフォルトでは、「監査情報」ページにはすべてのタスクが表示されます。タスク
をフィルタするには、「フィルタ」をクリックしてフィルタ条件を選択します。
• タスク・グループ - 1つ以上、または「すべて」を選択します。デフォルトは
「すべて」です。
– 「メタデータ管理」を選択する場合、メタデータとしてサブタスクを選択で
きるサブグループのリストが表示されます。
* すべて
* カスタム・ディメンション
* メンバー
* 年
* 別名
* 期間
* 表示
* 通貨
* 連結
* シナリオ
* エンティティ
* ICP

* 勘定科目
– 「データ・フォーム」を選択する場合、フォームとしてサブタスクを選択で
きるサブグループのリストが表示されます。
* すべて
* フォーム
* フォーム・フォルダ

– 「データ」を選択する場合、メンバー交差を入力できる「交差」ボックスが
表示されます。メンバー交差の全部または一部を入力可能で、システムで
は、指定された条件に基づいてワイルドカード検索を実行できます。
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• アクション - 1つ以上、または「すべて」を選択します。
• ユーザー - ユーザー IDを入力します。ユーザー ID情報の全部または一部を入力可
能で、システムでは、指定された条件に基づいてワイルドカード検索を実行できま
す。

• 開始時間 - カレンダをクリックして開始日を選択します。
• 終了時間 - カレンダをクリックして終了日を選択します。

ヒント:

「クリア」を選択すると、選択内容をクリアし、デフォルト値に戻ることができ
ます。

6. フィルタ条件の選択が完了したら、「適用」をクリックします。
グリッドに、フィルタ条件に一致する監査表から上位 1,000レコードが表示されます。ス
クロールしてすべてのレコードを表示できます。

7. オプション:

• Microsoft Excelスプレッドシートに監査情報をエクスポートするには、「エクスポー
ト」をクリックしてダウンロードの指示に従います。「エクスポート」オプションを
選択すると、フィルタ条件に一致するすべてのレコードが CSVファイルにエクスポー
トされます。

• 監査情報を削除するには、「削除」をクリックします。「削除」オプションを選択する
と、フィルタ条件に一致するすべてのレコードが削除されます。

ベスト・プラクティスのヒント: 四半期末ごとなど、監査ログ・データの定期的なアーカ
イブおよび削除をスケジュールします。これにより、システム内の監査ログ・データが、
時間の経過とともに増加するのを防ぎます。内部ドキュメントの保持ポリシーに従って、
アーカイブされた監査ログ・ファイルを管理します。
監査データの定期的なアーカイブをスケジュールする方法の詳細は、Oracle Enterprise
Performance Management Cloud EPM自動化の操作のアプリケーション監査レコードの
アーカイブの自動化を参照してください。

ノート:

• 監査詳細をエクスポートするには、EPM自動化の exportAppAuditコマンド
または REST APIの「監査のエクスポート」ジョブを使用します。『Oracle
Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作』の
exportAppAuditまたは Oracle Enterprise Performance Management Cloud
の REST APIの監査のエクスポートを参照してください。『Oracle
Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作』のアプリ
ケーション監査レコードのアーカイブの自動化も参照してください。

• 自動監査パージは、作成日が 2020年 7月 17日より前のレガシー環境を除
き、すべての環境で発生します。将来のリリースでは、この例外も削除され
るため、定期的に監査バックアップを取得することをお薦めします。
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ノート:

ドキュメントの PDFバージョンを使用している場合: これらのスクリプ
トを使用不能にする改行とフッター情報を回避するために、このトピッ
クの HTMLバージョンからスクリプトをコピーしてください。Oracle
Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作のサンプ
ル・スクリプトのコピーについても参照してください。

タスク・マネージャおよび補足データの監査詳細
の表示

タスク・マネージャの監査詳細を表示するには:

1. ホーム・ページで、「ツール」、「監査」の順にクリックします。
2. 「タスク・マネージャ監査」タブを選択します。同様に、「補足データ監査」タブを
選択します。

3. オプション: オブジェクトを検索するには、「検索」テキスト・ボックスに検索条
件を入力します。

4. オプション: フィルタ・バーで、次のカテゴリからフィルタ条件を選択します:

• オブジェクト
• 名前
• フィールド
• 変更日
• 変更者
• 変更

ノート:

フィルタ・バーを非表示にするには、「フィルタ」アイコン をクリッ
クします。すべてのフィルタをクリアするには、フィルタ・バーの右に
ある アイコンをクリックします。

5. すべての列を表示するには、「表示」、「列」の順に選択し、「すべて表示」を選択し
ます。

6. 特定の列を表示するには、「表示」、「列」の順に選択し、列名を選択または選択解
除します。

7. 列を並べ替えるには、「表示」、「列の順序変更」の順に選択し、列を選択して上矢
印または下矢印を使用するか、それらをドラッグして順序を変更します。

8. オプション: Microsoft Excelスプレッドシートに監査情報をエクスポートするに
は、「エクスポート」をクリックしてダウンロードの指示に従います。
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「エクスポート」 オプションを選択すると、フィルタ条件に一致するすべてのレコードが
xlsxファイル(Microsoft Excelバージョン 2007以降の形式)にエクスポートされます。
ベスト・プラクティスは、監査表を手動でエクスポートし、切り捨てることです。そうし
ないと、表のサイズが大きくなりすぎてユーザーがアプリケーションにログインできなく
なります。

ノート:

• 監査情報は 6か月間保持されます。6か月間が過ぎた監査情報にアクセス
する場合は、その監査レコードをダウンロードし、コピーを保管しておいて
ください。

• データ監査が有効な場合、「アクション」、「変更履歴」の順に選択して、ど
のデータが変更されたかを確認できます。
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34
タスク・マネージャの設定

次も参照:

• タスク・マネージャの用語
• タスク・マネージャの概要
• サンプル・タスク・フロー
• タスク・マネージャのビュー、リストおよびフィルタの管理
• タスク・マネージャ・システム設定の管理
• タスク・マネージャ属性の管理

タスク・マネージャの用語
タスク
データ入力やデータ連結など、アプリケーション内のアクションの単位。パワー・ユーザー
は、ビジネス・プロセスを構成する複数のタスクを定義します。ユーザーは、タスクの指示
を確認し、質問に回答し、タスクを送信、再割当て、承認および却下できます。タスクへの
アクセスは、電子メール通知から、またはアプリケーションにログオンして行うことが可能
です。
統合
アプリケーションによって提供されるサービスの定義。
タスク・タイプ
データ入力や G/L抽出など、よく行われるタスクを指定し、分類します。タスク・タイプに
よって、ユーザー入力が必要な設定や、そのタイプのすべてのタスクによって共有される質
問や指示などのデフォルト情報を設定できます。タスク・タイプは、多くの場合に統合タイ
プに基づいています。
実行タイプ
エンド・ユーザー、システム自動タスク、イベント・モニタリング・タスク
テンプレート
反復可能なビジネス・プロセス。管理者は、月次や四半期など、様々なタイプのビジネス・
プロセスのテンプレートを作成できます。
スケジュール
特定のビジネス・プロセスに対して実行する必要のあるタスクの時間順のセットを定義し、
テンプレートの汎用的なビジネス・プロセス日をカレンダ日付に配置したものです。
ダッシュボード
このビューは、スケジュールおよびタスク・リストのビューと、詳細にドリルダウンできる
ハイレベルのサマリーがあるポータル・スタイル・インタフェースを表示します。
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アラート
ハードウェアまたはソフトウェアの問題など、プロセス中に発生した問題に関するユ
ーザーからの通知。ユーザーは、問題を識別するアラートを作成し、解決するために
割り当てます。

タスク・マネージャの概要
タスク・マネージャは、ビジネス・プロセスの相互依存アクティビティを定義、実行
およびレポートするのに役立ちます。すべてのタスクを集中モニタリングし、ビジネ
ス・プロセスの実行を記録するための目に見える自動化された繰返し可能なシステム
を提供します。
次のことが可能です:

• タスクの定義と、最も効率的なタスク・フローを実施するためのスケジューリング
• ビジネス・プロセスの自動化、ステータスの追跡、および通知やアラートの提供
• 延滞、期限日、ステータス変更に関する、ユーザーへの電子メール通知
• ダッシュボードからのビジネス・プロセス・ステータスのモニター
• エラーおよび遅延の迅速な修正
• ビジネス・プロセスの効果の分析
ビジネス・プロセスには次のステップが必要です。
1. 管理者はユーザーを設定します。Oracle Enterprise Performance Management

Cloud管理者スタート・ガイドのユーザーと役割の管理を参照してください。
2. 管理者は必須の設定手順を完了します:

• 組織単位を設定します。タスク・マネージャの組織単位の管理を参照してくだ
さい。

• グローバル統合トークンを設定します。グローバル統合トークンの管理を参
照してください。

• 休日ルールを設定します。タスクの休日ルールの管理を参照してください。
• 添付サイズやその他のシステム設定を設定します。を参照してくださいタス
ク・マネージャ・ガバナーの設定を参照してください。

• 電子メール通知を有効にします。「通知用電子メールの設定」を参照してくだ
さい。

3. 管理者は、ビジネス・プロセスに必要なタスクを確認し、タスク・タイプを設定し
て、タスク全体での整合性をとり、事前に定義された製品統合を利用できるように
します。
タスク・タイプの管理を参照してください。

4. 多くのビジネス・プロセスは反復されるため、タスクのセットをテンプレートとし
て保存し、後の期間で使用できるようにします。タスク・テンプレートの管理を参
照してください。
たとえば、管理者は月次または四半期ビジネス・プロセスを 1回設定し、それをす
べての月または四半期に使用できます。タスクは、タスク先行、担当者および承認
者により定義されます。
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5. ビジネス・プロセスを起動するために、管理者は、テンプレートを選択し、カレンダの日
付を割り当てることにより、スケジュール(時間順のタスク・セット)を生成します。テン
プレート内の汎用タスクは、カレンダの日付に適用されます。
スケジュールの管理を参照してください。

6. ビジネス・プロセスを開始するために、管理者は、スケジュールのステータスを「保留
中」から「オープン」に変更します。

7. 管理者は、必要に応じてスケジュールを変更することも、モニターすることもできます。
8. ビジネス・プロセス中に、ユーザーは割り当てられたタスクに関する電子メール通知を受
信し、電子メールのリンクをクリックして、割り当てられたタスクに直接アクセスできま
す。

9. 別の方法として、ユーザーは、様々なタイプのビューで割当て済のタスクを確認してアク
セスするためにログオンできます。

10. ユーザーがタスクを完了すると、タスクが承認者に送信され、他のユーザーが表示できる
ようになります。

11. ユーザーは、ハードウェアやソフトウェアの問題など、発生する問題のアラートを作成で
きます。アラートは、解決するために担当者と承認者に転送されます。

さらに学習するには、次の概要ビデオを参照してください。

概要ビデオ

サンプル・タスク・フロー
シナリオ 1: パワー・ユーザー
パワー・ユーザーが次のビジネス・プロセスのテンプレートとタスクを設定します。
• パワー・ユーザーは、ログオンし、「テンプレートの管理」ページを開きます。
• パワー・ユーザーは、ビジネス・プロセスのテンプレートを選択します。
• パワー・ユーザーは、テンプレート・タスクを配置するカレンダ日付を選択し、スケジュ
ールを作成します。

• 次に、パワー・ユーザーは、タスクをテンプレートに追加します。
• パワー・ユーザーは、スケジュールを開きます。これにより、プロセスが開始します。
シナリオ 2: パワー・ユーザー
パワー・ユーザーがダッシュボードを通じてアクティビティのステータスをモニターします。
• パワー・ユーザーは、ログオンし、日 3を通じたアクティビティのステータスを確認しま
す。

• ユーザーはドリルダウンして未完了タスクの詳細を表示します。
• パワー・ユーザーは、開いているタスクで、割り当てられたユーザーが提供したコメント
または添付を確認します。
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シナリオ 3: 承認者
承認者として割り当てられたユーザーが、現在のタスクを確認して、承認できるかど
うかを判断します。
• 割り当てられた承認者は、未処理のタスクに関する電子メール通知を受信します。
• 承認者は、その電子メールからタスクのリンクを選択します。
• プロセスのアウトラインを示す「タスク・アクション」ページが起動します。
• 承認者は、タスクの完了時にユーザーが提出したドキュメントを確認して、完了を
確認します。

• 承認者は追加のコメントを入力し、提出を承認します。
• 別のレベルの承認が必要な場合、タスクは次の承認者に転送されます。タスクが最
後の承認を要求している場合は、タスクが完了し、次のタスクの準備ができていれ
ばそのタスクが実行されます。

• 承認者は、タスクを承認するかわりに却下でき、タスクが担当者に再割当てされま
す。

シナリオ 4: ユーザー
ユーザーがアプリケーションにログオンし、割り当てられたタスクを確認して完了し
ます。
• ユーザーは、ログオンしてタスクを確認します。
• ユーザーは、割り当てられたタスクのリンクをクリックします。
• タスク・ページが起動し、タスクの指示と参照ドキュメントが表示されます。
• ユーザーは指示と参照ドキュメントを確認し、更新を処理してタスクに関するコメ
ントを入力し、承認のために提出します。

• システムによってタスク・ステータスが自動的に更新され、割り当てられた承認者
に通知が送信されます。

シナリオ 5: ユーザー
ユーザーがタスクの電子メール通知に応答してデータをロードし、電子メール内のリ
ンクをクリックして、タスクを完了します。
• ユーザーは、未処理のタスクに関する電子メール通知を受信します。
• 電子メールから、ユーザーは必要なプロセスが文書化されているページのリンクを
選択します。

• ユーザーは、タスクの指示を確認し、タスクをオープンします。
• ユーザーは、データをシステムにロードします。
• ユーザーは、タスクに関するコメントを入力し、承認のために提出します。

タスク・マネージャのビュー、リストおよびフィ
ルタの管理

関連トピック:
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• タスク・マネージャのリストの表示
• ビューの操作
• フィルタの操作

タスク・マネージャのリストの表示
タスク・マネージャのリストは、すべてのタスクを管理するための中心的な場所です。選択
した年、期間およびスケジュールについて、タスクとそのステータスのリストが表示されま
す。
管理者の場合は、システム内の使用可能なすべてのタスクと、それらで作業しているユーザ
ーを表示できます。
管理者以外のユーザーの場合は、自分の役割に対してアクティブな、注意を要するすべての
タスクを表示できます。
タスクを表示するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」をクリックします。
2. 左側のナビゲーションで「スケジュール・タスク」をクリックします。
3. 「年」、「期間」および「スケジュール」を選択します。
4. オプション: タスクを検索するには、「検索」フィールドで、タスク・リストを検索する
テキストまたは数値を入力します。

5. オプション: タスクのリストをフィルタするには、フィルタ・バーで「フィルタの追加」
をクリックし、フィルタ条件を指定します。
「これまでの遅延」属性を使用できます。この属性は、タスクがワークフロー内でスケジ
ュールされた期限日に遅れたことがあるかどうかを自動的に更新して示します。この新
しい属性を使用して、スケジュールされた期限日に 1回以上遅延したタスクを簡単に識別
できます。タスクが現在遅延していない場合でも、担当者または承認者がこれまでにその
ワークフローで遅延したことがあると、「これまでの遅延」属性は、そのタスクがスケジ
ュールされた期限日に対して遅延として示されます。

サンプル・タスク・リスト
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タスク・マネージャの列の定義
この項では、次のタスク・マネージャのオブジェクトについて列の定義を示します:

• タスク・マネージャ – テンプレート
• タスク・マネージャ - テンプレート・タスク
• タスク・マネージャ – スケジュール
• タスク・マネージャ – タスク・タイプ
• タスク・マネージャ – 統合
• タスク・マネージャ – アラート・タイプ
• タスク・マネージャ – フィルタ
• タスク・マネージャ – ビュー
• タスク・マネージャ – 属性
• タスク・マネージャ – 通貨
• タスク・マネージャ – スケジュール・タスク
タスク・マネージャ – テンプレート
この項では、タスク・マネージャのテンプレートの列の定義を示します。
表 34-1 列の定義 - タスク・マネージャのテンプレート

列名 説明
作成者 テンプレートを作成したユーザーの名前
作成日 テンプレートが作成された日時
説明 テンプレートの説明
埋込み先 現在のテンプレートが埋め込まれているテンプレートのリスト
埋込みのみ テンプレートは埋込みテンプレートとしてのみ使用され、デプロ

イすることはできません。これにより、サポート・テンプレート
を誤ってデプロイすることがなくなります。

埋込みテンプレート 現在のテンプレートに埋め込まれているテンプレートのリスト
最新のスケジュール 各テンプレートから作成された最新のスケジュール
最終更新者 テンプレートを最後に更新したユーザーの名前
最終更新日 テンプレートが最後に更新された日時
名前 テンプレートの名前
日 0の後の日数 テンプレートが日 0の後に追跡される日数。日ゼロの後の日付

は、日 3や日 4のように示されます。
日 0の前の日数 テンプレートが日 0の前に追跡される日数。日ゼロの前の日付

は、日-5や日-4のように示されます。
組織単位 割り当てられた組織単位
Owner テンプレート所有者の名前。サービス管理者またはパワー・ユー

ザーである必要があります。テンプレート所有者は、タスク・レ
ベルで上書きされないかぎり、テンプレートに含まれるすべての
タスクのデフォルトの所有者になります。

スケジュール 各テンプレートから作成されたスケジュールの合計数
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タスク・マネージャ - テンプレート・タスク
この項では、タスク・マネージャのテンプレート・タスクの列の定義を示します。
表 34-2 列の定義 - タスク・マネージャのテンプレート・タスク

列名 説明
Active タスク・テンプレートのステータスを示します。
承認者 1-10 割り当てられた承認者レベル
承認者 1-10 (バックアップ) 割り当てられた承認者(バックアップ)
承認者 1-10 (プライマリ) プライマリ承認者
承認者 1-10の終了日(割当済) 承認者に割り当てられた終了日
承認者 1-10の終了日(割当
済、ローカル)

組織単位のローカル・タイム・ゾーンで、タスクに割り当てられた終了
日(組織単位が割り当てられている場合)

承認者 1-10のスケジュール
済の終了日

タスクにスケジュールされた終了日
承認者 1-10のスケジュール
済の終了日(ローカル)

組織単位のローカル・タイム・ゾーンで、タスクにスケジュールされた
終了日(組織単位が割り当てられている場合)

承認者 1-10のスケジュール
済の開始日

タスクにスケジュールされた開始日
承認者 1-10のスケジュール
済の開始日(ローカル)

組織単位のローカル・タイム・ゾーンで、タスクにスケジュールされた
開始日(組織単位が割り当てられている場合)

承認者 1-10の開始日 タスクに割り当てられた開始日
承認者 1-10の開始日(ローカ
ル)

組織単位のローカル・タイム・ゾーンで、タスクに割り当てられた開始
日(組織単位が割り当てられている場合)

承認者(人数) 割り当てられた承認者の合計数
担当者 タスクを実行できるユーザー
担当者(バックアップ) タスクを実行できるバックアップ・ユーザー
担当者(プライマリ) タスクを実行できるプライマリ・ユーザー
担当者終了日 割り当てられたユーザーの終了日
担当者終了日(ローカル) 組織単位のローカル・タイム・ゾーンで、タスクに割り当てられた終了

日(組織単位が割り当てられている場合)
作成者 テンプレート・タスクを作成したユーザーの名前
作成日 テンプレート・タスクが作成された日時
説明 テンプレート・タスクの説明
実行タイプ 実行のタイプ(エンド・ユーザー、システム自動、イベント・モニタリ

ングなど)
指示 タスクを完了するための一連の指示
統合 実行のタイプ(エンド・ユーザー、システム自動またはイベント・モニ

タリング)
最終更新者 テンプレート・タスクを最後に更新したユーザーの名前
最終更新日 テンプレート・タスクが最後に更新された日時
組織単位 割り当てられた組織単位
Owner テンプレート・タスク所有者の名前。サービス管理者またはパワー・ユ

ーザーである必要があります。テンプレート・タスク所有者は、タス
ク・レベルで上書きされないかぎり、テンプレートに含まれるすべての
タスクのデフォルトの所有者になります。

親 親タスクのタスク ID
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表 34-2 (続き) 列の定義 - タスク・マネージャのテンプレート・タスク

列名 説明
先行 現在のタスクの先行。別のテンプレートからのタスクでもかまいませ

ん。
優先度 タスクの優先度
参照(件数) テンプレート・タスクに追加された参照の数(URLおよびコンテンツ・

サーバーの参照)。
ルール(件数) エンタープライズ仕訳に直接割り当てられたルールの合計数
別名実行 ユーザーとしてタスクを実行します。システム自動タスクにのみ適用

されます。
許可済みの別名実行 このタスクを許可できるユーザー。別名実行ユーザーがタスクを作成

したユーザーでもある場合、そのユーザーは、パスワードの再入力を要
求されずにタスクを許可できます。

タスクの先行開始 担当者が、スケジュールされた開始時間より前に保留中のタスクを開く
ことができるかどうかを示します

後続 現在のタスクの後続
タスク ID タスクの一意の識別子
タスク・タイプ タスクのタイプ
テンプレート タスクに関連付けられたテンプレート
タスク・マネージャ – スケジュール
この項では、タスク・マネージャのスケジュールの列の定義を示します。
表 34-3 列の定義 - タスク・マネージャ – スケジュール

列名 説明
作成者 スケジュールを作成したユーザーの名前
作成日 スケジュールが作成された日時
日ゼロの日付 日ゼロとして割り当てる日付
説明 スケジュールの説明
終了日 スケジュールの有効終了日
最終更新者 スケジュールを最後に更新したユーザーの名前
最終更新日 スケジュールが最後に更新された日時
名前 スケジュールの名前
組織単位 スケジュールに関連付けられている組織単位
Owner スケジュール所有者の名前。サービス管理者またはパワー・ユー

ザーである必要があります。
期間 スケジュールの期間
開始日 スケジュールの有効開始日
ステータス スケジュールのステータス
タスク スケジュールに関連付けられているタスク
年 スケジュールが作成された年
タスク・マネージャ – タスク・タイプ
この項では、タスク・マネージャのタスク・タイプの列の定義を示します。
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表 34-4 列の定義 - タスク・マネージャ – タスク・タイプ

列名 説明
作成者 タスク・タイプを作成したユーザーの名前
作成日 タスク・タイプが作成された日時
説明 タスク・タイプの説明
実行タイプ タスク・タイプに関連付けられている実行のタイプ
統合 タスク・タイプに関連付けられている統合
最終更新者 タスク・タイプを最後に更新したユーザーの名前
最終更新日 タスク・タイプが最後に更新された日時
名前 タスク・タイプの名前
タスク・タイプ ID タスク・タイプの一意の識別子
タスク・マネージャ – 統合
この項では、タスク・マネージャの統合の列の定義を示します。
表 34-5 列の定義 - タスク・マネージャ – 統合

列名 説明
Connection タスクが属するアプリケーション
作成者 統合を作成したユーザーの名前
作成日 統合が作成された日時
説明 統合の説明
実行タイプ 統合の実行タイプのタイプ
Integration Cloudのデプロ
イ

統合に関連付けられている Integration Cloudのデプロイメント
最終更新者 統合を最後に更新したユーザーの名前
最終更新日 統合が最後に更新された日時
名前 統合の名前
タスク・マネージャ – アラート・タイプ
この項では、タスク・マネージャのアラート・タイプの列の定義を示します。
表 34-6 列の定義 - タスク・マネージャ – アラート・タイプ

列名 説明
アラート・タイプ ID アラート・タイプの一意の識別子
関連先 アラート・タイプに関連付けられているオブジェクト(タスクなど)
作成者 アラート・タイプを作成したユーザーの名前
作成日 アラート・タイプが作成された日時
説明 アラート・タイプの説明
有効 アラート・タイプが有効かどうかを示します
最終更新者 アラート・タイプを最後に更新したユーザーの名前
最終更新日 アラート・タイプが最後に更新された日時
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表 34-6 (続き) 列の定義 - タスク・マネージャ – アラート・タイプ

列名 説明
名前 アラート・タイプの名前
タスク・マネージャ – フィルタ
この項では、タスク・マネージャのフィルタの列の定義を示します。
表 34-7 列の定義 - タスク・マネージャ – フィルタ

列名 説明
作成者 フィルタを作成したユーザーの名前
作成日 フィルタが作成された日時
説明 フィルタの説明
最終更新者 フィルタを最後に更新したユーザーの名前
最終更新日 フィルタが最後に更新された日時
名前 フィルタの名前
パブリック フィルタがパブリックであるかどうかを示します
タイプ フィルタのタイプ
タスク・マネージャ – ビュー
この項では、タスク・マネージャのビューの列の定義を示します。
表 34-8 列の定義 - タスク・マネージャ – ビュー

列名 説明
作成者 ビューを作成したユーザーの名前
作成日 ビューが作成された日時
デフォルト ビューがデフォルト・ビューとして設定されているかどうかを示

します
説明 ビューの説明
最終更新者 ビューを最後に更新したユーザーの名前
最終更新日 ビューが最後に更新された日時
名前 ビューの名前
パブリック ビューがパブリックであるかどうかを示します
タイプ ビューのタイプ
タスク・マネージャ – 属性
この項では、タスク・マネージャの属性の列の定義を示します。
表 34-9 列の定義 - タスク・マネージャ – 属性

列名 説明
添付 属性に添付があるかどうかを示します
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表 34-9 (続き) 列の定義 - タスク・マネージャ – 属性

列名 説明
計算 属性が計算属性かどうかを示します
作成者 属性を作成したユーザーの名前
作成日 属性が作成された日時
最終更新者 属性を最後に更新したユーザーの名前
最終更新日 属性が最後に更新された日時
行 「アクション」ダイアログ・ボックスで、スクロールせずに表示で

きるテキストの行数。
ロック済 属性がロックされているかどうかを示します
名前 属性の名前
タイプ 属性のタイプ
タスク・マネージャ – 通貨
この項では、タスク・マネージャの通貨の列の定義を示します。
表 34-10 列の定義 - タスク・マネージャ – 通貨

列名 説明
通貨コード 通貨を識別する国の通貨コード
通貨記号 通貨コードの通貨記号
小数点以下の桁数 数値を小数値で表示する方法を示します
説明 通貨コードに関連付けられている国の名前
有効 通貨コードが有効かどうかを示します
タスク・マネージャ – スケジュール・タスク
この項では、タスク・マネージャのスケジュール・タスクの列の定義を示します。
表 34-11 列の定義 - タスク・マネージャ – スケジュール・タスク

列名 説明
承認者 1-10 割り当てられた承認者レベル
承認者 1-10 (実際) 実際の承認者
承認者 1-10 (バックアップ) バックアップ承認者
承認者 1-10 (プライマリ) プライマリ承認者
承認者 1-10の終了日(実際) 役割が完了した実際の終了日
承認者 1-10の終了日(実際、
ローカル)

組織単位のローカル・タイム・ゾーンで、役割が完了した実際の終了日
(組織単位が割り当てられている場合)

承認者 1-10の終了日(割当済) 承認者に割り当てられた終了日
承認者 1-10の終了日(割当
済、ローカル)

組織単位のローカル・タイム・ゾーンで、タスクの承認者に割り当てら
れた終了日(組織単位が割り当てられている場合)

承認者 1-10の却下(件数) 承認者によって却下されたスケジュール済タスクの合計数
承認者 1-10のスケジュール
済の終了日

タスクの承認者の有効終了日
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表 34-11 (続き) 列の定義 - タスク・マネージャ – スケジュール・タスク

列名 説明
承認者 1-10のスケジュール
済の終了日(ローカル)

組織単位のローカル・タイム・ゾーンで、タスクの承認者にスケジュー
ルされた終了日(組織単位が割り当てられている場合)

承認者 1-10のスケジュール
済の開始日

タスクの承認者の有効開始日
承認者 1-10のスケジュール
済の開始日(ローカル)

組織単位のローカル・タイム・ゾーンで、タスクの承認者にスケジュー
ルされた開始日(組織単位が割り当てられている場合)

承認者 1-10の開始日 タスクに割り当てられた開始日
承認者 1-10の開始日(ローカ
ル)

組織単位のローカル・タイム・ゾーンで、タスクに割り当てられた開始
日(組織単位が割り当てられている場合)

承認者(人数) 割り当てられた承認者の合計数
担当者 タスクを実行できるユーザー
担当者(実際) スケジュール済タスクを処理した実際の担当者
担当者(バックアップ) タスクを実行できるバックアップ・ユーザー
担当者(プライマリ) タスクを実行できるプライマリ・ユーザー
担当者終了日 割り当てられたユーザーの有効終了日
担当者終了日(実際) 担当者役割が完了した実際の終了日
担当者終了日(実際、ローカ
ル)

組織単位のローカル・タイム・ゾーンで、担当者役割が完了した実際の
終了日(組織単位が割り当てられている場合)

担当者終了日(割当済) 完了する担当者役割の有効終了日
担当者終了日(割当済、ローカ
ル)

組織単位のローカル・タイム・ゾーンで、役割が完了した実際の終了日
(組織単位が割り当てられている場合)

担当者終了日(ローカル) 組織単位のローカル・タイム・ゾーンで、タスクに割り当てられた終了
日(組織単位が割り当てられている場合)

コメント(件数) スケジュール済タスクに対するコメントの合計数
作成者 スケジュール済タスクを作成したユーザーの名前
作成日 スケジュール済タスクが作成された日時
説明 スケジュール済タスクの説明
終了日 スケジュール済タスクの有効終了日
これまでの遅延(担当者) 担当者がタスクを送信した日付が期限日を過ぎているかどうかを示し

ます。
これまでの遅延(承認者 1-10) 承認者の役割が遅延したことがあるかどうかを示します
実行タイプ 実行タイプ(「エンド・ユーザー」、「システム自動」、「イベント・モニタ

リング」など)
指示 スケジュール済タスクを完了するための一連の指示
統合 スケジュール済タスクに関連付けられている統合
最終更新者 スケジュール済タスクを最後に更新したユーザーの名前
最終更新日 スケジュール済タスクが最後に更新された日時
遅延(承認者 1-10) 承認者が期限日を過ぎたタスクを完了したかどうかを示します
遅延(担当者) 担当者が期限日を過ぎたタスクを完了したかどうかを示します
オープン・タスク タスクがオープンしているかどうかを示します
組織単位 割り当てられた組織単位
Owner スケジュール済タスク所有者の名前。サービス管理者またはパワー・ユ

ーザーである必要があります
親 親タスクのタスク ID
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表 34-11 (続き) 列の定義 - タスク・マネージャ – スケジュール・タスク

列名 説明
先行 現在のタスクの先行。別のテンプレートからのタスクでもかまいませ

ん。
優先度 タスクの優先度
参照(件数) スケジュール済タスクに追加された参照の数(URLおよびコンテンツ・

サーバーの参照)
ルール(件数) スケジュール済タスクに直接割り当てられたルールの合計数
別名実行 ユーザーとしてタスクを実行します。システム自動タスクにのみ適用

されます。
許可済みの別名実行 このタスクを許可できるユーザー。別名実行ユーザーがタスクを作成

したユーザーでもある場合、そのユーザーは、パスワードの再入力を要
求されずにタスクを許可できます。

開始日 スケジュール済タスクの有効開始日
タスクの先行開始 担当者が、スケジュールされた開始時間より前に保留中のタスクを開く

ことができるかどうかを示します
ステータス(アイコン) スケジュール済タスクのステータスを示すアイコン
後続 現在のタスクの後続
タスク ID タスクの一意の識別子
タスク・タイプ タスクのタイプ

タスク・マネージャ・システム設定の管理
次も参照:

• グローバル統合トークンの管理
• タスク・マネージャの組織単位の管理
• タスクの休日ルールの管理
• 構成設定の変更

グローバル統合トークンの管理
グローバル統合トークン機能を使用すると、パラメータ化された URLを作成できます。URL
は様々な目的で使用できます。
URLの作成時に、パラメータが URLに挿入されます。URLをクリックすると、パラメータ
が適切な値に置き換わります。
たとえば、次にパラメータの抜粋を示します。
…$YearName$%22%22Period%20Name%22&val6=%22$PeriodName$
%22&col17=%22Logical%20Schedules%22.%22Year%20Name%22&val7=%22$Y earName$
%22&col8=%22Logical%20Schedules%22.%22Deployment%20Name%22&val8=%22$ 
ScheduleName $%22

第 34章
タスク・マネージャ・システム設定の管理

34-13



ここで
$YearName$ = 2012
$PeriodName$ = Jan12
$ScheduleName$ = DemoSchedule

URLは次のようになります。
…
%222012%22%22Period%20Name%22&val6=%22Jan2012%22&col7=%22Logical%20Sche
dules%22.%22Year%20Name%22&val7=%222012%22&col8=%22Logical%20Schedules%
22.%22Schedule%20Name%22&val8=%22DemoSchedule%22

パラメータは、アプリケーションで定義された静的パラメータ、「テキスト」および
「リスト」タイプの属性、およびタスク、テンプレートおよびスケジュールに割り当て
られた次のネイティブ属性から構成されます。
• 期間名
• スケジュール名
• タスク名
• タスク ID

• 年名
URLには次の場所からアクセスできます。
• テンプレート: 管理者またはパワー・ユーザーが参照 URLを「指示」セクションの
テンプレートに追加すると、URLは「指示」タブでクリックできるようになりま
す。

• スケジュール: 管理者またはパワー・ユーザーが参照 URLを「指示」セクションの
スケジュールに追加すると、URLは「指示」でクリックできるようになります。

• タスクの詳細: 管理者、パワー・ユーザーまたはタスク所有者が参照 URLを「指
示」セクションのタスクに追加すると、URLは「指示」でクリックできるように
なります。

• タスク・タイプ: 管理者が参照 URLを「指示」セクションのタスク・タイプに追加
すると、URLは「指示」タブでクリックできるようになります。

• タスク・アクション: 「タスク・アクション」の参照者は参照 URLをクリックでき
ます。

グローバル統合トークンの作成
グローバル統合トークンを作成する際には、次のガイドラインに従ってください。
• トークン名は一意にする必要があります。
• トークンは変更できません。
• トークンは削除しないでください。トークンを削除しようとすると、次の警告が表
示されます: 「グローバル統合トークンを削除すると、それを参照している URLが
無効になります。続行してよろしいですか?」

グローバル統合トークンを作成するには:
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1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「システム設定」タブをクリックし、「グローバル統合トークン」を選択します。
3. 「新規」をクリックします。
4. 次を入力します:

• 名前: 一意のトークン名
• タイプ: 静的またはタスク属性
• トークン値:

– 「パラメータ・タイプ」に「タスク属性」が選択されている場合は、URLがレン
ダリングされるときに渡される値を選択します。

– 「パラメータ・タイプ」に「静的属性」が選択されている場合は、URLがレンダ
リングされるときに渡される値を入力します。

5. 「保存」をクリックします。

トークンの削除
トークンを削除するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の「システム設定」タブをクリックし、「グローバル統合トークン」を選択します。
3. トークンを選択し、「削除」をクリックします。
次の警告メッセージが表示されます。「グローバル統合トークンを削除すると、それを参
照している URLが無効になります。続行してよろしいですか?」

4. 「はい」をクリックして、削除を確認します。

タスク・マネージャの組織単位の管理
組織単位を使用すると、管理者は、地域、エンティティ、事業部門、事業部、部署や、タス
クに関連するその他すべてのエンティティをモデル化することができます。組織単位は、レ
ポートが容易になるように階層形式を取っています。
階層を表示する際、管理者は階層を展開および縮小して、その階層の他のセクションを操作
できます。

組織単位の追加
組織を追加するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「組織」タブをクリックし、「組織単位」を選択します
3. 「兄弟の追加」をクリックします。
4. 「プロパティ」タブで、次の情報を入力します。

• 名前: 最大 255文字まで入力できます。
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名前は管理者が変更でき、一意にする必要はありません。
• 組織単位 ID: 移行目的でトランザクションを識別するために使用される一意
の ID。
組織単位 IDは組織単位の設定後は変更できません。最大 255文字まで入力で
きます。

• オプション: 親組織: 管理者は階層を変更できます。
• 説明: 最大 255文字まで入力できます。
• タイムゾーン: どのタイム・ゾーンが組織単位に適用されるかを決定します。
タイム・ゾーンの選択はオプションです。タイム・ゾーンが選択されていない
と、タスクのタイム・ゾーンはユーザーのタイム・ゾーンに戻ります。

• 休日ルール: どの休日のリストが組織単位に適用されるかを決定します。休日
ルールの選択はオプションです。

• 労働日数: どの曜日が労働日であるかを決定します。
5. 「アクセス」タブを使用すると、管理者は参照者およびコメント作成者のアクセス
権を中央の 1箇所で割り当てることができ、各タスクにアクセス権を割り当てる必
要がなくなります。
ユーザーを選択するには:

a. 「追加」をクリックします。
b. 「参照者の選択」で、「名」および「姓」を入力するか、「ユーザーの検索」を
クリックして、「ユーザー」、「グループ」または「チーム」を選択します。

c. 「検索結果」で、ユーザーを選択し、「追加」または「すべて追加」をクリック
し、これらを「選択済」リストに移動します。

組織単位のインポート
組織単位をインポートするには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリック
します。

2. 左側の「組織」タブをクリックし、「組織単位」を選択します。
3. 「インポート」 をクリックします。

• 「ファイルの選択」をクリックして、CSVインポート・ファイルに移動しま
す。
組織のインポート・フォーマットの例:

ノート:

次の項では、インポート・フォーマットを示します。この例では、
"Americas"という親組織単位、"US"という休日ルール、および
"fm_user5"という参照者が事前に存在することが必要です。
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"OrganizationalUnitID","Name","ParentOrganization","Description","TimeZon
e","H olidayRule","Calendar","Workdays","Viewer1","Commentator1"
"US2","US2","Americas","Import Organization US2 Example","ET
(UTC-05:00)","US","",2-3-5,"fm_user5",""

• 「インポート・タイプ」に、次のいずれかを選択します:

– 置換: 組織単位の詳細を、インポートしているファイル内にある組織単位で置き
換えます。インポート・ファイルに指定されていない他の単位には影響しません。

– すべて置換: 既存の単位を置き換える新しい組織単位のセットをインポートしま
す。あるシステムの単位を別のシステムで更新された定義に置き換える場合にこ
のオプションは便利です。インポート・ファイルに指定されていない組織単位は
削除されます。

• 「ファイル区切り文字」で、「カンマ」、「タブ」または「その他」を選択します。
4. 「インポート」をクリックします。

組織単位の選択
管理者は、タスクの編成とスケジュール設定に役立つよう、組織単位を組織で定義します。
組織を選択するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の「組織」タブをクリックし、「組織単位」を選択します。
3. 組織を選択します。矢印は子組織が存在することを示します。子組織を選択するには親
を展開します。

タスクの休日ルールの管理
休日ルールは休日の日付の集合であり、管理者はこれを使用してタスクをスケジュールしま
す。
休日ルールを作成したら、そのルールを組織単位に適用してから、組織単位をスケジュール・
テンプレートに適用できます。
組織単位への休日ルールの適用およびスケジュール・テンプレートへの休日ルールの適用を
参照してください。

休日ルールの作成
休日ルールを作成するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「組織」タブをクリックします。
3. 「休日ルール」をクリックします。
4. 「新規」をクリックします。
5. 次を入力します:

• 休日ルール ID: 最大 255文字まで入力できます。「休日ルール ID」は必須で、一意で
ある必要があります。

第 34章
タスク・マネージャ・システム設定の管理

34-17



• 名前: 最大 50文字まで入力できます。名前は一意である必要はありません。
• 年: 「年」属性はフィルタ・オプションとして機能します。この属性の値を選
択する必要はありません。それを行うと、表がフィルタ処理され、選択した年
に関連する日付が表示されます。

6. 休日を指定するには、「休日」セクションで、「インポート」( )をクリックして
休日のリストをインポートするか、「新規」をクリックして休日の日付および名前
を入力します。

組織単位への休日ルールの適用
休日ルールを作成したら、それを組織単位に適用してから、それをスケジュールに適
用できます。
休日ルールを適用するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリック
します。

2. 左側の「組織」タブをクリックします。
3. 「組織単位」をクリックします。
4. 組織を作成または編集します。
5. 「プロパティ」で、「休日ルール」ドロップダウンから休日ルールを選択します。
6. 「保存」をクリックします。

スケジュール・テンプレートへの休日ルールの適用
休日ルールを作成したら、それを組織単位に適用してから、組織単位をスケジュール
に適用できます。
休日ルールを適用するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」をクリックします。
2. 「タスク・マネージャ」をクリックします。
3. 左側の「テンプレート」タブをクリックします。
4. テンプレートを選択し、テンプレートの右側にある「アクション」アイコンをクリ
ックし、「スケジュールの作成」を選択します。

5. 「スケジュール・パラメータ」については、「スケジュール」、「年」、「期間」および
「日ゼロの日付」を指定します。

6. 「日付マッピング」で、「拡張構成」をクリックします。
7. 「組織単位」に対して、「タスク値の使用」または「値の設定」を選択します。「値
の設定」の場合は、「検索」アイコンをクリックして組織単位を選択します。

8. 作成または編集して休日ルールを追加した組織単位を選択し、「OK」をクリックし
ます。

9. 「OK」をクリックします。
これで、「スケジュール・パラメータ」の「日付マッピング」に休日が表示されま
す。
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休日日付のインポート
日付を休日ルール内にインポートできます。
休日日付をインポートするには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の「組織」タブをクリックします。
3. 「休日ルール」をクリックします。
4. 休日ルールを作成または選択します。
5. 「休日」セクションの上にある「インポート」 をクリックします。
6. 「ファイルの選択」をクリックして、CSVインポート・ファイルに移動します。
7. 「インポート・タイプ」に、次のいずれかを選択します:

• 置換: 休日日付を、インポートしているファイル内の休日日付に置き換えます。イン
ポート・ファイルに指定されていない他の単位には影響しません。

• すべて置換: 既存の休日日付を置き換える新しい休日日付のセットをインポートしま
す。このオプションを使用して、あるシステムの単位を別のシステムで更新された定
義に置き換えます。インポート・ファイルに指定されていない休日日付は削除されま
す。

8. 「日付フォーマット」で、使用可能な日付フォーマットのドロップダウン・リストから、
フォーマットを選択します。日付フォーマットは変換されません。デフォルトで、日付フ
ォーマットはエクスポートされたファイルの場所のロケールの日付フォーマットに設定
されます。

9. 「ファイル区切り文字」で、「カンマ」、「タブ」または「その他」を選択します。
10.「インポート」をクリックします。

休日ルールの編集
休日ルールを編集するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「組織」タブをクリックし、「休日ルール」を選択します。
3. ルールを選択します。
4. 次のフィールドを編集します:

ノート:

「休日ルール ID」は編集できません。

• 名前: 名前は最大 50文字です。一意である必要はありません。
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• 年: 「年」属性はフィルタ・オプションとして機能します。この属性の値を選
択する必要はありません。それを行うと、表がフィルタ処理され、選択した年
に関連する日付が表示されます。

5. 「保存」をクリックします。

休日ルールの複製
休日ルールを複製するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリック
します。

2. 左側の「組織」タブをクリックします。
3. 「休日ルール」をクリックします。
4. ルールを選択して「複製」をクリックします。
5. 必要に応じてルールを編集します。

休日ルールの削除
論理的に削除されない組織単位に関連付けられている休日ルールは削除できません。
休日ルールが割り当てられていた組織単位のリストが表示されます。
休日ルールを削除するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリック
します。

2. 「組織」タブをクリックし、「休日ルール」を選択します。
3. ルールを選択し、「削除」をクリックします。

構成設定の変更
次も参照:

• コメントの削除の許可
• タスクの削除の許可
• 電子メール通知の有効化
• タスク・マネージャ・ガバナーの設定
• 再割当て要求の承認の許可
• タスクを再度開く
• タスク・マネージャ・レポートの設定
• Excelフォーマットへのエクスポートの設定
• Smart Viewでのタスク表示の指定
• ワークリストおよびようこそパネルでの今後のタスクの表示
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コメントの削除の許可
サービス管理者は、「コメントの削除を許可」構成設定オプションを使用して、タスク内のコ
メントの削除を許可することを決定できます。デフォルトでは、このオプションはオフです。
ユーザーにコメントの削除を許可するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「システム設定」タブをクリックします。
3. 「コメントの削除を許可」を選択します。
4. 「オンにする」を選択して削除を有効にします。

タスクの削除の許可
サービス管理者は、タスクの削除を許可するかどうかを指定できます。デフォルトでは、こ
のオプションはオフです。

ノート:

この設定は実行中およびクローズ済のタスクにのみ影響します。

ユーザーにタスクの削除を許可するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「システム設定」タブをクリックします。
3. 「タスクの削除を許可」を選択します。
4. 「オンにする」を選択して削除を有効にします。

電子メール通知の有効化
サービス管理者は、タスク・マネージャ・ユーザーの電子メール通知を設定できます。電子
メール通知を有効化すると、バッチ通知が生成されます。通知が不要になった場合は、電子
メール通知およびリマインダを非アクティブにできます。

ノート:

デフォルトでは、電子メール通知は有効化されていません。

管理者は、リマインダ通知を送信する期限までの日数を割り当てることもできます。
期限日リマインダ通知は、次の条件に該当する担当者および承認者に電子メールで送信され
ます。
• タスク・マネージャ・アクションの責任が変更された - アクションの情報に基づいて送信
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• 期限日が欠落している - アクションの情報に基づいて送信
• 期限日が近づいている - 指定した事前日数に基づいて送信
電子メール通知を有効にするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」を
クリックします。

2. 左側の「システム設定」タブをクリックします。
3. 「電子メール通知」を選択します。
4. 「電子メール通知」に「オンにする」を選択して通知を開始するか、「オフにする」
を選択して通知を非アクティブにします。

5. 「送信元アドレス」に電子メールを入力します。アドレスを編集して特定のアドレ
スを指定したり、製品の頭文字を追加して通知の送信元をユーザーにアラートでき
ます。「送信元アドレス」フィールドを編集できる場合は、電子メールを入力しま
す。それ以外の場合、デフォルトの電子メール・アドレスが
no.reply@epm.oraclecloud.comと表示され、編集できません。電子メール通知で
は、電子メールのフッターにサービス名も含められます。例: 「ノート - これは、
efim.arcsの EPM Task Managerからの自動電子メール通知です。」。

6. 「リマインダを送信する期限日までの日数」を入力します。
7. 「ユーザー指定」チェック・ボックスを選択します。管理者がこのチェック・ボッ
クスを選択すると、ユーザーは個人の電子メール通知設定をカスタマイズできま
す。管理者がこのチェック・ボックスを選択しない場合、ユーザーは管理者が行っ
た設定を継承します。

8. 「電子メール開始時間」と「電子メール終了時間」を使用して、スケジュールされ
た電子メールが送信される 1日の期間を指定します。この設定は、各ユーザーの個
々のタイム・ゾーンで有効になります。

9. 「通知タイプ」の設定を指定します。次のタイプの通知を定義できます:

• 遅延通知
• ステータス変更通知
• 期限日リマインダ通知
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「通知する」に対してオプションを選択します:

• 即時: たとえば、ステータス変更通知の場合、「タスク・マネージャ」を展開し、再度
展開して「あなたはアラート承認者です。アラート・ステータスがオープン(承認者)
に変更されました」を選択します。承認者が処理したらすぐに通知を受ける場合、「即
時」を選択します。

ノート:

「通知する」を「即時」に設定した場合、電子メール通知は、ユーザーの電
子メール開始/終了時間外であっても、即時に送信されます。

• 1日に 1回
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 混在
• なし: 通知を非アクティブにするには、このオプションを選択します。このオプショ
ンは、「ステータス変更通知」および「期限日リマインダ通知」にのみ適用されるこ
とに注意してください。「遅延通知」では、次の通知タイプでのみこのオプションが
表示されます:

– あなたはタスク所有者です。タスク担当者が遅延しています
– あなたはタスク所有者です。タスク承認者が遅延しています
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ノート:

通知のタイプごとに、各通知プリファレンスを展開して通知のタイミン
グを選択します。
たとえば、ステータス変更通知の場合は、「タスク・マネージャ」を展開
し、さらに展開して「あなたはタスク承認者です。タスク承認者が遅延
しています」を選択します。通知の選択肢として「2時間ごと」を選択し
ます。
設定を下位レベルでオーバーライドできることに注意してください(たと
えば、通知タイプを「2時間ごと」に構成し、いずれかの条件を「1日に
1回」にオーバーライドするなど)。その場合、親設定に「混在」と表示
され、子レベルの設定に複数のプリファレンス設定が割り当てられてい
ることを視覚的に示します。「混在」から別のプリファレンス設定に値を
変更できます; そうすると、子レベルの設定が新しい設定に変わります。
管理者が「サービス」で電子メール通知を無効にすると、通知は停止さ
れます。

詳細は、通知タイプおよび設定の管理を参照してください。
Tax Reportingの操作の通知用電子メールの設定も参照してください。

通知タイプおよび設定の管理
サービス管理者は、通知タイプで、すべてのユーザーのすべてのタスク・マネージャ
通知のデフォルト設定を定義できます。
遅延通知のオプション
Table 34-12    遅延通知タイプの表

通知 有効な値
あなたはタスク承認者です。タスク承認者が
遅延しています

• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク担当者です。タスク担当者が
遅延しています

• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク所有者です。タスク担当者が
遅延しています

• なし
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回
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Table 34-12    (Cont.) 遅延通知タイプの表

通知 有効な値
あなたはタスク所有者です。タスク承認者が
遅延しています

• なし
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

ステータス変更通知のオプション
Table 34-13    ステータス変更通知タイプの表

通知 有効な値
あなたはアラート担当者です。アラート・ステー
タスがオープン(担当者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはアラート承認者です。アラート・ステー
タスがオープン(承認者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはアラート所有者です。アラート・ステー
タスがオープン(所有者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはアラート所有者です。アラート・ステー
タスがオープン(担当者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはアラート所有者です。アラート・ステー
タスがオープン(承認者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回
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Table 34-13    (Cont.) ステータス変更通知タイプの表

通知 有効な値
あなたはアラート所有者です。アラート・ステー
タスが完了に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはアラート参照者です。アラート・ステー
タスがオープン(所有者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはアラート参照者です。アラート・ステー
タスがオープン(担当者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはアラート参照者です。アラート・ステー
タスがオープン(承認者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはアラート参照者です。アラート・ステー
タスが完了に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはスケジュール所有者です。スケジュール
が作成されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回
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Table 34-13    (Cont.) ステータス変更通知タイプの表

通知 有効な値
あなたはスケジュール所有者です。スケジュー
ル・ステータスがオープンに変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはスケジュール所有者です。スケジュー
ル・ステータスがクローズ済に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはスケジュール所有者です。スケジュー
ル・ステータスがロック済に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはスケジュール参照者です。スケジュール
が作成されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはスケジュール参照者です。スケジュー
ル・ステータスがオープンに変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはスケジュール参照者です。スケジュー
ル・ステータスがクローズ済に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回
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Table 34-13    (Cont.) ステータス変更通知タイプの表

通知 有効な値
あなたはスケジュール参照者です。スケジュー
ル・ステータスがロック済に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク担当者です。タスク・ステータス
がオープン(担当者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク承認者です。タスク・ステータス
がオープン(承認者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはバックアップ担当者です。プライマリ担
当者は作業できません

• なし
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはバックアップ承認者です。プライマリ承
認者は作業できません

• なし
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク承認者です。スケジュール・ステ
ータスがオープンに変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク所有者です。タスク・ステータス
がオープン(担当者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回
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Table 34-13    (Cont.) ステータス変更通知タイプの表

通知 有効な値
あなたはタスク所有者です。タスク・ステータス
がオープン(承認者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク所有者です。タスク・ステータス
がクローズ済に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク所有者です。タスク・ステータス
が強制クローズ済に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク所有者です。タスク・ステータス
が中止に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク参照者です。タスク・ステータス
がオープン(担当者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク参照者です。タスク・ステータス
がオープン(承認者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回
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Table 34-13    (Cont.) ステータス変更通知タイプの表

通知 有効な値
あなたはタスク参照者です。タスク・ステータス
がクローズ済に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク参照者です。タスク・ステータス
が強制クローズ済に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク参照者です。タスク・ステータス
が中止に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたは仕訳送信者です。仕訳を転記する必要が
あります

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたは仕訳承認者です。仕訳を承認する必要が
あります

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

期限日リマインダ通知のオプション
Table 34-14    期限日リマインダ通知タイプの表

通知 有効な値
あなたはタスク承認者です。タスクは「リスク
あり」です

• なし
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回
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Table 34-14    (Cont.) 期限日リマインダ通知タイプの表

通知 有効な値
あなたはタスク担当者です。タスクは「リスク
あり」です

• なし
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク所有者です。タスクは「リスク
あり」です

• なし
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク担当者です。担当者の期限日
が 1日以内に到来します

• なし
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはタスク承認者です。承認者の期限日
が 1日以内に到来します

• なし
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

タスク・マネージャ・ガバナーの設定
タスク・マネージャで、様々なシステム設定にガバナーを設定できます。デフォルト設定が
提供されますが、これは削減するか最大値まで増加できます。たとえば、リストに表示する
行の最大数を指定できます。
• リストに表示するアイテムの最大数: 「スケジュール・タスク」などのリスト・ビューに
表示する行の最大数が決まります。

• 最大承認者レベル: タスクが確認される場合のレベル数が決まります。
• 最大ファイル・アップロード・サイズ(MB)を選択してください: ユーザーがアップロード
できる添付ファイルの最大サイズが決定されます。この設定によって、管理者は、アプリ
ケーションのインストール環境の制限内で作業するように適応できます。

タスク・マネージャ・ガバナーを設定するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「システム設定」タブをクリックします。
3. 「システム設定の管理」ページで、「ガバナー」をクリックします。
4. 最大値を指定するか、デフォルト設定のままにします:

• リストに表示するアイテムの最大数: デフォルトは 10000です。
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• 最大承認者レベル: 1から 10までの値を選択します。
• 最大ファイル・アップロード・サイズ(MB)を選択してください: 5MBから値を
選択します(増分値 5MB、最大値 100MB)。

5. 「レポート」セクションで、Oracleサポートから指示された場合にのみ設定を変更
します。

6. 「保存」をクリックします。

再割当て要求の承認の許可
管理者として、承認のために管理者またはパワー・ユーザーに要求を送信するかわり
に、どのワークフロー・ユーザーが再割当て要求を直接実行および承認できるかを指
定できます。
ユーザーは「ワークリスト」で再割当て要求を承認できます。
サービス管理者は、タスク所有者が対応できないときに要求を承認する必要がある場
合、再割当て要求を確認する必要もあります。
再割当ての実行をワークフロー・ユーザーに許可するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」を
クリックします。

2. 左側の「システム設定」タブをクリックします。
3. 「再割当て要求」を選択します。
4. 「次の実行者による再割当て要求の承認を許可」で、1つ以上のオプションを選択
します。
• 管理者
• パワー・ユーザー
• ユーザー

タスクを再度開く
タスク・マネージャで、ユーザーがタスクを再オープンする必要がある場合がありま
す。管理者は、オープンまたはクローズ済タスクの再オープンを許可するかどうかを
指定できます。
タスクを再度開くことを許可するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」を
クリックします。

2. 左側の「システム設定」タブをクリックします。
3. 「再オープン」を選択します。
4. 担当者または承認者による、オープンのタスクの再オープンを許可する条件を設定
します。「タスクはオープン(担当者)またはオープン(承認者)です」には、次のオプ
ションがあります:

• 許可しない: これがデフォルト・オプションであり、担当者または承認者は、
オープン・タスクのワークフローを送信または承認した後はそれを変更できま
せん。
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• すべての承認者に許可: タスクを承認した承認者がワークフローを自分に戻すことを
許可します。

• すべての担当者および承認者に許可: タスクを送信した担当者またはタスクを承認し
た承認者がワークフローを自分に戻すことを許可します。

5. クローズ済タスクの再オープンを許可する条件を設定します。「タスクはクローズ済で
す」には、次のオプションがあります:

• 許可しない: これがデフォルト・オプションであり、ユーザーは、クローズされたタ
スクを再度開くことはできません。

• 最後の承認者に許可: 最後の承認者にのみ、ワークフローを再度開いて自分に戻すこ
とを許可します。

• すべての承認者に許可: 承認者に、ワークフローを再度開いて自分に戻すことを許可
します。

• すべての担当者および承認者に許可: タスクの担当者および承認者に、ワークフロー
を再度開いて自分に戻すことを許可します。

タスク・マネージャ・レポートの設定
Microsoft Excel形式でレポートを生成すると、複数行にわたる行が、データを含む行とその
後に表示される複数の空行になることがあります。行値に基づいて計算を実行するスクリプ
トがある場合、これによって問題が発生する可能性があります。タスク・マネージャには、
このような余分な行の表示を制御する設定が用意されています。
この問題を解消するには、次のように実行してレポートのテンプレート・ファイルを変更す
る必要があります:

• 表の行から空行を削除します
• その行の高さを 0に変更します
または、タスク・マネージャには、このような余分な行の表示を制御する設定が用意されて
います。この設定はすべてのレポートに適用されます。
1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「システム設定」タブをクリックします。
3. 「レポート」をクリックします。
4. 「行分割の有効化」の選択を解除し、Microsoft Excelの各データ行に対して複数の行が表
示されないようにします。

Excelフォーマットへのエクスポートの設定
データを Microsoft Excelにエクスポートするには、形式を.xlsまたは.xlsxに設定できます。
1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「システム設定」タブをクリックします。
3. 「レポート」をクリックします。
4. 「Excelフォーマットのエクスポート」で、次のいずれかのオプションを選択します:

• Excel 97 - 2003 (.xls): 表のデータを.xls形式にエクスポートします。
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• Excel (.xlsx): 表のデータを.xlsx形式にエクスポートします。

Smart Viewでのタスク表示の指定
Oracle Smart View for Officeから起動された場合に表示するタスク・マネージャのタス
クを構成するには、表示する列(「タスク属性」など)を選択します。
Smart Viewに表示する列を選択するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリック
します。

2. 「システム設定」タブをクリックします。
3. 「Smart View」を選択します。
4. 「列の選択」で、「使用可能」リストから表示する列を選択し、「追加」矢印キーを
クリックして「選択済」列に移動するか、「削除」をクリックして削除します。
最大で 30の列を選択でき、必要に応じて列の順序を変更できます。

5. 「保存」をクリックして選択内容を保存します。

ワークリストおよびようこそパネルでの今後のタスクの表示
管理者は、ワークリストおよびようこそパネルに現在のタスクのみを表示するか、現
在および今後のタスクを表示するかを決定できます。
現在および今後のタスクを有効化すると、ユーザーは、現在作業に使用可能な項目に
加え、今後のワークフローの項目も参照できます。たとえば、ユーザーは、策定者が
まだタスクを終了していないため、承認する予定であるがすぐには使用できない今後
のタスクを参照できます。
タスクを説明とともに表示するか(デフォルト)、タスク ID/組織単位別に表示すること
もできます。
デフォルトでは、現在のタスクのみが表示されます。
タスクの表示を設定するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリック
します。

2. 左側の「システム設定」タブをクリックします。
3. 「ワークリストおよびようこそパネル」を選択します。
4. 「ワークフロー」のオプションを選択します:

• 現在のタスクのみを表示
• 現在のタスクと今後のタスクを表示

5. 「オプション・フィールド」のオプションを選択します。
• 説明(デフォルト)

• タスク ID

• 組織単位
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タスク・マネージャ属性の管理
属性は、主に管理者によって定義され、多くの場所で使用される、ユーザー定義フィールド
です。
属性には、「日付」、「日付/時間」、「整数」、「リスト」、「複数行のテキスト」、「数値」、「True/
False」、「テキスト」、「ユーザー」および「はい/いいえ」といった異なる値タイプを指定でき
ます。たとえば、「自動送信」というカスタム属性を「はい」または「いいえ」の値タイプで
定義できます。「自動送信」属性を項目に割り当てると、外部ユーザーによって要求されるタ
スクに対してその項目を「はい」に設定できます。
「リスト」タイプを選択した場合、値の選択リストを定義できます。たとえば、「北部」、「南
部」、「東部」および「西部」という値を持つ「販売地域」という名前の「リスト」属性を定
義できます。
属性は、作成、編集および削除できます。

ノート:

作成またはインポートできるタスク・マネージャ属性の最大数は 10,000です。

タスク・マネージャ属性の定義
タスク・マネージャ属性を定義するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「属性」タブをクリックします。
3. 「新規」をクリックし、「プロパティ」タブで次のプロパティを指定します:

• 名前: 最大 80文字まで入力できます。
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ノート:

以前に使用して削除したものと同じ名前を使用して、オブジェクトを
作成できます。削除されたオブジェクトに以前リンクされていたす
べてのオブジェクトは、新しいオブジェクトに関連付けられます。

• 説明: 最大 255文字まで入力できます。
• タイプ:

– 日付
– 日付/時間
– 整数: -2147483648から 2147483647までの値を使用できます。「合計」
で、属性の合計方法を指定します:

* なし(デフォルト): 合計は計算されません。
* 平均: データのある行の平均。データのない行は分母にカウントされ
ません

* 数: データのある行の数
* 合計: 加算合計。

– リスト: 「リストの値」をクリックして、質問に対する有効な回答のリス
トを入力します。最大 255文字まで入力できます。

– 複数行のテキスト: 「フォーマット」をクリックし、3から 50行の間の行
数を指定します。「複数行のテキスト」では、「アクション」ダイアログ・
ボックスで、スクロールせずに表示できるテキストの行数を決定します。
最大長は 4,000文字未満にする必要があります。
「アクション」ダイアログ・ボックスに「添付」セクションを追加する場合
は、「添付を含める」を選択します。

– 数値: 値 xxxxxxxxxxxxxxxxx.xxxxxxxxx (17桁と小数点以下 9桁)を入力し
ます。「フォーマット」をクリックし、数値のフォーマット・オプションを
選択します:

* 「小数点以下の桁数」には、表示する小数点以下の桁数の値を入力しま
す。

* 「パーセンテージとして表示」では、パーセンテージを表示するかどう
かを選択します。

* 1,000.00のように、数値に 3桁ごとの区切り文字を表示する場合は、
「3桁ごとの区切り文字」オプションを選択します。

* 「通貨記号」では、通貨記号(米ドルの場合は$など)を選択します。
* 「負数」では、(123)など、負数の表示方法を選択します。
* 「スケール」では、数値のスケール値(1000など)を選択します。

– テキスト: 最大 4000文字まで入力できます。
– True/False

– ユーザー
– はい/いいえ
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• 計算: 「計算」タブの属性に論理関数や数学的関数を追加する場合に選択します。
計算属性の定義を参照してください。

計算属性の定義
計算属性を使用すると、論理関数や数学的関数を追加して、属性の値を派生させることがで
きます。別の計算済属性に埋め込むと、複雑な関数を作成できます。計算済属性は読取り専
用です。評価対象はスケジュールのみです。
スケジュール: ユーザーは任意の計算を追加でき、その計算はタスクに対して明示的に割り当
てられているかどうかに関係なく評価されます。
テンプレート: 「計算」オプションが選択されているカスタム属性は、列属性またはフィルタ
可能な属性として追加できません。
管理者が「アクション」ダイアログの「属性」セクションに属性を追加すると、ワークフロ
ー・ユーザーがその属性を表示できるようになります。管理者は、アクセス権を「表示しな
い」に設定することで、特定の役割に対してアクセス権を制限できます。たとえば、管理者
が計算済属性 XYZに対して、アクセス権を「参照者: 表示しない」に設定すると、XYZ属性は、
参照者の役割しかないユーザーには表示されません。
どのユーザー役割でも、計算済属性を列としてビューおよびポートレットに追加できます。
「フィルタ・パネル」にフィルタ可能な属性として追加することもできます。
計算属性を定義するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「属性」タブをクリックします。
3. 「新規」をクリックし、「プロパティ」タブで属性の名前を入力し、属性のタイプを選択し
ます。

4. 「計算」オプションを選択します。
5. 「計算」タブで、計算タイプを選択します。
次の計算タイプから選択できます。使用可能なタイプは、属性のタイプ(テキスト、整数など)
によって決まります。
• 値をリストに割当: カスタム値をリスト・タイプの属性に割り当てます
• リストを値に割当: カスタム・リストの値を異なる属性の値に割り当てます。リスト・タ
イプ属性にのみ使用できます。

• 条件: 条件付き計算(If – Then – Else)

• スクリプト: 自由形式のスクリプト計算。タイプが、整数、複数行のテキスト、数値また
はテキストの属性にのみ使用できます。

次の表は、属性タイプごとに使用可能な計算タイプを示しています。

属性タイプ 値をリストに割当て 条件 スクリプト リストを値に割当て
日付
日時
整数 X X X
リスト X X
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属性タイプ 値をリストに割当て 条件 スクリプト リストを値に割当て
複数行のテキスト X X X
数値 X X X
テキスト X X X
True/False X
ユーザー
はい/いいえ X

計算式の定義
スクリプト計算タイプを使用すると、自由形式の計算式を入力できます。「属性の追
加」および「関数の追加」を使用できます:

• 属性の追加: 属性を選択すると、「計算式の定義」ボックスのカーソルの位置に属性
が挿入されます。カーソルが単語または属性上にある場合は、定義内でその単語/
属性が置き換えられます。スクリプトの形式によって、新しい属性の名前がカッコ
{}で囲まれます。
使用可能な属性は、スケジュール属性のみです。

• 関数の追加: 関数を選択すると、「計算式の定義」に関数が追加されます。関数は各
パラメータのプレースホルダとともに追加されます。

例: DATE_DIFF関数を計算式の定義に挿入します。
DATE_DIFF(<Date1>, <Date2>, <Type>)

次に、プレースホルダを属性に置き換えます。
DATE_DIFF( {Start Date}, {End Date}, 'DAYS')

数値と日付の関数
• 絶対値: 指定された数の絶対値を戻します。数がゼロより小さい場合は、数の正の
値が戻されます。指定された数がゼロ以上である場合は、指定された数が戻されま
す。
ABS(<Number>)

• 月の追加: 開始日からの指定した月数の日付オフセットを返します。日付は常に指
定した月オフセットに該当します。開始日に、オフセット月を越える日の値がある
場合は、オフセット月の最後の日が使用されます。たとえば、EDate (31-Jan-2017,
1)は(28-Feb-2017)を返します。月の場合は、開始日の前または後の月数を入力し
ます。月に対する正の値は将来の日付を生成します。負の値は過去の日付を生成
します。
ADD_MONTH(<Start Date>, <Months>, <Length>)
例: ADD_MONTH(DATE(2017, 2, 15) 3)

• 日付: 年、月および日に対して指定された整数値に基づく日付値を返します。
DATE(<Year>, <Month>, <Day>)

• 日付差異: 2つの日付の差を年、月、日、時間、分または秒で戻します。たとえば
DATE 1と DATE 2には、それぞれ現在の日付(時間コンポーネントなし)と日時を
表す TODAYおよび NOWの値を使用できます。
DATE_DIFF(<Date1>, <Date2>, <Type>)
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例: DATE_DIFF( {Start Date}, 'TODAY', 'DAYS')
• 日: 日付の日の値を整数として返します

DAY(<DATE>)
• テキストの抽出: 値内の指定した位置からの部分文字列を戻します。

SUBSTRING(<Value>, <Location>, <Length>)
例: SUBSTRING( {Name}, 4, 10)

• If Then Else: 条件付きの計算をスクリプト計算に挿入できるようになります。
IF_THEN_ELSE計算式は、ネストして ELSE IFタイプの計算式に対応することもできま
す。
IF_THEN_ELSE(<Condition>, <Value1>, <Value2>)
例: IF_THEN_ELSE( ( {Priority} = 'Low'), 1,IF_THEN_ELSE( ( {Priority} =
'Medium'), 2, IF_THEN_ELSE( ( {Priority} = 'High'), 3, 0)))
例: IF_THEN_ELSE( ( {Priority} = 'Low'), 'Good' IF_THEN_ELSE( ( {Priority} =
'Medium'), 'Better'. 'Best') )

• Instring: 値内の部分文字列の索引を戻します。
INSTRING(<Value1>, <Value to Search>)
例: INSTRING({Name}, 'a')

• 長さ: テキスト値をパラメータとして受け取り、テキスト内の文字数である整数を返しま
す。値が空/nullである場合、計算は 0を返します。
Length ({<attribute>})
例: LENGTH("Value")は 5を返し、LENGTH({Name})は、オブジェクトの名前に含まれる文
字数を返します。
SUBSTRINGを使用した計算を使用して、テキスト値の最後の 4文字を抽出します。
SUBSTRING( {MyString}, LENGTH ({MyString}) - 4

• 小文字: 値を小文字で戻します
LOWERCASE(<Value>)
例: LOWERCASE ({Task Code})

• 最大: 属性リストの最大値を戻します。任意の数のパラメータを含めることができます。
MAX <Value1>, <Value2>, <ValueN>)
例: MAX( {Scripted Substring Loc a}, {Scripted Substring Loc s}, {Scripted
Substring Loc t} )

• 最小: 属性リストの最小値を戻します。任意の数のパラメータを含めることができます。
MIN (<Value1>, <Value2>, <ValueN>)
例: MIN( {Scripted Substring Loc a}, {Scripted Substring Loc s}, {Scripted
Substring Loc t} )

• 月: 日付の月の値を整数(1から 12)として返します
MONTH (<DATE>)

• 指数: 一方の数字を他方の数字の回数掛け合せます。
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POWER(x,y) where x=BASE NUMBER,and y=EXPONENTの場合、xと yは数値である
かぎり属性または計算にすることができます。
例: POWER(3,4)=81

ノート:

分数値では、べき根になります。たとえば、POWER(27, 1/3) = 3で、立
方根です。
負の値では、指数計算の逆数になります。たとえば、POWER(2, -2) =
1 / (2^2) = 1 / 4 = .25です。

• 丸め処理: 指定された小数点以下の桁数で丸めた値を戻します
ROUND <Attribute>, <Decimal Places>)
例: ROUND( ({Scripted Substring Loc t} / 7), '4')

• テキストの場所: 値内の部分文字列の索引(1が最初の位置)を戻します。
INSTRING(<Value>, <Value To Search>)
例: INSTRING( UPPERCASE( {Name} ), 'TAX' )

• 大文字: 値を大文字で戻します。
UPPERCASE(<Value>)
例: UPPERCASE( {Name} )

• 年: 日付の年の値を整数として返します。
YEAR (<DATE>)

計算の検証
計算の保存時に、次の検証チェックが実行されます。
• 計算式の構文が正しい。
• 計算式で指定された属性と関数が存在する
• 関数へのパラメータが正しい
• 循環ループがない

リスト属性のインポート
リスト・タイプのタスク・マネージャ属性をインポートするには:

1. 値ごとに異なる行を使用して、リスト属性のインポート・ファイルを TXTファイ
ル形式で作成します。
例:

Blue
Yellow
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Red
Green

インポート・オプションは常に「すべて置換」です。
2. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
3. 左側の「属性」タブをクリックします。
4. 「リスト」タイプの属性を選択し、「編集」をクリックします。
5. 「インポート」 をクリックします。
6. 「ファイル」で、「ファイルの選択」をクリックし、TXTインポート・ファイルを見つけ
て、ファイル区切り文字を選択します。

7. 「インポート」をクリックします。「リストの値のインポート」に、合計リスト値、「完了」、
「エラー」、作成済リスト値および更新済リスト値の値が表示されます。
「正常に完了」の場合は、「OK」をクリックします。
「エラーで完了」の場合は、エラーが表示されます。エラー・リストをエクスポートする
には、「Excelにエクスポート」をクリックします。

属性の編集
カスタム・タスク・マネージャ属性の名前を編集できます。属性タイプが「リスト」の場合
は、リスト値を追加、名前変更または削除することもできます。
タスク・マネージャ属性を編集するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の「属性」タブをクリックします。
3. 属性を選択し、「編集」をクリックします。
4. 属性名を編集します。

ノート:

属性が「リスト」タイプの場合は、リスト値を追加、名前変更または削除でき
ます。カスタム属性が保存された後、そのタイプは変更できません。

5. 「OK」をクリックします。
関連のテンプレート、スケジュール、タスク・タイプまたはタスクは、すべて更新されま
す。

属性の複製
属性は複製できます。
属性を複製するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
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2. 左側の「属性」タブをクリックします。
3. 複製を選択して「複製」をクリックします。
4. 「閉じる」をクリックします。

属性の削除
不要になった属性は削除できます。属性を削除すると、属性に対するすべての参照が
削除されます。
属性を削除するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリック
します。

2. 左側の「属性」タブをクリックします。
3. 削除する属性を選択し、「削除」をクリックします。
4. 確認のプロンプトで「はい」をクリックします

属性の表示
「属性」で、属性のリストに表示する列を指定するか、すべての列を表示できます。列
の順序変更、昇順または降順での列のソート、および列幅の変更を行うこともできま
す。
列を表示するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリック
します。

2. 左側の「属性」タブをクリックします。
3. 次の 1つ以上のタスクを行います。

• すべての列を表示するには、「表示」、「列」の順に選択し、「すべて表示」を選
択します。

• 特定の列を表示するには、「表示」、「列」の順に選択し、列名を選択または選
択解除します。

• 列を並べ替えるには、「表示」、「列の順序変更」の順に選択し、列を選択して
上矢印または下矢印を使用するか、それらをドラッグして順序を変更します。

• 列をソートするには、「ソート」アイコンが表示されるまで列ヘッダーにマウ
ス・カーソルを合せ、「昇順ソート」または「降順ソート」をクリックします。

• 列の幅を変更するには、矢印が表示されるまで列ヘッダーの区切りにマウス・
カーソルを合せ、適切な幅になるまで列をドラッグします。

属性の検索
「属性」リストの検索機能を使用して、タスク・マネージャ・タスクの属性を検索でき
ます。検索する名前の全部または一部を入力できます。フィルタ・バーを使用して、
リストに表示する属性を制御できます。デフォルトでは、すべての属性が表示されま
す。
タスク・マネージャ属性を検索するには:
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1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「属性」タブをクリックします。
3. 属性を検索するには、「検索」テキスト・ボックスに検索条件を入力します。
4. オプション: フィルタ・バーでカテゴリをクリックすると、追加の検索演算子(「次と等し
い」、「次と等しくない」、「次を含む」、「次を含まない」、「次で始まる」、「次で終わる」)が
表示されます。
属性は次のカテゴリを使用してフィルタできます: 「名前」、「タイプ」、「計算」、「作成
者」、「作成日」、「最終更新者」、「最終更新日」。

ノート:

• 「フィルタの追加」をクリックすると、すべてのカテゴリが表示されます。
• フィルタ・バーを非表示にするには、「フィルタ」アイコンをクリックします。
• すべてのフィルタをクリアするには、
アイコン内の「すべてのフィルタのクリア」をクリックします。
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35
タスク・マネージャのチームの管理

チームは、所有者、担当者、承認者および参照者の役割を使用して、定義およびプロビジョ
ニングされます。次に、タスクのこれらの役割を名前付きユーザーに割り当てるかわりに、
チームに割り当てます。管理者およびパワー・ユーザーは、チームを追加、編集、および削
除できます。

ノート:

個々のユーザーは、直接的または間接的に最大で 1,000のチームに割り当てること
ができます。

関連トピック:

• タスク・マネージャのチームおよびメンバーの追加
• タスク・マネージャのチームおよびメンバーの編集
• チームおよびメンバーの検索とフィルタ
• チームおよびメンバーの削除
• バックアップ割当ての管理
• タスク・マネージャでの再割当ての要求

タスク・マネージャのチームおよびメンバーの追加
チームおよびメンバーを追加するには:

1. ホーム・ページで、「ツール」をクリックします。
2. 「アクセス制御」をクリックします。
3. 「チーム」タブをクリックします。
4. 「新規」をクリックします。
5. 「チームの定義」画面で、チームごとに次の情報を入力します。

• 名前
• 説明
• 「タスク・マネージャ」タブを選択し、チームの役割を 1つ以上選択します。

– 管理者
– パワー・ユーザー
– ユーザー
– 参照者
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• メンバーを追加するには:

a. 「メンバー」下で 「追加」をクリックします。
b. 「名」、「姓」の一部またはすべてを入力するか、「検索」をクリックして、
名前を選択します。

c. 「検索結果」セクションで、「追加」または「すべて追加」をクリックして、
選択した項目を「選択済」リストに追加します。

d. 「OK」をクリックします。
6. 「チーム」ダイアログ・ボックスで、タスクがそのユーザーでは「請求済」ステー
タスがデフォルトになる「プライマリ・ユーザー」を選択します。

ノート:

他のチーム・メンバーは次にタスクを請求できます。

7. 「OK」をクリックします。

タスク・マネージャのチームおよびメンバーの編
集

タスク・マネージャのチームおよびメンバーを編集することも、現在のチーム割当て
を表示して変更することもできます。「タスク・マネージャ・ユーザー」リストには、
ユーザーが属する組織、ユーザーが持つ役割およびアクセス・セキュリティの変更方
法が表示されます。
タスク・マネージャのチームまたはメンバーを編集するには:

1. ホーム・ページで、「ツール」をクリックし、「アクセス制御」をクリックします。
2. 「チーム」タブをクリックします。
3. チームを選択し、「編集」 をクリックします。
4. チームおよびメンバーを編集し、「OK」をクリックします。
5. 「OK」をクリックします。
6. オプション: ユーザーがメンバーであるチームを表示するには、「タスク・マネー
ジャ・ユーザー」タブをクリックします。
「タスク・マネージャ・ユーザー」リストには、「名前」、「ユーザー・ログイン」
(ユーザー ID)、「ステータス」(「作業可能」または「作業不可」)、ユーザーが属する
チームのリストが表示されます。

7. ユーザーまたはチームの情報を編集するには、「編集」をクリックします。

チームおよびメンバーの検索およびフィルタ
検索フィールドおよびフィルタ・オプションを使用して、チームおよびメンバーのリ
ストに表示するレコードを制御できます。
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チームまたはメンバーを検索するには:

1. ホーム・ページで、「ツール」をクリックし、「アクセス制御」をクリックします。
2. 「チームの管理」タブをクリックします。
3. チームを検索するには、「検索」テキスト・ボックスに検索条件を入力します。
4. オプション: フィルタ・バーでカテゴリをクリックすると、追加の検索演算子(「次と等し
い」、「次と等しくない」、「次を含む」、「次を含まない」、「次で始まる」、「次で終わる」)が
表示されます。
チームは次のカテゴリを使用してフィルタできます: 「名前」、「説明」、「作成者」、「作成
日」、「最終更新者」、「最終更新日」。

ノート:

• フィルタ・バーを非表示にするには、「フィルタ」アイコンをクリックします
• すべてのフィルタをクリアするには、
アイコン内の「すべてのフィルタのクリア」をクリックします。

チームおよびメンバーの削除
テンプレートまたはスケジュールで使用されているチームを削除する際は、次のガイドライ
ンが適用されます。
• チームがテンプレート内のタスクに割り当てられている場合、チームを削除することはで
きません。チームを削除するには、まず割り当てられているすべてのタスクから削除しま
す。

• チームがスケジュール・タスクで使用されている場合、削除が可能です。チームがスケジ
ュール・タスクから見えていても、そのチームを新規タスクで使用することはできませ
ん。

チームまたはメンバーを削除するには:

1. ホーム・ページで「ツール」をクリックし、「アクセス制御」をクリックします。
2. 「チーム」タブをクリックします。
3. チームを削除するには、チームを選択して「削除」をクリックし、確認のプロンプトが表
示されたら「はい」をクリックします。

4. メンバーを削除するには、チーム名をダブルクリックし、「チームの編集」ダイアログ・
ボックスで、メンバーを選択してから「削除」をクリックします。

5. 「OK」をクリックします。
6. 「チームの管理」で、「閉じる」をクリックします。
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タスク・マネージャ・ユーザーの管理
「アクセス制御」の「タスク・マネージャ・ユーザー」を使用して、システム上のユー
ザーに関する情報にアクセスできます。次のフィールドは、ユーザー・リストで列ま
たはフィルタとして使用できます。
表示する列とともに、リストをフィルタして csvまたは Excel形式にエクスポートす
る列を決定できます。
ユーザーに関する詳細情報を確認する場合は、ユーザー名をダブルクリックすると「ユ
ーザーの詳細」ダイアログが表示されます。
• 名前 - ユーザーのフル・ネーム。列およびフィルタはデフォルトで選択されていま
す。

• 最終ログイン - ユーザーの最終ログインの日時。
• タイムゾーン - それぞれのユーザーのユーザー・プリファレンスで設定されたタイ
ム・ゾーン

• 組織 - ユーザーが割り当てられた組織のリスト。
• フォーム統合者 - (はい/いいえ)は、ユーザーがいずれかの補足データ・フォームの
統合者であるかどうかを示します。これには、グループおよびチームを使用した間
接割当てが含まれます。

• フォーム承認者 - (はい/いいえ)は、ユーザーがいずれかの補足データ・フォームの
承認者であるかどうかを示します。これには、グループおよびチームを使用した間
接割当てが含まれます。

• フォーム策定者 - (はい/いいえ)は、ユーザーがいずれかの補足データ・フォームの
策定者であるかどうかを示します。これには、グループおよびチームを使用した間
接割当てが含まれます。

• タスク承認者 - (はい/いいえ)は、ユーザーがいずれかのタスク・マネージャ・タス
クの承認者であるかどうかを示します。これには、グループおよびチームを使用し
たバックアップ割当ておよび間接割当てが含まれます。

• タスク担当者 - (はい/いいえ)は、ユーザーがいずれかのタスク・マネージャ・タス
クの担当者であるかどうかを示します。これには、グループおよびチームを使用し
たバックアップ割当ておよび間接割当てが含まれます。

• ワークフローの役割 - タスクまたはフォームでユーザーが割り当てられた役割(タ
スク担当者、フォーム承認者 1、タスク参照者など)。

• 役割 - ユーザーに割り当てられた最上位の外部役割。
• 電子メール - ユーザーの電子メール・アドレス。
• グループ - ユーザーが属するグループのリスト。
• チーム - ユーザーが属するチームのリスト。列はデフォルトで選択されています。
• ステータス - ユーザーのステータス(「作業可能」または「作業不可」)。列およびフ
ィルタはデフォルトで選択されています。

• ユーザー・ログイン - ユーザー ID。列およびフィルタはデフォルトで選択されて
います。

例
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ユーザーの「設定のクリア」をクリックすると、次の内容がこのユーザーに設定されている
デフォルト値に戻ります:

• ダッシュボードおよびほとんどの管理ダイアログ(例: 「属性の管理」)で選択された列
• ダッシュボードでのソート
• ダッシュボードで適用されたフィルタ
• ダッシュボードの様々なスイッチとコントロールの状態
• インポート・ダイアログのデフォルトの日付フォーマット

バックアップ割当ての管理
担当者および承認者の役割のバックアップは、プライマリ・ユーザーがチームまたはグルー
プではなく、名前付きユーザーの場合に割り当てられます。
• 担当者: 基本タスク用(自動タスクを除く)

• 承認者: 基本タスクおよび自動タスク用

ノート:

管理者は、テンプレート、スケジュールおよびタスクに対する所有者の割当てをバ
ックアップできません。

タスクのバックアップを割り当てるには:

1. バックアップを割り当てるタスクを開きます。
2. 「ワークフロー」タブを選択し、担当者とバックアップ両方のユーザーを選択します。
3. 「保存して閉じる」をクリックします。
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タスク・マネージャでの再割当ての要求
再割当て要求は、プライマリ・ワークフローの役割に明示的に割り当てられているユ
ーザー(名前付きユーザーとして)によってのみ開始できます。バックアップの役割に
対し、またはプライマリの役割を割り当てられたチーム/グループのメンバーでは送信
できません。
担当者および承認者は、タスクの再割当ての要求を送信することで、1つ以上のタスク
に対する担当者または承認者の割当てに異議を唱えることができます。
ワークフロー・ユーザー(担当者および承認者)は、「タスク・アクション」ダイアログ・
ボックスから、選択したタスク、または選択したタスクおよび将来のタスクに対する
ワークフローの役割の再割当てを要求できます。これらの要求には承認が必要です。
管理者およびスケジュール/テンプレートの所有者は、承認を必要とすることなく、「タ
スクの編集」ダイアログ・ボックスを使用して、タスクを再割当てできます。
タスクの再割当てを要求するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」をクリックします。
2. 左側の「スケジュール・タスク」タブを選択します。
3. 「アクション」で「再割当ての要求」を選択します。

4. 再割当てするユーザーがわかっている場合は、  「対象ユーザー」を有効に
して、名前を入力するか検索します。

ノート:

新しいユーザーがわからない場合は、ユーザーの名前を指定せずに要求
を送信します。

5. 次のオプションを完了して、タスクを再割当てします。
• 「選択したタスク」では、スケジュール・タスクのみが再割当てされます
• 「選択したタスクおよび将来のタスク」では、スケジュール・タスクおよびソ
ース・テンプレート内の対応するタスクに対してタスクが再割当てされます

6. 再割当てについて「理由」を入力します。
7. 「OK」をクリックします。

第 35章
タスク・マネージャでの再割当ての要求

35-6



36
タスク・タイプの管理

次も参照:

• タスク・タイプ
• タスク・タイプの作成
• タスク・タイプ履歴の表示
• タスク・タイプの編集
• タスク・タイプの表示
• タスク・タイプの検索
• タスク・タイプのインポート
• タスク・タイプのエクスポート
• タスク・タイプの削除

タスク・タイプ
タスク・タイプは、一般的に実行されるタスクの保存済定義です。これにより、ビジネス・
プロセス中に一般的に実行されるデータ入力や総勘定元帳抽出などのタスクを識別し、分類
します。タスク・タイプにより、ユーザーが入力する必要のある設定や、そのタイプのすべ
てのタスクで共有される質問や指示などのデフォルト情報を設定できます。たとえば、デー
タ・ロードを担当するユーザーが答える必須の質問セットがある場合、必須の質問が含まれ
るデータ・ロード・タスク・タイプを作成できます。データ・ロード・タスクを作成すると
き、そのデータ・ロード・タスク・タイプを選択でき、質問がタスクに自動的に組み込まれ
ます。
2つの事前定義済タスク・タイプがデフォルトでインストールされます:

• 基本タスク: 指示、質問または属性を含まない基本的なタスク・タイプです。
• 親タスク: タスク階層を定義するための親タスクを作成できます。
タスク・タイプを作成および管理するには、サービス管理者またはパワー・ユーザーのセキ
ュリティ役割が割り当てられている必要があります。パワー・ユーザーは、自身のタスク・
タイプを作成できますが、他のユーザーのタスク・タイプは表示するのみです。

タスク・タイプの作成
タスク・タイプによって、ユーザー入力が必要な設定や、そのタイプのすべてのタスクによ
って共有される質問や指示など、タスクのデフォルト情報を設定できます。
タスク・タイプを作成するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の「タスク・タイプ」タブをクリックします。
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3. 「新規」をクリックします。
4. 関連項目:

• タスク・タイプのプロパティの設定
• タスク・タイプ・パラメータの設定
• タスク・タイプの指示の指定
• タスク・タイプの質問の指定
• タスク・タイプ・ルールの操作
• タスク・タイプ履歴の表示

タスク・タイプのプロパティの設定
「プロパティ」タブにより、名前、IDおよび説明を設定し、統合タイプを関連付けるこ
とができます。
エンド・ユーザー・タイプについては、タスク先行条件がすべて満たされた場合、担
当者が予定時間の前に保留中のタスクを開けるようにすることができます。
タスク・タイプのプロパティを設定するには:

1. 新しいタスク・タイプを作成します。
デフォルトで「プロパティ」タブが表示されます。

2. 「タスク・タイプ名」に入力します。入力できる最大文字数は 80文字です。
3. タスク・タイプの識別に使用できるタスク・タイプ IDを入力します。入力できる
最大文字数は 80文字です。

4. タスク・タイプの説明を入力します。最大 255文字まで入力できます。
5. 統合を指定するには、拡大鏡をクリックし、統合を検索して選択し、「OK」をクリ
ックします統合を選択することにより、タスク・タイプにその統合からパラメータ
が継承されるようになります。

6. オプション: エンド・ユーザー・タイプの場合、「先行開始を許可する」を選択し、
担当者が予定開始時刻の前にタスクを開けるようにします。

7. 関連項目:

• タスク・タイプ・パラメータの設定
• タスク・タイプの指示の指定
• タスク・タイプの質問の指定
• タスク・タイプ・ルールの操作
• タスク・タイプ履歴の表示

タスク・タイプ・パラメータの設定
「パラメータ」タブでは、タスク・タイプのパラメータを設定できます。
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ノート:

「パラメータ」タブは、定義する必要のあるパラメータを持つ統合を選択した場合に
のみ使用できます。パラメータ値は、タスク・タイプ・レベルまたはタスク・レベ
ルで設定できます。

一部のタスクには、スケジュールに適用されるたびに変更する必要のあるパラメータが含ま
れます。たとえば、データ入力タスクの日付駆動パラメータは、スケジュールに追加される
たびに現在の月に設定する必要があります。タスク・タイプ・パラメータを設定する際に、
どのパラメータをスケジュール・プロセス中に上書きできるかを指定できます。
タスク・タイプのパラメータを設定するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 「タスク・タイプ」タブをクリックし、「新規」をクリックします。
3. 「タスク・タイプ名」および「タスク・タイプ ID」を入力します。
4. 「パラメータ」タブを選択します。
5. 必要に応じて、パラメータ値を入力します。
6. オプション: スケジュール時にパラメータをオーバーライドできるようにするには、「ス
ケジュール設定時にオーバーライド」を選択します。

7. 関連項目:

• タスク・タイプのプロパティの設定
• タスク・タイプの指示の指定
• タスク・タイプの質問の指定
• タスク・タイプ・ルールの操作
• タスク・タイプ履歴の表示

タスク・タイプの指示の指定
タスクを完了するための一連の指示を作成できます。ドキュメント、ファイル、またはWeb
サイトの URLに参照を追加することもできます。たとえば、ポリシー・ドキュメントを参照
として添付したり、製品指示ガイドへのリンクを添付したりできます。
指示を指定するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 「タスク・タイプ」タブをクリックし、「新規」をクリックします。
3. 「タスク・タイプ名」および「タスク・タイプ ID」を入力します。
4. 「指示」タブを選択します。
5. 「指示」に、指示のテキストを入力します。
参照を追加するには:
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1. 「参照」セクションで、「追加」をクリックします。
2. 「タイプ」リストから、次のいずれかのタイプを選択します。

• ローカル・ファイル: 「ファイルの選択」をクリックし、ファイルを選択して
添付し、名前を入力して「OK」をクリックします。

• URL: URLおよび URLの名前(http://www.oracle.com、Oracleなど)を入力し、
「OK」をクリックします。

ノート:

「添付の追加」ダイアログ・ボックスから使用できるドラッグ・アンド・
ドロップ機能を使用して 1つ以上の添付を追加できます。必要に応じて
「名前」フィールドで添付の名前を変更できます。複数の添付をドラッ
グ・アンド・ドロップすると、これらを一度にアップロードできます。
添付を正確にドラッグ・アンド・ドロップするには、「添付の追加」ダイ
アログ・ボックスにアクセスする必要があります。

ヒント:

参照を削除するには、その参照を選択して、「削除」をクリックします

3. 関連項目:

• タスク・タイプのプロパティの設定
• タスク・タイプ・パラメータの設定
• タスク・タイプの質問の指定
• タスク・タイプ・ルールの操作
• タスク・タイプ履歴の表示

タスク・タイプの質問の指定
タスク・タイプの質問を指定できます。タスク・タイプの質問は、そのタスク・タイ
プのすべてのタスクに適用されます。

ノート:

「質問」タブは、自動統合を使用するタスク・タイプには使用できません。

質問を指定するには:

1. 新しいタスク・タイプを作成します。
2. 「質問」タブを選択します。
3. 「新規」をクリックします。
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4. 「新規質問」ダイアログ・ボックスで、「質問」に質問のテキストを入力します。
5. 「タイプ」リストから、次の質問タイプを選択します。

• 日付
• 日付/時間
• 整数
• リスト: 質問に対する有効な回答のリストを入力します。
• 複数行のテキスト: 最大の長さは 4,000字未満にしてください。
「行数」に 3から 50行までの値を入力します。「複数行のテキスト」では、「アクショ
ン」ダイアログ・ボックスで、スクロールせずに表示できるテキストの行数を決定し
ます。
添付用のセクションを作成するためのカスタム属性が必要な場合は、「添付」を選択
します。

• 数値: フォーマット・オプションを選択して、システム設定の「プリファレンス」セ
クションで設定されているデフォルトをオーバーライドします:

– 「小数点以下の桁数」には、表示する小数点以下の桁数を入力します。
– 「パーセンテージとして表示」を選択して、パーセント記号を表示します。
– 3桁ごとの区切り文字(たとえば、1,000.00)を表示するには、「3桁ごとの区切り
文字」を選択します。ユーザーのロケール用の 3桁ごとの区切り文字が表示され
ます。

– 「通貨記号」では、通貨(米ドルの場合は$など)を選択します。
– 「負数」では、(123)など、負数の表示方法を選択します。
– 数値をスケーリングするには、「スケール」で、1000から 1000000000000まで
の値を選択します

• True/False

• テキスト: 最大長は 255文字です。
• ユーザー
• はい/いいえ

6. 役割を割り当てます。役割は、質問に回答できる役割を決めるために割り当てます:

• 担当者
• 承認者
• 所有者
• 参照者
質問の順序は、役割の中でのみ変更できます。

7. 質問が必須の場合は、「必須」を選択します。
「必須」チェック・ボックスは、所有者や参照者の役割に割り当てられた質問では無効に
なっています。

8. 「OK」をクリックして質問を保存します。
9. オプション: 質問の順序を変更するには、質問を選択し、「一番上へ移動」、「上へ移動」、
「下へ移動」または「一番下へ移動」をクリックします。
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10. オプション: 質問を編集するには、質問を選択し、「編集」をクリックします質問
を削除するには、質問を選択し、「削除」をクリックします

11.「保存して閉じる」をクリックしてタスク・タイプを保存します。
12. 関連項目:

• タスク・タイプのプロパティの設定
• タスク・タイプ・パラメータの設定
• タスク・タイプの指示の指定
• タスク・タイプ・ルールの操作
• タスク・タイプ履歴の表示

タスク・タイプ属性の割当て
システムでタスク・タイプを見つけるために、属性をタスク・タイプに適用できます。
属性を選択する際に、属性タイプに基づいて属性の値を設定できます。後で属性値に
よってフィルタ処理できます。
たとえば、「北部」、「南部」、「東部」および「西部」という値を持つ「販売地域」とい
う名前の「リスト」属性を持つことができます。現在のタスク・タイプは西部販売地
域にのみ適用されるため、「販売地域」属性を追加し、この属性を「西部」に設定でき
ます。
属性を適用するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリック
します。

2. 左側の「タスク・タイプ」タブで「新規」をクリックします。
3. タスク・タイプ名とタスク・タイプ IDを入力します。
4. 「属性」タブを選択します。
管理者は、属性を割り当てて、その属性に値を指定できます。
属性を追加するには、「追加」をクリックします。次を入力します:

• 属性: 定義された属性のリストから属性を選択します。
• タイプ: このフィールドは編集できません。属性に従ってデータが移入されま
す。

• 値: 属性のタイプに関連付けられた値を選択します。たとえば、フォーマット
済数値属性の場合は数値、リスト属性の場合はリスト、複数行のテキストの場
合はスクロールせずに表示できる複数行のテキスト、個人名、ユーザー、は
い/いいえ属性の場合は「はい」または「いいえ」です。

• アクセス: 「アクセス」ボックスに指定されていないかぎり、すべての役割に
表示アクセス権があります。
役割のそれぞれについてアクセスを追加するには:

a. 「追加」をクリックします。
b. 次の中から役割を選択します: 「所有者」、「担当者」、「承認者」(アプリケ
ーションで現在使用されている承認者のレベルごとに異なる役割を持つ)
または「参照者」。
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c. 役割アクセス・タイプのいずれかを選択します。
– 表示しない: この属性は「タスク・アクション」ダイアログ・ボックス、ある
いはダッシュボード、リスト・ビューまたはレポートのいずれにも表示され
ません。

– 編集を許可: 属性の値を追加、変更および削除する権限がありますが、編集ル
ールの対象です。

– 必須: 属性に値が必要です。「必須」オプションは担当者および承認者が使用
できます。値が指定されるまで、担当者は送信できず、承認者は承認できま
せん。

d. 「OK」をクリックします。
5. 「OK」をクリックします。
6. 関連項目:

• タスク・タイプのプロパティの設定
• タスク・タイプ・パラメータの設定
• タスク・タイプの指示の指定
• タスク・タイプの質問の指定
• タスク・タイプ・ルールの操作
• タスク・タイプ履歴の表示

タスク・タイプ・ルールの操作
タスク・タイプ・ルールは同じタスク・タイプのすべてのタスクに適用されるため、タスク
のグループにルールを適用するための便利なメカニズムとして機能します。「タスク・タイ
プ」ダイアログで構成されたルールは、「タスクの編集」ダイアログに伝播され、そのダイア
ログの「ルール」タブに表示され(テンプレート・タスクの場合は読取り専用形式)、スケジュ
ール・タスクにコピーされます。
使用可能なタスク・タイプ・ルール:

• タスクの自動承認: 指定された条件を満たしている場合にのみ、指定された承認を自動的
に完了します。
このルールに適用される条件の例: 属性に指定の値がある場合(計算済属性を含む)

条件を満たすと、指定の承認者レベルが完了としてマークされ、これによりワークフロー
が次の承認レベルに進むか、他に承認レベルがない場合は「クローズ済」になります。
タスクの自動承認は、タスク・ステータスが「オープン(承認者)」に変更されたときに実
行されます。

• タスクの自動送信: 指定された条件を満たしている場合、タスクが自動的に送信されます。
条件を満たすと、担当者役割が完了としてマークされ、これによりワークフローが最初の
承認レベルに進むか、承認レベルがない場合は「クローズ済」になります。
タスクの自動送信ルールは、タスク・ステータスが「保留中」からオープン(担当者)に変
更されたときに実行されます。

• タスク承認の防止: このルールでは、属性値または他の特性に基づいて、タスクが承認さ
れないようにします。このルールは、承認者が「承認」をクリックすると実行されます。
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• タスク送信の防止: このルールでは、属性値または他の特性に基づいて、タスクが
送信されないようにします。このルールは、担当者が「送信」をクリックすると実
行されます。

• 更新時に電子メールを送信: このルールは、タスクに対するユーザー・アクション
に基づいて実行されます。そのため、ルールの条件を適切に設定する必要がありま
す。最も一般的な条件は、ステータス属性またはステータス詳細属性の条件を持つ
ことです:

– 「ステータス」属性: 選択できる唯一の有効な値は「クローズ済」です。「保留
中」、「開く」および「エラー」はすべて、タスクに対する自動化されたアクシ
ョンの結果として生じるステータスです。

– ステータス詳細属性: 有効なステータスは承認者です。
タスク・タイプ・ルールを操作するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリック
します。

2. 左側の「タスク・タイプ」タブをクリックします。
3. タスク・タイプをクリックし、「編集」をクリックします。
4. 「ルール」タブを選択します。次の情報を表示できます:

• 順序: 優先順位
• ルール: ルールの名前
• 条件: ルールを実行する前に存在している必要がある条件の選択

5. ルールを編集するには、「ルール」タブで「編集」をクリックして更新します。
• ルール: ルールを選択します。
• 説明: オプション。ルールを構成した理由と使用方法を説明します。
• メッセージ(次に示すいくつかのルールの場合):

– 承認者へのメッセージ: タスク承認の防止ルールで、承認者へのオプショ
ンのメッセージを定義します。

– 担当者へのメッセージ: タスク送信の防止ルールで、担当者へのオプショ
ンのメッセージを定義します。

• 承認者レベル: 特定のルールに対して、すべてのレベルのルールを選択するか、
承認者レベルを選択します。

ノート:

タスクの自動承認ルールとタスク承認の防止ルールには、承認者レベ
ルを設定する必要があります。

• 「フィルタの作成」を選択して条件セクションに移入するか、「保存済フィルタ
の使用」を選択してからフィルタを選択します。ルールに対して選択および構
成されたフィルタが、適用するルールをトリガーする条件を決定します。

• 「条件」に、次のいずれかを選択します:
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– 保存済フィルタの使用: 「条件」セクションに、保存済フィルタに関連付けられ
た条件の読取り専用バージョンが表示されます。

– フィルタの作成: 「条件」セクションが有効になります。
「組合せ」、「ソース」、「属性」、「演算子」および「値」は、既存の高度なフィルタ
機能の場合と同様に動作します。

• 「タスクのフィルタ」に、条件を選択するタスクを指定します:

– 現在のタスク
– 任意の先行
– 特定のタスク: タスク IDを指定します。

ノート:

ルール定義を変更すると、追加情報が監査ログに追加されます。変更は、「履
歴」タブと監査レポートの両方に表示できます。

6. 関連項目:

• タスク・タイプのプロパティの設定
• タスク・タイプ・パラメータの設定
• タスク・タイプの指示の指定
• タスク・タイプの質問の指定
• タスク・タイプ履歴の表示

タスク・タイプ履歴の表示
システムでは、「タスク・タイプの表示」ダイアログ・ボックスから表示できるタスク・タイ
プ・アクションの履歴がメンテナンスされます。「履歴」タブには、更新されたコンポーネン
ト、変更のタイプ、古い値と新規の値、変更を行ったユーザー、および変更日が表示されま
す。「履歴」タブの情報は読取り専用であり、変更はできません。
タスク・タイプ履歴を表示するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の「タスク・タイプ」タブをクリックします。
3. タスク・タイプを選択して、「編集」をクリックします。
4. 「履歴」タブを選択します。
5. 終了したら、「保存して閉じる」または「取消し」をクリックします

タスク・タイプの編集
「タスク・タイプ」ダイアログ・ボックスで、タスク・タイプを編集できます。たとえば、属
性の追加または削除、パラメータの編集、質問の追加または削除、指示の編集、質問の順序
の変更を行うことができます。
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タスク・タイプの編集は、タスク・タイプから作成されたタスクに影響することがあ
ります。テンプレート内のタスクの場合、影響は即時です。タスク・タイプ(指示、質
問など)に対する変更は、そのタイプのタスクで自動的に更新されます。スケジュール
内のタスク・タイプを編集した場合、影響はありません。
タスク・タイプを編集するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリック
します。

2. 左側の「タスク・タイプ」タブをクリックします。
3. 編集するタスク・タイプを選択します。
4. 次のいずれかの方法を使用します:

• タスク・タイプの右側にある「アクション」アイコンを選択し、「編集」を選
択します。

• 「編集」アイコンをクリックします。
• 右クリックして「編集」を選択します

5. 編集する情報のタブを選択し、タスク・タイプを編集します。
6. 「保存して閉じる」をクリックします。

タスク・タイプの表示
「タスク・タイプ」で、タスク・タイプのリストに表示する列を指定するか、すべての
列を表示できます。列の順序変更、昇順または降順での列のソート、または列幅の変
更を行うことができます。
列を表示するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリック
します。

2. 左側の「タスク・タイプ」タブをクリックします。
3. 次の 1つ以上のタスクを行います。

• すべての列を表示するには、「表示」、「列」の順に選択し、「すべて表示」を選
択します。

• 特定の列を表示するには、「表示」、「列」の順に選択し、列名を選択または選
択解除します。

• 列の順序を変更するには、「表示」、「列の順序変更」の順に選択します。列を
選択し、上下の矢印を使用するか、列をドラッグして順序を変更します。

• 列をソートするには、「ソート」アイコンが表示されるまで列ヘッダーにマウ
ス・カーソルを合せ、「昇順ソート」または「降順ソート」をクリックします。

• 列の幅を変更するには、矢印が表示されるまで列ヘッダーの区切りにマウス・
カーソルを合せ、適切な幅になるまで列をドラッグします。

タスク・タイプの検索
「タスク・タイプ」リストの検索機能を使用して、タスク・タイプを検索できます。検
索する名前の全部または一部を入力できます。フィルタ・バーを使用して、リストに
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表示するタスク・タイプを制御できます。デフォルトでは、すべてのタスク・タイプが表示
されます。
タスク・タイプを検索するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「タスク・タイプ」タブをクリックします。
3. タスク・タイプを検索するには、「検索」テキスト・ボックスに検索条件を入力します。
4. オプション: フィルタ・バーでカテゴリをクリックすると、追加の検索演算子(「次と等し
い」、「次と等しくない」、「次を含む」、「次を含まない」、「次で始まる」、「次で終わる」)が
表示されます。
カテゴリ(「名前」、「タスク・タイプ ID」、「統合」、「実行タイプ」、「作成者」、「作成日」、
「説明」、「最終更新者」、「最終更新日」および「ユーザー作成」)を使用してタスク・タイ
プをフィルタできます。

ノート:

• 「フィルタの追加」をクリックすると、すべてのカテゴリが表示されます。
• フィルタ・バーを非表示にするには、「フィルタ」アイコンをクリックします。
• すべてのフィルタをクリアするには、
アイコンをクリックして、「すべてのフィルタのクリア」をクリックします。

タスク・タイプのインポート
テキスト・ファイルから、タスク・タイプまたはタスク・タイプの部分的情報をインポート
できます。プロセスは、タスクのテンプレートへのインポートに似ています。

ノート:

タスク・タイプ・ルールはインポートできません。タスク・タイプ・ルールをイン
ポートするには、移行を使用します。

タスク・タイプをインポートするには、サービス管理者またはパワー・ユーザーのセキュリ
ティ役割が必要です。
タスク・タイプをインポートするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「タスク・タイプ」タブをクリックします。
3. 「アクション」、「インポート」の順にクリックします。
4. 「ファイルの選択」をクリックして、ファイルに移動します。
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5. 「インポート・タイプ」を選択します。
• 置換: タスク・タイプの定義を、インポート・ファイル内の定義に完全に置き
換えます。このオプションでは、すべてのタスク・タイプの詳細を、インポー
トするファイル内の情報に置き換えます。インポート・ファイルに指定されて
いないタスク・タイプには影響がありません。
インポート・ファイル内のタスク・タイプ IDに一致するタスク・タイプが変
更されるという警告が表示されます。タスク・タイプを上書きしない場合は、
「取消し」をクリックします。

ノート:

置換対象のタスク・タイプへの添付を保持するには、「添付の保持」
を選択します。

• 更新: タスク・タイプの部分的な情報を更新します。このオプションは、タス
ク・タイプの詳細の完全置換ではありません。ファイルで指定したタスク・タ
イプのプロパティの詳細のみが更新されます。

6. 「日付フォーマット」を選択します。
使用可能な日付フォーマットのドロップダウン・リストから、フォーマットを選択
します。日付フォーマットは変換されません。デフォルトで、日付フォーマットは
エクスポートされたファイルの場所のロケールの日付フォーマットに設定されま
す。

7. インポート・ファイルのファイル区切り文字を選択します。「カンマ」または「タ
ブ」を選択するか、「その他」を選択して「他の区切り文字」に任意の 1文字を指
定します。

8. 「インポート」をクリックします。

タスク・タイプのエクスポート
タスク・タイプをカンマ区切り形式(CSV)のファイルにエクスポートし、そのファイル
を Excelで読み取り、変更して再インポートできます。

ノート:

タスク・タイプ・ルールはエクスポートできません。タスク・タイプ・ルー
ルをエクスポートするには、移行を使用します。

タスク・タイプをエクスポートするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」を
クリックします。

2. 左側の「タスク・タイプ」タブをクリックします。
3. 1つ以上のタスク・タイプを選択し、「アクション」をクリックして「エクスポー
ト」を選択します。

4. タスク・タイプのエクスポート・ダイアログで、次のエクスポート・オプションか
ら選択します:
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• 「行」に対して、すべてのタスク・タイプまたは選択されたタスク・タイプを選択し
ます。

• 「フォーマット」に対して、フォーマットされたデータまたは「今後のインポート用
のフォーマットされていないデータ」を選択します。

5. 「エクスポート」をクリックします。フォーマットされたデータまたは「今後のインポー
ト用のフォーマットされていないデータ」の選択に応じて、ファイルが Excel形式または
CSV形式でダウンロードされます。

6. 「閉じる」をクリックして、タスク・タイプのエクスポート・ダイアログを閉じます。

タスク・タイプの削除
不要になったタスク・タイプは削除できます。タスク・タイプを削除するには、サービス管
理者またはパワー・ユーザーのセキュリティ権限が必要です。

ノート:

属しているタスクがある場合、そのタスク・タイプは削除できません。

タスク・タイプを削除するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「タスク・タイプ」タブをクリックします。
3. 削除するタスク・タイプを選択します。
4. 次のいずれかの方法を使用します:

• 「アクション」、「削除」の順に選択します。
• 「削除」アイコンをクリックします。
• 右クリックして「削除」を選択します。

5. 確認のプロンプトで「はい」をクリックします。
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37
タスク・テンプレートの管理

タスク・テンプレートでは、ビジネス・プロセスに必要な反復可能なタスクのセットを定義
します。これはスケジュール作成の基礎として使用されます。様々なタイプのプロセスに対
してテンプレートを作成できます。
テンプレート・タスクは、カレンダ上の特定の日に割り当てられずに、プロセスのアクティ
ビティに基づいて日-3、日-2、日-1、日 0などの汎用的な日を使用して定義されます。テンプ
レートで定義されるタスク・フローは、スケジュールの作成時にカレンダの日付に適用しま
す。
サービス管理者またはパワー・ユーザーは、テンプレートを表示、作成、編集および削除で
きます。

ノート:

作成またはインポートできるタスク・テンプレートの最大数は 10,000です。

タスク・テンプレートの作成
ビジネス・プロセスの特定のタスクに対してテンプレートを作成できます。
テンプレートの作成時に、ユーザーまたはグループを参照者として割り当てられます。
タスク・テンプレートの作成についてさらに学習するには次のビデオを参照してください。

タスク・テンプレートの作成.

テンプレートを作成するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「テンプレート」タブをクリックします。
3. 「新規」をクリックします。
4. テンプレート・セクションで必要な情報を入力します。

• テンプレート・プロパティの設定
• テンプレートの指示の指定
• テンプレートへの参照者の割当て
• テンプレート属性の適用
• 日ラベルの指定
• 埋込みテンプレート
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• テンプレート・ルールの操作

テンプレート・プロパティの設定
「プロパティ」タブで、テンプレート名、説明、所有者および時間スパンを指定できま
す。
すべてのテンプレートにテンプレート所有者を割り当てる必要があります。この所有
者は、サービス管理者またはパワー・ユーザーである必要があります。現在の IDがデ
フォルトの所有者です。テンプレート所有者は、タスク・レベルで上書きされないか
ぎり、テンプレートに含まれるすべてのタスクのデフォルトの所有者になります。
テンプレートの各タスクは、テンプレート日の数値によって編成されます。各テンプ
レートには日ゼロが含まれています。ゼロの日付前後にテンプレートで追跡する日数
を指定できます。日ゼロの前の日付は、日-5や日-4のように示されます。日ゼロの後
の日付は、日 3や日 4のように示されます。日ゼロの前後の日を指定しなくても、テ
ンプレートには少なくとも 1日(日ゼロ)が含まれます。
テンプレート・プロパティを設定するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」を
クリックします。

2. 左側の「テンプレート」タブをクリックします。
3. 「新規テンプレート」または「テンプレートの編集」ダイアログの「プロパティ」
タブで、次の情報を入力します。
• 名前: 最大 80文字まで入力できます。
• 説明: 最大 255文字まで入力できます。
• 組織単位

4. テンプレートの時間スパンを入力します。
• 「日 0の前の日数」では、数値を選択します。
• 「日 0の後の日数」では、数値を選択します。

5. オプション: テンプレートを埋込みテンプレートとしてのみ使用する場合、「埋込
みのみ」を選択します。
このオプションが有効になると、そのテンプレートはデプロイできなくなります。
これにより、サポート・テンプレートを誤ってデプロイすることがなくなります。

6. 「所有者」には、デフォルトの所有者を使用するか、「所有者の選択」 をクリ
ックします。「検索」をクリックして、所有者として割り当てるユーザーを選択す
るときに表示される役割は、管理者またはパワー・ユーザーの役割で構成した管理
者、パワー・ユーザーのみです。Shared Servicesグループのメンバーは役割を実
行できますが、同じユーザーが複数の役割を実行することはできません。

7. テンプレート・セクションで必要な情報を入力します。
• テンプレートの指示の指定
• テンプレートへの参照者の割当て
• テンプレート属性の適用
• 日ラベルの指定
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• 埋込みテンプレート
• テンプレート・ルールの操作

テンプレートの指示の指定
ビジネス・プロセスを完了するために、テンプレートに指示を指定できます。ユーザーは、
テンプレート内のタスクから指示を表示できます。指示は、各スケジュールにも転送されま
す。
ユーザーがテンプレートの目的とタスクの完了方法を理解するのに役立つ詳細を追加指定で
きます。追加の参照を添付できます。
スケジュール・タスク・リストおよびテンプレート・タスク・リストに指示が指定されてい
るかどうかを簡単に確認できます。リスト・ビューに「指示」列を追加して、タスクに関す
るテキストの説明を表示できます。
テンプレートの指示を指定するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の「テンプレート」タブをクリックします。
3. 「新規テンプレート」または「テンプレートの編集」ダイアログで、「指示」タブを選択し
ます。

4. 「指示」で、テンプレート内の各タスクに含める指示テキストを入力します。
5. 「OK」をクリックします。
参照を追加するには:

1. 「参照」セクションで、「追加」をクリックします。
2. 「参照タイプ」リストから、次のいずれかのタイプを選択します。

• ローカル・ファイル: 「ファイルの選択」をクリックし、ファイルを選択して添付し、
名前を入力して「OK」をクリックします。

• URL: URLを入力してから URL名を入力し(http://www.oracle.com、Oracleなど)、
「OK」をクリックします。

参照ファイルまたは URLを一度に複数のテンプレートに追加するには:

a. テンプレートのメイン・ページに移動します。
b. 複数選択(複数の行を強調表示するか、[Shift]キーを使用して複数の行を選択)して、
「アクション」、「参照の追加」、「ファイル」または「URL」の順にクリックします。

また、「添付の追加」ダイアログ・ボックスに用意されているドラッグ・アンド・ドロッ
プ機能を使用して、1つ以上の添付を追加することもできます。必要に応じて「名前」フ
ィールドで添付の名前を変更できます。複数の添付をドラッグ・アンド・ドロップする
と、これらを一度にアップロードできます。
添付を正確にドラッグ・アンド・ドロップするには、「添付の追加」ダイアログ・ボック
スにアクセスする必要があります。

3. テンプレート・セクションで必要な情報を入力します。
• テンプレート・プロパティの設定
• テンプレートへの参照者の割当て
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• テンプレート属性の適用
• 日ラベルの指定
• 埋込みテンプレート
• テンプレート・ルールの操作

テンプレートへの参照者の割当て
「参照者」タブでは、スケジュール内のタスクや、テンプレートから生成されるスケジ
ュール・タスクを表示する可能性のあるユーザーに参照者権限を割り当てることがで
きます。複数のユーザーを参照者としてテンプレートに割り当てることができます。
参照者は、チーム割当てまたはグループ割当てであってもかまいません。パワー・ユ
ーザー参照者は、テンプレート詳細とテンプレート・タスクを読取り専用として表示
できます。参照者にはテンプレート・アクセス権がなく、テンプレートから作成され
たスケジュールに対する読取り専用アクセス権のみがあります。

ノート:

タスク参照者の役割を持つユーザーのみが質問に回答できます。

参照者権限を割り当てるには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」を
クリックします。

2. 左側の「テンプレート」タブをクリックします。
3. 「新規テンプレート」または「テンプレートの編集」ダイアログで、「参照者」タブ
を選択します。

4. 「追加」をクリックします。
5. ユーザー、グループまたはチームで検索するには、「ユーザーの検索」をクリック
し、「ユーザー」、「グループ」または「チーム」を選択します。

6. ユーザー名の全部または一部を入力し、「検索」をクリックします
7. ユーザーを明確に識別するには、「詳細」をクリックし、ユーザー ID、電子メー
ル・アドレスまたは説明を入力します。

8. 「検索結果」リストからユーザーを選択し、それらを「選択済」ペインに移動しま
す。

9. チーム、グループ、役割など、ユーザーに関する詳細は、「詳細」をクリックしま
す。

10.「追加」または「すべて追加」をクリックして、ユーザーを「選択済」リストに移
動します。

ヒント:

ユーザーを削除するには、ユーザーを選択して「削除」または「すべて
削除」をクリックします。
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11. テンプレート・セクションで必要な情報を入力します。
• テンプレート・プロパティの設定
• テンプレートの指示の指定
• テンプレート属性の適用
• 日ラベルの指定
• 埋込みテンプレート
• テンプレート・ルールの操作

テンプレート属性の適用
システムでテンプレートを見つけるために、属性をテンプレートに適用できます。属性を選
択する際に、属性タイプに基づいて属性の値を設定できます。後で属性値によってフィルタ
処理できます。
たとえば、「北部」、「南部」、「東部」および「西部」という値を持つ「販売地域」という名前
の「リスト」属性を持つことができます。現在のテンプレートは西部販売地域にのみ適用さ
れるため、「販売地域」属性を追加し、この属性を「西部」に設定できます。
属性を適用するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の「テンプレート」タブをクリックします。
3. 「新規テンプレート」または「テンプレートの編集」ダイアログで、「属性」タブを選択し
ます。

4. 「追加」をクリックします。
5. 「属性」リストから、属性を選択します。「タイプ」フィールドは編集できません。属性に
従ってデータが移入されます。

6. 「値」では、属性に応じて、ドロップダウン・リストから属性の値を選択するか、値を入
力します。

7. 「OK」をクリックします。
8. テンプレート・セクションで必要な情報を入力します。

• テンプレート・プロパティの設定
• テンプレートの指示の指定
• テンプレートへの参照者の割当て
• 日ラベルの指定
• 埋込みテンプレート
• テンプレート・ルールの操作

日ラベルの指定
テンプレート内の日の名前はカスタマイズできます。日の名前を編集しても、順序は変更さ
れません。
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テンプレートで作成された日ラベルは、テンプレートから作成されたスケジュールに
コピーされます。
日ラベルを指定するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリック
します。

2. 左側の「テンプレート」タブをクリックします。
3. 「新規テンプレート」または「テンプレートの編集」ダイアログで、「日ラベル」タ
ブを選択します。

4. 名前を変更する日を選択します。
5. 日の名前をデフォルト値からカスタム名に変更します。最大 20文字まで入力で
きます。

6. 「OK」をクリックします。
7. テンプレート・セクションで必要な情報を入力します。

• テンプレート・プロパティの設定
• テンプレートの指示の指定
• テンプレートへの参照者の割当て
• テンプレート属性の適用
• 埋込みテンプレート
• テンプレート・ルールの操作

埋込みテンプレート
1つのテンプレートを別のテンプレートに埋め込むことにより、あるタスク・テンプレ
ートのタスクを別のテンプレートで再使用できます。テンプレートのタスクをスケジ
ュールすると、埋込みテンプレートのタスクもスケジュールされます。
たとえば、基本的に同じプロセスが 2つあり、一方のプロセスに追加タスクがいくつ
か含まれているとします。1つのテンプレートに 2つ目のテンプレートを埋め込むこ
とを指定できるため、一方のテンプレートを変更した場合に、もう一方を更新する必
要はありません。スケジュールを生成すると、そのスケジュールにはもう一方のテン
プレートのタスクが組み込まれます。

ノート:

1レベルの埋込みのみ可能です。たとえば、テンプレート Aがテンプレート
Bに埋め込まれている場合、テンプレート Bを別のテンプレートに埋め込む
ことはできません。

埋込みテンプレートは、直接デプロイするように設計されておらず、直接デプロイす
る他のテンプレートで使用されるように設計されたタスク・テンプレートです。「テン
プレートの管理」画面には、埋込みテンプレートを識別する次の列が含まれます。
• 埋込み: 現在のテンプレートに埋め込まれたテンプレートのリスト。なしの場合は
空白です。
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• 埋込み先: 現在のテンプレートが埋め込まれているテンプレートのリスト。なしの場合は
空白です。

これらの列はデフォルトでは表示されませんが、「表示」メニューから表示できます。
テンプレートを埋め込むには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「テンプレート」タブをクリックします。
3. 以前に埋め込まれたテンプレートを識別するには、「表示」、「列」の順にクリックし、「埋
込み先」または「埋込みテンプレート」を選択します。

4. 「新規テンプレート」または「テンプレートの編集」ダイアログから、「埋込みテンプレー
ト」タブを選択します。

5. 「使用可能なテンプレート」リストから、埋め込むテンプレートを選択します。
6. 「移動」をクリックして、テンプレートを「埋込みテンプレート」リストに移動します。

ヒント:

1つまたは複数のテンプレートを削除するには、「埋込みテンプレート」リスト
からテンプレートを選択し、「削除」または「すべて削除」をクリックして「使
用可能なテンプレート」リストに移動します。

7. 「OK」をクリックします。
8. テンプレート・セクションで必要な情報を入力します。

• テンプレート・プロパティの設定
• テンプレートの指示の指定
• テンプレートへの参照者の割当て
• テンプレート属性の適用
• 日ラベルの指定
• テンプレート・ルールの操作

テンプレート・ルールの操作
テンプレート・ルールはテンプレート内のすべてのタスクに適用され、タスクのグループに
もルールが適用されます。「テンプレート」ダイアログ・ボックスで構成するルールは、「ス
ケジュール」ダイアログ・ボックスと「タスクの編集」ダイアログ・ボックスに適用され、
「ルール」タブに読取り専用形式で表示されます。
テンプレート・ルール:

• タスクの自動承認: 指定された条件を満たしている場合に、指定された承認を自動的に完
了します。
このルールに適用される条件の例:

– 属性に指定の値がある(計算済属性を含む)

– 先行タスクに指定の値を持つ属性が含まれる
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条件を満たすと、ルールによって指定の承認者レベルが完了としてマークされ、ワ
ークフローが次の承認レベルに進むか、他に承認レベルがない場合はクローズしま
す。
このルールは、タスク・ステータスが「オープン(承認者)」に変更されたときに実
行されます。

• タスクの自動送信: 指定された条件を満たしている場合、タスクを自動的に送信し
ます。
条件を満たすと、ルールによって担当者役割が完了としてマークされ、これにより
ワークフローが最初の承認レベルに進むか、承認レベルがない場合は「クローズ
済」になります。

ノート:

– タスクの自動送信は、タスク・ステータスが「保留中」からオープン
(担当者)に変更されたときに実行されます。タスクの自動送信ルー
ルでは、先行関係が適用されます。これが実行されるのは、「終了時
に終了」の先行タスクがエラーなしで完了し、「エラー終了時に終了」
の先行タスクが完了している場合のみです。「終了時に終了」の先行
タスクがユーザーまたはルールによって「クローズ済」になっている
場合は、その「実行中」の後続タスクを確認して、必要に応じてタス
クの自動送信ルールがトリガーされます。

– タスクの自動送信ルールは、タスクにパラメータの不足がある場合は
トリガーされません。

• タスク承認の防止: このルールでは、属性値または他の特性に基づいて、タスクが
承認されないようにします。このルールは、承認者が「承認」をクリックすると実
行されます。

• タスク送信の防止: このルールでは、属性値または他の特性に基づいて、タスクが
送信されないようにします。このルールは、担当者が「送信」をクリックすると実
行されます。

テンプレート・ルールを操作するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」を
クリックします。

2. 左側の「テンプレート」タブをクリックします。
3. テンプレートを開きます。
4. 「ルール」タブを選択します。テンプレートに関連付けられているルールに関する
次の情報を表示できます:

• 順序: 優先順位
• ルール
• 条件: ルールを実行する前に存在している必要がある条件

5. ルールを作成または編集するには、「ルール」タブで「新規」または「編集」をク
リックして更新します:

• ルール: ルールを選択します。
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ノート:

ルール定義を変更すると、追加情報が監査ログに追加されます。変更は、「履
歴」タブと監査レポートの両方に表示できます。

• 説明: オプション。ルールを構成した理由と使用方法を説明します。最大 255文字ま
で入力できます。

• 承認者レベル: 「すべてのレベル」を選択するか、承認者レベルを選択します。
• 「フィルタの作成」を選択して条件セクションに移入するか、「保存済フィルタの使
用」を選択してからフィルタを選択します。ルールに対して選択および構成されたフ
ィルタが、適用するルールをトリガーする条件を決定します。

• 条件:

– 保存済フィルタの使用: 「条件」セクションに、保存済フィルタに関連付けられ
た条件の読取り専用バージョンが表示されます。

– フィルタの作成: 「条件」セクションが有効になり、「条件の作成」または「条件
グループの作成」をクリックして条件を指定できます。
「組合せ」、「ソース」、「属性」、「演算子」および「値」は、既存の高度なフィルタ
機能の場合と同様に動作します。

• タスクのフィルタ: 条件を選択するタスクを指定します:

– 現在のタスク
– 任意の先行
– 特定のタスク: タスク IDを指定します

6. ルールの削除、複製または並替えを行うには、適切なボタンをクリックして指示に従いま
す。

7. テンプレート・セクションで必要な情報を入力します。
• テンプレート・プロパティの設定
• テンプレートの指示の指定
• テンプレートへの参照者の割当て
• テンプレート属性の適用
• 日ラベルの指定
• 埋込みテンプレート

テンプレート履歴の表示
システムでは、「テンプレート」ダイアログ・ボックスから表示できるテンプレート・アクシ
ョンの履歴がメンテナンスされます。「履歴」タブには、作成または更新されたコンポーネン
ト、変更タイプ、古い値と新規の値、変更を行ったユーザーおよび変更日が表示されます。
「履歴」タブの情報は読取り専用です。
テンプレート履歴を表示するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の「テンプレート」タブをクリックします。
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3. 履歴を表示するテンプレートを選択し、「編集」をクリックします。
4. 「履歴」タブを選択します。
5. 「OK」をクリックします。

テンプレートを開く
「テンプレート」ダイアログ・ボックスからテンプレートを開いて操作することができ
ます。
テンプレートを開くには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリック
します。

2. 左側の「テンプレート」タブをクリックします。
3. 「テンプレート」でテンプレートを選択します。
4. 次のいずれかの方法を使用します:

• テンプレートの右側にある「アクション」アイコンをクリックし、「編集」を
選択します。

• テンプレートをクリックします。
• 右クリックして「編集」を選択します。

テンプレートへのタスクの追加
タスク・マネージャ・テンプレートにタスクを追加できます。各タスクには開始日時
があります。テンプレートに追加されている場合は、エンドユーザー・タスクにも終
了日時があります。テンプレート内の開始日は、カレンダ日ではなくテンプレート日
に対応します。

ノート:

タスク・マネージャのテンプレートに追加できるタスクの最大数は 500,000
です。

タスク・マネージャ・テンプレートにタスクを追加するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリック
します。

2. 左側の「テンプレート」タブをクリックします。
3. テンプレートを選択して開きます。
テンプレートのリストが大きい場合は、「検索」ボックスに名前の全部または一部
を入力して、選択ダイアログ内のリストからテンプレートを検索します。

4. 必要に応じてタスクを追加します。
5. 「OK」をクリックします。
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テンプレートの編集
タスク・マネージャ・テンプレートを編集して、テンプレート名、日ゼロの前後の日数など
のプロパティを変更できます。日ゼロの前後の日数を減らした場合は、これらの日に関連付
けられているタスクが削除されます。テンプレートを編集しても、そのテンプレートから以
前生成されたスケジュールには影響がありません。
テンプレートのタスクを編集、コピーおよび削除できます。
埋込みテンプレートのタスクを編集するには、ソース・テンプレートで作業を行う必要があ
ります。
タスク・マネージャ・テンプレートを編集するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の「テンプレート」タブをクリックします。
3. テンプレートを選択して、「編集」をクリックします。
4. テンプレートのプロパティを編集します。
5. 「OK」をクリックします。

テンプレートへのタスクのインポート
Microsoft Excelスプレッドシートなどの他のテキスト・ファイルからテンプレートにタスク、
またはタスクの部分データをインポートできます。たとえば、Excelの行としてタスク定義を
入力し、ファイルをカンマ区切り(CSV)ファイルとして保存してから、テンプレートにインポ
ートできます。タスクを個別に作成するかわりに、「インポート」機能を使用して、テキス
ト・ファイルのフィールドを編集し、そのファイルをインポートすることにより、多くの反
復タスクをすばやく追加できます。

ノート:

タスクをテンプレートにインポートする前に、複数のタスクが同じ IDを持たないよ
う、テンプレート内で一意のタスク IDを指定する必要があります。

タスクをインポートするには、テンプレートを編集するためのセキュリティ権限が必要です。
タスクをテンプレートにインポートするには、次のオプションが使用可能です。
• 置換: タスクの定義を、インポート・ファイル内の定義で置き換えます。このオプション
では、タスクの詳細を、インポートするファイル内の詳細に置き換えます。インポート・
ファイルに指定されていないテンプレート内の他のタスクには影響しません。

• 更新: タスクの部分的な情報を更新します。たとえば、インポート・ファイルで、タスク
の指示の変更、所有者、担当者および承認者の再割当て、あるいは一部の属性の削除と新
しい属性の追加を行った場合が考えられます。また、同じ変更を多数のタスクに行った
(400タスクのうち 100のタスクに新しい属性を追加するなど)場合も考えられます。更
新オプションは、タスクの詳細を完全に置き換えるものではありません。ファイルに指定
されているタスク・プロパティの詳細のみが更新されます。たとえば、インポート・ファ
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イルにタスクの指示の列しかない場合、タスクの名前、担当者、属性やその他のプ
ロパティには影響しません。

• 削除: タスクおよび関連情報を、ファイルに指定されたタスク IDのリストに基づい
て削除します。削除の実行に必要な情報は、タスク IDの列が含まれたファイルで
す。

タスクをテンプレートにインポートするには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリック
します。

2. 左側の「テンプレート」タブをクリックします。
3. タスクのインポート先のテンプレートを選択します。
4. 「タスクのインポート」をクリックします。
5. インポートするファイルの名前を入力するか、「ファイルの選択」をクリックして
ファイルを検索します。

6. インポート・オプションを選択します:

• 置換: タスクの定義を、インポート・ファイル内の定義で置き換えます。イン
ポート・ファイルに指定されていない他のタスクには影響しません。

ノート:

置換対象のタスクへの添付を保持するには、「添付の保持」を選択し
ます。

• 更新: タスクの部分的な情報を更新します。たとえば、インポート・ファイル
で、タスクの指示の変更、所有者、担当者および承認者の再割当て、あるいは
一部の属性の削除と新しい属性の追加を行った場合が考えられます。また、同
じ変更を多数のタスクに行った(400タスクのうち 100のタスクに新しい属性
を追加するなど)場合も考えられます。更新オプションは、タスクの詳細を完
全に置き換えるものではありません。ファイルに指定されているタスク・プロ
パティの詳細のみが更新されます。たとえば、インポート・ファイルにタスク
の指示の列しかない場合、タスクの名前、担当者、属性やその他のプロパティ
には影響しません。

ノート:

テンプレート内のタスクで、インポート・ファイル内のタスク IDに
一致するものが変更されるという警告が表示されます。タスクを上
書きしない場合は、「取消し」をクリックして、インポート・プロセ
スを取り消します。

• 削除: タスクおよび関連情報を、ファイルに指定されたタスク IDのリストに基
づいて削除します。削除の実行に必要な情報は、タスク IDの列が含まれたフ
ァイルです。

7. 「日付フォーマット」を選択します。
使用可能な日付フォーマットのドロップダウン・リストから、フォーマットを選択
します。日付フォーマットは変換されません。デフォルトで、日付フォーマットは
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エクスポートされたファイルの場所のロケールの日付フォーマットに設定されます。
8. インポート・ファイルのファイル区切り文字を選択します。「カンマ」または「タブ」を
選択します。その他の 1文字を「他の区切り文字」として指定するには、「その他」を選
択します。

9. 「インポート」をクリックします。
• インポートに成功した場合は、テンプレート名、タスクを含むファイルの名前およびイン
ポートされたタスクの合計数を示す「インポート - 成功」ダイアログ・ボックスが表示さ
れます。「OK」をクリックします。

• エラーが見つかった場合は、インポート・プロセスが実行されず、「インポート・エラー」
ダイアログ・ボックスにエラーが表示されます。エラーを表示し、「OK」をクリックして
「テンプレート」ページに戻ります。

表 37-1 インポート・エラーのトラブルシューティング

エラー 解決方法
重複するタスク ID 重複するタスク IDの確認をします。タスク ID

は、テンプレートまたはスケジュール内で一意で
ある必要があります。タスクの作成を参照してく
ださい。

タスク名が長すぎます タスク名に使用できるのは、最大 80文字です。タ
スク・プロパティの設定を参照してください。

組織の値 - "値が無効です" 組織の値は空白にできず、箇条書きにすることや、
複数行にすることはできません。

タスクのインポート・ファイル・フォーマット
タスクのインポート・ファイルでは、テンプレートにインポートするタスク情報を指定でき
ます。最初の行には、TaskNameなど、その列のデータを識別する列見出しのみが含まれま
す。各タスクを定義するために別々の行が使用されます。
ファイル内の各タスクには、「TaskID」列で一意の IDを指定する必要があります。数値 IDを
使用して、先行タスクおよび親タスクを一意に識別します。たとえば、「親」列に親タスクを
入力するとき、そのタスクのタスク名ではなく、数値 IDを入力します。
「置換」または「すべて置換」オプションを使用する場合、列を追加、削除および移動できま
すが、必須列を削除することはできません。「更新」オプションを使用する場合、TaskIDまた
は TaskTypeID (タスク・タイプをインポートする場合)以外の必須列はありません。各列のデ
ータは、最初の行の列 IDに一致する必要があります。
多くの列 IDでは、値の量が決まっていません。たとえば、1つのタスクに多数の参照者がい
る場合があります。Viewer4、Viwer5などのように、末尾の番号を変更することにより、パラ
メータを追加できます。
承認者、質問または参照の列 IDに付けた番号は、他の承認者、質問または参照との相対的順
序を表すにすぎません。これらを更新すると、システムでは、ファイル・フォーマットの列
内の数値に関係なく、承認者、質問または参照の名前で照合を行います。質問のテキスト、
承認者または参照名を置き換えるには、「置換」モードを使用する必要があります。「更新」
モードを選択すると、ファイル名が一致しない場合、新規の質問、承認者または参照が 1つ
追加されるのみです。
ファイル内のすべてのテキスト検索行は、アプリケーションに格納されている値と一致する
必要があります。たとえば、タスク・タイプをインポートする場合は、アプリケーションの
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設定時にタスク・タイプの値を指定してあることが必要です。列見出しのグループに
ついては、いずれかのグループの特定の番号がある場合は、他のメンバーに対しても
同じ番号が必要です。たとえば、QText5がある場合は、対応する QType5が必要で
す。

ノート:

インポート・ファイルに複数のテキスト行を記述する場合は(「指示」など)、
構文'\n'を使用して新しい行であることを示します。強制改行でテキスト行
を分割しないでください。

列 ID Description タイプ
TaskID タスクの ID。最大 80文字。 テキスト
TaskName タスクの名前 テキスト
TaskType タスク・タイプ テキスト検索
Description タスクの詳細な説明。最大 1000文

字。
テキスト

Priority タスクの優先度(「高」、「中」、「低」) テキスト検索
StartDate 開始日、テンプレート内の日(たとえ

ば、-5、0、1、12)
スケジュールの場合、開始日はロケー
ル・フォーマットのカレンダの日付に
する必要があります。

整数

StartTime HH:MM (24時間)形式の開始時間(た
とえば、13:00)

整数

EndDate ユーザー・タスクのみ、テンプレート
内の日(たとえば、-5、0、1、12)
スケジュールの場合、終了日はロケー
ル・フォーマットのカレンダの日付に
する必要があります。

整数

EndTime ユーザー・タスクのみ、HH:MM (24
時間)形式(たとえば、13:00)

整数

Duration 分単位でのタスク期間(自動タスクの
み)

数値

Owner タスク所有者 テキスト検索
Assignee タスク担当者(ユーザー・タスクのみ) テキスト検索
Active タスクがアクティブかどうか。テン

プレートのインポートにのみ適用さ
れます。

ブール

StartEarly 担当者が、開始予定時間の前に保留中
のタスクを開いてよいかどうか

ブール

RunAs RunAsユーザー名。システム自動タ
スクにのみ適用されます。

テキスト検索

Instruction 指示テキスト。最大 2GB。 テキスト
Reference# 指示参照(URL参照およびコンテン

ツ・サーバー参照)
URL

RefText# 参照名、URL参照用 テキスト
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列 ID Description タイプ
RefType# 参照タイプ(URL、ドキュメント) テキスト検索
RefURL# 参照 URL、URL参照用 URL

RefDocId# 参照ドキュメント ID、ドキュメント
参照用

整数

Approver# 承認者レベル ユーザー名
Viewer# タスク参照者 ユーザー名
QText# 質問には必須。質問のテキスト。最

大 255文字。
テキスト

QType# 質問には必須。質問のデータ型(「テ
キスト」、「メンバー」、「True/False」
など)

テキスト検索

QReq# 質問には必須。質問が必須か?(「は
い」または「いいえ」)

ブール

QList# 質問用の値リスト。| 記号で区切ら
れています(たとえば、Red|Green|
Blue|Yellow)。

テキスト検索

QCurrSymbol# 質問 X用の通貨フォーマット テキスト
QDecPlaces# 質問 X用の小数点以下の有効桁数 数値
QNegNumFmt# 質問 X用の負数のフォーマット テキスト: -または( )

QScale# 質問 X用のスケール・フォーマット 数値、大きさ: 1000など
QThouSep# 質問 X用の 3桁ごとの区切り文字 ブール
Attribute# 「色」などの属性名 テキスト検索
AttrVal# 属性値(たとえば、赤)。最大 255文

字。
テキスト

AttrDisplay ユーザーに対する属性の表示(タス
ク・アクション・ダイアログ・ボック
ス)

ブール

Param# パラメータ名 テキスト検索
ParmVal# パラメータ値 テキスト
Parent タスクの親のタスク ID タスク ID

Predecessor# 先行タスク ID (列 Aから) タスク ID

PredType# 必須。先行タイプ(たとえば、起動の
終了)。

テキスト検索

PredTemplate# 先行が別のテンプレートまたはスケ
ジュールに属している場合、先行のテ
ンプレートまたはスケジュールの名
前

テキスト

タスク・タイプをインポートするとき、次の列が使用されます:

• TaskTypeID

• IntegrationType

• ParamOverride# - パラメータをオーバーライドできるかどうか
サンプル・タスクのインポート・ファイルが提供されます。これには、変更できる次の動的
パラメータが含まれています:
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• 2つの質問
• 2つの属性
• 2つの指示参照
• 3つの先行タスク
• 3つの承認者レベル

Microsoft Excelへのタスクのエクスポート
テンプレートからタスクを CSV形式のフラット・ファイルにエクスポートし、
Microsoft Excelを使用してファイルを変更できます。たとえば、テスト・インストー
ル内のテンプレートからタスクをエクスポートし、それらを本番インストール内のテ
ンプレートにインポートできます。テンプレートからタスクをエクスポートすると、
それらは CSVファイルに保存されます。
タスクをエクスポートするには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリック
します。

2. 左側の「テンプレート」タブをクリックします。
3. 「タスク」タブをクリックします。
4. 1つ以上のタスクを選択し、「アクション」メニューの「エクスポート」をクリッ
クします。「フォーマットされたデータ(表示列のみ)」または「今後のインポート
用のフォーマットされていないデータ」の選択に応じて、ファイルが Excel形式ま
たは CSV形式でダウンロードされます。

5. 「閉じる」をクリックして、「タスクのエクスポート」ダイアログ・ボックスを閉じ
ます。

テンプレートでのユーザーの再割当て
ユーザーを別のタスクに再割当てすることが定期的に必要になる場合があります。た
とえば、テンプレートを作成し、ユーザーを特定のタスクに割り当てたが、後でその
従業員が退職し、別の従業員がこれらのタスクを行う場合があります。個々のタスク
を手動で検索し、開いて編集するかわりに、「テンプレート」ダイアログ・ボックスの
「再割当て」機能を使用して割当てを自動的に変更できます。「再割当て」機能では、1
人のユーザーに関連付けられているタスクをすばやく検索し、別のユーザーに再割当
てできます。
一度に複数のテンプレートに対してユーザーを再割当てできます。これは、アプリケ
ーションに多数のテンプレートがある場合に役立ちます。
ユーザーを再割当てする役割を選択できます。たとえば、「所有者」の役割を選択した
場合は、ユーザーが所有者として割り当てられているタスクでのみユーザーが再割当
てされます。
タスクが再割当てされると、再割当てされたユーザーに電子メールの通知がすぐに送
信されます。
ユーザーを再割当てするには:
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1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「テンプレート」タブをクリックします。
3. ユーザーを再割当てする 1つ以上のテンプレートを選択します。
4. 「アクション」、「ユーザーの再割当て」.の順に選択します
5. 「ユーザーの検索」に、置換するユーザーの検索条件を入力します:

a. 「ユーザーの検索」をクリックし、「ユーザーの選択」ダイアログ・ボックスで、ユー
ザーの姓名を入力して「検索」をクリックします。

b. 結果からユーザーを選択し、「OK」をクリックします。
6. 「置換」をクリックし、タスクを再割当てするユーザーの検索条件を入力します。
7. 再割当てが必要なユーザーについて役割を選択します。

• 所有者
• 担当者
• 承認者
• 参照者

8. 「再割当」をクリックします。
プロセスが終了すると、ユーザーの再割当てが完了したことを示す「ユーザーの再割当て
- 成功」メッセージが表示され、テンプレート名と、行われたユーザー再割当ての合計数
が表示されます。

テンプレートからのスケジュールの作成
テンプレートからスケジュールを作成できます。テンプレートからスケジュールを作成する
と、スケジュールにテンプレート内のタスクが移入されます。ソース・テンプレートにテン
プレートが埋め込まれている場合、埋込みテンプレート内のタスクが組み込まれます。テン
プレートの指示、参照者および属性もスケジュールに追加されます。
「テンプレートの編集」ダイアログ・ボックスで、テンプレートからスケジュールを作成しま
す。「最新のスケジュール」列には、各テンプレートから作成された最新のスケジュールが表
示されます。「スケジュール」列には、各テンプレートから作成されたスケジュールの合計数
が表示されます。
テンプレートからスケジュールを作成するには、サービス管理者またはパワー・ユーザーの
役割が必要です。
REST APIを使用して、テンプレートからタスク・スケジュールを作成できます。これによ
り、自動ルーチンを作成し、すべての定期タスク・スケジュールを生成できます。詳細は、のタスク・マネージャ・テンプレートのデプロイを参照してください Oracle Enterprise
Performance Management Cloudの REST API

スケジュールは「保留中」ステータスで開始します。これにより、定義に最終的な変更を加
える機会が与えられます。
テンプレートからスケジュールにテンプレート・タスクが追加されると、テンプレートの日
ゼロとの関係に基づいて、カレンダの日付に割り当てられます。日付は、スケジュールの休
日を指定した場合には、それらについての説明にもなります。たとえば、日 0が金曜日の場
合、日 1のタスクは、週末を除くように選択していれば、次の月曜日に配置されます。「日付
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マップ」には、各テンプレートの日に割り当てられたデフォルトのカレンダの日付が
表示されます。「日付マップ」機能を使用すれば、日付の割当てを調整できます。
あるテンプレート内のタスクの先行タスクが、別のテンプレート内に存在する場合が
あります。テンプレートからスケジュールを作成するとき、別のテンプレートに先行
タスクがあるタスクの先行タスクとして、スケジュールで先行タスクを選択できます。
「先行タスクのリンク」タブを使用して、スケジュール内の先行タスクを選択します。
「先行タスクのリンク」タブには、別のテンプレート内に先行タスクのあるすべてのタ
スクが表示され、これらのタスクのかわりに、スケジュール内の先行タスクを選択で
きます。

ヒント:

テンプレートからスケジュールを作成するとき、タスク・タイプのタスク・
パラメータでオーバーライド・オプションが有効になっていれば、そのパラ
メータを全体的に更新できます。タスク・タイプ・パラメータの設定を参照
してください。

テンプレートからスケジュールを作成するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」を
クリックします。

2. 左側の「テンプレート」タブをクリックします。
3. スケジュールするテンプレートを選択します。
4. テンプレートの検証に成功したら、スケジュールを次のように作成します右側の
「アクション」アイコン をクリックし、「スケジュールの作成」を選択するか、
リストの上にある「スケジュールの作成」アイコンをクリックします。
「スケジュール・パラメータ」タブで、次のフィールドに入力します。
• スケジュール: スケジュールの名前。
• 年: スケジュールの年を選択します。
• 期間: スケジュールの期間を選択します。
• 日ゼロの日付: テンプレートの日ゼロに割り当てるカレンダの日付を選択しま
す。

• 日付マッピング:

– 組織単位
– カレンダ日
– 稼動日
– 「拡張構成」ダイアログ・ボックス:

スケジュール内のすべてのタスクの組織単位および労働日数の構成をオー
バーライドするには、「拡張構成」をクリックします。
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ヒント:

グローバル・テンプレートを 1つ作成しておき、地域エンティティごと
にそのエンティティの休日カレンダ、タイム・ゾーンおよび労働日数の
構成を考慮しながら、そのテンプレートから適切なスケジュールを作成
することができます。

* 組織単位
次のいずれかを選択します:

* タスク値の使用: 組織単位から値を選択します
* 値の設定: (テンプレートのタスクに異なる「組織単位」値が含まれていて
も)選択した組織単位がスケジュール内のすべてのタスクに適用されま
す。すべてのタスクの組織単位が同じであるため、テンプレートからの
スケジュール・ダイアログ・ボックスの「日付マッピング」パネルでは、
組織単位は読取り専用として表示されます。

* 労働日数: タスクに組織単位を割り当てず、「労働日数のオーバーライド」機
能を使用しない場合、アプリケーションでは次のデフォルトが使用されます:
月曜日から金曜日までは稼働日、土曜日と日曜日は非稼働日。

– 日付マップ: 「日付」列で、日付割当てを変更するテンプレートの日ごとに新規
の日付を入力します。

ノート:

「日付マッピング」内の日付には、日ラベルが適用されます。つまり、
テンプレートの日レベルが何であっても、マップされた日付のスケジュ
ールに同じものが適用されます。
日マッピングは、「日付マッピング」内の「組織単位」ごとに異なる場
合があります。テンプレート・レベルに割り当てられた組織単位がない
場合は、「未割当」の日マッピングがスケジュールに適用されます。テ
ンプレートに組織単位が割り当てられている場合は、その組織単位の日
マッピングがスケジュールに割り当てられます。
同じ日付に複数の日がマップされている場合は、日ラベルがカンマで連
結されます。休日の日ラベルは空になります。
「日付マッピング」では、「組織単位」ドロップダウン・リストを使用し
ます。これには、「未割当」およびテンプレートに関連する組織単位の
みが含まれます。
「スケジュールの作成」ダイアログの「組織単位」ドロップダウン・リ
ストは日付マッピング用であり、作成したスケジュールの組織単位用で
はありません。これには、「未割当」およびテンプレートに関連する組
織単位のみが含まれます。

5. オプション: 「先行タスクのリンク」タブを選択し、先行タスクが含まれるスケジュール
を選択して、「割当て済タスク」リストで先行タスクを選択します。

6. オプション: 「パラメータのオーバーライド」タブを選択し、パラメータを確認して、「新
規の値」列で、変更するパラメータごとに新規の値を入力します。
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ノート:

「パラメータのオーバーライド」タブには、少なくとも 1つのパラメータ
でオーバーライド・オプションが有効になっているタスク・タイプを使
用するタスクのみ表示されます。

7. 「スケジュールの作成」をクリックします。
スケジュールが作成され、テンプレートからタスク、指示および参照者が移入され
ます。このステータスは「保留中」です。デフォルトでは、スケジュールが作成さ
れるとビューで開かれます。
スケジュールを確認し、必要に応じて調整します。

テンプレートからスケジュールを作成する際の「パラメー
タのオーバーライド」オプションの使用

統合されたタスクには、定期的に更新する必要があるパラメータがあるのが一般的で
す。多くの統合タスクには期間パラメータがあり、異なるスケジュールでのタスク実
行間で異なります。たとえば、「データ・ルールの実行」という統合されたタスクの
「開始期間」および「終了期間」パラメータは、テンプレートから作成された別のスケ
ジュール内での変更が必要になる場合があります。
「パラメータのオーバーライド」オプションを使用すると、定期的に更新する必要があ
るこれらのパラメータをすばやく更新できます。
最初に、タスク・タイプで「スケジュール設定時にオーバーライド」プロパティを選
択して、スケジューリング時に更新する必要がある統合パラメータを指定します。新
しいタスク・タイプについては、タスク・タイプ・パラメータの設定を参照してくだ
さい。既存のタスク・タイプについては、タスク・タイプの編集を参照してください。
たとえば、データ・ルールの実行タスク・タイプを編集します。「パラメータ」タブ
で、「パラメータのオーバーライド」オプションを「開始期間」および「終了期間」に
対して選択し、保存します。
次に、統合されたタスクをテンプレートに追加するときに、タスク・タイプを選択し、
必要なパラメータを入力します。オーバーライド用に指定されたパラメータについて
は、デフォルト値を指定するか、空白のままにできます。テンプレートへのタスクの
追加を参照してください。
たとえば、「データ・ルールの実行」タスク・タイプを選択して、1つ以上の「データ・
ルールの実行」タスクをテンプレートに追加します。「パラメータ」タブで、「開始期
間」に 1月を入力し、「終了期間」に 2月を入力します。
最後に、テンプレートからスケジュールを作成するときに、「スケジュール設定時にオ
ーバーライド」タブを選択します。表内に、スケジュール設定時にオーバーライド用
に指定されたすべてのパラメータが、現在の値とともに一覧表示されます。タスク・
タイプを使用するすべてのタスクに設定される新しいパラメータ値を入力できます。
たとえば、テンプレートからスケジュールを作成する場合、「スケジュール設定時にオ
ーバーライド」タブに、実行データ・ルール「開始期間」パラメータおよび「終了期
間」パラメータが現在の値とともに表示されます。表内の値を更新することで、パラ
メータをオーバーライドできます。
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表 37-2 スケジュール設定時にオーバーライド

タスク・タイプ名 パラメータ名 現在の値 新規の値
データ・ルールの実行 開始期間 1月 2月
データ・ルールの実行 終了期間 2月 3月

スケジュールが作成されると、データ・ルールの実行タスクは、「開始期間」が 2月、「終了
期間」が 3月として設定されます。

テンプレートの手動検証
テンプレートからスケジュールを生成するとき、システムによって自動的にテンプレートが
検証され、最初に一意性の違反、相互に直接または間接的に依存しているタスク、または日
付の優先度の不一致が確認されます。たとえば、循環する先行タスクがあってはなりません。
テンプレートは手動で検証できます。検証は、ファイルからタスクをテンプレートにインポ
ートした後、問題がないかチェックするのに特に役立ちます。
検証結果には、テンプレート名、ステータスおよびエラー・メッセージが表示されます。テ
ンプレート名またはステータスで検証結果のリストをソートできます。
テンプレートを手動で検証するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「テンプレート」タブをクリックします。
3. 「テンプレート」で、検証するテンプレートを 1つ以上選択します。
4. 「検証」をクリックします。
エラーがない場合は、検証結果に「テンプレートは有効です」のメッセージが表示されま
す。エラーがある場合は、エラーの詳細が表示されます。
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タスク・マネージャ・テンプレートの表示
「テンプレート」ダイアログ・ボックスでは、テンプレートのリストに表示する列を指
定することも、すべての列を表示することもできます。列の順序変更、昇順または降
順での列のソート、または列幅の変更を行うこともできます。
列を表示するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリック
します。

2. 左側の「テンプレート」タブをクリックします。
3. 次の 1つ以上のタスクを行います。

• すべての列を表示するには、「表示」、「列」の順に選択し、「すべて表示」を選
択します。

• 特定の列を表示するには、「表示」、「列」の順に選択し、列名を選択または選
択解除します。

• 列の順序を変更するには、「表示」、「列の順序変更」の順に選択します。列を
選択し、上下の矢印を使用するか、列をドラッグして順序を変更します。

• 列をソートするには、「ソート」アイコンが表示されるまで列ヘッダーにマウ
ス・カーソルを合せ、「昇順ソート」または「降順ソート」をクリックします。

• 列の幅を変更するには、矢印が表示されるまで列ヘッダーの区切りにマウス・
カーソルを合せ、適切な幅になるまで列をドラッグします。

テンプレートの検索
「テンプレート」リストの検索機能を使用して、タスク・マネージャ・テンプレートを
すばやく検索できます。検索する名前の全部または一部を入力できます。フィルタ・
バーを使用して、リストに表示するテンプレートを制御できます。デフォルトでは、
すべてのテンプレートが表示されます。
テンプレートを検索するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」を
クリックします。

2. 左側の「テンプレート」タブをクリックします。
3. テンプレートを検索するには、「検索」テキスト・ボックスに検索条件を入力しま
す。

4. オプション: フィルタ・バーでカテゴリをクリックすると、追加の検索演算子(「次
と等しい」、「次と等しくない」、「次を含む」、「次を含まない」、「次で始まる」、「次
で終わる」)が表示されます。
テンプレートは次のカテゴリを使用してフィルタできます: 「名前」、「所有者」、「組
織単位」、「日 0の後の日数」、「日 0の前の日数」、「埋込み先」、「埋込みのみ」、「埋
込みテンプレート」、「説明」、「作成者」、「作成日」、「最終更新者」、「最終更新日」。
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ノート:

• 「フィルタの追加」をクリックすると、すべてのカテゴリが表示されます。
• フィルタ・バーを非表示にするには、「フィルタ」アイコンをクリックします。
• すべてのフィルタをクリアするには、
アイコン内の「すべてのフィルタのクリア」をクリックします。

テンプレートの削除
不要になったタスク・マネージャ・テンプレートを削除できます。テンプレートを削除する
には、テンプレートに対するセキュリティ権限が必要です。
テンプレートを削除すると、使用可能なテンプレートのリストからそのテンプレートが削除
され、そのテンプレートに関連付けられているタスクが削除されます。実行中のスケジュー
ルには直接影響しませんが、一部のレポートおよびダッシュボード・メトリックではそのテ
ンプレートを使用して様々なスケジュール実行をリンクしている場合があり、テンプレート
が削除されるとリンクできなくなります。
タスク・マネージャ・テンプレートを削除するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の「テンプレート」タブをクリックします。
3. テンプレートを選択し、「削除」をクリックします。
4. 確認のプロンプトで「はい」をクリックします
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38
タスクの管理

タスクは、データ入力やデータ連結など、ビジネス・プロセスにおけるアクションのコア単
位です。
各タスクには、タスク・タイプに応じて異なるパラメータがあります。サービス管理者また
はパワー・ユーザーのセキュリティ権限がある場合は、タスクを作成、編集または削除でき
ます。
タスクの作成を参照してください。
関連項目: サービスの管理

タスクの作成
タスクはテンプレートまたはスケジュールに追加できます。テンプレートでタスクを作成す
る場合は、開始日および終了日を日ゼロの前または後の日数として割り当てます。スケジュ
ールでタスクを作成する場合は、開始日および終了日としてカレンダの日付を選択します。
タスクを親タスクの下にグループ化することで、ビジネス・プロセスのビューを単純化でき
ます。上位レベルの親タスクを表示した後で、基礎となるタスクにドリルできます。親タス
クの子タスクは、所有者が親タスクとは異なる場合があります。
次のいずれかの方法を使用して、タスクを作成できます。
• タスク・タイプをビュー内のテンプレートまたはスケジュールにドラッグ・アンド・ドロ
ップします。

• タスクを右クリックし、「新規」を選択します
次に、タスク情報を入力します。
• タスク・プロパティの設定
• タスク・パラメータの設定
• タスクの指示の指定
• ワークフローの選択
• タスクの質問の追加
• タスク参照者の設定
• 先行タスクの設定
• タスクの属性の適用
• タスク・ルールの操作
• タスク履歴の表示
タスクの作成についてさらに学習するには次のビデオを参照してください。
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次のチュートリアルには、タスクの作成に関する追加情報が含まれています:

タスク・マネージャでのタスクの表示、更新および追加

タスク・プロパティの設定
「プロパティ」ダイアログで、タスク名、タスク ID、説明、タスク・タイプ、優先度、
開始日、終了日または期間を設定できます。
また、「プロパティ」を使用して、タスクの所有者と担当者を指定します。所有者また
は担当者が(病気、休暇、退職または単なる多忙により)タスクを処理できない場合は、
タスク、テンプレートまたはスケジュールに関連付けられたユーザーを再割当てでき
ます。テンプレート、スケジュールおよびタスクの所有者、担当者および承認者も、
タスクを再割当てできます。
エンド・ユーザー・タスクについては、タスク先行条件がすべて満たされた場合、担
当者が予定時間の前に保留中のタスクを開けるようにすることができます。
自動タスクには担当者はいませんが、このタイプのタスクを実行するユーザーの「別
名実行」ユーザーを指定できます。
イベント・モニタリング・タスクには、担当者も「別名実行」ユーザーもいません。
タスクのプロパティを設定するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」を
クリックします。

2. 左側の「テンプレート」タブをクリックし、「タスク」タブをクリックします。

ノート:

レッドウッド・エクスペリエンスを有効にしている場合は、「タスク」タ
ブがページ上部ではなく下部に表示されます。

3. タスクを開きます。
4. 「プロパティ」をクリックし、次の情報を入力します。

• タスク名: 最大 80文字まで入力できます。
• タスク ID: タスクを識別します(必須)。タスク IDは、テンプレートまたはスケ
ジュール内で一意である必要があります。80文字以下を入力できます。

• 説明: 最大 255文字まで入力できます。

ノート:

「説明」、「質問」、「指示」では改行や URLを使用できます。

• 組織単位: 組織のモデル化に使用できる階層型のエンティティタイプ構造を表
します。別々にレポートする必要のある各エンティティに対して、あるいはタ
イム・ゾーン、休日、労働日数、参照者の割当てまたはコメント作成者の割当
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て用に異なる構成が必要なエンティティに対して、別々の組織単位を定義します。組
織単位はシステム設定で定義します。

• タスク・タイプ: 拡大鏡をクリックし、タスク・タイプを選択します(必須)。
• 「優先度」に、次のオプションから選択します:

– 高
– 中
– 低

• 所有者: デフォルトの所有者を使用するか、「所有者の選択」 をクリックしてユ
ーザーまたはグループを選択します。

• 「アクティブ」を選択して、このタスクをテンプレートから生成されたスケジュール
に組み込みます。

ノート:

このオプションは、スケジュールで作成されたタスクには使用できません。

5. 「保存して閉じる」をクリックします。
6. 関連項目:

• タスク・パラメータの設定
• タスクの指示の指定
• ワークフローの選択
• タスクの質問の追加
• タスク参照者の設定
• 先行タスクの設定
• タスクの属性の適用
• タスク・ルールの操作
• タスク履歴の表示

タスク・パラメータの設定
「パラメータ」ダイアログには、統合タイプと関連付けられ、パラメータを持つタスクのデー
タのみが表示されます。統合タイプは、外部アプリケーションとリンクしています。「パラメ
ータ」では、タスクに関する特定の情報や、実行方法を設定できます。パラメータは外部ア
プリケーションに渡されます。たとえば、タスクにデータ・グリッドへのリンクが含まれて
いる場合、「パラメータ」ダイアログを使用して、グリッドの視点を選択できます。
タスクのパラメータを設定するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「テンプレート」タブをクリックし、「タスク」タブをクリックします。
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ノート:

レッドウッド・エクスペリエンスを有効にしている場合は、「タスク」タ
ブがページ上部ではなく下部に表示されます。

3. 「新規タスク」または「タスクの編集」ダイアログ・ボックスで、「パラメータ」を
クリックします。

4. パラメータ値がタスク・タイプによって入力されない場合は、必要なパラメータ値
を入力できます。

ノート:

タスクの開始準備ができているのにパラメータが定義されていない場
合、タスク所有者に電子メールが送信されます。値が入力されるまでタ
スクは開始を待機します。

5. 関連項目:

• タスク・プロパティの設定
• タスクの指示の指定
• ワークフローの選択
• タスクの質問の追加
• タスク参照者の設定
• 先行タスクの設定
• タスクの属性の適用
• タスク・ルールの操作
• タスク履歴の表示

タスクの指示の指定
タスク所有者は、タスクを完了するための一連の指示を作成できます。タスクへのア
クセス権を持つ他のすべてのユーザーは、指示を読むことのみ可能です。タスク・タ
イプ、テンプレートまたはスケジュールから継承されたタスク指示がある場合は、指
示テキストが指示テキスト・ボックスの上に読取り専用で表示されます。
テンプレート・タスクの場合、テンプレートとタスク・タイプの指示を表示できます
が、編集はできません。
指示を指定するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリック
します。

2. 左側の「テンプレート」タブをクリックし、「タスク」タブをクリックします。
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ノート:

レッドウッド・エクスペリエンスを有効にしている場合は、「タスク」タブがペ
ージ上部ではなく下部に表示されます。

3. 「新規タスク」または「タスクの編集」ダイアログ・ボックスで、「指示」をクリックしま
す。

4. 「指示」に入力します(文字数に制限はありません)。
参照を追加するには:

1. 「参照」セクションで、「追加」をクリックします。
2. 「参照タイプ」リストから、次のいずれかのタイプを選択します。

• ローカル・ファイル: 「ファイルの選択」をクリックし、ファイルを選択して添付し、
名前を入力して「OK」をクリックします。

• URL: URLおよび URLの名前(http://www.oracle.com、Oracleなど)を入力します。

ノート:

参照ファイルまたは URLを一度に複数のタスクに追加するには:

a. 「タスク」ページに移動します。
b. 複数選択(複数の行を強調表示するか、[Shift]キーを使用して複数の行を選
択)して、「アクション」、「参照の追加」、「ファイル」または「URL」の順に
クリックします。

ノート:

また、「添付の追加」ダイアログ・ボックスに用意されているドラッグ・アン
ド・ドロップ機能を使用して、1つ以上の添付を追加することもできます。必要
に応じて「名前」フィールドで添付の名前を変更できます。複数の添付をドラ
ッグ・アンド・ドロップすると、一度に複数の添付をアップロードできます。
添付を正確にドラッグ・アンド・ドロップするには、「添付の追加」ダイアロ
グ・ボックスにアクセスする必要があります。

3. 関連項目:

• タスク・プロパティの設定
• タスク・パラメータの設定
• ワークフローの選択
• タスクの質問の追加
• タスク参照者の設定
• 先行タスクの設定
• タスクの属性の適用
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• タスク・ルールの操作
• タスク履歴の表示

ワークフローの選択
「タスク・マネージャ」ワークフローを選択するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」を
クリックします。

2. 左側の「テンプレート」タブをクリックし、「タスク」タブをクリックします。

ノート:

レッドウッド・エクスペリエンスを有効にしている場合は、「タスク」タ
ブがページ上部ではなく下部に表示されます。

3. 「新規タスク」または「タスクの編集」ダイアログ・ボックスで、「ワークフロー」
をクリックします。

4. 「ワークフロー」セクションには、担当者と承認者の割当てが含まれます。

ノート:

ワークフロー内の複数の役割に同じユーザーを割り当てることはできま
せん。

担当者について、次の情報を入力します:

• 担当者: 名前付きユーザーまたは Shared Servicesグループに担当者を割り当
てることを選択するには、 をクリックします。
「実際」属性は各ワークフロー・ステージで使用でき、たとえば、「担当者(実
際)」のように、完了したワークフローの実際のユーザーを表示します。ワー
クフローの「実際」列には、ユーザーのステータスに関係なくタスクの実行者
が表示されます。

ノート:

追加のユーザー情報は、最初のユーザーがタスクを完了した後にタス
クが再割当てされた場合にのみ表示されます。

エンド・ユーザー・タスクの場合、「担当者」については、「担当者の選択」
をクリックしてユーザーを検索します。

担当者を選択しない場合、所有者がデフォルトの担当者になります。親タスク
と自動タスクには、担当者はいません。
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ノート:

プロセス自動タスクの場合は、「別名実行」をクリックして、このタイプの
タスクを実行するユーザーを検索して選択し、「OK」をクリックします。
選択した別名実行ユーザーがタスクも作成したユーザーである場合、そのユ
ーザーは、パスワードの再入力を要求されずにタスクを許可できます。

• バックアップ: ユーザーをプライマリ担当者として割り当てた場合、担当者の権限を
持つバックアップ・ユーザーを割り当てることができます:

a. 「バックアップ」 をクリックします。
b. 「名」および「姓」を入力するか、「検索」をクリックしてバックアップ・ユーザ
ーを選択します。

c. 「OK」をクリックします。
• 開始: 開始日を選択し、タスクを開始する時刻を 15分単位で選択します。
• 終了: 終了日を選択し、タスクを終了する時刻を 15分単位で選択します。
• オプション: 「最小期間」に、日、時間および分の形式でタスクの最小期間を入力し
ます。「リスクあり」の基準は、開始日を過ぎており、かつ、(終了日 - 現在の日付が
最小タスク期間より短いか、または終了日 - 開始日が最小期間より短い)という条件に
基づきます。「リスクあり」のタスクは、ダッシュボードの「ステータス・チャート」
の「要注意」グラフに表示されます。

• オプション: エンド・ユーザー・タスクの場合、「先行開始を許可する」を選択し、担
当者が予定開始時刻の前にタスクを開けるようにします。

承認者について、次の情報を入力します:

• レベル
• 名前
• バックアップ
• 終了日

5. 関連項目:

• タスク・プロパティの設定
• タスク・パラメータの設定
• タスクの質問の追加
• タスク参照者の設定
• 先行タスクの設定
• タスクの属性の適用
• タスク・ルールの操作
• タスク履歴の表示
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タスクの質問の追加
ノート:

「質問」タブは、自動タスクまたは親タスクに対しては表示されません。

タスクを作成する場合、担当者がタスクの完了を示す前にアクションに関する質問に
回答することが必要な場合があります。たとえば、タスクの完了時に特定のプロセス
が続いて実行されたかどうかを質問できます。
タスクに対して質問を指定できます。テキスト、数値、True/Falseなど、様々なタイ
プの質問を指定でき、それらが必須かどうかを指定できます。質問が必須の場合、ユ
ーザーは質問に回答する必要があり、回答しないと承認のためにタスクを送信できま
せん。「上へ移動」および「下へ移動」ボタンを使用して、質問を並べ替えることもで
きます。
スケジュール・タスクの場合、ユーザーは、「タスク・アクション」ページから質問に
回答できます。テンプレートのタスクを作成または更新している場合は、行がロック
されているかどうかを表示して、ユーザーが質問を削除または更新できるかどうかを
示す追加の列が表示されます。ロックされている行は、「タスク・タイプ」から継承さ
れているため編集または削除できません。
テンプレートには、「タスク・タイプ」の質問は表示されますが、編集はできません。

ノート:

タスク参照者の役割を持つユーザーのみが質問に回答できます。

質問を追加するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」を
クリックします。

2. 左側の「テンプレート」タブをクリックし、「タスク」タブをクリックします。

ノート:

レッドウッド・エクスペリエンスを有効にしている場合は、「タスク」タ
ブがページ上部ではなく下部に表示されます。

3. 「新規タスク」または「タスクの編集」ダイアログ・ボックスで、「質問」をクリッ
クします。

4. 「追加」をクリックします。
5. 「質問」に 2000文字以下で入力します。
6. 「タイプ」に、次のオプションから選択します:

• 日付
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• 日付/時間
• 整数: -2147483648から 2147483647の値を入力します。
• リスト: 質問に対する有効な回答のリストを入力します(最大 255文字)。
• 複数行のテキスト: 3から 50行の間の行数を入力します。最大 4000文字まで入力で
きます。「複数行のテキスト」では、「アクション」ダイアログ・ボックスで、スクロ
ールせずに表示できるテキストの行数を決定します。添付用のセクションを作成す
る場合、「添付」を選択します。

• 数値: 値 xxxxxxxxxxxxxxxxx.xxxxxxxxx (17桁と小数点以下 9桁)を入力します。
数値のフォーマット・オプションを選択します:

– 「小数点以下の桁数」には、表示する小数点以下の桁数の値を入力します。
– 「パーセンテージとして表示」については、パーセンテージを表示する場合に選択
します。

– 1,000.00のように、数値に 3桁ごとの区切り文字を表示する場合は、「3桁ごと
の区切り文字」オプションを選択します。

– 「通貨記号」では、通貨記号(米ドルの場合は$など)を選択します。
– 「負数」では、(123)など、負数の表示方法を選択します。
– 「スケール」では、数値のスケール値(1000、1000000000000など)を選択します。

• True/False

• テキスト: 最大 4000文字まで入力できます。
• ユーザー
• はい/いいえ

7. 質問に役割(担当者、承認者、所有者、参照者)を割り当てます。アクセス権は責任に基づ
きます。

8. 質問が必須の場合は、「必須」を選択します
「必須」チェック・ボックスは、所有者や参照者の役割に割り当てられた質問では無効に
なっています。

9. 「OK」をクリックします。
10. オプション: 質問の順序を変更するには、質問を選択し、「一番上へ移動」、「上へ移動」、
「下へ移動」または「一番下へ移動」をクリックします。

11. オプション: 質問を編集するには、質問を選択し、「編集」をクリックします質問を削除
するには、質問を選択し、「削除」をクリックします

12. 関連項目:

• タスク・プロパティの設定
• タスク・パラメータの設定
• タスクの指示の指定
• タスクの質問の追加
• タスク参照者の設定
• 先行タスクの設定
• タスクの属性の適用
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• タスク・ルールの操作
• タスク履歴の表示

タスク参照者の設定
「参照者」タブでは、現在のタスクの参照者を追加または削除できます。参照者は数に
制限なく指定できます。
タスクのアクセスを設定するには:

1. 「新規タスク」ダイアログ・ボックスで、「参照者」タブを選択します。
2. ユーザーの姓名を入力し、「検索」をクリックします
ユーザーを明確に識別するには、「詳細」をクリックし、ユーザー IDまたは電子メ
ール・アドレスを入力します。

ヒント:

グループや役割など、ユーザーに関する詳細は、「詳細」をクリックしま
す

3. 「参照者」リストからユーザーを削除するには、ユーザーを選択し、「削除」をクリ
ックします。

4. 関連項目:

• タスク・プロパティの設定
• タスク・パラメータの設定
• タスクの指示の指定
• ワークフローの選択
• タスクの質問の追加
• 先行タスクの設定
• タスクの属性の適用
• タスク・ルールの操作
• タスク履歴の表示

先行タスクの設定
「先行」タブでは、現在のタスクに対して先行タスクを設定できます。テンプレート・
タスクの場合は、別のテンプレートから先行タスクを選択でき、スケジュール・タス
クの場合は、別のスケジュールから先行タスクを選択できます。先行/後続関係に条件
を割り当てる必要があります。
開始日時が指定されているかぎり、タスクに先行タスクは不要です。両方が指定され
ている場合は、先行タスクが開始または完了(「終了時に開始」の場合)し、開始日時に
達したときにタスクが開始します。
先行関係が確立される次の条件を設定できます:
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条件 説明
終了時に開始 デフォルトです。タスクは先行タスクが完了する

か警告で終了するとすぐに開始します。
エラー終了時に開始 タスクは、先行タスクがエラーの場合でも、先行

タスクが完了するとすぐに開始します。
エラー終了時に終了 タスクは、先行タスクがエラーの場合でも、先行

タスクが完了するとすぐに完了します。
終了時に終了 先行タスクが完了としてマークされるまでは、タ

スクを完了としてマークできません。これは主に
ユーザー・タスクに使用されます。たとえば、ユ
ーザーはドキュメントのサマリーを開始できます
が、連結データが最終になるまでは完了としてマ
ークできません。

先行タスクを設定するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の「テンプレート」タブをクリックし、「タスク」タブをクリックします。

ノート:

レッドウッド・エクスペリエンスを有効にしている場合は、「タスク」タブがペ
ージ上部ではなく下部に表示されます。

3. 「新規タスク」または「タスクの編集」ダイアログ・ボックスで、「先行」タブを選択しま
す。

4. 「追加」をクリックします。
5. 先行タスクを検索するには:

a. 「基本」をクリックします。
b. 検索を絞り込むには、「フィールドの追加」をクリックし、検索フィールド(実行タイ
プ、開始日、終了日など)を選択します。

c. 各「条件」リストから条件を選択します。
d. 「OK」をクリックします。

6. 先行タスクを選択し、「OK」をクリックします。
7. 関連項目:

• タスク・プロパティの設定
• タスク・パラメータの設定
• タスクの指示の指定
• ワークフローの選択
• タスクの質問の追加
• タスク参照者の設定
• タスクの属性の適用
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• タスク・ルールの操作
• タスク履歴の表示

タスクの属性の適用
システムでタスクを見つけるために、属性をタスクに適用できます。属性を選択する
際に、属性タイプに基づいて属性の値を設定できます。後で属性値によってフィルタ
処理できます。
たとえば、「北部」、「南部」、「東部」および「西部」という値を持つ「販売地域」とい
う名前の「リスト」属性を持つことができます。現在のタスクは西部販売地域にのみ
適用されるため、「販売地域」属性を追加し、この属性を「西部」に設定できます。
タスク属性を適用するには:

1. タスクを開き、「属性」タブを選択します。
「追加」をクリックし、次の情報を入力します:

• 属性: 定義された属性のリストから属性を選択します。
• タイプ: このフィールドは編集できません。属性に従ってデータが移入されま
す。

• 値: 属性のタイプに関連付けられた値を選択します。たとえば、フォーマット
済数値属性の場合は数値、リスト属性の場合はリスト、複数行のテキストの場
合はスクロールせずに表示できる複数行のテキスト、個人名、ユーザー、は
い/いいえ属性の場合は「はい」または「いいえ」です。

• アクセス: 次に指定されていないかぎり、すべての役割に表示アクセス権があ
ります。
アクセス権を追加するには、それぞれの「テキスト・ボックス」タブおよび
「添付」タブで:

a. 「追加」をクリックします。
b. 役割を選択します。
c. 役割アクセス・タイプのいずれかを選択します:

– 表示しない: この属性は、ダッシュボード、リスト・ビューまたはレポ
ートのいずれにも表示されません。

– 編集を許可: 属性の値を追加、変更および削除する権限がありますが、
編集ルールの対象です。

– 必須: 属性に値が必要です。
2. 「OK」をクリックします。
3. 関連項目:

• タスク・プロパティの設定
• タスク・パラメータの設定
• タスクの指示の指定
• ワークフローの選択
• タスクの質問の追加
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• タスク参照者の設定
• 先行タスクの設定
• タスク・ルールの操作
• タスク履歴の表示

タスク・ルールの操作
タスク・ルールはタスクの動作に影響します。これらのルールを使用すると、特に、ルール
がタスクに対して一意になるため、テンプレート・レベル、スケジュール・レベルまたはタ
スク・タイプ・レベルでのルールの割当てが適切でない場合に、ルールをタスクに直接割り
当てられます。これらのルールは、ルールが構成されたタスクに対して適用されます。
使用可能なタスク・ルール:

• タスクの自動承認: 指定された条件を満たしている場合にのみ、指定された承認を自動的
に完了します。
このルールに適用される条件の例を次に示します。
– 属性に指定の値がある(計算済属性を含む)

– 先行タスクに指定の値を持つ属性が含まれる
条件を満たすと、指定の承認者レベルが完了としてマークされ、これによりワークフロー
が次の承認レベルに進むか、他に承認レベルがない場合は「クローズ済」になります。
このルールは、タスク・ステータスが「オープン(承認者)」に変更されたときに実行され
ます。

• タスクの自動送信 - 指定された条件を満たしている場合、タスクを自動的に送信します。
条件を満たすと、担当者役割が完了としてマークされ、これによりワークフローが最初の
承認レベルに進むか、承認レベルがない場合は「クローズ済」になります。
このルールは、タスク・ステータスが「保留中」からオープン(担当者)に変更されたとき
に実行されます。

• タスク承認の防止: 属性値または他の特性に基づいて、タスクが承認されないようにしま
す。このルールは、承認者が「承認」をクリックすると実行されます。

• タスク送信の防止: 属性値または他の特性に基づいて、タスクが送信されないようにしま
す。このルールは、担当者が「送信」をクリックすると実行されます。

• 更新時に電子メールを送信: このルールは、タスクに対するユーザー・アクションに基づ
いて実行されます。そのため、ルールの条件を適切に設定する必要があります。最も一般
的な条件は、ステータス属性またはステータス詳細属性の条件を持つことです:

– 「ステータス」属性: 選択できる唯一の有効な値は「クローズ済」です。「保留中」、「開
く」および「エラー」はすべて、タスクに対する自動化されたアクションの結果とし
て生じるステータスです。

– ステータス詳細属性: 有効なステータスは承認者です。
タスク・ルールを操作するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」、「スケジュール・タスク」の順にクリックします。
2. 「ルール」タブを選択して「新規ルール」を開きます。次の情報を表示できます:

• 順序: 優先順位。
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• ルール: ルールの名前
• 条件: ルールを実行する前に存在している必要がある条件の選択

3. 「ルール」で、使用するルール・タイプを選択します。
• タスクの自動承認
• タスクの自動送信
• タスク送信の防止
• タスク承認の防止
• タスク却下の防止
• 更新時に電子メールを送信
• 「フィルタの作成」 を選択して条件セクションに移入するか、「保存済フィルタ
の使用」を選択してからフィルタを選択します。ルールに対して選択および構
成されたフィルタが、適用するルールをトリガーする条件を決定します。

ノート:

ルール定義を変更すると、追加情報が監査ログに追加されます。変更は、
「履歴」タブと監査レポートの両方に表示できます。

4. オプション: 「説明」で、ルールを構成した理由と使用方法を説明します。
5. 「承認者レベル」では、すべてのレベルのルールを選択するか、承認者レベルを選
択します。

6. フィルタを選択し、適用するルールをトリガーする条件を決定します。
• 保存済フィルタの使用: 「条件」セクションに、保存済フィルタに関連付けら
れた条件の読取り専用バージョンが表示されます。

• フィルタの作成: 「条件」セクションが有効になります。詳細フィルタに適用
する条件(「組合せ」、「ソース」、「属性」、「演算子」および「値」)を選択します。

7. 「タスクのフィルタ」で、条件を適用する対象のタスク(「現在のタスク」、「任意の
先行」、「特定のタスク」(タスク IDを指定))を選択します。

8. 関連項目:

• タスク・プロパティの設定
• タスク・パラメータの設定
• タスクの指示の指定
• ワークフローの選択
• タスクの質問の追加
• タスク参照者の設定
• 先行タスクの設定
• タスクの属性の適用
• タスク履歴の表示
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タスク履歴の表示
各タスクについて、システムでは、日付の入替えや所有権の変更など、タスクに対して行わ
れた変更の履歴を保持します。各変更レコードには、フィールド、追加、作成、変更などの
変更タイプ、古い値と新規の値、変更を行ったユーザー、および変更が行われた日付が含ま
れます。このタブの情報は読取り専用です。
タスク履歴を表示するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」、「スケジュール・タスク」の順にクリックします。
2. タスクを選択します。
3. 右側の「履歴」タブを選択します。
4. 終了したら、「保存して閉じる」をクリックします。

「タスク」ダイアログ・ボックスの操作
「スケジュール・タスク」ページからタスクのリストを表示できます。使用可能なスケジュー
ルのリストを日付またはステータスでフィルタできます。
「スケジュール・タスク」ページからタスクを表示するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」、「スケジュール・タスク」の順にクリックします。
2. 「スケジュール」でスケジュールを選択するか、リストをフィルタしない場合は「すべて」
を選択します。

3. オプション: スケジュール・リストを年または期間でフィルタするには、年または期間を
選択します。

4. オプション: スケジュール・リストをステータスでフィルタするには、「スケジュールの
ステータス」からステータスを選択します。

5. タスクを選択します。
6. 右側の「プロパティ」タブをクリックすると、次のフィールドが表示されます。

• 名前
• タスク ID

• ステータス
• スケジュール
• 優先度
• タスク・タイプ
• タスク・タイプ
• 説明
• 所有者
• 開始日
• 終了日
• 期間
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• 実際の開始日
• 実際の終了日
• 実際の期間

7. 「指示」をクリックすると、指示が表示されます。
8. 「アラート」をクリックすると、現在のアラートが表示されます。
9. 「ワークフロー」をクリックすると、タスクの担当者が表示されます。
10.「属性」をクリックすると、タスクの属性が表示されます。
11.「質問」をクリックすると、タスクに対して投稿された質問が表示されます。
12.「コメント」をクリックすると、タスクに対して投稿されたコメントが表示されま
す。

13.「関連タスク」をクリックすると、関連タスクが表示されます。先行タスクまたは
後続タスクを表示できます。

14.「パラメータ」をクリックすると、ダッシュボード、クラスタ、アプリケーション
などが表示されます。

15.「履歴」をクリックすると、タスクの変更の監査証跡が取得されます。「すべてのア
クティビティ」、「過去 7日間」、「今日」などの、タスクのアクティビティを表示で
きます。

16.「アクション」をクリックして、次のアクションのいずれかを選択します:

• タスクの送信
• タスクの中止: タスクを取り消します。タスクを(強制クローズせずに)取り消
す目的は、プロセスの進行を妨げずに、後続タスクの続行を回避することで
す。

• タスクの強制クローズ
• リフレッシュ

17.「閉じる」をクリックします。

タスクのインポートおよびエクスポート
タスクのインポート
タスクをインポートするには:

1. ホーム・ページで、「タスク」、「スケジュール・タスク」の順にクリックします。
2. タスクを選択し、「アクション」、「タスクのインポート」の順にクリックします。
3. 「参照」をクリックしてインポート・ファイルを検索します。
4. 「インポート・タイプ」を選択します。

• 置換: タスクの定義を、インポート・ファイル内の定義で置き換えます。この
オプションでは、タスクの詳細を、インポートするファイル内の詳細に置き換
えます。インポート・ファイルに指定されていないスケジュール内の他のタス
クには影響しません。
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スケジュール内のタスクで、インポート・ファイル内のタスク IDに一致するものが
変更されるという警告が表示されます。タスクを上書きしない場合は、「取消し」を
クリックします。
置換対象のタスクへの添付を保持するには、「添付の保持」を選択します。

• 更新: タスクの部分的な情報を更新します。たとえば、インポート・ファイルで、タ
スクの指示の変更、所有者、担当者および承認者の再割当て、あるいは一部の属性の
削除と新しい属性の追加を行った場合が考えられます。また、同じ変更を多数のタス
クに行った(400タスクのうち 100のタスクに新しい属性を追加するなど)場合も考え
られます。更新オプションは、タスクの詳細を完全に置き換えるものではありませ
ん。ファイルに指定されているタスク・プロパティの詳細のみが更新されます。たと
えば、インポート・ファイルにタスクの指示の列しかない場合、タスクの名前、担当
者、属性やその他のプロパティには影響しません。

• 削除: タスクおよび関連情報を、ファイルに指定されたタスク IDのリストに基づいて
削除します。削除の実行に必要な情報は、タスク IDの列が含まれたファイルです。

5. 「日付フォーマット」を選択します。
使用可能な日付フォーマットのドロップダウン・リストから、フォーマットを選択しま
す。日付フォーマットは変換されません。デフォルトで、日付フォーマットはエクスポー
トされたファイルの場所のロケールの日付フォーマットに設定されます。

6. インポート・ファイルの「ファイル区切り文字」を選択します。「カンマ」または「タブ」
です。任意の 1文字を「他の区切り文字」として指定するには、「その他」を選択します。

7. 「インポート」をクリックします。
タスクのエクスポート
タスクをエクスポートするには:

1. ホーム・ページで、「タスク」、「スケジュール・タスク」の順にクリックします。
2. タスクを選択し、「アクション」、「タスクのエクスポート」の順に選択します。
3. 「エクスポート」オプションを選択します。

• 「すべてのタスク」または「選択したタスク」を選択します
• 「フォーマット」の場合、「フォーマットされたデータ(表示列のみ)」または「今後の
インポート用のフォーマットされていないデータ」を選択します。

ノート:

管理者またはパワー・ユーザーである場合は、フォーマットを選択できます。
ユーザー・セキュリティ権限を持っている場合、デフォルトの「フォーマット」
オプションは「フォーマットされたデータ(表示列のみ)」であり、これは変更で
きません。

4. 「エクスポート」をクリックします。「フォーマットされたデータ(表示列のみ)」または
「今後のインポート用のフォーマットされていないデータ」の選択に応じて、ファイルが
Excel形式または CSV形式でダウンロードされます。

5. 「閉じる」をクリックします。
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タスクの編集
ステータスとセキュリティ権限に応じてタスクを編集できます。たとえば、タスクの
説明、属性または終了日を編集できます。
タスク・リストの「オープン」タスクについては、タスクが開始しているため、開始
日を編集できません。期間または終了日のみ変更できます。指示、質問、担当者また
は承認者は編集できず、先行タスクの追加、削除または編集もできません。担当者ま
たは承認者は、「タスク・アクション」ワークフローから再割当てできます。
タスクを編集するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」をクリックし、編集するタスクを強調表示します。
「編集」アイコンが有効になります。

2. 「編集」アイコンをクリックします。
3. タスク属性を編集するには:

「属性」タブをクリックします。
属性を追加するには、「追加」アイコンをクリックして「属性の割当の追加」ダイ
アログ・ボックスを表示し、次の選択を行います:

• 属性: 定義された属性のリストから属性を選択します。
• タイプ: このフィールドは編集不可であり、属性に従ってデータが移入されま
す。

• 値: 属性のタイプに関連付けられた値を選択します。たとえば、フォーマット
済数値属性の場合は数値、リスト属性の場合はリスト、複数行のテキストの場
合はスクロールせずに表示できる複数行のテキスト、個人名、ユーザー、は
い/いいえ属性の場合は「はい」または「いいえ」です。

• アクセス: 属性へのアクセス権を選択します。
4. 「OK」をクリックします。

添付の追加
タスクに含める必要のある添付(Wordファイル、Excelスプレッドシートやその他のド
キュメント)がある場合、次のいずれかの方法を使用してドキュメントをタスクに添付
できます。複数のアイテムを同時に添付できます。「OK」をクリックすると、添付し
たすべてのドキュメントがシステムによってアップロードされます。
タスクに添付を追加するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」、「スケジュール・タスク」の順にクリックします。
2. タスクを選択します。
3. 「コメント」タブを選択します。
4. 「添付ドキュメント」アイコンをクリックし、「添付の追加」ダイアログ・ボックス
を開きます。

5. 次のいずれかのオプションを使用してドキュメントを添付します。
• ドキュメントの場所を参照します。
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• ドキュメントをローカル・ディレクトリから直接ドラッグ・アンド・ドロップしま
す。

6. オプション: ドキュメントの名前を変更します。
7. 「OK」をクリックします。

タスクのソート
「タスク・リスト」から、タスクを昇順または降順にソートできます。「スケジュール名」、「ス
テータス」、「所有者」、「開始日」、「終了日」または「期間」でソートできます。
タスクをソートするには:

1. ホーム・ページで、「タスク」、「スケジュール・タスク」の順にクリックします。
2. 「ソート」アイコンが表示されるまで列ヘッダーにマウス・カーソルを合せ、「昇順ソー
ト」または「降順ソート」をクリックします。

タスクの検索
「タスク検索」機能を使用して、特定のタスクを検索できます。たとえば、「ロード」と入力
してロード・タスクを検索できます。単語全体またはその一部を使用して検索できます。「前」
ボタンと「次」ボタンを使用して結果をスクロールできます。
タスクを検索するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」、「スケジュール・タスク」の順にクリックします。
2. 「検索」フィールドにタスク名を入力します。
3. 「前」または「次」をクリックして、検索条件に一致する前または次のタスクを検索しま
す。

タスクの移動
ビューを使用して、タスクを移動できます。たとえば、ガント・ビューでタスクを移動でき
ます。
タスクを移動するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」、「スケジュール・タスク」の順にクリックします。
2. タスクを選択します。
3. タスクを右クリックし、新しい場所にドラッグするか、タスクを切取り、コピーおよび貼
付けします。

4. タスクの移動先に移動し、「OK」をクリックします。

タスクの切取り、コピー、貼付け
ビューを使用して、テンプレートおよびスケジュール内のタスクの切取りとコピーができま
す。たとえば、あるスケジュールまたはテンプレートからタスクをコピーし、それを別のテ
ンプレートまたはスケジュールに貼り付けられます。
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タスクを貼り付けると、「タスクの詳細」ダイアログ・ボックスが開き、貼り付けてい
るタスクに変更を加えることができます。
タスクを親タスクに貼り付けた場合、貼り付けられたタスクは親タスクの子になりま
す。タスクを子タスクに貼り付けると、貼り付けたタスクは子タスクの兄弟になりま
す。

ノート:

「切取り」、「コピー」および「貼付け」機能は、親タスクには使用できませ
ん。「切取り」機能は、スケジュールされた(オープンまたはクローズ済)タス
クには使用できません。

タスクを切取り、コピーまたは貼付けするには:

1. ホーム・ページで、「タスク」をクリックし、タスクを選択します。
2. タスクを右クリックし、アクションを選択するか、メイン・ツールバーで「アクシ
ョン」をクリックし、次の操作を選択します:

• 切取り: タスクを切り取ってクリップ・ボードに入れます。
• コピー: タスクをコピーしてクリップ・ボードに入れます。

3. タスクを右クリックし、「貼付け」を選択するか、メイン・メニューのツールバー
で「アクション」をクリックし、「貼付け」を選択します。
「タスクの詳細」ダイアログ・ボックスが開き、貼り付けているタスクに変更を追
加できます。

4. 「OK」をクリックして貼付け操作を完了します。
タスクが挿入され、ビューおよびフィルタ・ビューがリフレッシュされて、貼り付
けられたタスクが表示されます。

手動タスクおよび自動タスクの再開
タスクを再オープンし、先行と後続の関係を再確立することを選択できます。このこ
とは、手動のエンド・ユーザー・タスクと自動タスクの両方で可能です。自動タスク
を再オープンすると、タスクは同じパラメータで実行されます。自動タスクのパラメ
ータを変更する必要がある場合は、クローズ済自動タスクを編集して「タスクの再オ
ープン」を選択します。
手動タスクの再オープン
タスクを再度開くには:

1. ホーム・ページで、「タスク」,、「スケジュール・タスク」の順にクリックします。
2. クローズ済タスクを選択し、「オープン」をクリックするか、タスク名をクリック
します。

3. 「アクション」ダイアログで、「アクション」メニューから「タスクの再オープン」
を選択します。
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タスクが再オープンされたときにどの後続を自動的に再オープンして先行リンクを復元
するかを選択できます。次の後続タスクのリストから、すべて、なし(デフォルト)または
再オープンするサブセットを選択できます。
表 38-1 後続タイプ - ユース・ケース例

後続タイプ 説明 ユース・ケース例

直接の後続 最も単純なケースは後続が一続
きになるもので、最も一般的な
ケースと考えられます。再オー
プンされるタスクの後続のう
ち、クローズ済またはエラー(可
能性は低い)の各タスクが、再オ
ープンに適格になります

タスク Aが再オープンされる
と、タスク B、タスク Cおよび
タスク Dが再オープンできる
ようになります。

混在ステータスの後続 オープンまたは保留中のタスク
があった場合、そのタスクと後
続のタスクは再オープンに適格
になりません。

タスク Aが再オープンされる
と、タスク Bのみが再オープン
できるようになります。

複数の後続 タスクには複数の後続がある場
合があります。それぞれの分岐
をたどって適格なタスクが決定
されます。これがツリーの末端
まで続きます。

タスク Aが再オープンされる
と、タスク B、タスク C、タス
ク Dおよびタスク Eが再オー
プンできるようになります。

親タスク 親タスクがクローズされている
場合は、子のタスクが再オープ
ンされる前に自動的に再オープ
ンされます。このケースでは、
親のすべての後続タスクが再オ
ープンに適格になります。

タスク Aが再オープンされる
と、タスク B、タスク C、タス
ク Dおよびタスク Eが再オー
プンできるようになります。親
Aは自動的に再オープンされま
す。

• 適格な後続タスクがない場合、「タスクの再オープン」ダイアログに、指定のタスク
を再オープンするように求める確認メッセージが表示されます。
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– ダイアログを閉じてタスクを再オープンするには、「はい」をクリックしま
す。

– タスクを再オープンしないでダイアログを閉じるには、「いいえ」をクリッ
クします。

• 再オープンされるタスクに対して適格な後続がある場合は、「タスクの再オー
プン」ダイアログに、確認メッセージとチェック・ボックスが付いた後続のリ
ストが表示され、再オープンするものを選択できます。

– 「名前」チェック・ボックス: 「名前」チェック・ボックスを選択すると、
後続のすべての選択とすべての選択解除が切り替わります。デフォルトで
は、これは選択が解除されていて、すべてのタスクの選択が解除されてい
ます。

– 後続名: 後続タスクの横にあるチェック・ボックスを選択すると、タスク
が再オープンするときにリセットされます。

– 世代: 再度開かれるタスクからの距離を示す読取り専用フィールド。親タ
スクは、この計算ではカウントされません。

– 関係: 再度開かれるタスクとの関係を表示する読取り専用フィールド。
– ダイアログを閉じてタスクを再オープンするには、「はい」をクリックしま
す。

– タスクを再オープンしないでダイアログを閉じるには、「いいえ」をクリッ
クします

4. 先行タスクを追加または削除し、「保存して閉じる」をクリックします。
関係を指定します:

• 先行タスクを指定します。次のいずれかを選択します:

– 先行がある場合は、このオプションを選択できます: 先行の関係を再確立 -
タスクが元の順序で開きます。
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– 先行の関係を無視 - すべてのタスクがすぐに再度開きます。
• 後続タスクを指定します:

a. 「後続のタスクを再度開く」を選択します。後続のリストが表示されます。
b. 後続タスクを選択します。

5. 「OK」をクリックして閉じます。タスクの詳細ダイアログ・ボックスが閉じて、選択内容
に基づいてタスクが再び開きます。「OK」をクリックするか、それ以外の場合は「取消
し」をクリックします。

自動タスクの再オープン
自動タスクを再オープンして自動化のパラメータを変更するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」,、「スケジュール・タスク」の順にクリックします。
2. クローズ済自動タスクを選択して、「編集」アイコンをクリックします。
3. 「タスクの詳細」ダイアログで、「再オープン」をクリックします。これで、タスクが編集
可能になりました。

4. パラメータのタブをクリックして、必要に応じてパラメータを更新します。
5. 「保存」と「閉じる」をクリックします。
自動タスクを再オープンする確認メッセージがサービスによって表示されます。
• ダイアログを閉じてタスクを再オープンするには、「はい」をクリックします。
• タスクを再オープンしないでダイアログを閉じるには、「いいえ」をクリックします。
再オープンされるタスクに対して適格な後続がある場合は、「タスクの再オープン」ダイ
アログに、確認メッセージとチェック・ボックスが付いた後続のリストが表示され、再オ
ープンするものを選択できます。前の項の手動タスクの再オープンを参照してください。

タスクの送信
タスクを送信するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」、「スケジュール・タスク」の順にクリックします。
2. 送信する必要のあるタスクを選択します。
複数選択する場合、1つ 1つ選択するには[Ctrl]を押し、ある範囲を選択するには、[Shift]
を押しながら、その範囲の最初と最後をクリックします。

3. 「タスクの送信」を選択します。これでタスクが完了することを示す警告が表示されます。
続行するには、「はい」をクリックします。

4. エラーを確認し、「OK」をクリックします

タスクの承認または却下
タスクを承認または却下するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」、「スケジュール・タスク」の順にクリックします。
2. 送信する必要のあるタスクを選択します。
複数選択する場合、1つ 1つ選択するには[Ctrl]を押し、ある範囲を選択するには、[Shift]
を押しながら、その範囲の最初と最後をクリックします。
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3. 選択したタスクを強調表示し、「アクション」で「ステータスの設定」を選択して
から、「承認」または「却下」を選択します。

4. エラーを確認し、「OK」をクリックします

タスクの請求またはリリース
タスク・マネージャでは、単一タスクまたは複数のタスクを一度に請求およびリリー
スできます。グループまたはチームの割当によってタスクに関連付けられているユー
ザーは、タスクを請求またはリリースできます。
タスクが請求された後でも、チームの他のメンバーはそのタスクを請求できますが、
これを行うと、最初のユーザーの請求が終了するため、そのユーザーが役割機能を実
行する権限は取り消され、最新の請求を行ったユーザーに権限が付与されます。
このようにタスクの請求を別のユーザーから行えることは、請求が行われたが、その
請求を行ったユーザーが(欠席などのために)役割機能を完了できない場合に対応する
ために必要です。
タスクが請求されると、担当者はチームまたはグループから請求者に変わります。
タスクがリリースされると、担当者はリリースした人からチームまたはグループに変
わります。
チーム・メンバーがタスクを請求する前は、チーム全体に電子メール通知が送信され
ます。チーム・メンバーがタスクを請求すると、チーム・メンバー全員ではなく、そ
のアクティブなユーザーに電子メールが送信されます。

Note:

バルク更新機能が有効になっている場合は、複数のタスクを一度に請求また
はリリースできます。

タスクのアクション・メニューを使用したタスクの請求またはリリース
タスクの「アクション」メニューからタスクを請求またはリリースするには:

1. ホーム・ページで、「タスク」、「スケジュール・タスク」の順にクリックします。
2. 請求またはリリースするタスクをクリックするか、タスクを選択して「開く」アイ
コンをクリックします。

3. 「アクション」メニューで、「請求」または「リリース」をクリックします。
確認を求めるポップアップ・メッセージが表示されます。

4. 「はい」をクリックします。
タスクが正常に請求またはリリースされたことを示す確認メッセージが表示され
ます。

5. 「閉じる」をクリックして、ダイアログ・ボックスを閉じます。
6. エラーを確認して修正し、同じステップを再度実行して、タスクを請求またはリリ
ースします。

タスク・リストからのタスクの請求またはリリース
タスク・リストからタスクを請求またはリリースするには:
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1. ホーム・ページで、「タスク」、「スケジュール・タスク」の順にクリックします。
2. 請求またはリリースするタスクを選択します。
複数選択する場合、1つ 1つ選択するには[Ctrl]を押し、ある範囲を選択するには、[Shift]
を押しながら、その範囲の最初と最後をクリックします。選択したタスクが強調表示され
ます。

3. 「アクション」で「更新」をクリックし、「請求」または「リリース」をクリックします。
確認を求めるポップアップ・メッセージが表示されます。

4. 「はい」をクリックします。
「タスク・アクションの結果」ダイアログ・ボックスに、ステータス、選択したタスクの
数、考慮したタスク、正常に処理されたタスクおよび失敗したタスクに関する情報が表示
されます。ステータスは次のとおりです:

• 処理中
• 正常に完了
• エラーで完了
視覚的なインジケータに完了率が表示されます。正常に処理されなかったタスクについ
ては、ダイアログ・ボックスにエラーが表示されます。「Excelにエクスポート」アイコ
ンをクリックし、表示されたエラーを Excelファイルにエクスポートできます。

5. 「閉じる」をクリックして、ダイアログ・ボックスを閉じます。
6. エラーを確認して修正し、同じステップを再度実行して、タスクを請求またはリリースし
ます。

タスクの再割当ての管理
複数のタスクを同時に作業するには、「アクション」パネルを使用します。
ワークフロー・ユーザー(担当者および承認者)は、「タスク・アクション」ダイアログ・ボッ
クスから、単一タスクに対するワークフローの役割の再割当てを要求できます。これらの要
求には承認が必要です。管理者およびスケジュール/テンプレートの所有者は、承認を必要と
することなく、「タスクの編集」ダイアログ・ボックスを使用して、タスクを再割当てできま
す。
タスクが再割当てされると、再割当てされたユーザーに電子メールの通知がすぐに送信され
ます。
再割当てを要求するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」、「スケジュール・タスク」の順にクリックします。
2. タスクをクリックすると、タスク・プロパティが開きます。
3. 「アクション」メニューをクリックして、「再割当ての要求」を選択します。
4. 入力するか「検索」をクリックして、再割当てを探します。
5. 「再割当要求の作成」で、「ユーザーの選択」ボタンをクリックして「対象ユーザー」を選
択します。

6. 「再割当」で、再割当て対象のタスクを選択します:

• 選択したタスク
• 選択したタスクおよび将来のタスク
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7. 再割当てについて「理由」を入力します。
8. 「OK」、「閉じる」の順にクリックします。

タスクの取消し
タスクを(強制クローズせずに)取消しまたは中止する目的は、プロセスの進行を妨げず
に、後続タスクの続行を回避することです:

• 「終了時に開始」または「エラー終了時に開始」の先行タスクが取り消された場合、
その後続タスクは保留中のままです。プロセスの進行を続けるには、後続タスクを
編集して、取り消された先行タスクを削除し、後続タスクを開始する必要がありま
す。

• 「終了時に終了」または「エラー終了時に終了」の先行タスクを取り消した場合、
プロセスの進行を続けるには、タスク所有者、スケジュール所有者または管理者が
後続タスクを強制的にクローズする必要があります。

タスクの削除
不要になったタスクは削除できます。タスク削除するには、サービス管理者またはパ
ワー・ユーザーのセキュリティ権限が必要です。
スケジュールでは、ステータスが「保留中」のタスクのみを削除できます。ステータ
スが「オープン」または「クローズ済」のタスクは削除できません。親タスクを削除
する場合、親のみを削除するのか、親と子を削除するのかを選択できます。
タスクのアクション・メニューを使用して、スケジュール・タスクを削除できます。
(タスクがオープンまたは完了している場合、「削除」は表示されません。)
タスクを削除するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」、「スケジュール・タスク」の順にクリックします。
2. 「アクション」をクリックして「削除」を選択します。
3. 確認のプロンプトで「はい」をクリックします。

サービスの管理
「サービス」(ホームページ > 「アプリケーション」 > 「サービス」)オプションを使用
して、特定のサービス関連タスクのステータスを表示できます。緑色は実行中である
ことを示します。「サービス」から実行するアクションは、「今すぐ実行」または「再
起動」です。

Note:

「今すぐ実行」を使用すると、オープン・タスクの実行などのアクションをす
ぐに実行できます。「再起動」は、サービスがシャットダウンし、このオプシ
ョンが緑色になっていない場合にのみ使用する必要があります。再起動で
は、サービス自体を実行しないで、サービスがリセットされます。
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• 補足データ・フォームの処理: アクションと遅延の両方の電子メール送信に使用されます。
アクション電子メールは、現在のワークフロー担当ユーザーの期限日が過ぎていないとき
に 1回のみ送信され、遅延電子メールは、現在の担当ユーザーがタスクを実行するまで毎
日午前 5時 20分に送信されます。ワークフローの後続ユーザーにも、現在フォームを担
当していなくても期限日が過ぎた場合は、通知が送信されます。

Note:

– ワークフロー・ユーザーがチームまたはグループであり、いずれのユーザー
からも請求されていない場合は、チームまたはグループのすべてのユーザー
に電子メールが送信されます。また、このオプションでは、(請求された後
でも)電子メールがそのグループまたはチームのすべてのユーザーに送信さ
れます。

– このオプションは、開始日がデータ収集の特定の日付に該当するフォームも
トリガーします。

サービス管理者は、このサービスをサービス・カードから手動で実行することもできま
す。

• システム・メンテナンス: ユーザー同期プロセスやデータベースのクリーン・アップなど
のように、タスク・マネージャがタスク内で定期的に実行するアクションのことであり、
日次メンテナンスと呼ばれるクラウド・レベルで実行されるアクションとは異なります。
「ツール」、「日次メンテナンス」の順にクリックしてアクセスする日次メンテナンスには、
テストまたは本番環境のクラウドで実行される運用メンテナンスやバックアップ・スナッ
プショットなどのアクションが含まれます。

• タスクの電子メール通知: 作業が割り当てられたことをユーザーに通知するために使用さ
れます。サービス管理者は、「サービス」のオプションを使用して「再起動」または「今
すぐ実行」できます。

Note:

– 「アプリケーション」 → 「構成」 → 「設定」 → 「システム・メンテナン
ス・プロセス」には、サービス管理者が電子メール通知をオフにするために
使用できる別のオプションがあります。

– 電子メール通知には、電子メールの発信元がわかるように、サービスおよび
テナント情報がフッターに含まれています。

• [スケジュール名]モニター: オープン状態で将来のタスクがある各スケジュールで使用で
きます。このオプションは、スケジュール内のタスクを開く必要があるかどうかを確認し
ます。

• タスク・ステータスの更新: プロセスの自動化されたタスクを実行およびモニターするバ
ックグラウンド・サービス。
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39
スケジュールの管理

スケジュールは、特定のビジネス・プロセスに対して実行する必要のあるタスクの時間順の
セットを定義するもので、カレンダにテンプレートを適用したものです。たとえば、四半期
テンプレートを第 1四半期の Q1FY19として適用し、そのテンプレートを第 2四半期の
Q2FY19として再び適用できます。
作成、インポートまたはデプロイできるスケジュールの最大数は 100,000です。
スケジュールのステータスは、「保留中」、「オープン」、「クローズ済」または「ロック済」で
す。スケジュールのステータスを「保留中」から「オープン」に、または「オープン」から
「クローズ済」や「ロック済」に変更できます。

ノート:

• スケジュールを「オープン」に設定すると、「保留中」にリセットできません。
• スケジュールを「ロック済」に設定した後、そのステータスは変更できません。
• スケジュールの所有者および参照者は、スケジュールが削除されると電子メー
ルで通知されます。

• 担当者または承認者が再割当てを要求すると、即時再割当て要求通知が管理者
およびスケジュール所有者に送信されます。

スケジュールの手動作成
スケジュールを作成するには、管理者またはパワー・ユーザーであることが必要です。パワ
ー・ユーザーは、テンプレートで「スケジュールの作成」を実行するか、「スケジュールの管
理」から「新規」を選択できます。「スケジュールの管理」ページからスケジュールを手動で
定義するか、テンプレートからスケジュールを作成できます。テンプレートからスケジュー
ルを作成すると、すべての値がテンプレート定義から継承されます。
スケジュールの作成についてさらに学習するには次のビデオを参照してください。

 スケジュールの作成
スケジュールを手動で作成するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」をクリックします。
2. 「タスク・マネージャ」をクリックします。
3. 左側の「スケジュール」タブをクリックします。
4. 「新規」をクリックします。
5. スケジュール・タブでスケジュール情報を入力します。
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• スケジュール・プロパティの設定
• スケジュールへの指示の追加
• スケジュール参照者の割当て
• スケジュール属性の適用
• 日ラベルの追加
• スケジュール・ルールの操作
• スケジュール履歴の表示

スケジュール・プロパティの設定
「プロパティ」タブでは、スケジュールの名前、説明、開始日および終了日、所有者を
設定できます。スケジュール所有者は、管理者またはパワー・ユーザーである必要が
あります。デフォルトの所有者は現在のユーザーです。開始日と終了日により、スケ
ジュールの初期日付範囲を指定しますが、スケジュールの作成後、それより前または
後の日付でタスクを追加でき、最も早い日付と遅い日付を反映するために、プロパテ
ィが更新されます。
スケジュール・プロパティを設定するには:

1. 新しいスケジュールを作成し、「プロパティ」タブを選択します。
• 名前: 最大 80文字まで入力できます。
• 説明: 最大 255文字まで入力できます。
• 組織単位
• 開始日: スケジュールの開始日
• 終了日: スケジュールの終了日
• 年
• 期間
• 日ゼロの日付: 日ゼロとして割り当てる日付

• 所有者: デフォルトの所有者を使用するか、「所有者の選択」 をクリック
します。

• ステータス

ノート:

「ステータス」フィールドは、新しいスケジュールを保存するまで表
示されません。スケジュールのステータスは、「保留中」に初期設定
され、表示専用です。

• ソース・テンプレート
2. 保存して閉じるには、「OK」をクリックするか、別のタブをクリックします。すべ
てのエントリが保存されます。

3. スケジュール・タブでスケジュール情報を入力します。
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• スケジュールへの指示の追加
• スケジュール参照者の割当て
• スケジュール属性の適用
• 日ラベルの追加
• スケジュール・ルールの操作
• スケジュール履歴の表示

スケジュールへの指示の追加
スケジュールの指示とサポート・ドキュメントを指定できます。これらは、スケジュール内
のすべてのタスクによって継承されます。
スケジュールに指示を追加するには:

1. 新しいスケジュールを作成し、「指示」タブを選択します。
2. 「指示」に、スケジュールの指示を入力します。
3. 参照を追加するには:

a. 「参照」セクションで、「追加」をクリックします。
b. 「参照タイプ」リストから、次のいずれかのタイプを選択します。

• ローカル・ファイル:

「ファイルの選択」をクリックし、ファイルを選択して添付し、名前を入力して
「OK」をクリックします。

• URL:

URLを入力してから URLの名前を入力し(http://www.oracle.com、Oracleなど)、
「OK」をクリックします。

複数のスケジュールに参照ファイルまたは URLを一度に追加するには:

i. 「スケジュール」メイン・ページに移動します。
ii. 複数選択(複数の行を強調表示するか、[Shift]キーを使用して複数の行を選択)し
て、「アクション」、「参照の追加」、「ローカル・ファイル」または「URL」の順
にクリックします。

また、「添付の追加」ダイアログ・ボックスに用意されているドラッグ・アンド・ド
ロップ機能を使用して、1つ以上の添付を追加することもできます。必要に応じて
「名前」フィールドで添付の名前を変更できます。複数の添付をドラッグ・アンド・
ドロップすると、これらを一度にアップロードできます。
添付を正確にドラッグ・アンド・ドロップするには、「添付の追加」ダイアログ・ボ
ックスにアクセスする必要があります。

4. 保存して閉じるには、「OK」をクリックするか、「参照者」タブをクリックします。すべ
てのエントリが保存されます。

5. スケジュール・タブでスケジュール情報を入力します。
• スケジュール・プロパティの設定
• スケジュール参照者の割当て
• スケジュール属性の適用
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• 日ラベルの追加
• スケジュール・ルールの操作
• スケジュール履歴の表示

スケジュール参照者の割当て
「参照者」タブでは、スケジュールの参照者権限を割り当てることができます。スケジ
ュールには複数の参照者がいる場合がありますが、参照者には製品のセキュリティ役
割が必要です。参照者は、スケジュールのすべてのタスクに対する読取り専用アクセ
ス権を付与されます。

ノート:

タスクの「参照者」の役割を持つユーザーのみが質問に回答できます。

参照者権限を割り当てるには:

1. 新しいスケジュールを作成し、「参照者」タブを選択します。
2. 「追加」をクリックします。
3. ユーザー、グループまたはチームで検索するには、「ユーザーの検索」ボタンをク
リックし、「ユーザー」、「グループ」または「チーム」を選択します。

4. ユーザー名または名前の一部を入力し、「検索」をクリックします。
5. ユーザーを識別するには、「詳細」をクリックし、ユーザー ID、電子メールまたは
説明を入力します。

6. 「検索結果」リストで、ユーザーを選択します。
7. チーム、グループ、役割、割当てなど、ユーザーに関する詳細は、「詳細」をクリ
ックします。

8. 「追加」または「すべて追加」をクリックして、ユーザーを「選択済」リストに移
動します。

ヒント:

ユーザーを削除するには、ユーザーを選択し、「削除」または「すべて削
除」をクリックします。

9. 保存して閉じるには、「OK」をクリックするか、「属性」タブをクリックします。
すべてのエントリが保存されます。

10. スケジュール・タブでスケジュール情報を入力します。
• スケジュール・プロパティの設定
• スケジュールへの指示の追加
• スケジュール属性の適用
• 日ラベルの追加
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• スケジュール・ルールの操作
• スケジュール履歴の表示

スケジュール属性の適用
システムでスケジュールを見つけるために、属性をスケジュールに適用できます。属性を選
択する際に、属性タイプに基づいて属性の値を設定できます。後で属性値によってフィルタ
処理できます。
たとえば、「北部」、「南部」、「東部」および「西部」という値を持つ「販売地域」という名前
の「リスト」属性を持つことができます。現在のスケジュールは西部販売地域にのみ適用さ
れるため、「販売地域」属性を追加し、この属性を「西部」に設定できます。
属性を適用するには:

1. 新しいスケジュールを作成し、「属性」タブを選択します。
2. 「追加」をクリックします。
3. 「属性」リストから、属性を選択します。
4. 「値」では、属性に応じて、ドロップダウン・リストから属性の値を選択するか、値を入
力します。

5. 保存して閉じるには、「OK」をクリックするか、「日ラベル」タブをクリックします。す
べてのエントリが保存されます。

6. 「スケジュール」タブでスケジュール情報を入力します。
• スケジュール・プロパティの設定
• スケジュールへの指示の追加
• スケジュール参照者の割当て
• 日ラベルの追加
• スケジュール・ルールの操作
• スケジュール履歴の表示

日ラベルの追加
カレンダ日のビジネス・アクティビティには、営業日ラベルを使用します。ラベルを使用し
てマイルストーンとなる日をマークしたり、その日の目的を指定したりできます。
スケジュールに日ラベルを追加するには:

1. 新しいスケジュールを作成し、「日ラベル」タブを選択します。最大 20文字まで入力で
きます。

2. 特定の日付に日ラベルを追加します。
3. 保存して閉じるには、「OK」をクリックするか、「ルール」タブをクリックします。すべ
てのエントリが保存されます。

4. スケジュール・タブでスケジュール情報を入力します。
• スケジュール・プロパティの設定
• スケジュールへの指示の追加
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• スケジュール参照者の割当て
• スケジュール属性の適用
• スケジュール・ルールの操作
• スケジュール履歴の表示

スケジュール・ルールの操作
スケジュール・ルールはスケジュール内のすべてのタスクに適用されるため、タスク
のグループにルールが適用されます。「スケジュール」ダイアログ・ボックスで構成さ
れたルールは、新規スケジュール・タスクにコピーされます。
使用可能なスケジュール・ルール:

• タスクの自動承認: 指定された条件を満たしている場合にのみ、指定された承認を
自動的に完了します。
このルールに適用される条件の例: 属性に指定の値がある場合(計算済属性を含
む)。
条件を満たすと、指定の承認者レベルが完了としてマークされ、ワークフローが次
の承認レベルに進むか、他に承認レベルがない場合はクローズします。

• タスクの自動送信: 指定された条件を満たしている場合、タスクを自動的に送信し
ます。
条件を満たすと、担当者役割が完了としてマークされ、ワークフローが最初の承認
レベルに進むか、承認レベルがない場合はクローズします。

• タスク承認の防止: 属性値または他の特性に基づいて、タスクが承認されないよう
にします。

• タスク送信の防止: 属性値または他の特性に基づいて、タスクが送信されないよう
にします。

スケジュール・ルールを表示するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリック
します。

2. 左側の「スケジュール」タブをクリックします。
3. スケジュールをダブルクリックします。
4. 「ルール」タブを選択します。次の情報を表示できます:

• 順序: 優先順位
• ルール: ルールの名前
• 条件: ルールを実行する前に存在している必要がある条件の選択

5. ルールを編集するには、「ルール」タブで「編集」をクリックして更新します:

• ルール: ルールを選択します。
• 説明: オプション。ルールを構成した理由と使用方法を説明します。最大 255
文字まで入力できます。

• 承認者レベル: すべてのレベルのルールを選択するか、承認者レベルを選択し
ます。
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• 「フィルタの作成」を選択して条件セクションに移入するか、「保存済フィルタの使
用」を選択してからフィルタを選択します。ルールに対して選択および構成されたフ
ィルタが、適用するルールをトリガーする条件を決定します。

• 条件:

– 保存済フィルタの使用: 「条件」セクションに、保存済フィルタに関連付けられ
た条件の読取り専用バージョンが表示されます。

– フィルタの作成: 「条件」セクションが有効になります。
「組合せ」、「ソース」、「属性」、「演算子」および「値」は、既存の高度なフィルタ
機能の場合と同様に動作します。

• 「タスクのフィルタ」に、条件を選択するタスクを指定します:

– 現在のタスク
– 任意の先行
– 特定のタスク(タスク IDの指定)

ノート:

ルール定義を変更すると、追加情報が監査ログに追加されます。変更は、「履
歴」タブと監査レポートの両方に表示できます。

6. スケジュール・タブでスケジュール情報を入力します。
• スケジュール・プロパティの設定
• スケジュールへの指示の追加
• スケジュール参照者の割当て
• スケジュール属性の適用
• 日ラベルの追加
• スケジュール履歴の表示

必要なタスク・パラメータの設定
必須パラメータに値が入力されるまで、タスクは保留中の状態になります。指定された開始
日までに入力されない場合は、電子メール通知がタスク所有者に送信されます。さらに、そ
のタスクはビューの「要注意」の下に表示されます。必須パラメータに値が入力されると、
タスクが開始されます。

スケジュールを開く
タスクの追加、編集または作業を行うためにスケジュールを開きます。
スケジュールを開くには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の「スケジュール」タブをクリックします。
3. 次のいずれかの方法を使用します:
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• リストでスケジュールの右側にある「アクション」を選択し、「表示」を選択
します。

• スケジュールを強調表示し、「表示」アイコンをクリックします。
• 強調表示されたスケジュールを右クリックし、「表示」を選択します。

スケジュールの編集
スケジュールを編集して、名前、スケジュール、開始日および終了日などのプロパテ
ィを変更できます。開始日をスケジュール内の最初のタスクより後の日付に変更した
り、終了日をスケジュール内の最後のタスクの前の日付に変更したりすることはでき
ません。「オープン」または「保留中」のスケジュールを編集して、保留中のタスクを
変更できます。「クローズ済」または「ロック済」のスケジュール内のタスクは追加、
変更または削除できません。スケジュールを編集するには、スケジュールの所有者か
管理者であることが必要です。
スケジュールを編集するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリック
します。

2. 左側の「スケジュール」タブをクリックします。
3. スケジュールを選択し、「編集」をクリックします。
4. スケジュールを編集します。
5. 「OK」をクリックします。

スケジュールへのタスクの追加
スケジュールが「保留中」または「オープン」の場合は、そのスケジュールにタスク
を追加できます。「クローズ済」または「ロック済」のスケジュールにタスクを追加す
ることはできません。

ノート:

タスク・マネージャのスケジュールに追加できるタスクの最大数は 500,000
です。

タスクをスケジュールに追加するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリック
します。

2. 左側の「スケジュール」タブをクリックします。
3. スケジュールを開きます。
4. タスクを追加します。
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スケジュールへのタスクのインポート
テキスト・ファイルからタスクや部分的なタスク・データを、ステータスが「保留中」また
は「オープン」のスケジュールにインポートできます。たとえば、Microsoft Excelスプレッ
ドシートにタスクの定義が含まれている場合、ファイルを CSVファイルとして保存してか
ら、スケジュールにインポートできます。新しいタスクを個別に作成するかわりに、「インポ
ート」機能を使用して、CSVファイルのフィールドを編集し、そのファイルをインポートす
ることにより、多くの反復タスクをすばやく追加できます。
「クローズ済」または「ロック済」ステータスのスケジュールにはタスクをインポートできま
せん。

ノート:

決算後のタスクに対して「更新」オプションを使用してスケジュールにファイルを
インポートする前に、インポート・ファイルから「所有者」、「担当者」、「承認者」
および開始日時の各フィールドを削除します。削除しないとエラーが発生します。

実行を開始したエンド・ユーザー・タスクに関する情報をインポートすると、ステータスが
オープン(担当者)にリセットされ、質問に対する回答がクリアされます。
タスクをスケジュールにインポートするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「スケジュール」タブをクリックします。
3. 「タスクのインポート」をクリックします。
4. インポートするファイルの名前を入力するか、「ファイルの選択」をクリックしてファイ
ルを検索します。

5. インポート・オプションを選択します:

• 置換: タスクの定義を、インポート・ファイル内の定義で置き換えます。このオプシ
ョンでは、タスクの詳細を、インポートするファイル内の詳細に置き換えます。イン
ポート・ファイルに指定されていないスケジュール内の他のタスクには影響しませ
ん。

ノート:

置換対象のタスクへの添付を保持するには、「添付の保持」を選択します。

• 更新: タスクの部分的な情報を更新します。たとえば、インポート・ファイルで、タ
スクの指示の変更、所有者、担当者および承認者の再割当て、あるいは一部の属性の
削除と新しい属性の追加を行った場合が考えられます。また、同じ変更を多数のタス
クに行った(400タスクのうち 100のタスクに新しい属性を追加するなど)場合も考え
られます。更新オプションは、タスクの詳細を完全に置き換えるものではありませ
ん。ファイルに指定されているタスク・プロパティの詳細のみが更新されます。たと
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えば、インポート・ファイルにタスクの指示の列しかない場合、タスクの名
前、担当者、属性やその他のプロパティには影響しません。

ノート:

スケジュール内のタスクで、インポート・ファイル内のタスク IDに
一致するものが変更されるという警告が表示されます。タスクを上
書きしない場合は、「取消し」をクリックします。

• 削除: タスクおよび関連情報を、ファイルに指定されたタスク IDのリストに基
づいて削除します。削除の実行に必要な情報は、タスク IDの列が含まれたフ
ァイルです。

6. オプション: 置換対象のタスクに関連付けられた添付を保持するには、「添付の保
持」を選択します。

7. 「日付フォーマット」を選択します。
使用可能な日付フォーマットのドロップダウン・リストから、フォーマットを選択
します。日付フォーマットは変換されません。デフォルトで、日付フォーマットは
エクスポートされたファイルの場所のロケールの日付フォーマットに設定されま
す。

8. インポート・ファイルの「ファイル区切り文字」に、「カンマ」または「タブ」を
選択します。任意の 1文字を「他の区切り文字」として指定するには、「その他」
を選択します。

9. 「インポート」をクリックします。
• インポートに成功した場合は、スケジュール名、タスクを含むファイルの名前
およびインポートされたタスクの合計数を示す「インポート成功」ダイアロ
グ・ボックスが表示されます。「OK」をクリックします。

• エラーが見つかった場合は、インポート・プロセスが実行されず、「インポー
ト・エラー」ダイアログ・ボックスにエラーが表示されます。エラーを表示
し、「OK」をクリックして「スケジュール」ページに戻ります。

表 39-1 インポート・エラーのトラブルシューティング

エラー 解決方法
重複するタスク ID 重複するタスク IDの確認をします。タスク

IDは、テンプレートまたはスケジュール内
で一意である必要があります。タスクの作
成を参照してください。

タスク名が長すぎます タスク名に使用できるのは、最大 80文字で
す。タスク・プロパティの設定を参照してく
ださい。

組織の値 - "値が無効です" 組織の値は空白にできず、箇条書きにするこ
とや、複数行にすることはできません。

スケジュール内のタスクの更新
状況によっては、実行中のタスクに関する情報を手動で更新する必要があります。こ
の場合、タスクを再度開くことができます。タスクを再度開くと、そのステータスは
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「オープン(担当者)」にリセットされ、情報を編集できます。たとえば、指示、参照、属性お
よび質問を変更できます。変更を行った場合、質問に対する前の回答はクリアされます。
一連のタスクを再び開くと、先行関係は再構築されません。すべてのエンド・ユーザー・タ
スクが、「オープン(担当者)」にリセットされます。タスクは「保留中」ステータスには戻り
ません。
次の条件で、タスクを再度開くことができます。

表 39-2 タスクを再度開くための条件

タスク・ステータス エンド・ユーザー
担当者/実行中 「指示」、「属性」または「質問」セクションでは、データ

の編集やインポートができます。タスクは保存すると
「担当者」にリセットされ、質問に対する回答はクリアさ
れます。

承認者 「指示」、「属性」または「質問」セクションでは、データ
の編集やインポートができます。タスクは保存すると
「担当者」にリセットされ、質問に対する回答はクリアさ
れます。

クローズ済/エラー 「タスクの詳細」から、タスク所有者は「再度開く」をク
リックしてタスクを再び開き、変更できます。タスクを
保存すると、「担当者」にリセットされます。

スケジュール内のタスクを更新するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の「スケジュール」タブをクリックします。
3. スケジュールを開きます。
4. ステータスが「クローズ済」または「エラー」のタスクを選択して右クリックし、「表示」
を選択します。
「タスクの表示」ダイアログ・ボックスが表示されます。

5. 「再オープン」をクリックします。
6. タスクを編集します。
7. 担当者はタスクを再び完了する必要がある、またはサービスが再び実行されるという警告
が表示されたら、続行する場合は「はい」を、取り消す場合は「いいえ」をクリックしま
す。

8. アクションを行います:

• 「クローズ済」タスクの場合、「閉じる」をクリックします。
• 「エラー」タスクの場合、「保存して閉じる」をクリックします。

スケジュールでのユーザーの再割当て
ユーザーを別のスケジュールに再割当てすることが定期的に必要になる場合があります。た
とえば、スケジュールを作成し、ユーザーに一定の権限を割り当てたが、後にその従業員が
退職し、別の従業員がそのスケジュールを引き継ぐ場合が考えられます。個々のスケジュー
ルを手動で検索し、開いて編集するかわりに、「スケジュール」ダイアログ・ボックスの「再
割当て」機能を使用して割当てを自動的に変更できます。「再割当て」機能では、1人のユー
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ザーに関連付けられているスケジュールをすばやく検索し、別のユーザーに再割当て
できます。
一度に複数のスケジュールに対してユーザーを再割当てできます。これは、アプリケ
ーションに多数のスケジュールがある場合に役立ちます。
ユーザーを再割当てするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」を
クリックします。

2. 左側の「スケジュール」タブをクリックします。
3. ユーザーを再割当てするスケジュールを 1つ以上選択します。
4. 「アクション」、「ユーザーの再割当」の順にクリックします。
5. 「ユーザーの検索」では、「ユーザーの検索」をクリックし、置換するユーザーの検
索条件を入力します。
a. 「ユーザーの選択」ダイアログ・ボックスで、ユーザーの姓名を入力し、「検
索」をクリックします。

b. 結果からユーザーを選択し、「OK」をクリックします。
6. 「置換」では、「置換」アイコンをクリックし、タスクを再割当てする対象ユーザー
の検索条件を入力します:

a. 「ユーザーの選択」ダイアログ・ボックスで、ユーザーの姓名を入力し、「検
索」をクリックします。

b. 結果からユーザーを選択し、「OK」をクリックします。
7. 「次の間に終了」の日付を選択します。
8. 再割当てが必要なユーザーについて役割を選択します。

• 所有者
• 担当者
• 承認者
• 参照者

9. 「再割当」をクリックします。
プロセスが終了すると、ユーザーの再割当てが完了したことを示す「ユーザーの再
割当て - 成功」メッセージが表示され、スケジュール名と、行われたユーザー再割
当ての合計数が表示されます。

プロセスが自動化されたタスクの許可
プロセスが自動化されたタスクを作成するときに、セキュリティ上の目的で、そのタ
スクが実行されるユーザー・アカウントを指定します。セキュリティを維持するには、
次の条件のどれかが発生した場合にタスクを実行するための許可が必要になる可能性
があります:

• テンプレートから、または手動でタスクを追加して、「別名実行」ユーザーとして
知られる別のランタイム・ユーザーを持つプロセスが自動化されたタスクをスケジ
ュールに追加した場合

• スケジュールを「オープン」ステータスに設定し、まだタスクが完了していない場
合、システムでは自動的に許可のリクエストを発行します。
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担当者(または所有者が担当者でもある場合はタスク所有者)以外のユーザーによってタスク
のパラメータが変更された場合、許可は許可なしにリセットされるので、パスワードを入力
して取得する必要があります。プロセスが自動化されたタスクの場合、指定またはデフォル
トの「別名実行」ユーザー以外のユーザーがパラメータを変更した場合、タスクは許可なし
にリセットされます。
許可は、プロセスが自動化されたタスクを実行するユーザーが、そのタスクを実行するため
のアプリケーションやデータに対するセキュリティ権限を持っていることを保証します。ラ
ンタイム・ユーザーの資格証明を知っている管理者は、許可を実行したり、ユーザーに許可
取得を求めるリクエストを発行したりできます。
プロセスが自動化されたタスクの実行がスケジュールされているとき、許可がなければ、そ
のタスクは実行されず、ステータスが「要注意」に変わります。所有者または担当者がタス
クを編集する場合、タスクの詳細には、許可が必要であることが示されます。この場合、「別
名実行」ユーザーのみがタスクを許可できます。
許可のリクエストを受信したユーザーは、電子メール内のリンクから、またはアプリケーシ
ョンにログオンすることで、「ワークリスト」の許可にアクセスできます。

ノート:

「スケジュール」または「ワークリスト」から、タスク開始日より前に、管理者、ス
ケジュール所有者またはタスク所有者がタスクを許可できます。タスク開始日の後
は、「別名実行」ユーザーのみがタスクを許可できます。

タスクを許可するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします

2. 左側の「スケジュール」タブを選択します。
3. スケジュールを選択します。
4. 「アクション」を選択し、「タスクの許可」を選択します。
選択したスケジュールについて、「ユーザー」選択リストと、許可されていないタスクの
表が表示されます。ユーザー選択リストには、担当するプロセスが自動化されたタスクが
保留中で、許可が必要なユーザーが示されています。

5. ユーザー選択リストから、ユーザーを選択します。
そのユーザーに許可されていないタスクのリストが表示されます。デフォルトでは、リス
トの先頭に自分のユーザー名が太字で表示されます。許可されていないタスクがない場
合、リストは空白です。

6. 許可の必要なタスクを選択します。
7. タスクの詳細を表示するために、タスク名をクリックし、タスクのパラメータを確認しま
す。

ヒント:

タスク所有者に電子メールで連絡するには、タスクの隣の所有者名をクリック
し、ユーザーの詳細を表示します。
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スケジュール・ステータスの設定
スケジュール・ステータスの設定により、スケジュールのライフサイクルを管理しま
す。現在のステータスに応じて、スケジュールのステータスを「オープン」、「クロー
ズ済」または「ロック済」に設定できます。スケジュール・ステータスを設定するに
は、スケジュールの所有者かサービス管理者であることが必要です。
一度に複数のスケジュールに対してステータスを設定できます。これは、アプリケー
ションに多数のスケジュールがある場合に役立ちます。
次のステータスを使用できます:

• 保留中: スケジュールは現在アクティブではありません。これがスケジュールを作
成したときのデフォルトのステータスです。「保留中」ステータスのスケジュール
は、クローズやロックができません。

• オープン: 作業を実行するためにスケジュールが開かれています。スケジュール内
のタスクを実行できます。

• クローズ済: スケジュールはアクティブでなくなりましたが、フォローアップ作業
が必要な場合があります。スケジュール内のタスクは定義に基づいて続行されま
すが、スケジュールにタスクを追加することはできません。スケジュールの所有者
または管理者は、クローズ済スケジュールは再度開くことができ、ステータスが
「オープン」に変わります。

• ロック済: スケジュールはロックされており、変更できません。ロック済スケジュ
ールは、必要に応じて再度開くことができます。

スケジュールを作成する際は、スケジュールに最終的な調整を加えたり、タスクを追
加、編集または削除したりできるように、ステータスはデフォルトで「保留中」にな
ります。
スケジュールを実行するには、ステータスを「保留中」から「オープン」に変更しま
す。スケジュールが開かれると、定義に従ってタスクの実行が開始されます。開始条
件を満たしたタスクのステータスは「オープン」に設定され、タスクの通知が担当者
に送信されます。

ノート:

スケジュールのタスクの開始時間に達しても、システム自動タスクに対して
許可が与えられていなければ、タスクは「保留中」ステータスのままで、許
可が必要になります。

スケジュール上の作業が事後確認作業を残すのみとなった段階で、ステータスを「ク
ローズ済」に設定します。「クローズ済」スケジュールに新規のタスクを追加すること
はできませんが、ユーザーは完了していないタスクでの作業を続行できます。クロー
ズ済スケジュールは再度開くことができ、ステータスが「オープン」に変わります。
すべての作業が完了したら、ステータスを「ロック済」に設定します。「ロック済」の
スケジュールは編集できませんが、必要に応じてステータスを「オープン」に戻すこ
とができます。
スケジュールのステータスを設定するには:
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1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の「スケジュール」タブをクリックします。
3. ステータスを設定するスケジュールを 1つ以上選択します。
4. 「アクション」をクリックし、「ステータスの設定」をクリックするか、「ステータスの設
定」ドロップダウンを選択します。

5. 現在のステータスに応じて、次のステータス・オプションのいずれかをクリックします:

• オープン
• クローズ済
• ロック済

スケジュール履歴の表示
システムでは、「スケジュールの編集」ダイアログ・ボックスから表示できるスケジュール・
アクションの履歴がメンテナンスされます。「履歴」タブには、更新されたコンポーネント、
変更のタイプ、古い値と新規の値、変更を行ったユーザー、および変更日が表示されます。
情報は読取り専用です。
スケジュール履歴を表示するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の「スケジュール」タブをクリックします。
3. スケジュールを選択します。
4. 「履歴」タブを選択して、スケジュールの履歴を確認します。

• 変更タイプ: 変更のタイプ(「作成済」、「変更済」、「追加済」、「除去済」)を示します
• 変更日: 変更の日付
• 変更者: スケジュールを変更したユーザーの名前
• 古い値
• 新規の値

5. 「OK」をクリックします。

スケジュールの検証
ステータスが「保留中」または「オープン」のスケジュールを検証できます。スケジュール
の検証では、開始日および終了日、先行関係、親子関係に問題がないか、製品の統合に必要
なタスク・パラメータが抜けていないかをチェックします。検証のエラーがすべて解決され
るまで、スケジュールのステータスを「保留中」から「オープン」に変更できません。スケ
ジュールを検証するには、スケジュールの所有者かサービス管理者であることが必要です。
検証結果には、スケジュール名、ステータスおよびエラー・メッセージが表示されます。ス
ケジュール名またはステータスで結果をソートできます。
スケジュールを検証するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。
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2. 左側の「スケジュール」タブをクリックします。
3. 検証する 1つ以上のスケジュールを選択します。
4. 「アクション」をクリックし、「検証」を選択します。
エラーがない場合は、検証結果に「スケジュールは有効です」のメッセージが表示
されます。エラーがある場合は、エラーの詳細が表示されます。

スケジュールのロック
スケジュールをロックして、ユーザーがそれ以上変更できないようにすることができ
ます。
スケジュールをロックするには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリック
します。

2. 左側の「スケジュール」タブをクリックします。
3. スケジュールのリストから、スケジュールを選択します。
4. リストでスケジュールの右側にある「アクション」アイコンを選択し、「ステータ
スの設定」を選択するか、「ステータスの設定」ドロップダウンから「ロック済」
を選択します。

5. オプション:ロック済スケジュールを再度開く必要がある場合は、「アクション」、
「ステータスの設定」の順に選択するか、「ステータスの設定」ドロップダウンから
「オープン」を選択します。

スケジュールの表示
「スケジュール」で、スケジュールのリストに表示する列を指定するか、すべての列を
表示できます。列の順序変更、昇順または降順での列のソート、または列幅の変更を
行うこともできます。
列を表示するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリック
します。

2. 左側の「スケジュール」タブをクリックします。
3. 次の 1つ以上のタスクを行います。

• すべての列を表示するには、「表示」、「列」の順に選択し、「すべて表示」を選
択します。

• 特定の列を表示するには、「表示」、「列」の順に選択し、列名を選択または選
択解除します。

• 列を並べ替えるには、「表示」、「列の順序変更」の順に選択し、列を選択して
上矢印または下矢印を使用するか、列をドラッグして順序を変更します。

• 列をソートするには、「ソート」アイコンが表示されるまで列ヘッダーにマウ
ス・カーソルを合せ、「昇順ソート」または「降順ソート」をクリックします。

• 列の幅を変更するには、矢印が表示されるまで列ヘッダーの区切りにマウス・
カーソルを合せ、適切な幅になるまで列をドラッグします。
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スケジュールの検索
「スケジュール」リストの「検索」テキスト・ボックスを使用して、すばやくスケジュールを
検索できます。検索する名前の全部または一部を入力できます。フィルタ・バーを使用して、
リストに表示するスケジュールを制御できます。デフォルトでは、すべてのスケジュールが
表示されます。
スケジュールを検索するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「スケジュール」タブをクリックします。
3. スケジュールを検索するには、「検索」テキスト・ボックスに検索条件を入力します。
4. オプション: フィルタ・バーでカテゴリをクリックすると、追加の検索演算子(「次と等し
い」、「次と等しくない」、「次を含む」、「次を含まない」、「次で始まる」、「次で終わる」)が
表示されます。
カテゴリ(「名前」、「年」、「期間」、「ステータス」、「開始日」および「終了日」)を使用して
スケジュールをフィルタできます。「フィルタの追加」をクリックし、追加のフィルタ(「作
成者」、「作成日」、「日ゼロの日付」、「説明」、「最終更新者」、「最終更新日」、「組織単位」、
「所有者」および「タスク」)を追加します。

ノート:

• 「フィルタの追加」をクリックすると、すべてのカテゴリが表示されます。
• フィルタ・バーを非表示にするには、「フィルタ」アイコンをクリックします。
• すべてのフィルタをクリアするには、
アイコン内の「すべてのフィルタのクリア」をクリックします。

スケジュールの削除
不要になったスケジュールは削除できます。スケジュールを削除するには、スケジュールの
所有者かサービス管理者であることが必要です。スケジュールを削除すると、そのスケジュ
ールおよびそのスケジュールへのすべての参照がシステムから削除されます。
スケジュールを削除するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の「スケジュール」タブをクリックします。
3. 「スケジュール」で、削除するスケジュールを選択します。
4. 「削除」をクリックします。
スケジュールを削除すると、そのスケジュール内のすべてのタスクも完全に削除され、復
元するにはバックアップを使用する以外に方法がないという警告が表示されます。

5. スケジュールを削除するには、「はい」をクリックします。
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40
タスク・マネージャ統合の管理

タスク・マネージャのタスクを有効化し、EPM Cloudおよび他の外部アプリケーション内に
統合を含めることができます。
タスク・マネージャを使用すると、ユーザーは、統合されたタスクをビジネス・プロセス内
に組み込むことができます。これにより、手動タスクが自動化されたり、埋込みのアプリケ
ーション・ページやリンクが含まれて、プロセスが簡略化されます。
タスク・マネージャ統合を管理するには、サービス管理者の役割が必要です。
タスク・マネージャは、次の統合タイプをサポートします:

エンド・ユーザー
統合されたエンド・ユーザー・タスクで、ユーザーはアプリケーション Webページと対話す
る必要があります。これらのアプリケーションWebページは、タスク内に表示されるか、ま
たはタスク内にリンクとして含まれます。統合には、ユーザー・タスクおよびオプションの
パラメータ・セットに対する実行 URLが必要です。実行 URLにより外部プログラムが起動
され、パラメータによりタスクに必要な情報が外部プログラムに渡されます。たとえば、仕
訳の承認統合には、仕訳の視点ディメンション値などのパラメータが含まれています。
ユーザーがタスクを実行して検証する必要があります。たとえば、タスクは、データ送信な
どの汎用タスクの場合、または完了を促進または検証するために製品統合を必要とする場合
があります。
プロセスの自動化
プロセスの自動化タスクは、接続されたアプリケーション内でアクションを開始します。こ
れらの統合は、開始日時に達し、先行タスク(たとえば、総勘定元帳からの夜間のデータ入力
など)が完了したときに、外部アプリケーションで自動的に実行されます。これらのタスクは、
多くの場合、就業時間後に実行されます。ユーザーの介入は限定的で、担当者はいません。
イベント・モニタリング
イベント・モニタリング・タスクは受動的なタスクです。アクションを開始しませんが、ア
クションまたはステータスの発生を待機している別のアプリケーションをモニターします。
アクションまたはステータスが発生すると、タスクは「完了」とマークされます。これらは、
外部アプリケーションで発生するイベント(仕訳承認など)に基づきます。
タスク・マネージャには、次の事前作成済の統合が用意されています。
• Cloud統合: EPM Cloud接続のエンド・ユーザーおよびプロセス自動化統合。EPM Cloud

Servicesとの統合の管理を参照してください。
• Cloud統合: Oracle Cloud ERP。クラウドおよびオンプレミス・アプリケーションとの統
合の管理を参照してください。

• オンプレミス・エンド・ユーザーおよびイベント・モニタリング統合。クラウドおよびオ
ンプレミス・アプリケーションとの統合の管理を参照してください。

• オンプレミス Oracle E-Business Suite一般会計、買掛金および売掛金統合。クラウドお
よびオンプレミス・アプリケーションとの統合の管理を参照してください。
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Cloudまたはオンプレミス用の他の統合が必要な場合、カスタム統合を作成できます。
カスタム統合の作成を参照してください。

EPM Cloud Servicesとの統合の管理
タスク・マネージャを使用し、他の EPM Cloudサービスへのサブスクリプションがあ
る場合、サービス間の接続を作成し、タスク・マネージャ機能を使用して統合を有効
にすることができます。
事前作成済の統合によって、他の EPM Cloudの機能にアクセスするタスク・マネージ
ャ・タスクを実行できます。
事前作成済の統合は、次の EPM Cloudサービスに対してタスク・マネージャ内で提供
されます。
• Account Reconciliation

• Enterprise Data Management

• Financial Consolidation and Close

• Planningおよび Planningモジュール
• Profitability and Cost Management

• Tax Reporting

統合の設定方法についてさらに学習するには、EPM Cloud内の事前作成済の統合の追
加を参照してください
使用可能なエンド・ユーザーの統合についてさらに学習するには、EPM Cloud用のエ
ンド・ユーザー統合を参照してください
使用可能な事前作成済の自動統合についてさらに学習するには、EPM Cloud用の自動
化統合を参照してください。

EPM Cloud内の事前作成済の統合の追加
前提条件を満たしていることを確認し、次のステップに従ってタスク・マネージャと
他の EPM Cloudサービスとの間に統合を設定します。
前提条件
EPM Cloudサービス間の統合を作成するには、統合する EPM Cloudサービスへのサブ
スクリプションを取得する必要があります。
統合タイプおよびタスク・タイプを作成する手順
他の EPM Cloudサービスへの接続を追加し、統合およびタスク・タイプをデプロイす
ることによって、EPM Cloud統合を追加できます。EPM Cloud内の事前作成済の統合
を追加するには:

1. タスク・マネージャを含むサービスと他のサービスの間の接続を作成します:

• ホーム・ページで、「ツール」、「接続」の順にクリックします。
• 「作成」をクリックして新しい接続を作成します:
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– Enterprise Data Managementの場合は、「その他のWebサービス・プロバイダ」
を選択します。

– その他すべての EPMサービスには、「Oracle Enterprise Performance
Management Cloud」プロバイダを選択します。

• EPM Connect接続の名前を付けます。たとえば、Tax Reportingと統合する場合は、
考えられる接続名として TRCSがあります。

• 接続 URLを指定します。
• ユーザー資格証明を指定します。
• さらに、「その他のWebサービス・プロバイダ」の場合は、詳細設定オプションを指
定する必要があります。「詳細設定オプションを表示」をクリックします。
– 「タイプ」に、「パラメータ」を選択します。
– 「名前」に、SERVICE_TYPE (これは固定値)を入力します。
– 「値」に、EDMCS (これは固定値)を入力します。

EPM Cloudサブスクリプションの接続の詳細は、Tax Reportingの管理の EPM Cloudで
の環境の接続を参照してください。

2. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

3. 左側の「統合」タブをクリックします。
4. 「統合」ページで「接続の管理」をクリックします。
5. 「接続の管理」で、「アクション」から、「EPM接続の同期」を選択します。

同期の進行状況を示し、サービスに追加された統合の詳細を示すメッセージが表示されま
す。各統合に対して統合タイプおよびタスク・タイプが追加されます。
関連項目:

• EPM Cloud用のエンド・ユーザー統合
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• EPM Cloud用の自動化統合

EPM Cloud用のエンド・ユーザー統合
エンド・ユーザー統合によって、タスク・マネージャを使用しながら他のリモートの
EPM Cloud環境の機能にアクセスできます。この項に、使用可能な次の EPM Cloudサ
ービス用のエンド・ユーザー統合を列記します。
• Account Reconciliation

• Planningおよび Planningモジュール
• Financial Consolidation and Closeおよび Tax Reporting

• Profitability and Cost Management

リモート EPM Cloud機能の説明は、その EPM Cloudサービスのドキュメントを参照
してください。
Account Reconciliationのエンド・ユーザーの統合タスク
• コンソール
• データ交換
• 照合リスト(期間、保存済リスト)

• レポート
• トランザクション・リスト(期間、保存済リスト)

Financial Consolidation and Close用のエンド・ユーザー統合
• 承認
• アプリケーションの構成
• データ交換
• フォーム・データの入力(フォーム)
必須パラメータは、「タスクの詳細」ダイアログのドロップダウン・リストに表示
されるフォーム(EPMアーティファクト・タイプ)です。

• データのエクスポート
• メタデータのエクスポート
• 仕訳のエクスポート
• 財務レポートの生成
必須パラメータとして、ドロップダウンからレポートを選択します。

• データのインポート
• メタデータのインポート
• 仕訳のインポート
• 無効な交差レポート
• 会社間照合レポートの生成
• 仕訳レポートの生成
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• 承認の管理
• ディメンションの管理
• フォームの管理
• 仕訳の管理
• 出資比率の管理
• 期間の管理
• 有効な交差の管理
• アプリケーションのリフレッシュ
• レポート
• ダッシュボードの表示(ダッシュボード)
必須パラメータは、「タスクの詳細」ダイアログのドロップダウン・リストに表示される
ダッシュボード(EPMアーティファクト・タイプ)です。

• 財務レポートの表示
• 操作ダッシュボードの表示
Tax Reporting用のエンド・ユーザー統合
• 承認
• アプリケーションの構成
• データ交換
• フォーム・データの入力(フォーム)
必須パラメータは、「タスクの詳細」ダイアログのドロップダウン・リストに表示される
フォーム(EPMアーティファクト・タイプ)です。

• データのエクスポート
• メタデータのエクスポート
• 財務レポートの生成
必須パラメータとして、ドロップダウンからレポートを選択します。

• データのインポート
• メタデータのインポート
• 無効な交差レポート
• 承認の管理
• ディメンションの管理
• フォームの管理
• 期間の管理
• 有効な交差の管理
• アプリケーションのリフレッシュ
• レポート
• ダッシュボードの表示(ダッシュボード)。
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必須パラメータは、「タスクの詳細」ダイアログのドロップダウン・リストに表示
されるダッシュボード(EPMアーティファクト・タイプ)です

• 財務レポートの表示
• 操作ダッシュボードの表示
Planningおよび Planningモジュール用のエンド・ユーザー統合
• 承認
• データ交換
• フォーム・データの入力(フォーム)
必須パラメータは、「タスクの詳細」ダイアログのドロップダウン・リストに表示
されるフォーム(EPMアーティファクト・タイプ)です。

• 財務レポートの生成
必須パラメータとして、ドロップダウンからレポートを選択します。

• 無効な交差レポート
• 承認の管理
• ディメンションの管理
• ルールの管理
• 有効な交差の管理
• レポート
• ダッシュボードの表示(ダッシュボード)。
必須パラメータは、「タスクの詳細」ダイアログのドロップダウン・リストに表示
されるダッシュボード(EPMアーティファクト・タイプ)です

• 財務レポートの表示
• 操作ダッシュボードの表示
Profitability and Cost Management用のエンド・ユーザー統合
• ダッシュボード
• データ交換
• 収益性レポートの生成
• 利益曲線(利益曲線)
必須パラメータは、「タスクの詳細」ダイアログのドロップダウン・リストに表示
される利益曲線(EPMアーティファクト・タイプ)です。

• ダッシュボードの表示(ダッシュボード)。
必須パラメータは、「タスクの詳細」ダイアログのドロップダウン・リストに表示
されるダッシュボード(EPMアーティファクト・タイプ)です。
レポートの表示(レポート)

EPM Cloud用の自動化統合
EPM Cloudサービスには、次の事前作成済の統合を使用できます。
• Account Reconciliation

第 40章
EPM Cloud Servicesとの統合の管理

40-6



• Enterprise Data Management

• Financial Consolidation and Close

• Planningおよび Planningモジュール
• Profitability and Cost Management

• Tax Reporting

EPM Cloudの事前作成済の統合を使用するには、統合にパラメータを指定する必要がありま
す。自動統合の多くのパラメータは、ドロップダウン・リストから選択できます。これによ
り、手動で値を入力する必要がなくなります。たとえば、ルールまたはルール・セットを実
行するには、ForceConsolidate、ForceTranslateなどのビジネス・ルールのリストから選択で
きます。
EPM Cloud用の統合(共通)

統合名/モジ
ュール

モジュール 説明 パラメータ/説明

Tax
Reporting
からファイ
ルをコピー

Enterprise
Data
Manageme
ntを除くす
べての EPM
Cloudサー
ビス

タスク・マネージャが構成
されている現在のサービ
スから、別の EPM Cloud
サービスにファイルをコ
ピーします。
たとえば、Tax Reporting
でタスク・マネージャを構
成し、Account
Reconciliation接続を設
定した場合、「Tax
Reportingからファイル
をコピー」によって Tax
Reportingから Account
Reconciliationにファイ
ルがコピーされます。

ファイル名: コピーするファイルの名前。
ファイルに名前を付けて保存: 保存するファイ
ルの名前。これにより、元のファイル名とは異
なる名前にできます。
外部ディレクトリ名(オプション): ディレクト
リの名前。

Tax
Reporting
にファイル
をコピー

Enterprise
Data
Manageme
ntを除くす
べての EPM
Cloudサー
ビス

別の EPM Cloudサービス
から、タスク・マネージャ
が構成されている現在の
サービスにファイルをコ
ピーします。

ファイル名: コピーするファイルの名前。
ファイルに名前を付けて保存: 保存するファイ
ルの名前。これにより、元のファイル名とは異
なる名前にできます。
外部ディレクトリ名(オプション): ディレクト
リの名前。

Tax
Reporting
からファイ
ルを削除

Enterprise
Data
Manageme
ntを除くす
べての EPM
Cloudサー
ビス

EPMクラウド・サービス
からファイルを削除しま
す。

ファイル名: 削除するファイルの名前。
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統合名/モジ
ュール

モジュール 説明 パラメータ/説明

データ統合
のロック/ロ
ック解除

Enterprise
Data
Manageme
ntを除くす
べての EPM
Cloudサー
ビス

「データ交換」での場所、
カテゴリおよび期間の統
合をロックまたはロック
解除します。これはプロ
セス自動統合です。

操作: ロックまたはロック解除から選択しま
す。
ロック・タイプ: ロック/ロック解除操作の対象
がアプリケーションか場所かを選択します。
期間: 「データ交換」で定義された統合または
データ・ロード・ルールの POVの期間を指定
します(Jan-21など)。
カテゴリ: 統合(データ・ルール)定義の POVカ
テゴリに基づく事前定義済のシナリオ値を指
定します。使用できるカテゴリは、データ統合
の設定時に作成したカテゴリ(実績など)です。
アプリケーション(オプション): 選択したロッ
ク・タイプがアプリケーションの場合、アプリ
ケーションの名前を指定します(ビジョンな
ど)。
場所(オプション): 選択したロック・タイプが
場所の場合、場所の名前を指定します。場所が
ロックされている場合、データをロードできま
せん。
場所ごとのロック(オプション): このパラメー
タは、選択した操作がロックで、選択した場所
がアプリケーションの場合に指定できます。
ターゲット・アプリケーションのロック時にこ
れが選択された場合、ターゲット・アプリケー
ションの該当の場所に存在するすべてのルー
ルがロックされ、アプリケーションレベル・ロ
ックは実施されません。
詳細は、POVのロックおよびロック解除を参
照してください
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統合名/モジ
ュール

モジュール 説明 パラメータ/説明

データ統合
の実行

Enterprise
Data
Manageme
ntおよび
Profitabilit
y and Cost
Manageme
ntを除くす
べての EPM
Cloudサー
ビス

期間の処理方法とソース・
フィルタに基づいて、統合
ルールまたはデータ・ロー
ド・ルールを実行します。
これにより、データ交換で
定義されたデータ・ロード
を月次処理スケジュール
に簡単に統合できます。

ジョブ・タイプ: 「統合」がジョブ・タイプで
す。
統合名: データ統合で定義された統合の名前。
期間名: 期間の名前。
インポート・モード: データをデータ統合にイ
ンポートする方法を決定します。
エクスポート・モード: データをデータ統合に
エクスポートする方法を決定します。
ファイル名: ネイティブ・ファイルベースのデ
ータ・ロードにのみ適用され、他のロードに指
定された場合は無視されます。
ソース・フィルタ: データ・ロード・ルールま
たは統合用に定義されたソース・フィルタを更
新するために使用されるパラメータ。
ターゲット・オプション: データ・ロード・ル
ールまたは統合用に定義されたターゲット・オ
プションを更新するために使用されるパラメ
ータ。
実行モード: クイック・モード統合にのみ適用
可能です。
これらのパラメータの詳細は、Oracle
Enterprise Performance Management Cloudの REST APIガイドの統合の実行を参照して
ください。

パイプライ
ンの実行

Enterprise
Data
Manageme
ntおよび
Account
Reconciliati
onを除くす
べての EPM
Cloudサー
ビス

選択するジョブ・パラメー
タおよび変数に基づいて
パイプラインを実行しま
す。

ジョブ・タイプ: 「パイプライン」がジョブ・
タイプです。
ジョブ名: データ統合のパイプライン用に定義
されたパイプライン・コード。
開始期間: データがロードされる最初の期間。
この期間名は、データ統合の期間マッピングに
定義されている必要があります。
終了期間: データがロードされる最後の期間。
この期間名は、データ統合の期間マッピングに
定義されている必要があります。
インポート・モード: データをデータ統合にイ
ンポートする方法を決定します。
エクスポート・モード: データをデータ統合に
エクスポートする方法を決定します。
ログの添付: 電子メールにログを添付として含
めるかどうかを示します。
電子メールの送信: パイプラインの実行時に電
子メールを送信するタイミングを決定します。
送信先: 電子メール通知の受信者電子メール
IDを決定します。
これらのパラメータの詳細は、Oracle
Enterprise Performance Management Cloudの REST APIガイドのパイプラインの実行を
参照してください。

統合ファイルのコピーおよび削除も参照してください
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Account Reconciliation用の統合

統合名/モジュール モジュール 説明 パラメータ/説明
期間ステータスの変
更

照合コンプライ
アンス

期間のステータス(オープ
ン、クローズ済、保留中、
ロック済).を変更します

Period: 期間の名前
Status: 保留中、オープン、
クローズ済、ロック済

期間終了の照合の作
成

照合コンプライ
アンス

選択したすべてのプロフ
ァイルを期間にコピーし、
成功または失敗のステー
タスを返します。

Period: 期間の名前
Filter: 照合に一致するフ
ィルタの名前

残高のインポート 照合コンプライ
アンス

データ管理を使用して、以
前に作成したデータ・ロー
ド定義から残高データを
インポートします。

Period: 期間の名前
dl_Definition: DL_name
のフォーマット(DL_test
など)を使用した、以前に
保存したデータ・ロードの
名前

事前マップ済残高の
インポート

照合コンプライ
アンス

事前マップ済残高をイン
ポートします。

Period: 期間の名前
BalanceType: サブシステ
ムまたはソース・システム
の SUB|SRC
CurrencyBucket: 通貨バ
ケット(機能など)
File: 受信トレイに関連す
るファイルの名前
(balances.csvなど)。フ
ァイルは、EPM自動化ま
たは REST APIを使用し
て ARCSにアップロード
する必要があります。

事前マップ済トラン
ザクションのインポ
ート

照合コンプライ
アンス

特定の期間の事前マップ
済トランザクションをイ
ンポートします。

TransactionType: 許可さ
れているトランザクショ
ン・タイプは、BEX (説明
付き残高)、SRC (ソース・
システムに対する調整)お
よび SUB (サブシステム
に対する調整)です
File: 受信トレイに関連す
るファイルの名前
(transactions.csvなど)。
ファイルは、EPM自動化
または REST APIを使用
して ARCSにアップロー
ドする必要があります。
DateFormat: 日付フォー
マット(MM/dd/yyyy、
dd/MM/yyyy、dd-MMM-
yy、MMM d,yyyy、Allな
ど)。
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統合名/モジュール モジュール 説明 パラメータ/説明
事前マップ済トラン
ザクションのインポ
ート

トランザクショ
ン照合

事前マップ済トランザク
ションのファイルをトラ
ンザクション照合にイン
ポートします。

DataSource: トランザク
ションがインポートされ
るデータ・ソースのテキス
ト ID
File: 受信トレイに関連す
るファイルの名前
(transactions.csvなど)。
ファイルは、EPM自動化
または REST APIを使用
して ARCSにアップロー
ドする必要があります。
ReconciliationType: トラ
ンザクション・ファイルが
インポートされる照合タ
イプのテキスト ID (銀行
から GLなど)
DateFormat: 日付フォー
マット(MM/dd/yyyy、
dd/MM/yyyy、MM-dd-
yyyy、d-M-yyyy、dd-
MMM-yy、MMM d, yyyy
など)

プロファイルのイン
ポート

照合コンプライ
アンス

特定の期間のプロファイ
ルをインポートします。

ImportType: インポー
ト・タイプ。サポートされ
る値は、Replaceおよび
ReplaceAllです
Period: インポートする期
間
ProfileType: プロファイ
ル・タイプ。サポートされ
る値は、Profilesおよび
Childrenです
File: 受信トレイに関連す
るファイルの名前
(profiles.csvなど)。ファ
イルは、EPM自動化また
は REST APIを使用して
ARCSにアップロードす
る必要があります。
DateFormat: 日付フォー
マット(MM/dd/yyyy、
dd/MM/yyyy、d-M-yyyy、
dd-MMM-yy、MMM d,
yyyy、Allなど)
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統合名/モジュール モジュール 説明 パラメータ/説明
レートのインポート 照合コンプライ

アンス
特定の期間およびレー
ト・タイプのレートをイン
ポートします。

Period: 期間の名前
RateType: レート・タイプ
(勘定など)
レートのインポート(照合
コンプライアンス)
File: 受信トレイに関連す
るファイルの名前
(rates.csvなど)。ファイ
ルは、EPM自動化または
REST APIを使用して
ARCSにアップロードす
る必要があります。
ImportType: サポートさ
れているインポート・タイ
プは、Replaceおよび
ReplaceAllです

照合のモニター 照合コンプライ
アンス

ARCSの照合のリストを
モニターします

Period: 期間の名前
Filter: 照合リストの問合
せに使用されるフィルタ
文字列

自動照合の実行 トランザクショ
ン照合

トランザクション照合で
自動照合プロセスを実行
します。

ReconTypeId: 自動照合
される照合タイプのテキ
スト ID

照合の表示 照合コンプライ
アンス

指定された期間の照合を
表示します。

Period: 期間の名前
Saved List: パブリック保
存済リストの名前

トランザクションの
表示

トランザクショ
ン照合

指定された期間のトラン
ザクションを表示します。

Period: 期間の名前
Saved List: パブリック保
存済リストの名前

Enterprise Data Management用の統合

統合名 説明 パラメータ/説明
ディメンションのエクス
ポート

ディメンションを Enterprise
Data Managementから構成済
の接続にエクスポートします。
これはプロセス自動統合です。
EPM Cloud内の事前作成済の統
合の追加を参照してください。

アプリケーション: ディメンショ
ンのエクスポート元 Enterprise
Data Managementアプリケー
ションの名前。
ディメンション: エクスポートす
るディメンションの名前。
接続: オプション。ディメンショ
ンのエクスポート先の接続の名
前。
ファイル名: ディメンションのエ
クスポート元のファイルおよび
パス。
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統合名 説明 パラメータ/説明
ディメンション・マッピン
グのエクスポート

ディメンション・マッピングを
Enterprise Data Management
から構成済の接続にエクスポー
トします。これはプロセス自動
統合です。

アプリケーション: ディメンショ
ン・マッピングのエクスポート元
Enterprise Data Management
アプリケーションの名前。
ディメンション: エクスポートす
るディメンション・マッピングの
名前。
接続: オプション。ディメンショ
ン・マッピングのエクスポート先
の接続の名前。
マッピング場所: ディメンショ
ン・マッピングのエクスポート先
場所の名前。
ファイル名: ディメンション・マ
ッピングのエクスポート元のフ
ァイルおよびパス。

ディメンションのインポ
ート

構成済の接続から Enterprise
Data Managementアプリケー
ションにディメンションをイン
ポートします。これはプロセス
自動統合です。EPM Cloud内の
事前作成済の統合の追加を参照
してください。

アプリケーション: ディメンショ
ンのインポート先 Enterprise
Data Managementアプリケー
ションの名前。
ディメンション: インポートする
ディメンションの名前。
接続: ディメンションのインポー
ト元の接続の名前。
ファイル名: ディメンションのイ
ンポート元のファイルおよびパ
ス。
インポート・オプション: オプシ
ョン。データを Enterprise
Data Managementにインポー
トする方法を決定します。

ディメンションの抽出 ディメンションを Enterprise
Data Managementから構成済
の接続に抽出します。これはプ
ロセス自動統合です。

アプリケーション: ディメンショ
ンの抽出元 Enterprise Data
Managementアプリケーション
の名前。
ディメンション: 抽出するディメ
ンションの名前。
抽出: 抽出の名前。
接続: ディメンションの抽出先の
接続の名前。
ファイル名: ディメンションの抽
出元のファイルおよびパス。

Financial Consolidation and Closeおよび Tax Reporting用の統合

統合名 説明 パラメータ/説明
キューブのクリア 入力およびレポート・キューブ内

の特定のデータをクリアします
名前: キューブのクリア・ジョブ
の名前。
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統合名 説明 パラメータ/説明
出資比率データを次の年にコピ
ー

出資比率データを年の最後の期
間から次の年の最初の期間にコ
ピーするタスクを自動化します。
詳細は、の
copyOwnershipDataToNextYear
を参照してください Oracle
Enterprise Performance
Management Cloud EPM自動化の操作

シナリオ: シナリオの名前(「実
績」など)、選択可能
年: 選択可能

キューブのリフレッシュ OLAPキューブをリフレッシュ
します。

名前: キューブのリフレッシュ・
ジョブの名前。

データのクリア プロファイル名を使用してデー
タのクリア・ジョブを実行しま
す。Financial Consolidation
and Closeでのデータのクリア
の使用に関する詳細は、データの
クリアを参照してください。Tax
Reportingでのデータのクリア
の使用に関する詳細は、データの
クリアを参照してください。

プロファイル名: データのクリア
のプロファイル名。

データのコピー プロファイル名を使用してデー
タのコピー・ジョブを実行しま
す。Financial Consolidation
and Closeでのデータのコピー
の使用に関する詳細は、データの
コピーを参照してください。Tax
Reportingでのデータのコピー
の使用に関する詳細は、データの
コピーを参照してください。

プロファイル名: データのコピー
のプロファイル名。

データのエクスポート export dataタイプのジョブで指
定されたデータのエクスポート
設定(ファイル名を含む)を使用し
て、アプリケーション・データを
ファイルにエクスポートします。
エクスポートされたデータが含
まれるファイルは、リポジトリに
格納されます。

名前: データのエクスポート・ジ
ョブの名前。
エクスポート・ファイル名: オプ
ション。データのエクスポート
先のファイル名。

データ・マッピングのエクスポー
ト

データ管理で定義されたデータ・
マッピングを指定された場所に
エクスポートします。これはプ
ロセス自動統合です。詳細は、
EPM Cloud内の事前作成済の統
合の追加を参照してください
メンバー・マッピングでは、単一
ディメンション内のソース・メン
バーとターゲット・ディメンショ
ン・メンバー間の関係が定義され
ます。

ディメンション: インポートする
特定のディメンションのディメ
ンション名(ACCOUNTなど)、ま
たはすべてのディメンションを
インポートする場合は ALL。
ファイル名: マッピングのエクス
ポート元のファイルおよびパス。
ファイル・フォーマット
は、.CSV、.TXT、.XLSまたは.XLSX
です。ファイル・パスに送信ボッ
クス(outbox)を含めます
(outbox/BESSAPPJan-06.csv.な
ど)
場所名: エクスポート先場所の名
前。
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統合名 説明 パラメータ/説明
出資比率データのエクスポート 出資比率データをエンティティ

からカンマ区切りの CSVファイ
ルにエクスポートするタスクを
自動化します。詳細は、の
exportOwnershipDataを参照し
てください Oracle Enterprise
Performance Management
Cloud EPM自動化の操作

エンティティ : エンティティの名
前。
シナリオ: シナリオの名前(「実
績」など)選択可能。
年: 選択可能
期間: 期間の名前(1月など)選択
可能。
ファイル名: エクスポートするフ
ァイルの名前。

データのインポート import dataタイプのジョブで
指定されたデータのインポート
設定を使用して、リポジトリ内の
ファイルからアプリケーション
にデータをインポートします。

名前: データのインポート・ジョ
ブの名前。
インポート・ファイル名: オプシ
ョン。データのインポート元の
ファイル名。

データ・マッピングのインポート データ管理で定義されたデータ・
マッピングを指定された場所に
インポートします。これはプロ
セス自動統合です。
メンバー・マッピングでは、単一
ディメンション内のソース・メン
バーとターゲット・ディメンショ
ン・メンバー間の関係が定義され
ます。
選択した Excel (.CSVまた
は.TXT)ファイルから、メンバー・
マッピングをインポートできま
す。

ジョブ・タイプ: ジョブ・タイプ、
MAPPINGIMPORT。
ジョブ名: インポートする特定の
ディメンションのディメンショ
ン名(ACCOUNTなど)、またはす
べてのディメンションをインポ
ートする場合は ALL。
ファイル名: マッピングのインポ
ート元のファイルおよびパス。
ファイル・フォーマット
は、.CSV、.TXT、.XLSまたは.XLSX
です。ファイルは、インポート前
に、受信ボックスまたは受信ボッ
クスのサブディレクトリのいず
れかにアップロードされている
必要があります。ファイル・パス
に受信ボックス(inbox)を含めま
す(inbox/BESSAPPJan-06.csv.な
ど)
インポート・モード: 新規ルール
を追加する、または既存ルールを
置換するMERGE、あるいはイン
ポート前に以前のマッピング・ル
ールをクリアする REPLACE。
検証モード: 検証モードを使用す
るかどうか(trueまたは false)。
trueのエントリは、ターゲット・
アプリケーションに対してター
ゲット・メンバーを検証します。
falseは、検証なしでマッピング・
ファイルをロードします。検証
プロセスはリソースを大量に消
費し、検証モードが falseの場合
よりも時間がかかります。ほと
んどのユーザーが選択するオプ
ションは falseです
場所名: マッピング・ルールをロ
ードするデータ管理の場所。マ
ッピング・ルールはデータ管理の
場所に固有です。
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統合名 説明 パラメータ/説明
メタデータのインポート import metadataタイプのジョ

ブで指定されたメタデータのイ
ンポート設定を使用して、リポジ
トリ内のファイルからアプリケ
ーションにメタデータをインポ
ートします。

名前: メタデータのインポートで
定義されたバッチの名前。

出資比率データのインポート 出資比率データを環境で使用可
能な CSVファイルから期間にイ
ンポートするタスクを自動化し
ます。詳細は、の
importOwnershipDataを参照し
てください Oracle Enterprise
Performance Management
Cloud EPM自動化の操作

シナリオ: シナリオの名前(「実
績」など)選択可能。
年: 選択可能
期間: 期間の名前(1月など)選択
可能。
ファイル名: インポートするファ
イルの名前。

仕訳期間 仕訳期間を自動的にオープンま
たはクローズします。
「承認済」および「転記の戻し済」
の仕訳が存在しない場合のみ、期
間がクローズされます。「承認済」
および「転記の戻し済」の仕訳が
存在する場合、期間はクローズさ
れず、エラーが返されます。
「作業中」および「送信済」ステ
ータスの「転記の戻し済」仕訳が
存在する場合、期間は警告付きで
クローズされます。

シナリオ: シナリオの名前(「実
績」など)
年: 年(FY20など)
期間: 期間の名前(1月など)
アクション: 「オープン」または
「クローズ」

エンタープライズ仕訳のモニタ
ー
ノート: この統合は、Financial
Consolidation and Closeにのみ
適用されます

年/期間またはフィルタされたリ
スト内で仕訳の完了ステータス
をモニターします。

年: オプション。年(2022など)。
選択可能。
期間: オプション。期間の名前(1
月など)。選択可能。
フィルタ名: オプション。エンタ
ープライズ仕訳のステータスを
モニターするために作成したフ
ィルタの名前。
ノート: すべてのパラメータはオ
プションですが、少なくともフィ
ルタ名または年と期間を指定す
る必要があります。

出資比率データの再計算 出資比率データを再計算するタ
スクを自動化します。詳細は、の
recomputeOwnershipDataを参
照してください Oracle
Enterprise Performance
Management Cloud EPM自動化の操作

シナリオ: シナリオの名前(「実
績」など)
年: 年(FY20など)
期間: 期間の名前(1月など)
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統合名 説明 パラメータ/説明
バッチ・ルールの実行 データ管理で定義されたジョブ

のバッチを実行します
名前: 実行されるレポートの名前
(POVのディメンション・マップ
(ディメンション、カテゴリ、期
間)のパスなど)
レポート・フォーマット・タイ
プ: レポートのファイル形式
(PDF、XLSXまたは HTML)
パラメータ: 数および値は、レポ
ートによって異なります
Location: レポートの場所
(Comma_Visionなど)
Run As: 「ワークフロー」タブで
このパラメータを指定する必要
があります。

ビジネス・ルールの実行 ビジネス・ルールを起動します。 名前: 定義されている正確なビジ
ネス・ルール名。
パラメータ: JSON構文の実行時
プロンプト。パラメータ名は、ル
ール定義で定義された名前と完
全に同じにする必要があります。
たとえば、
{ "MyScenario1":"Current",
"MyVersion1":"BU Version_1",
"ToEntity":"CA",
"Rule_Level_Var":"AZ",
"planType":"Plan1"}
次のフォーマットもサポートさ
れています。例:
"Scenario=Actual"
"Entity=Total Geography"
"Year=FY21" "Period=Apr"

ビジネス・ルールセットの実行 ビジネス・ルールセットを起動し
ます。実行時プロンプトのない
ルールセットやデフォルト値の
ある実行時プロンプトはサポー
トされます。

名前: 定義されている正確なビジ
ネス・ルールセット名。
パラメータ: JSON構文の実行時
プロンプト。パラメータ名は、ル
ール定義で定義された名前と完
全に同じにする必要があります。
たとえば、
{ "MyScenario1":"Current",
"MyVersion1":"BU Version_1",
"ToEntity":"CA",
"Rule_Level_Var":"AZ",
"planType":"Plan1"}
次のフォーマットもサポートさ
れています。例:
"Scenario=Actual"
"Entity=Total Geography"
"Year=FY21" "Period=Apr"
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統合名 説明 パラメータ/説明
連結の実行 このタスクは、連結を実行するユ

ーティリティ・タスクです。タス
クでは、シナリオ、年、期間およ
びエンティティなど、タスクを実
行するためのパラメータの入力
をユーザーに求めます。

シナリオ
年
期間
エンティティ : カンマで区切って
複数のエンティティを追加でき
ます。
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統合名 説明 パラメータ/説明
データ・ルールの実行 指定した開始期間および終了期

間とインポート・オプションまた
はエクスポート・オプションに基
づいて、データ管理のデータ・ロ
ード・ルールを実行します。

ジョブ名: データ管理で定義され
たデータ・ロード・ルールの名
前。
開始期間: データがロードされる
最初の期間。この期間名は、デー
タ管理の期間マッピングに定義
されている必要があります。
終了期間: データがロードされる
最後の期間。この期間名は、デー
タ管理の期間マッピングに定義
されている必要があります。
インポート・モード: データをデ
ータ管理にインポートする方法
を決定します。
APPEND: 既存のルールに追加し
ます
データ管理の POVデータ
REPLACE: POVデータを削除し
てファイルからのデータで置換
します
RECALCULATE: データのインポ
ートをスキップしますが、更新さ
れたマッピングおよび論理勘定
科目があるデータは再処理しま
す。
NONE: データ管理のステージン
グ表へのデータ・インポートをス
キップします
エクスポート・モード: データを
データ管理にエクスポートする
方法を決定します。
STORE_DATA: データ管理のステ
ージング表のデータを Financial
Consolidation and Closeまたは
Tax Reportingの既存のデータ
とマージします
ADD_DATA: データ管理のステー
ジング表のデータを Financial
Consolidation and Closeまたは
Tax Reportingに追加します
SUBTRACT_DATA: データ管理の
ステージング表のデータを
Financial Consolidation and
Closeまたは Tax Reportingの
既存のデータから削除します
REPLACE_DATA: POVデータを
クリアしてデータ管理のステー
ジング表のデータで置換します。
データがクリアされる対象は、シ
ナリオ、バージョン、年、期間お
よびエンティティです
NONE: データ管理から
Financial Consolidation and
Closeまたは Tax Reportingへ
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統合名 説明 パラメータ/説明
のデータのエクスポートをスキ
ップします
ファイル名: オプション。ファイ
ル名を指定しないと、この APIに
よって、データ・ロード・ルール
に指定されたファイル名に含ま
れるデータがインポートされま
す。データ・ファイルは、デー
タ・ルールの実行前に受信ボック
スにすでに存在している必要が
あります。
Run As: 「ワークフロー」タブで
このパラメータを指定する必要
があります。

強制連結の実行 このタスクは、強制連結を実行す
るユーティリティ・タスクです。
タスクでは、シナリオ、年、期間
およびエンティティなど、タスク
を実行するためのパラメータの
入力をユーザーに求めます。

シナリオ
年
期間
エンティティ : カンマで区切って
複数のエンティティを追加でき
ます。

強制換算の実行 このタスクは、強制換算を実行す
るユーティリティ・タスクです。
タスクでは、シナリオ、年、期間
およびエンティティなど、タスク
を実行するためのパラメータの
入力をユーザーに求めます。

シナリオ
年
期間
エンティティ : カンマで区切って
複数のエンティティを追加でき
ます。

換算の実行 このタスクは、換算を実行するユ
ーティリティ・タスクです。タス
クでは、シナリオ、年、期間およ
びエンティティなど、タスクを実
行するためのパラメータの入力
をユーザーに求めます。

シナリオ
年
期間
エンティティ : カンマで区切って
複数のエンティティを追加でき
ます。

Planningおよび Planningモジュール用の統合

統合名 説明 パラメータ/説明
キューブのクリア 入力およびレポート・キューブ

内の特定のデータをクリアし
ます

名前: キューブのクリア・ジョ
ブの名前。

キューブのリフレッシュ OLAPキューブをリフレッシ
ュします。

名前: キューブのリフレッシ
ュ・ジョブの名前。

データのエクスポート export dataタイプのジョブ
で指定されたデータのエクス
ポート設定(ファイル名を含
む)を使用して、アプリケーシ
ョン・データをファイルにエク
スポートします。エクスポー
トされたデータが含まれるフ
ァイルは、リポジトリに格納さ
れます。

名前: データのエクスポート・
ジョブの名前。
エクスポート・ファイル名: オ
プション。データのエクスポ
ート先のファイル名。
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統合名 説明 パラメータ/説明
データのインポート import dataタイプのジョブ

で指定されたデータのインポ
ート設定を使用して、リポジト
リ内のファイルからアプリケ
ーションにデータをインポー
トします。

名前: データのインポート・ジ
ョブの名前。
インポート・ファイル名: オプ
ション。データのインポート
元のファイル名。

メタデータのインポート import metadataタイプのジ
ョブで指定されたメタデータ
のインポート設定を使用して、
リポジトリ内のファイルから
アプリケーションにメタデー
タをインポートします。

名前: メタデータのインポート
で定義されたバッチの名前。

バッチの実行 データ管理で定義されたジョ
ブのバッチを実行します

名前: 実行されるレポートの名
前(POVのディメンション・マ
ップ(ディメンション、カテゴ
リ、期間)のパスなど)
レポート・フォーマット・タイ
プ: レポートのファイル形式
(PDF、XLSXまたは HTML)
パラメータ: 数および値は、レ
ポートによって異なります
Location: レポートの場所
(Comma_Visionなど)

ビジネス・ルールの実行 ビジネス・ルールを起動しま
す。

名前: 定義されている正確なビ
ジネス・ルール名。
パラメータ: JSON構文の実行
時プロンプト。パラメータ名
は、ルール定義で定義された名
前と完全に同じにする必要が
あります。たとえば、
{ "MyScenario1":"Current",
"MyVersion1":"BU
Version_1", "ToEntity":"CA",
"Rule_Level_Var":"AZ",
"planType":"Plan1"}
次のフォーマットもサポート
されています。例:
"Scenario=Actual"
"Entity=Total Geography"
"Year=FY21" "Period=Apr"
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統合名 説明 パラメータ/説明
ビジネス・ルールセットの実行 ビジネス・ルールセットを起動

します。実行時プロンプトの
ないルールセットやデフォル
ト値のある実行時プロンプト
はサポートされます。

名前: 定義されている正確なビ
ジネス・ルールセット名。
パラメータ: JSON構文の実行
時プロンプト。パラメータ名
は、ルール定義で定義された名
前と完全に同じにする必要が
あります。たとえば、
{ "MyScenario1":"Current",
"MyVersion1":"BU
Version_1", "ToEntity":"CA",
"Rule_Level_Var":"AZ",
"planType":"Plan1"}
次のフォーマットもサポート
されています。例:
"Scenario=Actual"
"Entity=Total Geography"
"Year=FY21" "Period=Apr"
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統合名 説明 パラメータ/説明
データ・ルールの実行 指定した開始期間および終了

期間とインポート・オプション
またはエクスポート・オプショ
ンに基づいて、データ管理のデ
ータ・ロード・ルールを実行し
ます。

ジョブ名: データ管理で定義さ
れたデータ・ロード・ルールの
名前。
開始期間: データがロードされ
る最初の期間。この期間名は、
データ管理の期間マッピング
に定義されている必要があり
ます。
終了期間: データがロードされ
る最後の期間。この期間名は、
データ管理の期間マッピング
に定義されている必要があり
ます。
インポート・モード: データを
データ管理にインポートする
方法を決定します。
APPEND: 既存のルールに追加
します
データ管理の POVデータ
REPLACE: POVデータを削除
してファイルからのデータで
置換します
RECALCULATE: データのイン
ポートをスキップしますが、更
新されたマッピングおよび論
理勘定科目があるデータは再
処理します。
NONE: データ管理のステージ
ング表へのデータ・インポート
をスキップします
exportMode: データをデータ
管理にエクスポートする方法
を決定します。
STORE_DATA: データ管理の
ステージング表のデータを既
存の Oracle Hyperion
Planningデータとマージしま
す
ADD_DATA: データ管理のス
テージング表のデータを
Planningに追加します
SUBTRACT_DATA: データ管
理のステージング表のデータ
を既存の Planningデータか
ら削除します
REPLACE_DATA: POVデータ
をクリアしてデータ管理のス
テージング表のデータで置換
します。データがクリアされ
る対象は、シナリオ、バージョ
ン、年、期間およびエンティテ
ィです
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統合名 説明 パラメータ/説明
NONE: データ管理から
Planningへのデータのエクス
ポートをスキップします
ファイル名: オプション。ファ
イル名を指定しないと、この
APIによって、データ・ロー
ド・ルールに指定されたファイ
ル名に含まれるデータがイン
ポートされます。データ・ファ
イルは、データ・ルールの実行
前に受信ボックスにすでに存
在している必要があります。

Profitability and Cost Management用の統合

統合名 説明 パラメータ/説明
データ権限の適用 指定された Oracle

Profitability and Cost
Management Cloudアプリケ
ーションのデータ権限を適用
します。この APIは、Essbase
でのデータ権限を作成して適
用するジョブを発行します。
この APIは、Essbaseでの既存
のすべてのデータ権限を削除
し、アプリケーションの最新情
報を持つデータ権限を再作成
します。問題が発生した場合
に、データ権限の修復にも使用
できます。

なし

MLキューブのデプロイ 選択された Oracle
Profitability and Cost
Management Cloudアプリケ
ーションの計算キューブをデ
プロイまたは再デプロイしま
す。

isKeepData: 既存のデータを
保存するかどうかを指定しま
す
isReplacecube: 既存のデータ
を置換するかどうかを指定し
ます
comment: ユーザー・コメント
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統合名 説明 パラメータ/説明
ML計算の実行 選択されたアプリケーション

の計算を実行またはクリアし
ます。管理元帳で使用します。

povGroupMember: 計算を実
行する POVグループ・メンバ
ー(2015_January_Actualな
ど)
isClearCalculated: 計算デー
タをクリアするかどうか(true
または false)
subsetStart: ルールセット開
始連番
subsetEnd: ルールセット終了
連番
Rule: SINGLE_RULEのルール
名
ruleSetName: SINGLE_RULE
オプションのルールセット名
exeType: 実行タイプは、実行
するルールを指定します。使
用可能な値は、ALL_RULES、
RULESET_SUBSET、
SINGLE_RULEです。他のパ
ラメータは、exeTypeの値に
応じて必要です。
exeType: ALL_RULESは
subsetStart、subsetEnd、
ruleSetName、ruleNameな
ど、他のすべてのオプションを
上書きします。
exeType: RULESET_SUBSET
は subsetStartおよび
subsetEndのみを考慮しま
す。
exeType: SINGLE_RULEは
ruleSetNameおよび
ruleNameのみを考慮します。
Comment: コメント・テキスト
を使用します。
Delimiter: POVグループ・メ
ンバーの文字列区切り文字(ア
ンダースコア(_)など)。
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統合名 説明 パラメータ/説明
ML POVのクリア モデル・アーティファクトとデ

ータをアプリケーションの
POVの組合せからクリアしま
す。

POV GroupMember: 計算を
実行する POVグループ・メン
バー(2015_January_Actualな
ど)
isManageRule: プログラム・
ルール詳細をクリアするかど
うか
isInputData: 入力データをク
リアするかどうか
IsAllocatedValues: 割り当て
られた値をクリアするかどう
か
stringDelimiter: POVグルー
プ・メンバーの文字列区切り文
字

ML POVのコピー モデル・アーティファクトとデ
ータをアプリケーションのソ
ース POVの組合せから宛先
POVの組合せにコピーしま
す。管理元帳アプリケーショ
ンで使用します。

POV: パスに含まれます
srcPOVMemberGroup: ソー
ス POVメンバー・グループ
(2014_January_Actualなど)
destPOVMemberGroup: 宛先
POVメンバー・グループ
(2014_March_Actualなど)
isManageRule: プログラム・
ルール詳細をコピーするかど
うか
isInputData: 入力データをコ
ピーするかどうか
modelViewName: ソース
POVから宛先 POVにデータ
のスライスをコピーするかど
うか
宛先 POVの作成: 宛先 POVが
存在していない場合に作成す
るかどうか
文字列区切り文字: POVグル
ープ・メンバーの文字列区切り
文字
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統合名 説明 パラメータ/説明
データ・ルールの実行 指定した開始期間および終了

期間とインポート・オプション
またはエクスポート・オプショ
ンに基づいて、データ管理のデ
ータ・ロード・ルールを実行し
ます。

ジョブ名: データ管理で定義さ
れたデータ・ロード・ルールの
名前。
開始期間: データがロードされ
る最初の期間。この期間名は、
データ管理の期間マッピング
に定義されている必要があり
ます。
終了期間: データがロードされ
る最後の期間。この期間名は、
データ管理の期間マッピング
に定義されている必要があり
ます。
インポート・モード: データを
データ管理にインポートする
方法を決定します。
APPEND: 既存のルールに追加
します
データ管理の POVデータ
REPLACE: POVデータを削除
してファイルからのデータで
置換します
RECALCULATE: データのイン
ポートをスキップしますが、更
新されたマッピングおよび論
理勘定科目があるデータは再
処理します。
NONE: データ管理のステージ
ング表へのデータ・インポート
をスキップします
エクスポート・モード: データ
をデータ管理にエクスポート
する方法を決定します。
STORE_DATA: データ管理の
ステージング表のデータを既
存の Profitability and Cost
Managementデータとマージ
します
ADD_DATA: データ管理のス
テージング表のデータを
Profitability and Cost
Managementに追加します
SUBTRACT_DATA: データ管
理のステージング表のデータ
を既存の Profitability and
Cost Managementデータか
ら削除します
REPLACE_DATA: POVデータ
をクリアしてデータ管理のス
テージング表のデータで置換
します。データがクリアされ
る対象は、シナリオ、バージョ
ン、年、期間およびエンティテ
ィです
NONE: データ管理から
Profitability and Cost
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統合名 説明 パラメータ/説明
Managementへのデータのエ
クスポートをスキップします
ファイル名: オプション。ファ
イル名を指定しないと、この
APIによって、データ・ロー
ド・ルールに指定されたファイ
ル名に含まれるデータがイン
ポートされます。データ・ファ
イルは、データ・ルールの実行
前に受信ボックスにすでに存
在している必要があります。

バッチ・ルールの実行 データ管理で定義されたジョ
ブのバッチを実行します

ジョブ名: データ管理で定義さ
れたバッチの名前。

ディメンションの更新 フラット・ファイルを使用して
作成されるアプリケーション
の新しいディメンション・フラ
ット・ファイルをアップロード
します。これはプロセス自動
統合です。詳細は、ジョブとし
てのディメンションの更新を
参照してください

ファイル名: データ・ファイル
名
区切り文字: オプション・パラ
メータ

統合ファイルのコピーおよび削除
EPM Cloudでは、次の統合が一般的です:

• <EPM Cloud Service>からファイルをコピー
• <EPM Cloud Service>にファイルをコピー
• <EPM Cloud Service>からファイルを削除
例

これらの統合を実行するには:
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1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「統合」タブをクリックします。
3. 事前作成済の統合のリストから、「<EPM Cloud Service>からファイルをコピー」を選択
します。これにより、現在のタスク・マネージャ・サービスからリモート EPM Cloud
Serviceにファイルがコピーされます。たとえば、Tax Reportingでタスク・マネージャを
構成し、Account Reconciliation接続を設定した場合、Tax Reportingからファイルをコ
ピーによって Tax Reportingから Account Reconciliationにファイルがコピーされます。

Note:

これは、Enterprise Data Managementを除くすべてのリモート EPM Cloud
Serviceに適用されます。

• 次のパラメータを入力します:

– ファイル名: コピーするファイルを参照して選択します。
– ファイルに名前を付けて保存: (元のファイル名とは異なる)ファイル名を入力し
ます。

– 外部ディレクトリ名(オプション): ディレクトリの名前を選択します。
• 「保存」と「閉じる」をクリックします。

4. 「<EPM Cloud Service>にファイルをコピー」を選択します。これにより、別の EPM
Cloud Serviceから、タスク・マネージャが構成されている現在のサービスにファイルが
コピーされます。

Note:

これは、Enterprise Data Managementを除くすべてのリモート EPM Cloud
Serviceに適用されます。

• 次のパラメータを入力します:

– ファイル名: コピーするファイルを参照して選択します。
– ファイルに名前を付けて保存: (元のファイル名とは異なる)ファイル名を入力し
ます。

– 外部ディレクトリ名(オプション): ディレクトリの名前を選択します。
• 「保存」と「閉じる」をクリックします。

5. 「<EPM Cloud Service>からファイルを削除」を選択します。これにより、EPM Cloudサ
ービスからファイルが削除されます。
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Note:

これは、Enterprise Data Managementを除くすべてのリモート EPM
Cloud Serviceに適用されます。

• 「ファイル名」で、コピーするファイルを参照して選択します。

• 「保存」と「閉じる」をクリックします。
EPM Cloud用の自動化統合も参照してください。

クラウドおよびオンプレミス・アプリケーション
との統合の管理

この付録では、次の事前作成済のタスク・マネージャ統合の設定方法について説明し
ます:

• Oracle Cloud ERP統合
• オンプレミス統合
• オンプレミス Oracle E-Business Suiteイベント・モニタリング統合
EPM Cloudは、Oracle Integration Cloudをタスク・マネージャの統合プラットフォー
ムとして使用して、EPM Cloud以外のサービスで自動化されたタスクを実行します。
次の図に、Tax Reportingに適用されるシステムおよびユーザー・フローを示します:
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Oracle Cloud ERP用のエンド・ユーザー統合
タスク・マネージャのエンド・ユーザー統合では、リモートのクラウド環境の機能にアクセ
スできます。この項に、Oracle Cloud ERPに対する使用可能な タスク・マネージャのエン
ド・ユーザー統合をリストします。
リモートのクラウドの機能の説明は、そのクラウド・サービスのドキュメントを参照してく
ださい。
Oracle Cloud ERP - Assets用のエンド・ユーザー統合
• 総勘定元帳との資産残高突合せ
• 資産取得価額要約
• 資産償却累計額要約
• 減価償却の計算
• 繰延償却の計算
• CIP資産の資産計上
• 資産会計の作成
• 仕訳償却累計額元帳レポート
• 資産割当の管理
• 資産財務トランザクションの管理
• 一括除・売却の管理
• 一括振替の管理
• 税務台帳の定期一括コピー
• 期間クローズ例外レポート
• ソース明細の準備および一括追加の転記の発行
• 資産の再稼働
• 資産の除・売却
Oracle Cloud ERP - Cash Management用のエンド・ユーザー統合
• 銀行取引明細書突合せ
• 会計の作成
• 現金の総勘定元帳との突合せレポート
• 補助元帳期間クローズ例外レポート
Oracle Cloud ERP - General Ledger用のエンド・ユーザー統合
• 仕訳の自動転記
• 仕訳の自動逆仕訳
• 総勘定元帳期間のクローズ
• 配賦ルールの作成
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• 貸借対照表決算整理仕訳の作成
• 損益計算書決算整理仕訳の作成
• 買掛/未払金の総勘定元帳との突合せデータの抽出
• 売掛/未収金の総勘定元帳との突合せデータの抽出
• 財務レポート・センター作業領域
• 一般会計ダッシュボード
• 配賦ルールの生成
• 総勘定元帳残高試算表
• 総勘定元帳平均残高試算表
• 総勘定元帳仕訳レポート
• 総勘定元帳一般仕訳レポート
• 一般会計仕訳詳細レポート
• 総勘定元帳仕訳帳レポート
• 総勘定元帳仕訳バッチ要約レポート
• 一般会計勘定科目詳細レポート
• 総勘定元帳相対勘定の勘定科目分析レポート
• 総勘定元帳平均残高監査会計分析レポート
• 総勘定元帳勘定科目分析レポート
• 総勘定元帳残高試算表レポート
• 仕訳のインポート
• 総勘定元帳の会計期間の管理
• 仕訳の管理
• 総勘定元帳期間のオープン
• 期間クローズ・ダッシュボード
• 買掛/未払金の総勘定元帳との突合せ
• 売掛/未収金の総勘定元帳との突合せ
• 残高の再評価
• 換算
• 残高相互元帳の転送
• セカンダリ元帳への残高の転送
Oracle Cloud ERP - Intercompany用のエンド・ユーザー統合
• 会社間勘定詳細レポート
• 会社間照合
• 会社間トランザクション要約レポート
• 会社間トランザクション作業領域
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• 会社間期間ステータスの管理
• 会社間トランザクションを総勘定元帳に転送
• 会社間トランザクションを売掛/未収金に転送
• 会社間トランザクションを買掛/未払金に転送
Oracle Cloud ERP - Payables用のエンド・ユーザー統合
• 欠落している換算レートの適用
• 未完了の支払プロセス要求の完了または取消
• 買掛/未払金会計の作成
• 一括追加の作成
• 買掛/未払金の総勘定元帳との突合せデータの抽出
• 買掛/未払金請求書のインポート
• 買掛/未払金支払要求のインポート
• 買掛/未払金期間の管理
• オープン項目評価替えレポート
• 買掛/未払金未計上トランザクション・レポート
• 買掛/未払金請求書ランディング・ページ
• スイープ・オプションを指定した買掛/未払金未計上トランザクション・レポート
• 買掛/未払金残高試算表レポート
• 期間クローズ例外レポート
• 買掛/未払金の総勘定元帳との突合せレポートの確認
• トランザクション承認待ち
• 原価を原価管理に転送
• 満期支払手形ステータスの更新
• 満期支払手形ステータスの更新
• 未検証トランザクションの検証
Oracle Cloud ERP - Receivables用のエンド・ユーザー統合
• 顧客与信の承認または否認
• 請求作業領域
• 入金の自動決済
• 自動請求調整の作成
• 自動入金バッチの作成
• 入金送金バッチの作成
• 延滞手数料バッチの作成
• 自動入金消込の作成
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• 売掛/未収金会計の作成
• 売掛/未収金から総勘定元帳への突合せデータの抽出
• 自動インボイスのインポート: マスター
• 売掛/未収金会計期間の管理
• 収益調整の管理
• 売掛/未収金残高作業領域
• ロック・ボックスを介した入金の処理
• 収益の認識
• 総勘定元帳勘定科目別売掛/未収金年齢調べレポート
• 補助元帳期間クローズ例外レポートの発行
Oracle Cloud ERP - Tax用のエンド・ユーザー統合
• 税金突合せレポート
• 課税対象勘定別税金突合せレポート
Cloud ERP統合のアプリケーション・トークン値
トークン名: SERVER

トークンの説明: たとえば、この架空の URLのように、URLベースの統合に使用され
るプロパティ: https://customer_chosen_domain_name_fa.DC.oraclecloud.com

ノート:

URLの末尾にスラッシュ( / )を指定しないでください。

タスク・マネージャで ERP Cloudタスクを表示するための前提条件
タスク・マネージャで ERP Cloudタスクを表示するには、Cloud ERPアプリケーショ
ンで iFrame内のサイトを表示できるようにする必要があります。Cloud ERPを開い
たときに<Cloud ERP URL>への接続が拒否されましたというエラーが表示された空白
のページが表示された場合は、これらの前提条件を満たしていることを確認してくだ
さい。
1. Identity Cloud Service (IDCS) - iFrameを介した認証を許可します

a. IDCS管理コンソールのナビゲーション・トレイで、「設定」 > 「セッション設
定」をクリックします。

b. すべての Cross-Origin Resource Sharing (CORS)スライダを有効にします。
c. 許可されたソース・ドメイン名に、EPMルート URLを入力します
d. 「保存」をクリックします。IDCS - IFrameを介した認証を許可する方法(ドキ
ュメント ID 2565100.1)を参照してください。
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ノート:

IDCSを使用せず、シングル・サインオンに Oktaなどの他のアプリケーション
を使用している場合は、EPM用にそのアプリケーションで Cross-Origin
Resource Sharing (CORS)を有効にする必要があります。

2. Oracle Cloud ERP Applications管理者に、次のプロファイル・オプションについて Oracle
Cloudアプリケーションに EPM Cloudルート URLを追加して、Cross-Origin Resource
Sharing (CORS)を有効にするように要求します:

• ORA_CORS_ORIGINS

• ORACLE.ADF.VIEW.ALLOWED_ORIGINS

プロファイル値を更新するには:

a. Cloud ERPアプリケーションに管理者としてログインします。
b. ユーザー管理メニューから、設定および保守に移動します。
c. 管理者プロファイル値の管理を検索します。
d. プロファイル・コードとして ORACLE.ADF.VIEW.ALLOWED_ORIGINSを入力し、
「検索」をクリックします。

e. プロファイル値セクションで、値を指定します。サード・パーティの URLにアクセ
スするには、'self'とサード・パーティの URLを含めます(区切り文字として空白を使
用します)。例:
'self' <空白> <url>

参照
• Fusion Applicationsでのデータのフェッチの問題を回避するための

"ORACLE.ADF.VIEW.ALLOWED_ORIGINS"の有効な値(ドキュメント ID
2571613.1)

• ORACLE.ADF.VIEW.ALLOWED_ORIGINSプロファイル・オプションの使用方法
(ドキュメント ID 2856584.1)

• Visual Builder Studioの管理
f. ORA_CORS_ORIGINSプロファイル・オプションについても同じステップを繰り返
します。

Oracle Cloud ERPに対するイベント・モニタリング統合
この項に、Oracle Cloud ERPに同梱されているイベント・モニタリング統合をリストしま
す。

ノート:

カスタムのプロセス自動化または Oracle Cloud ERPとのイベント・モニタリング
統合については、カスタム・タスク・マネージャ統合の作成を参照してください。
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サポートされている Oracle Cloud ERP General Ledgerのイベント
次の一般会計イベントがサポートされています。

ソース イベント 説明
一般会計 会計期間クローズ 一般会計の会計期間がクローズするとシグナル

を送信します。
一般会計 会計期間オープン 一般会計の会計期間がオープンするとシグナル

を送信します。
一般会計 会計期間再オープン 一般会計の会計期間が再オープンするとシグナ

ルを送信します。
一般会計 仕訳バッチ承認 仕訳バッチが承認されるとシグナルを送信しま

す。
一般会計 仕訳バッチ完了 仕訳バッチが転記されるとシグナルを送信しま

す

すぐに使用できる既存の接続に追加された統合
この表には追加された統合と、それらを使用してタスク・マネージャからモニターで
きるビジネス・イベントが記載されています。次のものが含まれます。
• タスク・マネージャ内の統合タイプ
• タスク・マネージャ内のタスク・タイプ
• Integration Cloud内の統合フロー

接続名 統合名 統合コード イベント名 説明 パラメータ
Oracle Cloud
ERP - General
Ledger

期間クロー
ズ・イベント

R13GLPeriod
Close

会計期間クロ
ーズ

Oracle Cloud
ERP General
Ledger期間
クローズ・イ
ベント・モニ
タリング

LedgerName:
元帳の名前。
たとえば、US
Primary
Ledger。
Period: 期間の
名前。たとえ
ば、01-19。

Oracle Cloud
ERP - General
Ledger

期間オープ
ン・イベント

R13GLPeriod
Open

会計期間オー
プン

Oracle Cloud
ERP General
Ledger期間
オープン・イ
ベント・モニ
タリング

LedgerName:
元帳の名前。
たとえば、US
Primary
Ledger。
Period: 期間の
名前。たとえ
ば、01-19。

Oracle Cloud
ERP - General
Ledger

期間再オープ
ン・イベント

R13GLPeriod
Reopen

会計期間再オ
ープン

Oracle Cloud
ERP General
Ledger期間
再オープン・
イベント・モ
ニタリング

LedgerName:
元帳の名前。
たとえば、US
Primary
Ledger。
Period: 期間の
名前。たとえ
ば、01-19。
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接続名 統合名 統合コード イベント名 説明 パラメータ
Oracle Cloud
ERP - General
Ledger

仕訳承認イベ
ント

R13GLJourna
lBatchAppro
ve

仕訳バッチ承
認

Oracle Cloud
ERP General
Ledger仕訳
バッチ承認イ
ベント・モニ
タリング

BatchName:
仕訳バッチ名
Period: 期間の
名前。たとえ
ば、01-19。

Oracle Cloud
ERP - General
Ledger

仕訳転記イベ
ント

R13GLJourna
lBatchPost

仕訳バッチ転
記

Oracle Cloud
ERP General
Ledger仕訳
バッチ転記イ
ベント・モニ
タリング

BatchName:
仕訳バッチ名
Period: 期間の
名前。たとえ
ば、01-19。

タスク・マネージャでの統合の設定
タスク・マネージャでは、Oracle Cloud ERP - General Ledgerのイベント・モニタリング統
合を作成できます。イベント・モニタリング統合は、他のクラウド・サービスまたはオンプ
レミス・アプリケーションで外部イベントが発生するとトリガーされます。
Oracle Cloud ERPでビジネス・イベントが有効化されていることを確認します。REST API
を使用してイベントを確認できます。Oracle Financials Cloud REST APIガイドの「ERPビ
ジネス・イベント RESTエンドポイント」の項にある次のトピックを参照してください:

https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/financials/22d/farfa/api-erp-business-events.html

イベントを検証するには、すべてのビジネス・イベント・レコードの取得に関する項を参照
してください。
イベントが有効化されていない場合は、ビジネス・イベントに対する使用可能インジケータ
の更新に関する項を参照してください。
タスク・マネージャは、外部アプリケーションとのすべての統合に Oracle Integration Cloud
を使用します。Basic認証または OAuth 2.0認証を使用して、タスク・マネージャで Oracle
Integration Cloudへの接続を設定できます。

ノート:

• Oracle Integration Cloud Generation 2では、Basic認証と OAuth 2.0の両方が
サポートされています。

• Oracle Integration Cloud Generation 3では、OAuth 2.0のみがサポートされて
います。

• Basic認証ユーザーには、Oracle Integration Cloudのサービス管理者役割が必要
です。

• OAuth 2.0では、クライアント資格証明のみがサポートされています。OAuth
2.0クライアント・アプリケーションでは、Oracle Integration Cloudのサービス
管理者役割が必要で、許可されるスコープはすべてである必要があります。

OAuth 2.0接続を設定する前に、アクセス・トークン URL、クライアント ID、クライアント・
シークレット、スコープなどのクライアント資格証明があることを確認してください。OAuth
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クライアント・アプリケーションの設定については、Oracle Integration Cloud
Generation 3のドキュメントの Oracle Integrationの OAuth認証を参照してください。
タスク・マネージャで Integration Cloud接続を設定するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」を
クリックします。

2. 左側の「統合」タブをクリックします。
3. 「接続の管理」をクリックし、「アクション」から「Integration Cloud接続」を選
択します。

4. 次のいずれかの認証メカニズムを選択します:

• Basic認証: Integration Cloudの URL、サービス管理者のユーザー IDおよびパ
スワードを指定します。

• OAuth 2.0: Integration Cloudの URL、アクセス・トークン URL、クライアン
ト ID、クライアント・シークレットおよびスコープを指定します。

ノート:

URLの入力形式: https://<SERVICE_NAME>-
<TENANT_NAME>.integration.ocp.oraclecloud.com

5. 「検証」をクリックします。検証が成功したら、「保存」をクリックします。これに
より、接続のサーバーおよび資格証明が保存されます。

Oracle Cloud ERP - General Ledger接続の有効化
Oracle Cloud ERP - General Ledger接続を有効化するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」を
クリックします。

2. 左側の「統合」タブをクリックし、「接続の管理」をクリックします。
3. リストから「Oracle Cloud ERP - General Ledger」を選択し、「アクション」を
クリックし、「編集」を選択します。

4. 「接続の編集」ダイアログで「使用可能」を選択し、「OK」をクリックします。
5. 「Integration Cloudへのデプロイ」ダイアログで、「生成」をクリックします。

Oracle Cloud ERP - General Ledger接続がすでに有効になっている場合は、
Oracle Integration Cloudに統合フローをデプロイします。これを行うには、統合画
面からイベント・モニタリング統合を選択し、ツールバーから「Integration Cloud
へのデプロイ」をクリックします。次に、「Integration Cloudへのデプロイ」ダイ
アログで「生成」をクリックします。
統合フローが Integration Cloudにデプロイされ、Integration Cloud Servicesにログ
インしてフローを表示できるようになります。
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ノート:

Integration Cloudへの接続を最初に有効化する際、アクティブ化中にすべての
Integration Cloudデプロイメントが失敗します。管理者は Integration Cloudで統合
をアクティブ化する必要があります。統合をアクティブ化する前に、管理者は
Integration Cloudで統合を設定する必要があります。

Integration Cloudでの統合フローの設定
Integration Cloudで統合フローを設定するには:

1. Integration Cloud Servicesにログインします。
2. 「接続」に移動します。

EPM Fusion接続と EPM接続は自動的に作成されます。
3. 環境および資格証明情報を指定して、接続を編集します。接続の作成の前提条件の詳細
は、接続の作成の前提条件を参照してください。
• EPM Fusion接続は Oracle Cloud ERPへの接続です。詳細は、Oracle ERP Cloudア
ダプタの使用を参照してください。

• EPM接続はタスク・マネージャ内の EPM Cloud Serviceへの接続です。詳細は、
Oracle Enterprise Performance Management Cloudアダプタと Oracle Integrationの
使用を参照してください。

接続を構成、テスト、保存すると、接続の隣に緑色のチェック・マークが表示されます。

4. タスク・マネージャに戻り、「統合」を選択します。
5. リストから統合を選択し、ツールバーから「Integration Cloudへのデプロイ」をクリッ
クします。

6. 「Integration Cloudへのデプロイ」ダイアログで、「生成」をクリックします。
Cloud Integrationデプロイメントが成功します。Oracle Integration Cloudサービス、統合
の順にログインし、Integration Cloudでのアクティブ化のステータスを確認します。

テンプレートまたはスケジュールへのイベント・モニタリング・タスクの追加
設定が完了したイベント・モニタリング・タスクをスケジュールまたはテンプレートに追加
できます。
1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「テンプレート」タブをクリックし、新しいテンプレート(ERPイベント・テンプ
レートなど)を作成します。

3. イベント・モニタリング・タスクを作成します。タスクの作成を参照してください。
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「タスク・タイプ」で、「Oracle Cloud ERP - General Ledger」を選択し、イベン
ト・モニタリング・タスク(期間オープン・イベントなど)を選択します。

4. タスク・マネージャで「テンプレート」をクリックし、ERPイベント・テンプレ
ートを選択して、スケジュールを作成します。テンプレートからのスケジュールの
作成を参照してください。

5. タスク・マネージャで「スケジュール」をクリックし、スケジュールを選択して、
ステータスを「オープン」に変更します。
「スケジュール・タスク」画面でスケジュール・タスクをモニターできます。

Oracle Cloud ERPでの期間クローズ・イベントのトリガー
Oracle Cloud ERPで期間クローズ・イベントを発生させるには:

1. Oracle Cloud ERPにログインします。
2. 「一般会計」タブを選択し、「期間クローズ」を選択します。
3. 「一般会計」をクリックし、期間を選択して、「クローズ期間」をクリックします。

 

 

4. タスクが完了するまで数分待ちます。次に、「タスク」内で「スケジュール・タス
ク」画面に移動し、タスクがクローズしたことを確認します。

Oracle Cloud ERPでの期間オープン/再オープン・イベントのトリガー
Oracle Cloud ERPで期間オープン・イベントを発生させるには:

1. Oracle Cloud ERPにログインします。
2. 「一般会計」タブを選択し、「期間クローズ」を選択します。
3. 「一般会計」をクリックし、期間を選択して、「オープン期間」をクリックします。
4. タスクが完了するまで数分待ちます。次に、「タスク」内で「スケジュール・タス
ク」画面に移動し、タスクがクローズしたことを確認します。

ノート:

これまでオープンされたことのない期間をオープンすると、期間オープン・
イベントが発生します。以前にクローズされた期間をオープンすると、期間
再オープン・イベントが発生します。
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Oracle Cloud ERPでの仕訳バッチ承認イベントのトリガー
Oracle Cloud ERPで仕訳バッチ承認イベントを発生させるには:

1. Oracle Cloud ERPにログインします。
2. 「一般会計」タブを選択し、「仕訳」を選択します。
3. 「ユーザーの承認が必要」をクリックし、仕訳バッチを選択して、「承認」をクリックしま
す。

4. タスクが完了するまで数分待ちます。次に、「タスク」内で「スケジュール・タスク」画
面に移動し、タスクがクローズしたことを確認します。

ノート:

仕訳バッチ承認イベントをトリガーするには、そのイベントが複数レベル承認
プロセス内の最後のプロセスである必要があります。

Oracle Cloud ERPでの仕訳転記イベントのトリガー
Oracle Cloud ERPで仕訳バッチ承認イベントを発生させるには:

1. Oracle Cloud ERPにログインします。
2. 「一般会計」タブを選択し、「仕訳」を選択します。
3. 「タスク」をクリックし、「仕訳の作成」を選択します。
4. 「仕訳の作成」画面で必要な情報を指定し、「保存」をクリックします。

ノート:

仕訳バッチ名と会計期間は、タスク・マネージャ・スケジュール内のタスクの
パラメータと一致している必要があります。

5. タスクが完了するまで数分待ちます。次に、「タスク」内で「スケジュール・タスク」画
面に移動し、タスクがクローズしたことを確認します。

オンプレミス・アプリケーション用のエンド・ユーザー統合
タスク・マネージャのエンド・ユーザー統合では、オンプレミス環境の機能にアクセスでき
ます。この項に、オンプレミス・アプリケーションに対する使用可能なタスク・マネージャ
のエンド・ユーザー統合をリストします。
オンプレミスの機能の説明は、そのアプリケーションのドキュメントを参照してください。
Hyperion Financial Management用のエンド・ユーザー統合
• データのロード
• 会社間トランザクションのロード
• 仕訳のロード
• ドキュメントの管理
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• 仕訳の承認
• 仕訳の作成
• データ・グリッド
• データの抽出
• ICTの抽出
• 仕訳の抽出
• 会社間照合テンプレート・レポート
• 勘定科目別会社間照合レポート
• トランザクション ID別会社間照合レポート
• 会社間レポート
• 会社間トランザクション・レポート
• 仕訳レポート
• 出資比率の管理
• 仕訳の転記
• プロセス・コントロール
• ICTの処理
• タスク・リスト
• Webデータ入力フォーム
Oracle E-Business Suite (EBS)用のエンド・ユーザー統合
買掛管理タスク
• 買掛/未払金期間のクローズ
• 経費精算書インポート
• 次の買掛/未払金期間をオープン
• 買掛/未払金承認ワークフロー
• 保留と解除の確認
• オープン・インタフェース・インポート(買掛/未払金オープン・インタフェース・
インポート)

• 会社間トランザクション・インポート(買掛/未払金オープン・インタフェース・イ
ンポート)

• すべての未検証の請求書の検証(請求書の検証)

• 保留中請求書レポート
• 満期支払ステータスの更新(満期支払手形ステータスの更新)

• 仕訳を GLに転送
• 未計上トランザクション・レポートの実行(未計上トランザクション・レポート

(XML)

第 40章
クラウドおよびオンプレミス・アプリケーションとの統合の管理

40-42



• 未計上トランザクション・スイープの実行(未計上トランザクション・レポート(XML)

• 未計上トランザクション・スイープ・プログラムの実行(未計上トランザクション・レポ
ート(XML)

• 転記済請求書登録レポート(買掛/未払金転記済請求書登録)

• 転記済支払登録レポート(買掛/未払金転記済支払登録)

• 買掛/未払金残高試算表レポートの実行(買掛/未払金残高試算表)

• 一括追加作成
• 買掛/未払金キー・インジケータ・レポートの実行(キー・インジケータ・レポート)

• 金融税登録の実行(RXのみ: 金融税登録)

• 税務監査証跡レポートの実行
• 使用税額レポートの実行
• EU域内 VAT監査証跡レポートの実行
• 源泉徴収税レポートの実行(AP源泉徴収税レポート)

• 源泉徴収税務書類の生成(AP源泉徴収税務書類)

売掛管理タスク
• 承認最終 ARトランザクション調整
• 最終 ARトランザクション調整の作成
• 定期消込の作成
• ロック・ボックス入金
• 後続期間のタスクのオープン
• 収益に対する手動偶発の削除
• 期間をクローズ保留中に設定
• 入金の手動消込
• 売掛/未収金期間のクローズ
• 請求書作成用のオーダー明細情報のインポート(自動請求書インポート・プログラム)

• 請求書作成用のオーダー明細情報のインポート - Oracle以外(自動請求書インポート・プ
ログラム)

• 収益認識の実行(収益認識)

• 会計の作成
• 未転記 AR品目レポートの実行(未転記品目レポート)

• 入金登録レポートの実行(消込済入金登録)

• 最終会計の作成と GLへの転送(会計の作成)

• 売掛/未収金の GLとの突合せの生成(AR突合せレポート)

• 売掛/未収金分析レポートの実行(キー・インジケータ・レポート - サマリー)

一般会計タスク
• 売掛金突合せ
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• 賃料経費を配賦する自動配賦の生成
• 企業への財務実績の連結
• 評価替え通貨レートの維持
• 賃料経費の配賦算式のレビュー
• 補助元帳ソース仕訳の確認
• 貸倒引当金繰入の定型仕訳の生成
• 新規会計期間のオープン/会計期間のクローズ
• 補助元帳ソース仕訳の転記
• 保有外貨の評価替えの確認
• 前期見越しの戻入
• 暫定損益計算書レポートの実行
• 企業への財務実績の連結
• 親通貨への換算の実行
• 暫定詳細残高試算表レポートの実行(残高試算表 - 詳細)

• 外貨仕訳レポートの実行(仕訳 - 入力通貨)

Hyperion Profitability and Cost Management用のエンド・ユーザー統合
• ジョブ・ライブラリ
• 計算の管理
• データベースの管理
• モデル・ビューの管理
• 問合せの管理
• ルールの管理
• モデル要約
• モデル検証
• POVマネージャ
• ルール・バランシング
• システム・レポート
• 配賦のトレース
Oracle Fusion Assets用のエンド・ユーザー統合
• ソース明細の準備および一括追加の転記の発行
• CIP資産の資産計上
• 資産財務トランザクションの管理
• 資産割当の管理
• 資産の除・売却
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• 資産の再稼働
• 一括財務トランザクションの管理
• 一括除・売却の管理
• 一括振替の管理
• 総勘定元帳との資産残高突合せ
• 減価償却の計算
• 税務台帳の定期一括コピー
• 仕訳償却累計額元帳レポート
• 繰延償却の計算
• 資産会計の作成
• 資産取得価額要約
• 資産償却累計額要約
• 期間クローズ例外レポート
Oracle Fusion Cash Management用のエンド・ユーザー統合
• 銀行勘定突合
• 会計の作成
• 補助元帳期間クローズ例外レポート
• 現金の総勘定元帳との突合せレポート
Oracle Fusion General Ledger用のエンド・ユーザー統合
• 仕訳のインポート
• 仕訳の自動転記
• 仕訳の自動逆仕訳
• 一般配賦ルール
• 総勘定元帳残高試算表
• 総勘定元帳平均残高試算表
• 総勘定元帳仕訳レポート
• 総勘定元帳仕訳チェック・レポート
• 総勘定元帳仕訳帳レポート
• 総勘定元帳仕訳バッチ要約レポート
• 総勘定元帳レポート
• 総勘定元帳相対勘定の勘定科目分析レポート
• 総勘定元帳平均残高監査会計分析レポート
• 残高の再評価
• 換算
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• 買掛/未払金の総勘定元帳との突合せデータの抽出
• 売掛/未収金の総勘定元帳との突合せデータの抽出
• 貸借対照表決算整理仕訳の作成
• 損益計算書決算整理仕訳の作成
• 総勘定元帳期間のクローズ
• 総勘定元帳期間のオープン
• セカンダリ元帳への残高の転送
• 残高相互元帳の転送
• 仕訳のレビュー・ダッシュボード
• 仕訳の管理
• 期間クローズ・ダッシュボード
• 財務レポート・センター作業領域
• 財務レポートのワークスペースの起動
• 買掛/未払金の総勘定元帳との突合せ
• 売掛/未収金の総勘定元帳との突合せ
• 総勘定元帳の会計期間の管理
• 配賦ルールの作成
• 総勘定元帳勘定科目分析レポート
• 総勘定元帳一般仕訳レポート
• 総勘定元帳残高試算表レポート
Oracle Fusion Intercompany用のエンド・ユーザー統合
• 会社間トランザクション作業領域
• 会社間期間ステータスの管理
• 会社間トランザクションを総勘定元帳に転送
• 会社間トランザクションを売掛/未収金に転送
• 会社間トランザクションを買掛/未払金に転送
• 会社間勘定詳細レポート
• 会社間トランザクション要約レポート
Oracle Fusion Payables用のエンド・ユーザー統合
• 外部システムからのトランザクションのインポート
• 会社間トランザクションのインポート
• 経費精算書のインポート
• 未検証トランザクションの検証
• 承認が必要なトランザクションを承認
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• 満期支払手形ステータスの更新
• 欠落している換算レートの適用
• 買掛/未払金会計の作成
• 買掛/未払金未計上トランザクション・レポート
• スイープ・オプションを指定した買掛/未払金未計上トランザクション・レポート
• 期間クローズ例外レポート
• オープン項目評価替えレポート
• 期末突合せレポート
• 買掛/未払金残高試算表レポート
• 買掛/未払金の総勘定元帳との突合せデータの抽出
• 一括追加の作成
• 原価を原価管理に転送
• 未完了の支払プロセス要求の完了または取消
• 買掛/未払金期間のクローズ
• 次の買掛/未払金期間をオープン
• 買掛/未払金の総勘定元帳との突合せレポートの確認
Oracle Fusion Accounts Receivable用のエンド・ユーザー統合
• 自動インボイスのインポート: マスター
• ロック・ボックスを介した入金の処理
• 自動入金バッチの作成
• 入金送金バッチの作成
• 入金の自動決済
• 延滞手数料バッチの作成
• 自動入金消込の作成
• 収益認識
• 売掛/未収金会計の作成
• 補助元帳期間クローズ例外レポートの発行
• 売掛/未収金から総勘定元帳への突合せデータの抽出
• 総勘定元帳勘定科目別売掛/未収金年齢調べレポート
• 期間クローズ・レポートの実行
• 顧客与信の承認または否認
Oracle Fusion Tax用のエンド・ユーザー統合
• 税金突合せレポート
• 課税対象勘定別税金突合せレポート
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Hyperion Planning用のエンド・ユーザー統合
• ビジネス・ルール
• セル詳細のクリア
• データのコピー
• バージョンのコピー
• カスタム・リンク
• データ・フォーム
• データ・ロードの設定
• 通貨換算の管理
• データ・フォームの管理
• ディメンションの管理
• 為替レートの管理
• メニュー管理
• プロセス管理
• セキュリティ・フィルタの管理
• スマート・リストの管理
• タスク・リストの管理
• ユーザー変数の管理
• プランニング・ユニット階層
• シナリオおよびバージョンの割当て
• タスクリスト
PeopleSoft 9.0用のエンド・ユーザー統合
• GLおよびサブシステムの期間のクローズ
• PS/nVisionレポートの実行と確認
• サブシステムと外部仕訳の処理(仕訳ジェネレータ)

• 手動仕訳の入力
• 費用経過勘定の記帳
• 調整証憑の入力
• エラーのある証憑のレビュー/訂正
• 照合例外のレビュー/訂正
• 不完全な預入のレビュー
• 保留中品目の転記エラーの解決
• 適宜残高を消込み
• 回収困難な売掛/未収金の更新

第 40章
クラウドおよびオンプレミス・アプリケーションとの統合の管理

40-48



• 未請求収益見越の記帳
• 未処理請求の確定
• 請求インタフェース・エラーの訂正
• AP統制勘定の GLとの突合せ
• 残高試算表レポートの確認
• AR統制勘定の GLとの突合せ
• 収益(請求)勘定科目の GLとの突合せ
• 資産統制勘定の GLとの突合せ
• 費用経過勘定の確認
• オープン AP債務レポートの GLとの突合せ
• 経過した AR残高試算表の確認
PeopleSoft 9.1用のエンド・ユーザー統合
• GLおよびサブシステムの期間のクローズ
• PS/nVisionレポートの実行と確認
• サブシステムと外部仕訳の処理(仕訳ジェネレータ)

• 手動仕訳の入力
• 費用経過勘定の記帳
• 調整証憑の入力
• エラーのある証憑のレビュー/訂正
• 照合例外のレビュー/訂正
• 不完全な預入のレビュー
• 保留中品目の転記エラーの解決
• 適宜残高を消込み
• 回収困難な売掛/未収金の更新
• 未請求収益見越の記帳
• 未処理請求の確定
• 請求インタフェース・エラーの訂正
• AP統制勘定の GLとの突合せ
• 残高試算表レポートの確認
• AR統制勘定の GLとの突合せ
• 収益(請求)勘定科目の GLとの突合せ
• 資産統制勘定の GLとの突合せ
• 費用経過勘定の確認
• オープン AP債務レポートの GLとの突合せ
• 経過した AR残高試算表の確認
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統合の設定
前提条件を満たしていることを確認し、次のステップに従ってタスク・マネージャと
外部アプリケーションとの間に統合を設定します。
前提条件
タスク・マネージャを E-Business Suiteなどのオンプレミス・アプリケーションと統
合するには、次が必要です:

• Oracle Integration Cloud Serviceへのサブスクリプション。

ノート:

Tax Reportingインスタンスごとに 1つの Integration Cloudインスタン
スが必要です。

• 設定された Oracle E-Business Suite (EBS)などのオンプレミス・アプリケーショ
ン。

1. Oracle Integration Cloud / Oracle Autonomous Integration Cloudをサブスクライ
ブします。詳細は、Integration Cloud Serviceのドキュメント を参照してくださ
い。

2. Oracle Integration Cloudの EBSアダプタに関する、Oracle Integration Cloudでの
Oracle E-Business Suiteビジネス・イベントを使用した統合エンドポイントのトリ
ガーの項に示された前提条件を確認して完了します: https://docs.oracle.com/
cloud/latest/related-docs/ICEBS/toc.htm

3. Tax Reportingで、ホーム・ページから「アプリケーション」を選択し、「タスク・
マネージャ」をクリックします。

4. 左側の「統合」タブをクリックします。
5. 「接続の管理」をクリックします。
6. 「接続の管理」から、「アクション」で、「Integration Cloud接続」を選択します。

 

 

7. Integration Cloudの接続 URLと資格証明を指定し、「検証」をクリックします。検
証が成功したら、「保存」をクリックします。これにより、TRCS接続のサーバー
および資格証明が保存されます。
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ノート:

タスク・マネージャでは、EPM Cloud以外の外部アプリケーションへのすべて
の統合に Integration Cloudを使用します。外部アプリケーションには、別のク
ラウド・サービスまたは E-Business Suiteなどのオンプレミス・アプリケーシ
ョンも含まれます。「プロセスの自動化」または「イベント・モニタリング」統
合タイプになります。

8. 一般会計と買掛管理の接続のための EBS接続がすでに有効になっているかどうかに応じ
て、次のいずれかを実行します。
• 一般会計と買掛管理の EBS接続がすでに有効になっている場合、「デプロイ」、「生
成」の順にクリックして、対応する Integration Cloud統合を Integration Cloudにデプ
ロイします

• 一般会計と買掛管理の接続のための EBS接続が有効になっていない場合は、次を実
行します:

a. Tax Reportingの「タスク・マネージャ」で、「統合」に移動し、「接続の管理」を
クリックします。

b. E-Business Suite - 一般会計を選択して編集します。「有効」チェック・ボック
スを選択し、「OK」をクリックします。「デプロイ」、「生成」の順にクリックしま
す。

c. E-Business Suite - 買掛管理についてこれらのステップを繰り返します。
統合タスク・タイプが作成され、Integration Cloud統合の Integration Cloud Service
へのデプロイも行われます。
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ノート:

最初にこれを実行する際に、Integration Cloudでの接続が完了しないと、
アクティブ化中にすべての Integration Cloudデプロイメントが失敗しま
す。これは予期されているものです。これを修正するには:

a. Integration Cloudにログインします。
b. 「接続」に移動します。「FCCS」および「EBS」という名前の 2つの
接続が表示されます。オプションで、「検索」を使用します。
FCCS接続を編集します。
• 接続の構成をクリックし、FCCSの URLに「<FCCS url>/

HyperionPlanning/rest/cmapi/v1」を入力します
• セキュリティの構成をクリックし、FCCSサービスのサービス管
理者資格証明を入力します。「テスト」、「保存」の順にクリック
します。

ノート:

サービス管理者のユーザー IDは、次のリンクで指定されて
いる形式にする必要があります: https://
docs.oracle.com/en/cloud/saas/enterprise-performance-
management-common/prest/authentication.html

EBS接続を編集します。
• Oracle E-Business Suiteの接続 URLおよび資格証明を入力しま
す。

• 「テスト」、「保存」の順にクリックします。
c. FCCSからタスク・マネージャを開き、「統合の管理」を選択します。
d. 「接続の管理」の「アクション」メニューで、「Integration Cloud接
続」を選択し、「デプロイ」、「生成」の順にクリックします。こうす
ると、デプロイメントはエラーなしで完了します。

9. 統合と EBSが正しくリンクされていることを確認します。これを行うには、
Oracle E-Business Suiteに管理者としてログインし、Integration Cloud RESTサー
ビスがビジネス・イベントのサブスクライブバとして追加されていることを確認し
ます。次に例を示します。
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Integration Cloud Serviceが追加されたことを確認します。例:
 

 

オンプレミスの Oracle E-Business Suite (EBS)統合
EBSイベント・モニタリング用のタスク・マネージャ統合は次のとおりです。
• EBSJournalApprove

• EBSJournalPost

• EBSJournalPeriodClose

• EBSJournalPeriodOpen

• EBSJournalPeriodReopen
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• EBSAPJournalPeriodOpenClose

モニターできるイベントは次のとおりです。
表 40-1 Oracle E-Business Suiteのイベントおよび説明

統合名 イベント名 説明
仕訳承認イベント oracle.apps.gl.Journals.journal.appro

ve
一般会計: 仕訳
承認

仕訳転記イベント oracle.apps.gl.Journals.journal.post 一般会計: 転記
完了

仕訳期間クローズ・イベン
ト

oracle.apps.gl.CloseProcess.period.cl
ose

一般会計: 期間
クローズ

仕訳期間オープン・イベン
ト

oracle.apps.gl.CloseProcess.period.op
en

一般会計: 期間
オープン

仕訳期間再オープン・イベ
ント

oracle.apps.gl.CloseProcess.period.re
open

一般会計: 期間
再オープン

買掛/未払金期間オープン/
クローズ・イベント

oracle.apps.ap.CloseProcess.period 買掛管理: 期間
オープン/クロ
ーズ/再オープ
ン

表 40-2 一般会計仕訳統合タイプのパラメータ

名前 タイプ 必須 順序 非表示
バッチ ID テキスト はい 1 N

表 40-3 一般会計決算プロセス期間統合タイプのパラメータ

名前 タイプ 必須 順序 非表示
LedgerID テキスト はい 1 N
PeriodName テキスト はい 2 N

表 40-4 買掛管理統合タイプのパラメータ

名前 タイプ 必須 順序 非表示
LedgerID テキスト はい 1 N
PeriodName テキスト はい 2 N
アクション 静的リスト はい 3 N

ビジネス・イベントの発行による結果の確認
必要なイベントをサブスクライブするように EBSビジネス・イベント・システムを構
成した後、ビジネス・イベントを実行して結果を確認できます。次の項では、追跡す
るイベントを発行する EBSタスクの実行方法について説明します。
一般会計 - 仕訳承認
oracle.apps.gl.Journals.journal.approve
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EBSのステップ
1. EBSにログオンします。
2. 「一般会計」を選択し、左ツリーから「Vision Operations (USA)」役割を選択します。
3. 「仕訳」、「入力」の順に選択し、Oracle Applicationsが起動するのを待ちます。
4. このフォルダのレコードを検索しますかというメッセージには、「いいえ」をクリックし
ます。

5. 仕訳の検索画面で、「新規バッチ」をクリックします。
ウィンドウ(Vision Operation (USA))が表示されます。

6. 「バッチ」に、一意のバッチ名を入力します。

ノート:

「保存」をクリックする場合、カーソルは「バッチ」フィールド内にある必要が
あります。

7. 「ファイル」を選択し、「保存」をクリックして、バッチを保存します。

ノート:

保存する場合、カーソルは「バッチ」フィールド内にある必要があります。
8. 1つ以上の仕訳を入力してくださいのメッセージには、「OK」をクリックします。
9. 「仕訳」をクリックします。
10.「仕訳」フィールドに、一意の名前を入力します。
11. 行 1で始まる明細行を入力します。勘定科目の借方および貸方の値を指定します。
12. 明細行の値の入力が終了したら、カーソルを「仕訳」フィールドに移動します。
13.「ファイル」メニューに移動し、「新規」をクリックします。
14.「変更を保存しますか?」のメッセージには、「はい」をクリックします。

ノート:

「はい」をクリックすると、複数の仕訳入力をバッチに追加できます。

最後の仕訳の仕訳入力が終了したら、カーソルを「仕訳」フィールドに移動します。
15.「ファイル」を選択し、「保存」をクリックして、最後の仕訳入力を保存します。
16. バッチ(Vision Operation (USA)にフォーカスし、「バッチ」フィールドを選択します。
17.「ヘルプ」をクリックし、「診断」、「調査」の順に選択します。
18. Oracleパスワード APPSを入力します。
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19.「フィールド」に、「JE_BATCH_ID」と入力し、「値」内でクリックして、一意の
仕訳バッチ IDを取得します。たとえば、
• ブロック: BATCH

• フィールド: JE_BATCH_ID

• 値: 4776732

この値をメモ帳にコピーします。このバッチ IDは、イベント・モニタリング・タ
スクの Batch IDパラメータの値として使用されます。

タスク・マネージャでの次のステップ
1. 「保留中」状態で新しいスケジュールを作成します。
2. 仕訳承認イベント(oracle.apps.gl.Journals.journal.approve)をモニターする
イベント・モニタリング・タスク用のタスクを作成します。

3. 「パラメータ」タブで、EBSの仕訳バッチ IDとして Batch IDの値を入力します。
4. タスクを保存し、スケジュールを「オープン」状態に設定します。
EBSでの次のステップ
1. バッチ(Vision Operation (USA))で、指定したバッチに対して承認ボタンが有効化さ
れています。

2. 「承認」をクリックして、仕訳承認イベントを発行します。
タスク・マネージャでの次のステップ
1. タスクが「オープン」状態に設定されるまで待ちます。EBSイベントの取得には
数分かかります。

2. 2、3分後、タスク・マネージャで「リフレッシュ」をクリックします。
仕訳バッチ承認関連の情報は、このドキュメントを参照してください。 http://
download.oracle.com/docs/cd/A60725_05/html/comnls/us/gl/journa09.htm#t_ja_submit

一般会計 - 仕訳転記イベント
oracle.apps.gl.Journals.journal.post
EBSのステップ
1. EBSにログオンします。
2. 「一般会計」を選択し、左ツリーから「Vision Operations (USA)」役割を選択しま
す。

3. 「仕訳」、「入力」の順に選択し、Oracle Applicationsが起動するのを待ちます。
4. このフォルダのレコードを検索しますかというメッセージには、「いいえ」をクリ
ックします。

5. 仕訳の検索画面で、「新規バッチ」をクリックします。
ウィンドウ(Vision Operation (USA)が表示されます。

6. 「バッチ」に、一意のバッチ名を入力します。
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ノート:

「保存」をクリックする場合、カーソルは「バッチ」フィールド内にある必要が
あります。

7. 「ファイル」を選択し、「保存」をクリックして、バッチを保存します。

ノート:

保存する場合、カーソルは「バッチ」フィールド内にある必要があります。
8. 1つ以上の仕訳を入力してくださいのメッセージには、「OK」をクリックします。
9. 「仕訳」をクリックします。
10. 仕訳フィールドに一意の名前を入力します。
11. 行 1で始まる明細行を入力します。勘定科目の借方および貸方の値を指定します。
12. 明細行の値の入力が終了したら、カーソルを「仕訳」フィールドに移動します。
13.「ファイル」に移動し、「新規」をクリックします。
14.「変更を保存しますか?」のメッセージには、「はい」をクリックします。

ノート:

「はい」をクリックすると、複数の仕訳入力をバッチに追加できます。

最後の仕訳の仕訳入力が終了したら、カーソルを「仕訳」フィールドに移動します。
15.「ファイル」を選択し、「保存」をクリックして、最後の仕訳入力を保存します。
16. バッチ(Vision Operation (USA)にフォーカスを置き、バッチ・フィールドを選択します。
17.「ヘルプ」をクリックし、「診断」、「調査」の順に選択します。
18. Oracleパスワード(「APPS」)を入力します。
19.「フィールド」に、「JE_BATCH_ID」と入力し、「値」内でクリックして、一意の仕訳バ
ッチ IDを取得します。たとえば、
• ブロック: BATCH

• フィールド: JE_BATCH_ID

• 値: 4776732

この値をメモ帳にコピーします。このバッチ IDは、イベント・モニタリング・タスクの
Batch IDパラメータの値として使用されます。

タスク・マネージャでの次のステップ
1. 「保留中」状態で新しいスケジュールを作成します。
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2. 仕訳承認イベント(oracle.apps.gl.Journals.journal.post)をモニターするイベ
ント・モニタリング・タスク用のタスクを作成します。

3. 「パラメータ」タブで、EBSの仕訳バッチ IDとして Batch IDの値を入力します。
4. タスクを保存し、スケジュールを「オープン」状態に設定します。
EBSでの次のステップ
1. バッチ(Vision Operation (USA),では、「承認」ボタンが指定したバッチで有効にな
っています。

2. 「転記」をクリックして、仕訳承認イベントを発行します。
3. 「表示」、「要求」、「特定要求」の順に選択して、EBS要求のステータスを調べま
す。

4. 前述の「要求 ID」を指定します。
タスク・マネージャでの次のステップ
1. タスクが「オープン」状態に設定されるまで待ちます。EBSイベントの取得には
数分かかります。

2. 2、3分後、タスク・マネージャで「リフレッシュ」をクリックします。
仕訳バッチ転記関連情報の詳細は、次のドキュメントを参照してください: http://
download.oracle.com/docs/cd/A60725_05/html/comnls/us/gl/
conten07.htm#w_conts_post

一般会計 - 仕訳期間クローズ
oracle.apps.gl.CloseProcess.period.close

EBSのステップ
1. EBSにログオンします。
2. 「一般会計」を選択し、左ツリーから「Vision Operations (USA)」役割を選択しま
す。

3. オープン/クローズ、「入力」の順に選択し、Oracle Applicationsが起動するのを待
ちます。
「期間の検索」ダイアログが表示されます。

4. 「検索」をクリックします。「期間のオープンおよびクローズ」ダイアログが表示さ
れます。

5. 表示される期間のリストから、クローズする期間を選択します。
6. その期間の「ステータス」列を選択します。
7. ステータス・オプションをクリックします。ステータス・リスト・ボックスが開き
ます。

8. クローズ済ステータスを選択し、OKをクリックします。メモ帳に期間をメモしま
す。

9. ステータスを保存するには、「ファイル」を選択し、「保存」をクリックします。
10. その期間の「ステータス」列を選択します。
11.「ヘルプ」をクリックし、「診断」、「調査」の順に選択します。
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12. Oracleパスワード(「APPS」)を入力します。
13. フィールドに LEDGER_IDと入力し、値内でクリックして一意の元帳 IDを取得します。
たとえば、
• ブロック: PREVIOUS
• フィールド: LEDGER_ID
• 値: 1
この値をメモ帳にコピーします。この元帳 IDは、イベント・モニタリング・タスクの
LEDGER_IDパラメータの値として使用されます。

タスク・マネージャでの次のステップ
1. 「保留中」状態で新しいスケジュールを作成します。
2. 仕訳クローズ・イベント(oracle.apps.gl.CloseProcess.period.close)をモニターする
イベント・モニタリング・タスク用のタスクを作成します。

3. 「パラメータ」タブで、EBSの元帳 IDと期間名の値を入力します。例: 期間名: 12月 10
日 元帳 ID: 1

4. タスクを保存し、スケジュールを「オープン」状態に設定します。
EBSでの次のステップ
1. 「期間のオープンとクローズ」ダイアログを閉じます
2. 要求ノードの送信メッセージ・ボックスで「OK」をクリックします。
3. 「表示」、「要求」、特定の要求の順に選択して、EBS要求のステータスを調べます。
タスク・マネージャでの次のステップ
1. タスクが「オープン」状態に設定されるまで待ちます。EBSイベントの取得には数分か
かります。

2. 2、3分後、タスク・マネージャで「リフレッシュ」をクリックします。
一般会計期間の詳細は、次のドキュメントを参照してください:

http://docs.oracle.com/cd/A60725_05/html/comnls/us/gl/openper.htm

一般会計 - 仕訳期間オープン
oracle.apps.gl.CloseProcess.period.open

EBSのステップ
1. EBSにログオンします。
2. 「一般会計」を選択し、左ツリーから「Vision Operations (USA)」役割を選択します。
3. オープン/クローズ、「入力」の順に選択し、Oracle Applicationsが起動するのを待ちま
す。
「期間の検索」ダイアログが表示されます。

4. 「検索」をクリックします。「期間のオープンおよびクローズ」ダイアログが表示されま
す。

5. 表示される期間のリストから、オープンする期間を選択します。
6. オープンする期間をメモ帳にコピーします。
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7. その期間の「ステータス」列を選択します。
8. 「ヘルプ」をクリックし、「診断」、「調査」の順に選択します。
9. Oracleパスワード APPSを入力します。
10.「フィールド」に、「LEDGER_ID」と入力し、「値」内でクリックして、一意の元
帳 IDを取得します。たとえば、
• ブロック: PREVIOUS
• フィールド: LEDGER_ID
• 値: 1
この値をメモ帳にコピーします。この元帳 IDは、イベント・モニタリング・タス
クの LEDGER_IDパラメータの値として使用されます。

タスク・マネージャでの次のステップ
1. 「保留中」状態で新しいスケジュールを作成します。
2. 仕訳期間オープン・イベント (oracle.apps.gl.CloseProcess.period.open)をモニ
ターするイベント・モニタリング・タスク用のタスクを作成します。

3. 「パラメータ」タブで、EBSの元帳 IDと期間名の値を入力します。例: 期間名: 12
月 10日 元帳 ID: 1

4. タスクを保存し、スケジュールを「オープン」状態に設定します。
EBSでの次のステップ
1. 「期間のオープン」をクリックします。
2. オープンする期間を選択し、「OK」をクリックしてイベントを発行します。
3. 「表示」、「要求」、特定の要求の順に選択して、EBS要求のステータスを調べます。
タスク・マネージャでの次のステップ
1. タスクが「オープン」状態に設定されるまで待機します。EBSイベントの取得に
は数分かかります。

2. 2、3分後、タスク・マネージャで「リフレッシュ」をクリックします。
一般会計期間の詳細は、次のドキュメントを参照してください:

http://docs.oracle.com/cd/A60725_05/html/comnls/us/gl/openper.htm

一般会計 - 仕訳期間再オープン
oracle.apps.gl.CloseProcess.period.reopen

EBSのステップ
1. EBSにログオンします。
2. 一般会計を選択し、左のツリーから Vision Operations (USA)役割を選択します。
3. オープン/クローズ、「入力」の順に選択し、Oracle Applicationsが起動するのを待
ちます。
「期間の検索」ダイアログが表示されます。
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4. 「検索」をクリックします。「期間のオープンおよびクローズ」ダイアログが表示されま
す。

5. 表示される期間のリストから、再オープンする期間を選択します。
6. 再オープンする期間をメモ帳にコピーします。
7. その期間の「ステータス」列を選択します。
8. 「ヘルプ」をクリックし、「診断」、「調査」の順に選択します。
9. Oracleパスワード APPSを入力します。
10.「フィールド」に、「LEDGER_ID」と入力し、「値」内でクリックして、一意の元帳 IDを
取得します。たとえば、
• ブロック: PREVIOUS
• フィールド: LEDGER_ID
• 値: 1
この値をメモ帳にコピーします。この元帳 IDは、イベント・モニタリング・タスクの
LEDGER_IDパラメータの値として使用されます。

タスク・マネージャでの次のステップ
1. 「保留中」状態で新しいスケジュールを作成します。
2. 仕訳期間再オープン・イベント (oracle.apps.gl.CloseProcess.period.reopen)をモニ
ターするイベント・モニタリング・タスクのタスクを作成します。

3. 「パラメータ」タブで、EBSの元帳 IDと期間名の値を入力します。例: 期間名: 12月 10
日 元帳 ID: 1

4. タスクを保存し、スケジュールを「オープン」状態に設定します。
EBSでの次のステップ
1. 「期間のオープン」をクリックします。
2. オープンするクローズ済の期間を選択し、「OK」をクリックしてイベントを発行します。
3. 「表示」、「要求」、特定の要求の順に選択して、EBS要求のステータスを調べます。
タスク・マネージャでの次のステップ
1. タスクが「オープン」状態に設定されるまで待ちます。EBSイベントの取得には数分か
かります。

2. 2、3分後、タスク・マネージャで「リフレッシュ」をクリックします。
一般会計期間の詳細は、次のドキュメントを参照してください:

http://docs.oracle.com/cd/A60725_05/html/comnls/us/gl/openper.htm

買掛管理期間オープン/クローズ
oracle.apps.ap.CloseProcess.period

EBSのステップ
1. EBSにログオンします。
2. 買掛/未払金を展開し、左ツリーから「Vision Operations (USA)」役割を展開します。
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3. 「勘定」を展開し、「買掛/未払金期間の管理」を選択します。これにより、「買掛/未
払金期間の管理」フォームが起動します。

4. 元帳および操作単位を指定します。買掛/未払金期間の検索ダイアログは閉じない
でください。かわりに、次のステップを実行して、元帳 IDの値を識別します。

5. 「ヘルプ」をクリックし、「診断」、「調査」の順に選択します。
6. 資格証明が要求された場合、APPSスキーマ資格証明を指定します。「調査」フィ
ールドおよび「変数値」フォームが表示されます。

7. 「ブロック」に、「PERIOD_QF」と入力します。「フィールド」に、「SET OF
BOOKS」と入力し、「値」内でクリックして、一意の元帳 IDの数値を取得します。
たとえば、
• ブロック: PERIOD_QF
• フィールド:SET OF BOOKS
• 値:1
この値をメモ帳にコピーします。この元帳 IDは、イベント・モニタリング・タス
クの LEDGER_IDパラメータの値として使用されます。

タスク・マネージャでの次のステップ
1. 「保留中」状態で新しいスケジュールを作成します。
2. 買掛/未払金期間オープン/クローズ・イベント

(oracle.apps.ap.CloseProcess.period)をモニターするイベント・モニタリング・
タスクのタスクを作成します。

3. 「パラメータ」タブで、EBSの元帳 ID、期間名およびアクションの値を入力しま
す。例: 元帳 ID: 1、期間名: 12月 10日 アクション: クローズ済

4. タスクを保存し、スケジュールを「オープン」状態に設定します。
EBSでの次のステップ
1. EBSの「買掛/未払金期間の管理」で期間を検索します。
2. その期間の期間ステータス列をクリックします。
3. 「管理ステータス」フォームで、適切なステータスを選択します。
4. 「ファイル」、「保存」の順に選択して、イベントを発行します。
タスク・マネージャでの次のステップ
1. タスクが「オープン」状態に設定されるまで待ちます。EBSイベントの取得には
数分かかります。

2. 2、3分後、タスク・マネージャで「リフレッシュ」をクリックします。

ノート:

EBS実装では、「クローズ済」および「オープン」ステータスの場合のみ、
イベントを発行します。永久にクローズ・ステータスの場合はイベントを発
行しません。

買掛/未払金期間の詳細は、次のドキュメントを参照してください:
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https://docs.oracle.com/cd/A60725_05/html/comnls/us/ap/ctlperst.htm

カスタム統合の作成
タスク・マネージャでは、外部アプリケーションとのカスタムのプロセスの自動化またはイ
ベント・モニタリング統合を作成または管理できます。EPM Adapterによって、Oracle EPM
Cloudやその他のクラウド、オンプレミス・アプリケーションを使用して Integration Cloud
Serviceで接続および統合フローを作成できます。
次の図に、カスタム統合を作成する場合のユーザーおよびシステム・フローを示します。
 

 
次のトピックを参照してください。
• カスタムのプロセス自動化統合の作成
• カスタムのイベント・モニタリング統合の作成

エンド・ユーザー統合の作成
統合を作成するときは、「実行」タイプに「エンド・ユーザー」を選択します。それにより、
定義されたこの統合に基づくタスク・タイプの作成や、統合の検証が可能になります。
統合を作成するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の「統合」タブをクリックします。
3. 「新規」をクリックします。
統合のプロパティの設定および統合のパラメータの設定も参照してください。

カスタムのプロセス自動化統合の作成
タスク・マネージャで、外部アプリケーションとのカスタムのプロセス自動化統合を作成で
きます。プロセス自動化統合では、タスクの開始日時になり、先行タスク(たとえば、総勘定
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元帳からの夜間のデータ入力など)が完了している場合、外部アプリケーションでタス
クが自動的に実行されます。
プロセスの自動化タスクを作成するときに電子メール通知を設定した場合、タスク所
有者は、タスクの開始時または完了時に電子メール通知を自動的に受信します。ワー
クフローの設定時に指定された担当者は、タスク・ステータスに変更があり、承認な
どのアクションを実行する必要がある場合にアクション通知を受け取り、所有者は承
認が完了すると通知を受け取ります。
前提条件を満たしていることを確認し、次のステップに従ってタスク・マネージャと
外部アプリケーションとの間に統合を設定します。
カスタム統合フローの概要は、カスタム統合の作成を参照してください
前提条件
タスク・マネージャと外部アプリケーションを統合する場合、次のものが必要です。
• オンプレミスまたは EPM Cloud以外のサービスと統合する場合、Oracle

Integration Cloud Serviceのサブスクリプション。

ノート:

Oracle EPMクラウド・インスタンスごとに Integration Cloudインスタン
スが 1つ必要です。

• 外部アプリケーションの設定。
1. Oracle Integration Cloud/Oracle Autonomous Integration Cloudをサブスクラ
イブします。詳細は、Integration Cloud Serviceのドキュメント を参照してくださ
い。

2. Oracle EPMクラウド・インスタンスと通信するために、現在のアプリケーション
環境で Integration Cloudエージェントをインストールします。Integration Cloud
エージェントの設定の詳細は、エージェント・グループの管理を参照してくださ
い。

ノート:

オンプレミス・アプリケーション・サービスが非武装地帯(DMZ)構成で設
定された環境にデプロイされているため、それらのサービスがインター
ネット経由でパブリックにアクセス可能である場合は、Integration Cloud
エージェントをインストールする必要はありません。

タスク・マネージャでの接続の作成
1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリック
します。

2. 左側の「統合」タブをクリックし、「接続の管理」をクリックします。
3. 「新規」をクリックします。
4. 「接続」に、接続の名前を入力します。
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5. 「使用可能」を選択し、接続を有効にします。
6. 外部アプリケーションがクラウド・サービスの場合、「クラウド」を選択します。
7. 「OK」をクリックして接続を保存します。
タスク・マネージャでの統合の設定
1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「統合」タブをクリックし、「新規」をクリックします。
3. 「プロパティ」タブで必要な情報を指定します。

a. 「名前」に、統合の名前を入力します。
b. 「コード」に、統合タスクの統合コードを入力します。
コードは、統合を実行するため、またファイル・インポートから統合に更新をマップ
するために使用されます。

c. オプション: 「説明」に、統合タスクの説明を入力します
d. 「接続」に、タスクが属するアプリケーションを選択します。
アプリケーションのリストは、「接続の管理」ダイアログ・ボックスの「接続の管理」
アイコンからメンテナンスできます。

e. 「実行タイプ」に「プロセスの自動化」を選択します。
4. 「パラメータ」タブで、「新規」をクリックし、必要な情報を指定します:

a. 「名前」に、パラメータの名前を入力します。
b. 「パラメータ・コード」に、パラメータ・コードを入力します。
c. オプション: パラメータのツールチップを入力します。
d. 「パラメータ・タイプ」リストからタイプを選択し、そのパラメータの追加情報を入
力します。
• チェック・ボックス: ブール値
• 日付: 日付値
• 整数: 自然数での数値
• 数値: 自然数または小数での数値
• オプション・グループ: 事前に定義された一連の値用のチェック・ボックス
• 静的リスト: 事前に定義された一連のテキスト値
• タスク情報: たとえば、担当者、期間、開始日、終了日などのタスク情報
• テキスト: 自由形式のテキスト値。
• EPMアーティファクト : アーティファクトの名前(フォームやレポートなど)。

e. パラメータの値が必須の場合は、「必須」を選択します
f. 「OK」をクリックしてパラメータを保存します。
g. 「保存して閉じる」をクリックして統合を保存します。
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統合のタスク・タイプの作成
1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」を
クリックします。

2. 左側の「タスク・タイプ」タブをクリックします。
3. 「新規」をクリックします。
4. 「プロパティ」タブで、タスク・タイプ名とタスク・タイプ IDを指定します。
5. 「統合」で「検索」をクリックし、統合を選択して「OK」をクリックします。
6. 「パラメータ」タブで、タスク・タイプのパラメータを設定します。
タスク・マネージャでの Integration Cloud接続の設定
タスク・マネージャは、外部アプリケーションとのすべての統合に Oracle Integration
Cloudを使用します。Basic認証または OAuth 2.0認証を使用して、タスク・マネージ
ャで Oracle Integration Cloudへの接続を設定できます。

ノート:

• Oracle Integration Cloud Generation 2では、Basic認証と OAuth 2.0の
両方がサポートされています。

• Oracle Integration Cloud Generation 3では、OAuth 2.0のみがサポート
されています。

• Basic認証ユーザーには、Oracle Integration Cloudのサービス管理者役割
が必要です。

• OAuth 2.0では、クライアント資格証明のみがサポートされています。
OAuth 2.0クライアント・アプリケーションでは、Integration Cloudのサ
ービス管理者役割が必要で、許可されるスコープはすべてである必要が
あります。

OAuth 2.0接続を設定する前に、アクセス・トークン URL、クライアント ID、クライ
アント・シークレット、スコープなどのクライアント資格証明があることを確認して
ください。OAuthクライアント・アプリケーションの設定については、Oracle
Integration Cloud Generation 3のドキュメントの Oracle Integrationの OAuth認証を
参照してください。
タスク・マネージャで Integration Cloud接続を設定するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」を
クリックします。

2. 左側の「統合」タブをクリックします。
3. 「接続の管理」をクリックし、「アクション」から「Integration Cloud接続」を選
択します。

4. 次のいずれかの認証メカニズムを選択します:

• Basic認証: Integration Cloudの URL、サービス管理者のユーザー IDおよびパ
スワードを指定します。
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• OAuth 2.0: Integration Cloudの URL、アクセス・トークン URL、クライアント ID、
クライアント・シークレットおよびスコープを指定します。

ノート:

URLの入力形式: https://<SERVICE_NAME>-
<TENANT_NAME>.integration.ocp.oraclecloud.com

5. 「検証」をクリックします。検証が成功したら、「保存」をクリックします。これにより、
接続のサーバーおよび資格証明が保存されます。

Integration Cloudでの接続と統合の作成
1. Integration Cloudにログインします。
2. Oracle Enterprise Performance Management Cloudアダプタを使用して EPMサーバー
への接続を作成します。詳細は、次のリンクを参照してください: Oracle Enterprise
Performance Management Cloudへの接続の作成。

3. 必要に応じて、他のアプリケーションへの 1つ以上の接続を作成します。
4. 作成した接続を使用してプロセス自動化統合を作成し、アクティブ化します。次の例を参
照してください: Oracle Integrationでの Oracle Enterprise Performance Management
Cloudアダプタの使用。

タスク・マネージャでの統合の設定の完了
次のステップを使用して、タスク・マネージャで統合の設定を完了します。
1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「統合」タブをクリックし、「統合」リストに新しい統合が表示されていることを
確認します。

3. タスク・マネージャで「スケジュール」を選択し、新しいスケジュールを保留中状態で作
成します。スケジュールの手動作成を参照してください。

4. プロセス自動化タスクを作成し、スケジュールに追加します。タスクの作成を参照してく
ださい。

5. 「スケジュール」から、スケジュールを選択し、開きます。

カスタムのイベント・モニタリング統合の作成
タスク・マネージャで、外部アプリケーションに対するイベント・モニタリング統合を作成
できます。イベント・モニタリング統合は、他のクラウド・サービスまたはオンプレミス・
アプリケーションで外部イベントが発生するとトリガーされます。イベント・モニタリング
統合の例は、期間(2018年 1月などの)のクローズ時の Oracle E-Business Suite - General
Ledgerからのトリガーです。
前提条件を満たしていることを確認し、次のステップに従ってタスク・マネージャと外部ア
プリケーションとの間に統合を設定します。
カスタム統合フローの概要は、カスタム統合の作成を参照してください
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前提条件

ノート:

イベント・モニタリングは、REST APIを起動できる任意の統合ツールによ
ってトリガーすることもできます。その場合、次の前提条件は必要ありませ
ん。

タスク・マネージャと外部アプリケーションを統合する場合、次のものが必要です。
• オンプレミスまたは EPM Cloud以外のサービスと統合する場合、Oracle

Integration Cloud Serviceのサブスクリプション。

ノート:

Oracle EPMクラウド・インスタンスごとに Integration Cloudインスタン
スが 1つ必要です。

• 外部アプリケーションの設定。
1. Oracle Integration Cloud / Oracle Autonomous Integration Cloudをサブスクライ
ブします。詳細は、Integration Cloud Serviceのドキュメント を参照してくださ
い。

2. Oracle EPMクラウド・インスタンスと通信するために、現在のアプリケーション
環境で Integration Cloudエージェントをインストールします。Integration Cloud
エージェントの設定の詳細は、エージェント・グループの管理を参照してくださ
い。

ノート:

オンプレミス・アプリケーション・サービスが非武装地帯(DMZ)構成で設
定された環境にデプロイされているため、それらのサービスがインター
ネット経由でパブリックにアクセス可能である場合は、Integration Cloud
エージェントをインストールする必要はありません。

タスク・マネージャでの統合の設定
1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」を
クリックします。

2. 左側の「統合」タブをクリックし、「新規」をクリックします。
3. 「プロパティ」タブで必要な情報を指定します。
4. a. 「名前」に、統合の名前を入力します。

b. 「コード」に、統合タスクの統合コードを入力します。
コードは、統合を実行するため、またファイル・インポートから統合に更新を
マップするために使用されます。

第 40章
カスタム統合の作成

40-68

https://docs.oracle.com/en/cloud/paas/integration-cloud/index.html
https://docs.oracle.com/cloud-machine/latest/intcs_gs/ICSUG/GUID-22529652-FD48-420C-9903-EB1339D4EBFA.htm#ICSUG-GUID-22529652-FD48-420C-9903-EB1339D4EBFA


c. オプション: 「説明」に、統合タスクの説明を入力します
d. 「接続」に、タスクが属するアプリケーションを選択します。
アプリケーションのリストは、「接続の管理」ダイアログ・ボックスの「接続の管理」
アイコンからメンテナンスできます。

e. 「実行タイプ」に「イベント・モニタリング」を選択します。
f. 「イベント名」に、イベントの名前を入力します。

5. 「パラメータ」タブで、「新規」 をクリックし、必要な情報を指定します。
a. 「名前」に、パラメータの名前を入力します。
b. 「パラメータ・コード」に、パラメータ・コードを入力します。
c. オプション: パラメータのツールチップを入力します。
d. 「パラメータ・タイプ」リストからタイプを選択し、そのパラメータの追加情報を入
力します。
• チェック・ボックス: ブール値
• 日付: 日付値
• 整数: 自然数での数値
• 数値: 自然数または小数での数値
• オプション・グループ: 事前に定義された一連の値用のチェック・ボックス
• 静的リスト: 事前に定義された一連のテキスト値
• タスク情報: たとえば、担当者、期間、開始日、終了日などのタスク情報
• テキスト: 自由形式のテキスト値
• EPMアーティファクト : アーティファクトの名前(フォームやレポートなど)

e. パラメータの値が必須の場合は、「必須」を選択します
f. 「OK」をクリックしてパラメータを保存します。
g. 「保存して閉じる」をクリックして統合を保存します。

統合のタスク・タイプの作成
1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「タスク・タイプ」タブをクリックします。
3. 「新規」をクリックします。
4. 「プロパティ」タブで、タスク・タイプ名とタスク・タイプ IDを指定します。
5. 「統合」で「検索」をクリックし、統合を選択して「OK」をクリックします。
6. 「パラメータ」タブで、タスク・タイプのパラメータを設定します。
タスク・マネージャでの Integration Cloud接続の設定
タスク・マネージャは、外部アプリケーションとのすべての統合に Oracle Integration Cloud
を使用します。Basic認証または OAuth 2.0認証を使用して、タスク・マネージャで Oracle
Integration Cloudへの接続を設定できます。
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ノート:

• Oracle Integration Cloud Generation 2では、Basic認証と OAuth 2.0の
両方がサポートされています。

• Oracle Integration Cloud Generation 3では、OAuth 2.0のみがサポート
されています。

• Basic認証ユーザーには、Oracle Integration Cloudのサービス管理者役割
が必要です。

• OAuth 2.0では、クライアント資格証明のみがサポートされています。
OAuth 2.0クライアント・アプリケーションでは、Integration Cloudのサ
ービス管理者役割が必要で、許可されるスコープはすべてである必要が
あります。

OAuth 2.0接続を設定する前に、アクセス・トークン URL、クライアント ID、クライ
アント・シークレット、スコープなどのクライアント資格証明があることを確認して
ください。OAuthクライアント・アプリケーションの設定については、Oracle
Integration Cloud Generation 3のドキュメントの Oracle Integrationの OAuth認証を
参照してください。
タスク・マネージャで Integration Cloud接続を設定するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」を
クリックします。

2. 左側の「統合」タブをクリックします。
3. 「接続の管理」をクリックし、「アクション」から「Integration Cloud接続」を選
択します。

4. 次のいずれかの認証メカニズムを選択します:

• Basic認証: Integration Cloudの URL、サービス管理者のユーザー IDおよびパ
スワードを指定します。

• OAuth 2.0: Integration Cloudの URL、アクセス・トークン URL、クライアン
ト ID、クライアント・シークレットおよびスコープを指定します。

ノート:

URLの入力形式: https://<SERVICE_NAME>-
<TENANT_NAME>.integration.ocp.oraclecloud.com

5. 「検証」をクリックします。検証が成功したら、「保存」をクリックします。これに
より、接続のサーバーおよび資格証明が保存されます。
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Integration Cloudでの統合の設定

ノート:

Integration Cloudの使用を計画していない場合は、このステップをスキップします。

Integration Cloudで統合を設定するには:

1. Integration Cloudにログインします。
2. Oracle Enterprise Performance Management Cloudアダプタを使用して EPMサービス
への接続を作成します。詳細は、次のリンクを参照してください: Oracle Enterprise
Performance Management Cloudへの接続の作成。

3. 必要に応じて、他のアプリケーションへの 1つ以上の接続を作成します。
4. 作成した接続を使用してイベント・モニタリング統合を作成し、アクティブ化します。次
の例を参照してください: Oracle Integrationでの Oracle Enterprise Performance
Management Cloudアダプタの使用。

Integration Cloudを使用しない統合の設定

ノート:

Integration Cloudの使用を計画している場合は、このステップをスキップします。

使用を計画している統合ツールを構成します。
1. REST APIを Oracle Enterprise Performance Management Cloudの REST APIのイベン
ト・モニタリングのタスク・ステータスの更新で確認します。
2. REST APIを呼び出してイベントのパラメータを渡してイベント・モニタリング・タスク
をクローズするように統合ツールを構成します。
詳細は、のイベント・モニタリングのタスク・ステータスの更新を参照してください Oracle
Enterprise Performance Management Cloudの REST API

タスク・マネージャでの統合の設定の完了
次のステップを使用して、タスク・マネージャで統合の設定を完了します。
1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「統合」タブをクリックし、新しい統合が表示されていることを確認します。
3. タスク・マネージャで「スケジュール」をクリックし、新しいスケジュールを保留中状態
で作成します。スケジュールの手動作成を参照してください。

4. イベント・モニタリング・タスクを作成し、スケジュールに追加します。タスクの作成を
参照してください。

5. 「スケジュール」から、スケジュールを選択し、開きます。
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6. 外部アプリケーション(EBSなど)でイベントを生成するアクションをトリガーし
ます。Integration Cloudを使用しないで他の統合ツールを使用する場合は、統合ツ
ールから REST APIを起動します。

ノート:

統合タイプ、イベント、パラメータによって予期されているとおりにパ
ラメータを渡します。そうしないと、それらが一致しない場合はタスク
は考慮されません。

7. タスクの完了を待ちます。
8. オプション: Integration Cloud Servicesで統合のステータスをモニターするには、

Integration Cloudにログインし、モニタリングに移動します。

統合の操作
関連トピック:

• 統合の作成
• 統合の表示
• 統合の編集
• 統合の検索
• 統合の検証
• 統合の削除

統合の作成
統合を作成するときは、「実行」タイプに「エンド・ユーザー」を選択します。それに
より、定義されたこの統合に基づくタスク・タイプの作成や、統合の検証が可能にな
ります。
統合を作成するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリック
します。

2. 左側の「統合」タブをクリックします。
3. 「新規」をクリックします。
次に示す項で、さらに説明します。
• 統合のプロパティの設定
• 統合のパラメータの設定

統合のプロパティの設定
関連付けられたアプリケーションやエンド・ユーザー・タスクなど、統合のプロパテ
ィを設定できます。
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エンド・ユーザー・タスクの場合、「SSOパラメータ」オプションを選択すると、ユーザーが
認証を要求されずに外部Webアプリケーションにアクセスするようにできます。外部アプ
リケーションが Oracle EPM System SSOフレームワークと統合されている場合、そのアプリ
ケーションに SSOパラメータを使用できます。
統合のプロパティを設定するには:

1. 編集する統合を選択します。
2. 「プロパティ」で「名前」に統合の名前を入力します。入力できる最大文字数は 80文字
です。

3. Hyperion Financial Management Consolidate統合タスクの場合は HFM_CONSのように、
「コード」を入力します。最大 90文字まで入力できます。
コードは、統合を実行するため、また統合に更新をマップするために使用されます。

4. オプション: 「説明」に、統合タスクの説明を入力します最大 255文字まで入力できま
す。

5. 「接続」に、タスクが属するアプリケーションを選択します。

ノート:

アプリケーションのリストは、「接続の管理」ダイアログ・ボックスの「接続の
管理」アイコンからメンテナンスできます。

6. 「実行タイプ」で、「エンド・ユーザー」を選択し、オプションを選択します:

• エンド・ユーザー・エンドポイント: エンド・ユーザー・タスクのパラメータを入力
する場合、「エンド・ユーザー・エンドポイント」には、次のフォーマットでパラメ
ータを入力する必要があります:

$パラメータ・タイプ・コード$ (例: $COLORS$)。「エンド・ユーザー・エンドポイン
ト」のパラメータ・トークンは、タスクのパラメータに指定された情報で置き換えら
れます。

• オプション: インラインで表示: 「タスク・アクション」ダイアログ内で、URLをイ
ンラインで表示するかどうかを選択します。

• オプション: SSOパラメータ: アプリケーションの SSOパラメータ名を指定して、外
部アプリケーションへのエンド・ユーザー・タスク URLを実行したときに含まれる
ようにします。SSOパラメータを指定しない場合、システムではエンド・ユーザー
URLが使用されます。

7. オプション: 「パラメータ」をクリックします。

統合のパラメータの設定
タスク・マネージャ統合のパラメータにより、アプリケーションからエンド・ポイントに、
アクションの実行方法を制御する情報を渡すことができます。たとえば、連結を実行する場
合、プログラムでは、連結の実行対象にするアプリケーションや、連結のディメンション選
択を渡すことができます。統合で定義されたパラメータ値は、その統合を使用してタスクま
たはタスク・タイプで設定します。
各パラメータの定義には、名前、説明、一意のコード、タイプ、および値が必須かどうかの
設定が必要です。パラメータ・コードは、ユーザー・タスクでは実行 URL内のパラメータ
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を、システム自動統合では実行Webサービスに渡されるパラメータ名を置換するトー
クンです。必須の値は、スケジュール内のすべてのタスクに 1つの値を指定しないと、
そのスケジュールは「オープン」に設定できません。
パラメータ・タイプにより、パラメータ値と、ユーザーがタスク・フィールドに値を
入力する方法を制御します。サポートされているパラメータ・タイプ:

統合のパラメータを設定するには:

1. 「新規統合」ダイアログ・ボックスで、「パラメータ」をクリックします。
2. 「新規」をクリックします。
3. パラメータの名前を入力します。
4. パラメータ・コードを入力します。
5. パラメータのツールチップを入力します。
6. 「パラメータ・タイプ」リストからタイプを選択し、そのパラメータの追加情報を
入力します。
• チェック・ボックス: ブール値
• 日付: 日付値
• 整数: 自然数での数値
• 数値: 自然数または小数での数値
• オプション・グループ: 事前に定義された一連の値用のチェック・ボックス
• 静的リスト: 事前に定義された一連のテキスト値
• タスク情報: たとえば、担当者、期間、開始日、終了日などのタスク情報
• テキスト: 自由形式のテキスト値。
• EPMアーティファクト : アーティファクトの名前(フォームやレポートなど)

7. パラメータの値が必須の場合は、「必須」を選択します
8. 「OK」をクリックしてパラメータを保存します。
9. 「保存して閉じる」をクリックして統合を保存します。

統合の表示
インポートされた統合のプロパティとパラメータを表示できます。表示する列を指定
することも、すべて表示することも可能です。列の順序変更、昇順または降順での列
のソート、または列幅の変更を行うこともできます。
列を表示するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリック
します。

2. 左側の「統合」タブをクリックします。
3. 「表示」、「列」の順に選択し、オプションを選択します。

• すべての列を表示するには、「すべて表示」を選択します。
• 特定の列を表示するには、列名を選択または選択解除します。
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列を並べ替えるには:

1. 「統合」をクリックします。
2. 「表示」、「列の順序変更」.の順に選択します
3. 列を選択し、上下の矢印を使用して順序を変更します。
列をソートするには:

1. 「統合」をクリックします。
2. 「ソート」アイコンが表示されるまで列ヘッダーにマウス・ポインタを置き、「昇順ソー
ト」または「降順ソート」をクリックします。

列の幅を変更するには:

1. 矢印が表示されるまで、列ヘッダーの区切りにマウス・カーソルを合せます。
2. 希望する幅になるまで列をドラッグします。

統合の編集
システムによりデフォルトで提供されている、事前作成済の統合は編集できません。編集で
きるのは、自身で作成したカスタム作成の統合のみです。
エンド・ユーザー・タイプの場合は、エンドポイントの編集、視点の変更または値リストの
変更を実行できます。
統合を編集するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の「統合」タブをクリックします。
3. 統合を選択し、「編集」をクリックします。
4. 統合を編集します。
5. 「保存して閉じる」をクリックします。

統合の検索
「統合」ページの「検索」ボックスを使用して、統合を検索できます。検索する名前の全部ま
たは一部を入力できます。
統合を検索するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の「統合」タブをクリックします。
3. 「検索」ボックスに、統合に対する検索条件のすべてまたは一部を入力します。
4. [Enter]を押します。
リストをリセットしてすべての統合を表示するには、「検索」ボックスをクリアして
[Enter]を押します。
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統合の検証
テスト・スケジュールおよびスケジュールへのタスクの追加を介して、タスク・マネ
ージャ統合の定義をテストして検証できます。
統合を検証するには:

1. タスク・マネージャで、「スケジュール」をクリックし、「新規」をクリックしてス
ケジュールを保留中状態で作成します。スケジュールの手動作成を参照してくだ
さい。

2. 検証する統合に基づいてタスクをスケジュールに追加します。タスクの作成を参
照してください。

3. 「スケジュール」から、スケジュールを選択し、開きます。
4. 「タスク」から、「スケジュール」をクリックします。スケジュールを選択し、タス
クを表示します。

5. イベント・モニタリング・タスクの場合は、外部アプリケーション(EBSなど)でイ
ベントを生成するアクションをトリガーします。Integration Cloudを使用しない
で他の統合ツールを使用する場合は、統合ツールから REST APIを起動します。

統合の削除
不要になった統合は削除できます。ただし、デフォルトで提供されている事前作成済
の統合は削除できず、タスク・タイプに関連付けられている間も統合を削除できませ
ん。
統合を削除するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリック
します。

2. 左側の「統合」タブをクリックします。
3. 削除する統合を選択します。
4. 「削除」をクリックします。
5. 確認のプロンプトで「はい」をクリックします。

接続の管理
統合は、リンクする外部製品に割り当てられた接続です。「接続の管理」モジュールか
ら、統合に関連付けられた接続のリストを管理できます。接続で、リストの検索やソ
ートができます。
• 接続の追加
• 接続の編集
• 接続の削除
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接続の追加
統合タイプに関連付ける接続を追加できます。統合タイプに使用するセキュリティ・ポリシ
ーも指定できます。
さらに、アプリケーション内のすべての統合タイプに対して、アプリケーションレベルのト
ークンと値を指定できます。エンド・ユーザー URLまたはWebサービスWSDLでアプリケ
ーションレベルのトークンを指定すると、そのトークンは、アプリケーションでそのトーク
ンに定義されている値に置き換えられます。たとえば、サーバーやポートの値を持つトーク
ンを指定すると、それらの値はシステムによって自動的にアプリケーション内の統合タイプ
に適用されます。
接続を追加するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の「統合」タブをクリックします。
3. 「接続の管理」をクリックします。
4. 「新規」をクリックします。
5. 新規統合のプロパティおよびパラメータを入力し、「保存して閉じる」をクリックします。
6. オプション: アプリケーションレベルのトークンを追加するには、「接続の管理」をクリ
ックします。「新規」をクリックするか、接続を選択して「編集」をクリックします。「ア
プリケーション・トークン」表で、「追加」をクリックします。トークン名と、必要に応
じてトークン値を入力し、「OK」をクリックします。

ヒント:

トークンを削除するには、「削除」をクリックします。

接続の編集
接続名、セキュリティ情報およびアプリケーションレベルのトークンを編集できます。

ノート:

シードされたアプリケーションのアプリケーション・トークンは追加したり、変更
できません。トークン値の編集のみ可能です。

「接続の編集」ダイアログを使用してあらかじめ組み込まれた統合を有効にすることもできま
す。統合を有効にしてパラメータを入力したら、有効にした統合のタスク・タイプを使用し
てタスクを作成できます。
接続を編集するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
2. 左側の「統合」タブをクリックします。
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3. 「接続の管理」をクリックします。
4. 接続を選択して、「編集」をクリックします。
5. あらかじめ組み込まれた統合を有効にするには、接続を選択して「使用可能」を選
択し、パラメータを入力します。
接続は、いつでも有効化または無効化できます。

6. 必要に応じて設定またはトークンを編集し、「OK」をクリックします。

接続の削除
不要になった統合に対する接続は削除できます。接続は、統合タイプに関連付けられ
ている間は削除できません。接続を削除する前に、接続を参照する各統合タイプのプ
ロパティを変更する必要があります。

ノート:

シードされた統合の接続は削除できません。

接続を削除するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリック
します。

2. 左側の「統合」タブをクリックします。
3. 「接続の管理」をクリックします。
4. 接続を選択し、「削除」をクリックします。
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41
タスク・マネージャおよび補足データ・マネージャに対するアラート・タイプの管理

ノート:

アラート・タイプ機能は、管理者のみが使用できます。

ビジネス・プロセスの実行時に、ハードウェア障害、ソフトウェアの問題、システム障害な
どの障害が発生することがあります。問題を識別するアラートを作成し、タスクに添付でき
ます。
たとえば、ユーザーがビジネス・プロセスを実行しており、システムにログオンできないと
します。ユーザーはアラート・タイプを選択し、これにより、問題を解決する適切なリソー
スにアラートが送信されます。
次のトピックを参照してください。
• アラート・タイプの作成
• アラート・タイプの編集
• アラート・タイプの表示
• アラート・タイプの検索
• アラート・タイプの削除

アラート・タイプの作成
ビジネス・プロセス中に障害が発生した場合、ユーザーは問題を特定するアラートを作成で
きます。
ストアド・プロシージャにアラート・タイプを定義して、重要な情報を取得し、問題解決に
当たる重要な担当者を割り当てることができます。アラート・タイプを使用して、ビジネス・
サイクル中に発生した問題のタイプを分析し、将来のサイクルでそれを未然に防ぐために変
更を加えることができます。
アラート・タイプを作成するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「アラート・タイプ」タブをクリックします。
3. 「新規」をクリックします。
4. 「アラート・タイプ」タブで必要な情報を入力します:

• アラート・タイプのプロパティの設定
• アラート・タイプの指示の指定
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• アラート・タイプ・ワークフローの選択
• アラート・タイプ参照者の割当て
• アラート・タイプの質問の追加
• アラート・タイプ属性の適用
• アラート・タイプ履歴の表示

アラート・タイプのプロパティの設定
「プロパティ」タブでは、アラート・タイプの名前と説明を指定し、それをタスク・マ
ネージャ・オブジェクトまたは補足データ・マネージャ・オブジェクト(タスクやスケ
ジュールなど)と関連付けることができます。個々のアラートを複数のオブジェクトと
関連付けることができます。
アラートとその関連オブジェクトの関係に制限を設定できます。すべての制限をすべ
てのオブジェクトに適用できるわけではありません。
表 41-1 アラートの制限

制限 説明 例
なし オブジェクトのステータスお

よびアラートのステータスに
対する制限はありません

ユーザーがレポート・タスクの
作業中にパフォーマンスが遅
いというアラートを発生させ
ます。これによりタスクの実
行時間は影響を受けますが、タ
スクの正常な完了は禁止され
ません。タスクが完了しても、
ユーザーは、パフォーマンス問
題が解決するまでアラートを
オープンしたままにします。

ワークフローの防止 アラートがクローズされるま
で、オブジェクトのワークフロ
ーの前方移動(送信、承認など)
はできません。
これにより請求や拒否(ワーク
フローの後方移動)は禁止され
ません。また、管理者や所有者
によるワークフローの強制続
行も禁止されません。

ユーザーが、レポート・システ
ムが停止しているというアラ
ートを発生させます。これに
より、アラートが解決されるま
でレポート・タスクの作業は禁
止されます。「ワークフローの
防止」では、「保留中」から「オ
ープン」および「オープン」か
ら「クローズ済」へのステータ
ス変更は禁止されます。

クローズの防止 アラートがクローズされるま
で、オブジェクトはクローズ済
状態に移行できません。ただ
し、中間ワークフローは続行で
きます。
これにより、管理者や所有者に
よるクローズまたは強制クロ
ーズは禁止されません。

ユーザーが、レポート・システ
ムに一部の比較データが存在
しないというアラートを発生
させます。この場合、レポート
の作成や初期承認の処理は禁
止されませんが、欠落データと
比較できるようになるまで、レ
ポートを完全にサインオフす
ることはできません。

1つのオブジェクトに、異なる制限を付けた複数のアラートを設定できます。その場
合、優先度の高い順に次のルールが適用されます:
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1. オブジェクトに関連付けられたオープン・アラートに「ワークフローの防止」制限がある
場合、「ワークフローの防止」は、そのアラートがクローズされるまでオブジェクト(タス
クなど)のワークフローを停止します。

2. オブジェクトに関連付けられたオープン・アラートに「クローズの防止」制限がある場
合、そのアラートがクローズされるまでオブジェクトをクローズできません。

また、1つのアラートを複数のオブジェクトと関連付けることもできます。異なるオブジェク
トに対する「クローズの防止」制限が複数ある場合、最後のオブジェクトがクローズされた
ときに、そのアラートはクローズされます。
アラート・タイプのプロパティを設定するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「アラート・タイプ」タブをクリックします。
3. 「新規」をクリックして「新規アラート・タイプ」を開きます。これにより、デフォルト
で「プロパティ」タブが開きます。

4. 「名前」に、アラート・タイプ名を入力します。入力できる最大文字数は 80文字です。
5. 「アラート・タイプ ID」を入力します。入力できる最大文字数は 80文字です。
「アラート・タイプ ID」は必須であり、一意である必要があります。

6. オプション: 「説明」に、アラート・タイプの説明を入力します。最大 255文字まで入力
できます。

7. オプション: 「関連先」ドロップダウン・リストから、アラートを関連付けるオブジェク
ト(タスクなど)を選択します。

8. オプション: 「制限」で、アラートの制限を入力します。たとえば、タスクのアラートに
「クローズの防止」を選択した場合、そのアラートが完了するまでユーザーはクローズ・
タスクを完了することができません。
「関連先」に「すべてのタイプ」を選択した場合、使用可能な制限はありません。

9. 「期間の選択」と「年の選択」の両方について、次の値から選択します:

• 必須 – アラートを年または期間に関連付けるには、ユーザーが必要です。
• 表示 – ユーザーはアラートを年または期間に関連付けることができます。
• 非表示 – プロパティは非表示であり、アラートが年または期間に関連付けられることは
ありません。
これらのオプションは、期間と年がアラートに関連付けられる方法を示します。

10. アラートから既存の関連付けを削除するには、「関連付けの削除の許可」オプションを選
択します。このオプションを選択解除する場合、関連付けられた既存のアーティファクト
をアラートから削除できなくなります。

11.「使用可能」をクリックしてアラート・タイプを有効にします。
「使用可能」になっているアラート・タイプのみが、使用可能な「アラート・タイプ」の
リストに表示され、新規アラートを作成するときに選択可能になります。

12.「アラート・タイプ」タブをクリックし、情報の入力を続けます。
アラート・タイプ情報の入力が完了したら、「保存して閉じる」をクリックします。
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ノート:

既存のアラートに対してアラートを作成することはできません。

• アラート・タイプの指示の指定
• アラート・タイプ・ワークフローの選択
• アラート・タイプ参照者の割当て
• アラート・タイプの質問の追加
• アラート・タイプ属性の適用

アラート・タイプの指示の指定
ユーザーがアラートに対して実行する操作を理解しやすいように、アラート・タイプ
内に指示を指定できます。ファイルおよび URLの添付ファイルから、さらに参照を追
加できます。
アラート・タイプに指示を指定するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」を
クリックします。

2. 左側の「アラート・タイプ」タブをクリックします。
3. 「新規」または「編集」ダイアログで、「指示」タブを選択します。
4. 「指示」に、アラート・タイプの指示テキストを入力します。
参照を追加するには:

1. 「参照」セクションで、「ファイルの添付」または「リンクの添付」をクリックしま
す。
• ファイルの添付
「ファイルの選択」をクリックしてファイルを選択し、添付します。「名前」
に、名前を入力するか、ファイル名を使用します。「OK」をクリックします。

• リンクの添付
URLを入力してから URLの名前を入力します(https://www.oracle.com、
Oracleなど)。「OK」をクリックします。

2. 「アラート・タイプ」タブをクリックし、情報の入力を続けます。
アラート・タイプ情報の入力が完了したら、「保存して閉じる」をクリックします。
• アラート・タイプ・ワークフローの選択
• アラート・タイプ参照者の割当て
• アラート・タイプの質問の追加
• アラート・タイプ属性の適用
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アラート・タイプ・ワークフローの選択
「ワークフロー」セクションには、担当者と承認者の割当てが含まれます。バックアップ・ユ
ーザーを選択することもできます。
アラート・タイプ・ワークフローを選択するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「アラート・タイプ」タブをクリックします。
3. 「新規」または「編集」ダイアログで、「ワークフロー」タブを選択します。
4. 「担当者」で、「メンバー・セレクタ」をクリックし、担当者を選択します。
担当者は、このタイプのアラートが作成されたときにアラートに対して作業するように割
り当てられたユーザー、グループまたはチームです。担当者を指定しない場合、アラート
を作成するユーザーが担当者を入力する必要があります。

5. オプション: 「バックアップ・ユーザー」で、担当者のバックアップ・ユーザーを選択し
ます:

a. ホーム・ページで、「ツール」、「アクセス制御」、「タスク・マネージャ・ユーザー」
の順に選択します。

b. 担当者 IDを編集し、「ステータス」フィールドを「作業不可」に変更します。
c. これにより、「アラート・タイプ」の「ワークフロー」タブで、バックアップ・ユー
ザーを選択できるようになります。

「バックアップ・ユーザー」は、主担当者が不在の場合にアラートの作業を割り当てられ
るバックアップ個人です。事前に担当者とバックアップ担当者を割り当てておく必要が
あります。
担当者または承認者がチーム IDに設定されている場合、「バックアップ・ユーザー」フィ
ールドは使用不可になります。

6. 「追加」(+)をクリックして承認者を追加し、承認者の次の情報を入力します:

• ユーザー名
• バックアップ・ユーザー: 主承認者が不在の場合のアラートのデフォルト・バックア
ップ承認者ユーザーを指定できます。これは必須ではありません。

「レベル」には、承認者が入力された順に表示されます。承認者を選択し、矢印ボタンを
クリックして、リスト内で上または下に移動することで、承認者リストの順序を変更でき
ます。
このタイプのアラートが作成された場合は、アラートに対して 1つ以上のレベルのデフォ
ルト承認者ユーザー、グループまたはチームを追加できます。これらは必須ではありませ
ん。承認者を指定しない場合、アラートを作成するユーザーがオプションで承認者を追加
できます。

7. 「アラート・タイプ」タブをクリックし、情報の入力を続けます。
アラート・タイプ情報の入力が完了したら、「保存して閉じる」をクリックします。
• アラート・タイプ参照者の割当て
• アラート・タイプの質問の追加
• アラート・タイプ属性の適用
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アラート・タイプ参照者の割当て
「参照者」タブでは、アラート・タイプの参照者権限を割り当てることができます。参
照者は、読取り専用アクセス権を持ちます。
参照者権限を割り当てるには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」を
クリックします。

2. 左側の「アラート・タイプ」タブをクリックします。
3. 「新規」または「編集」をクリックし、「参照者」タブをクリックします。
4. 「追加」をクリックし、アラートの表示アクセス権を保持するユーザー、グループ
またはチームの名前を選択します。
メンバー・セレクタが表示されます。これは外部の参照者に対して編集可能です。

5. オプション: 「外部ユーザーの追加」をクリックして、アラートに関する通知を受
けるシステム外部のユーザーを追加します。
外部ユーザーはアラートを参照できず、通知を受けるのみです。サービス・アクセ
スは許可されません。

6. 参照者の「電子メール・アドレス」を指定します。
電子メール・アドレスは外部参照者に対して編集可能です。リストに重複する電子
メール・アドレスがある場合、アラート・タイプに対する変更を保存できません。

7. 「通知優先度」を選択して、ユーザーが電子メールで通知を受けるアラートの優先
度を指定します。
その優先度レベル以上に対して、通知が送信されます。そのため、「高」に設定す
ると、アラートが「高」に設定された場合にのみ通知が送信されます。「低」に設
定すると、すべての優先度タイプ(「低」、「中」、「高」)に対して通知が送信されま
す。これが空白になっている場合(デフォルト)、通知は送信されません。

8. 「アラート・タイプ」タブをクリックし、情報の入力を続けます。
アラート・タイプ情報の入力が完了したら、「保存して閉じる」をクリックします。
• アラート・タイプの質問の追加
• アラート・タイプ属性の適用

アラート・タイプの質問の追加
アラート・タイプを作成するとき、ユーザーがアラート・タイプの完了を指定する前
に、アクションに関する質問に答えてもらうことが必要になる場合があります。たと
えば、タスクの完了時に特定のプロセスが続いて実行されたかどうかを質問できます。
質問は、「管理者」、「担当者」、「承認者」、「所有者」または「参照者」の役割に設定で
きます。これにより、問題が発生しているユーザーから重要な詳細を収集できます。
テキスト、数値、True/Falseなど、様々なタイプの質問を指定でき、それらが必須か
どうかを指定できます。質問が必須の場合、ユーザーは質問に回答する必要があり、
回答しないと承認のためにタスクを送信できません。「上へ移動」および「下へ移動」
ボタンを使用して、質問を並べ替えることもできます。
質問を追加するには:
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1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「アラート・タイプ」タブをクリックします。
3. 「新規」または「編集」ダイアログで、「質問」タブを選択します。
4. 「新規」をクリックします。
5. 「質問」で、質問のテキスト(最大 4000文字)を入力します。
6. 「タイプ」リストから、次の質問タイプを選択します。

• 日付
• 日付/時間
• 整数
• リスト
質問に対する有効な回答のリストを入力します。

• 複数行のテキスト
最大長は 4,000文字未満にする必要があります。
「複数行のテキスト」を選択し、3から 50行の間の行数を入力します。「複数行のテ
キスト」では、「アクション」ダイアログ・ボックスで、スクロールせずに表示でき
るテキストの行数を決定します。

• 数値
「数値」を選択した場合、数値のフォーマット・オプションを選択します:

– 「小数点以下の桁数」には、表示する小数点以下の桁数の値を入力します。
– 1,000.00のように、数値に 3桁ごとの区切り文字を表示する場合は、「3桁ごと
の区切り文字」オプションを選択します

– 「通貨記号」リストから、通貨記号(米ドルの場合は$など)を選択します。
– 「負数」リストから、負数の表示方法((123)など)を選択します。
– 「スケール」リストから、数値のスケール値(1000など)を選択します。

• テキスト
• True/False

• ユーザー
• はい/いいえ

7. 質問に回答するユーザーの役割(所有者、担当者、承認者、参照者)を割り当てます。
8. 質問が必須の場合は、「必須」を選択します
「必須」は、ユーザーが質問に答えないと続行できないことを示します。必須の質問は、
「担当者」、「承認者」および「所有者」に対して設定できます。システム管理者および「参
照者」の役割に対しては使用不可になります。

9. 「OK」をクリックします。
10. オプション: 質問の順序を変更するには、質問を選択し、「一番上へ移動」、「上へ移動」、
「下へ移動」または「一番下へ移動」をクリックします。
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11. オプション: 質問を編集するには、質問を選択し、「編集」をクリックします質問
を削除するには、質問を選択し、「削除」をクリックします

12.「アラート・タイプ」タブをクリックし、情報の入力を続けます。
アラート・タイプ情報の入力が完了したら、「保存して閉じる」をクリックします。
• アラート・タイプ属性の適用
• アラート・タイプ履歴の表示

アラート・タイプ属性の適用
属性を選択する際に、属性タイプに基づいて属性の値を設定できます。後で属性値に
よってフィルタ処理できます。
たとえば、「北部」、「南部」、「東部」および「西部」という値を持つ「販売地域」とい
う名前の「リスト」属性を持つことができます。現在のアラート・タイプは西部販売
地域にのみ適用されるため、「販売地域」属性を追加し、この属性を「西部」に設定で
きます。
属性を適用するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリック
します。

2. 左側の「アラート・タイプ」タブをクリックします。
3. 「新規」または「編集」をクリックし、「属性」タブを選択します。
4. 「追加」をクリックします。
5. 「属性」リストから、属性を選択します。
6. 「値」では、属性に応じて、ドロップダウン・リストから属性の値を選択するか、
値を入力します。

7. オプション: 属性のアクセスを変更するには、「役割」および「アクセス」を選択
します。

8. 「保存して閉じる」をクリックします。
9. 他のアラート・タイプ情報を編集するには、次のトピックを参照してください:

• アラート・タイプのプロパティの設定
• アラート・タイプの指示の指定
• アラート・タイプ・ワークフローの選択
• アラート・タイプ参照者の割当て
• アラート・タイプの質問の追加

アラート・タイプ履歴の表示
システムによりアラート・タイプ・アクションの履歴が保持されます。「履歴」タブに
は、作成または更新されたコンポーネント、変更タイプ、古い値と新規の値、変更を
行ったユーザーおよび変更日が表示されます。「履歴」タブの情報は読取り専用です。
アラート・タイプ履歴を表示するには:

第 41章
アラート・タイプ履歴の表示

41-8



1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「アラート・タイプ」タブをクリックします。
3. アラート・タイプを編集し、「履歴」タブを選択します。
4. 履歴を表示してから、「保存して閉じる」をクリックします。

アラート・タイプの表示
「アラート・タイプ」で、アラート・タイプのリストに表示する列を指定するか、すべての列
を表示できます。列の順序変更、昇順または降順での列のソート、または列幅の変更を行う
こともできます。
列を表示するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「アラート・タイプ」タブをクリックします。
3. 次の 1つ以上のタスクを行います。

• すべての列を表示するには、「表示」、「列」の順に選択し、「すべて表示」を選択しま
す。

• 特定の列を表示するには、「表示」、「列」の順に選択し、列名を選択または選択解除
します。

• 列を並べ替えるには、「表示」、「列の順序変更」の順に選択し、列を選択して上矢印
または下矢印を使用するか、それらをドラッグして順序を変更します。

• 列をソートするには、「ソート」アイコンが表示されるまで列ヘッダーにマウス・カ
ーソルを合せ、「昇順ソート」または「降順ソート」をクリックします。

• 列の幅を変更するには、矢印が表示されるまで列ヘッダーの区切りにマウス・カーソ
ルを合せ、適切な幅になるまで列をドラッグします。

 

 

アラートの列の定義
この項では、アラートの列の定義を示します。
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表 41-2 列の定義 - アラート

列名 説明
アラート(件数) アラートの合計数
オープン中のアラート(件数) オープン中のアラートの合計数
アラート・タイプ アラートのタイプ。タイプに基づいて、ビジネ

ス・サイクル中に発生した問題のタイプを分析
し、今後のサイクルでその問題を防ぐために変
更を追加できます

承認者 1-10 承認者レベル
承認者 1-10 (バックアップ) アラートのバックアップ承認者
承認者 1-10 (プライマリ) アラートのプライマリ承認者
承認者 1-10の終了日(実際) 各承認者レベルの実際の終了日
承認者 1-10の却下(件数) 承認者によって却下されたアラートの数
担当者 アラートに割り当てられたユーザー
担当者(バックアップ) アラートに割り当てられたバックアップ・ユー

ザー
担当者(プライマリ) アラートに割り当てられたプライマリ・ユーザ

ー
担当者終了日(実際) 割り当てられたユーザーの実際の終了日
関連付けられたオブジェクト・タイプ アラートに関連付けられたオブジェクトのタ

イプ
関連付けられたオブジェクト(件数) アラートに関連付けられたオブジェクトの合

計数
クローズ日 アラートがクローズされた日付
コメント(件数) アラートに対するコメントの合計数
作成者 アラートを作成したユーザーの名前
作成日 アラートが作成された日時
説明 アラートの説明
Duration 定義されたアラート期間
期間(実際) 実際のアラート期間
終了日 アラートの有効終了日
ID アラートの一意の識別子
最終更新者 アラートを最後に更新したユーザーの名前
最終更新日 アラートが最後に更新された日時
名前 アラートの名前
Owner アラート所有者の名前。サービス管理者また

はパワー・ユーザーである必要があります。
所有者終了日(実際) アラート所有者の実際の終了日
期間 アラートの期間
優先度 アラートに割り当てられた優先度
開始日 アラートの有効開始日
ステータス アラートのステータス
ステータス(詳細) アラートの詳細なステータス
ステータス(アイコン) アイコンで示したアラートのステータス
年 アラートが作成された年
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アラート・タイプの編集
アラート・タイプの名前と説明を編集し、有効かどうかを指定できます。アラート・タイプ
を有効にすると、そのアラート・タイプが使用可能な「アラート・タイプ」のリストに表示
されます。
通常、ロックされたスケジュールのアイテムは編集も変更もできません。ただし、ロックさ
れたスケジュールに関連付けられたアラートは更新可能であり、そのワークフローを続行で
きるだけでなく、スケジュールから除外したり、それ自体を削除することもできます。
アラート・タイプを編集するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「アラート・タイプ」タブをクリックします。
3. アラート・タイプを選択し、「編集」をクリックします。
4. アラート・タイプを編集します。
5. 「保存して閉じる」をクリックします。

アラート・タイプの検索
「アラート・タイプ」リストの検索機能を使用して、アラート・タイプをすばやく検索できま
す。検索する名前の全部または一部を入力できます。フィルタ・バーを使用して、リストに
表示するアラート・タイプを制御できます。デフォルトでは、すべてのアラート・タイプが
表示されます。
アラート・タイプを検索するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」をクリッ
クします。

2. 左側の「アラート・タイプ」タブをクリックします。
3. アラート・タイプを検索するには、「検索」テキスト・ボックスに検索条件を入力します。
4. オプション: フィルタ・バーでカテゴリをクリックすると、追加の検索演算子(「次と等し
い」、「次と等しくない」、「次を含む」、「次を含まない」、「次で始まる」、「次で終わる」)が
表示されます。
アラート・タイプは次のカテゴリを使用してフィルタできます: 「名前」、「アラート・タ
イプ ID」、「使用可能」、「説明」、「作成者」、「作成日」、「最終更新者」、「最終更新日」。

ノート:

• 「フィルタの追加」をクリックすると、すべてのカテゴリが表示されます。
• フィルタ・バーを非表示にするには、「フィルタ」アイコンをクリックします。
• すべてのフィルタをクリアするには、
アイコン内の「すべてのフィルタのクリア」をクリックします。
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アラート・タイプの削除
アラート・タイプは削除できます。アラート・タイプが削除されても、アラートは削
除されず、アラート・タイプ割当てがなくなります。
アラート・タイプを削除するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「タスク・マネージャ」を
クリックします。

2. 左側の「アラート・タイプ」タブをクリックします。
3. アラート・タイプを選択します。
4. 「削除」をクリックし、「OK」をクリックします。
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42
タスク・マネージャおよび補足データ・マネージャのレポートの使用

次も参照:

• タスク・マネージャおよび補足データ・マネージャのカスタム・レポートの生成
• タスク・マネージャ問合せの作成
• 補足データ問合せの作成
• テンプレートの作成
• レポート・グループの設定
• レポートの作成
• 問合せ、レポート・グループまたはレポートの検索とフィルタ
• レポートの生成
• レポート・セキュリティの理解
• タスク・マネージャ・レポート・バインダの使用
• レポート・バインダの生成
• レポート・バインダの表示

タスク・マネージャおよび補足データ・マネージャ
のカスタム・レポートの生成

タスク・マネージャおよび補足データ・マネージャのレポートを作成できます。レポートは、
PDF、CSV、HTMLまたは XLSX形式で生成できます。

ノート:

タスク・マネージャには、開始時に役立つサンプル・サポートが用意されています。
これらをテンプレートとして使用して、必要に応じて複製してから、変更を加えた
り、ユーザーへのアクセスを拡張することができます。レポートを複製するには、
レポートを選択し、省略記号ボタン から「複製」を選択します。これにより、
新しく作成したレポートを編集できます。

カスタム・アプリケーションを作成することもできます。カスタム・レポートの作成は 4つ
のステップで構成され、サービス管理者のみが実行できます。
• タスク・マネージャまたは補足データ 問合せを「問合せ」タブの「新規」ボタンから作
成します。タスク・マネージャ問合せの作成または補足データ問合せの作成を参照してく
ださい。
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• テンプレートを作成します。テンプレートの作成を参照してください。
• レポート・グループを設定します。
• レポートを設定します。
カスタム・レポートを作成するには、定義を XMLファイルとしてエクスポートできる
問合せを作成します。XMLファイルをWordにインポートし、これを使用してテンプ
レート・ドキュメントを作成します。テンプレート・ドキュメントは RTF形式である
必要があります。次に各レポートをグループ化するレポート・グループを設定できま
す。最後に、レポートを生成します。作成した問合せとテンプレートの両方が使用さ
れ、デフォルト出力を CSV、PDF、HTMLまたは XLSXに設定できます。
カスタム・レポートの作成後、サービス管理者またはアクセス権が付与された他のユ
ーザーはレポートを生成できます。レポートの生成を参照してください。

ノート:

Oracle Classic環境から Oracle Cloud Infrastructure (OCI)への移行を管理し
ており、カスタム・レポートがある場合、ターゲット・サービスでカスタム・
レポートの問合せ定義を更新する必要がある場合があります。これは、移行
中にオブジェクト(タスク、ジャーナル、属性など)の内部 IDが変更される可
能性があるためです。ただし、オラクルが管理する移行の場合、内部オブジ
ェクト IDは変更されないため、カスタム・レポート定義を変更する必要はあ
りません。

タスク・マネージャ問合せの作成
問合せの作成が、カスタム・レポートの作成の最初のステップです。
問合せを作成するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」を選択し、レポート(たとえば、「連結以外
のレポート」)を選択します。

2. 「問合せ」タブで、「新規」をクリックします。
3. 「新規問合せ」画面で、「名前」およびオプションの「説明」を入力します。
4. 「タイプ」から、次のいずれかのオプションを選択します:

• パラメータ問合せ: 「パラメータ問合せ」タイプは、このパラメータの値に指
定できるオプションのリストを表示するために使用されます。「パラメータ問
合せ」では、レポート問合せに対するパラメータの値の入力時に使用されるオ
プションのリストを表示できます。このオプションのリストはすでに定義済
の単純な属性ではなく、定義が必要とされる複雑な問合せです。
このパラメータ問合せの例では、すべてのタスク・マネージャ期間のリストが
表示されます:

SELECT PERIOD_ID, PERIOD_NAME FROM FCC_PERIODSWHERE APP_ID=1
• タスク・マネージャおよび補足データ・レポートのレポート問合せ: レポート
に含めるレコードを選択します。セキュリティ・フィルタを適用できます。こ
れによって、ユーザーには各自の役割に基づいて参照を許可されているデータ
と、割り当てられているレポートのみが表示されます。レポート問合せにセキ
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ュリティ・フィルタを適用するには、問合せのWHERE CLAUSE文の最後に次の構
文を追加します
$FCC_SECURITY_CLAUSE$
問合せ内で$FCC_SECURITY_CLAUSE$を使用する場合、FCC_TASKSに TaskEOの別名を
付ける必要があります
タスク・マネージャに付属している事前定義の問合せの多くはセキュリティ・フィル
タが適用されているため、独自の問合せを作成する際にこれらを例として使用するこ
とができます。
たとえば、次のレポート問合せでは、選択したスケジュールのすべての高優先度タス
クのタスク・コード、名前、担当者およびスケジュールを表示するスケジュール済タ
スクを指定します。
SELECT TaskEO.TASK_CODEAS "$TASK_CODE$",
TaskEO.TASK_NAMEAS "$NAME$" ,
((SELECT CASE WHEN FIRST_NAME IS NULL AND LAST_NAME IS NULL THEN
USER_LOGIN ELSE FIRST_NAME||' '||LAST_NAME END FROM FCM_USERS WHERE
USER_ID = (coalesce(AssigneeEO.ACTIVE_USER_ID, AssigneeEO.USER_ID))))AS
"$ASSIGNEE$" ,
DeploymentEO.DEPLOYMENT_NAMEAS "$SCHEDULE$"
FROM FCC_TASKS TaskEO
LEFT OUTER JOIN FCC_ACCESS AssigneeEO ON (TaskEO.TASK_ID =
AssigneeEO.SOURCE_ID AND AssigneeEO.ACCESS_TYPE = "AS")
LEFT OUTER JOIN FCC_DEPLOYMENTS DeploymentEO ON (TaskEO.SOURCE_ID =
DeploymentEO.DEPLOYMENT_ID)
WHERE (TaskEO.SOURCE_TYPE = "DEPLOYMENT")
AND ((((TaskEO.PRIORITY=3 )
AND (TaskEO.SOURCE_ID=~SCHEDULE~ ))))

5. 「問合せの生成」をクリックして、「新規問合せ」ダイアログから問合せを作成します。こ
のダイアログは、問合せまたはフィルタ処理(あるいはその両方)の対象となる既存の製品
内の属性を選択可能にすることで、データベースに対する問合せの作成に役立ちます。シ
ステムでは指定された属性およびフィルタと一致するように SQLが生成されます。この
時点で変更および改善が可能です。
a. 「タイプの選択」画面で、オプションを選択します。

• 「問合せ」から、「テンプレート・タスク」または「スケジュール・タスク」を選
択します。

• オプション: 「セキュリティの適用」チェック・ボックスを選択すると、ユーザ
ーのセキュリティ・フィルタが、生成された問合せに自動的に適用されます。こ
れにより、レポートが生成されるときに正しい SQLで入力されるように、セキ
ュリティ・トークンが問合せに適用されます。

b. 「次」をクリックします。
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6. 「列の選択」から、問合せで表示する列を選択し、「次」をクリックします。
 

 

7. 「フィルタの選択」で、「条件の作成」または 「条件グループの作成」をクリック
し、問合せの作成へのフィルタを作成する条件を選択します。
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8. 「OK」をクリックします。
9. オプション: レポートを今後使用する場合は、「サンプル XMLの生成」をクリックしま
す。

10.「保存」をクリックします。
11. 問合せにエラーがあるかどうかをテストするには:

• 「新規問合せ」ダイアログで「検証」をクリックします。ドロップダウン・リストか
ら「検証」を選択することもできます。

「問合せ」タブに問合せが表示されます。

ノート:

「アクション」メニューを使用すると、簡単に問合せを削除したり、複製で
きます。

• ドロップダウンから「プランの検証と説明」をクリックして問合せを検証し、この問
合せの実行プランも生成します。問合せと同じ名前を使用する.txtファイルが生成さ
れます。生成されたプランは表示またはダウンロードできます。
このファイルを開き、生成されたプラン(この問合せ実行のために実行される一連の
ステップが含まれる)を表示します。問合せのパフォーマンスが最適でない場合は、
このプランを使用して、問題の原因を把握し、問合せのパフォーマンスを向上させる
最善の方法を判断できます。
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ノート:

デフォルトでは、実行プランの生成は OCI (Gen 2)環境でのみ使用で
きます。クラシック環境で使用可能にするには、サービス・リクエス
トを使用してオラクル社にお問い合せください。

問合せの変更
システム管理者は、タスク・マネージャ問合せまたは補足データ問合せを編集できま
す。
1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「レポート」の順に選択します。
2. 「問合せ」タブが選択されていない場合は選択し、編集する問合せの横にある
から「編集」を選択します。

ノート:

ロックされている場合は、システム管理者に依頼してロックを解除して
ください。

3. タスク・マネージャまたは補足データ問合せを選択します。
4. 「問合せの編集」で、必要に応じて情報を編集します。
5. 変更が完了したら、「保存して閉じる」をクリックします。

補足データ問合せの作成
問合せの作成が、カスタム・レポートの作成の最初のステップです。
問合せを作成するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」を選択し、レポート(たとえば、「連結以外
のレポート」)を選択します。

2. 「問合せ」タブで「新規」を選択します。
3. 「補足データ問合せ」を選択します。
4. 「新規問合せ」画面で、「名前」およびオプションの「説明」を入力します。
5. 「タイプ」から、次のいずれかのオプションを選択します:

• パラメータ問合せ
「パラメータ問合せ」タイプは、このパラメータの値に指定できるオプション
のリストを表示するために使用されます。「パラメータ問合せ」では、レポー
ト問合せに対するパラメータの値の入力時に使用されるオプションのリスト
を表示できます。このオプションのリストはすでに定義済の単純な属性では
なく、定義が必要とされる複雑な問合せです。
このパラメータ問合せの例では、すべての補足データ・マネージャ問合せ期間
のリストが表示されます。
SELECT PERIOD_ID, PERIOD_NAME FROM FCC_PERIODSWHERE APP_ID=1
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• タスク・マネージャおよび補足データ・マネージャのレポートの「レポート問合せ」
レポートに含めるレコードを選択します。セキュリティ・フィルタを適用できます。
これによって、ユーザーには各自の役割に基づいて参照を許可されているデータと、
割り当てられているレポートのみが表示されます。レポート問合せにセキュリティ・
フィルタを適用するには、問合せのWHERE CLAUSE文の最後に次の構文を追加し
ます
$FCC_SECURITY_CLAUSE$

ノート:

タスク・マネージャに付属している事前定義の問合せの多くはセキュリテ
ィ・フィルタが適用されているため、独自の問合せを作成する際にこれらを
例として使用することができます。

たとえば、次のレポート問合せでは、選択したスケジュールのすべての高優先度タス
クのタスク・コード、名前、担当者およびスケジュールを表示するスケジュール済タ
スクを指定します。
SELECT TaskEO.TASK_CODEAS "$TASK_CODE$" ,
TaskEO.TASK_NAMEAS "$NAME$" ,
((SELECT CASE WHEN FIRST_NAME IS NULL AND LAST_NAME IS NULL THEN
USER_LOGIN ELSE FIRST_NAME||' '||LAST_NAME END FROM FCM_USERS WHERE
USER_ID = (coalesce(AssigneeEO.ACTIVE_USER_ID, AssigneeEO.USER_ID))))AS
"$ASSIGNEE$" ,
DeploymentEO.DEPLOYMENT_NAMEAS "$SCHEDULE$"
FROM FCC_TASKS TaskEO
LEFT OUTER JOIN FCC_ACCESS AssigneeEO ON (TaskEO.TASK_ID =
AssigneeEO.SOURCE_ID AND AssigneeEO.ACCESS_TYPE = 'AS')
LEFT OUTER JOIN FCC_DEPLOYMENTS DeploymentEO ON (TaskEO.SOURCE_ID =
DeploymentEO.DEPLOYMENT_ID)
WHERE (TaskEO.SOURCE_TYPE = 'DEPLOYMENT')
AND ((((TaskEO.PRIORITY=3 )
AND (TaskEO.SOURCE_ID=~SCHEDULE~ ))))

6. 「問合せの生成」をクリックして、「新規問合せ」ダイアログから問合せを作成します。こ
のダイアログは、問合せまたはフィルタ処理(あるいはその両方)の対象となる既存の製品
内の属性を選択可能にすることで、データベースに対する問合せの作成に役立ちます。シ
ステムでは指定された属性およびフィルタと一致するように SQLが生成されます。この
時点で変更および改善が可能です。
a. 「タイプの選択」画面で、次を選択します。

• 「問合せ」から、「ワークフロー」を選択します。
• オプション: 「セキュリティの適用」チェック・ボックスを選択すると、ユーザ
ーのセキュリティ・フィルタが、生成された問合せに自動的に適用されます。こ
れにより、レポートが生成されるときに正しい SQLで入力されるように、セキ
ュリティ・トークンが問合せに適用されます。
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b. 「次」をクリックします。
 

 

7. 「列の選択」から、問合せで表示する列を選択し、「次」をクリックします。
 

 

8. 「フィルタの選択」で、「条件の作成」または「条件グループの作成」をクリック
し、問合せの作成へのフィルタを作成する条件を選択します。
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9. 「OK」を選択します。
10. オプション: レポートを今後使用する場合は、「サンプル XMLの生成」をクリックしま
す。

11.「保存」をクリックします。
12. 問合せにエラーがあるかどうかをテストするには:

• 「新規問合せ」ダイアログで「検証」をクリックします。ドロップダウン・リストか
ら「検証」を選択することもできます。

「問合せ」タブに問合せが表示されます。

ノート:

「アクション」メニューを使用すると、簡単に問合せを削除したり、複製で
きます。

• ドロップダウンから「プランの検証と説明」をクリックして問合せを検証し、この問
合せの実行プランも生成します。問合せと同じ名前を使用する.txtファイルが生成さ
れます。生成されたプランは表示またはダウンロードできます。
このファイルを開き、生成されたプラン(この問合せ実行のために実行される一連の
ステップが含まれる)を表示します。問合せのパフォーマンスが最適でない場合は、
このプランを使用して、問題の原因を把握し、問合せのパフォーマンスを向上させる
最善の方法を判断できます。
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ノート:

デフォルトでは、実行プランの生成は OCI (Gen 2)環境でのみ使用で
きます。クラシック環境で使用可能にするには、サービス・リクエス
トを使用してオラクル社にお問い合せください。

問合せの変更
システム管理者は、補足データ問合せを編集できます。
1. ホーム・ページから、「アプリケーション」、「連結以外のレポート」の順に選択し
ます。

2. 「問合せ」タブで、編集する問合せの横にある から「編集」を選択します。

ノート:

ロックされている場合は、システム管理者に依頼してロックを解除して
ください。

3. オプションを選択します。
• タスク・マネージャ問合せ
• 補足データ問合せ

4. 「問合せの編集」で、必要に応じて情報を編集します。
5. 変更が完了したら、「保存して閉じる」をクリックします。
また、補足データ・マネージャ表およびその列、主キー、索引および外部キー(該当す
る場合)の詳細は、補足データ・マネージャの表ガイドを参照してください。

テンプレートの作成
レポート・テンプレートの作成は、カスタム・レポート生成の 2番目のステップです。
レポート・テンプレートは、Oracle BI Publisherデスクトップがインストールされた
Microsoft Wordで作成します。テンプレートを作成するには、問合せの作成時にサン
プル XMLも生成しておく必要があります。
レポート・テンプレートを作成するには:

1. Microsoft Wordで新しいドキュメントを開きます。
2. 「BI Publisher」タブを選択し、「データのロード」の上の「サンプル XML」フォ
ルダを選択します。

3. 問合せを作成したときに生成された SampleQuery.xmlを特定し、「開く」をクリッ
クします。「データが正常にロードされました」というメッセージが表示されたら、「OK」を
クリックします。

4. 「挿入」、「表ウィザード」の順に選択します。
5. 「表」を選択し、「次」をクリックします。
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6. デフォルトのデータセットを選択し、「次」をクリックします。
7. レポートに表示するフィールドを選択し、「次」をクリックします。
8. 「グループ基準」を選択し、グループ化の基準のフィールドを選択して「次」をクリック
します。

9. 「ソート基準」を選択してから、ソート基準のフィールドを選択し、「終了」をクリックし
ます。

10. テンプレートを.rftファイルとして保存します(例: SampleQuery.rtf)。

レポート・グループの設定
レポート・グループの作成が、カスタム・レポート生成の 3番目のステップです。レポート・
グループにより、タスク・マネージャおよび補足データ・マネージャの個々のレポートをグ
ループにまとめ、レポートをフォルダ構造に編成できます。

ノート:

ネストされたレポート・グループはサポートされていません。

レポート・グループの作成後、必要に応じて変更できます。レポート・グループを複製でき
ますが、その名前は一意である必要があります。レポート・グループを削除することもでき
ます。ただし、レポート・グループを削除すると、そのグループに関連付けられたすべての
レポートが削除されます。
レポート・グループを作成するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「連結以外のレポート」を選択し
ます。

2. 「レポート・グループ」タブで「新規」をクリックします。
3. 「新規レポート・グループ」ウィンドウで、次の内容を入力します:

• 名前: レポート・グループのグループ名を入力します。
• 説明
• ユーザーへの表示: このレポート・グループをユーザーに表示する場合に選択します。
「ユーザーへの表示」オプションを使用すると、レポート作成者はレポートのグルー
プに対する作業を行う間、対象となるレポートを非表示にすることができます。

4. 「レポート」タブで、「移動」アイコン
を使用して、レポート・グループに追加されたレポートを並べ替えたり編集します。

5. 「保存して閉じる」をクリックします。

レポートの作成
レポート定義の作成は、レポート生成の 4番目のステップですユーザーは問合せからレポー
トを作成して、それをグループに割り当てることができます。
レポート定義を作成するには:
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1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「連結以外のレポート」を
選択します。

2. 「レポート」を選択し、「新規」をクリックします。
3. 「新規レポート」で、次の内容を入力します:

• 名前
• 説明
• 問合せ: 問合せを選択します。
• テンプレート: 「参照」をクリックして、レポート・テンプレートを参照しま
す。サポートされている任意の Oracle Business Intelligence Publisherテンプ
レート・フォーマットをアップロードできます。テンプレートの作成を参照し
てください。

• レポート・グループ: ドロップダウン・メニューからレポートのグループ名を
選択します。

• ユーザーへの表示: レポートをユーザーに表示する場合に選択します。
• 出力フォーマット: 次のいずれかのオプションから、BI Publisherがサポートす
るレポート出力フォーマットを選択します:

– xlsx: グラフではサポートされません。
– html: グラフおよびチャートではサポートされません。
– pdf

– csv: テンプレートを使用せず、より高速にデータを取得できます。
– csv (フォーマット済): データがフォーマットされている単純なデータ表
に最適で、テンプレートでのイメージ、グラフィックまたはスタイル設定
はサポートされません。

ノート:

「csv (フォーマット済)」出力フォーマットは、「csv」フォーマ
ットと比較すると、テンプレートのフォーマットを尊重するため
にレポートの生成に追加の時間がかかります。したがって、
「csv」を選択してデータをすばやく生成するか、「csv (フォーマ
ット済)」を選択してフォーマットされたテンプレート・ベース
のデータを生成できます。

4. レポート定義を完成させるには、パラメータおよびアクセス権を設定する必要があ
ります。
a. パラメータについては、「パラメータ」タブを選択します。
問合せ内のパラメータが識別され、リストに追加されます。次を更新します:

• 表示名
• パラメータ・タイプ: 使用可能なオプションは次のとおりです:

– タスク・マネージャ / 補足データ
– テキスト
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– 日付
– 日付/時間
– 数値
– 問合せ
– 整数
– True/False

– はい/いいえ
– ユーザー

• ユーザーへの表示: パラメータを表示せずに値を使用する場合は、チェック・ボ
ックスの選択を解除します。1つの問合せを使用して複数のレポートを作成でき
ます。その場合、いくつかのパラメータが非表示になり、「パラメータ」タブで定
義した値が使用されます。

• 属性/問合せ: 属性の場合は、ドロップダウンにタスク・マネージャの属性がリス
トされます。問合せの場合は、ドロップダウンに「パラメータ・タイプ」のすべ
ての問合せがリストされます。これを使用して、動的 LOVなどのパラメータを
作成できます。タスク・マネージャ問合せの作成を参照してください

• パラメータ値: デフォルト値が表示されます。
b. アクセス権については、「アクセス」タブを選択します。
c. ドロップダウン・リストから、「アプリケーション・モジュール」を選択し、アプリ
ケーション・モジュールの「役割」を選択します。
たとえば、「アプリケーション・モジュール」に「タスク・マネージャ」を選択して
から、「パワー・ユーザー」役割にアクセス権を割り当てることを選択できます。
「追加」(+)または「削除」(X)を使用して、レポートにアクセスできるユーザーのリス
トを変更できます。

ノート:

対応する「レポート」タブにレポートが表示されるためには、レポートに少
なくとも 1つのアプリケーション・モジュールへのアクセス権が付与され
ている必要があります。

5. 「保存して閉じる」をクリックします。

問合せ、レポート・グループまたはレポートの検索とフィル
タ

検索フィールドおよびフィルタ・オプションを使用して、問合せ、レポート・グループまた
はレポートのリストに表示するレコードを制御できます。
問合せ、レポート・グループまたはレポートをフィルタするには:

1. ホーム・ページから、「アプリケーション」をクリックし、「連結以外のレポート」を選択
します。

2. 「問合せ」、「レポート・グループ」または「レポート」タブを選択します。
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3. 「検索」テキスト・ボックスに検索条件を入力します。
4. オプション: フィルタ・バーでカテゴリをクリックすると、追加の検索演算子(「次
と等しい」、「次と等しくない」、「次を含む」、「次を含まない」、「次で始まる」、「次
で終わる」)が表示されます。

ノート:

• 「フィルタの追加」をクリックして、すべてのカテゴリを表示します。
• フィルタ・バーを非表示にするには、「フィルタ」アイコンをクリックし
ます。

• すべてのフィルタをクリアするには、
アイコンで「すべてのフィルタのクリア」をクリックします。

レポートの生成
レポートの作成が、プロセスの最後のステップです。サービス管理者がカスタム・レ
ポートを作成後、アクセス権が付与されたユーザー、グループまたはチームはレポー
トを生成できます。
サービス管理者が REST APIコマンドを使用してレポートを生成することもできま
す。詳細は、Oracle Enterprise Performance Management Cloud REST APIの
Financial Consolidation and Closeおよび Tax Reportingのレポートの生成を参照して
ください。レポートのサイズが大きい場合は、REST APIでレポート生成用の
runAsyncパラメータを使用するとレポートを非同期で実行できます(値 true)。
レポートを生成するには:

1. ホームページで「レポート」をクリックします。
2. タブを選択します。

• タスク・マネージャ・レポート
• 補足データ・レポート

3. 生成するレポートを選択します。クイック検索オプションを使用して、選択したグ
ループの下のレポートを検索できます。

4. 「出力フォーマット」に対して、次の中から選択します:

• xlsx: グラフではサポートされません。
• html: グラフおよびチャートではサポートされません。
• pdf

• csv: テンプレートを使用せず、より高速にデータを取得できます。

第 42章
タスク・マネージャおよび補足データ・マネージャのカスタム・レポートの生成

42-14

https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/enterprise-performance-management-common/prest/fccstrcs_rest_generate_reports.html


ノート:

レポートに含まれるレコードが 10,000件を上回る場合は、「csv」形式を使
用することをお薦めします。

• csv (フォーマット済): データがフォーマットされている単純なデータ表に最適で、テ
ンプレートでのイメージ、グラフィックまたはスタイル設定はサポートされません。

ノート:

「csv (フォーマット済)」出力オプションは、「csv」フォーマットと比較す
ると、テンプレートのフォーマットを尊重するためにレポートの生成に追加
の時間がかかります。したがって、「csv」を選択してデータをすばやく生
成するか、「csv (フォーマット済)」を選択してフォーマットされたテンプ
レート・ベースのデータを生成できます。

5. 「生成」をクリックします。
6. 名前を入力し、ドロップダウン・メニューからスケジュールおよび期間を選択します。
7. 「生成」をクリックします。
完了すると、「正常に完了しました。」というステータス・メッセージが表示されます。

ノート:

• 選択したパラメータ値を保持し、レポートを再生成するには、「戻る」をク
リックします。

• 選択したパラメータ値をクリアしてレポートを再生成するには、「リセット」
をクリックします。

8. 「オープン」または「ファイルの保存」を選択して、ZIPファイルを保存します。
レポート生成プロセスではバックエンド・ジョブ・フレームワークが使用されるため、レポ
ート・ジョブがバックグラウンドで実行されます。推奨サイズを超えるなど、レポートにエ
ラーが含まれている場合は、レポートが生成される前に「レポートの生成」ダイアログにエ
ラーを示すメッセージが表示されます。レポートに含まれるレコード件数が多い場合は、フ
ィルタ機能を使用して含まれるレコード数を制限して、レポートを分割することをお薦めし
ます。

レポート・セキュリティの理解
このトピックでは、タスク・マネージャおよび補足データ・マネージャにおける標準レポー
トおよびカスタム・レポートのセキュリティについて説明します。
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Note:

サービス管理者が REST APIコマンドを使用してユーザー詳細レポートを生
成することもできます。詳細は、Oracle Enterprise Performance
Management Cloudの REST APIの Account Reconciliation、Financial
Consolidation and Closeおよび Tax Reportingのユーザー詳細レポートの生
成 を参照してください。

標準(事前定義済)レポートのセキュリティ
セキュリティ句はすべての標準レポートの問合せに含まれています。これは、これら
のレポートに対し、セキュリティ・フィルタがデフォルトで適用されていることを意
味します。たとえば、パワー・ユーザーのセキュリティ(「アクセス制御」で設定)では、
特定のタスクへのアクセス許可がレポートに適用されています。特定のタスクのみへ
のアクセス権を持つパワー・ユーザーは、それらのタスクのレポートのみを表示でき
ます。
管理者は、「レポートの編集」ダイアログの「アクセス」タブを使用してレポートを編
集し、レポートへのアクセス権をユーザーに付与できます。これにより、ユーザーに
レポートの表示を許可した場合、そのユーザーには管理者がそのユーザーに適切であ
ると決定したデータのみが表示されるようになります。
このセキュリティ句は、次の事前定義済の「タスク・マネージャ」レポートにも含ま
れています:

• リスクありタスク
• タスク・コンプライアンス分析
• 先行タスク
• 遅延タスク
• 組織単位別タスク・パフォーマンス分析
• 却下されたタスク
• タスク監査証跡
• 遅延タスクがあるユーザー
ユーザーへの標準レポートへのアクセス権の割当て
管理者は、様々なユーザーに対して標準レポートへのアクセス権を付与することを決
定できます。これは、「レポートの編集」ダイアログの「アクセス」タブを使用して行
います。
ユーザーにレポートへのアクセス権を付与するには:

1. ホーム・ページから、「アプリケーション」をクリックし、「連結以外のレポート」
を選択します。

2. 「レポート」から任意のレポートを選択し、「アクション」から 「編集」を選択し
ます。

3. 「レポートの編集」ダイアログの「アクセス」で、「追加」(+)または「削除」(X)を
使用して、レポートにアクセスできるユーザーのリストを変更できます。
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4. 「保存」または「保存して閉じる」をクリックします
カスタム・レポートのセキュリティ
カスタム・レポートでは、問合せを作成するときに、問合せにセキュリティ句を挿入し、そ
の後、ユーザーにレポートへのアクセス権を割り当てるようにするかどうかを決定できます。
つまり、レポートの作成者がアクセス権を付与するユーザーを決定できるということです。

タスク・マネージャ・レポート・バインダの使用
タスク・マネージャ・レポート・バインダにより、スケジュールの一部として発生したすべ
てのアクティビティの履歴(たとえば、Corporate Q1 Close)を作成できます。フィルタを使用
して、スケジュール、組み込むタスク、および組み込むタスク情報を指定します。
バインダ・フィルタ条件を満たすすべてのタスクの情報が、HTML形式で ZIPファイルに出
力されます。これには HTMLファイルやその他のファイルが含まれます。ZIPファイルを解
凍すると、ディレクトリ構造が形成され、そこで HTMLファイルにアクセスすれば、そのレ
ポート・バインダを表示できます。レポートは 1つのファイルに内蔵されているため、コピ
ー、印刷、あるいは内部レビューや外部レビュー用の電子メール送信が簡単にできます。

レポート・バインダの生成
「レポート・バインダの生成」ダイアログでは、レポートの作成に必要なパラメータを指定で
きます。ビューでスケジュールを開き、「レポート・バインダの生成」を実行すると、レポー
ト・バインダが現在のビューに適用され、現在のフィルタ処理されたビュー内のタスクのみ
が組み込まれます。
レポート・バインダは、ブラウザを通じてドキュメントとして生成され、戻されます。「レポ
ート・バインダの生成」を実行するとき、レポート・バインダをすぐに開くか、または ZIP
ファイルとしてディスクに保存するかを選択できます。
一度に複数のスケジュールのレポート・バインダを生成できます。これは、アプリケーショ
ンに多数のスケジュールがある場合に役立ちます。
レポート・バインダを生成するには:

1. スケジュールのリストから、レポート・バインダを生成する 1つ以上のスケジュールを選
択します。

2. 「アクション」ドロップダウンから、「レポート・バインダの生成」を選択します。
3. 「レポート・バインダ名」に、名前を入力します。
4. 「説明」に、バインダの説明を入力します。
5. 「オプション・コンポーネント」から、レポートに表示するタスク・コンポーネントを選
択します:

• アラート
• コメント
• 添付
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ノート:

レポートに添付を含めると、レポートのサイズが大幅に増加し、パフォ
ーマンスに影響することがあります。

6. 「生成」をクリックします。
7. 「ファイルのダウンロード」から、「保存」を選択します
「名前を付けて保存」ダイアログ・ボックスが表示され、ZIPファイル名が下部に
表示されます。

8. ZIPファイルの保存先ディレクトリを選択し、「保存」、「閉じる」の順にクリック
します

レポート・バインダの表示
レポート・バインダを生成すると、1つの ZIPファイルに出力されます。ZIPファイル
名は、レポート・バインダに指定した名前です。レポートのページは、必要に応じて
セクションごとに改ページを入れて、1つの HTMLレポートにまとめられるので、印
刷コマンドによりレポートを印刷できます。添付を含める選択をすると、添付へのリ
ンクが対応するタスクおよびアラートとともに含まれる別の添付付録が作成され、別
に印刷できます。すべての添付は、別々のフォルダにダウンロードされます。
レポート・バインダを ZIPファイルとして保存した場合、ZIPファイルからすべてを抽
出すると、レポート・バインダと同じ名前のディレクトリ構造が作成されます。この
ディレクトリで HTMLページを開くことで、レポート・バインダを表示できます。最
初のレポート・ページには、レポート・バインダ、スケジュールに関する情報が含ま
れ、レポート・バインダで使用可能なタスクおよびアラートのリストが表示されます。
「タスク」セクションにナビゲートすると、ステータス、担当者、開始日および終了
日、期間などのタスクの詳細を参照できます。タスクが開始していない場合は、予定
(スケジュール)日が表示されます。各タスクは、「タスクの詳細」ページへのリンクで
す。デフォルトでは、「属性」、「指示」、「質問」、「ワークフロー」、「先行」および「履
歴」のセクションが含まれます。レポート・バインダの生成時に「アラート」および
「コメント」を含めるオプションを選択した場合、それらのセクションも表示されま
す。
最初のページには、さらにドリル可能なアラートのリストも含まれます。「アラートの
詳細」ページから、関連付けられたタスクに移動できます。
レポート・バインダを表示するには:

1. ZIPファイルをダウンロードしたディレクトリに移動し、ファイルをダブルクリッ
クします。

2. 希望するディレクトリに ZIPファイルを抽出します。
3. そのディレクトリに移動し、ZIPファイル名と一致するサブディレクトリを探しま
す。

4. サブディレクトリから、report_binder_name.htmlをダブルクリックして、レポ
ート・バインダを表示します。
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43
補足データの管理

次も参照:

• 補足データ・プロセスの概要
• 補足データ・マネージャのビュー、リストおよびフィルタの管理
• 補足データ・システム設定の管理
• 補足データ分析ダッシュボードの操作
• 補足データ・マネージャでのディメンション属性の管理
• 収集間隔の操作
• 補足データ収集の操作
• 補足データ・マネージャ・フォーム・テンプレートの作成
• フォーム・テンプレートの編集
• フォーム・テンプレートの複製
• フォーム・テンプレートの削除
• データ収集期間へのフォーム・テンプレートのデプロイ
• フォーム・テンプレートのデプロイ解除
• 補足データ・フォームの再オープン
• 収集へのデータのバルク・ロード
• 補足データ・マネージャでのユーザーの再割当て
• 勘定科目残高に対する補足データ合計の検証
• 「補足データ分析」ダッシュボードでのデータの表示
• Smart Viewでの補足データの使用
• 通貨換算の使用

補足データ・プロセスの概要
補足データ・マネージャを使用することで、補足データ(通常は財務トランザクション)の編
成、更新、編集および管理を行うことができます。これは、脚注、開示、サポート詳細に役
立つ堅牢でアド・ホックなデータ収集プロセスです。
1. 管理者は、「補足データ」機能を有効化してアプリケーションを作成し、データベースを
リフレッシュしてシステム設定情報を設定します。

2. パワー・ユーザーは、次の手順を実行します:

• データ収集内で必要になる可能性がある追加ディメンションを作成します。
• データ収集プロセスの頻度、およびフォームの基になるワークフロー・ディメンショ
ンを定義する収集間隔を作成します。
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• データ収集プロセスの一環としてデータを保存する収集およびサブ収集を作
成します。

• 属性と、属性の計算ルールおよび検証ルールを作成します。
• 一貫性のある反復可能なデータ収集プロセスを確保するデータ・フォーム・テ
ンプレートを作成します。

• 各データ・フォーム・テンプレートにワークフローとアクセス権を割り当てま
す。

• 収集プロセスに備える特定のデータ収集期間に、フォーム・テンプレートをデ
プロイします。
– 期間がオープンしていない場合、フォーム・インスタンスは「保留中」ス
テータスになります。

– 期間がオープンしている場合は、フォーム・インスタンスはアクティブに
なりデータ入力に使用できます。

3. システムにディメンション、収集およびフォームが作成された後、管理者が期間を
オープンして、データ収集プロセスを開始する期間をオープンします。

4. 次に、ユーザーが次のタスクを実行します:

• 期間がオープンしたら、データを手動でロードするか、CSVファイルを使用
してフォーム・データをインポートします。ユーザーは、コメントの入力や質
問への回答など、実行する必要があるアクションに対応することもできます。

• 検証を実行し、データが正しいことを確認します。
• 承認のためにデータを送信します。

5. 承認者を割り当てられたユーザーはデータを確認して承認するか、却下します(承
認に複数のレベルが存在する場合があります)。

6. ユーザーは、データが承認されたら(ワークフロー・オプションにより異なりま
す)、要約されたデータを表示してデータを転記します。

7. 管理者またはパワー・ユーザーは、割り当てられているユーザーに、関連するデー
タ・フォームについての電子メール・アラートを送信します。

8. 管理者は、データ収集の期間をクローズしてロックします。
• データ収集の期間をクローズします(別のフォーム・インスタンスが起動され
ないようにします)

• データ収集の期間をロックします(追加の変更ができなくなります)

Oracle Smart View for Officeの「補足データ」オプションを使用して、データ収集プロ
セスを管理したり、補足データ・フォームを操作することもできます。最初に、補足
データ管理用 Smart View拡張機能をインストールする必要があります。この拡張機
能をインストールするには、Oracle Enterprise Performance Management Cloud管理
者のためのスタート・ガイドのクライアントのダウンロードとインストールに関する
項を参照してください。
補足データに関する詳細は、次のビデオを参照してください:

補足データ.

次のチュートリアルには、補足データの使用に関する追加情報が含まれています:
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Financial Consolidation and Closeでの補足データの確認、更新および分析.

補足データ・マネージャのビュー、リストおよびフ
ィルタの管理

関連トピック:

• 補足データ・マネージャのリストの表示
• ビューの操作
• フィルタの操作
• 補足データ分析ダッシュボードの操作

補足データ・マネージャのリストの表示
保存済リストでは、補足データ・タスク画面の一貫性のあるレイアウトが提供されます。フ
ィルタ条件と列表示も保存されます。
管理者の場合は、システム内の使用可能なすべてのフォームと、それらで作業しているユー
ザーを表示できます。
管理者以外のユーザーの場合は、自分の役割に対してアクティブな、注意を要するすべての
フォームを表示できます。
フォームを表示するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」をクリックします。
2. 左側のナビゲーションで「補足データ・タスク」をクリックします。
3. 「年」、「期間」および「テンプレート」を選択します。
4. オプション: フォームを検索するには、「検索」フィールドで、フォーム・リストを検索
するテキストまたは数値を入力します。

5. オプション: フォームのリストをフィルタするには、「検索」フィールドの横にある「フ
ィルタ」

アイコンをクリックし、フィルタ条件を指定します。
6. オプション: フォームをエクスポートするには、「アクション」メニューから「Excelにエ
クスポート」をクリックします。

サンプル補足データ・タスク・リスト
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補足データの列の定義
この項では、補足データの列の定義を示します。
表 43-1 列の定義 - 補足データ

列の属性 説明
名前 補足データ・レコードの名前
説明 補足データ・レコードの説明
収集間隔 補足データ・フォームに関連付けられた収集間

隔の名前
頻度 データ収集プロセスの頻度
最終更新 補足データが最後に更新された日時
最終更新者 補足データを最後に更新したユーザーの名前

補足データ・システム設定の管理
次も参照:

• 補足データ・マネージャでの電子メール通知の設定
• 補足データのプリファレンスの設定
• 補足データ・ガバナーの設定

補足データ・マネージャでの電子メール通知の設定
サービス管理者は、補足データ・マネージャ・ユーザーのために電子メール通知を設
定できます。電子メール通知を有効にすると、バッチ通知が生成されます。通知が不
要になった場合は、電子メール通知およびリマインダを非アクティブにできます。

ノート:

デフォルトでは、電子メール通知は有効化されていません。
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送信元アドレスとして電子メールを追加することもできます。送信元アドレスをカスタマイ
ズするか、製品の頭文字を追加して、通知の送信元をユーザーにアラートできます。
電子メール通知を設定するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリックします。
2. 左側の「システム設定」タブをクリックします。
3. 「電子メール通知」を選択します。
4. 「電子メール通知」に「オンにする」を選択して通知を開始するか、「オフにする」を選択
して通知を非アクティブにします。

5. 電子メールの「送信元アドレス」を入力します。電子メール・アドレスを編集して特定の
アドレスを指定したり、たとえば、SDMなど、製品の頭文字を追加して通知の送信元を
ユーザーにアラートできます。

6. 「保存」をクリックします。

補足データのプリファレンスの設定
補足データに表示する数値およびセルのフォーマットのプリファレンスを指定できます。小
数点の表示方法、負数の表示方法、セルのスタイル、フォントおよび色を指定できます。
補足データのプリファレンスを設定するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリックします。
2. 左側の「システム設定」タブをクリックします。
3. 「システム設定」ページで、「プリファレンス」リンクをクリックします。
4. 「数値のフォーマット」で、次のオプションを選択します。

• 小数点以下の桁数
• 負数

5. 「セルのフォーマット」で、次のオプションを選択します。
• セル・スタイル
• 「フォント」、次に「太字」、「斜体」または「下線」を選択
• フォント・サイズ
• テキストの色
• 背景色

6. 「保存」をクリックします。

補足データ・ガバナーの設定
補足データで、収集の属性にガバナーを設定し、アプリケーションのパフォーマンスを改善
できます。システムが示すデフォルト設定は、減らしたり、最大値まで増やしたりできます。
オブジェクトの作成時、最大限度が徹底されます。
たとえば、収集当たりの計算された属性の最大数を指定できます。計算された属性を作成す
る際、属性の数が最大値より少ない場合、属性が作成されます。最大限度に達している場合、
属性は作成されず、数が範囲外であることを示す検証メッセージがシステムから返されます。
また、ディメンション属性の最大数、フォーム・テンプレート当たりのセクション数、フォ
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ーム・テンプレート・セクション当たりの属性数、データ分析に表示する属性数、お
よびリストに表示するアイテムの最大数も指定できます。
補足データ・ガバナーを設定するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリック
します。

2. 左側の「システム設定」タブをクリックします。
3. 「システム設定」ページで、「ガバナー」リンクをクリックします。
4. 属性の最大値を指定するか、デフォルト設定のままにします。

• 計算された属性の最大数
• ディメンション属性の最大数
• フォーム・テンプレート当たりのセクションの最大数
• 表形式フォーム・テンプレート・セクション当たりの属性の最大数
• データ分析に表示する属性の最大数
• リストに表示するアイテムの最大数(デフォルトは 10000)。

5. 「保存」をクリックします。

補足データ分析ダッシュボードの操作
「補足データ分析」ダッシュボードには収集およびサブ収集の詳細が表示され、情報の
表示とフィルタ処理を簡単に行うことができます。列を選択およびソートして、リス
トを保存することもできます。
データ分析ダッシュボードに収集を表示するには:

1. ホーム・ページで、「データ」をクリックします。
2. 左側から、「補足データ分析」をクリックします。
3. 「収集」ドロップダウン・リストから、アクセスしてデータを分析する収集/サブ収
集およびデータ収集期間(頻度ディメンション・メンバーの組合せ)を選択します。
例:

収集名: Debt Details

データ収集期間のパラメータ: 年: 2020、期間: 4月、シナリオ: 実績
4. オプション: 「フィルタの追加」をクリックし、フィルタ値を入力します。使用可
能なフィルタは、選択した収集に基づきます。

5. オプション: さらに詳細にフィルタ処理する場合は、「フィルタの追加」で「詳細」
をクリックし、フィルタ条件を定義して条件を作成します。
条件またはグループを定義するには:

a. 「条件の作成」または「条件グループの作成」をクリックします。
b. 組合せ: 「および」または「または」を選択します。これらによって、この条
件またはグループと、先行する兄弟の条件またはグループとの関係を指定しま
す。
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c. 属性: 属性は、条件がフィルタの結果セットに含めるための値と比較される、フィー
ルドまたは値です。属性には、ユーザー定義属性のリストという以上の意味がありま
す。

d. オペランド: 属性に対して実行する評価の種類を示します。
e. 値: 属性を比較する値を指定します。属性のタイプによって、使用可能な入力フィー
ルドが決定されます。

f. フィルタを保存、クリアまたは管理するには、ページの右側にある「フィルタ」(...)
ボタンをクリックします。

6. 「アクション」から「列の選択」を選択し、表示するデータの列を選択します。

ノート:

特定のエンティティの「説明」フィールドには最初の 80文字が表示され、マウ
スを置くとテキスト全体が表示されます。

7. オプション: 収集からデータをエクスポートするには、「アクション」から「エクスポー
ト」を選択し、「Excelにエクスポート」または「CSVにエクスポート」を選択します。

8. オプション: 「アクション」から、「インポート」を選択して、データを収集にインポー
トします。
a. ファイルを選択するには、「参照」をクリックします。
b. 既存のファイルの「置換」または「更新」を選択します。
c. 「日付フォーマット」を選択します。
d. 「ファイル区切り文字」に、「カンマ」または「タブ」を選択するか、「その他」を選
択して区切り文字を入力します。

e. 「インポート」をクリックします。
9. オプション: 「リスト」から、使用可能な別の保存済リストを選択します。以前保存した
フィルタおよび列が表示されます。

補足データ・マネージャでのディメンション属性の
管理

次も参照:

• 補足データのディメンションの追加
• ディメンション属性の追加
• ディメンション属性の編集
• ディメンション属性の削除
• 補足データのディメンション・メンバーのインポート
• 補足データのディメンション・メンバーのエクスポート
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補足データのディメンションの追加
ディメンションを追加するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリック
します。

2. 左側の「ディメンション」タブをクリックします。
3. 「アクション」、「追加」の順にクリックします。
4. 「プロパティ」タブで名前と説明を入力します。
5. 「属性」タブでディメンション属性を追加します。

ノート:

「履歴」タブには、変更タイプ、サポート・オブジェクト、変更者、古い
値、新規の値の変更など、ディメンションに対する変更が記録されます。

ディメンション属性の追加
ディメンション属性を追加するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリック
します。

2. 左側の「ディメンション」タブをクリックします。
3. ディメンションを選択し、「アクション」、「編集」の順にクリックします。
4. 「属性」タブで、「アクション」、「新規」、「属性の追加」の順にクリックします。
次の値を入力します:

• 名前: 最大 80文字まで入力できます。
• 説明: 最大 255文字まで入力できます。
• 属性の説明: 最大 255文字まで入力できます。
• 属性タイプ:

– テキスト: 最大 255文字まで入力できます。
– 整数: -2147483648から 2147483647の値を入力できます。
– リスト: 最大 255文字まで入力できます。
– 数値: 値 xxxxxxxxxxxxxxxxx.xxxxxxxxx (17桁と小数点以下 9桁)を入力で
きます

• キー属性
この属性がキー属性の場合、「キー属性」チェックボックスを選択します。
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ノート:

収集間隔にこのディメンションを使用する場合、属性はキー属性である必要
があり、ディメンションのキー属性は 1つのみである必要があります。

• データ型
次のいずれかを選択します:

– 日付
– 日時
– 整数
– リスト
方法を選択します。
* 「追加」をクリックして、属性の値を入力します。
* CSVファイルからリスト・アイテムをインポートするには、「インポート」
をクリックし、CSVファイルを参照します。

* CSVファイルからリスト・アイテムをエクスポートするには、「エクスポー
ト」をクリックし、プロンプトに従います。

– 数値
「数値」を選択した場合は、フォーマット・オプションを選択します(デフォルト
値はシステム設定の「プリファレンス」セクションで設定されます)。
* 「小数点以下の桁数」には、表示される小数点以下の桁数の値を入力します。
* 「パーセンテージとして表示」を選択して、パーセント記号を表示します。
* 3桁ごとの区切り文字(たとえば、1,000.00)を表示するには、「3桁ごとの区切
り文字」を選択します。ユーザーのロケール用の 3桁ごとの区切り文字が表
示されます。

* 「負数」で、(123)など、負数の表示方法を選択します。
– テキスト(最大 255文字)

– 複数行のテキスト
「複数行のテキスト」を選択した場合は、3から 50行の間で行数を入力します。
デフォルト値は 3です。「複数行のテキスト」では、「アクション」ダイアログ・
ボックスで、スクロールせずにフォームに表示できるテキストの行数を決定しま
す。最大長は 2000文字です。ただし、テキスト領域の幅は固定されたままです。
「値を使用」チェック・ボックスを選択した場合は、「行数」に入力した値をデフ
ォルトでここにも適用できます。これを超えると、スクロール付きテキストにな
ります。
データ型の値を保持することが必須の場合は、「必須」チェック・ボックスを選択
します。

– 「True」または「False」
– 「はい」または「いいえ」

• デフォルト値
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属性にはデフォルトでこの値が移入されます。これは上書きできます。
5. 「OK」をクリックします。
6. 「ディメンションの更新」で、新規属性をディメンションのキー属性として選択す
るには、「キー属性」を選択します。

ノート:

複数の属性をディメンションのキーにすることができます。

ディメンション属性の編集
「メンバーと属性」セクションに、ディメンション・メンバー、説明、リーフ属性と親
ノードを含む属性およびディメンション・メンバーに対応するキューブがリストされ
ます。
ディメンション属性を編集するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリック
します。

2. 左側の「ディメンション」タブをクリックします。
「メンバーと属性」セクションに、ディメンション・メンバー、説明、リーフと親
ノードの情報を含む属性および対応するディメンション・キューブがリストされま
す。

3. ローカル・ディメンションを選択し、「アクション」、「編集」の順にクリックしま
す。

4. 「属性」タブで属性を選択し、「編集」をクリックします。
5. 必要に応じて属性を編集します。
ディメンションのメンバーがすでに存在する場合、または属性が収集で参照されて
いる場合、データ型は変更できません。

6. 「OK」をクリックします。

ディメンション属性の削除
ディメンション・メンバーの属性は、物理的に削除されるのではなく、論理的に削除
されます。内部では、メンバーの属性は引き続き保持されますが、それ以降選択でき
ないとしてマークされます。以前に補足データ・フォームで設定されていた場合、メ
ンバーの属性情報は引き続き表示されます。ディメンション・メンバーの属性を削除
すると、新しい補足データ・フォームを作成するときに含まれなくなります。ただし、
そのディメンション・メンバーの属性は既存のフォーム内には保持されます。
論理的に削除されたメンバーへの参照がない場合は、システム・メンテナンス・ジョ
ブの次回実行時に物理的に削除されます。
ディメンション・メンバーの属性を削除するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリック
します。

2. 左側の「ディメンション」タブをクリックします。
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3. ローカル・ディメンションを選択し、「アクション」、「編集」の順にクリックします。
4. 「属性」タブで属性を選択し、「削除」をクリックします。

ノート:

属性が収集で参照されている場合、削除することはできません。
5. 属性を削除する確認プロンプトで、「はい」をクリックします。

補足データのディメンション・メンバーのインポート
管理者およびパワー・ユーザーは、標準のカンマ区切り値(CSV)のフラット・ファイルから、
ディメンション・メンバーをインポートできます。
ディメンション・メンバーをインポートするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリックします。
2. 左側の「ディメンション」タブをクリックします。
3. ディメンションを選択します。
4. 「メンバーと属性」で、「アクション」、「インポート」の順にクリックします。
5. 「参照」をクリックし、インポートするファイルに移動します。
6. 次のいずれかのオプションを選択します:

• 置換 - フォーム内のディメンション・メンバーをクリアし、ソース・ファイルのメン
バーで置換します。インポート・プロセス後、ソース・ファイルにない値は空白にな
ります。

• 更新: ソース・ファイルに含まれるメンバーのみを更新します。他のメンバーは影響
を受けません。

7. フォーマットのドロップダウン・リストから、「日付フォーマット」を選択します。
日付フォーマットは変換されません。デフォルトで、日付フォーマットはエクスポートさ
れたファイルの場所のロケールの日付フォーマットに設定されます。

8. インポート・ファイルの「ファイル区切り文字」を選択します。「カンマ」または「タブ」
です。

9. 「インポート」をクリックします。
「結果」画面に、インポートされたディメンション・メンバーの数が表示されます。

10.「OK」をクリックします。
ダイアログをクリアし、インポートする別のファイルを選択するには、「リセット」をク
リックします。

補足データのディメンション・メンバーのエクスポート
サービス管理者およびパワー・ユーザーは、標準のカンマ区切り値(CSV)のフラット・ファイ
ルまたは XLSファイルにディメンション・メンバーをエクスポートできます。
ディメンション・メンバーをエクスポートするには:
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1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリック
します。

2. 左側の「ディメンション」タブをクリックします。
3. ディメンションを選択します。
4. 「メンバーと属性」で、メンバーを選択します。
5. 「アクション」、「エクスポート」の順にクリックし、CSVまたは XLSファイル・
フォーマットを選択します。

6. ファイルを保存する場所を参照します。
7. 「OK」をクリックします。

収集間隔の操作
「補足データ」収集間隔を使用すると、固有の収集ニーズに合せて POVを調整してデ
ータ収集をカスタマイズできます。収集間隔には、次のディメンション・タイプが含
まれます:

• 頻度ディメンション - データ収集プロセスの頻度を定義します。
• ワークフロー・ディメンション - フォームで使用するディメンションを指定しま
す。たとえば、エンティティを選択すると、フォームはエンティティ別になりま
す。

収集間隔を表示するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリック
します。

2. 左側の「収集間隔」タブをクリックします。
使用可能な収集間隔のリストが表示されます。表示する列を選択し、そのリストを列
でソートすることや、アルファベットの昇順または降順でソートすることが可能です。
デフォルト収集間隔がサービス内に用意されています。デフォルト収集間隔には、頻
度ディメンションとして「年」、「期間」および「シナリオ」が含まれ、ワークフロー・
ディメンションとして「エンティティ」が含まれています。
収集間隔を作成することも、デフォルト収集間隔を使用することもできます。収集間
隔を作成するには、収集間隔の作成を参照してください。

収集間隔の作成
収集間隔を作成するには、頻度ディメンションとワークフロー・ディメンションを使
用します。頻度ディメンションでは、データ収集プロセスの頻度を定義します。ワー
クフロー・ディメンションでは、データ収集のワークフロー・インスタンスの数を定
義します。
最大で 4つの頻度ディメンション(「年」および「期間」を含む)と 5つのワークフロー・
ディメンションを構成できます。
収集間隔を作成するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリック
します。
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2. 左側の「収集間隔」タブをクリックします。
3. 「追加」(+)をクリックして、収集間隔を作成します。
4. 「収集間隔の作成」で、次の情報を入力します:

• 名前: 一意の名前を入力します。入力できる最大文字数は 80文字です。
• 説明: 最大 255文字まで入力できます。
• 頻度ディメンション - 「使用可能なディメンション」から 1つまたは 2つのディメン
ションを選択し、シャトル・キーを使用して「選択したディメンション」に移動しま
す。
「年」ディメンションと「期間」ディメンションは、デフォルトで選択されています。
デフォルトの「年」ディメンションと「期間」ディメンションに加えて、さらに最大
2つの頻度ディメンションを選択できます。
選択した頻度ディメンションは、収集でのその後のデータ収集および管理には使用で
きません。

• ワークフロー・ディメンション - 「使用可能なディメンション」からディメンション
を選択し、シャトル・キーを使用して「選択したディメンション」に移動します。
少なくとも 1つのワークフロー・ディメンションを選択する必要があります。
最大で 5つのワークフロー・ディメンションを選択できます。選択したワークフロ
ー・ディメンションは、収集でのその後のデータ収集および管理には使用できませ
ん。

5. 「OK」をクリックします。
6. 収集間隔を編集するには、収集間隔を選択し、「アクション」、「編集」の順にクリックし
ます。
収集で参照されている収集間隔を編集することはできません。
デフォルト収集間隔を編集することはできません。

7. 収集間隔を削除するには、収集間隔を選択し、「アクション」、「削除」の順にクリックし
ます。
デフォルト収集間隔を削除することはできません。

データ収集期間の構成
データ収集プロセスの収集間隔を作成した後は、頻度ディメンションのメンバーを選択する
ことでデータ収集期間を構成します。「年」および「期間」頻度ディメンションは、デフォル
トで使用可能です。
収集間隔の間で異なるデータ収集期間を使用できます。
データ収集期間を構成するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリックします。
2. 左側の「データ収集期間」タブをクリックします。
3. 「収集間隔」をクリックし、ドロップダウンから間隔を選択します。
4. これにより、選択した収集間隔で定義した頻度ディメンションが表示されます。「年」デ
ィメンションと「期間」ディメンションは、デフォルトで表示されます。

5. 各頻度ディメンションのメンバーを選択します。対応するデータ収集期間が表示されま
す。
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6. 期間を選択し、「開始日」、「終了日」および「クローズ日」を入力して期間をオー
プンします。

ノート:

保存する前に、入力した日付をクリアするには、「リセット」をクリック
します。

7. 「保存」をクリックします。

ノート:

データ収集期間を定義した後、「収集間隔」タブで選択した収集間隔に変更を
加えることはできません。

期間をオープン、クローズまたはロックするには:

1. 「データ収集期間」リストから、期間を選択します。
2. 「アクション」 ドロップダウンまたはメニュー・バーから、次のいずれかのア
クションを選択します:

• 期間のオープン – 新しいフォーム・テンプレートのデプロイと、アドホック・フ
ォームの収集期間への追加を許可します。ユーザーは、スケジュール済の開始日に
基づいて、そのフォームを更新できます。

• 期間のクローズ – 追加のフォーム・テンプレートをデプロイすることも、追加の
アドホック・フォームを収集期間に追加することもできません。ユーザーは、既存
のフォームを引き続き更新できます。

• 期間のロック – 既存のフォームへの追加の更新は許可されません。

収集間隔履歴の表示
システムには、ユーザー、日付、アクション、古い値と新しい値など、収集間隔アク
ティビティの履歴が保持されます。
収集間隔履歴を表示するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリック
します。

2. 左側の「収集間隔」タブをクリックします。
3. 収集間隔を選択し、「編集」をクリックします。
4. 次のフィールドを表示します:

• フィールド
• 変更タイプ
• サポート・オブジェクト
• 変更者
• 変更日
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• 古い値
• 新規の値

補足データ収集の操作
補足データ収集には、データ表の定義が含まれています。収集は、任意のデータ・レコード
に関する情報の属性で構成されています。収集にはディメンションの属性を含めることがで
きますが、属性を入力することも可能です。また、より詳細なデータ収集を可能にするサブ
収集を作成することもできます。収集定義を作成および更新できるのは、管理者またはパワ
ー・ユーザーのみです。
収集を表示するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリックします。
2. 左側の「収集」タブをクリックします。
名前、説明、タイプ、収集間隔、属性、関連付けられているフォーム・テンプレート、およ
び最終更新日などのその他の情報を含む、使用可能な収集のリストが表示されます。表示す
る列を選択し、そのリストを列でソートすることや、アルファベットの昇順または降順でソ
ートすることが可能です。
収集を作成するには、収集の作成を参照してください。

収集の作成
補足データを操作する際に、収集を作成して収集プロセスのデータを定義します。サブ収集
を作成することもできます。これにより、さらに詳細なデータ収集が可能になります。デー
タ・フォーム間でのデータの共有を禁止するかどうかを指定することにより、データ収集の
セキュリティを確保することもできます。
補足データの収集の作成に関する詳細は、次のビデオを参照してください:

補足データの収集の作成
収集を作成するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリックします。
2. 左側の「収集」タブをクリックします。
3. 「アクション」、「新規」の順に選択します。
4. 「プロパティ」タブで、次の収集情報を入力します:

• 名前: 最大 80文字まで入力できます。一意の名前を入力します。
• 説明: 最大 255文字まで入力できます。
• サブ収集: サブ収集を作成するには、このチェック・ボックスを選択します。サブ収
集は、収集を作成した後でのみ作成できます。サブ収集の作成を参照してください。

• 収集間隔: ドロップダウンから収集間隔を選択します。
• 関連付けられているサブ収集: これは編集不可であり、収集に関連付けられているサ
ブ収集が表示されます。

第 43章
補足データ収集の操作

43-15

https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:13561


• テンプレート/フォームでのデータ・レコードの共有: デフォルトでは「はい」
が選択されており、同じワークフロー選択内のテンプレート/フォーム間でデー
タが共有されることを意味します。データを共有しない場合は、「いいえ」チ
ェック・ボックスを選択します。

5. 「属性」タブで、収集の属性を追加します。
収集属性の追加を参照してください。

サブ収集の作成
サブ収集を使用すると、詳細なデータ収集を取得できます。サブ収集を既存の収集に
ついて作成すると、それが親収集になります。サブ収集は親収集にリンクされ、親収
集の下に表示されます。1つの親収集について最大 5つのサブ収集を作成できます。
サブ収集を作成するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリック
します。

2. 左側の「収集」タブをクリックします。
3. 「+」(プラス記号)をクリックします。
4. 「プロパティ」タブで、サブ収集情報を入力します:

• 名前 - 一意の名前を入力します。
• 説明
• サブ収集 - チェック・ボックスを選択します。
• 収集間隔 - 「サブ収集」チェック・ボックスを選択すると、編集できなくなりま
す。

• 収集 - サブ収集を作成する親収集を選択します。親収集を選択すると、親収集に関
連付けられている収集間隔が「収集間隔」に自動的に移入されます。

• テンプレート/フォームでのデータ・レコードの共有 - 「収集」で親収集を選択す
ると、編集できなくなります。

• 「属性」タブで、サブ収集の属性を追加します。

ノート:

親収集の属性がデフォルトでサブ収集にリンクされています。サブ収集
の属性を作成した場合、新しい属性は親収集および関連付けられている
収集間隔にリンクされます。

収集属性の追加
属性は、主に管理者によって定義され、多くの場所で使用される、ユーザー定義フィ
ールドです。属性には、「日付」、「日時」、「リスト」、「数値」、「テキスト」および「True/
False」といった異なる値タイプを指定できます。
収集については、データ収集期間の「開始日」と「終了日」など、日付計算属性を追
加できます。また、既存のデータ・フォームで履歴ディメンション属性値を保持する
こともできます。
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収集属性を追加するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリックします。
2. 左側の「収集」タブをクリックします。
3. 収集を選択し、「編集」をクリックします。収集の編集ウィンドウが表示されます。
4. 「属性」タブをクリックします。次の列が表示されます:

• キー識別子: 属性がキー識別子であるかどうかを示します。この収集のデータが存在
しない場合、「キー識別子」および属性を変更できます。

ノート:

– エンティティの「キー識別子」および「ワークフローの割当」チェッ
ク・ボックス・オプションは、デフォルトで選択されています。属性を
追加する際には、1つ以上をキー識別子として選択できます。

– 補足データ・マネージャは、「キー識別子」属性としてタイプ「計算済」
の属性をサポートしていません。「キー識別子」としてこのタイプの属
性を選択すると、予期しない動作やエラーが収集で発生する可能性があ
ります。

• ワークフローの割当: 収集間隔で定義したワークフローが表示されます。編集するこ
とはできません。

• 保持: 参照先のフォームでディメンション属性の値を保持するかどうかを示します。
この列は、「ディメンション参照」タイプの属性にのみ適用可能です。

• 名前: 属性の名前。
• ディメンション名: この列は、ディメンション属性にのみ適用可能であり、ディメン
ション名を示します。

• 属性タイプ(既存の属性がある場合に表示されます): 属性のタイプを示します:

– 入力
– ディメンション参照
– 計算済

• データ型: 「日付」、「日時」、「整数」、「リスト」、「複数行のテキスト」、「数値」、「テ
キスト」、「True/False」、「はい/いいえ」

• 合計: 属性の合計方法を指定できます:

– 合計: 加算合計
– 平均: データのある行の平均。データのない行は分母にカウントされません
– 数: データのある行の数
– なし: 合計は計算されません

5. 「追加」アイコンをクリックした後、次のいずれかをクリックします:

• 属性の追加: 「新規属性の作成」ウィンドウが表示されます。収集の新しい属性の追
加を参照してください。
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• ディメンションから属性を追加: 「ディメンションから属性を追加」ウィンド
ウが表示されます。ディメンションからの属性の追加を参照してください。

収集の新しい属性の追加
収集の新しい属性を追加するには:

1. 「新規属性の作成」ウィンドウの「プロパティ」タブで次のものを指定します:

• 名前: 属性の名前を入力します。入力できる最大文字数は 80文字です。
• 説明: 説明を入力します。最大 255文字まで入力できます。
• 属性タイプとして「入力」または「計算済」オプションを選択します。
「入力」がデフォルトであり、「検証」タブが有効になります。オープン済で、
フォーム・インスタンスが作成されている期間には、変更された検証ルールは
適用されません。行った変更は、新規のフォーム・インスタンスにのみ適用さ
れます。
「計算済」を選択した場合は、「計算」タブが有効になります。

ノート:

「入力」または「計算済」を選択し、属性を保存したら、属性の作成
後にこの設定を変更することはできません。属性タイプを変更する
と、それまでに指定した検証または計算は上書きされます。

• データ型: データ型として次のいずれかを選択します。データ型を選択した
後、「必須」または「値を使用」、あるいはその両方のオプションを選択するこ
ともできます。
– 日付
– 日時
– 整数
– リスト: 「追加」をクリックして、属性の値を入力します。リストは収集
に対してローカルであり、他の収集との間で共有することはできません。

– 複数行のテキスト: このオプションを選択した場合、3から 50行の間で「行
数」を選択します。デフォルト値は 3です。「複数行のテキスト」では、
「アクション」ダイアログ・ボックスで、スクロールせずにフォームに表示
できるテキストの行数を決定します。最大長は 2000文字です。ただし、
テキスト領域の幅は固定されたままです。
データ型でこの値を保持することが必須の場合は、「必須」チェック・ボッ
クスを選択します。「値を使用」チェック・ボックスを選択した場合は、「行
数」に入力した値がデフォルトでここにも適用されます。これを超えると、
スクロール付きテキストになります。

– 数値: このオプションを選択してフォーマット・オプションを指定します。
これにより、「システム設定」の「プリファレンス」セクションのデフォル
ト設定が上書きされます。

第 43章
補足データ収集の操作

43-18



ノート:

この属性には数値のみ入力できます。

* 小数点以下の桁数: 表示する小数点以下の桁数を入力します。
* パーセンテージとして表示: パーセント記号を表示します。
* 3桁ごとの区切り文字の使用: 3桁ごとの区切り文字を表示します(例:

1,000.00)。ユーザーのロケール用の 3桁ごとの区切り文字が表示されます。
* 通貨: 通貨を選択します。
* 負数のフォーマット: 負数の表示方法を選択します。
* スケール: 数値をスケールします。範囲は 1000から 1000000000000までで
す。

– テキスト: 最大 255文字を入力します
– True/False

– はい/いいえ
• 必須: 属性が必須の場合、データ入力中にこのフィールドに値を入力する必要があり
ます。

• 値を使用: この値を指定した場合、設計者が入力した値が、ユーザーが作成するすべ
てのレコードに適用されます。データ入力中にデフォルト値を変更できます。

2. 「OK」をクリックして属性を保存します。「新規属性の作成」ウィンドウが閉じます。
3. 収集の編集ウィンドウで、「保存」をクリックして収集を保存します。

ノート:

新しい属性および収集を保存する必要があります。このことを行った後にの
み、属性の「検証」タブまたは「計算」タブにアクセスできるようになります。

4. 作成した属性を選択し、「編集」アイコンをクリックします。
「属性の編集」ウィンドウが表示されます。

5. 「入力」オプションを選択した場合(ステップ 1)、「検証」タブで条件式を追加できます:

a. 「追加」をクリックします。行が表に追加されます。
b. 最初の行内の列をクリックしてドロップダウン・リストを表示し、「演算子」を選択
し、それに応じて「値 1」および「値 2」を入力できます。

c. 2つ目の条件が必要な場合は、「追加」をクリックして行をもう 1つ追加します。
d. 2つ目の行内の列をクリックしてドロップダウン・リストを表示し、「および」や「ま
たは」などの「組合せ」を選択できます。

e. 「OK」をクリックして条件を保存します。
6. 「計算済」オプションを選択した場合(ステップ 1)、「計算」タブで計算を追加できます。
「計算タイプ」を選択します:

• 値をリストに割当: 関連する「属性」を選択します。
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• 条件: 「計算式の定義」の条件を追加します。
• スクリプト: 「計算式の定義」を指定し、属性および関数を選択します。

7. 計算式を追加するには、次の表の説明に従って、データ型と計算タイプを指定しま
す。

表 43-2 データ型と計算タイプ

「プロパティ」タブで選択したデータ
型

計算タイプ 説明

すべてのデータ型 「値をリストに割当」を選択し、「属
性」値を選択します。
リスト属性値を保存しておく必要が
あります。

リスト・メンバーへの割当てに基づい
て属性値を戻します。

すべてのデータ型 条件 対象の属性に対して、指定された条件
が一致している場合に属性値 Aを戻
します。条件が一致していない場合
は属性値 Bを戻します。

リスト リストを値に割当て 属性の値に基づいてリストから関連
するメンバーを戻します。

整数、数値、テキスト スクリプト
スクリプト関数を参照してください

自由形式のスクリプト計算。「スクリ
プト」は、整数、複数行のテキスト、
数値またはテキスト・タイプの属性に
使用できます。

8. 「OK」をクリックして属性を保存します。

ノート:

属性に対する変更が適用されるのは、後続のデータ収集期間のみです。

スクリプト関数
• 絶対値: 指定された数の絶対値を戻します。数がゼロより小さい場合は、数の正の
値が戻されます。指定された数がゼロ以上である場合は、指定された数が戻されま
す。
ABS(<Number>)

• 月の追加: 開始日からの指定した月数の日付オフセットを返します。日付は常に指
定した月オフセットに該当します。開始日に、オフセット月を越える日の値がある
場合は、オフセット月の最後の日が使用されます。たとえば、EDate (31-Jan-2017,
1)は(28-Feb-2017)を返します。月の場合は、開始日の前または後の月数を入力し
ます。月に対する正の値は将来の日付を生成します。負の値は過去の日付を生成
します。
ADD_MONTH(<Start Date>, <Months>, <Length>)
例: ADD_MONTH(DATE(2017, 2, 15) 3)

• 過去平均: 過去 X期間の数量の平均値を算出します。
AVERAGE_PRIOR(<Value>, <Number of Periods>, <To Currency*>
例: AVERAGE_PRIOR( {Balance (Reporting)}, '2', 'EUR'

• 日付: 年、月および日に対して指定された整数値に基づく日付値を返します。
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DATE(<Year>, <Month>, <Day>)
• 日付差異: 2つの日付の差を日、時間、分または秒で戻します。たとえば DATE 1と DATE

2には、それぞれ現在の日付(時間コンポーネントなし)と日時を表す TODAYおよび NOW
の値を使用できます。
DATE_DIFF(<Date1>, <Date2>, <Type>)
例: DATE_DIFF('TODAY', {Preparer End Date}, 'DAYS')または DATE_DIFF({Preparer
End Date}, 'NOW', 'HOURS')

• 日: 日付の日の値を整数として返します
DAY(<DATE>)

• テキストの抽出: 値内の指定した位置からの部分文字列を戻します。
SUBSTRING(<Value>, <Location>, <Length>)
例: SUBSTRING( {Name} , 5, 10)

• If Then Else: 条件付きの計算をスクリプト計算に挿入できるようになります。
IF_THEN_ELSE計算式は、ネストして ELSE IFタイプの計算式に対応することもできま
す。
IF_THEN_ELSE(<Condition>, <Value1>, <Value2>)
例:

IF_THEN_ELSE( {Risk Rating} = 'Low', 'Good',
IF_THEN_ELSE( {Risk Rating} = 'Medium', 'Better',
IF_THEN_ELSE({Risk Rating} = 'High', 'Best','Bad')))

• 長さ: テキスト値をパラメータとして受け取り、テキスト内の文字数である整数を返しま
す。値が空/nullである場合、計算は 0を返します。
Length ({<attribute>})
例: LENGTH('Value')は 5を返し、LENGTH({Name})は、オブジェクトの名前に含まれる文
字数を返します。
SUBSTRINGを使用した計算を使用して、テキスト値の最後の 4文字を抽出します。
SUBSTRING( {MyString}, LENGTH ({MyString}) - 4

• 小文字: 値を小文字で戻します
LOWERCASE(<Value>)
例: LOWERCASE( {Description} )

• 最大: 属性リストの最大値を戻します。任意の数のパラメータを含めることができます。
MAX(<Value1>, <Value2>,<ValueN>)
例: MAX( TRANSLATE( {Source System Balance (Entered)}, 'USD', 'Accounting'),
TRANSLATE( {Source System Balance (Functional)}, 'USD', 'Accounting'),
TRANSLATE( {Source System Balance (Reporting)}, 'USD', 'Accounting') )

• 過去最大: 過去 X期間の最大値を戻します。
MAX_PRIOR (<Value>, <Number of Periods>)
例: MAX_PRIOR( {Balance (Functional)}, '6', 'CAD', 'REC')

• 最小: 属性リストの最小値を戻します。任意の数のパラメータを含めることができます。
MIN(<Value1>, <Value2>,<ValueN>)
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例: MIN( TRANSLATE( { Balance (Entered)}, 'CAD', 'REC'),
TRANSLATE( {Balance (Functional)}, 'CAD', 'REC'), TRANSLATE( {Balance
(Reporting)}, 'CAD', 'REC') )

• 過去最小: 過去 X期間の最小値を戻します。
MIN_PRIOR (<Value>, (<Value>, <Number oMIN_PRIOR( {Source System
Balance (Functional)}, '6', 'EUR', 'Simplified')

• 月: 日付の月の値を整数(1から 12)として返します
MONTH (<DATE>)

• 指数: 一方の数字を他方の数字の回数掛け合せます。
POWER(x,y) where x=BASE NUMBER,and y=EXPONENTの場合、xと yは数値である
かぎり属性または計算にすることができます。
例: POWER(3,4)=81

ノート:

分数値では、べき根になります。たとえば、POWER(27, 1/3) = 3で、立
方根です。
負の値では、指数計算の逆数になります。たとえば、POWER(2, -2) =
1 / (2^2) = 1 / 4 = .25です。

• 前: 指定された前期間の値を戻します。
PRIOR(<Value>, <Number of Periods Prior>)
例: PRIOR( {Source System Balance (Entered)}, '1', 'EUR'')

• 丸め処理: 指定された小数点以下の桁数で丸めた値を戻します
ROUND(<Value>, <Decimal Places>)
例: ROUND( ({Scripted Translate} /7), 4)

• 過去の合計: 過去 X期間の合計値を戻します。
SUM_PRIOR(<Value>, <Number of Periods>)
例: SUM_PRIOR( {Balance (Reporting)}, '3', 'EUR')

• テキストの場所: 属性値内の部分文字列の場所(1が最初の位置)を戻します。
INSTRING(<Value>, <Value To Search>)
例: INSTRING( UPPERCASE( {Name} ), 'TAX' )

• 換算: 指定されたレート・タイプを使用して、通貨属性を数値属性に変換します。
TRANSLATE(<Value>, <To Currency>, <Rate Type>)
例: TRANSLATE( {Balance (Entered)}, 'EUR', 'Acct')

• 大文字: 値を大文字で戻します。
UPPERCASE(<Value>)
例: UPPERCASE( {Name} )
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• 年: 日付の年の値を整数として返します。
YEAR (<DATE>)

計算属性を追加する例
1. 次の属性を使用して収集を作成します:

Int1: 属性タイプとして「入力」、「データ型」として「整数」。「OK」をクリックし、収集
の編集で「キー識別子」として Int1を選択します
TextInput: 属性タイプとして「入力」、「データ型」として「テキスト」。

2. データを保存します。
3. 属性タイプを「計算済」として、「データ型」を「テキスト」として指定して、TextCalc
という属性を作成します。

4. 「計算」タブで、次のように指定します:

• 計算タイプ: 「スクリプト」を選択します。
• 関数の追加: 「TextLocation」を選択して、「追加」をクリックします。

INSTRING(<Value>, <Value To Search>)が「計算式の定義」に追加されます。
• <Value>をクリックし、値を(一重引用符で囲み、大/小文字を区別して)入力するか、
「属性の追加」で TextInput属性を選択して、「追加」をクリックします。
<Value>が{TextInput}に変更されます。

• <Value to Search>を'tion'で置き換えます。
ノート: <xxx>は必ず一重引用符付き('xxx')で置き換えます。例:
INSTRING({TextInput}, 'tion')

5. 「OK」をクリックして属性を保存します。
ディメンションからの属性の追加
「ディメンションから属性を追加」ウィンドウで:

1. ディメンションを選択します
2. 「使用可能な属性」リストから属性を選択し、「選択された属性」リストに移動します。
ディメンションのキー属性が選択された属性として含められます。キー属性はクリアで
きません。

3. 「OK」をクリックします。
「ディメンションから属性を追加」ウィンドウが閉じ、選択した属性が収集の編集ウィン
ドウに表示されます。

4. 「保持」列のチェック・ボックスを選択して、参照先のフォームで属性の値を保持するよ
うに指定できます。ディメンション属性が更新されても、属性が参照されているフォーム
では変更が更新されません。このチェック・ボックスを選択しない場合、参照されている
属性は最新の変更で更新されます。収集を保存した後、この設定を変更することはできま
せん。

5. 「保存」または「保存して閉じる」をクリックします

収集リスト属性のインポート
「リスト」タイプの属性をインポートするには:
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1. 値ごとに異なる行を使用して、リスト・タイプのインポート・ファイルを作成しま
す。
例:

Blue
Yellow
Red
Green

2. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリック
します。

3. 左側の「収集」タブをクリックします。
4. 「リスト」タイプの属性を作成または選択し、「関連付けられているフォーム・テン
プレート」領域で「編集」 をクリックします。「フォームの編集」ダイアログ
が表示されます。

5. 「ユーザー」領域で、「インポート」をクリックします。
6. インポート・ファイルを参照して選択します。
7. 「インポート・タイプ」を選択します。ソース・ファイルのメンバーのみを更新す
る場合は「更新」を選択し、ユーザーをソース・ファイルのメンバーに置き換える
場合は「置換」を選択します。

8. ドロップダウン・リストからインポート・ファイルの「ファイル区切り文字」を選
択します。「カンマ」または「タブ」です。

9. 「インポート」をクリックします。
「リストの値のインポート」に、合計リスト値、「完了」、「エラー」、作成済リスト
値および更新済リスト値の値が表示されます。
「正常に完了」の場合は、「OK」をクリックします。
「エラーで完了」の場合は、エラーが表示されます。エラー・リストをエクスポー
トするには、「Excelにエクスポート」をクリックします。

収集履歴の表示
システムには、ユーザー、日付、アクション、古い値と新しい値など、収集アクティ
ビティの履歴が保持されます。
収集履歴を表示するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリック
します。

2. 左側の「収集」タブをクリックします。
3. 収集を選択し、「編集」をクリックします。
4. 次のフィールドを表示します:

• フィールド
• 変更タイプ
• サポート・オブジェクト
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• 変更者
• 変更日
• 古い値
• 新規の値

収集属性の削除
収集属性を削除するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリックします。
2. 左側の「収集」タブをクリックします。
3. 収集を選択し、「編集」をクリックします。
4. 「属性」タブを選択し、属性、「アクション」、「削除」の順に選択します:

• データが存在する場合は属性を削除できません。
• データが存在しないが、属性がフォーム・テンプレートで参照されている場合は、最
初に属性をフォーム・テンプレートから削除しないと、属性を削除できません。

5. 確認のプロンプトで「はい」をクリックします。

収集の編集
収集の説明および属性を編集できます。
収集を編集するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリックします。
2. 左側の「収集」タブをクリックします。
3. 収集を選択し、「アクション」、「編集」の順にクリックします。
関連付けられているサブ収集が表示されます(定義されている場合)。

4. 「プロパティ」タブをクリックし、必要に応じて「説明」を変更します。
5. 「属性」タブをクリックし、必要に応じて属性を編集します。

ノート:

ローカル収集属性名を編集できます。その後、テンプレートから再デプロイし
て、更新した属性名を反映する必要があります。

収集のデータが存在する場合、収集の「キー識別子」および属性を変更できます。
ディメンションから参照される属性は編集できません。

収集のコピー
「補足データ分析」ダッシュボードを使用して、収集をコピーできます。ダッシュボードで、
特定の POVからデータをエクスポートして別の POVにインポートできます。
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収集をコピーするには:

1. ホーム・ページで、「データ」をクリックします。
2. 左側から、「補足データ分析」をクリックします。
3. 「収集」ドロップダウンから、コピーする収集を選択します。
4. 補足データ分析ページの POVから、コピーするデータの POVメンバーを選択し
ます。

5. 「アクション」から、「Excelにエクスポート」を選択して、収集からデータをエク
スポートします。

6. 補足データ分析ページの POVから、貼り付けるデータの POVメンバーを選択し
ます。

7. 「アクション」から、「インポート」を選択して、データを収集にインポートしま
す。

収集の削除
収集を削除するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリック
します。

2. 左側の「収集」タブをクリックします。
3. 収集を選択し、「アクション」、「削除」の順に選択します。

• データが存在する場合は、収集を削除できません。
• データが存在しなくても、フォーム・インスタンスが作成されている場合は、
収集を削除できません。

4. 確認のプロンプトで「はい」をクリックします。

補足データ・マネージャ・フォーム・テンプレー
トの作成

補足データ・フォームのテンプレートを作成および操作するには、管理者またはパワ
ー・ユーザーである必要があります。
フォーム・テンプレートを作成する場合は、テンプレートをアドホック・フォームの
作成に使用できるかどうかを指定し、テンプレートの作成を許可するユーザーを選択
できます。個々のユーザー、グループまたはチームを選択できます。
補足データ・フォームへのデータ入力の詳細は、Financial Consolidation and Closeの
操作ガイドを参照してください。
フォーム・テンプレートを作成するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリック
します。

2. 左側の「フォーム・テンプレート」タブをクリックします。
3. 「新規」をクリックします。
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4. 「プロパティ」タブで情報を指定します。
• 名前: 一意のフォーム・テンプレート名を入力します。入力できる最大文字数は 80文
字です。

• 説明: 最大 255文字まで入力できます。
• 収集間隔 - ドロップダウン・リストから収集間隔を選択します。

5. 次のトピックを参照してください。
• 補足データ・マネージャ・フォーム・セクションの操作
• フォーム・テンプレートの指示の指定
• ワークフローの割当て
• フォーム・テンプレートの質問の指定
• フォーム・テンプレートのアクセス権の設定

フォーム・テンプレートの指示の指定
管理者は、フォームの使用方法に関する指示を指定します。指示には、テキスト、添付ファ
イル、およびドキュメント・リポジトリのファイルへのリンクを含めることができます。
フォーム・テンプレートの指示を指定するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリックします。
2. 左側の「フォーム・テンプレート」タブをクリックします。
3. 新規フォーム・テンプレートまたはフォーム・テンプレートの編集で、「指示」タブを選
択します。

4. 「指示」で、指示のテキストを入力します。
ファイルへの参照を追加するには:

1. 「参照」セクションで、「追加」をクリックします。

ヒント:

参照を削除するには、その参照を選択して、「削除」をクリックします。

2. 参照タイプを選択します:

• ローカル・ファイル - ローカル・ファイル・システムを参照してファイルを選択しま
す。「名前」を指定する必要があります。「OK」をクリックすると、ファイルがシス
テムにアップロードされ、フォーム・テンプレートとともに保管されます。

• URL - 外部 URL参照を入力して、わかりやすい名前を付けます。「OK」をクリック
すると、アプリケーションに URLが保管されます。

補足データ・マネージャ・フォーム・セクションの操作
フォームの各セクションで、様々な収集または属性の組合せからデータを収集できます。セ
クションでは、収集や属性が重複することがあります。対応する収集で「データの共有」属
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性が「True」に設定されている場合、属性は 1つのセクションでのみ書込み可能にす
ることができます。
それぞれの収集について、サブ収集を使用して最大 5つのセクションを作成できます。
収集とサブ収集を使用してセクションを作成した後、収集およびサブ収集オブジェク
トを変更することはできません。
セクションを作成または編集するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリック
します。

2. 左側の「フォーム・テンプレート」タブをクリックします。
3. 新規フォーム・テンプレートまたはフォーム・テンプレートの編集で、「セクショ
ン」タブを選択します。

4. 「新規」をクリックするか、セクションを選択して「編集」をクリックします。フ
ォーム・テンプレートの編集セクションが表示されます。

5. 「プロパティ」タブで:

• 名前: セクションの名前を入力します。入力できる最大文字数は 80文字です。
• 収集: ドロップダウン・リストから収集を選択します。選択した収集に基づい
て、ドロップダウンにはそのサブ収集もリストされ、それらを選択することも
できます。
リストされる収集は、同じ収集間隔に属しています。関連付けられているサブ
収集がある収集を選択した場合、「データ・レコード」は「列」に設定され、
セクションを保存すると、対応するサブ収集を使用する新しいセクション・オ
ブジェクトが作成されます。
収集とサブ収集は、同じ収集間隔に属している必要があります。

• データ・レコード
次のいずれかを選択します:

– 行(サブ収集の場合): フォームの属性が表として表示されます。行にエン
トリを入力します。属性名は、常にヘッダーとして表示されます。

– 列(収集の場合): フォームの属性が行および列に表示され、ユーザーがフォ
ームのそれぞれの属性について値を入力します。フィールドには属性ごと
に 1つのデータ入力レコードが含まれます。属性の説明は、フォームの行
ヘッダーとして表示されます。

6. 必要に応じて、その他のセクション・タブについて情報を入力します。
7. セクションの作成が完了したら、「OK」をクリックしてセクションを保存します。
収集について 1つのセクションが作成され、選択されたキー属性を使用してサブ収
集について 1つのセクションが作成されます。必要に応じて、それを編集して属性
を含めることができます。

「フォーム・テンプレート」セクション: 「列」タブ
フォーム・テンプレート・セクションについて、レイアウトの列の数およびそれらの
表示方法を指定できます。
たとえば、レイアウトの列数として 3を選択した場合、それぞれの属性について最大
3つを列インデックスとして指定できます。
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「列」タブを更新するには:

1. 補足データ・フォームを開きます。
2. 「列」タブで、レイアウトの列数の値を選択します。
3. 新規フォーム・テンプレートまたはフォーム・テンプレートの編集で、「セクション」タ
ブを選択します。

4. 「新規」をクリックするか、セクションを選択して「編集」をクリックします。
5. 「「フォーム・テンプレートの編集」セクション」で、「列」タブをクリックします
6. 「レイアウトの列」から、セクションの列数を選択します。3列のレイアウトが最大です。
7. 列に関する情報を指定します:

• 含む
フォームに含まれる他の属性を選択します。

• 名前
収集属性の名前。

• ディメンション
特定ディメンションの属性からの列。これは読取り専用です。

• データ型
列(読取り専用)に対応するデータ型。

• 列の幅
ピクセルで指定された列の幅。デフォルト値は「サイズを合せる」です。
この幅には、列のセルの余白としてのスペースは含まれません。
– 小: 70ピクセルの固定幅
– 中: 100ピクセルの固定幅
– 大: 300ピクセルの固定幅
– サイズを合せる: 行で最も長いテキストに基づいて列の幅を合せます
– カスタム: 幅を指定します。最小値: 20。最大値: 999。

• 合計
収集で指定された属性の合計方法。常に読取り専用です。

• 表示のみ
列は表示専用です。同じ収集に複数のフォームが作成されている場合、キー列を含め
て、入力用の列を含めることができるフォームは 1つのみです。

8. 合計行
合計行が表示される方法:

• 上部: 合計行は、表の最上位に表示されます
• 下部: 合計行は、表の最下位に表示されます
• なし: 合計行は表示されません

9. オプション: 新しい属性を「フォーム・テンプレート」セクションに追加するには、「追
加」(+)アイコンをクリックして「属性の追加」を選択し、属性情報を指定します。
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フォーム・テンプレート・セクションに属性を追加する手順は、収集に属性を追加
する手順と同じです。収集属性の追加を参照してください。

10.「OK」をクリックして、データを保存します。

「フォーム・テンプレート」セクション: 「検証」タブ
特定の補足データの属性にしきい値を指定し、連結で POVから取得された残高試算表
に対して検証を行い、数値が完全一致でなくてもフォームを送信できるようにするこ
とができます。検証しきい値は、パーセンテージベース、値ベースまたは完全一致で
す。指定した定数値に対して属性の値を検証することもできます。
補足データ・フォームのテンプレートの「合計検証」タブを更新するには:

1. 補足データ・フォームを開きます。
2. 新規フォーム・テンプレートまたはフォーム・テンプレートの編集で、「セクショ
ン」タブを選択します。

3. 「新規」をクリックするか、セクションを選択して「編集」をクリックします。
4. 「「フォーム・テンプレートの編集」セクション」で、「合計検証」タブをクリック
します。

5. 「検証タイプ」ドロップダウンから、次のいずれかを選択します:

• なし: 列が検証の対象として含まれないことを示します。また、表示専用であ
るか数値以外(テキスト、リスト、はい/いいえなど)である列は検証の対象とし
て含まれません。

• POV: POV値に対して検証します。このオプションを選択すると、「キューブ」
および「メンバー・セレクタ」アイコンが使用可能になります。

• 金額: それが定義されている同じ属性の合計に対して検証します。
6. 「しきい値」ドロップダウンから、次のいずれかを選択します:

• 完全一致: 正確な値が検証に使用されます。選択した場合、しきい値を入力す
るテキスト・ボックスを使用することはできません。

• %: 値がパーセンテージ値の+/-である場合は検証が成功することを許可するパ
ーセント・ベースの検証。

• #: 値が値の+/-である場合は検証が成功することを許可する値ベースの検証。
7. %または#を選択した場合、「値」列のテキスト・ボックスに値を入力します。これ
は、検証されるしきい値のパーセンテージまたは値(10進数)です。この値は正の値
である必要があります。
例:

• 属性タイプが整数である場合、整数として表示されますが、10進数はパーセ
ントまたは値として使用されます。

• 「しきい値」を%として選択した場合、かつ:

– 値が 5である場合は、入力された値または POV値に対する-5%から+5%の
しきい値とみなされます。

– 値が 0.5である場合は、入力された値または POV値に対する-0.5%から
+0.5%のしきい値とみなされます。

• 「しきい値」を#として選択した場合、かつ:
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– 値が 10である場合は、入力された値または POV値に対する-10から+10のしき
い値とみなされます。

– 値が 0.1である場合は、入力された値または POV値に対する-0.1から+0.1のし
きい値とみなされます。

負の値、スケールされた値およびパーセンテージ数値については、データベースに保管さ
れている RAW値に対して検証が実行されます。たとえば、スケール属性が 1000である
とします。セルに 3と入力された値はデータベース内では 3000になり、保管されている
同じ値 3000に対して検証が実行されます。しきい値が 1000である場合、2から 4の間
で入力されたすべてのデータについて検証が成功します(3はデータベース内では 3000
です。したがって、+/- 1000は 2000と 4000です。)

「フォーム・テンプレート」セクション: 「グループ化基準」タブ
補足データ・フォーム・テンプレートの「グループ化基準」タブを更新するには:

1. 補足データ・フォームを開きます。
2. 新規フォーム・テンプレートまたはフォーム・テンプレートの編集で、「セクション」タ
ブを選択します。

3. 「新規」をクリックするか、セクションを選択して「編集」をクリックします。
4. フォーム・テンプレートの編集セクションで、「グループ化基準」タブをクリックします。
5. 「列」をクリックしてから、次の列を選択または表示します。

• 含む
「グループ化基準」に含める他の列を選択します。

• グループ化基準
メイン表のデータが選択した列でグループ化されます。

• 名前
収集の名前。

• ディメンション
特定ディメンションの属性(読取り専用)からの列。

• データ型
列(読取り専用)に対応するデータ型。

• 合計
収集で指定された属性の合計方法(読取り専用)。

6. 合計行:

合計行が表示される方法を示します:

• 上部: 合計行は、表の最上位に表示されます
• 下部: 合計行は、表の最下位に表示されます
• なし: 合計行は表示されません

7. 必要に応じて、その他のセクション・タブで情報を入力します。
8. 更新を保存して「フォーム・テンプレート」セクション・タブに戻るには、「OK」をクリ
ックします。
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「フォーム・テンプレート」セクション: 「マッピング」タブ
フォーム・テンプレートで、「マッピング」タブを使用して、フォーム・データを転記
する POVを指定します。「グループ化基準」タブで選択した属性に基づいて、補足デ
ータ・マネージャ・フォームのエントリをマップできます。属性の金額は、「グループ
化基準」タブで選択された属性を使用して合計されます。
「グループ化基準」タブの属性にリスト・データ型を使用している場合は、リストの個
々のアイテムをマップできます。この場合、マッピング・テキストを編集して
@Listnameを追加します。@Listnameは、リスト属性の各子の置換として使用されま
す。すべてのリスト・メンバーがディメンション・メンバーと同一であることを確認
して、無効な POVがないようにします。

ノート:

ベスト・プラクティスとして、マッピングを作成または編集する前に、ブラ
ウザのキャッシュをクリアして再ログインしてください。

「マッピング」タブを更新するには:

1. 補足データ・フォームを開きます。
2. 新規フォーム・テンプレートまたはフォーム・テンプレートの編集で、「セクショ
ン」タブを選択します。

3. 「新規」をクリックするか、セクションを選択して「編集」をクリックします。フ
ォーム・テンプレートの編集セクションが表示されます。

4. 「接続」を選択します。
「ソース」列のデフォルトは、割当てマッピング・メニューの選択時に選択された
列です。必要に応じて、別のソース列に変更します。

5. 「キューブ」ドロップダウンで、使用可能なキューブのリストからキューブを選択
します。

6. 「メンバーの選択」をクリックして、視点のメンバーを選択します。
メンバーは、POVディメンションごとに作成する必要があります。マッピングの
前に POVが有効であることを確認してください。
メンバー・セレクタには、収集間隔の頻度ディメンションとワークフロー・ディメ
ンションを除くディメンションが表示されます。間隔ディメンションの値は、フォ
ームがデプロイされたデータ収集期間に基づいて、転記中に動的に設定されます。

7. 「マッピング」で、POVを入力します。
8. 更新を保存して「フォーム・テンプレート」セクション・タブに戻るには、「OK」
をクリックします。

「フォーム・テンプレート」セクション: 「履歴」タブ
「履歴」タブには、変更したユーザー、日付、変更のタイプ、古い値と新しい値など、
フォーム・テンプレート・セクションに対する変更が表示されます。
「履歴」タブを表示するには:
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1. 補足データ・フォームを開きます。
2. 新規フォーム・テンプレートまたはフォーム・テンプレートの編集で、「セクション」タ
ブを選択します。

3. 「新規」をクリックするか、セクションを選択して「編集」をクリックします。
4. フォーム・テンプレート・セクションの編集で、「履歴」タブをクリックします。
5. 「表示」をクリックしてリストから表示する列を選択するか、「その他の列」を選択して表
示される列とその表示順序を管理します。

6. 次の情報を表示できます:

• フィールド
• 変更タイプ
• サポート・オブジェクト
• 変更者
• 変更日
• 古い値
• 新規の値

7. フォーム・テンプレート・セクション・タブに戻り、「OK」をクリックします。

ワークフローの割当て
フォームのワークフローを割り当てるには、「ワークフロー」タブを使用します。
フォームのワークフローを割り当てるには:

1. 補足データ・フォームを開きます。
2. 「新規フォーム」または「フォームの編集」で、「ワークフロー」タブをクリックします。
3. 「開始タイミング」で、ドロップダウン・リストから値を選択します:

• 頻度 - フォームのデータが収集される頻度。
• スケジュール開始 - 収集日付:

– 終了日 - 期間の終了日。
– クローズ日 - 期間に指定されたクローズ日。

• 開始日オフセット - フォームのデータ収集の開始日。これはデータ収集日の開始が
許可される終了日またはクローズ日の後の日数を決定します。値は正または負にす
ることができます。たとえば、開始日の数日前にデータを準備でき、その日から 3日
後に収集を開始する場合は-3を設定できます。

4. 「ワークフロー」で、次の値を選択します:

• ワークフロー・オプション - オプションを選択します。
– 策定
– 策定して承認
– 策定し、承認してから転記
– 策定して転記
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– 転記
• 承認のレベル - 承認者のレベルを最大 10個選択します。
• 期間 - 次に示すユーザーごとに特定のアクションに許可される最大日数
このデータにより、ワークフロー・オプションに応じて、送信、承認および転
記にスケジュールされる完了日が決まります。

5. 「ユーザー」セクションでは、「フォーム」および「アドホック」オプションが使用
できます。フォームまたはアドホックに対してワークフローおよび参照者ユーザ
ー割当てを定義できます。使用可能なフィールドにユーザーを追加できます。
• 「新規」をクリックします。
• ユーザーを追加するには:

– フォームの場合は、ワークフローを選択してから、策定者および承認者に
ユーザーまたはグループを選択します。「ワークフロー」メンバー・セレク
タは、選択したワークフロー・ディメンションに基づいて動的に生成され
ます。

– アドホックの場合は、姓名で検索してユーザーまたはグループを選択しま
す。「詳細」をクリックして、ユーザー IDまたは電子メールで検索できま
す。デフォルトでは、基本オプション(姓と名)が表示されます。

– 「検索」をクリックして、「検索結果」を表示します。このオプションを使
用して、ユーザーを追加または削除できます。

ノート:

「アドホックを許可」オプションは、「ワークフロー」タブの下に表示
されます。デフォルトでは表示されません。アドホック・ユーザー・
リストの数が 0より大きい場合にのみ表示されます。リストが空の
場合、このオプションはオフになります。

• CSVファイルからユーザーをインポートするには、「インポート」をクリック
します:

– ファイルを選択するには、「参照」をクリックします。
– 「ファイル区切り文字」に、「カンマ」または「タブ」を選択するか、「その
他」を選択して区切り文字を入力します。

– 「インポート」をクリックします。

ノート:

エクスポート/インポート・ファイル・フォーマットでは、トラ
ンザクションに「アドホックを許可」オプションを含めることが
できます。

• ユーザーを削除するには、ユーザーを選択し、メニュー・バーから「削除」を
クリックします。
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フォーム・テンプレートの質問の指定
質問は、自動的に役割でグループ化されます。役割内では、個々の質問が順序付けされます。
順序は、役割内の質問の順序を示します。
質問を作成するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリックします。
2. 左側の「フォーム・テンプレート」タブをクリックします。
3. 「新規フォーム」または「フォームの編集」で、「質問」タブをクリックします。
4. 「新規」または「編集」をクリックします。
5. 次の情報を入力します:

• 質問: 最大 2000文字まで入力できます。
フォームのユーザーに回答を促す質問を入力します。

• データ型
質問タイプを選択します:

– 日付
– 日時
– テキスト: 最大 4000文字まで入力できます。
– リスト: 最大 255文字まで入力できます。
「追加」をクリックして、属性の値を入力します。

– 整数: -2147483648から 2147483647の値を入力できます
– 数値: 値 xxxxxxxxxxxxxxxxx.xxxxxxxxx (17桁と小数点以下 9桁)を入力できます
「数値」を選択した場合、フォーマット・オプションを選択します:

* 「小数点以下の桁数」には、表示する小数点以下の桁数を入力します。デフォ
ルト値はシステム・プリファレンスで定義されます。

* 3桁ごとの区切り文字(たとえば、1,000.00)を表示するには、「3桁ごとの区切
り文字」を選択します。ユーザーのロケール用の 3桁ごとの区切り文字が表
示されます。

* 「通貨」から、(INR)などの通貨を選択します
通貨が選択されていない場合、金額は換算されません。

* 「負数」から、(123)など、負数の表示方法を選択します。
– 「True」または「False」
– 「はい」または「いいえ」

• 「役割」 - 質問対象の役割を指定します。
• 必須 - 質問が必須かオプションかを決定します。

質問を削除するには:

1. 「新規フォーム」または「フォームの編集」で、「質問」タブを選択します。
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2. 質問を選択して「削除」をクリックします。

フォーム・テンプレートのアクセス権の設定
補足データ・フォーム・テンプレートの「アクセス」タブでは、権限のあるユーザー
や、そのユーザーがフォームに対して実行できる機能を決定します。
• 「アクセス」タブの上部パネルには、表示アクセス権のあるユーザーのリストを表
示されます。

• 下部パネルには、ユーザーがアクセスできるワークフローが表示されます。
参照者のリストを CSVファイルでインポートすると、複数のユーザーに簡単にアクセ
ス権を割り当てることができます。参照者は、ユーザー、グループ、チームのいずれ
でもかまいません。次に、「表示」オプションを使用して、フォームにアクセスできる
ステージを決定します。ユーザーのリストをエクスポートして、管理者が分析するこ
ともできます。

ノート:

参照者のアクセス権を指定する前に、ワークフローを定義してください。

ノート:

テンプレートに定型フォームが定義されていない場合でも、ユーザーおよび
参照者のアド・ホック割当てを作成できるようになりました。

アクセス権を追加するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリック
します。

2. 左側の「フォーム・テンプレート」タブをクリックします。
3. 「新規フォーム」または「フォームの編集」をクリックし、「アクセス」タブをクリ
ックします。

4. 「新規」をクリックするか、ユーザーを選択して「編集」をクリックします。
5. 「参照者のアクセス」で、ユーザー、グループまたはチームを選択します。
6. 「ワークフロー」から、ワークフロー・ディメンションのメンバーを選択します。
ワークフロー・ディメンションのメンバーの組合せがすべてリストされます。

7. 「表示オプション」を選択します。
• 常時 - データ入力が完了していない場合や、データが承認のために送信されて
いない場合も含めていつでもデータを表示できます。

• 送信後 - 策定者がデータを送信するとすぐに、承認前のデータでも表示できま
す。

• 承認後 - すべてのレベルの承認が行われるまで、データを表示できません。
8. オプション: CSVファイルから複数のユーザーの参照者アクセス権をロードする
には:
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a. メニュー・バーから、「インポート」をクリックします。
b. 参照してファイルを選択します。
c. 「インポート・タイプ」で、「すべて置換」または「更新」を選択します。
d. 「ファイル区切り文字」に、「カンマ」または「タブ」を選択するか、「その他」を選
択して区切り文字を入力します。

e. 「インポート」をクリックします。

フォーム・テンプレートの履歴の表示
「履歴」タブには、フォーム・テンプレートに対する変更が記録されます。ここには、作成ま
たは更新されたフィールド、変更タイプ、古い値と新しい値、変更を行ったユーザーおよび
変更日が表示されます。「履歴」タブの情報は読取り専用です。
フォーム・テンプレートの履歴を表示するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリックします。
2. 左側の「フォーム・テンプレート」タブをクリックします。
3. 「新規フォーム」または「フォームの編集」で、「履歴」タブをクリックします。

フォーム・テンプレートの編集
フォーム・テンプレートを編集するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリックします。
2. 左側の「フォーム・テンプレート」タブをクリックします。
3. フォーム・テンプレートを選択し、メニュー・バーから「編集」を選択します。

フォーム・テンプレートの複製
フォーム・テンプレートを複製するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリックします。
2. 左側の「フォーム・テンプレート」タブをクリックします。
3. フォーム・テンプレートを選択し、メニュー・バーから 「複製」を選択します。
複製アクションでは、フォーム名にコピー接尾辞を追加したコピーが作成されます。ま
た、複数のフォーム・テンプレートが同じ収集への書込みアクセス権を持つことがないよ
うに、すべての属性が読取り専用になります。

フォーム・テンプレートの削除
不要になったフォーム・テンプレートを削除できます。
フォーム・テンプレートを削除するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリックします。
2. 左側の「フォーム・テンプレート」タブをクリックします。
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3. フォーム・テンプレートを選択し、メニュー・バーから「削除」を選択します。
4. 「はい」をクリックしてテンプレートの削除を確認します。

データ収集期間へのフォーム・テンプレートのデ
プロイ

補足データ・フォームを作成したら、デプロイできます。
以前にデプロイしたフォームを再デプロイすることもできます。ワークフローがどの
ような影響を受けるかを指定できます。たとえば、ワークフロー・アイテムをさらに
追加し(収集またはテンプレートのプロパティや属性は変更しない)、これらのみをデプ
ロイする必要があるとします。すべてのフォーム・ワークフローをリセットすること
を選択した場合、テンプレートがデプロイされ、データは保持されますが、コメント
などの他のワークフロー・アイテムはすべてリセットされます。
データ収集期間にフォーム・テンプレートをデプロイするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリック
します。

2. 左側の「フォーム・テンプレート」タブをクリックします。
3. 「アクション」メニューから、「デプロイ」 をクリックします。
4. 「データ収集終了期間」から、「検索」アイコンをクリックします。
5. 「データ収集期間の選択」ダイアログで、次の手順を実行します:

a. 「間隔」をクリックし、収集間隔を選択します。
収集間隔を選択すると、POVディメンションに、その収集間隔で定義されて
いる頻度ディメンションが反映されます。

b. POVディメンションのメンバーを選択し、「OK」をクリックします。
保留中期間およびオープン期間のデータ収集期間が表示されます。

c. 「期間」から、データ収集期間を選択し、「OK」をクリックします。
収集間隔と POVディメンション・メンバーを選択すると、「フォーム・テンプ
レート」のリストがフィルタ処理されて、選択した間隔で使用可能なテンプレ
ートのみが表示されます。

6. デプロイするフォーム・テンプレートを 1つ以上選択します。
7. 「デプロイ」をクリックします。
8. 収集間隔に関連するすべてのフォーム・テンプレートを表示する「情報ダイアログ
のデプロイ」が表示されます。
• このダイアログには、それぞれのテンプレートについて「作成」、「リセット」
および「削除」の値がリストされます。フォーム・テンプレートがまだデプロ
イされていない場合、これらの値はゼロになります。
– 作成 - ワークフロー定義に基づいて、デプロイ(および再デプロイ)中に作
成されるすべてのフォームの数が表示されます。

– リセット - 新しく追加されたプロパティや属性など、収集/テンプレートの
コピーの更新が表示されます。
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– リフレッシュ - テンプレートに加えられた変更に基づいてリフレッシュされるす
べてのフォームの数が表示されます。テンプレート属性のプロパティの変更がフ
ォームに反映されます。

– 削除 - デプロイ解除および再デプロイの場合、ワークフロー・メンバーに基づい
て、削除されたフォームの数が表示されます。

• フォームを再デプロイしている場合、次のオプションが表示されます:

– すべてのフォーム・ワークフローのリセット - このオプションを選択すると、フ
ォームに入力されたデータは保持されますが、コメントなど、その他すべてのワ
ークフロー・アイテムはリセットされます。テンプレートのキー属性に変更を加
えた場合(追加、削除、編集)、フォーム・データが削除されます。

– アドホック・フォームの削除 – このオプションを選択した場合(デフォルト)、収
集期間内のユーザーが作成したアドホック・フォームはすべて削除されます。こ
のオプションを選択しない場合、収集期間内のユーザーが作成したアドホック・
フォームはすべてリフレッシュまたはリセットされます。

9. 「デプロイ」をクリックします。
10. デプロイの確認プロンプトで「はい」をクリックします。
11. デプロイメントが完了すると、確認ダイアログ・ボックスに次の情報が示されます:

• 収集からのフォーム・テンプレートの合計: 「情報ダイアログのデプロイ」からのフ
ォーム・テンプレートの合計数。

• フォーム・テンプレートと期間の頻度または間隔が不一致: 収集間隔頻度と一致しな
いフォーム・テンプレートの数。頻度が欠落しているフォーム・テンプレートを表示
するには、「詳細の表示」をクリックします。

• エラーのあるフォーム・テンプレート: エラーがあるフォーム・テンプレートの合計
数。エラーがある場合、コピーは行われません。

• エラーのある収集: エラーがある収集。エラーの詳細を確認するには、「詳細の表示」
をクリックします。

• デプロイされたフォーム・テンプレート: すでにデプロイされているテンプレート。
• デプロイするフォームの合計: 各フォーム・テンプレートに指定されたフォームの合
計数。

• 成功したデプロイ: デプロイされたフォームの合計数。
• 失敗したデプロイ: デプロイに失敗したフォームの合計数。

フォーム・テンプレートのデプロイ解除
フォーム・テンプレートをデプロイ解除するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリックします。
2. 左側の「フォーム・テンプレート」タブをクリックします。
3. 「アクション」メニューから、「デプロイ解除」 を選択します。
「フォーム・テンプレートのデプロイ解除」が表示されます。

4. 「データ収集期間の選択」ダイアログで、次の手順を実行します:

a. 「間隔」をクリックし、収集間隔を選択します。
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収集間隔を選択すると、POVディメンションに、その収集間隔で定義されて
いる頻度ディメンションが反映されます。

b. POVディメンションのメンバーを選択し、「OK」をクリックします。
c. 「期間」から、データ収集期間を選択し、「OK」をクリックします。
収集間隔と POVディメンション・メンバーを選択すると、「フォーム・テンプ
レート」のリストがフィルタ処理されて、選択した間隔で使用可能なテンプレ
ートのみが表示されます。

5. デプロイ解除するフォーム・テンプレートを 1つ以上選択し、「デプロイ解除」を
クリックします。

6. 収集間隔に関連するすべてのフォーム・テンプレートを表示する「情報ダイアログ
のデプロイ」が表示されます。
• テンプレートの作成時に「データの共有」オプションを選択していた場合、メ
ッセージが表示され、一緒にデプロイ解除する必要があるフォーム・テンプレ
ートがリストされます。

• それぞれのテンプレートについて、「作成」、「削除」および「リセット」の値
が表示されます。
– 作成 - ワークフロー定義に基づいて、デプロイ(および再デプロイ)中に作
成されるすべてのフォームの数が表示されます。

– リセット - 新しく追加されたプロパティや属性など、収集/テンプレートの
コピーの更新が表示されます。

– 削除 - デプロイ解除および再デプロイの場合、ワークフロー・メンバーに
基づいて、削除されたフォームの数が表示されます。

7. フォーム・テンプレートを選択し、「デプロイ解除」をクリックします。
デプロイ解除の結果として、この期間のすべての既存のデータおよびすべてのフォ
ームが完全に削除されるというメッセージが表示されます。

8. 「デプロイ解除」をクリックします。
デプロイ解除が完了すると、確認のダイアログ・ボックスにデプロイ解除に成功し
たフォームの総数が表示されます。
デプロイに失敗したフォームについては、フォーム名がエラー情報とともに表示さ
れます。

補足データ・フォームの再オープン
デプロイされた補足データ・フォームを再オープンし、データを修正してフォームの
操作を続行できます。
補足データ・フォームを再オープンするには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリック
します。

2. 左側の「フォーム・テンプレート」タブをクリックします。
3. フォーム・テンプレートの「アクション」省略記号ボタン(...)をクリックし、「フォ
ーム」を選択します。
関連するフォームのリストが表示されます。
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4. 「アクション」省略記号ボタン(...)をクリックし、「再オープン」を選択します。
このアクションにより、ワークフロー・ステータスが「オープン(策定者)」にリセットさ
れます。

収集へのデータのバルク・ロード
管理者とパワー・ユーザーは、特定のデータ収集期間および特定の収集についてデータをイ
ンポートできます。この機能は、管理者およびパワー・ユーザーが別のシステムのソース・
データを使用してフォームにまとめて移入する場合や、策定者がデータ値を入力するのみで
済むように、いくつかの列を事前に移入しておく場合に便利です。データ・ロードは、次の
ワークフロー・ステータスのフォームで許可されます:

• 保留中
• オープン(策定者)

• オープン(承認者)

ノート:

データ・ロードは、「クローズ済」のワークフロー・ステータスのフォームでは許可
されません。

「置換」または「更新」のいずれかのオプションを使用できます。
• 置換 - フォーム内のデータをクリアし、ソース・ファイルの値で置換します。インポー
ト・プロセス後、ソース・ファイルにないフィールドは空白になります。

• 更新 - ソース・ファイルに含まれている値のみが更新されます。他の値は影響を受けませ
ん。

データをロードするには:

1. ホーム・ページで、「データ」をクリックし、次に「補足データ分析」をクリックします。
2. 収集を選択し、POVメンバーを移入して、「アクション」から「インポート」を選択しま
す。

3. ロードする CSVファイルを選択します。次に、ワークフロー・ディメンションとしてエ
ンティティを使用する収集のロード・ファイルの例を示します。
 

 

4. 「置換」を選択して、すべてのデータをクリアし、ソース・ファイルのデータで置き換え
るか、「更新」を選択し、ソース・ファイル内に含まれるデータのみを更新します。
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5. 日付フォーマットを選択してから「インポート」をクリックします。
ステータスには、エラーまたは警告があるかどうかに加えて、エンティティの合
計、更新されたエンティティおよび作成または更新された行の合計が表示されま
す。

補足データ・マネージャでのユーザーの再割当て
決算プロセス中に、ユーザーを別のタスクに再割当てすることが定期的に必要になる
場合があります。たとえば、タスクを割り当てられた従業員が会社を退職した場合、
そのタスクを別の従業員に再割当てできます。個々のタスクを手動で検索し、開いて
編集するかわりに、「ワークフロー・ダッシュボード」の「再割当て」機能を使用して
割当てを自動的に変更できます。「再割当て」機能では、ユーザーに関連付けられてい
るタスクをすばやく検索し、別のユーザーに再割当てできます。タスクを個々のユー
ザー、グループまたはチームに再割当てできます。
ユーザーを再割当てする役割を選択できます。たとえば、「所有者」の役割を選択した
場合は、ユーザーが所有者として割り当てられているタスクでのみユーザーが再割当
てされます。「クローズ済」のワークフロー・ステータスのフォームでは許可されませ
ん。
ユーザーを再割当てするには:

1. ホーム・ページで、「タスク」をクリックします。
2. 左側の「補足データ・タスク」タブをクリックします。
3. ユーザーを再割当てする 1つ以上のフォームを選択します。
4. 「アクション」で、 「ユーザーの設定」を選択します。
5. 「フィールド」で、再割当てするユーザーの役割を選択します。
6. 「対象ユーザー」で、名前を入力するか、タスクを再割当てするユーザー、グルー
プまたはチームを検索します。

7. 「適用」をクリックします。
8. ユーザー更新の確認のプロンプトで「はい」をクリックします。

勘定科目残高に対する補足データ合計の検証
Financial Consolidation and Closeでは、勘定科目残高に対して補足データ合計を検証
できます。これは、様々な一般会計システムから連結システムに勘定科目残高をロー
ドし、補足データ・マネージャを使用してその勘定科目残高の一部または合計を収集
する場合に便利です。収集が終わった時点で、補足データの合計は、策定者がデータ・
フォームを送信する前に勘定科目残高と一致している必要があります。
POV設定は、フォーム・テンプレートの定義中に行われます。勘定科目残高は、フォ
ームを開いている間など、実行中にフェッチされます。データの検証の利点として、
リアルタイムで行われることがあげられます。
検証プロセスの最初のステップでは、管理者が、フォーム・テンプレート定義を通じ
て連結システムに対して補足データの検証を設定します。その後、フォームの策定者
に対してフォームに「検証」行が表示されるようになり、属性と勘定科目残高が一致
するまでフォームが送信されないことが保証されます。
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検証の設定
検証を設定するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリックします。
2. 左側の「フォーム・テンプレート」タブをクリックします。
3. テンプレートを選択します。
4. フォーム・テンプレートの編集で、「セクション」を選択し、「列」タブを選択します。
5. 「合計検証 POV」列ドロップダウンで、使用可能なキューブのリストからキューブを選択
します。

6. 検証の基準とする属性の横にある「合計検証 POV」列の「メンバーの選択」をクリック
して、POVを指定します。

ノート:

選択できるのはリーフレベルのメンバーのみで、親メンバーは選択できません。
「表示のみ」が選択解除されていることを確認します。

フォームの操作
検証を設定してフォームをデプロイした後、勘定科目残高が「検証」行に POVとともに表示
されます。
 

 
データを追加してフォームを送信しようとすると、システムによるチェックが行われ、属性
の合計が勘定科目残高と等しい場合にのみ、送信が許可されます。たとえば、事務用品のデ
ータを追加すると次のようになります。
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出張費用の$100を追加すると、今度は属性値と勘定科目残高が一致するため、フォー
ムが送信されます。
 

 

「補足データ分析」ダッシュボードでのデータの表
示

「補足データ分析」ダッシュボードには収集およびサブ収集の詳細が含まれるため、情
報の表示とフィルタ処理を簡単に行うことができます。列を選択およびソートして、
リストを保存することもできます。
データ分析ダッシュボードに収集を表示するには:

1. ホーム・ページで、「データ」をクリックします。
2. 左側から、「補足データ分析」をクリックします。
3. 「収集」ドロップダウン・リストから、アクセスしてデータを分析する収集/サブ収
集およびデータ収集期間(頻度ディメンション・メンバーの組合せ)を選択します。
例:

収集名: Debt Details

データ収集期間のパラメータ: 年: 2020、期間: 4月、シナリオ: 実績
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4. オプション: 「フィルタの追加」をクリックし、フィルタ値を入力します。使用可能なフ
ィルタは、選択した収集に基づきます。フィルタの操作を参照してください。

5. オプション: 収集からデータをエクスポートするには、「アクション」から「エクスポー
ト」を選択し、「Excelにエクスポート」または「CSVにエクスポート」を選択します。

6. オプション: 「アクション」から、「インポート」を選択して、データを収集にインポー
トします。
「参照」をクリックしてファイルを選択し、既存のファイルを置換するか更新するかを選
び、日付フォーマットを選択して、「インポート」をクリックします。

7. オプション: 画面の右側にある アイコンをクリックしてビューを選択します。ビュー
についてを参照してください。

Smart Viewでの補足データの使用
データ収集プロセスには Oracle Smart View for Officeを使用できます。補足データ管理の
Smart View拡張機能をインストールすると、Smart Viewの「補足データ」メニュー・オプシ
ョンを使用して、データ収集プロセスを管理したり、補足データ・フォームを操作できます。
拡張機能をインストールするには、Oracle Enterprise Performance Management Cloud管理
者スタート・ガイドのクライアントのダウンロードおよびインストールに関する項を参照し
てください。
拡張機能をインストールし、接続を作成したら、次の Smart Viewの補足データ・タスクを実
行できます。
• 準備、承認および転記のために実行する必要があるフォームのワークリストを表示する
• 「表示」セキュリティ権限を持つ、システム内の収集のリストを表示する
• データ収集プロセスの一環として収集されたデータにフィルタを適用する
補足データについて以前作成したフィルタやリストは、Smart Viewで使用可能です。

セキュリティに関する考慮事項
• サービス管理者は、データ収集で指定されている法的エンティティに関係なく、すべての
収集を表示できます。

• パワー・ユーザーおよびユーザーは、ワークフローの一部として、法的エンティティのア
クセス役割に従って、適格なすべての収集を表示できます。

• ユーザーには、自分に権限があるフォームのみが表示されます。使用可能なオプション
(「データの保存」、「承認」、「却下」など)は、セキュリティ役割に応じて変わります。

Smart Viewへの接続
1. ホーム・ページで「ダウンロード」を選択し、補足データ管理の Smart View拡張機能を
ダウンロードします。

2. Smart Viewで、接続を作成し、URLを入力します。
3. 右パネルで、「プライベート接続」から、作成した補足データ・マネージャ接続を選択し
ます。

4. 「接続」ダイアログ・ボックスで、ユーザー名およびパスワードを入力し、「接続」をクリ
ックします。
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補足データ・フォームの操作
1. 「プライベート接続」リストから、補足データ・マネージャ接続を選択します。
2. 「補足データ」タブを選択し、「リフレッシュ」をクリックします。
「ワークリスト」および「収集」ノードが表示されます。

3. 「ワークリスト」の下で、フォームのリストからフォームを選択します。
• 各フォームはフォーマット内の 1つの親ノードです。<Form Name> -

<Workflow Dimension: Member 1>| <Workflow Dimension: Member 5>。
例: Debt Details Form – New York

• フォーム上にマウスを重ねると、フォーマット内に詳細が表示されます。
<Form Name> - <Workflow Dimension: Member 1>| <Workflow Dimension:
Member 5> (<Responsible role> - <Due Date>), <Frequency Dimension:
Member 1>| <Frequency Dimension: Member 4>.

例: Loan Detail – Entity: LE101 | Account: Sales (Preparer – Jan 10, 2020),
Year: 2020 | Period: Jan | Scenario: Actual

a. リーフ・ノードをダブルクリックすると、フォーム・ヘッダーまたはサマリ
ー・セクションが表示されます。各セクションはフォーマット内の 1つのリー
フ・ノードです。<Section name>。
例: Loan Collection Data Entry

b. ヘッダー・セクションをクリックすると、Excelに詳細セクションが表示され
ます。フォームを表示または変更したり、質問に回答したり、コメントを入力
できます。
詳細セクションまたはサブ収集は別のワークシートに表示されます。

4. 「収集」で、収集間隔のリストから間隔を選択します。
各リーフ・ノードでは、収集間隔が最初にリストされ、その後に収集とサブ収集が
リストされます。

ノート:

データが含まれている収集のみが、各データ収集期間に表示されます。
5. 終了したら、フォームに適切なアクションを選択します。

• データの保存
• データの送信
• 承認
• 却下
• データの転記

通貨換算の使用
会社のデータ収集プロセスの関係者は、通常、複数の地理的地域に拠点があります。
データ策定者は、現地通貨でデータを準備するのが普通ですが、送信されたデータは
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親会社(本社など)の現地通貨で分析する必要があります。ほとんどの場合、最終の財務レポー
トは親会社の通貨で生成されます。通貨換算機能によって、補足データ管理内で現地通貨か
ら親通貨に通貨属性を換算できます。
通貨換算では、次のプロセスを使用します。
• システムは、エンティティ・メンバーの基本通貨(またはデフォルト通貨)を補足データ・
マネージャに保管します。

• 複数通貨アプリケーションを使用している場合、システムは、Ratesキューブの勘定科目
ディメンションの為替レート・メンバーを使用して、通貨レート・タイプおよび通貨レー
トも保管します。レート・タイプと通貨レートは、補足データ・マネージャでは読取り専
用です。

エンティティ・メンバーのデフォルト通貨の表示
エンティティ・ディメンションの各メンバーのデフォルト通貨を表示できます。
デフォルト通貨を表示するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリックします。
2. 左側の「ディメンション」タブをクリックします。
3. 「ディメンション」で、「エンティティ」を選択します。
4. 省略記号
から、「メンバーおよび属性」を選択します。

5. メンバーごとに、通貨属性の通貨を表示できます。

ノート:

エンティティ・メンバーに通貨が関連付けられていない場合、継承する通貨がない
ため、フォームがこの特定のエンティティにデプロイされたときに換算は機能しま
せん。

換算用の通貨属性の設定
通貨換算を使用するには、エンティティの現地通貨で金額(通貨値)の属性を作成します。「属
性の編集」ダイアログに、「通貨」というプロパティがあります。そのプロパティの「エンテ
ィティ通貨」の値を選択すると、その特定の属性によって、フォーム・テンプレートのデプ
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ロイ先のエンティティから通貨が継承されます。これは、表示された異なる通貨を選
択して上書きできます。
説明のために、世界各地のエンティティから現地通貨で食費のデータ値を手動入力す
る「Employee Meal Expenses」という収集の例を示します。エンティティ通貨を使
用するか、それを上書きするかを選択できます。
属性には、「従業員 ID」、「従業員名」、食品タイプ、「金額」および HQ通貨での金額が
含まれます。目的は、「金額」を取得して、USD (ドル)の HQ通貨での金額に換算する
ことです。

入力値の現地通貨を HQ通貨に換算するには:

1. ホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「補足データ」をクリック
します。

2. 左側の「収集」タブをクリックします。
3. 収集を選択し、「アクション」、「編集」の順に選択します。
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4. 「属性」タブで、属性(たとえば、世界中の様々なチームからの食事費用の入力値である
「金額」など)を選択し、「アクション」、「編集」の順にクリックします。

5. 「通貨」で、「エンティティ通貨」を選択すると、この属性(金額)によって、フォームのデ
プロイ先のエンティティの通貨が継承されます(この例では USD (ドル))。

6. 計算済属性「Amount in HQ Currency」が USD (ドル)の通貨で設定されています。
7. 「計算」で、換算関数が、Average為替レート・タイプを使用して「金額」の値を USD通
貨に換算するように設定されています。

8. 設定が完了したら、デプロイされたフォームで換算操作を確認できます。この例では、4
つの異なる通貨を持つ 4つの異なるエンティティにフォーム・テンプレートがデプロイさ
れています。
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インドの毎月の食費について、金額を入力した後、保存すると、換算された通貨値
が表示されます。換算により HQ通貨が計算されていることに注意してください。

9. 「補足データ分析」でこれを表示することもできます。「金額」列の通貨記号と HQ
通貨での金額列の換算された値に注意してください。
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44
補足データ・マネージャ・チームの管理

チームは、所有者、担当者および承認者の役割を使用して定義およびプロビジョニングされ
ます。次に、タスクのこれらの役割を名前付きユーザーに割り当てるかわりに、チームに割
り当てます。管理者およびパワー・ユーザーは、チームを追加、編集、および削除できます。

ノート:

個々のユーザーは、直接的または間接的に最大で 1,000のチームに割り当てること
ができます。

関連トピック:

• 補足データ・マネージャのチームおよびメンバーの追加
• 補足データ・マネージャのチームおよびメンバーのインポートおよびエクスポート
• 補足データ・マネージャ・ユーザーのエクスポート
• 補足データ・マネージャのチームおよびメンバーの編集
• 補足データ・マネージャのチームおよびメンバーの削除

補足データ・マネージャのチームおよびメンバーの
追加

補足データ用、たとえば補足データ・フォームを操作する専用のチームを作成することがで
きます。次に、どのユーザーまたはチームがフォームを請求できるか決定し、「アクセス」か
らワークフロー・ステージにチームを割り当てることができます。各チームに役割が割り当
てられます。デフォルトでは、「ユーザー」の役割が作成されます。
チームを追加するときは、ユーザー IDとチームを通じて名前が一意になるようにする必要が
あります。ユーザー IDと同じ名前のチームは追加しないでください。
補足データのチームとメンバーを追加するには:

1. ホーム・ページで「ツール」をクリックし、「アクセス制御」をクリックします。
2. 「チーム」タブで 「新規」をクリックします。
3. チームの「名前」と「説明」を入力します。
4. 「補足データ」タブを選択します。
5. 「ユーザー」を選択します。
6. メンバーを追加するには:

a. 「メンバー」セクションで 「追加」をクリックします。
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b. 「名」、「姓」の一部またはすべてを入力するか、「検索」をクリックして名前を
選択します。

c. 「検索結果」セクションで、「追加」または「すべて追加」をクリックし、選択
内容を「選択済」リストに追加します。

d. 「OK」をクリックします。
7. 「チームの定義」ダイアログ・ボックスで、「プライマリ・ユーザー」を選択する
と、タスクのデフォルトがそのユーザーでの「請求済」ステータスになります。

ノート:

他のチーム・メンバーは次にタスクを請求できます。

8. 「OK」をクリックします。

補足データ・マネージャのチームおよびメンバー
のインポートおよびエクスポート

管理者とパワー・ユーザーは、チームおよびメンバーを個別に更新することなく、フ
ァイルをエクスポートし、変更を行い、そのファイルを再インポートすることで、チ
ームおよびメンバーのバルク更新を実行できます。teams.csvファイルをエクスポー
トすると、チーム全体および各チームのメンバーのレポートが提供されます。必要に
応じてデフォルトの.csvファイルの名前を変更できます。
次のステップを実行する必要があります。
• エクスポート.csvファイルを作成します。後述の「補足データ・マネージャ・チー
ムのファイル・フォーマット」のフォーマットを参照してください。

• 既存のチームのバルク編集を実行するか、teams.csvファイルを編集して新しいチ
ームを作成できます。

• 情報を元のアプリケーションにインポートします。
チームおよびメンバーのエクスポート
チームおよびメンバーの一括エクスポートを実行するには:

1. ホーム・ページで、「ツール」をクリックし、「アクセス制御」をクリックします。
2. 「チームの管理」タブをクリックします。
3. チームを選択します。

4. ファイルのエクスポート・アイコン をクリックします
5. 「保存」をクリックして teams.csvファイルを保存します。ファイルにより、すべ
てのチームおよび各チームのメンバーのリストが提供されます。

チームおよびメンバーのインポート
チームをインポートすると、チーム・リストがマージされます。たとえば、アプリケ
ーションでチーム 1、チーム 2およびチーム 3が定義されており、CSVファイルでチ
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ーム 2およびチーム 4が定義されている場合、インポート・プロセス後、チーム 2は更新さ
れ、チーム 4は追加されます。
チーム・メンバーシップは CSVファイルの内容に置き換えられます。たとえば、アプリケー
ションに UserA、UserBおよび UserCのメンバーシップを持つチーム 1があり、CSVファイ
ルに UserBおよび UserDのメンバーシップがある場合、インポート・プロセス後、チーム 1
のメンバーシップに UserBおよび UserDが含まれます。
チームおよびメンバーの一括インポートを実行するには:

1. ホーム・ページで、「ツール」をクリックし、「アクセス制御」をクリックします。
2. 「チームの管理」タブをクリックします。
3. チームを選択します。

4. 「インポート」 をクリックし、次の情報を入力します。
• 「ファイル」で、エクスポートした.csvファイルに移動します。
• 「インポート・タイプ」で、次のオプションのいずれかを選択します。

– 「置換」をクリックすると、エクスポート.csvファイルに含まれる行が置換され
ます。

– 「すべて置換」をクリックすると、次のようにインポートが実行されます。
* チームが UIおよび.csvファイルの両方に存在する場合、インポートによって

UIのチームが更新されるように上書きされます。
* UIに存在するその他のチームが.csvファイルには存在しない場合、そのチー
ムは削除されます。

* .csvファイルに存在するその他のチームが UIには存在しない場合、そのチー
ムはインポートされます。

注意:

インポート・ファイルに含まれないエントリは削除されます。
• 「ファイル区切り文字」で、「カンマ」または「タブ」を選択します。デフォルトはカ
ンマです。

5. 「インポート」をクリックします。
インポートの進行状況を示しながらインポートが実行されます。

6. インポートが完了したら、チームのインポート・メッセージ・ボックスで結果を確認し、
「OK」をクリックします。

補足データ・マネージャのチーム・ファイル・フォーマット
チームをインポートまたはエクスポートするために.csvファイルを作成する際は、次のフォ
ーマットを使用してください。

CSV要素 必須 説明
#team はい チームの説明および役割が示さ

れたチームのリスト
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CSV要素 必須 説明
#team_children いいえ チーム・メンバーのリスト
役割 いいえ チームに特定の役割がある場合、

指定できる値は「はい」および
「いいえ」です。デフォルト値は
「いいえ」です。
指定できる役割は管理者、パワ
ー・ユーザー、ユーザーおよび参
照者です。

id はい チームまたはチーム名を一意に
識別します

Primary_user いいえ 指定できる値は「はい」および
「いいえ」です。列または値が指
定されていない場合、デフォルト
値は「いいえ」です。

サンプル CSVファイルを次に示します。
 

 

補足データ・マネージャ・ユーザーのエクスポー
ト

管理者およびパワー・ユーザーはユーザー・リストを CSVファイルにエクスポートで
きます。ユーザー・リストのインポートは行えませんが、ユーザー・ログインなどの
ユーザー情報は、チーム・インポート・ファイルの作成において役に立ちます。
補足データ・マネージャ・ユーザーをエクスポートするには:

1. ホーム・ページで「ツール」をクリックし、「アクセス制御」をクリックします。
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2. 「ユーザーの管理」をクリックします。
3. 「CSVにエクスポート」をクリックします。
4. 「保存」をクリックして、export.csvファイルを保存します。

名前 ユーザー・ログイン ステータス チーム 説明
AppUser1 app1 使用可能 Team1、Team 2 User1
AppUser2 app2 使用可能 Team1 User2
View User1 view1 使用可能 Team3、Team4、

Team5
Viewer1

補足データ・マネージャのチームおよびメンバーの
編集

補足データのチームまたはメンバーを編集するには:

1. ホーム・ページで「ツール」をクリックし、「アクセス制御」を選択します。
2. 「チーム」タブをクリックします
3. チームを選択し、  「編集」をクリックします。
4. チームおよびメンバーを編集し、「OK」をクリックします。

補足データ・マネージャのチームおよびメンバーの
削除

補足データのチームまたはメンバーを削除するには:

1. ホーム・ページで「ツール」をクリックし、「アクセス制御」をクリックします。
2. 「チームの管理」をクリックします。
3. チームを削除するには、チームを選択し、「X」をクリックして、確認プロンプトで「は
い」をクリックします。

4. メンバーを削除するには、チーム名をダブルクリックし、「チームの編集」ダイアログ・
ボックスで、メンバーを選択してから「X」(「削除」)をクリックします。

5. 「OK」をクリックします。

補足データ・マネージャ・ユーザーの管理
「アクセス制御」の「タスク・マネージャ・ユーザー」を使用して、システム上のユーザーに
関する情報にアクセスできます。次のフィールドは、ユーザー・リストで列またはフィルタ
として使用できます。
表示する列とともに、リストをフィルタして csvまたは Excel形式にエクスポートする列を
決定できます。
ユーザーに関する詳細情報を確認する場合は、ユーザー名をダブルクリックすると「ユーザ
ーの詳細」ダイアログが表示されます。
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• 名前 - ユーザーのフル・ネーム。列およびフィルタはデフォルトで選択されていま
す。

• 最終ログイン - ユーザーの最終ログインの日時。
• タイムゾーン – それぞれのユーザーのユーザー・プリファレンスで設定されたタ
イム・ゾーン

• 組織 - ユーザーが割り当てられた組織のリスト。
• フォーム統合者 – (はい/いいえ)は、ユーザーがいずれかの補足データ・フォームの
統合者であるかどうかを示します。これには、グループおよびチームを使用した間
接割当てが含まれます。

• フォーム承認者 – (はい/いいえ)は、ユーザーがいずれかの補足データ・フォームの
承認者であるかどうかを示します。これには、グループおよびチームを使用した間
接割当てが含まれます。

• フォーム策定者 – (はい/いいえ)は、ユーザーがいずれかの補足データ・フォームの
策定者であるかどうかを示します。これには、グループおよびチームを使用した間
接割当てが含まれます。

• タスク承認者 – (はい/いいえ)は、ユーザーがいずれかのタスク・マネージャ・タス
クの承認者であるかどうかを示します。これには、グループおよびチームを使用し
たバックアップ割当ておよび間接割当てが含まれます。

• タスク担当者 – (はい/いいえ)は、ユーザーがいずれかのタスク・マネージャ・タス
クの担当者であるかどうかを示します。これには、グループおよびチームを使用し
たバックアップ割当ておよび間接割当てが含まれます。

• ワークフローの役割 - タスクまたはフォームでユーザーが割り当てられた役割(タ
スク担当者、フォーム承認者 1、タスク参照者など)。

• 役割 - ユーザーに割り当てられた最上位の外部役割。
• 電子メール - ユーザーの電子メール・アドレス。
• グループ – ユーザーが属するグループのリスト。
• チーム - ユーザーが属するチームのリスト。列はデフォルトで選択されています。
• ステータス - ユーザーのステータス(「作業可能」または「作業不可」)。列およびフ
ィルタはデフォルトで選択されています。

• ユーザー・ログイン - ユーザー ID。列およびフィルタはデフォルトで選択されて
います。

例:
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ユーザーの「設定のクリア」をクリックすると、次の内容がこのユーザーに設定されている
デフォルト値に戻ります:

• ダッシュボードおよびほとんどの管理ダイアログ(例: 「属性の管理」)で選択された列
• ダッシュボードでのソート
• ダッシュボードで適用されたフィルタ
• ダッシュボードの様々なスイッチとコントロールの状態
• インポート・ダイアログのデフォルトの日付フォーマット

バックアップ割当ての管理
担当者および承認者の役割のバックアップは、プライマリ・ユーザーがチームまたはグルー
プではなく、名前付きユーザーの場合に割り当てられます。
• 担当者: 基本タスク用(自動タスクを除く)

• 承認者: 基本タスクおよび自動タスク用

ノート:

管理者は、テンプレート、スケジュールおよびタスクに対する所有者の割当てをバ
ックアップできません。

タスクのバックアップを割り当てるには:

1. バックアップを割り当てるタスクを開きます。
2. 「ワークフロー」タブを選択し、担当者とバックアップ両方のユーザーを選択します。
3. 「保存して閉じる」をクリックします。
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タスク・マネージャでの再割当ての要求
再割当て要求は、プライマリ・ワークフローの役割に明示的に割り当てられているユ
ーザー(名前付きユーザーとして)によってのみ開始できます。バックアップの役割に
対し、またはプライマリの役割を割り当てられたチーム/グループのメンバーでは送信
できません。
担当者および承認者は、タスクの再割当ての要求を送信することで、1つ以上のタスク
に対する担当者または承認者の割当てに異議を唱えることができます。
ワークフロー・ユーザー(担当者および承認者)は、「タスク・アクション」ダイアログ・
ボックスから、選択したタスク、または選択したタスクおよび将来のタスクに対する
ワークフローの役割の再割当てを要求できます。これらの要求には承認が必要です。
管理者およびスケジュール/テンプレートの所有者は、承認を必要とすることなく、「タ
スクの編集」ダイアログ・ボックスを使用して、タスクを再割当てできます。
タスクの再割当てを要求するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」をクリックします。
2. 左側の「スケジュール・タスク」タブを選択します。
3. 「アクション」で「再割当ての要求」を選択します。

4. 再割当てするユーザーがわかっている場合は、  「対象ユーザー」を有効に
して、名前を入力するか検索します。

ノート:

新しいユーザーがわからない場合は、ユーザーの名前を指定せずに要求
を送信します。

5. 次のオプションを完了して、タスクを再割当てします。
• 「選択したタスク」では、スケジュール・タスクのみが再割当てされます
• 「選択したタスクおよび将来のタスク」では、スケジュール・タスクおよびソ
ース・テンプレート内の対応するタスクに対してタスクが再割当てされます

6. 再割当てについて「理由」を入力します。
7. 「OK」をクリックします。
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45
ビューおよびフィルタの操作

この章では、ビューおよびフィルタの作成、管理および使用方法について説明します。
関連トピック
• フィルタの操作
• ビューの操作

フィルタの操作
フィルタを使用して、ビューおよびレポートに表示されるレコードを制限します。
Related Topics

• フィルタについて
• 既存の保存済フィルタの表示
• 新規フィルタの作成
• フィルタ・バーを使用した表示の調整
• フィルタ条件のクリア
• フィルタの削除
• フィルタの編集
• フィルタの複製
• フィルタの保存
• 保存済フィルタの適用
• フィルタの公開
• フィルタの削除
• フィルタの列の表示
• フィルタの列の順序変更

フィルタについて
フィルタは、リスト・ビューおよびレポートに表示されるレコードを制御します。
フィルタ対象の属性の値とフィルタに使用する演算子を指定できます。一般的な演算子に
は、「等しい」、「次と等しくない」、「次で始まる」、「次で終わる」、「次を含む」、「次より大き
い」、「次より小さい」などがあります。使用可能な演算子は属性のデータ型によって異なり
ます。たとえば、テキスト値をフィルタ処理するための演算子は、数値をフィルタ処理する
ための演算子とは異なります。フィルタは、ANDロジックを使用して結合されます。この場
合、フィルタ条件のすべてを満たすレコードのみが表示されます。
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ANDと ORのロジックを使用した複雑なフィルタや、フィルタの適用順を決めるグル
ープ化ロジックを作成することもできます。
フィルタは、将来使用できるように保存できます。一方で、ビューの設定には保存済
リストを使用できます。「リスト・ビューの操作」を参照してください。
サービス管理者およびパワー・ユーザーは、他のユーザーがアクセスできるようにフ
ィルタを公開できます。これらは「パブリック」としてマークされます。サービス管
理者およびパワー・ユーザーは、保存済フィルタを使用してルールをテストできます。
タスク・マネージャでフィルタが使用される場所
タスク・マネージャ内にはフィルタを使用できる場所が数多くあります。
フィルタの機能は、次の様々な領域全体で一貫しています:

• スケジュール・タスク
• テンプレート
• スケジュール
• タスク・タイプ
• アラート・タイプ
• ビュー
• 属性
補足データ・マネージャでフィルタが使用される場所
補足データ・マネージャ内にはフィルタを使用できる場所が数多くあります。
フィルタの機能は、次の様々な領域全体で一貫しています:

• 補足データ・タスク
• ビュー
• データ収集期間

既存の保存済フィルタの表示
保存されたフィルタ定義は、構成の「フィルタ」タブで使用できます。
保存済フィルタを表示するには:

1. ホームから、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリックします。
ホームから、「アプリケーション」、「補足データ」の順にクリックします。

2. 「フィルタ」をクリックして既存のフィルタを表示します。
パブリック・フィルタには緑のチェック・マークが付いています。

新規フィルタの作成
新しいフィルタを使用して、要件に応じて行の表示を制御します。
新規フィルタを作成するには:
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1. ホームから、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」、「フィルタ」の順にクリック
します。次のいずれかのページに移動してフィルタを作成することもできます:

• 「タスク」 > 「スケジュール・タスク」。右側の「...」、「フィルタの管理」の順にクリ
ックします。

• 「タスク」 > 「補足データ・タスク」。右側の「...」、「フィルタの管理」の順にクリッ
クします。

• 「タスク」 > 「アラート」。右側の「...」、「フィルタの管理」の順にクリックします。
ホームから、「アプリケーション」、「補足データ」、「フィルタ」の順にクリックします。

2. 「新規」(+)をクリックして新規フィルタを追加します。「新規フィルタ」ダイアログが表
示されます。

3. 「名前」に、フィルタの一意の名前を入力します。
4. 「説明」に、フィルタの説明(オプション)を入力します。
5. 「タイプ」で、作成するフィルタのタイプを選択します。
6. 「フィルタ定義」セクションで、「条件の作成」をクリックしてデータのフィルタに使用す
る条件を作成します。複数の条件および条件のグループを指定できます。
条件ごとに、次を指定します:

• (条件グループのみ)組合せ: 「および」または「または」を選択します。これらによっ
て、この条件またはグループと、先行する兄弟の条件またはグループとの関係を指定
します。このフィールドは、選択したノードがその親ノードの最初の子ではない場合
にのみ有効になります。

• 属性: 属性は、条件がフィルタの結果セットに含めるための値と比較される、フィー
ルドまたは値です。ただし、フィルタが対象の場合、属性はユーザー定義属性のリス
トを超えたものを表します。

• 演算子: 属性に対して実行する評価の種類を示します。たとえば、「次と等しい」、「次
の間」、「次と等しくない」、「次より大きい」、「空白である」、「空白でない」、「次より
小さい」、「次の間以外」です。

• 値: 属性を比較する値を指定します。属性のタイプによって、使用可能な入力フィー
ルドが決定されます。

フィルタ・バーを使用した表示の調整
フィルタ・バーは、様々な領域で機能し、リストに表示されるデータをフィルタします。1つ
のリストに複数のフィルタを追加できます。
フィルタ構成でのフィルタ・バーの例を次に示します。デフォルトの「すべて」が使用され
ていることに注意してください。つまり、フィルタ属性を選択をしないかぎり、すべてのオ
ブジェクトが表示されます。

フィルタをリストに追加するには:

1. 「+ フィルタの追加」をクリックして、データのフィルタに使用できる属性のリストを表
示します。
属性のリストは、フィルタを追加するリスト・ページに応じて異なります。

2. 追加するフィルタ属性を選択します。
選択した属性がフィルタ・バーに表示されます。
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日付範囲の使用
一部のフィルタ属性には日付範囲があります。たとえば、別のフィルタ属性をフィル
タ・バーに追加する場合(「作成日」など)、日付範囲機能を使用できます。日付値を使
用して表示を絞り込み、次に「演算子」フィールドを使用して、この基準に合致する
日付値の条件を設定します

フィルタ条件のクリア
フィルタをクリアすると、表示されているデータに対して、このフィルタによって適
用された条件が削除されます。
フィルタをフィルタ・バーに追加した後、次のいずれかを実行してフィルタ条件をク
リアできます:

• 各フィルタにカーソルを合せ、 アイコンをクリックし、「クリア」をクリックし
て特定のフィルタの条件をクリアしてリセットします。

• フィルタ・バーの右側にある アイコンをクリックし、「すべてのフィルタのクリ
ア」を選択します。フィルタ・バーのすべてのフィルタの条件がクリアされ、リセ
ットされます。

フィルタの削除
フィルタ・バーからフィルタを削除できます。
フィルタを削除すると、リストされたデータに対してフィルタに基づいて適用された
条件もクリアされます。
フィルタ・バーからフィルタを削除するには:

1. フィルタの横にある アイコンをクリックします。
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2. 「削除」をクリックしてフィルタ・バーからフィルタを削除します。
一部のページでは、デフォルトのフィルタは削除できません。

フィルタの編集
フィルタの定義を変更するには、フィルタを編集します。
フィルタを編集するには:

1. 「フィルタ」ページを開きます。
ホーム・ページで、「アプリケーション」 > 「タスク・マネージャ」 > 「フィルタ」の順
にクリックします。
ホーム・ページで、「アプリケーション」 > 「補足データ」 > 「フィルタ」の順にクリッ
クします。
ページで「…」 > 「フィルタの管理」をクリックした場合もフィルタを編集できます。

2. 編集するフィルタを選択し、 アイコンをクリックします。
「フィルタの編集」ダイアログが表示されます。

3. 必要な情報を更新します。
4. 「OK」をクリックします。
フィルタの詳細が更新されます。

フィルタの複製
既存のフィルタのコピーを作成するには、フィルタを複製します。
フィルタを複製するには:

1. 「フィルタ」ページで、複製するフィルタを選択して アイコンをクリックします。
フィルタのコピーがページに表示されます。

2. コピーされたフィルタをクリックします。
「フィルタの編集」ウィンドウが表示されます。

3. 必要な情報を更新します。
4. 「OK」をクリックします。
コピーしたフィルタのフィルタ詳細が更新されます。

フィルタの保存
フィルタ定義を保存すると、(必要なときにフィルタを手動で設定するのではなく)必要なとき
にフィルタ設定を簡単に再利用できます。
デフォルトでは、フィルタはプライベート・フィルタとして保存されます。他のユーザーが
同じ保存済フィルタを使用できるように、フィルタを公開できます。
フィルタを保存するには:

1. 「フィルタの追加」を使用して、必要な属性に対するフィルタを作成します。
2. 「アクション」メニューから、「フィルタの保存」を選択します。
「フィルタの保存」ダイアログが表示されます。
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3. 「名前」に、フィルタの一意の名前を入力します。
4. 「説明」に、フィルタに関するオプションの説明を入力します。
「フィルタ定義」セクションには、選択したフィルタ条件が表示されることに注意
してください。

5. 「OK」をクリックします。

保存済フィルタの適用
保存済フィルタを使用して、表示されるデータを制限できます。ページの右上にある
「…」アイコンをクリックすると、保存済フィルタがすべて表示されます。これらのフ
ィルタのいずれかをクリックしてデータに適用します。定義されたフィルタ条件に基
づいてデータが表示されます。

フィルタの公開
サービス管理者は、他のユーザーが使用できるようにフィルタを公開できます。フィ
ルタを公開すると、そのフィルタは「パブリック」としてマークされます。
フィルタを公開するには:

1. 「フィルタ」ページで、公開するフィルタを選択して アイコンをクリックしま
す。
確認を求めるメッセージが表示されます。

2. 「はい」をクリックします。
フィルタのコピーが作成され、フィルタが公開されていることを示すアイコンが
「パブリック」列に表示されます。

Note:

フィルタを公開できるのは、パワー・ユーザーおよび管理者のみです。

フィルタの削除
システムからフィルタの定義を削除するには、フィルタを削除します。
フィルタを削除するには:

1. 「フィルタ」ページで、削除するフィルタを選択して アイコンをクリックしま
す。
確認を求めるメッセージが表示されます。

2. 「はい」をクリックします。
フィルタが削除されます。

フィルタの列の表示
フィルタの列を表示するには:

1. 「フィルタ」ページで、「表示」、「列」の順にクリックします。
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2. 表示する列を選択するか、「すべて表示」をクリックしてすべての列を表示します。
「列の管理」をクリックし、「表示」 > 「列」で表示される列を非表示に、または列を表示で
きます。

フィルタの列の順序変更
列を並べ替えるには:

1. 「フィルタ」ページで、「表示」、「列の順序変更」の順にクリックします。
2. 順序を変更する列名を選択し、次のアイコンを使用して必要な位置に移動します:

• : 選択したアイテムをリストの最上位に移動します
• : 選択したアイテムをリストの 1つ上に移動します
• : 選択したアイテムをリストの 1つ下に移動します
• : 選択したアイテムをリストの最下位に移動します

3. 「OK」をクリックします。
指定された順序に基づいて列が表示されます。

ビューの操作
ビューを使用すると、複数の方法でデータをビジュアル化して分析できます。
関連トピック:

• ビューについて
• リスト・ビューの操作
• ピボット・ビューの操作
• チャート・ビューの操作
• ガント・チャート・ビューの操作
• カレンダ・ビューの操作
• ビューの保存
• 保存済ビューの編集
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• ビューの発行
• デフォルト・ビューの設定

ビューについて
Oracle Enterprise Performance Management Cloud製品では、データを視覚的に表示
する非常に柔軟性のある方法を提供しています。
ビューのタイプ
• リスト・ビュー: ページ上のフィルタ条件を満たすオブジェクトの情報が、表に列
と行で表示されます。

• ガント・チャート: タスクの期間とそれらの依存関係をグラフィカルに表す、スケ
ジュールの時系列が表示されます。ガント・チャートを使用して、先行タスクから
他のタスクへのステータスを確認できます。

• カレンダ: 月、週または日ごとに、従来のカレンダ形式でスケジュール・タスクが
表示されます。「カレンダ・ビュー」を選択した後、カレンダ・アイコンを使用し
て「月」、「週」または「日」を選択します。「カレンダ・ビュー」では、「日」ヘッ
ダーに「日ラベル」も表示されます。

• ピボット・ビュー: 数値属性データの値ごとのサマリーを作成できます。
• チャート・ビュー: データがチャート形式で表示されます。
ビュー・セレクタ( )を使用して、ビューを移動します。
ビューのコンパクト表示の選択
リスト、ガントまたはピボット・ビューでアイテムを表示しているときは、データを
コンパクトな形式で表示できます。「コンパクト」オプションは切替えスイッチとして
機能し、表示される情報の行を増やすことができます。レコードをコンパクトな形式
で表示するには、ビュー・セレクタから「コンパクト」をクリックします。
ビューを保存すると、コンパクトの選択も保存されます。
ビューを使用できるオブジェクト
タスク・マネージャでは、次のオブジェクトのビューを使用できます:

• スケジュール・タスク: タスク・マネージャのスケジュール済タスクのリストが含
まれます

• アラート: アラートのリストが含まれ、アラート詳細にドリルダウンできます
補足データ・マネージャでは、次のオブジェクトのビューを使用できます:

• 補足データ・タスク: 補足データ・マネージャのタスクが含まれます
• 補足データ分析: 収集およびサブ収集の詳細が含まれます

ビューでのデータのフィルタリングについて
フィルタを使用して、ビューに表示されるデータを制限できます。フィルタは、実行
時(データが表示された後)、またはチャートまたはピボット・ビューの設計時に作成で
きます。
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データは次の方法でフィルタできます:

• ビューのフィルタ・バー
フィルタ・バーからフィルタを使用して、ビューのデータに適用する必要がある基準を動
的に決定できます。指定したフィルタ条件は、ビューが生成された後の実行時に適用さ
れ、適用された条件を反映するように表示が更新されます。フィルタ・バーを使用した表
示の調整を参照してください。
たとえば、「担当者」列を選択した状態で「タスク」リストのフィルタ・バーにフィルタ
を追加します。このフィルタを使用して、1人以上の担当者を選択することでチャート・
データを動的にフィルタできます。
たとえば、「策定者」列を選択した状態で「フォーム」リストのフィルタ・バーにフィル
タを追加します。このフィルタを使用して、1人以上の策定者を選択することでチャー
ト・データを動的にフィルタできます。

• 「ピボットの編集」または「チャートの編集」ダイアログの「レイアウト」タブの「フィ
ルタ」
このフィルタはビュー・デザイナによって追加されます。指定した条件は、データがピボ
ット・ビューまたはチャート・ビューに追加される前にデータに適用されます。フィルタ
は、「凡例(系列)」セクションにリストされているデータ・セットごとに作成できます。
チャート・レイアウトの設定を参照してください。
たとえば、ステータスを「オープン」に設定してデータ・セットのフィルタ条件を作成す
ると、そのデータ・セットをチャートにするときにオープン・タスクのみが含まれるよう
になります。
たとえば、ステータスを「オープン」に設定してデータ・セットのフィルタ条件を作成す
ると、そのデータ・セットをチャートにするときにオープン・フォームのみが含まれるよ
うになります。

リスト・ビューの操作
リスト・ビューを使用して、レコードを単純な表形式で表示します。
Related Topics

• リスト・ビューについて
• リスト・ビューのカスタマイズ
• タスク・マネージャの例: スケジュール・タスクのリスト・ビューのカスタマイズ
• 補足データ・マネージャの例: 補足データ・タスクのリスト・ビューのカスタマイズ

リスト・ビューについて
リスト・ビューは、レコードを画面上に表示し、レコードの詳細にドリルダウンできる機能
を提供します。オブジェクトを行と列の形式で垂直リストに表示します。
リスト・ビューで行をさらに表示するには、右側にあるビュー・セレクタから「コンパクト」
を使用します。
リスト・ビューには、次のレポート機能があります:

• ビューに列を追加するか、ビューから列を削除して、列の順序を変更できます。
• フィルタを適用してリストに含まれるレコードを制限できます。
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• アドホック・レポートとして、リスト・ビューを印刷することや、Excelにエクス
ポートすることができます。

リスト・ビューのカスタマイズ
デフォルトの列が選択されているリスト・ビューが表示されます。デフォルトの列を
簡単に変更してビューをカスタマイズできます。
リスト・ビューをカスタマイズするには:

1. 必要なオブジェクトのリスト・ビューを表示します。
2. 「アクション」ドロップダウンで、「列の選択」を選択します。
「列の選択」ダイアログが表示されます。現在表示されている列は、「選択済」セク
ションにリストされています。

3. 「使用可能」セクションで、リスト・ビューに含める必要がある属性を選択し、矢
印キーを使用して属性を「選択済」セクションに移動します。

4. 「OK」をクリックします。

タスク・マネージャの例: スケジュール・タスクのリスト・ビュ
ーのカスタマイズ

タスクが作成された時期などの詳細情報を表示する必要があると仮定します。
次のステップを使用します:

1. ホームで「タスク」をクリックし、「スケジュール・タスク」をクリックします。
2. 「アクション」ドロップダウンから「列の選択」をクリックします。
「列の選択」ダイアログが表示されます。これを使用して別の列を追加し、タスク
に関する情報を表示します。

3. 「使用可能」で、リストを下にスクロールして「作成日」を選択し、矢印キーを使
用して右側の「選択済」に移動します。

4. 「OK」をクリックします。
「スケジュール・タスク」ページにタスクの「作成日」列が表示されます。
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補足データ・マネージャの例: 補足データ・タスクのリスト・ビュー
のカスタマイズ

補足データ・タスクが最後に更新された時期などの詳細情報を表示する必要があると仮定し
ます。
次のステップを使用します:

1. ホームで「データ」をクリックし、「補足データ・タスク」をクリックします。
「アクション」ドロップダウンから「列の選択」をクリックします。
「列の選択」ダイアログが表示されます。これを使用して、別の列をリスト・ビューに追
加します。

2. 「使用可能」で「最終更新日」を選択し、矢印キーを使用して右側の「選択済」に移動し
ます。

3. 「OK」をクリックします。
「補足データ・タスク」のリストに「最終更新日」という追加の列が表示されるようにな
りました。

ピボット・ビューの操作
ピボット・ビューを使用してデータを要約します。
Related Topics

• ピボット・ビューについて
• ピボット・ビューのカスタマイズ
• 例: タスク・ステータスに基づいた組織単位の表示
• 例: ステータスに基づいて補足データ・フォームを表示するためのテンプレートのグルー
プ化

ピボット・ビューについて
ピボット・ビューでは、属性データのサマリーを作成できます。
ピボット・ビューをサポートするオブジェクトごとにデフォルトのレイアウトがあります。
ただし、ピボット・ビューは要件に基づいてカスタマイズできます。
ピボット・ビューに表示される各サマリー値をクリックしてドリルダウンし、合計を構成す
るレコードを表示します。
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ピボット・ビューのカスタマイズ
ピボット・ビューをカスタマイズして、ビジネス要件に基づいてデータを要約できま
す。データは、最大 2つの属性によってグループ化できます。
ピボット・ビューをカスタマイズするには:

1. 必要なオブジェクトのピボット・ビューを表示します。
2. 右上にある「編集」アイコンをクリックします。
「ピボットの編集」ダイアログが表示されます。「プロパティ」、「レイアウト」およ
び「列」の 3つのタブがあります。

3. 「プロパティ」タブで、基本的なビューのプロパティを入力します。ピボット・ビ
ューのプロパティの設定を参照してください。

4. 「レイアウト」タブで、データをグループ化する方法の詳細を指定します。ピボッ
ト・ビュー・レイアウトの設定を参照してください。

5. 「列」タブで、データのラベルとデータのソート順を入力します。ピボット・ビュ
ーの列の指定を参照してください。

6. 「OK」をクリックします。

Note:

レコードにドリルダウンして、1つ以上の詳細を更新して保存し、ピボット・
ビューに戻っても、これらの変更は表示されません。最新の更新を表示する
には、ピボット・ビューをリフレッシュする必要があります。

ピボット・ビューのプロパティの設定
「ピボットの編集」ダイアログの「プロパティ」タブを使用して、ピボット・ビューの
基本プロパティを設定します。
ピボット・ビューのプロパティを設定するには:

1. 「背景」で、次のいずれかを選択します:

• 塗りつぶしなし: 背景色を使用しません
• 単色: 背景色として使用される色を選択します。オプションで、「グラデーショ
ン」で色を選択できます。

2. 「ヘッダーの色」および「ヘッダー・サイズ」で、ピボット・ビューのヘッダーの
色とフォント・サイズを選択します。

3. 「データの色」および「データ・サイズ」で、ピボット・ビューに表示されるデー
タの色とフォント・サイズを選択します。

4. データ値が欠落している場合にゼロを表示するには、「ゼロとしての欠落値」を選
択します。
これには、欠落しているデータ値や、適用されたフィルタが原因で欠落している値
が含まれます。

5. 「期間」で、次のいずれかを選択します:
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• 選択: 期間フィルタからの選択をそのまま使用します。
• 最新の選択: フィルタ内で時間順に最新の期間を使用します。
• 選択の前: フィルタ内の最新の期間に基づいて、X期間前の新しいフィルタを作成し
ます。
期間選択を使用して、特定のピボット・ビューの「期間」のリストを微調整できま
す。これにより、同じグローバル期間フィルタを共有するピボット・ビューで異なる
量のデータを表示したり、単一のローカル期間選択に基づいて期間データの分布を簡
単に表示できます。

ピボット・ビュー・レイアウトの設定
「レイアウト」タブでは、ピボット・ビューのデータを要約する方法を指定します。要約対象
のデータにフィルタを適用することもできます。
次のレイアウト詳細を指定します:

1. 「X軸」セクションで、ビューで使用するプライマリ・グループ化に関する詳細を指定し
ます。
• 「タイプ」で、次のいずれかを選択します: 「なし」、「属性」、「日付」、「ユーザー」、
「はい/いいえ」または「True/False」。
「タイプ」を「属性」に設定した場合は、「属性 1」で、データのグループ化に使用す
る属性を選択します。たとえば、「組織単位」などです。
オプションで、「属性 2」で別の属性を選択して、「属性 1」グループ内に別のサブグ
ループを作成できます。

• 「ソート」で、属性、およびデータをソートする順序を選択します。
• グリッド内の行および列の表示を入れ替えるには、「行および列の入替え」を選択し
ます。

2. 「凡例(系列)」セクションで、「追加」アイコンをクリックして、データを要約する属性ご
とに 1行を作成します。この要約は、指定されたタイプ内に作成されます。このセクショ
ンには少なくとも 1行が必要です。
行ごとに次の詳細を指定します:

• 「値」で、データを要約する属性を選択します。たとえば、「承認者(人数)」などです。
• 「集約」で、要約されたデータに対して実行する集約操作を選択します。選択した属
性で指定された集約方法がデフォルトになります。

Note:

「値」で数値以外の属性を選択した場合、使用可能な「集約」は「カウント」
のみです。

• オプションで、「カテゴリ」の「値」グループ内で、データが要約される属性を選択
します。

• 「グループ化基準」で、リストから属性を選択します。これは、「タイプ」が「属性」
以外の値に設定されている場合のみ適用可能です。
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• ピボット・ビューに含めるデータにフィルタを適用するには、「フィルタ」を
クリックします。最初にこのフィルタがデータに適用され、次に、指定した条
件を使用してデータが要約されます。
デフォルトでは、フィルタ条件の最初の句がこのフィルタのラベルとして表示
されます。

3. 「OK」をクリックします。
集約を使用する際の考慮事項
タスク・マネージャの例は、例: タスク・ステータスに基づいた組織単位の表示を参照
してください
補足データ・マネージャの例は、例: ステータスに基づいて補足データ・フォームを表
示するためのテンプレートのグループ化を参照してください

ピボット・ビューの列の指定
「列」タブを使用して、ピボット・ビューに表示するデータのラベルおよび順序をカス
タマイズします。
このタブの各行は、ピボット・ビューの列として表示されます。行数は、「レイアウ
ト」タブの「X軸」および「カテゴリ」に指定された内容によって決まります。
ピボット・ビューの表示をカスタマイズするには:

• 「ラベル」に、この列に表示されるラベルを入力します。
• この列でピボット・データをソートするには、「ソート」を選択します。昇順また
は降順でソートするには、このオプションの横にあるアイコンをクリックします。

• 表示される列の順序を変更するには、右側の矢印を使用します。この列のリストが
ピボット・ビューに左から右に表示されます。

例: タスク・ステータスに基づいた組織単位の表示
この例では、タスクのステータスに基づいて組織単位をグループ化するピボット・ビ
ューの作成方法について説明します。次のイメージは、ピボット・ビューを示してい
ます。

前述のピボット・ビューを作成するには、次のステップを使用します:

1. ホーム・ページで、「タスク」をクリックして「スケジュール・タスク」ページを
表示します。

2. アイコンをクリックして、「ピボット・ビュー」を選択します。
3. 「編集」アイコンをクリックして、要件のとおりにピボット・ビューを構成します。
4. 「プロパティ」タブで:
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• 背景: 塗りつぶしなし
• ヘッダー・サイズ: 13

• データ・サイズ: 14

• 期間: 選択
5. 「レイアウト」タブで:

• 「X軸」で:

– 「タイプ」で、「属性」を選択します。
– 「属性 1」で、「組織単位」を選択します。
– 「ソート」で、最初のドロップダウン・リストから「組織単位」を選択し、2番目
のドロップダウン・リストから「降順」を選択します。

• 「凡例(系列)」で:

– 「値」で、「タスク」を選択します。
– 「カテゴリ」で、「ステータス」を選択します。

6. 「列」タブで、表示されているラベルを選択します。
7. 「OK」をクリックします。

例: ステータスに基づいて補足データ・フォームを表示するためのテ
ンプレートのグループ化

この例では、テンプレートをグループ化し、ステータスに基づいて補足データ・フォームを
表示するピボット・ビューを作成する方法を説明します。次のイメージは、ピボット・ビュ
ーを示しています。

前述のピボット・ビューを作成するには、次のステップを使用します:

1. ホーム・ページで「データ」をクリックし、「補足データ分析」をクリックします。
2. アイコンをクリックして、「ピボット・ビュー」を選択します。
3. 「編集」アイコンをクリックして、要件のとおりにピボット・ビューを構成します。
4. 「プロパティ」タブで、次のようにします:

• 背景: 塗りつぶしなし
• ヘッダー・サイズ: 13

• データ・サイズ: 14

• 期間: 選択
5. 「レイアウト」タブで:
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• 「X軸」で:

– 「タイプ」で、「属性」を選択します。
– 「属性 1」で「テンプレート」を選択し、「属性 2」で「ステータス(詳細)」
を選択します。

– 「ソート」で、「テンプレート」、「降順」の順に選択します。
• 「凡例(系列)」で:

– 「値」で、「フォーム」を選択します。
– 「カテゴリ」で、「なし」を選択します。

6. 「列」タブで、表示されているラベルを選択します。
7. 「OK」をクリックします。

チャート・ビューの操作
チャート・ビューでは、データを視覚化できます。
Related Topics

• チャート・ビューの概要
• チャート・ビューの作成
• 例: タスク・ステータスを月別に表示するチャートの作成
• 例: プランと実際の終了日を対比して表示するチャートの作成
• 例: タスク実行を組織単位別に表示するチャートの作成
• 例: フォームとそのステータスを表示するチャートの作成
• 例: フォーム・テンプレートの期間とステータス(および説明)を表示するチャート
の作成

チャート・ビューの概要
Related Topics

• チャート・ビューについて
• チャート・ビューのプロパティについて
• チャート・ビューのタイプ

チャート・ビューについて
チャートではデータの視覚的な表現が提供されます。
チャートはビジネス・プロセス・データに基づいて動的に生成されます。チャート内
の領域(たとえば、円グラフ内の領域)をクリックすると、ドリルダウンしてその領域で
要約された情報の詳細が表示されます。チャート・ビューとピボット・ビューのレイ
アウトはリンクされているため、チャート・ビューとピボット・ビューをすばやく切
り替えることができます。
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チャート・ビューの設定を構成すると、それらの設定が記憶されます。チャート・ビューを
閉じて、ビジネス・プロセスで他のアクションを実行してからチャート・ビューに戻ると、
以前の設定を使用してチャートが表示されます。
タスクをグラフィカルに表現するために、複数のタイプのチャート・ビューを使用できます。
チャート・ビューのタイプを参照してください。
補足データをグラフィカルに表現するために、複数のタイプのチャート・ビューを使用でき
ます。

チャート・ビューのプロパティについて
チャートのプロパティには、チャートのタイプ、チャートの向き、背景など、基本的な詳細
が含まれています。チャートに設定できるプロパティは、チャートのタイプによって異なり
ます。

チャートのプロパティ 適用可能なチャートのタイプ 説明
タイプ すべて チャートのタイプ

チャート・ビューのタイプを参照
してください。

背景 面、棒、縦棒、組合せ、ドーナ
ツ、折れ線、円、タイル

チャートで使用される背景色
この色は、チャート領域全体(枠
線から枠線まで)に適用されま
す。背景色を使用しない選択も
可能です。その場合、チャートに
は白い背景が使用されます。背
景色を指定する場合は、オプショ
ンでグラデーションも指定でき
ます。

グラデーション 面、棒、縦棒、組合せ、折れ線 要素に対するデータ・ラベルの位
置
使用可能なオプションは、チャー
トのタイプによって異なります。
たとえば、棒グラフには「ラベル
なし」、「中央」、「エッジの内側」
または「エッジの外側」のラベ
ル・オプションがあります。

棒のラベルの位置 組合せ 棒グラフのデータ・ラベルの位置
グリッド線 面、棒、縦棒、組合せ、折れ線 チャート領域の分割に使用され

るグリッド線
向き 面、棒、縦棒 チャートの向き - 垂直または水

平
ゼロとしての欠落値 面、組合せ、折れ線、タイル 特定の要素のデータが欠落して

いる場合は、ゼロ(空白ではなく)
を表示します
このオプションを選択すると、欠
落値がすべてゼロとして表示さ
れます。これには、欠落している
データ値や、適用されたフィルタ
が原因で欠落している値が含ま
れます。
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チャートのプロパティ 適用可能なチャートのタイプ 説明
二重-Y軸 面、棒、縦棒、組合せ、折れ線 チャートのプライマリ Y軸の反

対側に表示されます
セカンダリ Y軸のスケールは、関
連するデータ系列の値を反映し
ます。セカンダリ Y軸は折れ線
チャート・タイプおよび棒チャー
ト・タイプで使用できますが、よ
り一般的には、組合せチャート・
タイプで使用して、セカンダリ Y
軸にプロットされるデータ系列
を区別しやすくします。たとえ
ば、プライマリ Y軸に「棒」、セ
カンダリ Y軸に「折れ線」を選択
します。
チャートのデータ値がデータ系
列によって大きく異なる場合や、
データのタイプ(通貨とパーセン
テージなど)が混在する場合は、1
つ以上のデータ系列をセカンダ
リ(垂直) Y軸にプロットできま
す。
セカンダリ Y軸を分割二重チャ
ートとしてプロットすることも
できます。この場合、セカンダリ
Y軸はそのデータ系列とともに
元のチャートの下にプロットさ
れます。このケースでは、棒また
は折れ線のグラフ・タイプを使用
できます。

線の太さ 組合せ、折れ線 チャートの線の幅
デフォルトは 5ピクセルです。

棒のラベルの位置 組合せ 棒グラフとして表示されるデー
タ・セットのラベルの位置

パーセンテージとして表示 ドーナツ、円 各データ・セットの値はパーセン
テージ(数値ではなく)として表示
されます

3Dチャート 円、タイル 3次元チャート形式

チャート・ビューのタイプ
次のタイプのチャート・ビューを作成できます:

• 面
各データ・セットを表す網掛け領域が表示されます

• 棒
比較に利用するために、複数のデータ値のグラフィカルなサマリーが表示されます
棒グラフは、垂直または水平に表示できます

• 列
異なるデータ・セット同士を積み重ねて表す棒グラフが表示されます
1つの棒の最終的な高さは、データ・セットを合算した値を表します。
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• 組合せ
棒グラフ、折れ線グラフおよび面グラフの任意の組合せを 1つのチャートにマージできる
ビジュアライゼーションを提供します。
Y軸にプロットされる 2つの異なるデータ・セットがある場合に、このタイプを使用しま
す。プライマリ Y軸の反対側にセカンダリ Y軸を追加できます。セカンダリ Y軸を追加
すると、他のメジャーでは適切にスケールされない 1つのメジャーのスケールをチャート
に表示できます。たとえば、パーセンテージ・メジャーと通貨メジャーを同じチャートに
表示できます。

• ドーナツ
データ・セット同士を比較するために、セグメントに分割された円形グラフが表示されま
す
中央の空白は、全データ・セットの合計を表します。

• 折れ線
ユーザーは一定期間にわたるデータのトレンドをビジュアル化できます

• 円
データ・セット同士を比較するために、スライスに分割された円グラフが表示されます

• タイル
ユーザーは、データ・セットから特定の値を選択して別のタイルに表示できます
これにより、少数のデータ・ポイントまたは個々のデータ・ポイントが強調されます。

デフォルトのチャート・ビューは棒グラフです。チャートの表示をカスタマイズしたり、デ
フォルトのチャート・ビューを変更できます。

チャート・ビューの作成
アプリケーションのデータをグラフィカルに表現するには、チャートを作成します。
チャート・ビューを作成するには:

1. 必要なオブジェクトのチャート・ビューを表示します。
2. ページの右上にあるビュー・セレクタから、「チャート・ビュー」を選択します。
初めてチャート・ビューにアクセスしている場合は、デフォルトのチャート・ビュー・レ
イアウトが表示されます。

3. 右上の「編集」をクリックして「チャートの編集」ダイアログを表示します。「プロパテ
ィ」、「レイアウト」および「凡例」の 3つのタブがあります。

4. 「プロパティ」タブで、チャート・ビューのプロパティについての説明に従って、必要な
チャートのプロパティを指定します。

5. 次のトピックの説明に従って、チャートの作成に必要な情報を入力します:

• チャート・レイアウトの設定
• チャート軸の設定
• チャート凡例の設定

6. 「OK」をクリックしてチャート定義を保存し、チャートを表示します。
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チャート・ビュー内の任意の領域をクリックしてドリルダウンし、選択した領域によ
って集約されたすべてのレコードを表示します。レコードは「詳細」ダイアログに表
示されます。このダイアログ内のリンクをクリックすると、個々のレコードの詳細に
アクセスできます。

Note:

個々のレコードにドリルダウンして、1つ以上の詳細を更新して保存し、チ
ャート・ビューに戻っても、これらの変更は表示されません。最新の更新を
表示するには、チャート・ビューをリフレッシュする必要があります。

チャート・レイアウトの設定
「レイアウト」タブを使用して、チャートの X軸と Y軸にプロットするデータ・セット
を指定します。
チャート・レイアウトを設定するには:

1. 「チャートの編集」ダイアログの「レイアウト」タブを開きます。
2. 「X軸」セクションで、チャートの X軸にプロットするデータを指定します。

• 「タイプ」で、データのタイプを選択します。オプションには、「なし」、「属
性」、「日付」、「ユーザー」、「はい/いいえ」および「True/False」があります。

• 「タイプ」を「属性」に設定した場合は、X軸にプロットされる属性を少なく
とも 1つ指定する必要があります。属性は 2つまで指定できます。
「属性 1」で、X軸にプロットする最初の属性を選択します。オプションで、「属
性 2」で、X軸にプロットする 2番目の属性を選択します。属性 1と属性 2の
値は様々な組合せでプロットされます。

• 「ソート」で、X軸のデータをソートするために「昇順」または「降順」を選
択します。

3. 「凡例(系列)」セクションで、チャート・ビューの Y軸に沿ってプロットされる 1
つ以上のデータ・セットを指定します。
たとえば、3つのデータ・セットを定義すると、Y軸に 3つの値がプロットされま
す。
各データ・セット内で、集約操作を実行したり、データをグループ化できます。オ
プションで、フィルタを適用して、データ・セットに対して集約を計算するときに
選択されるデータを制限できます。
このセクションのデータ・セットごとに、次を指定します:

• 「値」で、プロットされる値を選択します。たとえば、金額やステータスです。
• 「集約」で、選択した値に対して実行される集約を選択します。このトピック
の最後にある「集約を使用する際の考慮事項」を参照してください。

• (オプション)「カテゴリ」で、データ・セット内のデータを分類するのに使用
される属性を選択します。カテゴリを使用して、グラフをより詳細に分類しま
す。

• (オプション)「グループ化基準」で、「日付」タイプのデータがグループ化され
る基準になる属性を選択します。
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「グループ化基準」が日付に設定されている場合は、新しい列の「日付集約」が表示
されます。

• (オプション)「フィルタ」で、「フィルタ」アイコンをクリックしてフィルタ条件を追
加します。この条件により、チャート・ビュー内のデータ・セットに表示されるデー
タが絞り込まれます。これは、データがチャート・ビューに含まれる前に適用されま
す。たとえば、「値」が「タスク」に設定されている場合は、ステータスが「オープ
ン」のタスクのみをプロットするフィルタを作成できます。
デフォルトでは、フィルタ条件の最初の句がこのフィルタのラベルとして表示されま
す。

4. 「OK」をクリックして、チャート・ビューの設定を保存します。
例
タスク・マネージャについては、次を参照してください:

• 例: タスク・ステータスを月別に表示するチャートの作成
• 例: プランと実際の終了日を対比して表示するチャートの作成
• 例: タスク実行を組織単位別に表示するチャートの作成
補足データ・マネージャについては、次を参照してください:

• 例: フォームとそのステータスを表示するチャートの作成
• 例: フォーム・テンプレートの期間とステータス(および説明)を表示するチャートの作成

チャート軸の設定
チャート軸のプロパティは、チャートの軸ラベルのビジュアル表示に影響を与えます。チャ
ートの X軸、およびプライマリ Y軸とセカンダリ Y軸のタイトルとラベルを作成できます。
また、Y軸のテキストおよび数値のフォーマットを編集したり、両方の Y軸のカスタム範囲
を定義できます。

Note:

「タイプ」が「ドーナツ」、「円」または「タイル」に設定されているチャート・ビュ
ーの場合、このタブは表示されません。

チャート軸を定義するには:

1. 「チャートの編集」ダイアログの「軸」タブを開きます。
2. 「X軸」を選択し、次を指定します(「レイアウト」タブで「タイプ」が「日付」に設定さ
れているチャート・ビューの場合のみ):

• 間隔: 「自動」、「日次」、「月次」または「年次」。
• 最大: 「自動」または「固定」。「固定」の場合は日付を選択します。
• 最小: 「自動」または「固定」。「固定」の場合は日付を選択します。

3. 「Y軸」をクリックして、次について「自動」または「固定」を指定します: 「最小」、「最
大」、「主ユニット」および「副ユニット」。
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4. 「プロパティ」タブでチャートに対して「二重 Y軸」が選択されている場合は、「二
重 Y軸」をクリックし、「最小」、「最大」、「主ユニット」および「副ユニット」を
指定します。

5. 「OK」をクリックして、チャート・ビューの設定を保存します。
チャート凡例の設定

凡例のプロパティは、チャートの凡例のビジュアル表示に影響を与えます。
凡例の位置を変更したり、凡例のタイトルの表示、背景や枠線の色の変更、およびチ
ャート・ラベルのフォントやフォーマットの編集ができます。
組合せグラフの場合、「凡例」タブには「タイプ」という名前の新しい 1列が含まれま
す。構成された凡例(系列)ごとにタイプを選択できます。たとえば、ある凡例は「タイ
プ」 = 「棒」で、他の凡例は「タイプ」 = 「折れ線」です。
チャート凡例を定義するには:

1. 「チャートの編集」ダイアログの「凡例」タブを開きます。
2. 「凡例の位置」で、チャート内の要素に関連させてデータ・ラベルの位置を選択し
ます。
使用可能なオプションは、「凡例なし」、「左」、「右」、「上」または「下」です。

3. 「パレット」で、チャート・ビューを表示するときに使用される色パレットを選択
します。

4. 「系列」表には、「レイアウト」タブで指定した凡例ごとに 1行が表示されます。
各データ・セットについて次を指定します:

• 「ラベル」に、チャートのこのデータ系列に表示されるラベルを入力します。
• セカンダリ Y軸に表示されるデータ系列に対して「二重-Y」を選択します。

5. 「OK」をクリックして、チャート・ビューの設定を保存します。

例: タスク・ステータスを月別に表示するチャートの作成
この例では、すべてのタスクの完了ステータスを期間別に要約するチャートを作成し
ます。これは一定の期間に完了していない特定のタスクがあるかどうかを識別するの
に役立ちます。
生成されたチャートは、次のように表示されます。チャート内の任意の領域をクリッ
クして、集約されたその領域を構成する個々のレコードにドリルダウンして表示しま
す。
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このチャートを作成するには:

1. ホームページで「タスク」をクリックします。「スケジュール・タスク」をクリックして、
タスク・リストを表示します。

2. ページの右上にあるビュー・セレクタから、「チャート・ビュー」を選択します。
デフォルトのチャートが表示されているチャート・ビューが表示されます。

3. 右上の「編集」をクリックして「チャートの編集」ダイアログを表示します。
4. 「プロパティ」タブで、次の情報を入力します:

• 「タイプ」で、「縦棒」を選択します。
• 「グリッド線」の選択を解除します。
• 「期間」で、「選択」を選択します。

5. 「レイアウト」タブで、次の情報を入力します:

• 「X軸」セクションで、次のようにします:

– 「タイプ」で、「属性」を選択します。
– 「属性 1」で、「期間」を選択します。

• 「凡例(系列)」セクションで、次のようにします:

– 「値」で、「タスク」を選択します。
– 「カテゴリ」で、「ステータス」を選択します。
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6. 「軸」タブでは、デフォルトの設定をそのままにしておきます。
7. 「凡例」タブで、次の情報を入力します:

• 「凡例の位置」で、「右」を選択します。
• 「パレット」で、「レッドウッド」を選択します。

8. 「OK」をクリックします。

例: プランと実際の終了日を対比して表示するチャートの作成
この例では、タスクの完了のプランと実績を対比して経時的に視覚化します。スケジ
ュールが予定より進んでいるか遅れているかを確認できます。このチャートには、特
定の日付以降のすべてのタスクの終了日が表示されます。これにより、スケジュール
の最初に大量のタスク数が表示され、スケジュールの最終タスクまで徐々に減少しま
す。
生成されたチャートは、次のように表示されます。チャート内の任意の領域をクリッ
クして、集約されたその領域を構成する個々のレコードにドリルダウンして表示しま
す。

このチャートを作成するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」をクリックし、「スケジュール・タスク」をクリック
してタスク・リストを表示します。

2. ページの右上にあるビュー・セレクタから、「チャート・ビュー」を選択します。
デフォルトのチャートが表示されているチャート・ビューが表示されます。

3. 右上の「編集」アイコンをクリックして「チャートの編集」ダイアログを表示しま
す。

4. 「プロパティ」タブで、次の情報を入力します:

Chapter 45
ビューの操作

45-24



• 「タイプ」で、「組合せ」を選択します。
• 「背景」で、「塗りつぶしなし」を選択します。
• 「ラベルの位置」で、「ラベルなし」を選択します。
• 「棒のラベルの位置」で、「ラベルなし」を選択します。
• 「線の太さ」には 5を選択します。
• 「グリッド線」を選択します。
• 「二重 Y軸」の選択を解除します。
• 「期間」で、「選択」を選択します。

5. 「レイアウト」タブで、次の情報を入力します:

• 「X軸」セクションで、「タイプ」に「日付」を選択します。
• 「凡例(系列)」セクションで、2つの値を入力します:
最初の入力:

– 「値」で、「タスク」を選択します。
– 「カテゴリ」で、「なし」を選択します。
– 「グループ化基準」で「終了日(割当済)」を選択します
– 「日付集約」で、「次以後」を選択します。
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2番目の入力:

– 「値」で、「タスク」を選択します。
– 「カテゴリ」で、「なし」を選択します。
– 「グループ化基準」で「終了日(実際、ローカル)」を選択します
– 「日付集約」で、「次以後」を選択します。

6. 「軸」タブでは、デフォルトの設定をそのままにしておきます。
7. 「凡例」タブで、次の情報を入力します:

• 「凡例の位置」で、「右」を選択します。
• 「パレット」で、「レッドウッド」を選択します。

8. 「OK」をクリックします。

例: タスク実行を組織単位別に表示するチャートの作成
この例では、組織単位別にタスクの完了を示すチャートを作成して、各組織がタスク
の完了状況をモニターできるようにします。
生成されたチャートは、次のように表示されます。チャート内の任意の領域をクリッ
クして、集約されたその領域を構成する個々のレコードにドリルダウンして表示しま
す。

このチャートを作成するには:

1. ホームページで「タスク」. をクリックします「スケジュール・タスク」をクリッ
クして、タスク・リストを表示します。

2. ページの右上にあるビュー・セレクタから、「チャート・ビュー」を選択します。
デフォルトのチャートが表示されているチャート・ビューが表示されます。

3. 右上の「編集」をクリックして「チャートの編集」ダイアログを表示します。
4. 「プロパティ」タブで、次の情報を入力します:

• 「タイプ」で、「縦棒」を選択します。
• 「グリッド線」の選択を解除します。
• 「期間」で、「選択」を選択します。

5. 「レイアウト」タブで、次の情報を入力します:
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• 「X軸」セクションで、次のようにします:

– 「タイプ」で、「属性」を選択します。
– 「属性 1」で、「組織単位」を選択します。

• 「凡例(系列)」セクションで、次のようにします:

– 「値」で、「タスク」を選択します。
– 「カテゴリ」で、「ステータス」を選択します。

6. 「軸」タブでは、デフォルトの設定をそのままにしておきます。
7. 「凡例」タブで、次の情報を入力します:

• 「凡例の位置」で、「右」を選択します。
• 「パレット」で、「レッドウッド」を選択します。

8. 「OK」をクリックします。

例: フォームとそのステータスを表示するチャートの作成
この例では、特定の補足データ・フォームのステータスを表示するチャートを作成します。

Note:

これはアプリケーション固有のデータに基づいた一般的な例で、データに同様のチ
ャートを設定する方法を説明しています。この例は再現できません。

生成されたチャートは、次のように表示されます。チャート内の任意の領域をクリックして、
集約されたその領域を構成する個々のレコードにドリルダウンして表示します。

Chapter 45
ビューの操作

45-27



このチャートを作成するには:

1. ホームページで「タスク」をクリックします。「補足データ・タスク」をクリック
して、補足データ・タスク・リストを表示します。

2. ページの右上にあるビュー・セレクタから、「チャート・ビュー」を選択します。
デフォルトのチャートが表示されているチャート・ビューが表示されます。

3. 右上の「編集」をクリックして「チャートの編集」ダイアログを表示します。
4. 「プロパティ」タブで、次の情報を入力します:

• 「タイプ」で、「棒」を選択します。
• 「背景」で、「単色」を選択します。ドロップダウンから好みの色を選択しま
す。

• 「グラデーション」チェック・ボックスを選択します。好みの色を選択します。
• 「ラベルの位置」で、「エッジの外側」を選択します。
• 「向き」で、「垂直」を選択します。
• 「グリッド線」を選択します。
• 「ゼロとしての欠落値」の選択を解除します。
• 「二重 Y軸」の選択を解除します。
• 「期間」で、「選択」を選択します。

5. 「レイアウト」タブで、次の情報を入力します:
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• 「X軸」セクションで、「タイプ」に「日付」を選択します。
• 「凡例(系列)」セクションで、2つの値を入力します:

– 「値」で、「フォーム」を選択します。
– 「カテゴリ」で、「なし」を選択します。

6. 「軸」タブでは、デフォルトの設定をそのままにしておきます。
7. 「凡例」タブで、次の情報を入力します:

• 「凡例の位置」で、「右」を選択します。
• 「パレット」で、「レッドウッド」を選択します。

8. 「OK」をクリックします。

例: フォーム・テンプレートの期間とステータス(および説明)を表示す
るチャートの作成

この例では、特定の補足データ・フォームの期間および詳細ステータスを表示するチャート
を作成します。
生成されたチャートは、次のように表示されます。チャート内の任意の領域をクリックして、
集約されたその領域を構成する個々のレコードにドリルダウンして表示します。

このチャートを作成するには:
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1. ホームページで「タスク」をクリックします。「補足データ・タスク」をクリック
して、補足データ・タスク・リストを表示します。

2. ページの右上にあるビュー・セレクタから、「チャート・ビュー」を選択します。
デフォルトのチャートが表示されているチャート・ビューが表示されます。

3. 右上の「編集」をクリックして「チャートの編集」ダイアログを表示します。
4. 「プロパティ」タブで、次の情報を入力します:

• 「タイプ」で、「棒」を選択します。
• 「背景」で、「単色」を選択します。ドロップダウンから好みの色を選択しま
す。

• 「グラデーション」を選択します。ドロップダウン・メニューから好みの色を
選択します。

• 「ラベルの位置」で、「エッジの内側」を選択します。
• 「向き」で、「垂直」を選択します。
• 「グリッド線」を選択します。
• 「ゼロとしての欠落値」の選択を解除します。
• 「二重 Y軸」の選択を解除します。
• 「期間」で、「選択」を選択します。

5. 「レイアウト」タブで、次の情報を入力します:
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• 「X軸」セクションで、「タイプ」に「属性」を選択します。「属性 1」に対して「テン
プレート」を選択します。「属性 2」に対して「期間」を選択します。

• 「凡例(系列)」セクションで、2つの値を入力します:

– 「値」で、「フォーム」を選択します。
– 「カテゴリ」で、「ステータス(詳細)」を選択します。

6. 「軸」タブでは、デフォルトの設定をそのままにしておきます。
7. 「凡例」タブで、次の情報を入力します:

• 「凡例の位置」で、「右」を選択します。
• 「パレット」で、「レッドウッド」を選択します。

8. 「OK」をクリックします。

ガント・チャート・ビューの操作
ガント・チャートには、タスクの期間とそれらの依存関係をグラフィカルに表す、スケジュ
ールの時系列が表示されます。タスク間の先行関係を表示できます。棒は期間を表し、矢印
は依存関係を表します。また、階層の親子タスク関係も表示できます。
テンプレートを作成する際にガント・チャート・ビューを使用することを選択し、タスク間
の先行関係を表示したり、スケジュールにタスクを追加した後で優先順序を確認したりでき
ます。
ガント・チャート・ビューは、スケジュール済タスクで使用できます。
ガント・チャートにデータを表示するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」、「スケジュール・タスク」の順にクリックします。
2. ビュー・セレクタ・アイコンをクリックして、「ガント・チャート」を選択します。
次に示すように、ガント・チャート・ビューにスケジュール・タスクのデータが表示され
ます。

カレンダ・ビューの操作
カレンダ・ビューには、月、週または日に基づいて、従来のカレンダのフォーマットですべ
てのスケジュール済タスクが表示されます。
「月」ビューには、標準的なカレンダ・フォーマットの日が表示されます。
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「週」ビューには、指定された週のタスクが表示されます。1番上のセクションには、
複数の日にまたがるタスクが表示されます。2番目のセクションには、1日に含まれる
タスクが表示されます。タスクは 1日の各時間にまたがって縦方向に表示されます。
「日」ビューは、24時間に焦点を当てています。
カレンダ・ビューにスケジュール済タスクを表示するには:

1. ホーム・ページで、「タスク」、「スケジュール・タスク」の順にクリックします。
2. ビュー・セレクタ・アイコンをクリックして、「カレンダ・ビュー」を選択します。
カレンダ・ビューにスケジュール・タスクのデータが表示されます。カレンダ・ア
イコンを使用して、「月」、「週」または「日」を選択します。「カレンダ・ビュー」
では、「日」ヘッダーに「日ラベル」も表示されます。
次のイメージは、カレンダ・ビューに表示された 1か月のスケジュール済タスクを
示しています。

ビューの保存
ビューを保存すると、ビューの定義と設定を保存できます。このビューで設定したフ
ォーマットにデータを表示する必要があるとき、必要なビュー・プロパティを再度設
定するのではなく、保存済ビューを使用できます。
保存済ビューの範囲は、そのビューの基となるオブジェクトに制限されます。たとえ
ば、タスクに関する保存済ビューを作成すると、そのビューは仕訳では使用できませ
ん。特定の補足データ・セットに関する保存済ビューは、異なるデータ・セットでは
使用できません。したがって、特定のフォームまたは収集内でのみ使用できます。
ビューを保存するには:

1. リストでフィルタ、列またはソートを調整し、目的のデータが表示されるようビュ
ーを調整します。フィルタ・バーを使用した表示の調整を参照してください。

2. 「アクション」から「ビューの保存」をクリックします。
3. 「ビューの保存」ダイアログに、名前(最大 80文字入力できます)およびオプション
の説明(最大 255文字入力できます)を入力します。

4. 「OK」をクリックします。
「ビュー」ドロップダウン・セレクタをクリックして、すべての保存済リストを表示で
きます。
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保存済ビューの編集
保存済リスト・ビュー、ピボット・ビューまたはチャート・ビューの名前および定義を変更
するには、その保存済ビューを編集します。
ビューを編集するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」、「ビュー」の順にクリ
ックします。
使用可能なビューのリストが表示されます。

2. 特定のビューを選択し、「編集」アイコンをクリックします。ビューの「…」アイコンを
クリックして「編集」を選択することもできます。

3. 必要な情報を更新し、「OK」をクリックします。
ビューを編集するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「補足データ」、「ビュー」の順にクリックしま
す。
使用可能なビューのリストが表示されます。

2. 特定のビューを選択し、「編集」アイコンをクリックします。ビューの「…」アイコンを
クリックして「編集」を選択することもできます。

3. 必要な情報を更新し、「OK」をクリックします。

ビューの発行
管理者またはパワー・ユーザーは、プライベート・ビューを他のユーザーが使用できるよう
にビューを発行できます。保存されたビューは、複製され、プライベート・バージョンとパ
ブリック・バージョンになります。
ビューを発行するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」、「ビュー」の順にクリ
ックします。
使用可能なビューのリストが表示されます。

2. 特定のビューを選択し、「発行」アイコンをクリックします。ビューの「…」アイコンを
クリックして「発行」を選択することもできます。
保存されたビューは、複製され、プライベート・バージョンとパブリック・バージョンに
なります。パブリック・バージョンは「パブリック」列にチェック・マークが表示されま
す。

ビューを発行するには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「補足データ」、「ビュー」の順にクリックしま
す。
使用可能なビューのリストが表示されます。

2. 特定のビューを選択し、「発行」アイコンをクリックします。ビューの「…」アイコンを
クリックして「発行」を選択することもできます。
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保存されたビューは、複製され、プライベート・バージョンとパブリック・バージ
ョンになります。パブリック・バージョンは「パブリック」列にチェック・マーク
が表示されます。

デフォルト・ビューの設定
サービス管理者またはパワー・ユーザーは、発行された保存済ビューをデフォルト・
ビューとして設定できます。
ユーザーが初めてビューを開くと、デフォルト・ビューが表示されます。使用された
ビュー設定はシステムに記憶されます。したがって、以降にビューを開くと、ビュー
は最近使用された設定で表示されます。
デフォルト・ビューを設定するには:

1. ホーム・ページから、「アプリケーション」、「タスク・マネージャ」の順にクリッ
クします。

2. 「ビュー」タブをクリックして、「ビュー」ページを表示します。
3. デフォルトとして設定するビューを選択し、「デフォルトの設定」アイコンをクリ
ックします。
または、デフォルトとして設定するビューの「アクション」メニューをクリック
し、「デフォルトの設定」を選択します。

デフォルト・ビューを設定するには:

1. ホーム・ページから、「アプリケーション」、「補足データ」の順にクリックします。
2. 「ビュー」タブをクリックして、「ビュー」ページを表示します。
3. デフォルトとして設定するビューを選択し、「デフォルトの設定」アイコンをクリ
ックします。
または、デフォルトとして設定するビューの「アクション」メニューをクリック
し、「デフォルトの設定」を選択します。

Note:

「デフォルトの設定」アクションは、公開されたリスト・ビューに対して使用
できます。管理者またはパワー・ユーザーがビューをデフォルトに設定する
と、保存済リスト・ビューがそのビュー・タイプのすべてのユーザーに使用
可能になるだけでなく、ユーザーがそのビュー・タイプを開いたときにデフ
ォルトで選択されます。

リスト・ビューおよびピボット・ビューのエクスポート
リスト・ビューまたはピボット・ビューのレコードを Microsoft Excelにエクスポート
できます。
リスト・ビューまたはピボット・ビューをエクスポートするには:

1. エクスポートする必要があるリスト・ビューまたはピボット・ビューに移動しま
す。

2. 「アクション」、「Excelにエクスポート」の順にクリックします。
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エクスポートされたデータは Excelファイルに保管され、ダウンロードできます。Excelファ
イルのフォーマットは、「Excelにエクスポート」設定に応じて.xlsまたは.xlsxです。
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46
操作ダッシュボードの管理

関連トピック
• 操作ダッシュボードの概要
• 操作ダッシュボードの表示および開く手順
• 操作ダッシュボード: 設計モード
• 操作ダッシュボードの作成
• 操作ダッシュボード内でのオブジェクト・タイプの設定
• 操作ダッシュボードの表示オプションの指定
• 操作ダッシュボードの編集
• 操作ダッシュボードの複製
• 操作ダッシュボードの削除
• 操作ダッシュボードのエクスポート
• 操作ダッシュボードのインポート
• 操作ダッシュボードの実行
• 操作ダッシュボードを表示するための列の表示
• 操作ダッシュボードを表示するための列の順序変更
• 操作ダッシュボードの URLのコピー
• 操作ダッシュボードに表示されるデータへのフィルタの適用
• 例: タスク・マネージャの操作ダッシュボード
• 例: 補足データ・マネージャのダッシュボード

操作ダッシュボードの概要
ダッシュボードには拡張レポート機能が用意されています。ユーザーは、重要なビジネス・
データをチャートに表現し、評価して(場合によっては )変更できます。
操作ダッシュボードについて
操作ダッシュボードを使用すると、ビジネス・プロセスの可視性が向上します。
各ダッシュボードには最大 4つのビューを表示できます。これには、リスト・ビュー、ピボ
ット・ビューまたはチャート・ビューが含まれます。一度に最大 10個のダッシュボードを開
くことができます。サービス管理者、または操作ダッシュボード - 管理の役割を付与されてい
るユーザーは、ダッシュボードを作成できます。また、ダッシュボード作成者は、1人以上の
ユーザー、グループまたはチームに権限を付与することで、ダッシュボードへのアクセスを
制御できます。ダッシュボードへのアクセス権を付与されたユーザーは、ダッシュボードを
実行してそのデータを表示できます。アクセス権でユーザーに許可されるのは、ダッシュボ
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ードの表示のみです。基礎となるデータにまでアクセスが拡張されるわけではありま
せん。したがって、ユーザーには、サービス内での自身のアクセス権に基づいてレコ
ードの表示のみが可能です。
操作ダッシュボードの機能
ダッシュボードでは次の機能が提供されます:

• 多様なチャート・タイプを使用してデータを対話形式で視覚化します
• ビジネス・プロセスのパフォーマンスについて概要と詳細の両方の洞察を取得しま
す

• ダッシュボード・レベルおよび個々のビュー・レベルでフィルタを作成します
ダッシュボード・レベルで作成されたフィルタは、ダッシュボード内のすべてのビ
ューに適用されます。その後、ビュー・レベルで定義されたフィルタ(ある場合)が
適用されます。

• ダッシュボードの表示に対するアクセスを制御します

Note:

補足データについては、デプロイメント後に属性の計算式の定義を変更する
と、操作ダッシュボードおよびグループ化された他のビュー(ピボット・ビュ
ー、チャート・ビューおよびレポート)の結果に影響します。ダッシュボード
では常に、属性について定義された最新の計算式の定義が使用されます。

操作ダッシュボードの表示および開く手順
既存のダッシュボードの表示
ダッシュボードを表示するには、ホームから「ライブラリ」、「操作ダッシュボード」
の順にクリックします。
「操作ダッシュボード」ページには、既存のダッシュボードのリストが表示されます。
ダッシュボードを開く手順
ダッシュボードを開くには:

1. 「操作ダッシュボード」ページにアクセスします。このページには、既存の操作ダ
ッシュボードのリストが表示されます

2. (オプション)「検索」ボックスを使用して、特定のダッシュボードを検索します。
3. 開くダッシュボードの名前をクリックします。
「操作ダッシュボード」タブの横にある新しい動的タブ内にダッシュボードが開き
ます。

ダッシュボードで次のアクションを実行できます:

• 任意のビューで任意の領域または合計をクリックし、その領域または合計を構成す
る個々のレコードにドリルダウンします。

• アイコンを使用して、ダッシュボードの設定を編集します。
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• アイコンを(ダッシュボード・レベルで)使用して、ダッシュボード内のすべてのビュ
ーをリフレッシュします。

• ダッシュボード・レベルで作成されたフィルタを使用します。操作ダッシュボードに表示
されるデータへのフィルタの適用を参照してください。

ダッシュボード内の各ビューで、次の操作ができます:

• アイコンを(ダッシュボード・レベルで)使用して、ダッシュボード内のすべてのビュ
ーをリフレッシュします。

• アイコンを使用して、ダッシュボード・ビュー内のビューを展開または縮小します。
• ビュー・レベルで定義されたフィルタを使用します。操作ダッシュボードに表示されるデ
ータへのフィルタの適用を参照してください。

次のイメージは、ダッシュボードを開いたときに使用可能なオプションを示しています。

操作ダッシュボード: 設計モード
ダッシュボードの設計モードでは、ダッシュボードとそのコンポーネント(チャート・ビュー、
リスト・ビューおよびピボット・ビュー)を構成および管理できます。
このイメージは、操作ダッシュボードの設計モードを示しています。このダッシュボードに
は、1つのチャート・ビューと 1つのピボット・ビューがあります。

右上には、ダッシュボードを管理するための次のオプションがあります:
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• 設定
ダッシュボードのプロパティを編集します。

• 元に戻す
ダッシュボードのプロパティに加えた変更を元に戻します。

• 実行
ダッシュボードを実行します。
データを動的にフェッチしてダッシュボードに表示します。権限を付与されてい
るユーザーのみがダッシュボードのデータを表示できます。
実行モードでは、ユーザーには「リフレッシュ」および「展開」オプションのみが
表示されます。

• リフレッシュ
ダッシュボード内のすべてのビューを含め、ダッシュボードに表示されるデータを
リフレッシュします。

• 保存
ダッシュボードのプロパティに加えた変更を保存します。

ダッシュボード内の各ビュー(リスト、チャートまたはピボット)には、次のオプション
が含まれています:

• 設定
チャート、リストまたはピボット・ビューのプロパティを編集します。

• オブジェクト・タイプ
オプションは、「タスク」、「アラート」、「補足データ・フォーム」および「補足デ
ータ」です

• ビュー・セレクタ
オプションは、「チャート・ビュー」、「リスト・ビュー」または「ピボット・ビュ
ー」です。

• 展開
ダッシュボード領域全体にビューを表示します。
このオプションは、ダッシュボードに複数のビューがある場合にのみ表示されま
す。

• リフレッシュ
ビューに表示されるデータをリフレッシュします。

操作ダッシュボードの作成
サービス管理者および操作ダッシュボード - 管理役割が付与されているユーザーは、ダ
ッシュボードを作成できます。
ダッシュボードを作成するには:
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1. ホームから、「ライブラリ」、「ダッシュボード」の順にクリックします。
「操作ダッシュボード」ページに既存のダッシュボードのリストが表示されます。

2. 「新規」アイコンをクリックします。
新しいダッシュボードが新しいタブで開きます。次のものが含まれています:

• 新規ダッシュボード# (数字)という形式のデフォルトの名前。
• 1つの空のビュー(リスト・ビュー、ピボット・ビューまたはチャート・ビュー)

• ダッシュボードおよびダッシュボード内のビューのオプションに対応する 2セット
のアイコン(右上)。操作ダッシュボード: 設計モードを参照してください。

• ダッシュボード・レベルでデータをフィルタリングするためのフィルタ。フィルタを
追加するには、「フィルタの追加」をクリックします。

3. ダッシュボードに対応するアイコンのセットで、「設定」アイコンをクリックします。
「ダッシュボードの編集」ダイアログが表示されます。

4. 「プロパティ」タブで、必要なダッシュボード・プロパティを指定します。
操作ダッシュボードのプロパティの定義を参照してください。

5. 「アクセス」タブをクリックして、このダッシュボードへのアクセス権をユーザー、グル
ープまたはチームに付与します。アクセス権を付与されたユーザーは、このダッシュボー
ドを実行してそのデータを表示できます。
操作ダッシュボードへのアクセスの定義を参照してください。

6. 「OK」をクリックします。
ダッシュボード・レイアウトで指定された領域ごとに、個別の領域および対応するアイコ
ンが表示されます。たとえば、レイアウトをグリッドに設定すると、ページには 4つの個
別の領域が表示されます。

7. ダッシュボード内の領域ごとに、データを視覚化する対象に基づいてオブジェクト・タイ
プを設定します。操作ダッシュボード内でのオブジェクト・タイプの設定を参照してくだ
さい。

8. ダッシュボード内の各領域で、ビュー・セレクタ・アイコンをクリックして選択し、ビュ
ーのタイプを指定します。操作ダッシュボードの表示オプションの指定を参照してくだ
さい。

9. 各ビューで、「設定」をクリックし、そのビューの設定を指定します。
• チャート・ビューの作成を参照してください。
• リスト・ビューの操作を参照してください。
• ピボット・ビューの操作を参照してください。

10.「保存」をクリックしてダッシュボードの設定を保存します。

操作ダッシュボードのプロパティの定義
ダッシュボードのプロパティには、名前、説明、枠線、背景およびレイアウトがあります。
ダッシュボードのプロパティを定義するには:

1. 「ダッシュボードの編集」ダイアログの「プロパティ」タブを開きます。
2. 「名前」に、ダッシュボードの一意の名前を入力します。
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3. 「説明」に、ダッシュボードの説明(オプション)を入力します。
4. ダッシュボードの各ビューの周囲に枠線を表示するには、「枠線」を選択します。
5. ダッシュボードにグローバル・フィルタ・バーを追加するには、「グローバル・フ
ィルタ・バー」を選択します。このフィルタ・バーは、ダッシュボード内のすべて
のビューに適用されます。

6. ダッシュボードの実行時にビュー・レベルのフィルタを表示するには、「フィルタ・
バーの表示」を選択します。

7. 「背景」で、次のいずれかを選択します:

• 塗りつぶしなし
• 単色: 背景色として使用する色を選択します。必要に応じて、「グラデーショ
ン」を選択し、色を選択します。

8. 「レイアウト」で、ダッシュボードを分割する領域の数(各ビューに 1つ)を指定し
ます。領域の最大数は 4です。
次のいずれかを選択します。
• 単一
単一のビューを表示します

• 水平
2つのビューを上下に並べて表示します
「水平分割」を使用して、2つのビュー間で画面の領域を分割する方法を指定
します。

• 垂直
2つのビューを横に並べて表示します
「垂直分割」を使用して、2つのビュー間で画面の領域を分割する方法を指定
します。たとえば、「垂直分割」を 30に設定すると、ダッシュボード上部に表
示されるチャートにはダッシュボード領域の 30%が使用されます。2つ目の
チャートには、ダッシュボードの残りの 70%が使用されます。

• グリッド
ダッシュボードに 4つのビューを表示します

9. 「OK」をクリックして、ダッシュボードの設定を保存します。

操作ダッシュボードへのアクセスの定義
サービス管理者および操作ダッシュボード - 管理役割が付与されているユーザーは、特
定のユーザー、グループまたはチームにこのダッシュボードへのアクセス権を付与で
きます。このようなユーザーは、ダッシュボードを実行してそのデータを表示できま
す。
ダッシュボードを実行するためのアクセス権を追加するには:

1. 「ダッシュボードの編集」ダイアログの「アクセス」タブを開きます。
デフォルトでは、ダッシュボードを作成したユーザーに対して 1つのエントリがあ
ります。

2. 「追加」アイコンをクリックします。
「ユーザーの選択」ダイアログが表示されます。
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3. 「ユーザーの選択」アイコンをクリックし、「ユーザー」、「グループ」または「チーム」の
いずれかを選択します。
デフォルトの選択は「ユーザー」です。

4. 名前または説明を入力し、「検索」をクリックします。
• 「検索」をクリックすると、使用可能なユーザー、グループまたはチームのリスト全
体が表示されます。たとえば、グループの名前がわからない場合は、「ユーザーの選
択」アイコンを使用して「グループ」を選択し、「検索」をクリックします。使用可
能なグループのリストが表示されます。

• ユーザーを選択する場合は、「詳細」をクリックして「ユーザー ID」および「電子メ
ール」フィールドを表示します。ユーザーの検索時にこれらの属性を使用することも
できます。

5. ユーザー名、グループ名またはチーム名をダブルクリックしてアクセス権を付与します。
選択した名前が「アクセス」タブに表示されます。この名前をクリックすると詳細が表示
されます。

6. 「OK」をクリックして、ダッシュボードの設定を保存します。

Note:

サービス管理者およびタスク・マネージャ - ダッシュボードの管理アプリケーショ
ン役割を付与されているユーザーは、すべてのダッシュボードを表示および編集で
きます。

ダッシュボードを実行するためのアクセス権を削除するには:

1. アクセス権を設定しているダッシュボードの「ダッシュボードの編集」ダイアログの「ア
クセス」タブを開きます。
ダッシュボードを実行する権限を付与されているユーザー、グループおよびチームが、「名
前」の下にリストされます。

2. ダッシュボードを実行する権限を取り消す必要があるユーザー、グループまたはチームの
名前をクリックします。
複数のアイテムを選択するには、[Ctrl]キーを押したまま必要なアイテムを選択します。

3. 「削除」、「OK」の順にクリックします

操作ダッシュボード内でのオブジェクト・タイプの
設定

プロパティを設定してダッシュボードにアクセスした後に、レポート対象のデータ型を選択
したり、各ビューをビジュアル化できます。
ビュー内のすべてのデータ、メタデータ、フィルタなどは、このオブジェクト・タイプに基
づきます。各ビューで使用できるオブジェクト・タイプは 1つのみですが、ビュー間で異な
る場合があります。
Tax Reportingでは、次のオブジェクト・タイプが使用可能です:

• タスク
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• アラート
• 補足データ
• 補足データ・フォーム
オブジェクト・タイプを指定するには:

1. 「操作ダッシュボード」ページから操作ダッシュボードを開きます。
2. 「オブジェクト」アイコンをクリックして、必要なオブジェクトを選択します。
3. 「保存」をクリックして、設定を保存します。
オブジェクト・タイプを変更すると、領域内のすべての設定がリセットされます。

Note:

管理者が「機能の有効化」オプションを使用して既存の環境(補足データ・マ
ネージャ)でモジュールをオンにした場合、日次メンテナンスが実行されるま
で、ユーザーはそのモジュールのオブジェクト・タイプを表示できません。

操作ダッシュボードの表示オプションの指定
ダッシュボード内で、オブジェクト・タイプを指定した後に、リスト・ビュー、ピボ
ット・ビュー、チャート・ビューなどのビューを選択して、ダッシュボード内にデー
タを表示できます。
表示オプションを指定するには:

1. 「操作ダッシュボード」ページで、表示オプションを指定するダッシュボードを開
きます。

2. ビュー・セレクタ・アイコンをクリックして、次のいずれかを選択します:

• リスト・ビュー
• ピボット・ビュー
• チャート・ビュー

3. ビュー・セレクタ・アイコンに対応する「設定」アイコンをクリックし、表示オプ
ションを指定します。
• リスト・ビューについては、リスト・ビューの操作を参照してください。
• ピボット・ビューについては、ピボット・ビューの操作を参照してください。
• チャート・ビューについては、チャート・ビューの作成を参照してください。
指定した表示設定に基づいて、ダッシュボード内にデータが表示されます。

4. 「保存」をクリックします。

操作ダッシュボードの編集
サービス管理者は、ダッシュボードを編集し、そのプロパティおよびアクセス権限を
変更できます。
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ダッシュボードを編集するには:

1. ホームから、「ライブラリ」、「ダッシュボード」の順にクリックします。
2. 編集するダッシュボードをクリックして「編集」アイコンをクリックするか、「アクショ
ン」アイコンをクリックして「編集」をクリックします。
ダッシュボード・デザイナが表示されます。
また、ダッシュボードを実行モードで表示している場合は、「編集」アイコンをクリック
して設計モードに切り替えることができます。

3. 「設定」をクリックして「ダッシュボードの編集」ダイアログを表示します。
4. 「プロパティ」および「アクセス」タブを使用して、必要なプロパティを変更します。
操作ダッシュボードのプロパティの定義および操作ダッシュボードへのアクセスの定義
を参照してください。

5. 「OK」をクリックします。

操作ダッシュボードの複製
ダッシュボードを複製するには:

1. ホームから、「ライブラリ」、「ダッシュボード」の順にクリックします。
2. 複製するダッシュボードを選択し、「複製」アイコンをクリックします。「アクション」ア
イコンをクリックしてから、「複製」をクリックすることもできます。
ダッシュボード・デザイナに「<ダッシュボード名>のコピー」タブが開きます。

3. プロパティ、アクセス権およびビュー・オプションを指定します。
4. 「保存」をクリックしてダッシュボードを保存します。

操作ダッシュボードの削除
ダッシュボードを削除するには:

1. ホームから、「ライブラリ」、「ダッシュボード」の順にクリックします。
2. 削除するダッシュボードをクリックし、「削除」アイコンをクリックします。「アクショ
ン」アイコンをクリックしてから、「削除」をクリックすることもできます。
確認を求めるメッセージが表示されます。

3. 「はい」をクリックします。
ダッシュボードが削除され、「操作ダッシュボード」ページに表示されなくなります。

操作ダッシュボードのエクスポート
ダッシュボード定義は XMLファイルにエクスポートできます。エクスポート機能を使用し
て、あるビジネス・プロセスから別のビジネス・プロセスにダッシュボード定義をコピーで
きます。
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Note:

操作ダッシュボードをエクスポートするには、ダッシュボードの管理権限が
必要です。

ダッシュボードをエクスポートするには:

1. ホームから、「ライブラリ」、「ダッシュボード」の順にクリックします。
「操作ダッシュボード」ページが表示されます。

2. エクスポートする 1つ以上のダッシュボードを選択し、「エクスポート」アイコン
をクリックします。
「ダッシュボードのエクスポート」ダイアログが表示されます。

3. 次のいずれかを選択します。
• すべての行: 既存のすべての操作ダッシュボードをエクスポートします
• 選択した行: 前のステップで選択したダッシュボードをエクスポートします。

4. 「エクスポート」をクリックします。
指定したダッシュボードが Dashboard.jsonという名前の JSONファイルとして
エクスポートされます。

操作ダッシュボードのインポート
サービス管理者は、「エクスポート」オプションを使用して以前にエクスポートされた
ダッシュボードをインポートできます

Note:

操作ダッシュボードをインポートするには、ダッシュボードの管理権限が必
要です。

ダッシュボードをインポートするには:

1. ホームから、「ライブラリ」、「ダッシュボード」の順にクリックします。
「操作ダッシュボード」ページが表示されます。

2. 「インポート」をクリックします。
操作ダッシュボードのインポート・ダイアログが表示されます。

3. 「ファイル」で、「参照」をクリックし、インポートするダッシュボードが保存され
ている JSONファイルを指定します。

4. 「インポート」をクリックします。
「ステータス」フィールドにインポートのステータスが表示されます。

5. インポートが正常に完了したら、「OK」をクリックします。
インポートされたダッシュボードは、「操作ダッシュボード」ページに表示されます。
「ダッシュボード」ページのダッシュボードと同じ名前のダッシュボードがインポー
ト・ファイルに含まれていると、そのダッシュボードが更新されます。
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操作ダッシュボードの実行
ユーザーは、アクセス権が付与されているダッシュボードを実行できます。
ダッシュボードを実行すると、最新のデータがダッシュボードの様々なチャートやピボット・
ビューに表示されます。
ダッシュボードを実行するには:

1. ホームから、「ライブラリ」、「操作ダッシュボード」の順にクリックします。
「ダッシュボード」ページが表示されます。

2. 次のいずれかを行います:

• 実行するダッシュボードをクリックし、「実行」アイコンをクリックします。
• 実行するダッシュボードの「アクション」アイコンをクリックし、「実行」を選択し
ます。

• ダッシュボードを開き、「実行」アイコンをクリックします。
ダッシュボードが新しいタブにランタイム・モードで開き、最新のデータが表示され
ます。

Note:

実行または編集のためにダッシュボードがすでに開いている場合は、そのタ
ブにフォーカスが移動し、実行モードになります。

3. 必要に応じて、表示されたデータをフィルタします。操作ダッシュボードに表示されるデ
ータへのフィルタの適用を参照してください。

操作ダッシュボードを表示するための列の表示
ダッシュボードを表示するための列を表示するには:

1. 「操作ダッシュボード」ページで、「表示」、「列」の順にクリックします。
2. 「すべて表示」をクリックしてすべての列を表示するか、特定の列を選択します。
列を表示または表示された列を非表示にするには:

1. 「表示」 > 「列」 >「列の管理」の順にクリックします。
2. 移動アイコンを使用して「非表示列」と「表示列」の間で必要な列を移動して、列を表示
または表示されている列を非表示にします。

操作ダッシュボードを表示するための列の順序変更
列の順序を変更して、異なる順序で表示できます。
列を並べ替えるには:

1. 「操作ダッシュボード」ページで、「表示」、「列の順序変更」の順にクリックします。
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2. 順序を変更する列名を選択し、次のアイコンを使用して必要な位置に移動します:

• : 選択したアイテムをリストの最上位に移動します
• : 選択したアイテムをリストの 1つ上に移動します
• : 選択したアイテムをリストの 1つ下に移動します
• : 選択したアイテムをリストの最下位に移動します

3. 「OK」をクリックします。
指定された順序に基づいて列が表示されます。

操作ダッシュボードの URLのコピー
操作ダッシュボードの URLをコピーして、そのダッシュボードにアクセスできるよう
にすることができます。
操作ダッシュボードの URLをコピーするには:

1. ホームから、「ライブラリ」、「ダッシュボード」の順にクリックします。
「操作ダッシュボード」ページが表示されます。

2. URLをコピーするダッシュボードの「アクション」アイコンをクリックし、「URL
のコピー」をクリックします。

3. 表示された URLをコピーします。URLにより、ダッシュボードに直接アクセスで
きるようになります。

操作ダッシュボードに表示されるデータへのフィ
ルタの適用

フィルタを使用して、ダッシュボードとそのビューに表示されるデータを制限できま
す。
「検索」ボックスの横にある「表示/非表示」切替えアイコンを使用して、フィルタ・バ
ーを表示または非表示にします。
フィルタ・バーでは、次のようにして、表示されているダッシュボードをフィルタで
きます:

• その他のフィルタを追加します
• 各フィルタに条件を指定します
• フィルタをクリアまたは削除します
• すべてのフィルタをクリアします
ダッシュボードに表示されるデータを制限するには:

1. ダッシュボードを実行し、そのデータを表示します。
2. このダッシュボードにグローバル・フィルタが構成されている場合は、これを使用
してダッシュボードのすべてのビューに表示されるデータをフィルタします。
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3. ビューの場合は、特定のビューに定義されているフィルタを使用して、そのビューに表示
されるデータをフィルタします。

グローバル・フィルタは、ダッシュボードのすべてのビューに最初に適用されます。次に、
ビューごとに、そのビューに定義されているフィルタが適用されます。
これらの各機能の詳細は、フィルタの操作を参照してください。

例: タスク・マネージャの操作ダッシュボード
この例では、ダッシュボードの作成方法を示します。
このダッシュボードでは、タスク・マネージャの次のビューを使用します:

• チャート・ビュー: タスク完了 - プランと実績の対比
• チャート・ビュー: 遅延完了タスク
• チャート・ビュー: 労働日別ステータス
• チャート・ビュー: 地域別完了
完成したダッシュボードがスクリーンショットに示されています。任意のビューで任意の領
域をクリックして、その領域を構成する個々のレコードにドリルダウンできます。

この例のダッシュボードを作成するには:

1. ホームで「ダッシュボード」をクリックし、「操作ダッシュボード」をクリックします。
ホームで「ライブラリ」をクリックし、「操作ダッシュボード」をクリックします。
既存の操作ダッシュボードが表示されます。

2. 「新規」アイコンをクリックして、新しいダッシュボードを作成します。
新しいダッシュボードがデフォルト名で作成され、新しいタブで開きます。

3. ダッシュボードの「設定」アイコンをクリックし、「プロパティ」タブでプロパティを更
新します:

• 名前: タスク・マネージャ
• 枠線: このチェック・ボックスを選択します
• グローバル・フィルタ・バー: このチェック・ボックスを選択します
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• 背景: 塗りつぶしなし
• レイアウト:

– グリッド: このチェック・ボックスを選択します。
– 水平分割: 50

– 垂直分割: 50

4. 左上のチャート・ビューを作成するには、チャート・ビュー: タスク完了 - プラン
と実績の対比を参照してください。

5. 右上のチャート・ビューを作成するには、チャート・ビュー: 遅延完了タスクを参
照してください。

6. 左下のチャート・ビューを作成するには、チャート・ビュー: 労働日別ステータス
を参照してください。

7. 右下のチャート・ビューを作成するには、チャート・ビュー: 地域別完了を参照し
てください。

8. 「保存」をクリックしてダッシュボードを保存します。

チャート・ビュー: タスク完了 - プランと実績の対比
この例は、時間の経過に伴うタスクの完了を示したもので、タスクが予定より進んで
いるか遅れているかを確認できます。
このチャートには、特定の日付以前のすべてのタスクの終了日が含まれます。また、
それらのタスクの完了ステータスも表示されます。

ダッシュボード内の左上のビューで次のようにします:

1. 「オブジェクト・タイプ」アイコンをクリックし、「タスク」を選択します。
2. ビュー・セレクタ・アイコンをクリックし、「チャート・ビュー」を選択します。
3. 「設定」アイコンをクリックし、次の情報を指定します:

• 「プロパティ」タブで:

– タイトル: タスク完了 - プランと実績の対比
– タイプ: 折れ線
– 背景: 塗りつぶしなし
– ラベルの位置: 上の点
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– 行の太さ: 5

– グリッド線: このチェック・ボックスを選択します
– 期間: 選択

• 「レイアウト」タブで:

– X軸:

* タイプ: 日付
* ソート: 最初のドロップダウン・メニューでは「X軸」、2番目のドロップダ
ウン・メニューでは「降順」

– 凡例(系列):

* 最初の行を追加します:

* 値: タスク
* 集約: 数
* カテゴリ: なし
* グループ化基準: 終了日(実際、ローカル)

* データ集約: 次以前
* 「新規」をクリックして別の行を追加します。次を指定します:

* 値: タスク
* 集約: 数
* カテゴリ: なし
* グループ化基準: 終了日(割当済、ローカル)

* データ集約: 次以前
• 「軸」タブで:

– 「X軸」を選択します。
– 間隔: 日次
– 最小: 自動
– 最大: 自動

• 「凡例」タブで:

– 凡例の位置: 下
– パレット: レッドウッド
– 各系列のデフォルトのラベルを選択します: 終了日(実際、ローカル)および終了日

(割当済、ローカル)

– 各系列にデフォルトの色を選択します。
4. 「OK」をクリックします。

チャート・ビュー: 遅延完了タスク
この例は、様々な組織単位で予定より遅れて完了したタスクを示しています。

Chapter 46
例: タスク・マネージャの操作ダッシュボード

46-15



ダッシュボード内の左上のビューで次のようにします:

1. 「オブジェクト・タイプ」アイコンをクリックし、「タスク」を選択します。
2. ビュー・セレクタ・アイコンをクリックし、「チャート・ビュー」を選択します。
3. 「設定」アイコンをクリックし、次の情報を指定します:

• 「プロパティ」タブで:

– タイトル: 遅延したタスク完了
– 背景: 塗りつぶしなし
– ヘッダー・サイズ: 13

– データ・サイズ: 14

– 期間: 選択
• 「レイアウト」タブで:

– X軸:

* タイプ: 日付
* ソート: 最初のドロップダウン・メニューでは「X軸」、2番目のドロ
ップダウン・メニューでは「昇順」

– 凡例(系列):

* 値: タスク
* 集約: 数
* カテゴリ: 組織単位
* フィルタ: 「これまでの遅延(担当者)」が「いいえ」でない

• 「列」タブで、各系列のデフォルトのラベルを選択します。
4. 「OK」をクリックします。

チャート・ビュー: 労働日別ステータス
このチャートの例は、カスタムの労働日属性に基づいてタスクの完了を示しています。
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この例では、カスタム属性が事前に追加され、日-15から 35の値を指定して定義されていま
す。その後、計画完了日に基づいて、すべてのタスクに労働日が割り当てられています。

ダッシュボード内の左下のビューで次のようにします:

1. 「オブジェクト・タイプ」アイコンをクリックし、「タスク」を選択します。
2. ビュー・セレクタ・アイコンをクリックし、「チャート・ビュー」を選択します。
3. 「設定」アイコンをクリックし、次の情報を指定します:

• 「プロパティ」タブで:

– タイトル: 労働日別ステータス
– タイプ: 縦棒
– 背景: 塗りつぶしなし
– ラベルの位置: エッジの内側
– 向き: 垂直
– グリッド線: このチェック・ボックスを選択します
– 期間: 選択

• 「レイアウト」タブで:

– X軸:

* タイプ: 属性
* 属性 1: 労働日(このカスタム属性がリストに表示されるには、事前に追加され
ている必要があります。)

* ソート: 最初のドロップダウン・メニューでは「労働日」、2番目のドロップ
ダウン・メニューでは「昇順」。

– 凡例(系列): 最初の行で、次の情報を追加します:

* 値: タスク
* 集約: 数
* カテゴリ: ステータス

– Y軸: このチェック・ボックスを選択します。
– 最小: 自動
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– 最大: 自動
– 主ユニット: 自動
– 副ユニット: 自動

• 「凡例」タブで:

– 凡例の位置: 右
– パレット: レッドウッド
– 各系列にデフォルトのラベルを選択します: 「クローズ済」、「エラー」、「オ
ープン」および「保留中」。

– 各系列にデフォルトの色を選択します。
4. 「OK」をクリックします。

チャート・ビュー: 地域別完了
このチャートの例は、地域に基づいてタスクの完了を示しています。この例では、カ
スタムの組織単位属性が事前に追加されており、完了したタスクの値が地域に基づい
て定義されています。

ダッシュボード内の左下のビューで次のようにします:

1. 「オブジェクト・タイプ」アイコンをクリックし、「タスク」を選択します。
2. ビュー・セレクタ・アイコンをクリックし、「チャート・ビュー」を選択します。
3. 「設定」アイコンをクリックし、次の情報を指定します:

• 「プロパティ」タブで:

– タイトル: 地域別完了
– タイプ: 縦棒
– 背景: 塗りつぶしなし
– ラベルの位置: エッジの内側
– 向き: 水平
– グリッド線: このチェック・ボックスを選択します
– 期間: 選択
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• 「レイアウト」タブで:

– X軸:

* タイプ: 属性
* 属性 1: 組織単位

(このカスタム属性がリストに表示されるには、事前に追加されている必要が
あります。)

* ソート: 最初のドロップダウン・メニューでは「組織単位」、2番目のドロッ
プダウン・メニューでは「降順」。

– 凡例(系列):

* 値: タスク
* 集約: 数
* カテゴリ: ステータス

• 「軸」タブで:

– Y軸: このチェック・ボックスを選択します。
– 最小: 自動
– 最大: 自動
– 主ユニット: 自動
– 副ユニット: 自動

• 「凡例」タブで:

– 凡例の位置: 右
– パレット: レッドウッド
– 各系列にデフォルトのラベルを選択します: 「クローズ済」、「エラー」、「オープ
ン」および「保留中」。

– 各系列にデフォルトの色を選択します。
4. 「OK」をクリックします。

例: 補足データ・マネージャのダッシュボード
これは、補足データ・マネージャのフォームとデータのビューを備えたダッシュボードの例
です。このダッシュボードはサンプル・データに基づいており、補足データ・マネージャの
使用方法とは異なります。ビューには次のものが含まれます:

• チャート・ビュー: タイプ別補足データ収集
• チャート・ビュー: 期間のフォーム完了
• チャート・ビュー: エンティティ別債務タイプ
• チャート・ビュー: 投資組合せ.

ダッシュボードは次のように表示されます。任意のビューの領域をクリックして、その領域
を構成する個々のレコードにドリルダウンします。
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この例のダッシュボードを作成するには:

1. ホームで「ダッシュボード」をクリックし、「操作ダッシュボード」をクリックし
ます。
ホームで「ライブラリ」をクリックし、「操作ダッシュボード」をクリックします。
既存の操作ダッシュボードが表示されます。

2. 「新規」アイコンをクリックして、新しいダッシュボードを作成します。
新しいダッシュボードがデフォルト名で作成され、新しいタブで開きます。

3. ダッシュボードの「設定」アイコンをクリックし、「プロパティ」タブでプロパテ
ィを更新します:

• 名前: 補足データ
• 枠線: このチェック・ボックスを選択します
• 背景: 塗りつぶしなし
• レイアウト:

– グリッド: このチェック・ボックスを選択します。
– 水平分割: 50

– 垂直分割: 50

4. 左上のチャート・ビューを作成するには、チャート・ビュー: タイプ別補足データ
収集を参照してください。

5. 右上のチャート・ビューを作成するには、チャート・ビュー: 期間のフォーム完了
を参照してください。

6. 左下のチャート・ビューを作成するには、チャート・ビュー: エンティティ別債務
タイプを参照してください。

7. 右下のチャート・ビューを作成するには、チャート・ビュー: 投資組合せを参照し
てください。

8. 「保存」をクリックしてダッシュボードを保存します。

チャート・ビュー: タイプ別補足データ収集
次の例は、テンプレート・タイプ別のフォーム完了を示しています。これにより、補
足データ収集の進捗状況をデータのタイプごとにすばやく確認できます。
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ダッシュボード内の左上のビューで次のようにします:

1. 「オブジェクト・タイプ」アイコンをクリックし、「補足データ・フォーム」 > 「デフォ
ルト」(収集間隔)を選択します。

2. ビュー・セレクタ・アイコンをクリックし、「チャート・ビュー」を選択します。
3. 「設定」アイコンをクリックし、次の情報を指定します:

• 「プロパティ」タブで:

– タイトル: タイプ別補足データ収集
– タイプ: 縦棒
– 背景: 塗りつぶしなし
– ラベルの位置: ラベルなし
– 向き: 水平
– グリッド線: このチェック・ボックスを選択します
– 期間: 選択

• 「レイアウト」タブで:

– X軸:

* タイプ: 属性
* 属性 1: テンプレート
* ソート: 最初のドロップダウン・メニューでは「テンプレート」、2番目のド
ロップダウン・メニューでは「降順」

– 凡例(系列):

* 値: フォーム
* 集約: 数
* カテゴリ: ステータス(詳細)

• 「軸」タブで:

– 「Y軸」を選択します。
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– 最小: 自動
– 最大: 自動
– 主ユニット: 固定
– 副ユニット: 固定

• 「凡例」タブで:

– 凡例の位置: 右
– パレット: レッドウッド
– 各系列にデフォルトのラベルを選択します
– 各系列にデフォルトの色を選択します。

4. 「OK」をクリックします。

チャート・ビュー: 期間のフォーム完了
次の例は、テンプレート・タイプ別のフォーム完了を示しています。これにより、補
足データ収集の進捗状況をデータのタイプごとにすばやく確認できます。

ダッシュボード内の左上のビューで次のようにします:

1. 「オブジェクト・タイプ」アイコンをクリックし、「補足データ・フォーム」 > 「デ
フォルト」を選択します。

2. ビュー・セレクタ・アイコンをクリックし、「チャート・ビュー」を選択します。
3. 「設定」アイコンをクリックし、次の情報を指定します:

• 「プロパティ」タブで:

– タイトル: 期間のフォーム完了
– タイプ: 縦棒
– 背景: 塗りつぶしなし
– ラベルの位置: エッジの内側
– 向き: 垂直
– グリッド線: このチェック・ボックスを選択します
– 期間: 選択
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• 「レイアウト」タブで:

– X軸:

* タイプ: 属性
* 属性 1: 期間
* ソート: 最初のドロップダウン・メニューでは「エンティティ」、2番目のド
ロップダウン・メニューでは「降順」

– 凡例(系列):

* 値: フォーム
* 集約: 数
* カテゴリ: ステータス(詳細)

• 「軸」タブで:

– 「Y軸」を選択します。
– 最小: 自動
– 最大: 自動
– 主ユニット: 自動
– 副ユニット: 自動

• 「凡例」タブで:

– 凡例の位置: 右
– パレット: レッドウッド
– 各系列にデフォルトのラベルを選択します
– 各系列にデフォルトの色を選択します。

4. 「OK」をクリックします。

チャート・ビュー: エンティティ別債務タイプ
次の例では、補足データを使用して、様々なタイプの債務証券に関する詳細を収集します。
次のチャートは、これらの債務証券の内訳をエンティティ別に示しています。
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ダッシュボード内の左上のビューで次のようにします:

1. 「オブジェクト・タイプ」アイコンをクリックし、「補足データ」 > 債務詳細(収集)
を選択します。

2. ビュー・セレクタ・アイコンをクリックし、「チャート・ビュー」を選択します。
3. 「設定」アイコンをクリックし、次の情報を指定します:

• 「プロパティ」タブで:

– タイトル: エンティティ別債務タイプ
– タイプ: 棒
– 背景: 塗りつぶしなし
– ラベルの位置: ラベルなし
– 向き: 垂直
– グリッド線: このチェック・ボックスを選択します
– 期間: 選択

• 「レイアウト」タブで:

– X軸:

* タイプ: 属性
* 属性 1: エンティティ
* ソート: 最初のドロップダウン・メニューでは「エンティティ」、2番
目のドロップダウン・メニューでは「降順」

– 凡例(系列):

* 値: 債務金額
* 集約: 合計
* カテゴリ: 債務タイプ

• 「軸」タブで:

– 「Y軸」を選択します。
– 最小: 自動
– 最大: 自動
– 主ユニット: 自動
– 副ユニット: 自動

• 「凡例」タブで:

– 凡例の位置: 下
– パレット: レッドウッド
– 各系列にデフォルトのラベルを選択します
– 各系列にデフォルトの色を選択します。

4. 「OK」をクリックします。
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チャート・ビュー: 投資組合せ
次の例では、補足データを使用して、様々なタイプの債務証券に関する詳細を収集します。
次の円グラフは、これらの債務証券の配分をエンティティ別に示しています。

ダッシュボード内の左上のビューで次のようにします:

1. 「オブジェクト・タイプ」アイコンをクリックし、「補足データ」 > 投資詳細(収集)を選択
します。

2. ビュー・セレクタ・アイコンをクリックし、「チャート・ビュー」を選択します。
3. 「設定」アイコンをクリックし、次の情報を指定します:

• 「プロパティ」タブで:

– タイトル: 投資組合せ
– タイプ: 円
– 3Dチャート: このオプションを選択します
– 背景: 塗りつぶしなし
– パーセンテージとして表示: このオプションを選択します。
– 期間: 選択

• 「レイアウト」タブで:

– X軸:

* タイプ: なし
* 属性 1: エンティティ
* ソート: 最初のドロップダウン・メニューでは「アルファベット順」、2番目
のドロップダウン・メニューでは「降順」

– 凡例(系列):

* 値: 市場価格

Chapter 46
例: 補足データ・マネージャのダッシュボード
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* 集約: 合計
* カテゴリ: 証券タイプ

• 「凡例」タブで:

– 凡例の位置: 左
– パレット: レッドウッド
– 各系列にデフォルトのラベルを選択します
– 各系列にデフォルトの色を選択します。

4. 「OK」をクリックします。

Chapter 46
例: 補足データ・マネージャのダッシュボード
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A
Tax Reportingのベスト・プラクティス

Tax Reportingには、次のベスト・プラクティスを使用してください。
ベスト・プラクティスでは、機能を効果的に使用する方法について説明します。次の表には、
このガイドで説明したベスト・プラクティスへのリンクが用意されています。

カテゴリ ベスト・プラクティスの対象 この項を参照
代替階層の作成 共有階層の操作 共有メンバーの作成
勘定科目ディメンション 勘定科目の定義 勘定科目プロパティの定義
エンティティ・ディメンション エンティティの定義 エンティティ・ディメンション
増減ディメンション 増減の定義 増減ディメンション
ディメンション階層 ディメンション階層レベルの設

定
ナビゲーションを使用したディ
メンション階層の操作

税金自動化 資本勘定科目の設定 複数のルールの組合せを使用し
た税金自動化の作成

ディメンションの操作 管轄および通貨メンバーの追加 ディメンションの概要
カスタム・ディメンション アプリケーション(ハイブリッ

ド・モード)のニーズに基づくカ
スタム・ディメンションの作成

カスタム・ディメンションの追加
(ハイブリッド・モードのみ)

データのロード データ・ファイルのインポート データ・インポート・ファイルの
ロード

外国為替(FX)レート 外国為替レートの入力 - 国およ
び地域

• 国の FXレートの操作
• 地域の FXレートの操作

アプリケーション・データベース アプリケーション・データベース
の操作

データベースのリフレッシュ
ハイブリッド・モード パフォーマンス向上のためにハ

イブリッドに移行
ハイブリッド最適化の一環とし
ての更新の実行

データ統合 データのエクスポート データ統合のベスト・プラクティ
ス

ナビゲーション・フロー ホーム・ページ上およびカードや
タブ内での過度なスクロールの
回避

ナビゲーション・フロー設計のベ
スト・プラクティスと命名に関す
る考慮事項

メンバー式の使用 簡易ディメンション・エディタで
のメンバー式の定義または編集

メンバー式のベスト・プラクティ
ス

データの監査 監査表のメンテナンス 監査詳細の表示
タスクの監査 監査表の操作 タスク・マネージャおよび補足デ

ータの監査詳細の表示
アプリケーションのモニタリン
グ

アプリケーションの使用状況を
理解するためのアプリケーショ
ンのモニタリング

アクティビティ・レポートとアク
セス・ログの操作

アプリケーションの管理 アプリケーションの削除 アプリケーションの削除
補足データ・マネージャ・フォー
ム・テンプレート

補足データのマッピング 「フォーム・テンプレート」セク
ション: 「マッピング」タブ
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https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/agtrc/dimensions_members_creating_shared_members_100xfce97c85.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/agtrc/dim_account_properties.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/agtrc/admin_dimensions_entity_106x5adcc133.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/agtrc/admin_dimensions_movement_110x5add688f.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/agtrc/dimensions_working_with_hierarachy_110x652828b7.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/agtrc/dimensions_working_with_hierarachy_110x652828b7.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/agtrc/tax_automation_creating_with_multiple_rules_102x4d70c7a9.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/agtrc/tax_automation_creating_with_multiple_rules_102x4d70c7a9.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/agtrc/admin_managing_dimensions_106x55356052.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/agtrc/adding_custom_dimensions.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/agtrc/adding_custom_dimensions.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/agtrc/admin_import_load_data_import_file_106x59520f64.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/agtrc/admin_import_load_data_import_file_106x59520f64.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/ustrc/user_forms_national_current_provision_fx_rates_overview_102xfe9184f3.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/ustrc/user_forms_regional_current_provision_fx_rates_overview_110xff02d8bf.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/agtrc/admin_refresh_database_112x56bbeb0e.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/agtrc/performing_updates_as_part_of_hybrid_optimization.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/agtrc/performing_updates_as_part_of_hybrid_optimization.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/agtrc/best_practices_for_data_integration.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/agtrc/best_practices_for_data_integration.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/agtrc/navigation_flow_design_best_practices.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/agtrc/navigation_flow_design_best_practices.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/agtrc/navigation_flow_design_best_practices.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/agtrc/best_practices_for_member_formulas.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/agtrc/best_practices_for_member_formulas.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/agtrc/audit_orig_view_110x5512daea.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/agtrc/audit_task_manager.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/agtrc/audit_task_manager.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/agtrc/admin_remove_app_110x56b95111.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/agtrc/sdm_form_tmplts_sections_mapping.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/tax-reporting-cloud/agtrc/sdm_form_tmplts_sections_mapping.html


カテゴリ ベスト・プラクティスの対象 この項を参照
タスク・マネージャのスケジュー
ル

テンプレートからスケジュール
を作成する際のパラメータのオ
ーバーライド

タスク・タイプ・パラメータの設
定
テンプレートからのスケジュー
ルの作成

詳細は、Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイド
の EPM Cloudの問題のトラブルシューティングを参照してください
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B
EPM Cloudに関するよくある質問(FAQ)

この FAQには、Oracle Enterprise Performance Management Cloudの管理タスクに関するよ
くある質問のリソースへのリンクが用意されています。
よくある質問
• EPM Cloudサービスのトラブルシューティング時に、テクニカル・サポートを支援する
ための「フィードバックの提供」機能をどのように使用しますか。

• EPM Cloudビジネス・プロセスに関する一般的なトラブルシューティングのヒントはど
こで確認できますか。

• EPM Cloudサービスの SOC1および SOC2レポートをどのようにして取得できますか。
• EPM Cloudサービスはどのように再起動しますか。
• ユーザーのパスワードをどのようにリセットしますか。
• EPM Cloudで本番からテストへのデータ移行をどのように実行しますか。
• 自分の環境の自動月次更新をどのように延期しますか。
• OAuth 2 for OCI (Gen 2)環境での認証をどのように設定しますか。
• REST APIまたは EPM自動化を使用した、グループの作成または除去方法、およびそれ
らに対するユーザーの追加または除去方法

• オラクル社によって本番およびテストのバックアップが保持される期間、および自分の環
境へのバックアップ・スナップショットのコピー方法

EPM Cloudサービスのトラブルシューティング時に、テクニカル・サポートを支援するため
の「フィードバックの提供」機能をどのように使用しますか。
画面の右上に表示されるユーザー名をクリックして「フィードバックの提供」を選択します。

Tip:

サービス管理者の場合、メンテナンス・スナップショットを含めて、テクニカル・
サポートがサービスをトラブルシューティングすることを支援できます。「フィー
ドバックの提供」ユーティリティで、「アプリケーション・スナップショットの送信
の確認」を展開し、「アプリケーション・スナップショットの送信」オプションを有
効化します。

Oracle Enterprise Performance Management Cloud管理者のためのスタート・ガイドのフィ
ードバックの提供ユーティリティを使用したフィードバックの送信を参照してください
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EPM Cloudビジネス・プロセスに関する一般的なトラブルシューティングのヒントは
どこで確認できますか。
Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイドで、お客
様から報告があった一般的な問題に関するトラブルシューティングのヒントや情報
と、それらを修正するための手順を確認してください。
EPM Cloudサービスの SOC1および SOC2レポートをどのようにして取得できます
か。
アプリケーションの「アクション」メニューをクリックし、「ドキュメント」タブを選
択することで、「個人用サービス」でこれらのレポートにアクセスできます。Oracle
Enterprise Performance Management Cloud管理者のためのスタート・ガイドのコンプ
ライアンス・レポートへのアクセスを参照してください
EPM Cloudサービスはどのように再起動しますか。
• EPM自動化で resetServiceコマンドを使用して、EPM Cloudサービスを再起動
します。Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作で
resetServiceを参照してください。

• サービス・インスタンスの再起動 REST APIを使用して、EPM Cloudサービスを
再起動します。Enterprise Performance Management Cloudの REST APIのサー
ビス・インスタンスの再起動(v2)を参照してください。

ユーザーのパスワードをどのようにリセットしますか。
OCI (Gen 2)環境の場合、Oracle Identity Cloud Serviceを使用してユーザー・アカウン
トのパスワードをリセットします。Oracle Cloudの管理とモニタリングのパスワード
のリセットに関する項を参照してください。
クラシック環境の場合、「個人用サービス」を使用してユーザー・アカウントのパスワ
ードをリセットします。Oracle Cloudの管理とモニタリングのユーザーのパスワード
のリセットに関する項を参照してください。
EPM Cloudで本番からテストへのデータ移行をどのように実行しますか。
「クローン」機能を使用して、本番からテストにデータを移行します。Oracle Enterprise
Performance Management Cloud移行の管理の EPM Cloud環境のクローニングを参
照してください
または、EPM自動化の cloneEnvironmentコマンドを使用できます。環境のクローニ
ング REST APIを使用することもできます。
自分の環境の自動月次更新をどのように延期しますか。
更新のスキップの設定は、skipUpdate EPM自動化コマンドを使用して実行するセル
フサービス操作です。Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーシ
ョン・ガイドの環境の自動更新のスキップのリクエストを参照してください
skipUpdate REST APIを使用して、月次更新を延期することもできます。Enterprise
Performance Management Cloudの REST APIの更新のスキップ(v2)を参照してくだ
さい。
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OAuth 2 for OCI (Gen 2)環境での認証をどのように設定しますか。
EPM自動化の場合、OAuth 2.0承認プロトコルを使用して、コマンドを実行するため、特に
コマンドの実行を自動化するために OCI (GEN 2) Oracle Enterprise Performance
Management Cloud環境にアクセスできます。Oracle Enterprise Performance Management
Cloud EPM自動化の操作で OCIでの OAuth 2.0承認プロトコルの使用を参照してください。
REST APIの場合、Oracle Cloud Infrastructure (OCI) Gen 2アーキテクチャ上の EPM Cloud
環境では、環境でのパスワードの使用を回避するという要件を満たすために、EPM Cloudで
OAuth 2アクセス・トークンを使用して REST APIを発行できます。Enterprise Performance
Management Cloudの REST APIの OAuth 2での認証 - OCIのみを参照してください。
REST APIまたは EPM自動化を使用した、グループの作成または除去方法、およびそれらに
対するユーザーの追加または除去方法
• グループを追加するには、Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動
化の操作の createGroupsまたは Enterprise Performance Management Cloudの REST
APIのグループの追加を参照してください。

• グループを削除するには、Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動
化の操作の deleteGroupsまたは Enterprise Performance Management Cloudの REST
APIのグループの削除を参照してください。

• ユーザーをグループに追加するには、Oracle Enterprise Performance Management Cloud
EPM自動化の操作の addUsersToGroupまたは Enterprise Performance Management
Cloudの REST APIのグループへのユーザーの追加を参照してください。

• ユーザーをグループから削除するには、Oracle Enterprise Performance Management
Cloud EPM自動化の操作の removeUsersFromGroupまたは Enterprise Performance
Management Cloudの REST APIのグループからのユーザーの削除を参照してください。

オラクル社によって本番およびテストのバックアップが保持される期間、および自分の環境
へのバックアップ・スナップショットのコピー方法
OCI (Gen 2)環境の場合、オラクル社によって本番環境のスナップショットが 60日間保持さ
れ、テスト環境のスナップショットは 30日間保持されます。listBackupsおよび
restoreBackup EPM自動化コマンドを使用して、使用可能なバックアップ・スナップショッ
トをチェックし、自分の環境にコピーします。バックアップのリストおよびバックアップの
復元 REST APIを使用することもできます。
クラシック環境の場合、(本番およびテスト環境の)過去 3日間の日次スナップショットと、(本
番環境のみの)過去 60日間の週次バックアップ・スナップショットがオラクル社によってア
ーカイブされます。オラクル社に、過去 3日間のテスト・バックアップおよび過去 60日間の
本番バックアップをコピーするようリクエストできます。
Oracle Enterprise Performance Management Cloud管理者のためのスタート・ガイドの日次
スナップショットのアーカイブ、保持および取得を参照してください
EPM Cloud環境をどのようにバックアップおよび復元しますか。
メンテナンス・スナップショット(Artifact Snapshot)を使用して、前日からのアーティファ
クトおよびデータを回復できます。また、必要に応じて、Artifact Snapshotを使用して、
環境を最後の運用メンテナンス中の状態に復元することもできます。次を参照してください:
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• Oracle Enterprise Performance Management Cloud管理者スタート・ガイドのメン
テナンス・スナップショットを使用した環境のバックアップと復元

• Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作の
restoreBackupおよび importSnapshotコマンド。

EPM Cloudではどのような障害回復オプションを使用できますか。
EPM Cloudには、環境を稼働状態に復元するセルフサービス・オプションが用意され
ており、それによってほぼ即時の回復時間目標を達成します。次を参照してください:

• Oracle Enterprise Performance Management Cloud管理者スタート・ガイドの障害
回復サポート

• Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作の EPM
Cloud環境のレプリケート

自動リグレッション・テストをどのようにリクエストしますか。
オラクルでは、自動リグレッション・テスト・プロセスを円滑に行うことができるよ
う、EPM自動化ベースのスクリプトの作成をお手伝いします。Oracle Enterprise
Performance Management Cloudオペレーション・ガイドの自動リグレッション・テ
ストのリクエストを参照してください
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